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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　さよならチユース、ミリオポリス。

　あたしは今日、死ぬことにしたよ。




　ペン型ボイスレコーダーの再生──少女が吹ふき込んだ声／遺書／告白／哀あい訴そ。

　地上にいる数少ない友人たちに──天にいて特に何もしてくれない神様に──あるいはここにいる自分自身に言い訳したくて──きちんと録音されているのを確かめながら横たえられた少年を毛布でくるみ直してやった──几き帳ちよう面めんで従順な死の儀ぎ式しき。凍いてつく風が金かな網あみを揺ゆらし、すすり泣くような音を立てていた──〈ミリオＭポリスＰ憲兵大隊Ｂ〉本部ビル屋上。

　少女の手に骨こつ董とう品のＰピ３スト８ー拳レ３銃８──冬空と同じくらい色あせて冷たい鋼鉄／二発の残ざん弾だん／自分と少年の分／しくじりゃしない──ボイスレコーダーは少女の声を発し続けた。




　あたしはけりをつけるんだ。あたしがしでかしたこと。こいつがしでかしたこと。両方の。

　こいつはもう目覚めない。優やさしい親からも捨てられた。あたしがそうさせた。

〝涼スズ月ツキ・Ｄ・シュルツの物忘れ〟──それが、こいつを半はん端ぱな死体にした。あたしは大切なことを忘れたまま色んなむちゃをこいつに背負わせた。そしてこいつはそんなあたしを助けようとしてできる限りのむちゃをやった。やってくれるよ神様。あんた、わかっててやったんだ。このあたしが、こんなことに耐たえられるわけないって。あたしは全部忘れてここを出て行ける。〝忘れる〟ことは得意技わざだ。無罪放ほう免めん。潔白の涼月・Ｄ・シュルツ。このまま解放されて血みどろの修しゆ羅ら場ばとはおさらばだ──受験勉強のお陰かげで──あたしだけは。

　おお、くそ、神様──そんなの、どうやって耐えろってんだ？　あたしはただ、ドアが開いてるか確かめたかっただけだ。ここにいるしかないから諦あきらめるんじゃなくて──ここにいることをあたし自身が選べるなら、ただそれでよかった。出て行く気なんてなかった。

　でも、もうここにはいられない。どこにも行けない。こいつを見ろ、神様。

　第三種進行性脳障害──それが吹雪フブキ・Ｐ・シュライヒャーのベッドの名札だ。そのうち呼吸いきをする力もなくなって機械に生かされるようになる。なのに、こいつは残りの脳みそがおしゃかになるまでマスターサーバーに接続され続ける。あたしたちをおかしくするプログラムを、あたしたちの代わりに引き受け続ける。この先、苦しいとも辛つらいとも言えないまま。

　そういうの好きだろ、神様？　〝屍しかばねのように従順であれ〟──あたしは大だい嫌きらいだよ、神様。だったらなんで最初から死体で生まない？　あたしが生きて生まれる確率は１％もなかった。なのに、なんでだ？　開かない手足と、腐くさるしかない体で、なんで死なずに生まれた？

　答えは不ウンフ可エアマイ抗トリツ力ヒカイトさ。スペリングは得意なんだ。ＵＮＶＥＲＭＥＩＤＬＩＣＨＫＥＩＴ──だろ、神様。それがあたしの墓ぼ碑ひ銘めいだ。あたしは間違って生まれた。あんたのポカミス。生まれないはずだった子供。洗礼を受けずに死んだ子供たちがいつでも忘却の海リンボであたしを呼んでる。なんで生きてるんだ、お前は死んでるはずだって。実際あたしの体は七つになる前に半分かた腐ったし、それでも生きるってことは──結局、心も腐るしかないってことだろ。




　一いつ貫かんしてそこそこ平静──だがそこだけ僅わずかに沈ちん黙もくが生じていた。忠実まめで几帳面で強がりの自分がなんとか最後まで告白できそうなことへの安心感／ささやかな勝利感／後ろめたさ。

「……なーんか世界とか救いてえ」

　どうしようもなく乾かわいた倦けん怠たいと諦めの響ひびき──それでも諦められずに拳こぶしを握にぎりしめてきた。

　ボイスレコーダーの隣となりにライターを置いた──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──二人の約束の言葉。

　可アズ能・スなーン限・アりズ・早ポシくブル幸せな場所に行けるように──少年の綺き麗れいな頰ほおを撫なでながら小声で尋たずねた。

「お前って……あたしなんかのどこが好きなんだよ」

　口にするだけで幸せな気持ちになれる魔ま法ほう──ボイスレコーダーは最後の言葉を発した。




　あたしは気づいたんだ。世界を救いたいってことは世界と等しくなりたいってことだって。

　等エーク価イフア値レンツに──ÄＱＵＩＶＡＬＥＮＺ──右の秤はかりに、あたし・あたしの命・あたしの心。

　左の秤に、あたしの住む世界──それで釣つり合いが取れる自分になりたかった。でかいものの一部になったまんま、わけもわからず命や心を殺されたくない。でもどうせそんなあたしをどこかの悪党か、組織が便利に使う。あたしはテロ屋どもみたいに何かに教育されたがる。道を示してくれる何かを待つようになる。間ま違ちがって生まれたんじゃないって実感させてくれるなら──魂たましいだって売る。そのことが普ふ通つうに想像できるんだ。あたしがこの世界と等しくなることは永遠にないってことが。それって、何かにけりをつける理由にもなるだろ？

　パパ、ママ。あたしが生まれたせいで迷めい惑わくかけてごめんなさい。マリア医師センセイ、ごめんなさい。

　陽炎カゲロウ、夕ユウ霧ギリ。お前たちがいなきゃあたしは何もできなかった。ありがとうな。本当に。

　じゃ──さよなら。




　少年の心臓に銃じゆうを押しつけた──やりきれなさよりも強い愛いとしさを感じた。

　そっと少年の唇くちびるにキスをした──目は銃の位置を確かめていた。

　引き金を引きながら、さよならを言った。
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　　　　壱いち




「お前って、あたしなんかのどこが好きなんだよ」

　ぽつっと口にした言葉が、宙に浮うかんでビデオの一時停止マークみたいに漂ただよった。

　ミリオポリス第フロ二リ十ズ一ドル区フのオフィス街にある、お堅かたい系ネットカフェ──受験生・就職希望者・資格を狙ねらうビジネスマンが、静けさと問題集と〝みんな頑がん張ばってる空気〟を求めて集合。

　試験という夢と強きよう迫はく観念をよりどりみどりで販はん売ばい──不合格者は国外追放になるドイツ語検定／観フ光イア馬カ車ーの運うん転てん免めん許きよ／ウィーン少年合唱団／フランス外エ人トラ部ン隊ジエ──願書は一律十ユーロ。

　第エ二ー十・四ヴエ区ーのＭＰＢ本部から電車で一本──いかなる大事件が勃ぼつ発ぱつしようと慌あわてず参考書を小こ脇わきに抱かかえ／レジで精算／一服／現場に向かう車両に便乗することが可能。

　そんなベストスポットを見つけてくれた少年と、店員から喫きつ煙えんが最もバレにくい〝いつもの二人席〟に座る少女───短いさらさらの髪かみ／切れ長の目／甘さなど微び糖とうも許さぬブラックコーヒーのごとき黒シユ髪ヴ黒アル瞳ツ／なんであれ弾はじき返し・跳はね返す・すらっと撓しなうような姿。

　受験モード──度の軽い縁ふちなし眼鏡めがね＝乱視用。デスクに炭酸飲料──メンバーズカード。

『涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ／二〇〇一年九月三日生まれ／十四歳』

　直線の方程式の一種たるヘッセの標準形を証明し終わる頃ころには、先の質問に対する返答の一つや二つはあると予想──ほどなくして証明終しゆう了りよう＝小さくガッツポーズ。「うっし」

　デスクのモニターで高等科・特別編入試験の例題を閲えつ覧らん──おもむろに隣を見る。

　少年──両手でコップを握ってストローをくわえたまま驚おどろいた猫ねこみたいな顔で完全停止中。

　デスクに空のミネラル水のボトル──メンバーズカード。

『吹雪フブキ・ペーター・シュライヒャー／二〇〇一年九月二十三日生まれ／十四歳』

　少年の向こう──壁かべに各種試験の日程／電子カレンダーが二〇一六年七月三日日曜日という今日の日付を〝もうこんなに迫せまってます〟という天災のカウントダウンみたいに表示中。

　涼月──十月の高等科試験を一いち瞥べつ──つん、と少年のこめかみをペンの尻しりでつついて再生。

「ひぇっ!?」やっと仰ぎよう天てん／赤面──なにゆえそんなとんでもない個人の秘密がバレたのか全く分からない、という狼ろう狽ばいぶり。「す、好きって……」

「違ちがうのか？」真顔。

「違いません」即そく座ざに降こう伏ふく──指折り数える。「えっと、色々……特に、どこって言うと……」

　その様子を見ているうちに間の悪さ──怖こわさ──を感じ始めた。「やっぱ、いい」

「……え？」

「どうせ、あたしが覚えてるあたしじゃない。お前が知ってる誰かで今のあたしじゃない」

「……涼月ちゃんは、涼月ちゃんだよ」柔やわらかな微笑ほほえみ──ひどく安心させてくれるもの。

「思い出せないんだよ」特に、聖水曜日のこととか──そう言いかけて口を閉とざす。

「うん」リハビリを焦あせるスポーツ選手をいたわるような微笑み。「いつか思い出せるよ。人格改変プログラムは、涼月ちゃんの心を守るためのものだから。何も怖がることはないよ」

　恐きよう怖ふを見み抜ぬかれる──思い出／大切な／たわいないこと／全すべて──それらを思い出せないことを責められるのが怖い──その理り不ふ尽じんさはきっと二人を同時に傷つける。

「飲み物もらってくるね」二人分の空のコップをまとめて持ち、そっと起立。

　吹雪は責めない──待ってくれる／いつか思い出すまで／いつになるかもわからずに。

　だが一いち抹まつの不安──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉で吹雪と親しくなるほど劣れつ等とう感を刺し激げきされ、距きよ離りを置かずにはいられなかったこと。記ゲデー憶ヒトニス／ＧＥＤÄＣＨＴＮＩＳ──得意のスペリング──思い出した後でまた忘れる努力が必要になるような、たまらなく嫌いやな記憶も中にはあるのだろうか。

　帰き還かんする吹雪に、無感情的な淡たん々たんとした態度という名の鎧よろいをまとって質問した。

「あたし、お前とキスとかした？」

「う……うん」消え入りそうな声。

「ふーん」ふいに湧わき起こる突とつ撃げき精神──来るならなんでも来やがれ。「何回くらい？」

「九十七回くらい」

　くらいじゃねーだろ──なんだその正確さ／多さ／それだけ頭が空っぽだと言われた気分。

「……受験に合格してもキスとかしてやったりしねーからな」釘くぎを刺さす。

「う……うん」呻うめくような声──喉が渇いて仕方ないというように、こくこく飲み始める。

　さっきから何なん杯ばい目だ？　本人いわく〝熱ねつ中ちゆう症しよう対策〟──〈空港占せん拠きよ事件〉でキャンペーン任務のとき、陽ひ射ざしの銃じゆう撃げきで瀕ひん死しになってた青白い顔を思い出す。そのときの白い頰ほお──今目の前にある頰／伏ふし目がちの薄サニ緑ー・のグリ目ーン──記憶と関係ない純じゆん粋すいに感情的な何かを刺激される。

「ほっぺとかならいーけど」ノートに目を戻もどしながら、ぽつっと譲じよう歩ほ。

「う、うん」上ずった声。

「ここなんだけど」相手を見ずにノートの〝解けなかった赤丸問題〟を示す。

「うん」遠えん慮りよがちに身を乗り出す──何ごともなかったかのように勉強再開。

　吹雪いわく〝数学は双そう方ほう向こう的な調レーゲル和メースイヒ〟──デカルトの解かい析せき幾き何か学がく／ニュートンとライプニッツの微び分ぶん積分法／アインシュタイン方程式──どれも調和が必ずあるという信しん仰こう。

　鏡合わせの方程式をもとに〝調和〟が追求された結果、人類は世界という巨きよ大だいなデータベースからあらゆる恩おん恵けいを独ダウ占ン使ロー用ドする存在となった──うんぬん／なんとも接続官コーラスらしい解説。

　正直まるっきり意味が分からないが、吹雪に手伝ってもらうまでは苦手意識しかなかった数学も、いつしか問題を解くたび良い気分に──問題を各個撃破／ノルマ終了──にやり。

「僕……試験問題を手に入れられると思う」突然ささやき──秘密の近道。「証しよう拠こを残さずに」

　相手にしっかり怒いかりが伝わるまで鋭するどく睨にらみ続けた。「盗ぬすんだ試験問題なんて見ねーからな」

「う、うん……涼月ちゃんなら、そう言うと思ったけど、何かお手伝いしたくて」

「もう十分してもらってるっつの」一いつ瞬しゆんで電子犯罪の領域に飛び込む少年を本気で警けい戒かい。

「うん」嬉うれしそうな微び笑しよう──罪の意識がなさ過ぎて怖い。

　善意と献けん身しんで構成された地じ雷らいみたいな少年のほっぺにキスを、片方に鉄てつ拳けんを、という想像を追い払はらい、勉強道具をリュックに放ほうり込んだ。

「……じゃ、お前が見たいっつってたあれの後、飯でも食うか」

「うん！」途と端たんにうずうずした様子に──目を輝かがやかせて。「きっと涼月ちゃんも楽しいよ」

「期待しとく」レシート──自分が払いたがる吹雪を押しのけ会計──夏の陽射しの下もとへ。

　地下鉄で第レオポ二ルトシ区ユタツトのウィーン北駅へ──すごい人の群＝家族連れ／カップル／観光客。

「早く行こう、涼月ちゃん。早く早く」珍めずらしく早足──携けい帯たい電話を取り出す＝カメラモード。

「こけるぞー」いつ吹雪がスッ転ぶかと冷や冷や──だが日ひ頃ごろの〝超ちよう運動音おん痴ち〟が噓うそのように頑がん張ばる吹雪とともに目的のホームに到とう達たつ──ずらりとカメラを構える集団に啞あ然ぜんとなった。

《お待たせしました！》スピーカーの号令。《このたびミリオポリス市が新たな文化委い託たく財産として所有する〈Ｄ１０１エンデミオン号〉、十二両編成で登場です！》

　大だい喝かつ采さい／そこかしこで「万歳フラー！」の叫さけび／諸もろ手てを挙げて喜ぶ吹雪──ぽかんとなる涼月。

　しゅっしゅっという蒸汽音──ボーッ！　と豪ごう快かいな汽笛の音。

　駅に滑すべり込む巨大な鋼鉄──蒸気機関車および十一両の豪ごう華か客車。

《日本ヤーパンおよび三ヶ国の歴史遺産を正式保全。石炭は煙分六十％カットの低煙白炭を使用。第二次大戦期に日本が開発した軍事貨物用Ｄ５１型機関車を、戦後、旅りよ客かく用Ｄ６１型に改造、のち観光用に改造されたものを、ミリオポリスが文化委託用に改造しました》

　さらにイギリス／オランダ／南半球のオーストラリアの豪華客車を連結──とどめに列車全体をオーストリアが誇ほこるエコロジー・デザインで統一。

　つまり原形をとどめていないってことか？　──だがことはそう簡単ではないらしい。

《日本式の蒸汽溜りゆう・砂箱一体型カバーデザインを保持。軸じく配置は日本形式２Ｄ２。先台車軸数２、動輪軸数４、従台車軸数２。気き筒とう体積５５０×６６０に改良を加え──》

　おそらく撮さつ影えいエリアに蝟い集しゆうする集団にのみ意味がある解説──吹雪の感動。「すごい！」

　なぜ最新科学の権ごん化げたる少年が旧世紀の鉄骨器械に興奮するのか全く理解できない。「あー」

《なお、〈Ｄ１０１エンデミオン号〉の周遊駅では、新発売のカフェを他店にさきがけて提供しております。これは選えりすぐりのアフリカ原産コーヒー豆を自家焙ばい煎せんした──》

　いきなりコーヒーの宣伝──どうやら日本が寡か占せん状態にしていたコーヒー豆流通の一部を汽車とともに獲かく得とくしたらしい。高級品だったブルーマウンテンやキリマンジャロを普ふ通つう価格で販はん売ばい──〝カフェ発はつ祥しようの地〟と言い張るミリオポリスでは月面着陸なみの快挙。

　つい奪うばわれた人々が味わう苦さを想像──中断──もっと楽しいこと考えろよ、あたし。

〝機関車に乗って記念撮影〟を渇かつ望ぼうしているのが丸わかりの吹雪の肩かたを叩たたく──騒さわぎで声が聞こえにくいので手で指示＝〝あたしが撮とってやる。あの位置で撮るから、こっちを向け〟

　幸せそうにうなずく吹雪──携帯電話を涼月に預けて突とつ入にゆう／押し合いへし合い／負けるな、頑張れ──はらはらしながら見守っていると、いきなり、もんのすごい怒ど鳴なり声が勃ぼつ発ぱつした。

「もうッ　どこにいますの!?」少女──耳にきんきん響ひびく怒鳴り声／どこかで聞いた声／めかし込んだ姿／鍔つば広ひろの帽ぼう子しと長い髪かみのせいで顔は見えず。「返事をして下さいったらっ！」

　どうやらカップルが撮る側と撮られる側に分かれてお互たがいを見失ったらしい。怒鳴る前に予定地点くらい決めとけバカ──心の中で悪態をついたとき予定位置に吹雪が立った。

　古くさい駅員帽子をかぶり、投炭シャベルを担かついでポーズ──自力で勝ち取った権利。

　偉えらいぞ＝心の中で誉ほめながら撮影──自分の携帯電話でも撮る──合図＝〝よし帰れ〟

　無線通信は使わず──記録に残されて隊員の素行調査に使われるのはごめんだった。

　自分の携帯電話＝吹雪が戻もどる前に画像をチェック──最後の一枚が気に入った。

　少し首を傾かしげながら照れたような微笑ほほえみを浮うかべてシャベルを抱だいている吹雪。

　なんか吹雪っぽい──なんか、ふふん、と自分っぽくない笑いが零こぼれる。

「こっちを向いて下さいったら！」また帽子の少女──と思ったら最新式の携帯端末ＰＤＡを構えたまま一方の手で帽子を取り、メガホン代わりに丸めて叫び始めた。「こっちを向いて下さいッ！　右へ一歩ッ！　そうッ！　動かないッ！　まだですッ！　動かないッ！」

　少女──上品そうな顔立ち──深デイ紫ープ・のパー瞳プル／左目に大きな傷きず痕あと──さすがにぽかんとなった。

「終わりましたわ！」連写モードで何十枚も撮影／一枚を最高画質で保存──金きん髪ぱつの少年の画像──うふふ、とやたら嬉しげに笑う──どうも先ほどの自分と似たような笑い方っぽい。

　その横顔を見ながら、ぼんやり声をかけていた。

「よう──あたくし様じゃないか」
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「誇りを失ったときが、絆きずなの終わりだった」

　経験を積んだ男の、乾かわいた風のような声──過去と現在を同時に見つめる静かな茶色の瞳ひとみ。

　無骨で機械的で大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く、いつものミハエルの態度。

　その全すべてを、陽炎カゲロウは、狙そ撃げき時にも等しい静せい穏おんさをもって、相手と同じくらい落ち着いた態度でいられることを祈いのりながら、ある種の感動をもって見守っていた。

　今まで踏ふみ込むことを恐おそれ続けた男の過去──その重い扉とびらが、ゆっくりと開かれてゆく様を。

　第フロ二リ十ズ一ドル区フ──高層ビルの中にあるカフェ／眼下にオフィス街／同フロアに集合するウェディング・ビジネスの店てん舗ぽ──式場案内／式用の貸し衣い装しよう店／ハネムーン専門の旅行代理店──

〈射手事件〉のとき初めてミハエルと二人きりで訪おとずれたカフェ。

　気軽なランチ──経験豊富な中隊長と若い小隊員／ライフル使い同士の歓かん談だん。

〝賭かけの奢おごり〟──いつもの常じよう套とう文句／いつの間にか根づいた誘さそいの文句／だが陽炎が奢らされたことはない──ただの一度も──貸しを作るより、借りを作る方が、ずっとたやすい相手。

　いつもの関係──上司と部下というより大人と子供。でも／だから、思い切って踏み込んだ。そうしようと決めていたわけでもなく、逆にそういう話題はなしにしようと思っていたのに。

〝いつか若い隊員の月給を根こそぎにして不幸のどん底を味わわせてやってもいい〟──口の端はしをちょっとだけ上げる渋しぶい笑み──愛いとしさを感じれば感じる分だけ遠くにある気がして。

　出かける前に選んだワンピース──入念に整えた燃ローえトる・よグうリなユ赤ーエ髪ント／冴さえやかで硬こう質しつな美び貌ぼうを飾かざるあっさりめのメイクアップ──『背せ伸のびをする女の子のいじらしさ』と雑誌に書いてあったことをそのまま鵜う吞のみにして──本当は手が届かないことが怖こわくて、背伸びをしてみせるのも緊きん張ちようするのに。

〝では手始めに、こちらを奢りますか？〟

　メニュー──この店が誇ほこる、カフェオレ五十七杯はい分の値段＝最高級ＶＳＯＰブランデー。

『とてもヴエリー・優スペれリてオいーてル・年経てオールド・澄ペんでイいるル』──まるで目の前の男を表現する四つの言葉のようだと思いながら。色んな計算を込こめた問い──ミハエルは酒を飲まない。ノンアルコールばかり。おそらくその人生で酒が問題になった時期があったのだと察して。

　男の苦い後こう悔かいをたたえた正直さ──〝そいつは俺にとって香かおりばかり素す敵てきな疫やく病びよう神がみで、かつ腐くされ縁えんの友人でな。今の人生に、ちょっとしたケリがつくまでは口にしないと決めている〟

〝あなたが率ひきいた斥せつ候こう狙撃部隊〈赤ローのトジバャオッアクー〉の残り二名を、死キル・線ゾーンに叩き込むまでは？〟

　自分でも信じられないくらい、はっきりと口をついて出た──相手か自分か、あるいはどちらも深く傷つける気がして〈空港占せん拠きよ事件〉の後も訊きけずにいたことなのに。

　自分が撃うった、ミハエルの仲間だった女のことも──男が自分に託たくしたがっていることも。

　大人と子供──いつか二人が〝去る者と置いて行かれる者〟の関係になることが怖くて。

　ケリがつく──そのときあなたはどうするつもりなのかと訊けずにいたのに。

〝それもケリをつけなきゃならんことの一つだ。空港で命を終わらせた一人については、誰だれかさんに大きな借りがある。勝手な言いぐさを許してもらえるんなら、その誰かさんには、感謝と同じくらい、誇りを感じている〟

　優やさしい微笑み──陽炎を安心させるように／だが同時にひどく不安にもさせる目の光／陽炎が本当に手の届かない遠い暗くら闇やみからミハエルが語りかけてきているような気にさせる目。

〝いつか全てにケリがつき、全ての借りを返せたときは、その素敵な琥こ珀はく色いろの液体を口にしてもいいかもしれん。だがそのときは、きっと、陽炎・サビーネ・クルツリンガーという、誇りと未来に満ちた狙シヤル撃フシユ手ツツエである、一人の女の子を称たたえて、ということになりそうな気がしている。神様はろくでなしには特に厳しいが、たまには大目に見てもらえるかもしれんからな〟

　踏み込めば踏み込むほど返ってくる怖い答え──たまにはという言葉が、理り屈くつ抜ぬきで、この男にとって、自分の死を意味しているのだと悟さとった。

　いい加減にして──危あやうく怒ど鳴なりかけた／こらえた／初めてこの男の闇を見た気分──だがだからといって、そんな勝手なことを許してなるものかという怒いかりが心を奮い立たせた。

　去るのはいい──いや、よくない──でも戻ってくる可能性という点からすると、死をほのめかすなどというのは、もはや看過を許せぬ暴言だった。

〝神様に許ゆるしを乞こわねば、自分も他ほかの誰かも称えられないというのは奇き妙みように聞こえますが〟

　冷ややかな声／目／顔──ちょっと怒ってますよ、私、という態度で応おう酬しゆう。

　同時に想像──ミハエルが撃ったかもしれない、子供の姿をした天使──その罪深さ。

〝神様に対するお前の信しん仰こう心を刺し激げきするつもりはない。気を悪くしないでくれ〟──あやすでもない、少しも崩くずれぬ穏おだやかな微笑ほほえみ。自分の愚おろかさは隅すみから隅まで知り尽つくしていて、今ではうんざりすることすら通り越こしたというよう。〝実際、神様には嫌きらわれやすいたちでな。というのも、ろくでなしの最悪の点の一つは、自じ業ごう自得の行いさえ神様のせいにするからだ〟

　そして決定的な踏み込み──〝ライフルを担かついで世界旅行に出かけたことですか？〟

　ミハエルは微笑みながら窓の外を見た──〈射手事件〉でライフルを与あたえられた子供たちが、政治理念も目的もなく、ただ恐るべき遠えん距きよ離り狙撃を行った地点──だがミハエルの眼まな差ざしはそれより遥はるかに遠く、遥かに救いのない過去の光景を映し出しているのだとわかった。

　静せい謐ひつさをたたえる茶の瞳ひとみに青空と過去を同時に映してミハエルは語り出した──陽炎が望みながら恐れ、かいま見ることしかできずにいたこと──全てではなくとも、多くを。

　その口調は、青空のどこかにいる、嫌われたはずの神様に再び罪を告白するというよりも、神様との和解を望めば叶かなうと知りながら、そうしてしまっては、多くの者たちに申し訳が立たないのだと、天に向かって詫わびるようだった。
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　夕ユウ霧ギリは両手いっぱいに花束を抱かかえたまま、ビルとビルの間に広がる青空を仰あおぎ見ていた。

　天に召めされた魂たましいの行方ゆくえを確かめたくて──青ブラオい・オ瞳イギヒに、さらに空の青さを映しこむように。

　国際空港での〈空港占拠事件〉──国UN連O-都CI市TYでの〈戦犯法ほう廷てい事件〉。

　その二つをつなぎ、ともに飛んだあの人──法廷の最後の証人。

　法廷──結けつ審しんとともにアフリカのある国の将軍が罪人となり、その罪につらなるアフリカ全土の罪が、国連主導で問われることが決定──そののち。

　軍の厳重管理のもとで廃はい棄き処分となった〝太公望さん〟──その魂の行方を知りたくて。

　いったいどのようにして廃棄されたか知るすべとてなく──きっと神様のもとに召され、安あん寧ねいを得たのだと信じるほかないまま──そっと地上に目を戻もどした。

　第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトにある国連都市──激しい戦せん闘とうの痕こん跡せきはほとんど綺き麗れいに消された建物たち。

　その中で、あえて弾だん痕こんと炎ほのおの爪つめ痕あとを残したまま、記き念ねん碑ひとして保存された、法廷の壁へき面めん。

　黒大理石のオブジェ──刻まれた死者たちの名──法廷にのぞんだ証人たちの名の列。

　法廷が開かれねばならなかった理由を示すポスター群──アフリカの破は壊かいされた都市／川をせき止めるほどの死者の群──輝かがやける陽ひ射ざしの下で、途と方ほうもない喪そう失しつ感かんをたたえる光景。

　壁かべとオブジェとポスターに沿って、おびただしいほどの弔ちよう花かの列が続いており、夕霧は花束をオブジェから少し離はなれた場所に捧ささげた──太公望さんがこの地に舞まい降りた場所に。

「正しい方法で、痛みを消したいから……」

　太公望さんが、その痛みを消せたことを──その魂の犠ぎ牲せいが、どれほどささいであっても世界に救済の一つをもたらせたのだと祈いのって／信じて。

　ポスターの一つ──銃じゆう弾だんに貫つらぬかれてはらわたが飛び出したまま生きている少年がこちらを見ている。大きく見開いた黒い瞳／ただ生きることを望み、それ以外は全すべて諦あきらめざるを得なかったのに、もうじき最後に残った命まで失われることを悟っているというような透とう明めいで無表情な顔。

　写真の少年に向かって両手を広げた──見ること触ふれること抱だきしめること、それら限りある行いの本当の限りを尽くし、愛いとしさの全てを届け、命と他の大切なもの全てを救いたくて。

　淡あわい予感──あの人も、きっと、そう思ったことがあるのではないだろうか。

　白露シラツユさん──この都市のどこかに、まだきっといると信じる以外、すべがない相手。

　脱だつ走そうした兵士──夕霧が与え／与えられ／互たがいに奪うばおうとしている相手。

　しばらく前までは──太公望さんとつながるまでは、〝悲ひ惨さん〟な何かや、白露さんのことを思ったりするだけで、うずくまってしまいたくなるほど心の〝痛み〟が刺激されて苦しくて、ただ〝痛み〟に負けたら、何もかも壊こわれて失われてしまうことが怖こわくて耐たえ続けていた。

　優しい気持ち、静かな安らぎ、楽しい浮うき浮きとした気分──世界を愛しいと思える全て。

　それらを奪われたくないと思っていた。けれども太公望さんと一いつ緒しよに飛んでからは、その全てを、どこまで届けられるだろうかと考えるようになっていた。もし愛しさが、誰だれかに届けることで失われたとしても、それは決して、失われたことにならないのではないか。

　もしかすると──白露さんが犠牲になったことで、救われた何かが、あったのだろうか。

　もしそうなら──白露さんが自分で失ったと思っている全ては、決して失われずに、世界のどこかに届けられたのではないか。

　そう信じたかった。傷つきながら傷つくことに諦めを抱いだいて生きるしかない少年のポスターに向かって、その痛みを、心の限り、心で抱きしめながら、ただ信じたかった。

　犠牲にされたものたち全て──その愛しさの全てが、不ふ滅めつであることを。

　夕霧自身も、その不滅の列に立ち、救済の行進に身を委ゆだねられるのだと。

　そのためには、白露さんが果たさねばならなかった仕事を、いつか夕霧自身が行うべきなのではないかとさえ思うようになっていた。砂さ漠ばくが白露さんに見せたもの全て──この腕うでと心で抱きしめるために。まるで世界中の戦場に招かれている気持ちにすらなった。どれほど痛みに満ちた場所であっても──悲しみに満ちた世界を全身全ぜん霊れいで抱きしめて思いの全てを届けること以上に、楽しくて浮き浮きすることなどこの世にあるだろうかと思えてくるのだ。

　でも大事なことが一つ。抱きしめ方を間ま違ちがえたら、きっと彼らを殺すことになる──色々な国がお互いに奪い合うことでもたらされる数々の複雑で目に見えない問題のせいで──だからこそ救いたいという気持ちを強く持たねばならず、そしてその最も純じゆん粋すいな気持ちは──楽しさなのかもしれないと。どれほど空むなしい状じよう況きようでも、楽しいからこそ、決して諦めずに──

「諦めるなどという選せん択たく肢しはない」

　いきなり声／やたら断定的／オブジェの向こうに奇き妙みような弔問者たち──少年と少女。

　少年──とげとげ頭＝入念な整せい髪はつ／革かわジャン＝パンク仕様／チェーン／スパイク／ラメ／握にぎり拳こぶし／他方の手に携帯端末ＰＤＡ。「ふふふ、こんなこともあろうかとやつのＩＤを追つい跡せき中だ」

　少女──琥こ珀はく色いろの髪かみ／世界を拒こばむ雑ノイ音ズキ消ヤン去セリ型ングヘッドホン／ワンピース＝白黒ゴスロリ仕様／傍ぼう観かん者的な棒立ち姿勢／眺ちよう望ぼうするような目／首を傾かしげる。「なんか黄色い感じするよ？」

「つまり赤信号になる前に急いで渡わたれと……」少年が夕霧に気づく──ぎょっと後ずさる。

　夕霧──二人を見つめる／見覚え／少年＝どこでだろう？　少女＝映像／ビデオレター──〈空港占せん拠きよ事件〉と〈戦犯法廷事件〉ののちに交かわされた異なる部隊からのメッセージ。

　少女＝ぽかん──少年＝まるで今にも夕霧が走っていってその首を蹴けり折るつもりだというような狼ろう狽ばい／逃にげ腰ごし／恐きよう怖ふでさらに逆立つ髪／不思議な呟つぶやき。「あ……〝青馬モレンツ〟」

　何かが頭の中でカチンとはまる感覚／涼月や陽炎よりも早く高い能力を買われて訓練学校に〝転入〟した夕霧──治安機構／軍──派兵が予定された少年たちの不安と警戒心でいっぱいの顔／成績の高い者に与あたえられる表ひよう彰しよう状じよう代わりの青い馬のバッジ──そしてふいに相手が誰なのかという認にん識しきが来た＝ぽんと手を叩たたいた。

「水ミ無ナ月ヅキ──学校で夕霧を殺そうとした男の子」
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「──俺たちは、ある場所にいた。誰かを救済することはできなくとも、救済につながる何かを残せるように──俺たち四人はアフリカ南部に派兵された。昔は南ローデシアと呼ばれ、今はジンバブエ共和国と呼ばれる国に。黒人奴ど隷れいの歴史の集大成のような場所で、一部の人間にとっては人種差別の象しよう徴ちようみたいな土地だ。ローデシアン・リッジバックという犬種を知っているか？　なぜその名を冠かんしているかと言えば、その昔ローデシアで、逃とう亡ぼうした黒人奴隷を追跡するための犬だったからだ。その地を百五十年ほど前にイギリスが制圧して以来、人々の苦しみは絶えなかった。三十年ほど前に革命で彼らの国が作られた後も、苦しみは終わらなかった。

　あの国へ俺たちが派兵されることが決まったとき、現地で飲めるコーヒーは一いつ杯ぱいにつき五億ジンバブエ・ドルだった。換かん算さんレートは、一ユーロが七億ジンバブエ・ドル。五年間のインフレ率が千二百万％──経済なんていう複ふく雑ざつ怪かい奇きなしろものはさっぱりわからんド素人しろうとだが、それにしたって、破は綻たんしていることはわかった。実際のところ、めちゃくちゃだった。

　なんでそんなことになったのかと言えば、革命政府が、それまで彼らを支配していた白人たちから土地を取り上げ、国から追い出したからだ。だが、全てのノウハウを独どく占せんしていたのは白人だった。連中がいなくなった後、現地の人間だけで上手うまくやろうとした。だができなかった。教育が足らず、ノウハウが足らず、ネットワークが足らず、異なる部族間の調停も満足にできなかった。商売は停てい滞たいし、国の重要な産業は衰すい退たいし、経済システムは崩ほう壊かいした。

　とにかくどうにかしようとした政府は、現地の外資系企き業ぎように、株の過半数を強制的にジンバブエ国民に譲ゆずり渡させる法律を作った。これまで奪うばわれてきた分を、奪い返そうというわけだ。おそらく、彼らがすべきことは、奪うことではなく、作り上げることだったんだろう。自分たちだけでやっていける何かを。だがそうはしなかった──あるいはできなかった。結局、外資系企業のほとんどはジンバブエ政府との交こう渉しように見込みがないとわかると資本を撤てつ退たいさせた。

　経済は粉々に砕くだけ散った。後に残されたのは貧ひん困こん、そして部族同士の、あからさまで巧こう妙みようでとどまるところを知らない、白人顔負けの強きよう烈れつな差別。各地でゲリラ組織が結成され、イギリス、アメリカ、ロシア、中国が、それぞれ違う組織に資金を提供した。自分たちにとってより良い政府が生まれることを期待してな。ゲリラたちは、〈人民自由解放戦線〉だの〈我らが国民の自由同盟〉だの好き勝手に名乗り合ってた。要するに、富の独占が大好きな虐ぎやく殺さつ戦線だ。

　大規模な武器密売が横行した。戦火が広がったが、ろくにニュースにならなかった。ニュースを伝える人間がいなかったからだ。現地のジャーナリズムなんてものは、かけらも残っていなかった。いったい何人の人間が、何のために殺されたのか、まるでわからなかった。多くは飢うえで死んだ。しかし飢えを作ったのは彼らの政府だった。国連は莫ばく大だいな支し援えん物資を送ったが、潤うるおうのはゲリラだけだった。銃じゆうを持たない人間のもとには小麦一ひと粒つぶだって届かなかった。それでもあの国の政府は、何の問題もないと言い張り続けた。飢き餓がも虐殺も起こっていないし、自分たちの国は決して破綻などしていないとな。ようやく平和維い持じ軍の受け入れを決めたのも、あの国の、名ばかりの外務省とやらが、平和維持軍から賄わい賂ろがもらえると期待したからだった。

　俺たちはあの土地で十六ヶ月間、働いた。都市のライフラインの再建を助けた。大勢の人間が都市に電気と水道を復活させようとしていたが、同じくらい大勢の人間が、工事のための資材を盗ぬすんでどこかへ売り払はらっていた。全すべてが徒労と無む駄だ骨ぼねだった。だが半年が過ぎたある日、信じがたい仕事が舞まい込んできた。

　国連の支援物資を北部へ届けるルートがどうしても必要なことは、現地にいる人間なら誰だれもが知っていた。だがルート上を幾いくつものゲリラの縄なわ張ばりが重なり合っていた。特に〈気高きオオカミ〉だか〈オオカミの気高さ〉だか──ハイエナかリカオンのことかもしれんが──とにかく人間なみの誇ほこりを持った肉にく食しよく獣じゆうといったニュアンスの組織名を名乗る連中がいて、物資を運ぶ者なら誰でも見境なく襲おそって略りやく奪だつするという話だった。俺たちは、そのオオカミ野や郎ろうを調べろという命令を受けた。俺たちは斥せつ候こうで、同時に〝殺し屋〟になれとほのめかされた。ゲリラの射殺が極ごく秘ひで許された。死体を埋うめて隠かくし、ゲリラどもが激げき昂こうしないよう気を遣つかうという前提で。実際にそんな真似まねはしなかったが──必要なら、そうせざるをえない状況だった。

　どうやら、どこかの国が仲ちゆう介かいして、ジンバブエ政府と国連の一組織との間で、何かの密約が交かわされたらしいということはわかった。あれだけ混乱した国にいると、利害が一いつ致ちすること自体が神様からの素す敵てきなプレゼントみたいに思えてくる。本国もＧＯサインを出した。

　平和維持軍による積極的な戦争行こう為いは厳禁だったし、百害あって一利なしだった。しかし誰かが手を汚よごさねばならなかった。どこもかしこも汚れきっていた。汚れずにいられる人間なんていなかった。そうして、俺たち斥候狙そ撃げき部隊〈赤ローのトジバャオッアクー〉の仕事が決まった。物資の略奪がどのようにして行われるのか、その全ぜん貌ぼうを解明するか、少なくとも解明のきっかけをつかまなければ、俺たち全員が無能の烙らく印いんを押されるだろうと信じた。

　俺たちは毎夜、ぶっ続けで物資の運うん搬ぱんルートとゲリラの生息地域を調べ上げた。オオカミ野郎どもの巣はなかなか見つからなかった。何せ武装した集団の数を数えるだけでくたびれてくるような土地だった。連中の略奪ルートは、同時に資金調達ルートとも重なった。国連とＥＵとイギリスが別の組織をひそかに支持していた。アメリカと日本の金、ロシアのアングラ・マネー、中国の金が、別々の都市や空港を牛ぎゆう耳じる連中に流れていた。ジンバブエ政府は多くの民兵を──つまりゲリラ上がりの連中を雇やとっていて、もしかするとオオカミ野郎どもはジンバブエ政府が雇った集団の一つじゃないかとも思った。実際どうだったのかは判明しなかった。

　仕事を与あたえられてから二十日後の夜に、やっと俺たちはオオカミ野郎どもの巣を特定した──そしてオオカミ野郎どもも俺たちを見つけた。いったいどうやって見つけたのか──誰かが情報を漏もらしたのは確かだが、誰かはわからなかった。

　いずれにせよ俺たちは、追っていたオオカミ野郎どもに逆に囲まれてしまった。暗くら闇やみの中、たった四人。あのときほど強く、お互たがいの絆きずなを意識したことも実感したこともなかった。

　撃うってきたのは向こうが先だった。四人の中で最初に撃ったのは俺だった。戦せん闘とうはひと晩中続いた。翌朝には全てが終わっていた。救援部隊が来たのはそれから六時間後だった。そのとき俺たちは、俺たちが撃ち殺したオオカミどもの巣のど真ん中で、ぼんやり突つっ立っていた。そこら中、子供たちの死体だらけだった。大人は一人もいなかった。

〈気高きオオカミ〉というのは、つまり少年少女兵で構成された、末まつ端たん兵たちだった。そのとき俺たちは、自分たちが殺さつ戮りくした一人一人をバカみたいに眺ながめることしかできなかった。俺は自動小銃を構えたまま脳みそを吹ふっ飛ばされた少女を見ていた。俺が放った弾だん丸がんで死んだ一人だった。十歳か十二歳か。よくわからなかった。彼らの巣の一角には血のついたシャベルと、沢たく山さんの赤ん坊ぼうの死体が放ほうり込まれた穴があった。それがオオカミ少年や少女たちの仕事の一つだったんだろう。赤ん坊をシャベルで殴なぐり殺して、穴に放り込むことが。その赤ん坊たちは、〝その昔、白人の農園に取り入って美味うまい汁しるを吸っていた裏切り者たち〟の末まつ裔えいだった。そしてオオカミ少年と少女たちは、その死し刑けい執しつ行こう官でもあった。俺には彼らが、喜んでその仕事をしたのか、同じ目に遭あうことを恐おそれて、仕方なくやったのか、わからなかった。

　俺たちがオオカミの群を勝手に掃そう討とうしてしまったことは、最初のうちは注意深く隠された。それよりも先に、俺たちが戦闘を行った地域のすぐそばで、大量の支援物資が消えたことが明らかになった。中には数百キロものモルヒネもふくまれていた。ジンバブエ全域で、正しい外げ科か手術が行われるようになるための〝切り札〟であり、最も重要な物資だった。

　そして気づけば、世界中から批判が降り注ぎ始めていた。朝、目が覚めて窓の外を覗のぞいたら、ざあざあ雨が降っていたという感じだ。あの国の有り様がまともにニュースになるのを、そのとき初めて見た。〝平和維持軍が戦争行為に拍はく車しやをかけている〟──〝奪うばわれた物資はどこへ？　誰の手に？〟といった具合に。

　それから、モルヒネを再調合した悪質な麻ま薬やくがジンバブエ北部一帯に蔓まん延えんし、ゲリラたちの莫ばく大だいな軍資金に化けた。それが大ニュースになった。平和維持軍の中には、ゲリラたちとよろしくやっている殺さつ人じん鬼きの群が交じっているとまことしやかに語られるようになった。それで、どうやらこれは大変なことになったと、誰かが思ったわけだ。国連やＥＵや俺たちの国の──俺たちをあの土地に送り込んだ誰かが。そして要するに〝ゲリラたちとよろしくやっている殺人鬼の群〟は、〈赤ローのトジバャオッアクー〉などというクソ気取った部隊名をつけて喜んでいる若造たちだ、ということになった。俺たちは鼻歌交じりに現地の子供たちを撃ち殺す異常者であり、支し援えん物資の横流しで大いに稼かせぐ無法者であり、現地のゲリラたちのことなら誰よりも詳くわしいジンバブエ通のローデシア野郎ということになった。最後の一つは事実だった。俺たちはゲリラの生態についてならなんでもござれのゲリラ博士四人組になっていたんだからな。

　俺たちはいけにえだった。平和維い持じ軍は統制の取れた集団であって、バカげた批判の火種になるのは、その中のごくごく一部の人間に過ぎないのだということを知らしめるための。アメリカ軍によるイラク兵の捕ほ虜りよ虐待でも咎とがを受けたのは末端兵士で、命令を決定した連中の名は表に出なかったように。そういう良くできた広報によって、俺たちはまれにみる異常な兵士たちであるとの評判をたまわり、帰国者リストに加えられた。俺たちはオオカミたちの巣を掃討した後、いったいどこのどいつが、あの子供たちをけだものに変えたのかを調べ続けていた。幼い男の子や女の子たちを、子供の姿をした怪かい物ぶつの群にしてしまった、本当の怪物たちを。

　だが結局、俺たちにできたことは、自分たちこそライフルを担かついだ怪物四人なのだというレッテルを背負って帰国することだけだった。上層部には俺たちを助けてくれる人間が大勢いた。彼らは俺たちの悪い評判を消すとまではいかなくとも、薄うすめる努力をしてくれた。だが俺たち四人は、ほとぼりが冷めるのを大人しく待っていられるほど殊しゆ勝しようじゃなかった。上官たちが、とんでもない汚れ仕事をやってのけた俺たちの悪あく臭しゆうを消す方法を幾いくつも発明するついでに、俺たちを有効に再利用する方法を思案するのを見て気を良くするなんてこともできなかった。

　彼らが頭の中で、もう一度、俺たちにひどい汚れ仕事を任せてもいいかもしれないと考えているのが自然とわかってしまうなんてのはうんざりだった。そしてうんざりするあまり、自分たちが本当に得をする汚れ仕事を選んだ方がいいと考えるようになった。俺たちの悪評が、ステータスとして通じてしまう仕事──ゲリラ博士の俺たちが、存分にその知識を応用できる商売相手。そういった考えが、次し第だいに俺たちの頭を占せん領りようし、心を染め上げ、ついには行動を促うながした。俺たちは〝ほとぼりを冷ますための期間〟を利用し、ライフルを担いで世界旅行に出ることに決めた。誇ほこりの裏返しの行為だった。傷ついた誇りを、それでも守ろうとして、自分たちの手で傷つけることを選んだバカどもの選せん択たくだ。俺たちが殲せん滅めつした子供たちが、まるで自分たちにも誇りがあるかのような集団名を名乗ったように。怪物であることが最後に残された誇りなのだと信じ込む、暗い勝利に満ちた子供たちのように──」

　ミハエルの目が窓からこちらへ戻もどされた──陰いん惨さんで救いのない話／なのに安心して聞いていられる声こわ音ね／穏おだやかすぎて不安になる眼まな差ざしが、〝もっと他ほかに聞きたいか？〟と問うている。

　陽炎は、話してくれたことに礼を言うべきか悩なやみ、結局それは口にせず、さらに訊きいた──自分は、この男の悲しみを少しでも一いつ緒しよに背負ってあげられるのだろうかと自問しながら。

「その後……どのような仕事をしたか、訊いてもよろしいですか？」

「優ゆう秀しゆうな若い隊員に悪あく影えい響きようを与あたえるような昔話は禁物だが」微笑ほほえみ──誰だれにも頼たよらず独りで背負うと決めた男の、いたずらげでさえある笑み。「血とはらわたばかり見てきたわけじゃない。オフレコだが、面おも白しろ味のある仕事もあった。〝幸運の弾たまよけ王子〟は知っているか？」

「弾よけ？」いきなりコミカルなフレーズに面食くらった。「なんですかそれは？」

「当人の名めい誉よのために本名は伏ふせるが、とある先進国の、王位継けい承しよう順位でも三本の指に入る男が、あるとき兵士の気質に目覚めてな。で──陸軍に入隊し、アフガニスタンへ派兵された」

「王子様をアフガニスタンへ派兵？」あんぐり口を開けそうになった。「いったいなぜ？」

「本人の固い意志のなせるわざだな。王子にしておくには勿もつ体たいない勇ゆう敢かんな兵士だった。王室は、殿でん下かが懲こりて帰国するとでも思っていたんだろう。だが王子が、かの有名な武装勢力アルカイダとの戦せん闘とうに参加するばかりか、さらに危険な作戦に飛び込もうとしているのを見て王室も黙だまっていられなくなった。そして、自分たちが関かん与よした証しよう拠こを残さないことが何より得意な、とある対テロ諜ちよう報ほう機関を動かし、そのエージェントが、俺たちを雇やといたいと言ってきた」

　現実離ばなれした単語の連発──ちょっとわくわくして訊いた。「何のためにでしょう？」

「つゆ払はらいだ。現地の状じよう況きようを調べ上げ、危険を排はい除じよし、王子が安全に戦えるようにする。俺たちの存在は王子に知られてはならない。さもないと誇りを傷つけられた王子が、途と方ほうもなく危険な作戦に志願しかねないからだ。で、俺たちは仕事をこなした。敵も筋金入りの戦士だったから遠えん慮りよは要いらなかった。ただ、〝あの男が参加する作戦では、なぜか降り注ぐ銃じゆう弾だんが激減する〟という噂うわさが立つことまでは、どうしようもない。それで王子についたあだ名が──」

「〝幸運の弾よけ王子〟？」思わず笑いが込み上げた。「やり甲斐がいのありそうな仕事ですね」

〝真似まねしたくなったか？　よせよせ〟と若者に警告する、ちょっと悪ぶった笑み。「かなりの報ほう酬しゆうと、王室から非公式の感謝状をもらった。王子本人は、兵士になるために生まれたと信じている、なかなか優秀な人物だった。悪い気分じゃない。長く続けたかったが、マスコミが王子の軍属をすっぱ抜ぬいて騒さわぎになり、派兵が中止され、王子は本国に送り戻され、俺の仕事も終わった。今じゃ良き思い出だ──大っぴらに話せないし、信じてもらうのも難しいがな」

　良き思い出──全すべてが失われたことの悲しみの中でも、いまだに輝かがやいている過去の一点。

　不覚にも涙なみだがこぼれかけ、ぎょっとなって目を伏せた。それほど良い思い出があって、なぜ誇りを取り戻せなかったのか──なぜ仲間同士で銃を向け合うことになったのか。

　訊きたくても訊けなかった──子供の姿をした天使を撃うったかもしれないということも。

　怖こわいのではなく、悲しくて──楽しい気分で話を終わらせたくて／少なくとも今は。

　ふいにコール音──ミハエルの手に携けい帯たい電話が出現＝驚きよう嘆たんの早はや業わざ。「カリウスです、副長」

　陽炎にも通信──視覚野に投映される〝２ツヴアイ・・ウント・２ツヴアイ〟＝計画的犯罪の判明／出動命令。

「了りよう解かい、急行します」ミハエルが電話をたたむ──もう一方の手で伝票をつかむ／さり気ないことこの上ないウィンク。「昔話は終わりだ。お前とお前のライフルが要る」

　心を撃ち抜かれながらも、対等になろうとするあまりウィンクを返しかける──やりすぎ。

「はい」代わりに、きりっと応答──自分と男の両方に向かって／果か敢かんでいられることが悲しみを打ち消し、救いになると信じられる瞬しゆん間かん。「私と私のライフル、ともに問題ありません」




　　　　†




　まるでダブルデートだ──涼月の実感／そんなのしたことないけど／きっとそんな感じだ。

　第レオポ二ルトシ区ユタツト──駅近のスシバー──テーブル越ごしに向かい合う、四人の少年少女。

　涼月＋吹雪──あたくし様＋つれの少年。想像だにせぬ光景──なんでこうなったんだ？

　自分とあたくし様ではない──少年二人が、何というか──磁石みたいにくっついたのだ。

　ぽかんと互たがいを見つめ合う涼月と少女のもとへ、少年たちが帰き還かん──既すでに自分とあたくし様は、一方が憲兵、一方が公安に属する特甲トツコー児童であると知っており、さらにそこで、一方の少年が憲兵の接続官コーラスであり、一方が公安の解かい析せき官補ほ佐さであるという新たな紹しよう介かいがなされた。

　以上、おしまい。はっきり言って他ほかに何を喋しやべればいいかもわからず──むしろ訊きたいことが多すぎる／お前とは以前どこかで会っているという気持ち／初出しゆつ撃げきの記き憶おく／仲間殺し──だがまさか今現在においては初対面の相手にいきなりそんなの訊けるはずもなく、あたくし様の方は、言葉に詰つまるというよりも、言葉そのものが浮うかんでこないといった様子でいた。

　自分と彼女だけだったら、〝奇き遇ぐうだな／この間は助かった／じゃ／お互い頑がん張ばって生き延びようぜ〟──みたいな感じで、そそくさとバイバイしていたのではないか。

　だがそこで少年たちがぴたりとはまった──互いの遠慮と警けい戒かいが入り交じった態度のそこかしこに孤こ独どくな少年同士が放射する固有の磁力を見み出いだしたような感じ。──孤独？　その連想には理り屈くつ抜ぬきで何やらかちんとくるものがあった。自分がそばにいるのに孤独？　まあ、なんであれ／ともかく──はからずしも気が合いそうだと感じた少年たちが、この偶然が秘ひめた価値を認め、互いに予定を確かく認にんし、〝時間はある、さあどう使おう、この偶然を有効に活用する方法を四人で考えよう〟──そんな雰ふん囲い気きに──呆あつ気けにとられながら従う涼月／少女。

　少年二人が並んで先を行き／涼月とあたくし様が並んで後に続き／少年たちはまるで以前から親しかったかのように話し合い／涼月とあたくし様は何を話せばいいのかまったくわからず、互いにちらちら見やり、外見から得られる情報収集に終始した。

　涼月の雑感＝歩き方まで上品な感じ／胸でけーな／陽炎といい勝負っぽい／妙みように感心。

　入念で可か憐れんな出いで立ち──夏のウヴィイーーンナ娘リンといった風ふ情ぜい／頑張ってんなあ／またもや感心。

〝こうした方がいい〟と誰だれかにアドバイスされたことを厳守しているといった隙すきのなさ──その少女の頑張りに合わせて、さらに頑張らねばならないつれの少年に同情。

　ふと自分が〝受験モード〟用の眼鏡めがねをかけっぱなしであることに気づく──メッシュタイプのリュック＝参考書とノートの束／いかにも学生のまねごと──別に悪かないだろ、と自分自身に言い聞かせつつ、相手から中身が見えないよう、右みぎ肩かたから左肩にリュックを背負い直す。

　やがて二人の少年が店を発見＝〝ネットのなんとかサイトで上位だった〟とかなんとか。

「いい、涼月ちゃん？」「どうかな、鳳アゲハさん」

「いーぜ」「いいですわ」　涼月もあたくし様も反射的に応答──駅を出てほぼ初めての発言。

　入店──着席／互いに向き合う／絶句以外の何かが早急に必要になる。

「あー……」咳せき払ばらい／煙草たばこの箱を出しかけて自主規制／完全禁きん煙えんの店内／完全禁煙に決まっている残り三人／咳払い／目的もなくメニューをめくる／自分がバカみたいに思えてきた／咳払い／思い切って話しかけた。「あたくし様はなんにする──」

　ガスバーナーから噴ふき出す炎ほのおみたいな眼光を返された。

「鳳・エウリディーチェ・アウストです」怖い顔──だが声はそれほど張り上げず／その目がちらっと隣となりの少年を見る／以前、事件の最中にかけ合った電話のときみたいにガミガミ怒ど鳴ならないのは、その少年がいるかららしい──もしかすると〝君って怒鳴ると、餌えさに向かって突とつ撃げきする白鳥みたいだね〟とか言われたことがあるのかもしれない。

「アウスト様は何にいたしますですかね」相手の口調を真似まねてみたが上手うまくいかなかった／ガスバーナーが火か炎えん放射になったような相手の眼光を無視。「テリヤキとか食ったことあるか？」

　むっとなったまま──なんでそんなに遠えん慮りよのない口調なのと言いたげ／上品さのお手本を見せるかのような応答。「いいえ、トーフでしたら何度かいただいたことがありますわ」

「じゃ、この……ＳＹＵＢＳＹＵＢ──ジュプジュプってなんだかわかるか？」ドイツ語発音。

「これは……ズブズブと発音するのではありませんの？」眉み間けんに皺しわ。

　二人同時に、それぞれの少年を振ふり返る。「……吹雪？」「……冬トウ真マさん？」

　少年たちが従順に会話中止。「これはシャブシャブだよ、涼月ちゃん」「確か、薄うす切ぎりの豚ぶた肉にくをお湯で加熱して食べる料理だったと思うよ、鳳さん」

　お役目終しゆう了りよう＝話を再開する少年たち──ていうか、てめーら、二対二にすんじゃねーよ、四人で話せよ、こいつとなに話せばいーんだよ。

　かと思ったらあたくし様から質問。「この……ザシミはなんだかわかりますの？」

「サシミじゃないか？」うろ覚えの知識で訂てい正せい。「確か、生魚のスライスだろ」

「生……イカやタコもですか？」ぎょっとなったように目を見開く。

「食えねーの？」何気ない質問──自分も好んで食べようとは思わなかった。

「いっ……いただきますわ」真しん剣けん──挑ちよう発はつされたと思ったらしい。「イカでもタコでも」

「やめとけって」ぱたぱた手を振る──後で逆さか恨うらみされそう。「金出して苦手なもん食うなよ。こっちとかにしろよ」カリフォルニア・ロールを指さす。

「……日本料理ですのに、アメリカの州の名前がついてますのね」不思議そう。

「アメリカと戦争したとき発明されたんだろ」適当に解説。

「歴史的な食べ物ですのね」感心──自信ありげにうなずいてみせる。「いただきますわ」

　なんか説得しているみたいで骨が折れる──吹雪を振り返る。「お前はなんにする……」

「僕は全然そう思わない」にっこり少年に向かって断言中。「だって製造過程に機体の本質を求めるよりも、設計過程にこそ発明と呼ぶべきものがあると思うから」

「僕もそうだと思うよ」少年──困こん惑わく気味の微び笑しよう。「でも製造管理があってこその産業じゃないかな。機関車もコンピュータも産業として成り立ったからこそ一いつ般ぱんに認知されたんだし」

「あー」どうだっていいだろ、お前らが作ったわけじゃないんだから。「なあ注文しよーぜ」

「発明はもっと純じゆん粋すいな行こう為いだよ？」吹雪──何かのスイッチがオンに。「たとえアルキメデスが権力者から命令されて体積の概がい念ねんを発見させられたとしても、発見した瞬しゆん間かんは彼個人のものだもの。そこに社会なんて存在しない。その瞬間、彼は定理そのものになったんだ」

　止まらぬ吹雪──無料サービスのお茶をごくごく飲みながら断言連発／君は間ま違ちがってる／おかしい／変だ／そんな風に考えるなんて／君は自分に悪あく影えい響きようを与あたえる環かん境きようにいることに気づいていない──出会ってからまだ一時間も経たっていない相手の生活にまで言げん及きゆう。

　涼月──聞いていて恥はずかしい／口より先にジャブ──すぱーんと吹雪の側頭部を軽く殴おう打だ──ＭＰＢの人的資産たるＩＱ三〇〇を誇ほこる脳を揺ゆさぶった。

　ぎょっとなるあたくし様＋少年──くらくら目を回す吹雪＝殊しゆ勝しよう。「僕、悪いことした？」

「空気読め」叱しかる──言い聞かせる。「自分の考えばっか主張すんじゃねーっつの」

「だって譲ゆずれない」気弱なんだか強気なんだかわからぬ涙なみだ目め。「絶対に間違ってるから」

　涼月──〝主義主張にかけてはユダヤ人は世界で最も頑がん固こ〟というレッテルは、あながち間違っていないんじゃないかと思う。「そんなだから〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉でもいじめられんだ、バカ」

「だって間違ってるから」懲こりない──殉じゆん教きよう者しやなみに固持。

　完全に硬こう直ちよくしたままのあたくし様──やおら驚きよう愕がくから回復する少年＝フォロー。「じ……自己主張がはっきりしていることは、良いことだと思うよ」

　殴なぐった方の手を振る。「全否定か全肯こう定ていか無関心か、三つしかスイッチねーんだ、こいつ」

「で……でも、そんな、警告もなしに……拳こぶしで……」どきどきした感じのあたくし様──もしかして自分もそんなことしてしまってもいいのかしら、という顔で傍かたわらの少年を見る。「確かに効果は十分ですけれど……」

　明らかに笑えみが強こわ張ばる少年──あえて少女と目を合わさず／吹雪にやんわりと。「発明と発明の社会化を一いつ緒しよにするのは変だったね。僕が言いたかったのは、吹雪くんが何かを発明したときは、僕は多分、その発明を社会に伝える仕組み作りで協力できるかなってことなんだ」

　感心──涼月＝こういうフォロー役に徹てつすることができる人物だからこそ、あたくし様を逆に黙だまらせることができるらしい／まるで教会の神父みたいだ／論争と批判の的にされることに慣れながらも、寛かん容ようで理性的であり続けられるたぐいの。

「僕こそ冬真くんのこと誤解してたかも」吹雪──ぱっと顔を輝かがやかせる＝全肯定スイッチ・オン／両手を差し出す。「ごめんなさい。製造と開発を同次元に考えることは許せなくて」

「う──うん」吹雪の急変にびっくりしつつも握あく手しゆ──微笑ほほえみ。「わかるよ」

　涼月＋あたくし様──思わず顔を見合わせる／共有される思い──〝わかんねーよ〟

　そしてやっと注文──料理が来る頃ころには、なぜか四人で話題を共有するようになっていた。

　話題──機関車／日本料理／文化委い託たく制度／ランダムで決まり、親が了承した自分の漢キヤ字ラク名ターを正しく書けるかどうか──書けたのは少年だけ／お互たがいの仕事についてはほとんど話さず。

　怖こわいもの見たさで頼たのんだサシミに大量の唐とう辛がら子しをかけて無理やり食べるあたくし様をからかう涼月を〝大人げない〟と注意する吹雪──お前が言うな──怒鳴りかけるあたくし様を寛容の雰ふん囲い気きで押しとどめる少年／坂道を駆かけ下りたら止まれなくなった子供のように喋しやべり出す吹雪を拳で止めてやる涼月／寛容な分だけ選せん択たく力が足らずいちいち悩なやむ少年の代わりにズバズバ決定を下してやるあたくし様──和わ気き藹あい々あいといっていい雰囲気／他ほかに言いようのない四人／そのこと自体にびっくりする涼月／同じようにびっくりしているらしいあたくし様。

　食事を終えて再び確かく認にん／四人揃そろって合意──〝みんなでプラーター公園で遊んでいこう〟

　だが、会計を済ませて店の外へ出た途と端たん──涼月の脳のう裏りに信号／指令／本部から。

〝２ツヴアイ・・ウント・２ツヴアイ〟──あ、くそ、こんなときに邪じや魔ますんなよ──本気でがっくり来た。

　吹雪も同じく緊きん急きゆう事態を認識。「あ……お仕事が入っちゃった」

「無線通信？」解かい析せき官補ほ佐さである少年──理解と残念な気持ちとを同時に顔に出す。

「事件が？」はっと息をのむあたくし様。

「まーな──やれやれだ。そっちは連れん絡らくなしか？」

「は……はい」

「なら大した事件じゃないさ」肩かたをすくめてみせる──情報力で公安が負けるわけない／公安は関かん与よせず／申し訳なさそうにもじもじするあたくし様に向かって〝そんな顔すんなって〟という風に肩をすくめてみせた。「じゃ……またな。今度は仲間もつれて、飯でも食おうぜ」

「必ず」真剣──ともに過ごせず／現場に同行できず／それを心から残念がってくれている。

　ぽん、と少女の肩を軽く叩たたく＝〝ありがとうよ〟──吹雪＋少年＝別れの握手。

　楽しいひとときに背を向けた──ごくあっさりと／振ふり返りもせず／名残なごり惜おしい素そ振ぶりを見せるだけでも辛つらい気分になるから／それほど楽しかったのだと後から気づきながら。

　何度も繰くり返し胸むねに響ひびく──約束の言葉──今度は仲間もつれて／必ず。




　　　　弐に




「僕、友達になれるかも、あの冬真・ヨハン・メンデルくんと」吹雪──幸福の絶頂。「あの人、とっても頭が良いんだよ。あのトマス・バロウ神父のもとで働いてるの。しかもお父さんがあのルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデル。あの有名な車の設計士。僕、びっくりしちゃった」

　やたら、あのを連発──吹雪が言うからにはよっぽどおつむのできが良いらしい。

　適当に聞き流しつつタクシーをつかまえる／吹雪を後部座席に押し込む／釘くぎを刺さす。

「さっさと本部に着けよ。ＡＩはカンベンだ。お前じゃないと調子悪いからな」

「うん」陶とう然ぜんとした笑顔──ＡＩと比ひ較かくされたのがそんなに嬉うれしいのか？　涼月の疑問をよそにやる気に満ちた目。「僕、涼月ちゃんたちのこと、必ず守るから」

「期待してるぜ」ドアを閉めてやる──出発と同時に吹雪がボトルに口をつけてミネラル水をこくこく飲むのが見えた。さっきからどんだけ飲んでるんだ？　熱ねつ中ちゆう症しようの前に溺おぼれ死ぬぞ。

　ふと思い出す──バロウ神父？　特甲トツコー児童を開発した四人の顧こ問もん、ゆいいつの生き残り。

〈空港占せん拠きよ事件〉では夕霧を戦せん闘とう機につなげる作業をほとんど一人でやってのけた人物。

　妙みように聞き覚え──なんとかメンデルって……死んだ開発顧問？　それってなんとかブラウンじゃなかったっけ？　以前、誰だれかと誰かと誰かから聞かされた情報がごっちゃになって混こん濁だく。

　いいや別に──これからの事件で助けてくれるわけじゃないんだし。

　大きな交差点の一角に立ちながら、それよりも、えらく気分が良いことが改めて意外だった。

　いつもの憂ゆう鬱うつ／苛いら立だち／劣れつ等とう感のにおい──かけらもなし。

　一つだけ失敗──あたくし様の携けい帯たい電話の番号を聞いておくんだった。

　でも吹雪があの少年と番号を交こう換かんしていたから問題ないか──そんな風に思うのも意外。

　まるで友達同士──あるいは同どう胞ほう同士／同じ都市を守る特甲児童たち。

　死んだなんとか顧問と違ちがって、彼らとは互いに助け合える──互いに生き延びるために。

　今度は本当に仲間をつれて／きっと、必ず──ちょっと経験したことがない新しん鮮せんな気分。

　もしかして普通の学校ってこんな感じなのかも、と心の隅すみで思ったとき──ふいに思考中断。

　自分を迎むかえに来た車両が到とう着ちやくし、あんぐりと大口を開けた。

　いつもの装そう甲こう車両ではない──第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトにいた夕霧を乗せて現場へ急行中。

　代わりに登場──ぴかぴかのＳＬＲマクラーレン──以前、めちゃくちゃに破は壊かいされた光景が全国放送されて人気上じよう昇しよう／車会社が無料で修しゆう繕ぜん／超ちよう特別仕様でオプションをどっさり添てん加か。

　助手席のドアを開く──運転席＝ミラーを覗のぞき込み、〝きりっとした顔〟を練習中のＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルトがいた。「何をぼんやりしている。さっさと乗れ」

　副長──きゅっとミラー位置を戻もどす／ハンドル位置を調節／指で眼鏡めがねの位置を調節／いちいち細かい配置に全精力を傾かたむける、こだわり派の瘦やせ蜘蛛ぐものスタイル。

　想像もせぬ事態に気き後おくれ。「はあ……、じゃ……お邪魔します──」

「待て！」副長──巣に何かがひっかかった蜘蛛の過か敏びんさ。「靴くつを脱ぬげ」

　車の絨じゆう毯たん＝『土足厳禁』の文字──眉まゆをひそめて靴を脱ぎ乗車／備えつけの紙かみ袋ぶくろに靴を投入／ダッシュボード＝『禁きん煙えん』／ボトルラック＝『飲食禁止』／窓＝『雨天時窓の開放禁止』

　面めん倒どうくせー──車が出る＝何を話せばいいか全くわからないシチュエーション第だい二に弾だん。

　幾き何か学がく的に配置された四つのモニター＝市内ナビ／現場報告／電子書類／広報課がキャンペーン中のニュース番組──交通事故を誘ゆう発はつしそうな画面の群をきちきち確認／車体をぐらつかせることなく運転。「全すべての書類認証が終しゆう了りよう。現場の管かん轄かつ組織と対立せずに事件をもぎとるには事件発生から七分以内に全ての書類を揃えねばならない。これで現場は、我々のものだ」

　副長──自じ慢まんげというより、これくらいのことは出来て当然といった感じ。

　大隊長がなぜ警察組織の中では若手の副長を腹心の部下に選んだのか、ちょっと納なつ得とく。

「囚しゆう人じん護送バスが施し設せつ外労働へ向かう途と中ちゆう、重火器で武装した二十人前後の集団に襲しゆう撃げきされた。運転手と護送官が負傷──走行中のバスから放ほうり出され、駆かけつけたレスキュー隊に保護された。警察が主要道路を封ふう鎖さ。犯人たちは第レオポ二ルトシ区ユタツトの四番街のビルにあるファーストフード店の前でバスを停とめ、同店に籠ろう城じよう。現時点で襲撃犯と脱だつ走そう犯、合わせて五十二名を確認」

　五十二？　驚おどろきの大集団──銀行強ごう盗とうだって普通は十名以下。もし五十人でいっぺんに銀行強盗をしたら、犯人なんだか人ひと質じちなんだか本気でわかんないんじゃないだろうか？

「大規模で計画的、ということは集団を指揮する人間が背後にいる。実行犯ともども網にかける」やる気満々──網にかける＝〝蜘蛛の巣すフランツ〟の本領。「車両小隊および白犬ヴアイスが現場に到着。紅犬ロツターとカリウス中隊長が到着。〈怒濤ドランク〉中隊が配置についた。我々もじき到着する」

　大集団による大型凶きよう悪あく犯罪──主力を一挙投入──ふいに通信。《撮さつ影えい装置で店内を確かく認にん。人質とみなされた店員と客が、武装してビル内を移動。人質はブラフ──店も客もぐるです》

　副長＝てきぱき応答。「人質交こう渉しよう人にんを戻せ。そこに人質はいない。状じよう況きようを修正しろ。これはきわめて計画的な犯罪である。車両小隊、当とう該がい区域の囲い込みを急げ」

　また別の通信。《連中が二階客席で爆ばく弾だんを設置し始めました。形状および操作方法から見て、ロケット燃料を応用した、高熱高爆圧型のＡＰ爆弾と思われます》

　目をみはる涼月──副長の顔に緊きん張ちようの表情──通信する隊員の声にも緊張の響ひびき。《あれならビルを吹ふっ飛ばし、その破は片へんで周囲の建物まで壊かい滅めつできます》

　副長。「囲い込みの範はん囲いを三ブロック拡大。半径五百メートル以内の一いつ般ぱん人を全てどかせ」

　立て続けの通信。《Ｂ班、ドアロック溶よう断だん完了》《Ａ班、突とつ入にゆう位置につきました》《車両小隊の囲い込み完了しました》《状況修正、敵勢力は六十四人》《音おん響きよう探査にヒット。工事用機械の音です。連中、床ゆかを破壊しています。店の真下に地下下水道──地下へ逃にげる気だ》

　そしてミハエルの声。《副長、あれは籠城じゃない──計画的な逃とう走そうルートです。地下道のデータ照合と音響探査を行い、ただちに突入すべきでしょう》

「よし」瘦せ蜘蛛の即そく応おう──神経質だが隊員の好機を損そこなうことはせず。「突入指揮は貴官に一任する。警けい戒かいを厳に。敵集団は予想を超こえた人数に膨ふくれ上がっている」

《了ヤ解ヴォでーすル》ミハエル──いかにも百ひやく戦せん錬れん磨まといった不敵な応答。

　涼月──大人たちが大人たちらしく仕事をこなす様子に、素す直なおに感心。

　車が速度を上げる──道路沿いに群衆＝追い払はらわれた野次馬とマスコミ／盾たてを抱かかえたまま武装に差がありすぎて現場に近づけない警官たち／すぐ先で道路を封鎖する装甲パトカー。

「この先の交差点で跳べ。お前の身体能力ならば問題ないはずだ。マスコミにもウケがいい。私は中隊の指揮車両と合流する。遅おそくとも二分後には突入だ。いいな」

「あのー」ビニール袋ぶくろを掲かかげてみせる。「履はいていいすか、靴」

「む……」本気で考えている。「よかろう──非常事態だ。ただし一方の足だけ床につけろ」

「……了解ヤー」声に不服を込こめて靴を履く──車が曲がり角へ。

　封鎖線のかなり手前でドアを開いて跳んだ──宙で気づいた──誰だれがドアを閉めるんだ？

「閉めていけバカ者！」直後、助手席側のドアが交通標識のポールに激突／盛せい大だいに凹へこむ／窓ガラスに亀き裂れつ──長く尾おを引く副長の慟どう哭こく。「私のＳＬＲ!!」

　完全無視──路面を蹴ける／路地裏へ／左右のビルの壁かべを蹴る／野次馬とマスコミが気づいてカメラを向けるが、弾丸のような動きに追つい随ずいできず──一方のビルの屋上へ颯さつ爽そうと着地。

　陽炎＋夕霧が振ふり返る。「遅いぞ」「いらっしゃいませ、ジンバブエーっ」

「ジンバブエ？」煙草たばことライターを取り出しながら歩み寄る。「どこの国だっけ？」

「アフリカ南部の共和国だ」陽炎──パチンとガムを弾はじかせて。

「なんでアフリカが関係あるんだ？」煙草に着火──ようやく味わえた一服。

「あそこにいるのは、みなさん〈ローデシア〉さんたちだそうですよ」夕霧──むむむっと煙草をつまもうとする。「煙草は三十五歳を過ぎてからっ」

「大人になったらやめるから」かわす／スェーバック／むむーと唸うなる夕霧を手を振ってなだめつつ地上を見下ろす──〝にわか紛ふん争そう地帯〟と化した向かいのビル＝一階にファーストフード店／歩道に弾だん痕こんだらけの護送バス＝敵のバリケード。「ローなんとかさんがどうしたって？」

「〈ローデシア〉と名乗る集団が、仲間を救うためバスを襲撃。ローデシアはジンバブエのかつての名で、植民地政策が行われたことから白人優ゆう越えつの象しよう徴ちようでもある。ちなみにその土地で逃とう亡ぼう奴ど隷れいを追つい跡せきするために飼われていたのが、ローデシアン・リッジバックという犬種だ」

「お前、どこでそーいう知識仕入れんの？」「陽炎さんは物知りですねー」感心する二人──ぷーと膨らむ風船ガム。「まあ、たまたま」

「たまたまって言や、今日、駅で面おも白しろいやつに会ったぜ。驚くなよ、あの──」

　銃じゆう声せい──武装犯たちが別のビル屋上の狙そ撃げき部隊を牽けん制せいするため乱射＝流れ弾だまがマスコミのヘリに当たって火花を散らす／逃げ出すヘリ──武装犯たちの雄お叫たけび。「万歳フラー！」「ハイル！」

「動物園の猿さるみてー」涼月──マスコミが追っ払ぱらわれたのをいいことに堂々たる吸いっぷり。

「面白いやつとは？」陽炎──ふいに全隊通信。《敵がＡＰ爆弾の燃料の混合を開始！》

「混合？」「混ぜるんですか？」涼月＋夕霧──陽炎。「ロケット燃料は金属を腐ふ食しよくさせるので、燃料になる前の複数の化学物質の状態で保存するのが常識だ」

　ミハエル。《突入用意。Ａ班、二十秒で爆弾を押さえろ。Ｂ班、連中を地下へ逃のがすな》

「面白い人ってどなたですかー？」緊張感もなく挙手。「あと、夕霧もちょっと懐なつかしい人に会いましたよ」

「あー、仕事が終わってから話そーぜ」涼月──くわえ煙草で突撃用意／ふとあたくし様の顔が浮うかぶ／陽炎がベタぼめしていた指揮手しゆ腕わん／対たい抗こう心。「あたしは一階のあのバスをどける。陽炎は爆弾のそばにいるやつから狙やっちまえ。夕霧は中隊を手伝ってやんな。後は──まあ、逃げ出す連中を、なんとかバック犬なみに追っかけりゃいい」

「うちの小隊長が小隊長らしく指示を出すとは、暴風雨が来そうだ。となると〈空港占せん拠きよ事件〉と同じ轍てつを踏ふみそうだな」言われなくてもそうするというようにパチンとガムを弾かせる。

「夕霧犬は歌うのが大好きっ♪」聞いちゃいない浮き浮きステップ──助走のために移動。

「素直に言うこと聞けよお前ら」むすっとなる──そしてミハエルの号令。《行け！》

　ビル裏手で突破用火薬が炸さく裂れつ／突入する隊員たち──夕霧が疾しつ走そう／陽炎が右のビルへ跳ちよう躍やく／屋上の縁へりを蹴る涼月──副長＝愛車が損傷した心の痛みに耐たえて。《〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス──全アル・頭シユ出トウ撃ルム！》

《了解ヤー》にやりと笑えみ──トランポリン芸みたいに空中で一いつ瞬しゆんの静止／煙草を手に取る／自由落下に身を任せつつ、ふーっとアンニュイ気味に細く煙けむりを吐はく。「転送を開かい封ふう」

　宙で機き甲こう化＝一秒余──漆しつ黒こくの特甲姿で垂直に落下／脳の血流が移動して視界が暗転。

　超ちよう音おん波ぱ探査モードによる灰色の世界が広がる中で理科の復習──自由落下＝初速度0m/sで空気抵てい抗こうのない落下運動／重力加速度＝約9.8m/s2──冴さえてんね、あたし。

　再び煙草をくわえ、だん！　と路上に着地──打ち上げ気味の右フック。

　雷らい撃げき器がバス下部にヒット──衝しよう撃げきの矢が突つき刺ささって車しや軸じくが歪ゆがみ、窓の金かな網あみとガラスがポップコーンのように弾はじけ、車体が浮いて後輪を中心に九十度移動し、前輪が路面でバウンド。

　入口を塞ふさいでいたバスが観音開きのドアのように開かれ、ファーストフード店の看板と入口が出現──窓まど際ぎわで銃を抱えていたが構えてはいなかった武装犯たちの顎あごが、地面に落っこちそうな勢いでかくんと下がる──遠えん慮りよなくねじり込まれる左フック＝一人が窓ガラスごとカスタムメイドの真っ赤なパズルのピースみたいに吹ふっ飛んだ──ぷっと煙草を捨てる＝突とつ撃げき。

　たちまち一階正面から他の隊員たちが突入＝ガス弾／閃せん光こう弾／やせ衰おとろえた農夫を鞭むち打うつ農園主のごとき無む慈じ悲ひな実弾掃そう射しや──一階の連中がなぎ倒たおされ、涼月が果か敢かんに直進──その眼前＝フルフェイスのヘルメットをかぶってガスも閃光も何のそのの集団がカウンター奥のドリンクメーカーやポテト揚あげ機やハンバーグのプレス器の陰かげから、いささかも怯ひるまず反撃してきた。

　ぎょっとするような大口径の重火器──咄とつ嗟さにガード＝特甲腕部に爆はぜる盛せい大だいな火花。

　マスターサーバーの基幹ユニットである転送塔とうのＡＩ群が損傷した特甲を勝手に転送。

　あ、くそ、動きが鈍にぶる、余計なことすんじゃねー──だが四し肢しに幾き何か学がく的なエメラルドの輝かがやき／あいまいさのない標準形の特甲の再転送──ちくしょう、吹雪がいない／自分に武器を転送してくれているのが、ただのＡＩ群に過ぎないという認にん識しきに壮そう絶ぜつにいらつく。

　人間の脳の最大の得意技わざ──躊躇ためらう／撤てつ回かいする／修正する／考え直す──数万分の一秒のうちに、人間はやろうと決めたことに異議を唱えながらも結局それを行うことにしたり、積極的な気持ちのまま唐とう突とつにやめたりすることができる。なんとも微び妙みようであいまいな実行力──何かを躊躇うことにおいて人間以上の速度で実現できる存在はない──その曖あい昧まいさがディテールを作り出す／転送に反映される／標準形の特甲の基き礎そ設計を踏とう襲しゆうしながら、より速度に優すぐれたっぽい・防ぼう御ぎよに適した感じの・攻こう撃げき的であるような、なんとなくその場に合った形に変化させる。

　地上戦術型の最大特とく徴ちよう──空中機動型においては、でたらめな形状の変化は空気抵抗の変化となって致ち命めい的てきな制御不能を招くが、地上においては心配はご無用でノリを最優先できる。

　だがＡＩ群はノリが悪い／付き合ってくれない／とても一いつ緒しよに踊おどっていられない──多分、ＡＩの方も脈みやく絡らくのない注文ばかりする自分たちを、そう思ってる──ちくしょう、あたしたちを守るとかなんとかはどうした？　さっさと脳みそを接続してあたしと踊れ──

　いらいらしながら左ひだり拳こぶしのひと振ふりでカウンターを破は壊かい＝後続の隊員の通り道──突然、とてもしっくり来る感覚が来た／転送抜ぬきでわかる──吹雪が接続官コーラスとして参加＝ほっとなる。

　大昔の映画で、お守りをなくした爆ばく撃げき機の搭とう乗じよう員がパニックに陥おちいるシーンを思い出す＝『メンフィス・ベル』──ラストシーン＝仲間は死んでない、うん、縁えん起ぎのいい連想で良かった。

　満ち足りた気分でドリンクメーカーを爆ばく砕さい──バラバラと宙を舞まうドリンク容器／衝撃で吹っ飛ばされるローデシア野や郎ろう──通りすがりのワンツー＝二人の頭部をヘルメットごと粉砕。

　キッチンブースの残党は隊員たちに任せて突撃──地下への穴を掘ほるバカどもをぶっ飛ばすべく食しよく糧りよう倉庫へ向かったとき──それが見えた。

　倉庫の扉とびらに落書き──右壁にはみ出してる＝下手くそ──何かの宣告。

『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！』

　どう発音するんだ？　疑問に思ったとき、二階から下りてきた一団が教えてくれた。

「ヘルター・スケルター！」数人が完かん璧ぺきにハモった大だい絶ぜつ叫きよう──同時に乱射。

　弾だん丸がんのブリザードを素す早ばやくかわしつつ疑問──なんだそれ？　新手のルター派の祈いのりか？

　別に本気で知りたいわけでもなく、一、二の三で突撃しようとしたとき、驚おどろくべき相手が探査にヒット。二階から下りてきた一人──スキンヘッド／削けずったような瘦そう顔がん／ぎらぎら光る目／機械の左手で機き銃じゆうを掲かかげ、仲間と一緒に大絶叫。「ヘエエルタアアスケエエルタアアア！」

　見覚え──あいつだ／あれ／〝拳銃男〟──名前、なんだっけ。

　オットー・千チ代ヨ田ダ・ワイニンガー──過去に涼月が生かして逮たい捕ほ／本日めでたく即射殺対象に／したたかにぶっ飛ばしてもおつむは直らなかった男のリターンマッチ──

　ようこそ命日へ──アーメン、クズ野郎──心の中で哀あい悼とうの意を表しつつ突撃態勢へ。

　走る──ほぼ同時に倉庫の扉が吹っ飛び、とんでもないしろものが飛び出してきた。

　愕がく然ぜん──全高二メートル超ちよう／山羊やぎそっくりの頭部・脚きやく部ぶ・全身の重装甲──三体。

　真っ赤な塗と装そう＝一体／真っ黒な塗装＝二体──米軍の二足歩行型〝アームスーツ〟

　脳内チップを通して伝わる情報＝ほぼ無視──この野郎あたしを驚かせやがって＝驚きよう愕がくが一いつ瞬しゆんで怒いかりに変わる──生まれついての突撃手──その流りゆう儀ぎ＝相手構わず一ア発イン食ス・らアオわフツすエべーレしン。

　先頭の赤い一体に近接──幅はば広びろの角／細い頭／そいつだけ山羊より鹿しかっぽい──右フック。

〝赤い鹿〟野郎の何も持たない左手にぱしんと拳を横から叩たたかれた／殴おう打だを逸そらされる／バランスを崩くずされる／いきなり相手の膝ひざが来た──ガード／衝撃／驚愕──続けて赤鹿の肘ひじ。

　かわす──左フック＝空から振ぶり／かわされる／フェイント／フェイント仕返す／仕返される／──なんだこいつ／めちゃくちゃ上手い──涼月の迅じん速そく反応／さらに相手の迅速反応。

　クレーンみたいな赤鹿の脚部＝びっくりするような鋭するどさの回し蹴げり──ガードした左ひだり腕うでがへし折れた／この野郎／構わず前進／退たい却きやく知らずの右ストレート──やっと胴どう体たいにヒット。

　かと思うと、ふわっと赤鹿が跳とぶように後退──打撃が届かず／涼月＝舌打ち／しまった／距きよ離りを取るためにわざと胴を殴らせやがったな──そして悪夢のような銃器が構えられた。

　巨きよ大だいすぎて銃に見えない＝一キロ先の鉄板をぶち抜く対空機き関かん砲ほう──慌あわてて横っ飛びに転がる涼月／隊員たち／三体の怪かい物ぶつどもの一いつ斉せい砲火──鉄筋コンクリートの壁が紙のように引き裂さかれ、流れ弾だまが飛び出して表の街路を異い邦ほう人じんの墓たる荒あれ地の畑を耕すように穴だらけにした。




　夕霧＝白銀の特甲トツコー姿──五階の窓から突入／両手の指から放たれる殺人ワイヤーを存分に閃ひらめかせる／空きテナントにいた六名──蛍けい光こうオレンジの囚しゆう人じん服／スキンヘッド／口ひげ／手の甲・胸に入れ墨ずみ／首から吊つるした携けい帯たい電話／背に吊したまま面めん倒どうくさがってかぶっていないヘルメット／小こ脇わきに自動小銃／腰こしに手しゆ榴りゆう弾だん──同じ人物を角度を変えて幾いくつも配置したような、脱だつ走そう囚人の標準スタイルといった気味が悪いほど画一的な姿──その銃が一発目を放つ前に十糸のワイヤーが彼らの五体と武器を両断／その肉体が崩ほう落らくする遥はるか前にドアを切り裂いて廊ろう下かへ。

　死の旋せん風ぷう──階段・壁・天てん井じようを蹴って下階へ移動──四階／三階／二階＝出くわした武装犯全員の肉体がバラバラに崩落──通過した跡あとに長く続くアバンギャルドな血みどろ模様。

　透とう明めいな眼まな差ざし──悲しみと胸の痛みを抱だきしめながら、むしろ悲痛という名の死に神となって五階から二階までの階段エリアを一人で制圧──問題のフロアに突入。

　広い二階客席──窓から侵しん入にゆうした隊員らの鋭い銃撃／禁きん煙えん席に立ちこめる硝しよう煙えん。

　椅い子す・ゴミ箱・レタスの入った段ボールを積み上げたバリケード──反撃する武装集団。

　ブース奥＝爆弾──敵の横っ腹へ迫せまる夕霧──閃くワイヤー＝自分の死にすら気づかず五体をＺ字に切断された二名／Ｎ字に切断された二名／陽炎の狙撃フオローで頭を吹ふき飛ばされた二名。

　切り裂かれたバリケードが人体ごと崩れ落ち、隊員たちの制圧を促そく進しん──五名射殺──客席一帯が、はらわたとレタスが浮うかぶ真っ赤な沼ぬま地ちに。夕霧──隊員たちが沼地に足を踏ふみ入れ、爆弾を愛あい撫ぶするように調べ、確信に満ちた手つきで解体しにかかる様子を見守った。

　そうしながら、ふと奇き妙みようなものを見ていた──黄色い感じ──爆弾を中心に伝わるもの。

　自然と伝わってくるもの──黄色という色しき彩さいそのもの──まるで夕焼けじみた輝かがやき。

　なんだろうと思って近づく──ふいに輝きが消えた──首を傾かしげたとき、目の前で隊員の一人が報告。「爆弾を無力化。中身は通常火薬だ。ＡＰ爆弾じゃない。繰り返──」

　突とつ然ぜん、それが来た──正確にはそれら二つの異変が、ほぼ同時に起こった。

　階下──空気が割れたような轟とどろきが勃ぼつ発ぱつ──音おん紋もん解かい析せき＝よもや都市内で犯罪に用いられようとはデータベースを作成した者たちすら夢にも思わなかったであろう、大口径の対空機関砲。

　階段を振ふり返る夕霧／武器を構える隊員ら──同時に、とてつもないものが来た。

《アアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイ──!!》

　無線通信／全隊通信──全部隊の通信網もうにやすやすと侵入して響ひびき渡わたる、電子の絶叫。




「フラー！」「ヘルター・スケルター！」ビル内＝まるで火事場の動物園／刑けいに服す間に動物化したかと思わされる／同時に驚くべき連係を見せる武装犯たち。

　怯おびえて腰こし砕くだけ／無意味に乱射／興奮して同士討うち──といった、いつもの右往左往がない。

　それどころか、ＭＰＢの〝味方には慈じ悲ひ深く、敵には情け容よう赦しやない突入〟に対し、やたらと粘ねばり強く持ちこたえる──見事な奮戦／あるいは何者かの指揮──だが驚きよう嘆たんするも驚愕せず、冷静に事態を把は握あくする陽炎＝真しん紅くの特甲姿／右腕と一体化したライフルの咆ほう哮こう──立て続け。

　仲間の障害を精確無比に狙撃フオロー＝完璧な八拍びよう子しでガムを嚙かみ・膨ふくらませ・弾はじかせ、刃は物もののごとき美び貌ぼうをさらに凛りんとさせ、冷れい徹てつで凄せい惨さんで慈悲などかけらもないまま聖母のごとき優やさしさで撃げき鉄てつを操作──メトロノームのごとく完璧な反復行こう為いに没ぼつ頭とう。だが意識の片かた隅すみでは、あ、ちょっとこれってまずいんじゃない？　と、しきりに警告が泡あわのように浮ふ上じよう──主力投入／損害なし／ちょっと手こずってるだけ──なのにいったい何がまずいというのか、と自問自答したとき。

　来た──かの〈射手事件〉に始まり、〈アンタレス事件〉でも〈空港占せん拠きよ事件〉でも、ついでに〈ムージル邸ていの銃撃戦〉の泥どろ沼ぬまの始まりでもあった、おなじみの視線。

　敵性狙そ撃げき手に対する警けい戒かい探査において、晴天の陽ひ射ざしの中にぴんと張られた黄色い一条の糸として認にん識しきされる、死の眼差したる紅あかいレーザー光線──納なつ得とく／腹立ち／好戦的な気分。

　なるほど、これか──常に見晴らし抜ばつ群ぐんの位置につかされる自分／ロビンフッドのリンゴなみにバカ目立ちする真っ赤な特甲／〝特甲の制式色は、突入時に見分けがつきやすいよう髪かみと同じ色に〟と勝手に決めた副長／いつか髪を七色に染めてやる──という腹立ち。

　そして、いい度胸だ、そこのお前、私があの人と親密になったのも、なぜかどうしてもそれ以上近づけないのも、彼女が／私が／陽炎が、自分でもびっくりするくらい遠くの人間に弾丸をぶつける素質満点だからであって、決して歳の差のせいなんかじゃない、知っていたか？　という、唐とう突とつに湧わき起こる熱い戦意とともに一いつ瞬しゆんで敵の視界から跳び去り、精密に迅速に、この自分を狙ねらう愚おろかな狙撃手に、逆に狙いをつけようとした刹せつ那な、撃たれていた。

　衝しよう撃げき／ショック／がつん！　と頭を揺ゆさぶられた──めまい／意識が遠ざかる。

　噓うそ!?　暗くら闇やみ──待ってやめて気絶なんかしたら狙い撃ちにされるお願いしっかりして私。

　一秒未満のうちに自分を叱しつ咤た／哀あい訴そ／機械仕じ掛かけの手足が従順に対応し、転がって屋上の排はい気きダクトと給水塔とうを盾たてにした直後──ばちん！　貯水タンクが破は裂れつし、溢あふれ出す水による局所的な豪ごう雨うでずぶ濡ぬれになりながら瞠どう目もく／呆ぼう然ぜん／凝ぎよう然ぜん──骨の髄ずいまで恐きよう怖ふが弾けた。

　損傷した《飾り耳オーア》が自動的に再転送──接続官コーラスのフォロー。

　ありったけの静せい穏おんさで恐怖を退け確認──一、敵性狙撃手の出現──二、機先を制して撃退を試みる──三、かわしたはずの眼差しにとらえられる──四、撃たれた。

　敵の弾丸──顔面へ──抗磁圧のヘルメットで軌き道どうが逸それ、左の《飾り耳オーア》を撃ち砕くだいた。

　血が凍こおる──まさか、もしかして、最初から《飾り耳オーア》を狙った？

　防ぼう御ぎよを削けずり、次の一撃で仕留めるために──そんな悪あく魔まじみた精密狙撃がもし可能なら。

　さらなる恐怖──音おん響きよう探査／超ちよう音おん波ぱ探査／敵の弾道解かい析せき──結果＝二つの超ちよう遠えん距きよ離り狙撃。

　既き視し感かん／やっぱり──二人いる／敵性の狙撃手たち──最初の一人が陽炎の退たい避ひで狙撃不能となった瞬間、次の人物がすぐさま役割交代＝移動した陽炎をとらえて《飾り耳オーア》を撃った。

　噓／噓／噓──バカげてる／悪魔じみてる／よくある〝幸ラツ運キのース流トれライ弾ク〟に決まってる。

　だが／そして──動けない／動かせてくれない──お前を狙っているぞというプレッシャーが何にも増して〈アンタレス事件〉を／悪魔の狙撃手を／ロートヴィルトの名を思い出させた。

　そのロートヴィルトが二人いる──同じくらい天才的な技術を有した狙撃手が、二人。

《涼月、夕霧──》通信──仲間の声を聞くことで恐怖という呪じゆ縛ばくから解放されたくて。

　だが／そこへ──一帯に轟く銃撃音＝対空機き関かん砲ほう──ビル一階で釘くぎ付づけになる涼月／中隊。

　また／さらに──電子の絶ぜつ叫きよう＝《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイ──！》

　通信に敵の情報汚お染せん!?　噓／噓／噓──歯は軋ぎしり──仲間と通信を断絶された。

　対空機関砲を連発する怪かい物ぶつ山羊やぎたちが武装集団を地下へ逃とう走そうさせている。そもそもあの山羊たちは掘ほった穴から這はい出てきた。レツインーガゲル掘ったら山羊ツイーゲが出た。全然笑えないフレーズ。なのにおかしな笑いが込み上げそうになる。自分がパニックに陥おちいりかけているのがわかる。

　ふいに脳内チップを通して情報──夕霧＝いったんビル外へ／窓から一階倉庫へ再侵しん入にゆう──地下へ逃にげる武装犯のしんがりの首を刎はねた／黒山羊の一体が対空機関砲を乱射。

　夕霧の迅じん速そくきわまる動きについてゆく黒山羊＝なんという高度な探査機能／行動性能。

　ぞっとなる陽炎──果か敢かんにも黒山羊の手足にワイヤーを絡からませ、ともに地下への穴へ落ちてゆく夕霧──血も骨も肉体も魂までも凍る恐怖。《夕霧──ッ!!》《アアアアアイイイイ！》《夕──！》《アアアアアアイイイイイ！》いっとき、自分が危あやういという恐怖を、仲間が危ういという恐怖が上回り、忿ふん怒どにも似た思いとなって体を突つき動かしかけた。

　ばん！　目の前で給水塔の脚あしの一つが吹ふっ飛んだ。動けない。なんというプレッシャー。

　突撃手の涼月＝化け物機関砲で釘くぎづけ──遊撃手の夕霧＝たった一人で敵とともに地下へ。

　動けない／信じられない──三人で一頭の獣いぬたる〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス──ものの数分で分断された。




　三メートルは背せ丈たけがありそうな直立歩行の黒山羊やぎと格かく闘とう──ワイヤーを絡める／地下水道の濁にごった水を浴びる／相手の鎧よろいの隙すき間まを探さぐる。

　あった──黒山羊の胴どう部ぶ／胸とのつなぎ目／この蓋ふたの中に人が乗っている／ロボットの鎧を着ている──これは怪物なんかじゃない／ただの機械と人にすぎない／両方とも壊せてしまえるものだ──そのとき、黒山羊の右みぎ腕うでから溶よう断だん機能のついたバカでかい刃やいばが飛び出した。

　ワイヤーと左腕をいっぺんに切断された──音響探査で周囲の地形を把は握あくしながら床ゆか・壁かべを蹴けって跳とび、敵の刃と砲火をかわしながら、断たたれた左腕から血のように白銀の輝かがやきを振ふり零こぼし、暗闇の中で透すき通るような眼まな差ざしをたたえ、右手のワイヤーをフルパワーでなぎ払はらった。

　先ほど探ったほんの僅わずかな隙間へワイヤーがミリ単位以下の幅はばに侵入──通り抜ぬけた。

　ぴしっと何かが割れる音──一瞬後、暗闇の中で盛せい大だいな水しぶき。

　黒山羊の下半身が水路に直立／断面から血の噴ふん水すい──上半分は水みな底そこに。

　脳内チップを通して情報確認──ノイズだらけ／かと思うと急に情報が明確になる──マスターサーバーと接続官コーラスの頑がん張ばり＝猛もう烈れつな勢いで情報汚染を一いつ掃そう中。

《ちくしょう、なめんなッ！》涼月の怒ど声せい──掃射の間かん隙げきを突いて突撃しかけたとき、赤と黒の怪物たちが穴に飛び込んだ──夕霧が落ちたのとは別の穴＝別の水路。

《よせ、黒シユヴ犬アルツ！》副長──信じがたい命令。《突撃中止！　撤てつ退たいしろ！　突撃中止だ！》

　同時に脳のう裏りで明めい滅めつするＳＡＢの文字──優先命令＝突シユ撃トウル中ム・止アプブ命レツ令ヒエン。

《やられっぱなしかよッ!!》怒いかれる小隊長の叫さけび。《夕霧、どこだ!?　返事しろ、夕霧！》

　だがそのとき夕霧は、まったく別の声を聞いていた。

《……助けて》優やさしい、透とう明めいな声──暗くら闇やみ＝底知れぬどこかへ続くような水路の彼方かなた。《お願い……助けて……》

　息をのんで振り返った──ほとんど条件反射的に走った／同時に、周囲の闇がどんどん黄色く輝き始めるという不思議な幻まぼろしに包まれた／さっきも爆ばく弾だんがあった場所で見えた輝き／それがなんなのか理解する前に伝わってくるもの──近づくな、手を触ふれるな、逃げろ──今すぐ。

　夕焼けのような警アン告バのー・黄ライ色ト──直感／第六感／危機感が、色として認にん識しきされているのだという認識が起こった──足が止まる／瞠目する／さらに伝わってくるもの──危機の実現。

　副長。《止まれ、黒シユヴ犬アルツ、白犬ヴアイス！　すみやかに防御線まで退け！》

　陽炎。《くそ──涼月っ、フォロー不能、フォロー不能だ！　戻もどるんだ、夕霧──戻って！》

　そして声。《……助けて》

　暗闇に心を吞のまれる感覚──全すべての危機感も仲間の声も無視して疾しつ走そうしかけた。

　自分の感覚ではなかった──透明な声の主が、深い暗闇に引きずり込まれまいと抗あらがってる。

　あの人が助けを求めてる──助けなければ──そのときまた幻──今度は色ではない。

　脳裏に浮うかび上がる数字──１３。１１。７──１３。１１。７──１３。１１。７──

　頭の中で──何かが閃ひらめく──輝ける黄色が、とてつもない青さへ変へん貌ぼうしてゆく。

　天ヒン国メルの・ブ青ラオ──虚きよ無むの色へ──なんという美しさ／目の前の何もかもが吞み込まれてゆく。

「夕霧ーッ!!」涼月の絶叫──背後から押し倒たおされて水の中へ沈しずむ一いつ瞬しゆん前、光が爆はぜた。

　炸さく裂れつ──地下トンネルを死の熱波が吹き抜けた。汚お水すいが煮にえ返り、ビル周辺の全てのマンホールの蓋が何十メートルもの高さにまで吹っ飛んだ。ビル屋上で動けぬ陽炎のすぐそばで、爆圧でねじ曲がったマンホールの蓋が、けたたましい音を立てて転がった。

　地下に本物のＡＰ爆弾──〝ロケットの街〟とあだ名される都市を皮肉るように。

　夕霧＝何も聞こえない／何も見えない──色しき彩さいも声も数字も消え、あるのは暗闇だけ。







　　　　参さん




　ＭＰＢ本部ビル二十二階──作戦会議室＝通つう称しよう〝講ヘー義アザ室ール〟。

　集合──ファーストフード店の〝惨ざん敗ぱい〟＝怒れる中隊長／副官たち／小隊長たち／武装犯の計画を読めなかった機動捜そう査さ課／情報汚お染せんを許した通信解かい析せき課──充じゆう満まんするアドレナリン。

　モニター脇わき──いつも通りじっと沈ちん黙もくしているオーギュスト・天テン龍リユー・コール大隊長。

　壇だん上じよう──副長がストップウォッチで計測するようにきちきち説明。「現場地下で炸裂したＡＰ爆弾は、れっきとした軍ぐん需じゆ品だ。被ひ害がいは地下だけで七ブロックの広こう範はん囲いに達し、現場から百メートル先にある都市パイプライン管理施し設せつも打撃を受け、一帯は今も停電・断水・ガス栓せんの使用停止状態にある。入手ルート解明のためＢＶＴがチームを編成、捜査にあたる。なお発見されたＡＰ爆弾の構成素材に、プリンチップ社の刻印がみとめられた」

　涼月の目が鋭するどく尖とがる──周囲の隊員らの苦々しさのこもった唸うなり／指の関節をボキボキ鳴らす音──もはや宿敵たる幽霊ダミー企き業ぎようの名＝部隊員たちの戦意を焦こげつかせんばかりに加熱。

「突とつ入にゆう後の情報汚染については、兵器開発局の協力のもと解明中だ。〈ローデシア〉なる武装集団だが、次のことが判明した。まず脱だつ走そうした囚しゆう人じんは全員が〈ローデシア〉団員で、ひそかに持ち込んだ携けい帯たい電話を用いて入団サイトを閲えつ覧らん。刑けい務む施設内のサッカーチームを隠かくれ蓑みのに戦せん闘とう訓練を行っていた。協力者は刑務所の精神科医だ。この医師を尋じん問もんしたところ、彼自身も団員で、囚人の診しん察さつを通して〝入団適性調査〟と〝勧かん誘ゆう〟を行っていたことを白状した」

　びっくり仰ぎよう天てん──精神科医のスカウトマン／こつこつ〝戦闘訓練〟を行っていた囚人たち。

　モニターおよび渡わたされた電子ペーパーに表示される情報──入団サイト。

　閲覧パスワード＝〝選ばれし者たちの掟おきて〟──細かい団員規則／細かい〝秘密のサイン〟

　握あく手しゆは小指を内側に折る／フォークを〝槍やり〟と呼ぶ／欠伸あくびの後は額を十字になぞる／挨あい拶さつのとき二度うなずく／靴くつ紐ひもは左の上から二番目の穴を二重巻きに──馬ば鹿かげたサイン／合言葉。

『ＳシＳユＲローＭム』＝『Sind Sie Rhodesier Mitglied?（あなたはローデシア団員か？）』の頭かしら文字。

『ＩイＢビＲローＭム』＝『Ich bin Rhodesier Mitglied（私はローデシア団員だ）』──面めん倒どうくせー。

「サイトの内容は、大半が団員同士を識別するサインだ。完全に秘密結社のまねごとであり、〈アンタレス事件〉と同様、大規模で巧こう妙みような組織体が存在するとみなして捜査を行う。なお……同集団を組織した〝最高指導者〟の顔写真が、団員たちに配布されていた」

　珍めずらしく間が空く──副長＝指で眼鏡めがねを押し上げる／妙に鋭い眼光。「これが、その写真だ」

　途と端たんにざわめき──壁かべモニターに男の写真／その異様さ。

　特とく徴ちよう的な白装しよう束ぞく──どう考えてもアメリカの人種差別集団ＫＫＫの衣い裳しよう。

　特徴的な直立姿──うんざりするほどナチスを連想。

　特徴的な迷めい彩さい服──ズボンだけ迷彩模様／何かのいわくがありそう／知りたくもない何か。

　ブロンドの髪かみを坊ぼう主ず刈がりにし、口ひげを馬ば蹄てい形に整え、骨こつ董とう品のＰピ３スト８ー拳レ３銃８を胸むな元もとに構え、白い頭ず巾きんを肩かたにかけ、やたら愛あい嬌きようのある大きな青い目を見開き、ベロを盛せい大だいに出している。

　なんたる道どう化け姿──アインシュタインの有名な〝あっかんべー〟写真っぽい＝涼月の所感。

　写真に直筆サイン──『ハンス・Ｗ・クライン』──やたら筆圧が高そうな文字。

　サインの下に数字──『８８８！　４×２＋０』──意味不明。

「ハンス・クライン、三十九歳、元オーストリア軍人。自じ称しようハンス・〝ヴルスト〟・クライン。８８８は八番目のアルファベットであるＨ、〝万歳フラー、ハイル・ヒトラー〟の頭文字ＨＨＨのことだ。４×２＋０は８だが同時に〝四月二十日〟を──ヒトラーの誕生日を意味している」

　ＫＫＫの白装束／ナチス親衛隊を連想させるＰピ３スト８ー拳レ３銃８／明らかに〝道ハン化スヴル師スト〟とかけているミドルネーム／この国では冗じよう談だん抜ぬきに違い法ほうとなる隠いん語ごの連発。

　笑えない冗談の塊かたまり──見なかったことにしたいほど不ふ愉ゆ快かいな姿に、隊員たちが唸った。

「秘密結社じみた符ふ牒ちようも、アメリカＫＫＫの模も倣ほうだ。詳しよう細さいは各自、資料に目を通しておけ」

　涼月──手元の電子ペーパーを律りち儀ぎに一読／速読はスペリングの次に得意。

　ＫＫＫ＝〝クー・クラックス・クラン〟──一八六五年のクリスマスにアメリカのテネシー州の町で結成／南北戦争で徴兵をまぬがれてヒマをもてあました学生たちの思いつき。

　あるとき彼らが夜中に白い服を着て外を出歩いていると、黒人たちに幽霊と間ま違ちがわれてびっくりされた──それで全すべてが始まった。学生たちは白い覆ふく面めん／白装束／燃える十じゆう字じ架かと松明たいまつという姿で馬で街かい道どうを疾走した──黒人たち＝アフリカ系アメリカ人を驚おどろかせるためだけに。

　その〝夜の騎き行こう〟の参加者を募ぼ集しゆう──自分たちをクー・クラックス・クランと命名＝ギリシャ語〝集まりクラクス〟とスコットランド語〝氏族クラン〟を単につなげた造語／奥深い意味は全くなし。

　そして南北戦争後、白人優ゆう越えつを唱える者たちが続々と加入──〝全国大会〟を開かい催さい。

　フォレスト将軍を最高指導者とし、にわかに巨きよ大だい化／過激化／陰いん湿しつ化──黒人へのリンチ／放火／脅きよう迫はく／誘ゆう拐かい／強ごう姦かん／黒人を罪に陥おとしいれる多数の計画──やがて攻こう撃げき対象を広げ、ユダヤ人／東洋人／移民／同性愛者／カトリック／進化論者／共産主義者／フェミニストなど、あらゆる相手に憎にくしみをまき散らした──とどまるところを知らない〝憎ヘイ悪ト犯クラ罪イム〟の複合現象。

　白装束の豪ごう華かセットを全国販はん売ばい──何百万ドルという巨額の利益を得て、政財界に進出。

　見事にＫＫＫ団員が州知事に──一大政治勢力──もはやハリケーンのごとき猛もう威い。

　が──数多あまたの賄わい賂ろ／内輪もめ／殺人／強姦／誘拐を連発──あまりのひどさに団員がぞろぞろ辞やめて勢力を失い、百五十年後の現在は、もはや無差別テロリストと同一視されている。

　アメリカの巨大な劣れつ等とう感そのもの──そのミリオポリス版たる〈ローデシア〉。

　その理念＝『北方人種こそ至上であり、黒人は災さい禍か人種である。北方人種のみがアダムの子であり魂たましいを持つ。黒人は犬いぬ猫ねこのように魂を持たず、殺しても罪ではない。北方人種は神に選ばれし民たみであり、フィニアス主義により保全すべきである。これは聖書の『ＭＡ－ＤＥ』である』

　あほか──北方人種たるアイスランドやノルウェーやヴィンランドの人民は第二次大戦時にナチスに対し熾し烈れつなレジスタンス闘争を展開した。最も〝優等〟なアーリア人種のはずのヴァイキングの子孫に抵てい抗こうされ、ナチスは彼らを一方的に〝裏切り者〟呼ばわりしている。

　フィニアス主義──？？？──解説＝『聖書に登場するフィニアスは、異なる人種同士で結ばれた夫ふう婦ふを殺害したことから、異人種同士の結けつ婚こんに反対する象しよう徴ちようとされる』

　トルコ人のパパとオーストリア人のママを持つ涼月──たまらなくむかついた。

『ＭＡ－ＤＥ』──聞き覚え──事件の時、あたくし様が教えてくれた。

〝明マニフ白エスなト・るデス使テイ命ニー〟の頭文字──〈ローデシア〉では徹てつ底てい的てきな差別主義を意味するらしい。

〈空港占せん拠きよ事件〉──たった一人で巨大な歯車を動かすため、今もどこかで戦い続けている男──バカどもがまき散らすにおいに顔をしかめるだろうか／歯し牙がにもかけないだろうか。

「くだんのファーストフード店は団員のたまり場で、〝洞どう窟くつ〟を意味するＤＥＮと呼ばれている。ＤＥＮはアメリカＫＫＫでは〝支部〟を意味する隠語だ。現場で射殺された店主はＤＥＮの管理者で、〝炎ほのおの巨人〟と呼ばれていた。これはＫＫＫでは支部の指導者を意味する」

　隠語の群──最高指導者＝〝大魔ま術じゆつ師し〟──州の指導者＝〝偉い大だいな龍りゆう王おう〟──市の指導者＝〝大巨人〟──縄なわ張ばり＝〝不可視の帝てい国こく〟──縦割り組織＝全てＫＫＫの模倣。

　隠語の群──〝食屍鬼グール〟〝小鬼ゴブリン〟〝骸ス骨ケル剣ト士ン〟〝妖精族エルフ〟──末まつ端たん構成員たち。

　自分たちの優越を証明するというファンタジーにどっぷりつかった白人至上主義の大人たちの、とどまるところを知らないファンタジックな世界観に、あんぐり口を開けてしまった。

　連想──古いアメリカ映画／あれだ、あれ──『ロード・オブ・ザ・リング』みたい。

　ちょっと気になって電子ペーパーをポインターペンでつつき、脱だつ走そう者リストを参照した。

　現場から逃とう走そうした〝拳けん銃じゆう男〟の新たな異名──〝蟻ワー人ア間ント〟

　蟻ありんこ？　嬉うれしいか？　そんなんで誇ほこらしくなって命を賭かけたりするのか？

「このバカげたシステムは、多数の人間から莫ばく大だいな資金を集める効果を発揮する。〝大巨人〟と呼ばれたいがために、家も車も売り払はらい、全財産を組織に献ささげた者もいる。さらに連中の通信から〈ジークフリート〉〈九姉し妹まい〉〈オーディン〉といった名めい称しようが確かく認にんされた。高位の役職か、特とく殊しゆな兵器と推測される。また〈独サ眼イク巨ロ人プス〉なる人物が〈炎の巨人〉に代わり、新たなＤＥＮの指導者となって、〈ワタリガラス〉〈ワイバーン〉など市内の協力者と連れん携けいする構えだ。これらが誰を意味するか早急に判明させる必要がある。なお実行犯が連呼した『ヘルター・スケルター』だが、何らかの計画を意味し、その実行のため、わざわざ組織の存在を明るみに出してまで囚しゆう人じんを解放させたと考えられる。類るい似じした過去の事件は、資料の通りだ」

　律儀に確かく認にんする涼月──ひっくり返りそうになった。

　ビートルズ──その曲の一つ＝『ヘルター・スケルター』

　イギリスの伝説的バンドが、なんでバカげた白人至上主義と合体するんだ？

　資料──一九六十年代アメリカ＝チャールズ・マンソンという男を崇あがめるカルト集団〝マンソン・ファミリー〟が出現／その主張＝『ビートルズが歌う「ヘルター・スケルター」は最終戦争の黙もく示し録ろくである。それが意味するのは、白人と黒人が大戦争を起こし、黒人が勝つということである。しかし黒人たちには統治能力がない。それゆえ超ちよう純血種であり真の覇は者しやたるマンソン一族に、彼らは謹つつしんで世界の覇権を譲ゆずり渡わたすであろう──』

　ヘルター・スケルターのもともとの意味＝ぐるぐる回る子供用滑すべり台。なんだって滑り台が〝ハルマゲドン〟なみに最終戦争を意味するようになるのかさっぱり理解できない。

　犯罪傾けい向こうに充みち満ちた連中の、驚セン異ス的・オなブ発・ワ想ン力ダー──エリマキトカゲやクリオネを初めて見たときに似た感覚＝本当にいるんだ、こんな生き物。そして本当にいるどころか立派に増ぞう殖しよくし、やがて最終戦争をさっさと起こしてもらうため黒人のしわざに見せかけて数々の犯罪を実行＝放火や車泥どろ棒ぼう──さらには高級住宅地に侵しん入にゆうし、有名な映画関係者たちを惨ざん殺さつ。

　だが最終戦争は起こらないどころか信者の一人がうっかり〝あの惨殺事件をやってのけたのは実はオレだぜ〟と自じ慢まんしたことから、芋いもづる式に犯行が判明──一人残らず逮たい捕ほ。

　妄もう想そうダイナミズムの数々に驚おどろくのもバカバカしくなってきたところへ衝しよう撃げき──副長の言。

「さらに都市内のクルド系過激派、トルコ系過激派、第ラツ二フ十ルズ六シ区テイにある中ちゆう華か街がいの結社、そしてイタリア系マフィアともつながりが見られ、何らかのネットワークを築いていると目される」

　ざわめき／呻うめき／目がまん丸になる涼月──仰ぎよう天てんものの離はなれ業わざ。

　クルドとトルコ／中華街の結社とイタリア系は、どれも天敵同士──一方と仲がいいというだけで他方から虐ぎやく殺さつされる／いつ壮そう絶ぜつな仲間割れを起こすか予想不能のネットワーク。

「現場に使用されたアームスーツもＡＰ爆ばく弾だんと同じくプリンチップ社の刻印入りで、先の〈戦犯法ほう廷てい事件〉でも二十体あまりが都市に持ち込まれて使用された。そして現場で制圧された一体だが、その操縦者は、クルド系過激派の構成員だったことが判明している」

　もはや唸うなりすら零こぼれぬ沈ちん黙もく──〈ローデシア〉に協力したクルド系過激派＝ありえない。

　妄想パラダイスの住人たちと、無差別テロ五秒前といった反社会集団が、結けつ託たく？　北方人種の優ゆう越えつはどうした？　クルド人に三つのＨの意味を教えた瞬しゆん間かん、殴なぐり殺されるんじゃないか？

「いかにしてそのようなネットワークを成しえたのかもふくめ、都市内に潜せん伏ぷく中と思われるこのハンス・Ｗ・クラインには、訊きたいことが山ほどある。ゆえに、いかなる武装をしていようと、即そく射殺の対象とはならない。必ず逮捕し、徹てつ底ていした尋じん問もんをもって解明に臨のぞむ。いいな」

　予期された〝生かして逮捕〟命令──頭からガソリンを浴びて火薬をまき散らしながらキャンプファイヤーの周りを踊おどり、〝ヒャッホウ！〟と叫さけんで常識を無に帰す変態──Ｐピ３スト８ー拳レ３銃８を構えてポーズを決める〈ローデシア〉の〝大魔術師〟ハンス・ヴルスト・クライン。

　わざわざ〝道ハン化スヴル師スト〟を名乗り、バカの群を組織化する恐おそるべきバカ。

　関かかわり合いたくねー＝涼月の所感──だがそう思うこと自体、間ま違ちがっていた。
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〝克ユー服バーあヴインれデン〟──ひっきりなしによみがえる言葉フレーズ──ああ、鬱うつ陶とうしい。

　既き視し感かん──〈射手事件〉／〈アンタレス事件〉／狙そ撃げきされる恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくのリフレイン。

　会議に呼び出される涼月をよそに午前中を嗜し眠みんで費ついやし、怠たい惰だを決め込んでいたのに。

〝克服あれ〟──その言葉が自分を動かす／嫌けん悪おと忌き避ひ感／決して逆らえない強きよう迫はく観かん念ねん。

　機動捜そう査さ課の車両に便乗──言い寄る捜査官たち／帰りも送ろう／腹は減ってないか／近くに高級ブルーマウンテンを出すカフェがある──小悪魔的スマイルと〝仕事が優先ですから〟という殊しゆ勝しような態度を虫除よけスプレー代わりに噴ふん霧むしながら、封ふう鎖さ中のビジネスビルへ。

　既視感──ビル屋上に敵狙撃手の照準器があった──〈射手事件〉と同じ手口ＭＯ。

　照準器は囮おとり──悪あく魔またちは遥はるか遠くから、現場で狙撃フオローに徹てつする自分を精密に追跡フオローしていた。

　ロビー／エレベーター／階段──鑑かん識しき官たちが犯人の手て掛がかりを求めて悪戦苦く闘とう中。

　エレベーターを出た途と端たん、きりっとした、これぞ大人の女であり、本物の仕事中の顔であり、とても美人であり、ちょっと反射的に陽炎をいらつかせる、凛りん然ぜんとした女性隊員と遭そう遇ぐう。

　モリィ捜査官──かつての教官という、うっすらとした記き憶おく──その隙すきのない表情が、陽炎を見た途端、にっこり親密な笑え顔がおに早変わり。「あら、狙撃手さん。やられたわね」

　むかっ──パチンと弾はじけるガム。「大した打撃ではありません。次は必ず仕留めます」

「ええ、もちろん。あなたならできる。でも、あなたが無事で良かった」にっこり──子供の意地をあっさり受け入れながらはっぱをかけるお姉さん的微笑ほほえみ／少なくとも本気で安心しているところがさらに憎にくらしい。「私の部隊で四人、病院に運ばれたわ。とんでもない狙撃よ」

「四人？」ショック──悪魔どもは自分を狙ねらいながら他の部隊員にまで狙撃を行った。「その方々を撃うったのがどちらの狙撃手かわかりませんが、どちらにも借りは返します」

「ええ、もちろん」鋭するどい戦意──狙撃手が複数であること／必ず借りは返すこと／陽炎も機動捜査課も同じ思いでいることを告げる笑み／頼たのもしそうに陽炎の肩かたを叩たたきながら。「ミハエルは屋上よ。ひどく機き嫌げんが悪いわ。冷たい態度をされても、あなたのせいじゃないから傷つくことはないけれど、ちょっと、いつもより近寄りがたいわね」なんか微び妙みような子供扱あつかい／対等な扱い──入れ違いにエレベーターへ。「じゃ、期待してるわよ。私の狙撃手さん」

　別にお前のじゃない──という思いとは裏腹に、体が勝手に敬礼。「はい、教官」

　モリィ捜査官──あなたのことは全すべてわかっているという感じのウィンク＝ミハエルそっくり／さすが兄きよう妹だい／機動捜査課の男どもはかなりの人数が心を撃ち貫ぬかれたのではなかろうか。

　毒気を抜かれながら階段で屋上へ──這はいまわって調べる隊員たちを邪じや魔ましないよう移動。

　狙撃用スコープを手に犯人の狙撃行こう為いを再現中の中隊の面々──その中心で仁に王おう立ちに両りよう腕うでを組んで、足あし元もとを睨にらんでいるミハエル。

　確かに見たこともないくらい厳しく引き締しまった〝ものすごく機嫌の悪い〟顔だった。

　しまった、なぜ機嫌が悪いのか理由を聞くのを忘れた──気持ちが怯ひるむ／おそるおそる近づく／声をかけられず立ち止まる──呟つぶやき＝ミハエルの冷たく尖とがった鋼鉄のかけらのような声。

「疫やく病びよう神がみの足あし跡あとだ。単に、どこかの誰だれかが真似まねをしただけ、という可能性もあるがな」

　咄とつ嗟さに返事もできず──ミハエルが見ているものを見た／照準器があったことを示すマーク／そして照準器をどかした途端、あらわれたに違いないもの。

『中』──鮮あざやかな紅あかい塗と料りよう＝漢キヤラ字クター──カンカン照りの屋上で、ぞっと寒気を感じた。

「二人がこれを残したという確証はない。コータローはこういう真似を嫌きらう。やるとしたら、ムハウィシュか。それにしても足跡をわざと残すとはな。それもギャングみたいに。しばらく会わないうちに、自分が愚おろか者であることを、こんな風に宣伝したがるようになったわけだ」

「あの……」小声で確かく認にん。「コータローとムハウィシュというのが……例の二人ですか」

　小さくかぶりを振ふるミハエル──否定ではなく、激しい感情を振り払はらうための仕草。

「佐サ脇ワキ光コー太タ[image: ]ロー──母親がこの都市の住人と結ばれ、コータロー・佐サ脇ワキ・クロイツェルになった。パク・クロイツェルと韓かん国こく系を名乗った時期もある。軍でウケがいい。韓国の〈猛もう虎こ隊〉はアメリカの〈デルタフォース〉なみに有名だからな。もう一人はアリ・ジアッド・ムハウィシュ。〝ガジャル〟の出だ。イラクではジプシーロマをそう呼ぶ。そして〈空港占せん拠きよ事件〉でルージュトロワと名乗ったシャロン・女郎花オミナエ・ベイカー。それが〈赤ローのトジバャオッアクー〉のメンバーだ」

　これまで訊きけずにいたし、調べる気持ちにもなれなかった一人一人の名──全て陽炎の胸に染しみこむ／心に刻まれる／標的としてインプットされてゆく気分。

「二人はこの都市で、四し肢しの一部を機械化された」ミハエルは何も訊かれぬまま、さらに告げた。「コータローは左腕を、ムハウィシュは両りよう脚あしを。いわば機械化児童の第一世代だ」

「あの女性──ルージュトロワの機械化された左目もですか？」つい質問。

「あれは俺がやった」ひどく淡たん々たんとした返答。

　一瞬、何を言われたのかわからなかった──その後で、先ほどに層倍する寒気が来た。

「絆きずなが終わったとき、コータローが俺の左鎖さ骨こつを、ムハウィシュが俺の左肺を奪うばった。俺の肺の半分は人造心肺手術を受けている。そして俺は、鉛なまり弾と手しゆ榴りゆう弾だんとナイフで、コータローを撃ち、ムハウィシュの機械の両脚をもぎ取り、シャロンの左目を奪った。何もかもほんの僅わずかな時間の中で起こったが──今、その光景が思い出せる。スローモーションで」

　ぞっとなる──〝仲間殺し〟──涼月が繰くり返し恐怖を込こめて告げる言葉。

　その重さ／おぞましさ／心苦しさ──何もかもいっぺんに伝わってくる。

「最善なのは、やつらがライフルを持たないところを射殺することだが、二人ともライフルだけが武器じゃない。コータローは格かく闘とう、ムハウィシュは爆ばく弾だんの天才だ。ＡＰ爆弾の組み立ても、ムハウィシュがやったのかもしれん。そしてどちらも戦術指揮官として、きわめて有能だ」

　親密さなどかけらもない──だが二人に対する理解は深く、またそれゆえ、一いつ片ぺんの慈じ悲ひも持とうとせず追い詰つめる算段を整えようとする男の声──たまらなく怖こわくなった。

　良き思い出──なのになぜ互たがいの誇ほこりを取り戻もどせなかったのか──今さら訊きたくなる。

「もし俺たちが捕つかまえられず、こいつらがライフルを持って再びどこかの平和な街並みを紛ふん争そう地帯に変えようとしたときは俺もライフルを持つ。それで無理なら──お前に頼むしかない」

　ふいに初めて、ミハエルの本音を聞いた気がした──鎖骨／古傷／狙そ撃げきに支障をきたす傷。

　ミハエルは今の自分では二人に打ち勝てないと悟さとっている。他の隊員の誰も二人に匹ひつ敵てきしない。ただ一人、機械化された女の子を除いては──その苦い思いが、ごく自然に伝わってくる。

「お前の手で、やつらを死キル・線ゾーンに叩き込め──陽炎」

　ミハエルの茶の瞳ひとみ──強きよう烈れつな戦意／どこか詫わびるような、己おのれの罪深さにおののくような光。

　その一点でしかつながれないという悲しさ──それ以外にこの人に与あたえられるものがない／見守ってもらえない／大切だと思ってもらえない、という気持ちが湧わいた。

　それでも誇りをもって答えた──この男が望んでいるから／望まれている限り／力の限り。

「はい──私と私のライフル、ともに問題ありません」
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　夕霧は確かにその声を聞いた──暗い地下水道のトンネルの中──副長さんは信じてくれず／解かい析せき課でも記録なし／涼月も陽炎も半信半疑──それでも思い出せた／まざまざと。

　ゆいいつまともに信じたのは──というよりも心配したのは──マリア医師センセイだけ。お陰かげで夕霧だけ医い療りようフロアの一室でひと晩を過ごし、さらに翌日もずっと検査が続いた。

　そして奇き妙みような客──以前、レベル３を使用した後に現れた、内務調査課の男。

〈空港占拠事件〉のときに中隊長と一いつ緒しよにいて今も白露さんを追っている軍人の男。

　グスタフさんとヘルベルト大たい尉いさん──二人とも夕霧にあれこれ質問し、幻げん覚かくや幻げん聴ちようが（黄色い輝かがやきはともかく、声は幻まぼろしではないと言っているのに）、人格改変プログラムのせいかもしれないということを、是ぜ非ひそうであって欲しいかのような様子で口にし、帰っていった。

　やっと自室へ──ベッドに座り、散らかった部屋を見つめながら、夕霧は、ただじっとしていた。最初はただ、涼月と陽炎の帰りを待っているのだと思った──だがそうではなく、待っているのは自分自身だということを、心のどこか──胸の中の〝痛み〟を抱いだくのと同じ場所──《助けて》──あの人の透とう明めいな電子の声が響ひびき続ける場所で、かすかに理解していた。

　何を待つのか──自分の中で起こる変化だ──砂時計がさらさらと少しずつ／けれども確実に落ちてゆく様子を見守るように。準備が整おうとしている。きっかけはあの数字かもしれない──特にヘルベルト大尉さんはその数字にこだわっていた／夕霧がどうしても思い出せない数字／きっと何か重要な──そう思うこと自体が変化の兆しであり、きっとそれは脳内チップの初期理念であった幻痛の抑よく制せいと、〝ブリリアント〟と呼ばれる理想的な均きん衡こう、そして〝ブリリアント〟モデルの発見に伴ともなう、人格改変プログラムの真の開発理念でありながら、製造管理過程に受け継つがれる過程で、開発顧こ問もんたちの立て続けの死によってブラックボックスにならざるを得なかった、ある状態へと移行する上での、必然なのかもしれないと思った。

　夕霧は両手で自分のこめかみをさすった──〝ブリリアント〟モデルってなんだろう？

　いずれ変化とともに疑問にも答えが与えられるのだと思った。なんとなれば変通抑制とは、変化そのものの抑圧ではなく、変化をより必然化することで精神と肉体の均衡を──これまでシャーマニズムやヨガやオカルトやダイエット療法の分野でばかり、仮説もないまま語られてきたものを──双そう方ほう向こう的な調レーゲル和メースイヒにおいて実現するのだから。

　自分は何を考えているのだろう──ついていけない／加速し過ぎだ／それは危険なことだ／砂時計はたとえ砂がすっかり落ちても、ひっくり返せば再び時間を刻み始める。だが、もしひっくり返されることなく──時間面の停止だ──ガラスの中身がいっぱいになっても、ぎゅうぎゅうに砂が押し込まれれば──フロー状態──内側から破は裂れつしてしまう。

　一方向であることの危険性に開発顧問たちは気づいていた──少なくともその一人は──機械化児童たちに対して誰だれよりも優やさしく、悲しみを共感してくれた、彼──たとえ子供相手でも平気で専門用語を使い、同じように子供の語ることがらを大人にとっても重大事であるかのように聞いてくれた人──あのトマス・バロウ神父ととても親しかった人。

　名──ヴェルナー・フォン・ブラウン博士──顔──思い出せない──声──思い出せない──その言葉──どこかに残されている／記き憶おくの中／〝ブリリアント〟モデルの中に。

　ふいに、きーんと耳鳴り──目を閉じた──逆らわなかった──ただ、待った。

　耳鳴りが激しくて世界中が沈ちん黙もくするようだった／このまま破裂して──フロー状態になって──しまうのだろうか／急に怖さを感じた／それでも耐たえた／《助けて》／きっとあの人はもっと辛つらくて怖い暗くら闇やみの中にいるのだと思いながら──そして唐とう突とつに、耳鳴りがやんだ。

　代わりに、何かが鳴っていた。

　ルルル、ルルル──電子音──まるで鳥のさえずり──ルルル、ルルル、ルルル……

　夕霧はゆっくりと立ち上がった──気づけば三時間以上も座っていた──カーテンを開きっぱなしの窓から注ぎ込む夕焼けの輝き／黄色い輝き／どこもかしこも黄色に燃えていた。危険は感じない／怖さも感じない／そこだけは確実に安全である小道を真っ直すぐ通り抜ぬける気分。

　散らかりまくった部屋のどこからか聞こえてくる電子音──ルルル、ルルル、ルルル……

　雑誌をどかす／バッグの中を見る／衣服を持ち上げる／やがて、ベッドの枕まくら元もとの、お洗せん濯たくをしたばかりのシャツや下着の山の下で、それが鳴っていることに気づいた。

　ゆっくりと取り出す──古い型の電話──壊こわれて電源すら入らない大切な大切な携けい帯たい電話。

　ママの電話──天国にしかつながらないそれが、コール音を鳴り響かせていた。

　機能を失ったはずの携帯電話の画面＝またたく光──とても澄すんだ青い光──天ヒン国メルの・ブ青ラオ。

　そおっと、〝通話〟ボタンを押してみた──だがつながらない／コール音が響き続ける。

　携帯電話の画面──明めい滅めつする数字──１３１１７──１３１１７──１３１１７──まるで必死につながろうとしているのに、何かが足らずに、つながれなくて苦しんでいるみたいに。

　ボタンを何度も押す──つながらない──ルルル、ルルル、ルルル……

　ふいに音がやんだ。携帯電話は何も表示せず／奇妙な言葉が脳のう裏りを駆かけ巡ることもない。

　沈黙──変化のときは終わったのだ──おそらく次の機会が来るまでは。

　夕焼けの輝きに包まれる夕霧の目にふっくらと涙なみだが浮うかび、頰ほおを滑すべり落ちた──悲しさで息を詰つまらせながら、小声で呼びかけた。「もしもし……夕霧です」

　何も起こらない。その手に、どこにもつながらない電話があるだけだった。




　　　　†




「ゆえに！　私たち兵器開発局は〝ターミナル・ユニット〟の存在を仮定し、新たな捜そう査さプランを提案します。そして全治安組織に早急に実行することを強く求める次し第だいでーっす！」

　ハスキーな声──中近東系＝アデライード・白ハク堊ア・ファーレンハイトの決然たる主張。

「この〝ターミナル・ユニット〟こそ、過去に発生した一連の情報汚お染せんを解明する鍵かぎ！　あらゆる追つい跡せきを逃のがれ、敵性の特甲トツコー児童による転送行こう為いを実現させる前代未み聞もんのシステムなのです」

　女学生かとみまごう童顔──イギリス系＝クラリッサ・灰ハイ叢ムラ・ディーゼルの力説。

　第インネ一レシユ区タツト＝〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉本部ビル──ＭＰＢ／〈ミリオポリスＭ公安高Ｓ機動隊Ｓ〉／〈特コ殊ブラ憲・兵ユ部ニツ隊ト〉／兵器開発局／陸軍諜ちよう報ほう部ぶ──電子戦のプロたちによる一大合同会議。

　中でも異様な出いで立ち＝司祭服──元兵器開発局の顧問トマス・ルートヴィヒ・バロウ神父──隅すみの方に座り、どの機関とも一定の距きよ離りを保つようにして、会議の様子を見つめている。

　冬真くんはいないんだ──吹雪＝ものすごく残念／せっかく仲良くなれたのに／仕事の面でも共通の話題を増やせるのに／バロウ神父を紹しよう介かいしてもらえたのに──思い切って話しかけようか／でも涼月ちゃんがいないし／自分が失言を犯おかしても涼月ちゃんならフォローしてくれる──でもそもそも涼月ちゃんのいるところで、あの話題を出すわけにはいかないし。

　会議室の一角で異議の声。「そんなユニットが果たして存在しうるのか？　都市全域に広がる可能性のある情報汚染というものが実現するとも考えにくい。敵性の内通者スパイが一時的に情報システムをダウンさせ、敵性の転送システムの追跡を不可能にしたのでは？」

　異議に同意する声。「犠ぎ脳のう体のように電子的干かん渉しようが不可能というのならともかく、マスターサーバーにすら存在そのものが発見できないとは考えられない。やはり巧こう妙みような電子的偽ぎ装そうの仕組みから解明し、外国の機関が敵性の転送システムの構築を助けているという線を追うべきだ」

「ですからー、それが的外れだった場合ー、ものっそい無む駄だなことを、ここにいる全員、しでかすことになるわけですよー」中近東系＝アデライード──うんざり感を如によ実じつに表明する語ご尾び。

「そしてっ、敵性の情報汚染を止めるべくっ、おのずから偽装解明にもつながる新たな電子捜査の手法を考えるべきですっ」イギリス系＝クラリッサ──怒ど髪はつ天てんを衝つかんばかりの語尾。

　吹雪＝心の中で肩かたをすくめる──考えにくい／考えられない＝バグ化した古いコードそのものの反応。自分たちの平常の管理方法が通用しないものがいきなり出現したことを全否定するＢＶＴの捜査チーム──開発過程からも製造過程からも遠ざかった管理過程におけるバグ。

　組織では上層に位置するけど、情報伝達という点からは末まつ端たんになってしまい、正しい情報が届かず──組織はコンピュータ・プログラムと同じで一部を消せば全体が動かなくなる可能性があるからバグとわかっても簡単には除去できず／せいぜいパッチを挿そう入にゆうするだけ／でもせっかくのパッチも初期プログラムと競合するや通用せず──だからそもそも〝ターミナル・ユニット〟という概がい念ねんは、なかなか面白いけど、でも一歩足らないことにも気づかない。

　端ター子ミナル──終点／終着駅／つまり端たん末まつ／コンピュータ／携帯電話／道路の信号機／巨大マクロなシステムの枝の先に接続された極小ミクロのシステム──一個という認にん識しきが初めて誕生する瞬しゆん間かん。

　しかも誕生した瞬間、あいまいさの中でゆらゆらし始めるもの──端末って何？　入力手段であるインターフェイス？　それ何百年前の定義？　携帯電話一つが（僕がよく作るものみたいに）スーパーコンピュータと同じ能力を実現した瞬間、それって何？　人間の脳をリンクしてしまう接続官コーラスという概念が生まれた瞬間は？　ネットワークとメインフレームという考え方自体、もうおかしくなってるってことはマスターサーバーに脳をリンクした瞬間にわかると思うよ。だって僕にとってはマスターサーバーが、僕に処理して欲しくてデータの入出力を行うインターフェイスなんだもの──というか、あれは全すべての概念をあいまいにしてしまう／もし本当に必要とあらばマスターサーバーに僕自身の脳内チップをすっかり書き直させながら、僕の脳をホストとして提供することもできる──そんなことをしたら降り注ぐ宇宙どころか降り注ぐビッグバンになっちゃうほどアクセス酔よいに襲おそわれるだろうけど。

　でも、できるのは知っている──接続官コーラスなら誰だれもがその可能性を考える／ネットワーク自体がインターフェイスと化す瞬間／ミクロがマクロになる瞬間／全てが砂時計みたいにひっくり返されて新たな時間を刻み始める──真に双そう方ほう向こう的な調和が訪おとずれる可能性。

　だから僕なら、そのユニットのことを解明されざる〝どターこミかナにルい・るユ誰ニかツト〟とは呼ばないな。

　それ自体が万ユ能ニなバー存サ在ルであるユニット──〝どユニこバにーでサもルい・るユ誰ニかツト〟と呼ぶべきだよ。

　存在を感知するなとマスターサーバーに命令するんじゃなくて、マスターサーバーがそれを感知するにはそれが処理してくれないといけない何か──それが登場することは意外でもなんでもないし。だって地球上の百億人がみんな接続官コーラスになるって考えれば、それって普ふ通つうでしょ？

　──などと、まるで自分が壇だん上じように立ってみなを説いているかのようなお喋しやべりが心の中で止まらなくなりかけたとき──もう十分、止まらなくなっていたが──いつの間にか兵器開発局の二人は壇上から消え、〝これぞ頭が固い人の見本〟という感じのＢＶＴ局長が、固い頭は凍こおったバナナみたいに釘くぎが打てるんです、といった風ふ情ぜいで会議をまとめていた。

「かつてないほど巧妙な電子的偽装の存在を前提とし、全ての電子捜査の指揮をＢＶＴが執とる。本筋から離れた空想的な議論はくれぐれも厳に慎つつしみ、迅じん速そくな解明をはかりたまえ。以上だ」

　次々に起立──アデライード＝ふあーあああ、とあからさまな倦けん怠たいに満ちた欠伸あくび／クラリッサ＝がたん！　と憤ふん懣まんを込こめて椅い子すを跳はね飛ばして起立──バロウ神父＝人の群で見えない。

　吹雪──上官に断り＝〝ではただちに本部に戻もどります〟──実は会議が始まる前から、電子的偽装というバカげた空想の産物を仮定した電子捜査をＡＩが吹雪の代わりにしゃかりきに行っているので、後で報告結果を転送すればよし。席を立つ／人の群をよける／バロウ神父を捜す──〝これぞ右往左往する人の見本〟という感じの吹雪──超ちよう運動音おん痴ちはユダヤ教徒でありながらスーフィ派の踊ダルるウ回イ教ー徒シユなみに優ゆう雅がに回るんです、という風情で、ついにスッ転んだ。

　もう、手足って、なんて不便なんだろう──電動車椅子が全人類に普ふ及きゆうすれば、世界で起こる事故の半分は消しよう滅めつするのに──悲しい気分でそう思ったとき、手が現れた。

　老いて瘦やせた／骨張って枯かれ木きのような／不思議なほど優やさしい気持ちが伝わってくる手──バロウ神父その人が、尻しり餅もちをついて涙なみだ目めになる吹雪に、手を差し伸のべていた。「大だい丈じよう夫ぶかね？」

〝おマーめザでルとトうーヴ！〟自分を祝福──ふと勝手に調べた相手の個人情報を思い出す──バロウ神父＝進行性のリウマチ／頻ひん発ぱつする両手の痛み──なのに、その手を差し伸べてくれていた。

「だ、大丈夫です……」慌あわてて立ち上がる／感心に値あたいする見事さでバランス喪そう失しつ／半回転／バロウ神父がさらに助けの手を伸ばす間もなく、ぼふっ、と柔やわらかいものに顔から突つっ込んだ。

　たちまち鼻び孔こうを満たす香こう水すいの香かおり／眼前にブランドもののスーツ・開いた襟えり・胸の谷間──頭上から降ってくるハスキーな声＝上じよう機き嫌げん。「あっらー、吹雪くんじゃなーい」

　アデライードに抱だきとめられた吹雪──仰ぎよう天てん。「ふぇっ!?」

「ちょっとっ！」すぐ隣となりのクラリッサ──悔くやしげ。「アデライードったら、ずるいわ！」

　吹雪＝意味がわからず／いきなりアデライードの両りよう腕うでに頭を抱だかれる／相手の胸が凶きよう器きと化す／呼吸不全／パニック寸前／じたばたもがく。「んんっ──んんんーっ!?」

「ふっふっふ」アデライード＝怪あやしげな笑い。「日ひ頃ごろの行いがものを言うわけよー。吹雪くんみたいな可愛かわいい子は大だい歓かん迎げい。さあ、思い切ってお姉さんの胸に飛び込みなさい」

　ぎゅうぎゅう押しつけられる／気が遠くなる／一方の腕をクラリッサに引っ張られる。

「そんな香水くさい胸は教育に悪いっ！　さっさとおよこしっ！」

　あらゆる不運が結局は幸運に帰結するのかと邪じや推すいされてしかるべきだが結局は当人の強い信しん仰こう心による罪悪感に襲われるため──神様、涼月ちゃん、ごめんなさい、ごめんなさい──幸運も不運に帰結する他ほかない少年──見かねたバロウ神父＝やんわり。「二人とも、よしなさい」

「はーい」「はぁい」上機嫌＋不満げ──やっとのことで解放／酸欠／くらくら。

「大丈夫かね？」バロウ神父──微び動どうだにせぬ穏おだやかさ。

　ひゃい、としゃっくりっぽい返答／どうにか蘇そ生せい／女め豹ひようと雌めすライオンみたいに微笑ほほえむ二人から後ずさりつつバロウ神父に向き直る。「あっ、あの──僕……」

「久しぶりだね。吹雪・ペーター・シュライヒャー……私を覚えているかね？」

　吹雪を絶句させるバロウ神父の微笑み──紛まぎれもないショック／涼月と同じ記き憶おくの欠落。

　同時に確信──これが証しよう拠こだ／人格改変プログラムというものが何かに到とう達たつする前段階であり、しかも到達すべき遥はるか手前で何もかも遮さえぎられたということの。

「いえ……そのことについて、お聞きしたいんです」吹雪──後あと戻もどりできない岐き路ろに立っている予感に打たれる／勇を鼓こす／涼月ちゃんたちはもっと怖こわい思いに耐たえているのだから。「ある特甲トツコー児童の人格改変プログラムの発現が、なぜか別の特甲児童にも転移することについて。そしてそれが、もしかするとレベル４解明の手がかりになるかもしれないことについて」




　第インネ一レシユ区タツト──ＢＶＴ本部ビルから徒歩五分のカフェ＝バロウ神父が語る／吹雪が訊きく。

　アデライードとクラリッサが興きよう味み津しん々しんで老司祭と少年を眺ながめる。

「〝ブリリアント〟モデルと呼ばれる開発の初期理念を打ち立てたのは、発案研究顧こ問もんだったテオ・カラス博士だ。心理開発顧問のフィッシャー・フォン・ポラック博士が実効性を調査し、設計開発顧問のヴェルナー・フォン・ブラウン博士が引き継つぐ段階で、ブラックボックスとなった」バロウ神父──己おのれの罪を告白するような重々しさ。「当時、転送兵器は完成していた。後は脳内チップという新たな技術とともに成果を統合するだけだった。だが幾いくつかの重要な案件のため計画が遅おくれたのだ。脳内チップの開発が、民間で妙みようにもてはやされたせいで……」

　吹雪──こくこくうなずく／こくこく飲み物を飲む。「開発を妨さまたげる何かが？」

「ときに開発を促うながし、ときに妨げた。たとえば植物状態の人間に脳内チップを移植することで、安全に覚かく醒せいさせられるのではないかという案件が持ち上がった。今もまだ臨りん床しよう試験中の技術だが、当時は可能性があるというだけで、脳内チップの安全性と重要性を訴うつたえるものとして扱あつかわれ、その他の開発も促した。逆に妨げとなったケースだが……脳内チップを万ばん能のうと信じた、ある宗教グループが、知識もないまま脳内チップだけ違い法ほうに入手して手術を行った……そして死者を出したのだ」重々しい溜ため息──重々しい眼まな差ざし。

「人体改造マニアって、いるのよー」アデライード＝店内にいる大半の人間がそうであるかのように煙草たばこを持つ手を、ひらひらさせて。「頭ず蓋がい骨こつを開くってだけで興奮しちゃうのよねー」

「品性のかけらもないわ」クラリッサ＝ぴっと宙のどこか一点を指さして。「人体のベクトルは精密に閉じてゆく方向にある。頭蓋骨はその典型。包み込み、閉じ込んでゆくことこそ美しい躍やく動どうなのよ。キャベツだって葉っぱが丸まってキャベツになるのに、その閉じ込みを無視して葉っぱにトマトの枝を突き刺さしても〝接続〟とは呼べないわ」

「人間をキャベツに喩たとえるのはよしなさいってーの」煙けむりと一いつ緒しよに言葉を払はらいのける。「誤解されるわよー？　まだキャベツから赤ん坊ぼうが生まれると信じてるんじゃないの、この人ってー」

「お黙だまりっ！」真っ赤になって憤ふん慨がい。

　吹雪──やりにくそうに。「では、その〝ブリリアント〟モデルというのが何かは……」

「推測するしかない。私は三人が亡なくなる前に職を辞したし、そもそも製造管理が担当だ。製造管理とは、開発されたものをより正しく、より多く複製する行こう為いで、その段階では──」

「開発されたものを通して、発案された瞬しゆん間かんをさかのぼって推測するしかない」吹雪──言った後でたまらない恥はずかしさ／釈しや迦かに説法／赤面。「すいません、つい……」

「正解だ」微笑み──どんな生徒も励はげみにしたくなる優やさしさ。「発案者や開発者の理念を、本人たちよりも深く理解し、推測することが私の仕事の大半だった。推測の多くは外れ、外れた分だけより正解へと近づける。だが三人の死がブラックボックスを生むとは……。その点だけは推測すらしていなかった。製造管理顧問としては許されざることだ……本当にすまない」

　いきなり真正面から謝罪される──びっくり／シュゴーと勢いよくジュースを飲み干す。「いえ……あの、それじゃ……人格心理プログラムによる現象が転移するという点は……」

「過去、私たちは意図的に、ある特甲児童の記憶を消し、精神の安定を保たせたことがある。そのとき同時に複数の特甲児童にも記憶の欠落が起こったことは分かっている。君が私を覚えていないのも、そのせいかもしれない。だが違ちがうかもしれない。今は仮説の域を出ない。ただ君の言う通り、人格改変プログラムの転移は、ある種の可能性かもしれない。レベル３の本質と、〝ブリリアント〟モデルを解明する鍵かぎになるような……」

「そして、この都市で最初に特甲児童が出しゆつ撃げきしたとき、何が起こったか解く鍵になるかも」勢い込む──バロウ神父がうなずくのを見て、同じ気持ちなのだと分かる。「知りたいんです……。僕は、その出撃の後で、接続官コーラスとして配属されたので……」

「私も知りたい。あれは現場を去ったことを何より後こう悔かいさせられた事件だ。破は壊かい的な電子的干かん渉しようで全すべての記録が消えた。せめてもの救いは一部始終を知る生き証人が現れたことだろう」

「え……？」

「新たな犯罪の発生を喜びたくはないが、彼女たちの初出撃で壊かい滅めつした集団……あの主犯格だったハンス・Ｗ・クライン。長らく死亡したと思われていた彼の生存が明らかになった今、期待せざるをえない。あのとき何が起こったのか……本人の口から語られれば、私たちの推測も進展するだろう。誰だれがレベル３を転送したか……あるいは転送しなかったかが判明すれば」




　　　　†




　ＭＰＢ本部ビル三十二階──涼月＝弾だん丸がんのように突とつ撃げきしかける／こらえる／両拳こぶしを握にぎる。

　ノック──他の職員たちの働きぶりを見み渡わたせるガラス戸──中で副長が手招き──入室。

　瘦やせ蜘蛛ぐもの自じ慢まんの巣──全ての室内具が呆あきれるほど蜘蛛の巣状に均等に配置。

　その巣の網あみにぐるぐる搦からめ捕とられそう／むかつく／食い破る気で敬礼。「失礼します」

「〈ローデシア〉について何か情報をつかんだそうだな」電子書類から目を上げもせず。

「あたしが、どこかの道どう化け師し野や郎ろうと、会ったことがあるかもしれないことがわかりました」

「そうか」副長──何ら驚おどろきを示すことなく眼鏡めがねを指で押し上げる。「誰からの情報だ？」

　ナイフみたいに目を尖とがらせる。「解かい析せき課の接続官コーラスです。バロウ神父から聞いたと聞きました」

「ＢＶＴでの合同会議か。確かにそうした機会はあっただろうな」

　そらっとぼけ──思わず叫さけびたくなる＝〝人種差別だけが生き甲斐がいのバカ集団の親玉バカが、よりにもよってあたしたちの初出撃の相手だったことを知ってて黙ってたな？　初出撃のときに何があったか、自分たちの秘密にしておく気だった？　どうなんだ、このくそ野郎！〟

　みしみし軋きしむほど拳を握る──固く、固く──その手に握りしめた、名づけられざる何かが、叫びかける自分を食い止める／何か／正気？／誇ほこり？／あるいはちっぽけな自分──叫ぶ代わりに、低い声で言った。「あたしも、その道化師に、聞きたいことが山ほどあります」

「ほう」副長──思案するというより、まるで殊しゆ勝しようなことを言い出した隊員に感心するよう／感心しながら〝まあ、お前には無理〟と無言で告げるよう。「お前が尋じん問もんに貢こう献けんできると？」

　捜そう査さ／尋問／裁判＝子供が参加したところでバカにされるだけ──だが断言。「はい。必ず」

　副長──なぜ？／どうやって？──どちらも問わず／電子書類の内容をプリントアウト／手に取って眺ながめながら席を立つ／デスクを回って移動。「では、尋問のイロハを学ぶための任務につけてやる。キャンペーン任務と合わせて遂すい行こうしろ」

　いきなり意味のわからない仕事──意図を探さぐる／探りきれず。「……〈ローデシア〉は？」

「今はあの組織の内部解明が急務だ。連中の武装犯罪には迅じん速そくに対処する。お前は別の重大な作戦に関かん与よすることになる。お前だけでやるか小隊全員でことに当たるか、判断は一任する」

　既すでに涼月が了りよう承しようしたような口ぶり──〝わん〟と従順に吠ほえる以外にないことを確信している態度／むかつく／いらつく／何も訊きき返せず──苦々しい思いで返答。「はい」

「ハンス・Ｗ・クラインは腐らせ屋だ。家族、仕事、境きよう遇ぐうに不満を抱いだく分子を正確に分析し、あらゆる手段で誘さそい込んで泥どろ沼ぬまにはめる。引きずり込まれた者のサインを見み逃のがすな」副長──書類を端はしから端まで眺め、やっと涼月に書類を差し出す。「これを持っていけ」

「え？」反射的に手を開く／受け取る／ご褒ほう美びをもらう犬みたいに──そして書類を見た。

　高等科・編入試験──受験資格証明書──受験票。

「試験まであと二ヶ月ほどか。待機時間も勉強に使え。試験は特別にこのビル内で行い、私が監かん督とくする。試験までには任務もひと段落するはずだ。任務と試験、ともに鋭えい意い努力しろ」

　逆らえない──もしこの部屋に入るや否いなや怒ど鳴なりまくっていたら、果たして受験票をすんなり渡わたされただろうか／握りつぶされても気づくすべさえない／初出撃のことも／何もかも──

　退室──どれだけ握りしめても空っぽに思える拳／実際そうかもしれないと思いながら。




　　　　肆し




　第ジン十メ一リン区グ──夜半＝ドナウ河の河岸／くすんだビル街／対岸にローバオ公園の森の暗くら闇やみ。

　空きテナントだらけのビルの一角──暗闇に身を潜ひそめる、対照的な二人の男。

　一方──石くれのように動かず／喋しやべらず／禅ぜん僧そうを思わせる静けさ──あぐらをかき、膝ひざに横たえた漆しつ黒こくのライフルに触ふれようともせず、両手をだらんと体の両りよう脇わきに垂らしている。

　他方──ラジオやテレビや音声を発すること自体が目的の人工物のように喋り続けている。

「狙そ撃げき手は喋らないというイメージを作ったのはアメリカだ。喋るのが好きな国民なのにな。やつらはイラクの街を粉々にして一族をクソ溜だめに追い込んだ。俺たちがいた建物の残ざん骸がいは、用を足す場所にされた。俺はその隣となりの部屋で寝ねていた。そこが、怪け我が人や病人の部屋だった」

　低い声／一定の調子──枯かれ木きの空くう洞どうを吹ふき抜ぬける風の音にも似た無意味さ。

「俺は、爆ばく弾だんで焼かれた両りよう脚あしが真っ黒に腐るのを見ながら、隣の部屋のクソ蠅ばえの巣と俺の脚と、どこが違うんだろうと考えていた。ヨーロッパからジプシーロマの保全団体とかいう連中が、難民弁護団と一いつ緒しよにやって来なければ、脚だけでなく俺そのものがクソの山に放ほうり込まれてた」

　一方は黙だまっている──沈ちん黙もくが人の姿をとり、そのうち消えてなくなるというように。

「お前の故郷にも蠅はいたはずだ。日本にも。俺が先進国に来て最初に思ったことは〝なんだ、ここにも蠅がいるのか〟だった。先進国には蠅なんていないと思ってた。イラクには独裁者がいて、そいつを巡めぐって戦争が起こった。日本のすぐそばの国にも独裁者がいたが、そいつは戦争の原因にはならなかった。原因は海だった。ツナミが日本語だとは思わなかった。てっきりスマトラかミャンマーの言葉だと思ってた──先進国でも災害が起こるとは驚きだった。俺は先進国というものに対して妙みような幻げん想そうを抱いてた。お前が漁師の息子むすこだったというのも意外だ。日本人が漁をするなんて。他ほかの国に漁をさせて、大量に買う方が先進国らしいのに」

「ムハウィシュ」唐とう突とつに遮さえぎる──石が自重で転がり落ちたような重い声こわ音ね。「喋るな」

「やはりお前と俺では嚙かみ合わない」喋るのをやめない──相手がそこに存在しないか、テレビの向こうにいてそもそも会話にならないと思っているように。「ミハエル、お前、シャロン、俺。そういう順番、そういう歯車だった。最高の歯車だ。しかし〈赤ローのトジバャオッアクー〉は失われた。プリンチップ社の男と契けい約やくして〈キャラバン〉を乗っ取り、嚙み合わない歯車が二つ残った。俺が喋るのは、俺の中の不ふ浄じようを、言葉にして大地に還かえすためだ。穢けがれを捨て、戦いに臨のぞむ。殺すべき相手にも俺は話しかける。そうすることで不浄が相手に乗り移る。だがお前は黙ることで清浄になろうとする。多分、神が、俺とお前のどちらが本当に清浄か、試ためしてるんだろう」

「神はいない。ただ、この世がある」ぼそりと──それこそ相手の不浄を嫌きらうように。

「〝何も信しん仰こうしないこと〟も神の一つだ。お前には、なぜ俺があの印を残したか分からない。俺にとって獲え物ものを食い残さないことが信仰だが、それを妨さまたげる何かがこの都市にはある。それを打ち消す行いが必要だ。だからあの印を残した。あれを見る者たちに悪運が乗り移るように」そこで相手を見た──あぐらをかいた男の首に吊つるされた『中』の牌ブロツク＝紅あかい竜りゆうの印。「お前やシャロンがそれを空気にさらす理由がわからない。火で浄きよめて体にやどすべきだ」服の胸むな元もとをはだける──心臓の位置に『中』の火傷やけど／烙らく印いん。「それと、仲間同士でも新たな名で呼び合うべきだったんだろう。お前のコータローという名はロートヴィルトに──俺のムハウィシュという名はホイテロートに。それを守っていればシャロンの悪運も追い払はらえたかもしれない」

「名は運命を変える。だが運は操あやつれない。放ほう逐ちくしようとすれば逆により強い悪運を招く」

「言葉が悪運を引き寄せると信じるお前と、言葉が悪運を消すと信じる俺。神は試している。それにしても、あのイギリスの王子を撃ち殺したのは誰なんだろうな」

　沈黙──一方が喋り続けながら相手から目を離はなす。

「絶好のタイミングだ。本当に歴史的な大戦争が始まりそうなほどの。プリンチップ社の男もそう思ってる。いつもの誰かの戦争ではなく、俺たちの戦争が始まる。なぜかそんな気分だ」

　河＝停てい泊はく中の遊覧船の一つに灯あかり──あぐらをかいた男が、一いつ瞬しゆんでライフルを構えた。

　喋っていた方も、いつの間にか片かた膝ひざ立て姿勢でライフルを構え、スコープ越ごしに辺りを探さぐる。

　遠い彼方かなたにある遊覧船──客席に人ひと影かげが二つ。

　顔に火傷の痕あとがある男──禿とく頭とう／爛らん々らんと光る緑の目／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／嬉き々きとした笑えみ。

　そして人影がもう一つ──狙撃手たちが狙ねらいをつける男＝夜目にも目立つ緋ひ色いろの服。

　かつてムハウィシュであり、今はホイテロートである男が告げた「異状なし、予定通りだ」

　かつてコータローであり、今はロートヴィルトである男が無言で引き金を絞しぼった。

　弾丸が遠く離れた場所に立つ者に死を届けた刹せつ那な、船そのものが木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び、めくるめく炎ほのおと、真っ黒いキノコ雲を噴ふき上げていた。
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　ＭＰＢ本部ビル二階＝食堂──けだるさ倍増の朝。

　陽炎──もそもそとクルトン入りスープを口へ運びながら、半分眠ねむった目と頭で壁かべモニターのニュース番組を観賞／集中不能──〝克こく服ふくあれ〟──呪のろわしいほど脳のう裏りで響ひびき続ける声。

　自分のごく短い人生から全すべてを奪うばったライフル／放たれた銃じゆう弾だんが体を貫つらぬく恐きよう怖ふ──〝結局のところ何をしたって克服なんてできないものだってあるのさ〟という、どこからともなく飛来する声／悪運を生き延びた少女をそれでも追いかけ続ける悪夢／終わらない悪夢──

「……そんで副長から命令されたキャンペーン任務なんだけど、第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの河ッぺりに、黒人ばっかり住んでるとこ、あるだろ。あそこに行って、銃なんか持つなってことをだな──」

　涼月＝パンケーキをつつきながら一方の手にキャンペーン任務の書類──律りち儀ぎで忠実まめだが決して従順ではないはずの小隊長が、なぜか真面目まじめに任務を説明。

　夕霧＝陽炎の隣でもぐもぐ温野菜を食べながら、なぜかあの壊こわれたママの携けい帯たい電話をトレイの横に置き、やけにきらきら光る透とう明めいな目で眺ながめている。

　吹雪＝トレイを手に現れ、にこやかな朝の挨あい拶さつとともに断りを入れて涼月の隣に着席し、にこやかに涼月を眺め、なぜか幾いくつも並べた飲み物のパックを、こくこく飲み干してゆく。

　陽炎＝三人の様子をほとんど無意識に把は握あく──ニュース番組に意識を吸い取られる。

〝エドワルト・メッサーシュミット州知事の不信任決議が州議会で実行される見通し〟──公約違い反はんを訴うつたえる議員たち／テロへの懸け念ねん／戦犯法ほう廷ていを推進して破は壊かい行こう為いを招いた責任──だがどうも本当は、国際金きん融ゆう機関の誘ゆう致ちを巡めぐっての政治的な駆かけ引きらしい──このままでは今の立場から引きずり下ろされる可能性が濃のう厚こうな州知事＝タフそうでハンサムなアフリカ系オーストリア人／不ふ屈くつの態度＝〝私は私を支持する人々の期待を決して裏切らない〟

　なかなか素す敵てきな男前──と思ったら次のニュースへ──〝ロシアが沢たく山さんの長ちよう距きよ離りミサイルを売ろうしています／中国がもっと沢山の長距離ミサイルを作ろうとしています／ＥＵとアメリカがどちらのミサイルも国際世論を無用に刺し激げきすると文句を言っています〟

　話が大きすぎて自分たちとはまるで関係がなさそうに聞こえることに安心感──本当は世界に何十万個もあるミサイルのほんの幾つかが流出し、その一つが発射燃料を応用した爆ばく弾だんに化けただけで、先の事件のような大おお騒さわぎになるわけだから安心とはほど遠いのだが。

　でも少なくとも自分には関係ないし──と思いながら野菜ジュースに口をつけたとき驚きよう愕がくのテロップ──〝緊きん急きゆう速報！　コソボを訪問中のイギリス王室・第三王位継けい承しよう権けんを持つヘンリー王子が狙そ撃げきで死亡〟──危あやうく口に入れたばかりの液体を残らず宙に向かって噴ふん出しゆつしかけた。

　硬こう直ちよく／凝ぎよう視し──〝重大ニュース〟の詳しよう細さいが、唐とう突とつに覚かく醒せいさせられた頭に入り込んでくる。

〝旧ユーゴたるセルビアでまたもや民族主義的な極右政権が誕生／ＥＵに対する反感をむき出しにしながらコソボ徹てつ底てい攻こう撃げきを宣言／コソボ独立は違法と断定／ロシア製の長距離ミサイルを買って武装すると言い出したことから、あの王子が和平外交団とともにユーゴを訪問──〟

〝自ら兵士として従軍したことがマスコミに暴ばく露ろされ、たちまち国民の人気が急上じよう昇しようした王子──軍属を諦あきらめてのち、オーストリア王家たるハプスブルク家の末まつ裔えいである故ミッターマイヤー氏のミッターマイヤー財団と協力し合い、紛ふん争そう地帯で平和を訴えることに尽じん力りよく──〟

〝そして厳重な警備にもかかわらずセルビア過激派（セルビアはコソボ過激派と主張）による狙撃で負傷──懸けん命めいな治ち療りようにもかかわらず、その貴とうとい魂たましいは天に召めされたと正式に発表──〟

　過去にミハエルが受けたアルバイト──ひそかに支し援えんしたという王子──間ま違ちがいない。

　いったい何が起こったの？　だが一いち目もく瞭りよう然ぜん／顔も知らない男が死んだ／狙撃で──以上。

　だが、ひどく辻つじ褄つまの合わない感じ──アフガニスタンの戦せん闘とうでも死ななかった男が、和平使節団という厳重も厳重な警備に守られた集団の中にいて、狙撃なんかで殺されるなんて。

　だが、結局のところ世の中はそういうものかもしれない──危険の中でみなが守り抜ぬいたものは、しばしば、より安全な場所で、なすすべもなく奪われるのかもしれない。

　陽炎はいっとき、死んだ男のことよりも、ミハエルのことを思って心の中の涙なみだを捧ささげた。

　良き思い出──それがまた一つ失われた／略りやく奪だつといっていい無む惨ざんさで。

　気づけばニュースは次の話題へ──ミリオポリス市内の最新事件＝〝遊覧船爆破〟

　わざわざ無人の船を吹ふっ飛ばしたバカがいるらしい──団体用の大型船を一発で砂糖菓が子しのように粉ふん砕さいし、ドロドロに溶とかすほどの高熱高爆圧。引き合いに出されるＭＰＢの〝失態〟＝地下道で炸さく裂れつしたＡＰ爆弾──それと同様の爆弾が使用された。

「もー、聞けよ、お前ら」涼月──諦めたように書類を置く。「やりたくなきゃ、いーけどよ。あたしたち全員に関係あるんだぞ。なんせ初出撃の生き証人が見つかったんだからな」

「うむ」「はーい♪」二人の生返事──半眼。「ほんとにわかってんのかよ」

　溜め息まじりにパンケーキの山を切り崩くずしにかかる涼月──お仕事の話は終わったと見た吹雪が、にこにこ発言。「でも良かったね、涼月ちゃん。ちゃんと受験資格が与あたえられて」

「まーな」むしゃむしゃ朝食をやっつける──ふと顔を上げ、陽炎と夕霧の注視に出くわす。

「受験資格？」真顔の陽炎──もぐもぐ食べ続ける夕霧──祝福／激げき励れい、なし。

「あたしも昨日、知らされたばっかりだよ。それがなんだってんだ？」

「そういうことか？」断言と質問を一対一で割ったエッグノッグみたいな声こわ音ね──泡あわのように盛り上がる冷ややかな怒いかりの雰ふん囲い気き。「それでキャンペーン任務を引き受けた？」

「何がなんだって？」声が尖とがる／目が尖る／相手の怒りに触しよく発はつされる。

「受験資格が欲しくて副長の言いなりか？　しかも私たちまでそれに付き合わせようと？」

「違ちげぇーよ」ぼそっと返しながらも一いつ瞬しゆん、痛いところを突つかれたように顔をしかめる。

　夕霧は黙もく々もくと食べている──吹雪＝自分の発言が招いた緊きん張ちようにおろおろ。「あ、あの……」

「逃げたい？」陽炎──断言と質問のさらなるブレンド／さらなる冷ややかさ。

「なんだと？」涼月──表情が消える／ナイフみたいな鋭するどさで相手を見み据すえる。

「貴重な特甲トツコー児童を、今さら一いつ般ぱんの学校に通わせることに意味などない。副長が本気でお前の受験を後押しすると考えるほど愚おろかなのか？　どうせ適当にお茶を濁にごされて終わりだ」

「ふっざけんな。意味ってのは、あたしが考えることだ。あたしが決めることだ」

「学校に行って何になる。クラスメイトと何を話す。人間のはらわたの色でも教える気か」

「脳みその色は今お前が飲んでるジュースみたいなオレンジ色だってことでも話すさ」

「お前の居場所はここだ。このビル、この組織、この小隊だ。他にどこに居場所がある？」

「うるっせえ。勝手に決めんなっつってんだ。決めんのは、あたしだ。あたしが決めるんだ」

「その手で何人もの命を奪うばった事実が、今さら綺き麗れいに消えてなくなると思ってるのか？」

「だからっつって自分の人生はこんなもんだと思って生きんのはごめんだってんだ」

「だから、仲間を捨てる？」

「だから、そーいうんじゃねえっつってんだ。あたしはただ、自分を捨てたくねーだけだ」

「逃げたがるのは、お前に誇りがないからだ。学校だと？　気にくわない生徒を殴なぐって退学になるのがオチだ。わざわざ落ちこぼれになりに行くだけ、どうせ今よりみじめになるだけだ」

　吹雪が息をのむ──この少年にはきわめて珍めずらしい怒りの表情。「陽炎さん──」

　夕霧がひょいと手振りで止める──吹雪＝驚おどろいた顔で浮うかしかけた腰こしを下ろす。

　涼月＝鋭い声／笑えみ。「てめえこそ歳としの離はなれた男相手に尻尾しつぽ振ふってんじゃねえ。男の言いなりで、あと何人ぶっ殺す気だ？　あの中隊長のこと、パパって呼びてーんじゃねーのか？」

　空気と一いつ緒しよに、吹雪が啞あ然ぜんと凍こおりつく──夕霧が二人を眺ながめながら、もぐもぐ食べ続ける。

「もう一度言ってみろ」ガムを取り出す──煙草たばこを取り出す。「何度でも言ってやるさ」

　精確無比な八拍びよう子しで嚙かむ／膨ふくらませる──すぱーッと濛もう々もうたる吸いっぷり。

　吹雪＝怯おびえ顔。「あ、あの……ここは食堂だから、煙草は……涼月ちゃん……」

「最低の卑ひ怯きよう者め」パチンと弾はじけるガム──くわえ煙草で煙けむりを吐はく。「くそファザコン」

　どかん！　二人の膝ひざが同時にテーブル下面に叩たたきつけられ、その上に載のっていた食器も食べ物も飲み物も夕霧のママの携けい帯たい電話も吹っ飛ばした。完全に硬こう直ちよくする吹雪の手が野菜ジュースのパックを握にぎりしめ、ストローの先から放たれるジュースがテーブルの消えた床ゆかに降り注いだ。

　デザートの桃もものゼリーをもろに顔面に浴びた夕霧は、ママの電話が消えたことに気づくと、首こうべをめぐらせて行方ゆくえを追い、隣となりのテーブルにいた隊員の一人が、いやに真面目まじめな顔で指さすのを見て、それがヨーグルトの海に沈しずんだことを発見した。その間にも、涼月と陽炎の二人が凄すさまじい勢いで繰くり出す拳こぶし／手刀／拳／肘ひじ／拳／膝／拳／拳が、互たがいにぶつかって身の毛もよだつような殺人的な音を立て／くわえ煙草を吹っ飛ばし／赤い髪かみを弾き飛ばし／涼月の手加減なしの右フックが陽炎の左ひだり腕うでを砕くだき／拳を放ったばかりの涼月の腕に陽炎の右腕が絡からみついて素す早ばやく逆関節にねじりあげるや全体重をこめて容よう赦しやなくへし折った。

　隊員たち──特甲児童二人の闘とう争そうと呼ぶべき行こう為いに、喝かつ采さい／叱しつ咤た／口笛／歓かん声せい──騒そう然ぜん。

　夕霧──ゼリーまみれの顔で、隣の席のヨーグルトの海からママの携帯電話をサルベージ。

　喧けん嘩か騒さわぎにも平然と肩かたをすくめる隊員が親切に紙ナプキンの束を渡わたす──電話からヨーグルトを拭ふき取る／もとの席へ──テーブルが消えて椅い子すだけ並ぶやけに間ま抜ぬけな光景の中、完全に凍りついている吹雪──その目の前で、綺麗に電話を拭ぬぐって汚よごれた紙ナプキンを捨て、大切そうにストラップを伸のばして自分の首にかけた。それから、損傷した四し肢しを転送行為で修復することもなく陽炎と涼月が繰り出した拳と手刀を、ひょいとつかんだ。

　滑こつ稽けいなほどぴたりと停止する涼月＋陽炎──夕霧＝二人の手首を握りしめる／みしみし／機械仕じ掛かけの握あく力りよくの発揮──きらきら透すき通る双そう眸ぼう／ほぼ棒読み口調。「お二人は、仲良しです」

　ゼリーまみれの夕霧の顔に、透とう明めいで悽せい愴そうなる怒りの予兆を読み取った涼月＋陽炎──手首を握られたまま迅じん速そくに握手／迅速に作り笑い。「お、おう」「もちろんだとも」

　夕霧──にっこり＝空そら恐おそろしいほど透き通るような微笑ほほえみ──武力介かい入にゆうを伴ともなう調停。

　隊員たち──片付けろ／食べ物を粗そ末まつにするな／途と中ちゆうでやめるな／手から手へ金＝賭かけ。

　ふいに、どさっという音──床に倒たおれた吹雪＝血の気の引いた頰ほお／閉じられた目。

「吹雪？」涼月が二人の手を振り払って駆かけ寄る──にわかに頭上から声。

《指令１アイン・・ウント・４フイアー。指令１アイン・・ウント・４フイアー。本日勤務の実行隊員は至急、車両部区画へ──》

　すぐさま動き出す大人たち──吹雪の肩を揺ゆする涼月。「吹雪！　おい──」

　少年の鼻び孔こうから流れ出る血──息をのむ涼月／その手を夕霧が再び握る／優やさしく、そっと。

「マリア医師センセイを呼ぼう」陽炎──無線通信で階下に連れん絡らく。「動かすな。すぐに医師センセイが来る」

　だが抱だき上げようとする涼月──夕霧が確信のこもった声で、何ごとかをささやいた。

「なんだって？」ぽかんとなる涼月──きょとんとなる陽炎。「夕霧……？」

　夕霧は携帯電話を、お守りでも扱あつかうように襟えりから衣服の中へ入れながら、たった今口にしたことを、頭上から降り注ぐ声に負けぬよう、はっきりと繰り返し告げた。

「吹雪くんは大だい丈じよう夫ぶ。黄色い感じはしないから」




　　　　†




　１・４──警護を要する事態／地区封ふう鎖さ──市内の最新事件＝〝遊覧船爆ばく破は〟。

　第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの一角＝地球温暖化による増水傾けい向こうで河かわ幅はばを拡張されたドナウ河沿岸──警察印のテントの群／展示品のように並べられた残ざん骸がい──河底や一帯からかき集められた船の破は片へん。

　溶とけた椅子／ねじ曲がった鉄柱／エンジン・舳へ先さき・船底・操そう舵だ機械だったものの数々。

　第ジン十メ一リン区グである河向こうも同様──ガレージセールに見えなくもない光景を、装そう甲こう車両にもたれて傍ぼう観かん＝涼月＋陽炎──浮き浮き爆ばく弾だんソングを考案中の夕霧＝ハミング。「んんっんー♪」

　被ひ害がい者しやはいないはずの爆破現場──にもかかわらず各部隊が勢せい揃ぞろい──厳重警けい戒かい態勢。

　涼月と陽炎の所感＝〝〈アンタレス事件〉の始まりを告げたウィーンの森の封鎖みたいだ〟

　涼月──脳内チップで吹雪の診しん察さつデータを照会──〝接続官コーラスの義務である一日最低九時間の睡すい眠みんを大おお幅はばに下回る寝ね不ぶ足そくと長時間のマスターサーバーへのリンクによる急性貧ひん血けつ〟

　あのバカ／きっとまたレベル３の電子捜そう査さに躍やつ起きになってる／（〝涼月ちゃんは僕が守るから〟）また得体の知れない電子戦に志願してる──たっぷり叱しかりつけて釘くぎを刺ささねば何をしでかすかわからない、ある意味、涼月に似たりよったりの、強ごう情じようきわまりない突とつ撃げき精神の持ち主。

「なあ……黄色がなんとかって、なんのことだ？」呟つぶやくように質問。

「夕霧なりにお前を安心させようとしたんだろう」陽炎──居い心地ごこちが悪い思いを無視してガムを膨ふくらませ、弾かせかけたところで、ぽん、と涼月の修復済みの拳で軽く肩かた口ぐちを叩たたかれた。

「食堂じゃ、悪かったな。別に本気で言ったわけじゃねーよ」決して居心地の悪さを無視せず、気まずさで口をつぐんだりはしない直ちよく截せつ的性しよう分ぶん。「ま、気にすんな。中隊長はいい人だ」

　ちなみに私はほとんど本気で言ったし、お前の言ったことは本気であろうとなかろうと大変的確に傷ついたが？──和解の瞬しゆん間かん、むしろ刺とげが出るハリネズミ的性格／自分は傷ついてなんかいないと主張しながら泣いてる女の子そのもの。「気にしてないし、気にするほどでもない」

「悪かったよ」半眼──まったく素直だなこのひねくれものは、というようにまた陽炎の肩を叩く。「あたしはただ選びたいだけだ。仕方なくやるには血が流れすぎるんだ、この仕事」

　叩かれた肩をすくめる──そんなの聞こえない、と全身で刺を放射。「勝手にすればいい」

　肩をすくめる──〝刺が抜ぬけたら教えてくれ〟と無言で伝達／大人たちが忙せわしげに働く様子を眺ながめながら、ちょっとわざとらしく大おお欠伸あくび。「あー、なんかヒマだ。一服してくる」

　陽炎──ぶらぶら森の方へ歩いてゆく涼月を見送りながら、急に置いて行かれた気分。

　涼月の首を傾かしげる仕草＝マリア医師センセイに無線通信で連絡／よっぽど心配なのだろうがそれこそ顔に出さない／そう言えばこの近くでお化け戦車と戦ったのだと思い出す／吹雪くんの死亡というとんでもない偽ぎ装そう──涼月がしつこく容態を確かく認にんしたくなるのもわかる。

　そして唐とう突とつに、涼月は正しい──という気持ちが心のどこか何百光年先から到とう来らいし、ずきんと胸が痛むのを覚えた。同時にミハエルのかつての仲間たちのことを、ほとんど初めて思った。ミハエルが去ろうとしたときの彼らの気持ち──ミハエルを裏切り者と呼びたくなる気持ち。

　置いて行かれるという気持ち──血の修しゆ羅ら場ばからの出口を探して未来を見ている涼月。

　だが自分は機械化される以前の過去に繰くり返し引き寄せられている。不幸のるつぼの中で身につけた静せい穏おんさ＝その脆もろさ──ライフルが怖こわくて自分自身がライフルになった私──幸せな日々に戻もどりたくていつも泣いている彼女──結局は克こく服ふくするすべとてなく、こんなのやってらんないと神様に断りを入れた上で頭から毛布をかぶってベッドで丸くなりたいと痛切に願いながら対岸の薄うす汚よごれたビルを眺める陽炎に──ふいに声。

「良い目をしているな、狙シヤル撃フシユ手ツツエ。確かに、やるならあそこのビルのどれかが狙そ撃げき地点だ」

　はっと振り返る──近づいてくるミハエルの渋しぶい笑えみ＝直撃──よし、今日は良い日だ。

　たちまち心の中でかぶっていた毛布をはねのけ、やる気に満ちた覚かく醒せいモードに突入。

「やるとは、今ここで敵性の狙撃手を警戒しろということですか？」

「おっと。てっきり情報通のお前さんのことだから、もう知っていると思ったものでな」

「というと……この現場で、何か新たな情報が出たのですか？」

「ドナウ河をビーチ代わりにして繁はん盛じようする一帯で、死体を発見した若者たちが卒そつ倒とうして病院に運ばれた。全身黒こげ、溶けた船体の塗と料りようだらけ、脇わき腹ばらにはキリストなみに船体の柱が突つき刺さり、〝吹ふっ飛んだ遊覧船に乗っていた可能性のある最さい優ゆう秀しゆう被ひ害がい者しや賞〟を受賞した死体だ」

　瞠どう目もく。「被害者はなしという見込みが外れた？」

　不敵な笑み。「その他の見込みもな。爆弾をセットしようとして誤爆させた間ま抜ぬけなテロリストだという推測が外れた。死因は爆風でも熱風でも、有毒な煙けむりでも爆圧で首の骨を折られたのでもなかった。頭ず蓋がい骨こつの一点に錐すい形けいの被弾痕こん跡せきと炸さく薬やく残ざん滓し──その反対側に拳こぶし大の破は裂れつ傷」

　大いに息をのむ──声とショックをともに吐はき出す。「狙撃された!?」

「正解だ、狙シヤル撃フシユ手ツツエ」ますます不敵になる笑み。「さらに死体の身元が判明した。胸の前で両手を組んで、金属プレートを握にぎって死んだらしい。手は炭化していたがプレートは原形をとどめていた。その昔、危険地域に布教しに行く一部の宣教師が身につけた頑がん丈じようなしろものだ」

「戦線へ送り込まれる兵士みたいに？」

「信しん仰こうの最前線だ。プレートには名前と位階とヴァチカンでの職務が刻まれていた」

　跳とび上がりそうなほどの驚きよう愕がく。「ヴァチカン!?」

「ふむ。お前さんが本気で驚おどろく顔というのは、なかなかお目にかかれないものの一つだな」

　しげしげ見つめられる──赤面しかける／条件反射的な冷ややかな態度。「いつもそうやって隊員の反応を見て面おも白しろがっているのですか？」

「それが上官の特権だし、お前さんは特に驚かせ甲斐がいがある。これはどうだ？　ヴァチカンのピエトロ銀行というのは世界最大級の銀行で、莫ばく大だいな献けん金きんリストを管理し、二〇一六年現在、預金者は推定で五億人。一人百ユーロとしても五百億ユーロの預金額だ。実際その数千倍はあるだろう。世界のカトリック信者は現在、十二億人。その経済ネットワークは世界最大の情報網もうを有し、過去十年間の利益はアメリカが買える額だと言われている。で、被害者はその銀行の帳ちよう簿ぼ監かん査さ役やく、つまり要人中の要人であるマーリオ・ロッシーニ枢すう機き卿きようだったというわけだ」

「枢機卿!?」意地でも驚くものかと思ったが、やっぱり驚いてしまった。

「そうだ」またしげしげと見つめられる──してやったりというような笑み。

　赤くなる／咳せき払ばらい。「……プレート以外でも、本人だと確かく認にんされたのですか？」

「焼け残った腸ちよう壁へきから採取されたＤＮＡが、政府のお偉えら方がたを気絶させるくらい完かん璧ぺきに一いつ致ちした。間ま違ちがいなく、次の法コ王ン互ク選ラ会ー議ベでローマ法王に選ばれていたかもしれない人物だ。なにしろ枢機卿だけが、お互たがいの中から法王を選ぶ権利を持っているわけだからな」

「それほどの人物が、いったいなぜ、この都市で狙撃されたのでしょうか？」

「しかもなぜか知らんが船ごと焼かれた。魔ま女じよみたいにな。しかも俺たちがしくじったファーストフード店の地下にあったのと完全に同種のＡＰ爆弾で。──どう思う？」

「まったく辻つじ褄つまの合わない話を聞いている気分です」

「俺もだ。どんな理由で、深夜の遊覧船に乗る者を狙撃した上、敵の切り札であるＡＰ爆ばく弾だんを使って、空っぽの船を吹っ飛ばしたのか、まったくわからん」

「そもそも、なぜ枢機卿はこの都市に来て、しかも深夜に一人で遊覧船に乗ったのですか？」

「今のところヴァチカンも仰ぎよう天てんするばかりで説明できないらしい。ただし、一人だったかどうかは疑わしい。狙撃手がいたってことは、そこに枢機卿が来るとわかっていたということだからな。もし枢機卿の目的が船そのものじゃなかったとしたら──」

「枢機卿が会いに来た誰かが、同じ船に乗っていた？」

「となると死体があと少なくとも一体は発見されるか、あるいはそいつだけ爆発する前に逃にげ出したかだ。その誰かの実在を証明するため、この一帯にある百数十ヶ所の屋内外の監視カメラの映像データを片っ端ぱしから調査中だ。あるいはその誰かが、狙撃手だったのかもしれない。で、狙撃手の実在を証明する品を捜さがすため、ああしてみんなで河底をさらっているわけだ」

　思わず河を振ふり返る──狙撃手の実在を証明する品＝枢機卿を殺した弾丸。

　砂利じやりやゴミだらけの河底に沈しずんだ／あるいは爆熱で変形するついでに森の中へ飛んでいったかもしれない、ちっぽけなしろもの／まさに砂すな浜はまで一ひと粒つぶの砂を探す行こう為い／〝そんなの無理〟と言いそうになる──だがそれこそ今あそこで何十人もの大人たちがしていることだった。

「では、この一帯の封ふう鎖さは、どこかに潜せん伏ぷくしている狙撃手を包囲するためですか？」

　そこまで口にして、やっと悟さとった──その狙撃手が誰だれなのかを／十中八九、囚しゆう人じん脱だつ走そうののちあの印を残した誰か／『中』の文字を知る者／かつてのミハエルの仲間かもしれない相手──

　何かが引っかかる──ニュース／狙撃／イギリス王子の死亡。

　枢機卿とは違う意味での要人／いやがおうにも関連させたくなる──かつて守った相手であるならば、警備の隙すきを突くこともたやすいのでは？

　だがまさかという思い＝かつて守ったものを──良き思い出を、自分たちの手で葬ほうむった？

　だがしかしという思い＝置き去りにされた者たちにとっては当然の行為かもしれない／ミハエルのことを裏切り者と呼びたくなる気持ち／置いて行かれるという気持ち。

「ぐずぐず現場に居残る狙撃手がいるとは思えん」ミハエル──陽炎が悟ったことをとっくに悟っている顔。「被害者の重大さが判明したせいで、政府のお偉方が、慌あわてて諸外国へポーズを取ってるだけだ。〝自分たちはとても深刻に事態を受け止めています〟って風にな」

「実際、そこら中の国が深刻になっている。空港ではＥＵ諸国の捜そう査さ官かんが続々とチェックイン中だ」いきなり野太くごつい声──ＭＰＢの制服を着た、文明開化後のゴリラといった大男が、いかにもごつい体格にそぐわないほど滑なめらかな足取りで近づいてくる。

　見知らぬ隊員に面食くらう陽炎──ミハエルの紹しよう介かい。「ペーア・ガブリエル、〈特コ殊ブラ憲・兵ユ部ニツ隊ト〉の元隊長だ。例の〈戦犯法ほう廷てい事件〉で国UN連O-都CI市TYを襲おそった連中を相手に大いに奮戦した有能な男でな。必死に戦ったがクビになり、このたびめでたくＭＰＢにスカウトされた」

　内務省とＢＶＴが事件の責任を背負わせたいけにえの一人──咄とつ嗟さに何と言っていいかわからず無難に挨あい拶さつ。「……初めまして。陽炎・サビーネ・クルツリンガーです」

「ガブリエルだ。遊ゆう撃げき小隊の車両支し援えんを、先ほどそちらの上官から命じられた」

「それは……よろしくお願いします」ちょっとびっくりしながら、数ヶ月前まではこの国が誇ほこる特殊部隊の筆頭であり、今は自分たちの新たな運転手である男と握あく手しゆ／バカでかい手／陽炎の両りよう脚あしほどもありそうな太い腕うで／もし装そう甲こう車両のタイヤがパンクしたら素す手でで交こう換かんしそう。

　外見に似合わず礼れい儀ぎ正しくうなずく。「よろしく。海外派兵で送そう迎げい仕事はたっぷり経験した。車両の隅すみから隅までぴかぴかに磨みがくこともな。新兵気分を味わえるのを楽しみにしている」

　本当に楽しんでいそうな感じ──ついでミハエルと力強く握手。

　ミハエル。「できればフランクとも、こうして手を握にぎりたかった」

　ゴリラ男の共感のこもったうなずき。「職務に忠実な男だった。空港でのやつとお前の働きぶりを知ったからこそ、気分良く組織から放ほうり出される気になった」

「三年後にはお前さんの方が、俺の上に立ってるかもしれんがな」

「どちらでも構うものか。あの〈赤ローのトジバャオッアクー〉の元部隊長なら、上官であるにしろ部下であるにしろ、大いに楽をさせてくれるに違ちがいない」

「俺に大いに楽をさせてくれる人材はいつでも歓かん迎げいだ」ミハエル──頼たのもしげ／あるいは古傷に触ふれられた痛みを隠かくすような微び笑しよう。

　陽炎──ぽつねん／男同士の親密な雰ふん囲い気きに入っていけず／ゴリラ男の登場で、ミハエルの仲間だった狙そ撃げき手のことも、イギリス王子の死亡ニュースのことも訊きけず／あーあ、やっぱり今日は良くない日かも、と拗すねかけたとき──河岸で騒さわぎが起こった。




　河岸の桜の木の間をステップ・ハミング・いよいよ爆弾ソングを爆弾的に歌い出そうとしたとき、河向こうの見覚えのある車両──公安の通信車両。

　制服姿の人々／ＭＳＳ──そして、さらに見覚えのある少女の姿。

　長い髪かみの小隊長さん──〈戦犯法廷事件〉で夕霧の手を握り、高い空から地上へと降ろしてくれた少女／その耳にも自分の歌が届くかも、と浮うき浮き思った途と端たん、思わず息を止めていた。

　辺りに広がる美しいまでの透とう明めいな青さ──あの青さ──ワンピース越ごしにママの携けい帯たい電話に触れた／コール音はせず／だが確かに何かがつながろうとしている感覚／分厚い壁かべの向こうから誰かが呼んでいる／ささやきが空気に満ちる／自分をどこかへ招こうとしているような──

《……助けて》

　透明な声──目を見開いた／柵さくの向こう／たなびく雲を映す河かわ面も／河べりの広いコンクリートの堤つつみ／飛び散った船の残ざん骸がいを拾い集める大人たち──その全すべてを包み込む天ヒン国メルの・ブ青ラオ。

　何も考えずに柵に手をかける／ひらりと跳とび越こえる／急な遮しや水すい壁へきの斜しや面めんを蹴けった／踊おどるように／平らな場所に降り立ったとき、広がる青さの源を悟った。

　左手──河へ流れ込む水流／ぽっかりと開いた地下水道──暗くら闇やみの奥へ続く長いコンクリートの通路から、陽ひ射ざしが降り注ぐこちらへ、よろめくように歩み出る、小こ柄がらな人ひと影かげ。

　夕霧の凝ぎよう視し──人影はやがて水色の患かん者じや服のような服を着て裸足はだしで歩く、夕霧と同い年くらいの青い瞳ひとみを持つ少女となって現れ、まぶしげに眼めを細めながら空を見た。

　虚うつろな表情／足を引きずるような歩み／なんの意志もなさそうな目／まるきり夢遊病者の眼まな差ざし／そしてその目を夕霧に向けると、左右に体を揺ゆらしながら近づいてきた。

　夕霧は動かず──きわめて珍めずらしいことに戦せん慄りつしていた／動こうにも動けず／声も出ず。

　暗闇から来た少女が迫せまる──夕霧＝ふぅーっと、なんと今まで止めていた息を、大きく吐はく。

　ゆっくり前へ出た／ゆっくり手を差し伸のべた──力ちから尽つきたように倒たおれる少女を抱だきとめた。

　お陰かげで、少女が失ったものの痕跡が夕霧の眼前に──しばしそれに目を奪うばわれ、ついで、再び地下道へ目を向け、またもや呪じゆ縛ばくされたように動けなくなった。

　河から上がってきたダイバーたちが夕霧に気づく／その腕の少女に気づく／愕がく然ぜんとなる──一いつ斉せいに、うわっと大声で叫さけんだ。たちまち他ほかの大人たちが近寄ってきたが、ひと目見るなり、壁にぶつかったように足を止める／後ずさる／のけぞって息をのむ──さんざめく驚おどろきの声。

「夕霧!?」「夕霧！」騒ぎを聞きつけた涼月＋陽炎──夕霧のそばで、うっと呻うめいて停止。

　夕霧に抱きかかえられたまま、ぼんやり空を見る少女──一本残らず髪を剃そられた頭。

　その額の後ろ・耳の後ろ・後頭部・大脳全体が、ぽっかり消失＝人工皮ひ膚ふで覆おおわれた摘てき出しゆつ痕あと。

　身の毛もよだつ姿──初めてまともに見た涼月＝恐きよう慌こう。「なっ──なっ、ななっ？」

「……犠ぎ脳のう体だ」陽炎──畏い怖ふ／さらに地下道から姿を現す者たちに愕然。「まだいるぞ！」

　大人たちが棒立ちに──なすすべもない脅きよう威いを前にしたかのような怒いかりすらこもった呻き。

「なっ、なっ、な──」涼月──中ちゆう途と半はん端ぱに握った拳こぶし。「なっ──何人いるんだよ!?」

　地下道から新たに現れる一人の少女──さらに一人──やや遅おくれて、また一人。

　合計四人──暗闇から陽射しの下もとへ歩み出て、力尽きたように立ちつくす少女たち。

　みな同じ水色の衣服／虚ろな目／虚ろな顔／虚ろなたたずまい──えぐり取られた頭部。

　わあっと声──河の向こう側──対岸を振ふり返る陽炎＝青ざめた顔。「あっちにも!?」

　対岸＝制服姿の人々が走っている──涼月＝仰ぎよう天てん。「なんだって……!?」

　斜面を滑すべり降りるミハエル──手に携帯電話。「救急車両の手配だ。そうだ。報告では対岸で三名。こちらでも今、確かく認にんした。四名だ。最低でも計七名の犠脳者を発見。確かに全員が脳を失っている。そうだ一人残らずだ。……わからんが、どうやらまだ、生きているらしい」

　涼月と陽炎──対岸を見つめる／顔を見合わせる／共有される驚きよう愕がく＝〝七名だって？〟

　後から現れた三人の少女たち──茫ぼう々ぼうと空を見上げたまま、ふらりと膝ひざをつく／座り込む。

　最初に現れた少女をしっかりと抱だき支えている夕霧──じっと目を凝こらす／耳を澄すませる／やがてあの青さが消えてゆくのに気づいた──腕の中の少女の体へ吸い込まれてゆくように。

　そして間もなく全ての青さが消えていったとき、夕霧が抱きしめる少女の唇くちびるが動いた。

《……吾われを殺して》ささやき──透明な電子の声──あの人の声／あの人が少女を通して喋しやべっている。《お願い……吾われらを……夕霧小シヤオ姐チエ》

　多くの犠ぎ牲せいによって生まれ、自らを犠牲に世界の痛みを消すため、夕霧とつながった存在。

　太公望さんの声。







　　　　伍




　見事に追いやられる──なんだか置いてけぼりにされた気分。

　陽炎──ミハエルとともに第インネ一レシユ区タツトのＢＶＴ本部へ──〝遊覧船爆ばく破は〟の記者会見を慌あわてて終えたＢＶＴが、都市内の治安組織とＥＵ諸国の捜そう査さ官かんを迎むかえて合同会議を開かい催さい。

　心温まるお断りの言葉──〝なぜ私がお前に付き合う？〟

　夕霧──七人の異形の少女たちの搬はん送そうになぜか同行──救急病びよう棟とうへ直行。

　去り際ぎわの励はげまし──〝涼月なら一人でもきっと大だい丈じよう夫ぶ♪〟──むしろ侘わびしい。

　見事に部下たちから見放され、がっくりきながら任務地に向かった。

　キャンペーン仕様の装そう甲こう車両──屋根全面に『あなたのために！　ＭＰＢ』等の電子看板。

　運転──新任の車両小隊員＝猫ねこみたいに滑なめらかに動くゴリラ男の、揺りかごを揺らすがごとき繊せん細さいなハンドルさばき──巨きよ大だいな鉄てつ塊かいたる装甲車両とは思えぬ乗り心地ごこち。

　だがドライブ気分にはなれず──看板の陰かげに隠かくれて煙けむりと一いつ緒しよに愚ぐ痴ちを噴ふん出しゆつ。「んだよ、もー。別に受験だって黙だまってたわけじゃねーし、だいたい大事だろ初出しゆつ撃げきの生き証人って、もおー」

　もーもー牛みたいに鳴く自分にげんなり──ふと無線通信。《応答せよ、シュルツ隊員》

　ぽかん──わざわざラストネームでクソ丁てい寧ねいにあたしのことを呼ぶのは誰だれだ？──すぐに自分の尻しりの下で運転中の男だと気づく。《あ──はい》

《ミラーで姿が見えなかったせいで、どこかに落としたのかと思ってな》

《えー……落ちても跳び乗れます》荷物扱あつかいかよ──というより通信されるとは予想もせず。

《なるほど。慎つつしみには欠けるが、実に大した身体能力だ》感心した声。

　慎み？　そんな言葉、車の屋根に看板代わりに立たされた瞬しゆん間かんに消しよう滅めつするんじゃないのか？

《キャンペーン任務というからには、車の屋根の上から市民に手でも振るのではないのか？》

《まあ……そういうときもあります。今日は、他ほかの隊員がいないので》適当に言い訳。

《部隊でやる仕事というわけだな。確かにたった一人では何かの罰ばつでも受けているようだ》非常に痛いところを突つきながら勝手に納なつ得とく。《広こう告こく塔とうはひと休みするのなら、日光浴はやめてエアコンの利きいた助手席に座り、この新入りにＭＰＢの作法を叩たたき込んでやるのはどうだ？》

　かなりびっくり──よもや隣となりに座らないかと誘さそわれるとは心にも思わず／とはいえ何か変な下心があるという感じでもなさそう／単純に組織に馴な染じもうと努力している感じ。

《あの……ナビとか通信とかする人が一人か二人は一緒に座ってるんじゃないんですか？》

《そういう決まりごともあるようだが、このはぐれ者に限っては一人らしい。運転技術を必要以上に買いかぶられたか、あるいはＭＰＢ流の新人を鍛きたえるためのしごきなんだろう》

　疑問──そんな理由であの副長が、自分で細かく定めた勤務規則に例外を作り、元〈特憲コブラ〉の隊長などという有能でおいしい人材を単独で配置させるだろうか？

　何か理由がありそう──首を傾かしげるうちに車両が路ろ肩かたで停車。

　窓から顔を出すゴリラ男。「貴重な日光浴の時間を奪われたくないのなら、そう言ってくれ」

「はあ……」こちらも看板の陰から顔を出す──なんとなく大人の男が、組織に馴染むためとはいえ子供相手に気を遣つかっている様子がけなげで断りづらい。「じゃ、まあ……そうします」

　地面に降りて助手席のドアを開く──途と端たんにゴリラ男が目を丸くした。

　しまった、煙草たばこを捨てんの忘れた──間の悪いそらっとぼけ。「えー……禁きん煙えんですか？」

「いや」意外にあっさり肩かたをすくめる──慎みとか口にするからには何かうるさく言い出すかと思ったが、逆にそうしない理由を口にした。「娘むすめとはよくそれで口論になった。だが今は、取り返しのつかない事態になるのでない限り、本人の意志に任せることも大事だと考えている」

「はあ……じゃ、失礼します」乗り込む──シートベルトを締しめつつドアサイドの灰皿を遠えん慮りよなく独どく占せん／ちょっと窓を開けて煙を逃にがす／なんとなく質問。「娘さんがいるんですか？」

「一人。十八歳だ」やたら上機き嫌げんな笑みを浮うかべて運転再開──車内に流れるクラシック音楽／あまりにスムーズな発進／戦せん闘とう用の車両に乗っていることを完全に忘れる乗り心地。「とはいえ妻ともども俺とは別居中だ。口うるさい上に死ぬ危険のある場所にわざわざ働きに出る父親が理解できないどころか、大だい嫌きらいだと公言してはばからん娘だった」

　おいおい、そこまで聞いてないぞ。それって重い話題か？　いったいなんて返せばいい？　やや口ごもってフォロー。「……いつか仲直りできるんじゃないですか？」

　自分のことを棚たな上あげ──いまだに両親と仲直りできていないどころか、最後に父親に会ったのは〈アンタレス事件〉のときに檻おりに入れられているところを見て、それっきりだ。

　だが的を射た言葉だったらしい──たちまちゴリラ男が相好を崩くずし、氷づけになって発見された地上最初の類るい人じん猿えんが、解かい凍とうされたついでに本体まで溶とけ出したみたいになった。

「〈特憲コブラ〉を辞やめた後、娘が手紙をくれてな」本当に嬉うれしそう。「ネットで〈戦犯法ほう廷てい事件〉での俺の働きを知ったらしい。今はＭＰＢで運転手をすることを応おう援えんしてくれている」

「それは……良かったですね」明るい話題になってくれてほっとする。

　そこでやっと気づいた──ハンドル脇わきに写真＝目の前のゴリラ男からはかけ離はなれた愛らしい少女＋ピンクの蛍けい光こうインク＝『パパは私のヒーロー』その下に『ＰＳ煙草はやめました』

　うわっ──心が、苦手なものを目にしたときに人が自然と発するたぐいの叫さけびを上げた。

　はからずしも見せつけられた人生の一コマ／なぜゴリラ男が部隊長から運転役にまで降格したにもかかわらず楽しげなのかをようやく理解──そして日ひ頃ごろは意識的に意識しないようにしている心の繊細な部分は、男と娘に羨せん望ぼうを覚えていた。いつか自分も和解の手紙なり写真なり──いや、写真はない。どんな顔すりゃいい？──を両親に送るのではという空想がよぎる／だが理性はそれが叶かなわなかったときのため、あらかじめそうした思いに蓋ふたをしてしまう──

　バックミラー症しよう候こう群ぐん＝後ろから他の車が近づいただけで反射的にアクセルを踏ふんで距きよ離りを取ろうとする人間の心理／本当に必要な和解から意図的に遠ざかる傾けい向こう──自分自身のカウンセリング評価にそんなことが書いてあったっけ──たちまち苦さが込み上げたが、あたしはあたしだ、と胸の中で呟つぶやき、煙草の煙と一緒に、ふーっと切ない思いを窓の外へ放ほうり出した。

「ところで、シュルツ隊員」

「えー……」運転席のネームプレートを確かく認にん。「涼月でいいです……ガブリエル隊員」

「さっそくの親しん睦ぼくの念とは嬉しい限りだが、隊の秩ちつ序じよは新入りにとって神聖なものであってしかるべきだ。ではぜひ涼月隊員と呼ばせてもらおう。ただし俺のことはガブリエルでいい」

　ゴリラ男の流りゆう儀ぎ──面めん倒どうなので従う。「はあ……わかりました、ガブリエル」

　いいぞ、という感じでうなずく。「では、涼月隊員。新入りに隊の鉄則を叩き込んでくれ」

　言われるがままに質疑応答──１・１から４・４までの十六種類の主な通信コード／知る限りの各隊の習慣／抜ぬけ穴あな／過去の事例／かつてマスコミ対策の一いつ環かんで地下道を捜そう査さしたとき、車両小隊が丸ごと麻ま薬やく密輸で稼かせいでいたことが発覚したことなど──大男の従順な情報収集。

　流れ続けるクラシック音楽＝ゴリラ男の趣しゆ味み──ブラームスの偉い大だいさとストラビンスキーの不可解さを語られた──涼月にとっては地球の裏側に棲せい息そくする珍ちん種しゆの昆こん虫ちゆうの名に等しい情報。

　通信──副長。《二十五番街で暴動発生。二五二五署の人員が事態の平常化にあたっている。Ｇゲー十・八アハ号ツエ車ーンは現場に急行し、鎮ちん静せいに協力せよ》

「こちらＧゲー十・八アハ号ツエ車ーン、了りよう解かい。ただちに現場へ向かいます」ゆったりとした動作と声──ちらりと涼月を見やる／何かを企たくらむような笑み。「シートベルトはしているな、涼月隊員」

　はい──と答える間もなく、乗り心地ごこちの好よいリムジンが、にわかにレースカーに変へん貌ぼうした。竜たつ巻まきのような風が舞まい込んできて慌あわてて窓を閉へい鎖さ／煙草を灰皿に廃はい棄き／舞い上がった灰を手で払はらう／そうする間にも前を行く車がぐんぐん追い抜かれてゆく。

　サイレン──マリアの暴走とは違ちがう加速──救急車のように乗っている人間を安全に送り届けることを使命としながらも、迅じん速そくきわまりなく突っ走る見事な運転。視界に映るもの全すべてを同時に把は握あくすることなど当然であり、いつなんどき物もの陰かげからロケット弾だんを構えた敵が現れて車両を吹ふっ飛ばそうとしても、瞬しゆん時じに対処する構えの車体さばき──思わずシートベルトを握にぎりしめながら目を丸くする涼月＝〝もしここが紛ふん争そう地帯の市街地だとしたら、迎むかえに来た車両の運転手がこの男であると知った瞬間、命拾いしたことを確信して安あん堵どの吐と息いきをもらしそう〟

　戦場で、確実に敵の戦死者を増やし、確実に味方の命を救う運転技術──ハンドルを握って生まれたんじゃないかと思えるガブリエル＝交差点を危なげなく右折しながら加速／移動ポイントを確認するついでに音楽メニューを操作／もうすぐ到とう着ちやくすることを涼月に伝達。

　黙だまってうなずくことしかできない涼月──周囲＝縫ぬい目だらけのほつれた衣服のように半はん端ぱな舗ほ装そうの道路／ひび割れた建物／亀き裂れつの入った道路用鏡／変な角度にねじれた道路交通標識。

　社会福ふく祉しを目的として建てられ、結果的にゴミ溜だめを作った、〝失敗〟と大きな声で叫んでいるかのような労働者用の集合団地──ゴミだらけの階段／荒あれ放題の庭／空き缶かんや割れ瓶びんだらけの砂場／一つ残らず故障しているであろうエレベーター──褐かつ色しよくの肌はだをした子供たちや老人たちが、ぼうっとした顔で疾しつ走そうする装そう甲こう車を見送る／窓から唾つばを吐はくランニング姿の若者／路地裏に本ほん棚だなを積んで雑誌や新聞を売る男／くすんだクーラーボックスでアイスキャンディーを売る女／中古品っぽいバッグを担かついでとぼとぼ道を歩く男女。

　第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの東とう端たん＝市議会も州議会も〝ミリオポリスにスラムなど存在しない〟と断定するにもかかわらず、スラム街として大変名高い〈二十五番街〉。

　ゆいいつ新品の輝かがやきを放つもの＝各所に設置された高さ三メートル規格の金かな網あみフェンス──ゴミが溢あふれないよう蓋をしたか、ここの住人はみんな盗人ぬすつとだから防犯だけは万ばん全ぜんに、と告げているよう──またもや〈アンタレス事件〉で父親が閉じこめられていた檻を思い出させられる。

　到着──乱雑に停とめられたパトカー群／解放されたフェンス／金網の向こうで展開される、弱い者いじめの本格サスペンスといった光景に、涼月とガブリエルの両方が言葉を失った。

「やめてくれ！」汚きたない路地裏に響ひびき渡わたる悲鳴──金切り声。「カンベンしてくれ！」

　げらげら笑う声／怒ど声せい／罵ば声せい──どいつもボディビルダーみたいな体格をした十数人の白人の警官たち＝警棒や電でん撃げき棒や角材を振ふり上げ、振り下ろし、びっくりするほど派手なドロップキックをかまし、逃にげ場のない六人の黒人たちをどつき回している。

　車両を降りるガブリエル──ほとんど何も考えられず追う涼月。

　ガシャンと激しくフェンスに顔面を叩たたきつけられた黒人男性と、もろに目が合った──だがすぐに後ろから首を絞しめられ・殴なぐられ・蹴けられ、苦く悶もんの声を上げてぎゅっと目を閉じた。

　ガチャン──警棒を振り回す警官のポケットから酒瓶が落下＝地面で砕くだけ散る──警官の怒声＝まるで大事な家具を無礼な客が壊こわしたというように、どつく・どつく・どつく──相手の黒人が血染めの紙人形のように、ぐにゃっとなって崩くずれ落ちた。

　雄お叫たけび＝酔よいどれ警官どもの乱らん痴ち気き騒さわぎ──ガブリエルの質問。「鎮ちん圧あつに協力するか？」

　きょとんとなる──本気で聞き返した。「協力って……どっちに？」

　気の利きいた言葉でも聞いたみたいに、にやりとなるガブリエル──力強く腕うで組ぐみ＝やる気を示すのではなく、つい警官たちの暴動を鎮圧しかねない自分を抑おさえるジェスチャーのよう。

　タイヤの音──銀のメルセデス＝修理に出したＳＬＲの代車＝副長──騒ぎを一いち瞥べつ／道ばたに突つっ立ったままの涼月とガブリエルを一瞥。「支し援えんは必要なかろう。署に行くぞ」

　ちょっと啞あ然ぜんとなりかけた。「あの……ほっといていいんですか、あれ」

　副長はしばし間を置き、それからゆっくりとうなずいてみせた。「ここではまだましな方だ。覚かく悟ごしておけ。あの程度の騒ぎは、これから嫌いやというほど見ることになる」




　二五二五署──二十五番街の真ん中に突き刺ささった醜みにくい隕いん石せきのよう／中ちゆう途と半はん端ぱにゴシック様式／全すべての窓に頑がん丈じような金網／耐たい熱ねつ扉とびら／要よう塞さいのような外観──おそらく外観以上の頑丈さ。

　裏手の駐ちゆう車しや場じようで下車──涼月が車両の助手席に座ることについては触ふれない副長＝短く恨うらみがましい言葉を放って寄よ越こす。「車のドアはきちんと閉めろ」

「了解ヤー」涼月のそらっとぼけ。

　副長を先頭に署へ──玄げん関かん口ぐちでまたもや悲鳴。「俺じゃねえ！」さらに別の悲鳴。「俺がやったんじゃねえ！」金属をこすり合わせるような叫さけび声。「あたしを離はなして離して離して！」

　乱れ交かう怒声。「黙れ！」罵声。「×××野や郎ろう！」命令。「歩け！　歩け！　歩け！」

　弱い者いじめの本格サスペンス第二シーズン到とう来らい──黒人＝ぼんやりベンチに座る／手て錠じようをはめられる／留置所へ追いやられる／うずくまって煙草たばこを吸いながら暗い目を光らせる──白人＝警官／レスキュー隊員／容疑者らしい人々を扱あつかうにせよ・電話に出ているにせよ・書類に何やら書き込んでいるにせよ、笑うか怒鳴るか鼻歌を歌っているか三通りの顔しかない連中。

　やけに慣れた足取りで進む副長──滑なめらかな足取りのガブリエル──まじまじと辺りを見つめてしまう涼月＝ＭＰＢ本部ビルから車で三十分とかからない場所に、こんな光景が、この現代で、いまだに公然と繰くり広げられていることを今までろくに知らなかったことに衝しよう撃げき。

　留置所へ続く暗い廊ろう下かで、黒人同士に殴り合いをさせて笑っている白人のレスキュー隊員たち──足を止めかける／だが一いつ顧こだにしない副長の後を追う他ほかに何もできず。

　オフィス──署長＝署内の騒ぎなど完全に無視して読書中／ドストエフスキーの『白はく痴ち』／しおりを一方の手に持ち、目を上下に往復させながら言った。「ちょっと待て」

　副長＝言われずとも無言で待っている──署長がしおりを挟はさむ／すごい大変な仕事を片付けたというように目め頭がしらを押さえる。「ムイシュキンとかいうあほうは格別だな。呼んでいて笑いが止まらなくなるときがある。共産ア主義者カの書いたケッサクというわけだ」問われもせず本の感想を公表──妙みような親密さ＝うんうんと二度もうなずく。「久しいなフランツ。その二人か？」

　副長──親密さのかけらもなし。「四人まで許容されるというお話でしたな、ライマー署長」

　副長を咎とがめる目つき。「二人だ。それ以上の人員をこの清らかな城の美しい領土に迎むかえることはできん。机の空きもなければ筆記用具も足らん。コンピュータなどという机から落としただけで壊れる繊せん細さいな道具は二台しか生き残っておらず、署員全員が順番で使っているほどだ」

「署長」とだけ言って、〝話が違ちがうのでは？〟と無言で伝える副長。

「フランツ」署長──さも呼び慣れたようにその名を口にする。「貴様のところのコール大隊長には借りがある。だから二人も許したのだ。二五二五署は、全警察組織がＢＶＴに統合されたときも独立独歩を貫つらぬいたゆいいつの署だ。ＢＶＴもこの署が永久不ふ滅めつなのを知っている。〝選ばれし者たちの掃はき溜めと一体化せよ、この街になれ〟という不文律とともにな」

「最長でも四ヶ月の合同警けい邏らであってもですかな？」

「弁護士か保険のセールスマンに見えるぞ、フランツ。とても売れそうにないたぐいのな。貴様が自分のことをどう思っていようと、一時駐ちゆう屯とん軍ぐんなど許されん。外部の人間が、内部の人間のような顔をして、自由にここを出入りするような愚おろかな風潮を見み逃のがせと言うのか？　きわめて短い期間とはいえ、貴様もこの街になった身だ。わからんとは言わせんぞ」

　涼月──ちらっと副長を見る／ものすごく意外な言葉／警棒を振り回して黒人をめった打ちにする副長を想像しようとしたが、返り討うちに遭あう姿しか想像できなかった。

「ですが、内務大臣の部隊が、この地区をふくめて活動を行うと聞きましたが？」

　今度は、ガブリエルが副長に目を向けた──内務大臣の直ちよつ轄かつ部隊である〈特憲コブラ〉から、いけにえとして放ほうり出された身としては、それなりに気になるひと言だったらしい。

「政治家はときたま、わけのわからんポーズを取りたがる」署長──憤ふん然ぜんと鼻を鳴らして。「どこのへぼくれ部隊であろうと、ただのお客さんだ。ここの施し設せつを使うことはない。何か協力しろと内務大臣かＢＶＴの局長から命令があれば、それなりのことはする。それでこの署の予算が増えることはなくとも、減るのを防ぐことができるのなら、やむをえん」

「確かに仕方ありませんな、署長」同意しているともしていないとも取れる声こわ音ね。「外部から派は遣けんされたもう一人は、既すでに到とう着ちやくしていると聞きましたが？」

　署長の口がにやりと笑う。「おかしな書類を作りおって。貴様の手練手管は、先人たちが苦労して築き上げた、完かん璧ぺき無比な官かん僚りよう制度である警察組織に汚お点てん以外のなにものももたらさん。相変わらず、自分を立派に見せたいという悪徳をもてあましているらしいな？」

「悪徳の統すべ方は十分に学びました。あなたからも。ライマー署長」

「だったら、もう少し立派な男になるんだな。別べつ棟むねの鍵かぎはあのべっぴんなドイツ女に渡わたした。我ながら嘆なげかわしい譲じよう歩ほだ。これは貸しだと大隊長にしっかり伝えておけよ、フランツ」

「ここに身を置いた経験からすれば、あそこで働いている警官たちには無用の施設でしょう。街角と留置所の往復は得意でも、人間から話を聞き出すことには向いていませんからな」

　署長の頰ほおに赤み──陰いん険けんといっていい怒いかりの形相。「知った風な口を利きくんじゃない」

　鋭えい角かく的にうなずく副長──〝お互たがいに頑がん張ばろう〟と相手が言ったと勝手に解かい釈しやくしたように。「大隊長に代わり、署長のご協力感謝します」副長の回れ右──ガブリエルも倣ならう。

　ぼんやり従う涼月＝ちらっと振ふり返ると、署長は低い猛たけ々だけしい唸うなり声とともに再び本を手に取り、デスクからワインの瓶びんを取り出していた。




　別棟へ──二人の男が黙だまったままなので質問。「副長は、ここで働いてたんですか？」

「二十ヶ月ほどな」あのまずい食べ物なら食べたことがあるな、というような、どうでもいい体験を口にしているような口調。「その後で検察局で働き、それから憲兵になった」

　気軽なアルバイトの経歴みたいに話される──警察に検察に憲兵？　特別なコネがない場合、筆記試験だけで幾いくつ合格しなきゃならないんだ？　どれも年ねん齢れい制限つきの試験──感心するというより、何の目的があるのか訊ききたくなる──どうせ素す直なおに教えてくれなさそう。

　ガブリエルを一人で配置させた理由は判明──要は自分と大男の二人しかこの場所に送り込めなかった／だがいまだに副長の思おも惑わくは不明。「あの……ここで何をすればいいんですか？」

　あからさまに怪訝けげんそうな顔──〝記き憶おく力がないのか？〟と言いたげ。「都市治安に関かかわる重要事だ。そのために何をすべきかは、先ほどあの署長が言った通りだ。この街になれ。それが実地訓練となり、あの男を逮たい捕ほした暁あかつきには、お前が尋じん問もんに参加することが可能になる」

　わかった？　もう説明しないからね？　さっさとハイキングに出発しましょうね？　という感じで立ち止まって言い聞かされる──ちょっとむっとなって返答。「……わかりました」

「尋問すべき相手は自分たちで捕つかまえろ」涼月とガブリエルに向かって念を押すように。「それがここの不文律だ。〝獲え物ものは自分で捕とらえろ、奪うばえ、譲ゆずるな〟──情報、容疑者、証しよう拠こ物件、証言、情報屋、全すべて自分たちのものにしろ。サインを見逃すな」

　副長自身の過去の行いを窺うかがわせる言葉──〝獲物〟＝腕うでずくという意味なら副長が口にするだけで笑いを誘さそう／だが頭を使ってという意味なら、この署で副長に勝てる者はいなさそう。

　別棟＝ずらっと並んだ取調室や拘こう置ち室──びっくりするくらい開きっぱなしのドア。

必死に抵てい抗こうする者。「俺じゃねえ俺じゃねえ俺じゃねえ！」バシン！　机を叩たたく音。

必死に説明する者。「本当だって。二十七番街にはカブのローンを払はらいに寄っただけだ。帰りは弟と一いつ緒しよだった。アダー神父に聞いてくれよ」はっはっはあ！　威い嚇かく的な警官の笑い。

必死に懇こん願がんする者。「聞いてくれ、でかいネタなんだ、なあ聞いてくれ！」バシンバシン！

　聞いているだけで体のどこかに火ぶくれでもできそうな熱々の声と音のシャワー──ようやく辿たどり着いた奥の三つの取調室では、二人の若い警官がせっせと機材をセット中。

　一見して噓うそ発はつ見けん器きとわかる機材──大手の保険会社が合法的に所有していそうな高級品。

　廊ろう下かに立って作業を見守る、長い黒くろ髪かみを背に垂らした長身の女が、ゆらりと振り向いた。

　涼月──うわっと心が叫さけぶ／すくんだようにその場で停止。

　きらめく左目を持った、色んな意味で人形みたいな女がそこにいた。

　外げ科か用メスのような冴さえやかな美び貌ぼう／その美貌で切り抜ぬいたようなスタイル──思わず、陽炎が大人になったらこんな風かもと思った──周りの男どもが例外なく振り返る／目で追う／本人はその視線に慣れきっていて普ふ通つうのことだとすら思っている、そんな感じ。

　ただし陽炎にはないもの──恐おそろしく妖あやしい雰ふん囲い気き＝蛍けい光こう灯とうの光を跳はね返す白い肌はだ／うっすら微笑ほほえむ紅あかい唇くちびる──刃やいばと血を連想／女の美貌の比ひ喩ゆ表現に使用中のメスと付け加えたくなる。

　なお／さらに、ぎょっとする点＝あからさまに特注品のガラス玉の左目──義眼／濃こい紺こん碧ぺき／白目の部分さえ淡あわく青みがかっている／まるで模造宝石でも眼がん窩かにはめ込んだよう。

　右目はもっと薄うすい色の紺碧──白色蛍光灯の光を吞のんで透とう明めいに輝かがやいている。

　そして／しかも、とどめ＝機械化を大いに拒こばむような、左手首から生えた『？』マークみたいなスチール製フック──銀色に光るそれで、甘い仕草という感じに自分の顎あごを撫なでている。

『ピーターパン』のフック船長を連想しようとしたが、あまりに異質すぎて連想しきれず、代わりに、道を歩くだけで畑が冷気と霜しもの害に遭あうという、昔の伝説の魔ま女じよを思い出した。

「こグーんテにン・ちタはーク、ＭＰＢの方々」いかにも母語らしい正しいドイツ語発音──そしてその左手代わりのフックで、左目を軽く叩いた──チンと身の毛もよだつような澄すんだ金属音。

　一発で圧あつ倒とう──陽炎が大人になる過程で頭のネジを三ダースばかり引っこ抜いたような女。

「協力に感謝する、グレーテル」あえて気にしない感じの副長。「こちらの隊員が──」

「フランツったら」甘い微び笑しよう──部屋の温度がさらに二度ほど下がったような気がする。「まだその眼鏡めがねをしているのね。国際刑けい法ほう学研究メンバーだったときにかけ始めてからずっと」

　いきなり眼鏡に言げん及きゆうされる副長──珍めずらしくまごついたように咳せき払ばらい。「これは三つ目だ。一つはこの署にいたとき、一つはあの事件のときに壊こわされた」

「そうだったわね」可愛かわいいペットでも見るような笑み──その魔女の両目が涼月とガブリエルを向く。「そちらの二人が、あなたの言ってた隊員？」

　副長の目配せ──涼月がやっと声を出す。「えー、涼月・ディートリッヒ・シュルツです」

「ペーア・ガブリエルだ。勘かん違ちがいでなければ、合同訓練で会ったことがある」

「覚えていただいていて嬉うれしいわ」女──およそ忘れられそうにない冴え冴ざえとした微笑。

「……知り合いですか？」涼月──取り残された感じ。

「彼女はグレーテル・ドラゴスティノフ。ドイツ国境Ｇ警備Ｓ隊第Ｇ九群９の隊員だ」と副長。

「Ｇゲー・Ｓエス・Ｇゲー・９ノイン？」仰ぎよう天てん──〝合同訓練〟＝世界の部隊が集合する〝警察版オリンピック〟

　ＧＳＧ９＝そのオリンピックで七年連続で優勝──〝世界最高の精密機械〟たる部隊。

「その人ひと質じち交こう渉しよう人にんであり捜そう査さ官かんであり実行隊員だ。戦せん闘とう術、爆ばく薬やく技術、特に尋問技術は同隊でも群を抜く。ハンス・Ｗ・クラインの事件関かん与よが認められたため特別に捜査協力を要よう請せいした」

　色んな点にびっくり──その一＝この仕事が、陽炎の言うようにお茶を濁にごされているのではなく、あの道どう化け師しの逮捕と尋問に直結する任務だと、副長が明言。その二＝自分たちを管かん轄かつ外に派は遣けんした上、ドイツの特とく殊しゆ部隊員を捜査に組み込むなどＢＶＴの方針と真っ向から対立。

　それほどまでに副長と、おそらく大隊長は、道化師を逮捕したがっている。

　それほどまでに副長はこの女を信しん頼らいしている──それらを副長がすんなり明らかにした。

〝獲物〟──〝捕らえろ、奪え、譲るな〟──副長の、隠かくし秘ひめた執しゆう念ねんめいたものを感じる。

「よくＢＶＴが許可したものだ」ガブリエル＝どうやらその一点でのみ驚おどろいている。

「ＢＶＴとＧＳＧ９の間で、公式・非公式を問わず全すべての捜査資料が交こう換かんされる」副長＝自分が話をつけさせたという顔。「彼女はいわば向こう側の外交大使だ」

「相変わらず組織の中で巣を張るのが上手ね、フランツ」くすくす笑うグレーテル＝いきなり副長の頭をよしよし撫でそう／鋼鉄の左手で。「私はあなたにドイツに来て欲しかった……私が国法研メンバーへの派遣留学を終えたときに。そうすれば同じ部隊で働けたのに」

　またもやびっくり──過去に恋れん愛あいでもしていたのかと驚きよう愕がくの想像を催もよおさせる。

　魔女と蜘蛛くも──ぴったりはまりすぎて怖こわいカップル──だがグレーテルの両目から放たれる魔的な視線を通して、〝あなたみたいな便利な召めし使つかいさえいれば〟という感じの無念にも似た執着の思いがドライアイスの白はく煙えんのように立ちこめ、せっかくの想像すら凍とう結けつされた。

　ガブリエル──〝どういう関係なんだこの二人は？〟と奇き妙みようなものでも見る目。

　副長＝咳払い。「私が選んだのも、あの男が再び犯罪分子を組織化したのも、この都市だ」

「知ってるわ。あなたが二つ目の眼鏡と一緒に失ったものも。あの事件の後、誰を選んだのかも」ささやき／凍結した金属のように触さわったらはりつきそうな微笑──その顔のまま涼月を向いた。「あの道ハン化スヴル男ストは、私と私の部隊にとっても譲ゆずれない相手……どうぞ、よろしく」

　左手を差し出された──スチール製の『？』マークたる義手。

　涼月の目にも同じマークが浮うかびかける──これって握あく手しゆか？　それとも嫌きらわれたのか？

「冗じよう談だんよ」くすくす笑うグレーテル──今度は素す直なおに右手を差し出された。

「どうも……よろしく」握手──グレーテルの手＝低めだが人なみの体温／ほっとする。

　続いてガブリエルが握手──率そつ直ちよくな質問。「機械化しない理由を尋たずねてもいいだろうか？」

　率直に返答。「あのクーデターのとき、この都市にいて、爆ばく弾だんで左の手と目を失ったの」

　涼月──グレーテルが口にするあの事件が、七年前の〈クーデター事件〉であると理解／その最激戦区がこの第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスだったのを思い出す──葬そう式しき後の〝亡ライ骸ヒエのンシ会ユマ食オス〟の名で呼ばれるようになったほどの多くの死者／深い因いん縁ねんを感じる／副長とグレーテルが抱いだく何か。

「爆圧の影えい響きようで脳が腫はれて脳圧が高まり、それが戻もどるまでに二年。ようやく脳内チップと接ク続ツシ部ヨンを移植し、機械化義ぎ肢しが接続可能になった頃ころには、この左目と左手にすっかり愛着を持っていたというわけ。もちろん、命じられた作戦次し第だいでは機械製品と交換するわ」

「なるほど」下手な世辞や慰なぐさめは言わず──潔いさぎよい態度でうなずくガブリエル。

「ところで、この私に鍛きたえて欲しいという隊員はどちら？　フランツ？」

「そちらの涼月──〝黒シユヴ犬アルツ〟だ」副長の即そく答とう。

　わあっ──〝実地訓練〟──〝尋じん問もんに参加〟するため、この女の下もとで働いて学べ。

「では、レッスンその一」左手──『？』字のフックが涼月の襟えりを引っ張った。

　ぎょっとなるあまり逆らえず──美び貌ぼうが迫せまる／至し近きん距きよ離り／紺こん碧ぺきの右目／ガラスの左目／まずお前を尋問して、メスみたいに心を解かい剖ぼうしてやると言われるのかと思い、びくついてしまった。

　そしてウィンク──なんと右をつむった／一いつ瞬しゆん、ガラスの左目だけで見つめられた。

　きらきら光る目──寒気がする／と思うと、手に何かを渡わたされた。

　銀色／新品──ペン型ボイスレコーダー──フックが離はなれる。「私からのプレゼント、教材よ。現場の状じよう況きよう、尋問中の会話、捜査上の推測……全て声にして録音するの。ボイスメールにも使えるし、フォルダとパスワードを設定すればボイス日ダイ記アリーでも遺ゆい言ごんでも何でも残せるわ」

「ほう」副長＝感心。「それで私に報告しろ。音声ならば出勤する際に車内で聞けるからな」

「えー、はい」めんどくせー──でも受験勉強に使えそう。「ありがとうございます」

「どういたしまして。私にも同じデータを転送して。あなたを尋問官として鍛えるのは、とても楽しそう」にこやかになるほど忍しのび寄る冷気──手招き＝いちいち左手のフックを使う。

　廊ろう下か──ドアを開きっぱなしの部屋＝溢あふれ出す悲鳴のシャワー。

　絶ぜつ叫きよう。「俺じゃねえんだ本当だ信じてくれ俺はやってねえ俺に前科なんてねえ！」

　すすり泣き。「本当なんだって。二十七番街にはカブのローンを払はらいに寄っただけだ。帰りは弟と一いつ緒しよだった。アダー神父に聞いてくれればすぐにわかる。本当なんだって」

　懇こん願がん。「頼たのむから聞いてくれ！　あの界かい隈わいでマリファナを売ってる。モルノーの弟がだ。麻薬ヤクも売りたがってるって。何せ銃じゆうも売ってるって話だ。いや──マジだ聞いてくれよ！」

「施し設せつも人員も最悪だけど、素材は最良。レッスンその二……〝レチコ・スタピャイ〟」

　涼月の肩かたをグレーテルがフックで撫なでる──ぽかんとなる──どこの魔ま法ほうの言葉だ？

「母がブルガリア人なの」それでどこの国か判明。「〝踊おどり上手になるには〟という意味の、生活の智ち恵えの歌よ。で……あそこの三つの部屋の誰を最も粘ねばり強く尋問すべきかしら？」

「誰……？」面食くらう──全員解放して家か病院へ行かせてやれよと思う。「……さあ」

「一言一句たがわず完かん璧ぺきに同じ言葉を繰くり返す人間」ひやりと冷たいフックで涼月の頰ほおを撫でる。「尋問の圧力に耐たえるため、誰かにこう言えと教えられた言葉にすがる人間。計画的に行っている何かが暴ばく露ろされることが怖くて、自分の無力さに泣き出す人間」

　フックが外げ科か用メスに思える──ぞっと鳥とり肌はだが立つ。「じゃ……そいつが噓うそをついてる？」

「何かを守るための噓をね。あの三人は全員、噓をついているわ」くすくす笑い──ガラスの左目が異様な輝かがやきを閃ひらめかせる。「叫さけんでいるのは、自分を守るための噓。お願いしているのは、でたらめ……つまり取り引きをしようとする噓。単に噓であることを見み抜ぬいても意味はないの。なんのための噓であるかを判断し、その根本を見抜けなければ尋問とは呼べない……。さしあたっては、どんなに沢たく山さんの噓がこの世にあるか、一つ一つ知るといいわ。さ、いらっしゃい」

　またフックで襟を引っ張られる──逆らえず／副長とガブリエルも邪じや魔ませず──この女と一緒にいるだけで、どの部屋も冷れい凍とう庫こに思えてくる／女の影かげから冷気が伝わる気分。

「ここの準備は整ったようね」グレーテル──噓発見器を設置していた若い警官二人に。

「二人で何度もテストをしました」「完璧です」なんか嬉うれしげに返答。

「ありがとう」にっこり──涼月の襟から外したフックで、そっと若者たちの肩を撫でる。「この署に、あなたたちのような機材の知識がある人がいてよかったわ」

　いやあ、そんな＝照れる若者たち──逞たくましい体格なだけに滑こつ稽けいさが倍増／なんかディズニー映画の『ライオンと魔女』で白い魔女に籠ろう絡らくされた男の子みたい＝涼月の正直な感想。

「では、お願い。この私でテストして」甘あまやか──食べた瞬しゆん間かんに凍死する毒リンゴの微笑ほほえみ。

　若い警官二人──とても嬉しいことを命じられたかのようにグレーテルの腕うでと首と額にパルスメータの極を貼はりつける／脈動の計測器をベルトで締しめる／機材とコンピュータの再起動。

「涼フラ月オ・さスズんツキ、こちらへ」グレーテルの呼び声──逆らいがたい魔法に聞こえる。「では私に、あまりに当然で明らかな、はい、としか答えようのない質問をして欲しいの」

　棒立ち──副長とガブリエルが腕組みして見学／グレーテルを検査することに充じゆう実じつ感かんを抱いているような警官たち──仕方なく質問。「えー……あなたはグレーテルさんですか？」

「はい」にっこり微笑みながら、首を横に振ふるグレーテル。

「あの……」またもや一発で思考停止──なんだ今の？　どういう意味の仕草だ？

「ブルガリアの習慣だ」副長の助言。「ブルガリアでは、はいは首を横に、いいえは縦に振る」

　どこまで面めん倒どうくさいんだこの女。「えー……あなたのお母さんはブルガリア人ですか？」

「はい」今度は縦に首を振った──人を異世界に引きずり込んで弄もてあそぶのが大好きという顔。

「えー……じゃあ……あなたのお父さんはドイツ人ですか？」

「はい」首を振らず。

「えー……」あっという間にネタ切れ──あなたの左目はガラス玉ですか、とは訊きけず／他ほかに当然の質問は？／なんだ？／一つだけ思いつく。「えー、あなたは女ですか？」

「いいえ」また首を振らず。

「えー……」次は何を訊こう──と思案しかけて、ぎょっとなった。「……えっ？」

「いいえ」儚はかない微笑みで宙を見るグレーテル──手の届かない願望と、それを諦あきらめた切なさを告白。「私は実は男です。九年前にデンマークで性せい転てん換かん手術を受けましたが、失敗しました」

　涼月──顎あごが外れて床ゆかに突つき刺ささるんじゃないかと思うほど、あんぐり大口。

　ガブリエル──腕組みした姿勢のまま天てん井じようまで跳とび上がりそうな仰ぎよう天てんの表情。

　副長──目玉が飛び出して眼鏡めがねを顔から叩たたき落としかねないくらい瞠どう目もく。

　涼月＋ガブリエル＋副長──一いつ斉せいに、機械を操作する警官たちに目を向けた。

「あの……七割の確率で噓の可能性があります」若い警官──怯おびえたような様子。

「たった四項こう目もくだけで仮説的診しん断だんが可能……良い機械だわ」嬉しげなグレーテル。

　迫はく真しん──部屋にいる男どもの安あん堵どの吐と息いき／なぜか冷や汗あせを拭ぬぐう──叫びたい涼月＝噓かよ。

　キン、キン──グレーテルがフックでガラスの目玉を叩く──〝見抜く〟という言葉の意味さえ変へん貌ぼうさせる響ひびき。「今のが最も厄やつ介かいな、無意味な噓よ。つく必要などないのに突とつ如じよとして生まれ、口にした本人をも操あやつり始める噓。自分で自分をプログラムするコンピュータみたいに。どんな人間も噓をつくことには驚おどろくべき才能を発揮するわ。尋じん問もんは、噓という迷めい宮きゆうに踏ふみ込む行こう為い。迷わずに宝物を手に入れるための歩き方を教えてあげるわ、涼フラ月オ・さスズんツキ」

　得体の知れないジャングルへの手招き──副長＝自分が派は遣けんした隊員がどんな目に遭あうか十分に把は握あくしたというようにうなずく。「では二人とも、任務に忠実であることを期待する」

「……了解ヤー」「了解ヤー」涼月＋ゴリラ男の敬礼──取調室を後にする副長＝外へ──駐ちゆう車しや場じよう。

　車──運転席のドアにぎざぎざの「×」の字──凝ぎよう視しする／溜ため息一つつかず。

　淡たん々たんと携けい帯たい電話を取り出してディーラーに連れん絡らくしようとしたところへ後頭部に一いち撃げき。

　呻うめく／振り返る／容よう赦しやのないパンチ──白い布で顔を隠かくした屈くつ強きような男たち。

　顔／腹／左右／後ろから──倒たおれる──顔から吹ふっ飛ばされた眼鏡＝踏み砕くだかれる。

「少しはまっとうな人間になるんだな、フランツ」声──足の爪つま先さきが副長の顔面を蹴けり飛ばす。

　笑い声／男たちの足音／去ってゆく──副長フランツ＝うずくまったまま血と折れた歯を吐き捨てる／壊こわれた眼鏡を拾う／鋭するどい目──網あみにかけるべき獲え物ものをじっと定める瘦やせ蜘蛛ぐもの目。




　　　　陸ろく




「つい先ほど、現場で発見された少女たちの保護者と称しようする集団が現れた」

　ＢＶＴ本部ビル大会議室──壇だん上じようのエゴン・ポリ局長＝隊員からメモを渡わたされ発表。

　陽炎＝ミハエルの隣となりで行ぎよう儀ぎ良く電子ペーパーを膝ひざに置き、局長を観察──尖とがって落ち着きのない態度／黒い目の隈くま／キーキーとガラス同士をこするような耳みみ障ざわりな声──〈射手事件〉のときより格段に増大した神経質さ──副長の場合は実に堂々たる不敵な神経質男だが、この局長は見るも哀あわれだった。〈アンタレス事件〉以来、度たび重なる大事件の勃ぼつ発ぱつで神経がやられまくったところへ枢すう機き卿きようの死体が発見され、心と体がいっぺんに壊れる寸前という感じ。

「〈インフィニティ〉と名乗るキリスト教系の新興宗教団体の幹部たちと、信徒である親たちが出頭。不治の病やまいを癒いやすと称し、未み認にん可かの新薬投とう与よや手術を違い法ほうに行う、悪質な集団だ。現在、団体関係者から聴取するとともに、あの〝犠ぎ脳のう少女〟たちを医い療りよう施し設せつで保護および監かん視し。なお過去に同じく〈インフィニティ〉と名乗る団体が、脳内チップを使った違法な移イ植ンプ手ラ術ントを試みて死者を出している。当局が解散命令を出したが抵てい抗こう──ウィーンの森で集団焼身自殺を起こし、その際にＡＰ爆ばく弾だんを使用したが、今件の枢機卿殺害に関連があるかは不明だ」

「大ありだろうね」前列の方で張りのある女の声＝イタリア訛なまり。

「枢機卿は少女たちから脳を抜ぬき取るのをやめさせようとして、そのカルト教団に殺されたんじゃないか？」同じ辺りから、だらんと気の抜けたような男の声＝フランス訛り。

「関連の有無は不明だ」強ごう引いんに言い切るエゴン局長──そんな団体が枢機卿を殺したなどということになれば、彼らを野放しにしたＢＶＴの責任が猛もう烈れつに問われてしまう、という不安でせっぱ詰つまった神経質さ。「同団体に、高度な犠脳技術を有する者などいない。幹部たちが主張するように、国外から来た正体不明の集団に誘ゆう拐かいされたという見方が正しいだろう」

「カルト集団は信徒が逃にげないよう互たがいを監視する。誘拐など不可能だ」またもや最前列で声──今度は落ち着きのあるイギリス訛り。

「正体不明なのに外国の団体だとどうしてわかるのか不思議だ」先ほどの気の抜けたような男の声──ぶびーっと洟はなをかむ音がさらに続く。

「同団体の取り調べは厳しく行われる」一刻も早く話題を変えたがるエゴン局長。「枢機卿殺害の際の狙そ撃げき地点、銃じゆう器き特定につながる弾丸が、無事に発見された。犯人の痕こん跡せきを捜そう査さ中だ。なお枢機卿の空港チェックイン記録によれば二日前の最初の便で入国しており、おそらく狙撃手の入国はそれよりも前だと思われる」

「それも狙撃手がこの国の人間ではない場合だがな」気の抜けたようなフランス訛り。

「この国の人間であっても、国外にいたのかもしれないね」張りのあるイタリア訛り。

「ならば我が国の王子を狙撃した犯人と同一人物の可能性がある」落ち着いたイギリス訛り。

　枢機卿とイギリスの王子──両方の狙撃犯がオーストリア人ではと疑う感じ＝ＢＶＴに対して何の義理もないどころか、その責任を断固として追つい及きゆうする構えの他国の捜査官たち。

「不明だ」エゴン局長──今にも目を剝むいて〝俺は悪くない！〟と絶ぜつ叫きようしそう。「なお……枢機卿の遺体だが、膨ふくれ上がって炭化した皮ひ膚ふの下から、新たな品が確認された」

　モニターに表示される画像──溶とけた金属の塊かたまり──指輪──文字の痕跡──『ÜW』。

　局長の様子を面おも白しろがって観察していた陽炎は、その一発で、金かな槌づちか何かで頭を強打されたような、ガツン！　という音が実際に聞こえた気さえするほどの衝しよう撃げきに襲おそわれた。

〈射手事件〉と陽炎をつないだもの──ライフル友愛会の謹きん言げん／理念──〝克ユー服バーせヴインよデン〟

　それを意味する二つの文字。隣のミハエルも息をのんで振ふり返る──〝なんで？〟という陽炎の心の叫さけびを感じ取ったように口元を引き締しめ、再び前を向いた。

　エゴン局長──こんな証しよう拠こ物件は出したくなかったという態度。「これは過去、中絶手術に反対する者が起こした〈医師狙撃事件〉で容疑を問われ、解散に追い込まれたライフル友愛会の所持する品に酷こく似じしている。なぜそのような品を枢機卿が身につけていたのかは不明だ」

「確かに不明だな。被ひ害がい者しやが持ってる意味がわからん」フランス訛り。

「狙撃手が自じ慢まんげに置いてったというならまだしもね」イタリア訛り。

　鋭い反論が飛び交かわないことに如によ実じつに安あん堵どするエゴン局長。「ここで、各国の重要資料を提供し、今件にかかわる捜査官たちを紹しよう介かいしておく。まず──」

　前列にいる一人＝長身の男がさっと起立──五十代くらい／イギリス紳しん士しを絵に描かいたような、ステッキと帽ぼう子しを付け足せばもはやイギリス人以外の何ものでもない感じの男が、呼ばれもせずに壇上へ──礼れい儀ぎ正しく、かつ強引にエゴン局長の隣に立ち、みなを見み渡わたした。

「イギリス対テロ諜ちよう報ほう機関、デーヴィッド・デューク・ブラックストーンだ」どこかの美術館に、〝落ち着き〟と題されて展示されそうな穏おだやかな話しぶり。「周知の通り、我が国の第三位王位継けい承しよう者しやがコソボで殺害された。その歴史背景は旧ユーゴスラビア、ひいてはオーストリア・ハンガリー帝てい国こく、第一次世界大戦の始まりとなった一発の銃弾にさかのぼる。歴史の帰結として旧ユーゴ全体に、いまだコソボ独立への根深い反感があることも周知の通りだ。

　今、歴史の帰結による新たな危機が近づいている。複数国による同時大量ミサイル配備──過去七十年間、冷戦以前から全世界で常に解決がはかられてきた問題だ。旧ソ連の助けを借りずに独立した旧ユーゴだが、セルビアを始めとする国々がにわかにロシア製ミサイル購こう入にゆうを表明した。それだけの経済力を彼らが有したことをふくめ驚きよう天てん動どう地ちの事態だ。その遠因はアメリカによる東とう欧おうミサイル防衛網にある。また今世紀初頭から〝石オイ油ル・強ジ奪ヤツ者カル〟として強引な進出をはかってきた中国は、カスピ海原油を巡って対立するロシアが、旧ユーゴ一帯にミサイル防衛網を構築することを懸け念ねんし、独自のミサイル配備計画を発表した。これによりコソボ独立軍を指導する北大Ｎ西洋Ａ条約Ｔ機構Ｏもミサイル配備を行わざるを得ない。さらに先の中国のステルス戦せん闘とう機亡命により大いに揺ゆらいだアメリカの東欧ミサイル防衛網構想も再編へ動き出すだろう。

　諸君──これぞ〝火薬庫〟だ。かつてバルカン半島で、貴国の皇太子と妃きさきを襲った銃弾が、第一次大戦の端たん緒ちよとなったように。このたび我が国の王子を襲った弾丸が、この七十年、決して起こしてはならないと全世界が思い続けてきたミサイル戦争を引き起こしかねないのだ。

　我が国の国民の大多数は報復を求めている。それも犯人にではなく、王子が撃うたれた土地と背景に。かの地の歴史が王子を殺したかのごとく旧ユーゴ全体への報復の念が増大している。

　諸君──王室というものの特とく徴ちようの一つは、日常からかけ離はなれた幻げん想そうだ。それゆえ突とつ飛ぴな事件が起こっても、ある種の現実としてすみやかに国民の間に浸透してしまうということなのだ。殺害された王子は過去に軍に志願したことで国民の人気が高まった。首相や大臣の子息では、そこまで民衆を刺し激げきしない。彼は特別なのだという意識が民衆の愛国心を映す鏡となるのだ。報復を行うことについて国民は、ある種の現実としてしか認にん識しきしない。ロイヤリティという、国民の感情を大いに刺激してくれるものが奪われた、という現実だ。報復を行ったが最後、現代の政治・軍事をもってしても凍とう結けつするだけで制せい御ぎよするすべが見つかっていない、ミサイル戦争という未知にして破は滅めつ的な戦争へ突入しかねない現実ですら、ロイヤリティが喪そう失しつされたという現実の前では、かすんでしまう。事実、そのようにして第一次大戦は始まったのだ。

　現在、コソボをふくむ旧ユーゴの各国が、それぞれ異なる犯人を主張している。そのため犯人像がぼやけ、危険な状じよう況きようを招いているのだ。憎にくむべき犯人がどこかにいるという考えではなく、憎むべきものがあそこにあるという考えが広がりつつある。憎むべき国家や文化、歴史や土地が、あそこにあるという考えが。何十何百もの陰いん謀ぼう説が流る布ふすることは良いのだ。それらはむしろ国民感情をなだめてくれる。だが〝あそこに敵がいる〟という認識が広まることだけは阻そ止しせねばならない。その最良の方法こそ、王子を狙撃した犯人を逮たい捕ほすることなのだ。その犯人こそ憎むべき相手であることを、正当なる法の裁きにおいて明白にすることなのだ。

　諸君──そもそもミサイルとはなんであろうか？　それは〝国境を作り出す兵器〟なのだ。と同時に、いったん調停がなされた国境を〝再び破は壊かいする力を持つ兵器〟なのだ。実際に使用されずとも、ミサイルの存在が、国境の成立・維い持じ・外交に、甚じん大だいな影えい響きようを与あたえるのだ。ミサイル基地の建設と廃はい棄きが、世界の国境に深く関かかわっている。それゆえミサイルほど愛国心を刺激するものはない。それは、ときとして民族主義を昇しよう華かさせる最高の象しよう徴ちようとなりうるのだ。

　このたび貴国の首都たるこの都市で、立て続けにＡＰ爆ばく弾だんが使用された。それは先のミサイル防衛に、関係しているかもしれないし、していないのかもしれない。いずれにせよ、それは我が国のみならず多くの国の民族意識を、この上なく激げき昂こうさせる小道具とみなさざるを得ない。狙そ撃げき犯にせよ、ＡＰ爆弾をこの国に持ち込んだ犯罪者にせよ、その者たちは、今の情勢を計算した上で犯行に及およんだと思わざるを得ない。なぜなら巨きよ大だいで未知なる戦争を起こすには、この上なく最適なタイミングであったと言わざるを得ないからだ。

　諸君──怪かい物ぶつが生まれようとしている。興奮した国民感情という名の怪物が。それを早急に消し去るには、それこそ国境と民族を越こえた尽じん力りよくが必要だ。さもなくば調停困難な多国間の利害関係が悪化し、未知にして広こう範はん囲いかつ長期にわたる戦争が起こりかねない。今、望まれていることとは？　犯人の逮捕──そして一点の矛む盾じゆんもない、背景の解明だ。以上のことがらについて異論を唱える治安関係者は皆かい無むと思う。私からは以上だ。ご静せい聴ちよう、感謝する」

　壇だん上じようから優ゆう雅がに降りるイギリスのダンディなおじさま──耳に心地ここち好よく心を揺さぶる演説に引き込まれていたことを悟さとって腕うで組ぐみする陽炎／腕組みする他の隊員ら・ミハエル──そうでもしないと盛せい大だいに拍はく手しゆしそう／演説がドイツ語で行われていたらそうしていたかも／英語とラテン語こそ世リン界ガ共・フ通ラ語ンカだと信じて疑わないイギリス人への反感が、かろうじて拍手喝かつ采さいを抑よく制せい。

　続いて女が、エゴン局長にひと言も発する間を与えず壇上へ──四十代初め／薄うすめの化け粧しよう／十分に目鼻立ちのくっきりした相そう貌ぼう／無造作に頭の後ろで束ねた、ややくすんだ赤髪。

　長身＝プロポーションというより体格と呼びたくなる広い肩かた／大きくせり出した胸／予想外に細いウエスト／豊満な腰こしつき──しなやかな棍こん棒ぼうという世にも矛盾した二つが見事に合体。

　腰に手を当て、颯さつ爽そうと振ふり返る。この後すぐに捜そう査さに向かうと言わんばかりに肩にかけたままのサマーコート──堂々たる所作のせいで男もののトレンチコートと錯さつ覚かく。

　にやりとした笑えみ──〝大だい胆たん不ふ敵てき〟と題されて先ほどの男の横に展示されそう／なんだか涼月が、三十年後に浮うかべそうな笑みっぽい＝陽炎の所感。

「あー、国際イ刑ン事タ警ー察ポ機ー構ルのイザベラ・カンパネッロだ」完かん璧ぺきなイントネーションのドイツ語──さっきのイギリス人はただの横着者だと言いたげ。「イタリア警察、ヴァチカン警察の橋はし渡わたし役でもある。みんな号令待ちだろうから、あたしは短くやらせてもらおうかね。

　マーリオ・ロッシーニ枢すう機き卿きようの故郷ナポリじゃ、犯人への怒いかりが沸ふつ騰とう中だ。以前、トラック野や郎ろうどものストライキがあってね。荷物を満まん載さいした何百台というトラックを高速道路で停とめて遮しや断だんしちまった。トラックはイタリアの物資輸送の要かなめだ。その荷が腐くさってイタリアが食しよく糧りよう危機に陥おちいるところを、裏で仲ちゆう裁さいに入ったのがロッシーニ枢機卿さ。イタリアのトラック野郎どもは、みんなあの方を愛してる。そしてその死にざまに怒り狂くるっている。はっきり言って暴動寸前さ。

　かく言うあたしも、全く同じ気持ちでね。あのお方の功績は〝パスタと生野菜の救済〟だけじゃない。ヴァチカンのピエトロ銀行を厳しく管理するお方でもあった。医い療りようと宗教観の対立、世界の運送業と環かん境きよう問題、紛ふん争そうにエネルギー資源に外交──あらゆる仲裁役を乞こわれたお方だ。つまりあらゆる場所に敵を作らざるを得なかったのさ。詳くわしい資料は提出済みだから、ロッシーニ枢機卿の偉い大だいさに感かん銘めいを受けることと、予想される敵を知ることは、ここにいる者ならいつでも可能だ。だがね、あのお方に敵が何百人いたとしても死んだ場所は一つだよ。

　なぜこの国の、この都市でなければならなかったのか？　犯人を捕つかまえて、そいつを判明させるのがあたしの仕事さ。ＥＵも国際イ刑ン事タ警ー察ポ機ー構ルもイタリア政府もヴァチカンも、そしてもちろんローマ法王様も、正しい答えを望んでいる。まっとうに報道できる答えなら文句はない。オフレコであっても、答えは必要だ。だが犯人のでっち上げはカンベンさ。国際イ刑ン事タ警ー察ポ機ー構ルをなめてもらっちゃ困る。すぐにバレる噓うそは御ご法はつ度とだ。いけにえは誰だれも望んでない。この事件は、そんなものでお茶を濁にごせるような事態じゃないんだ。──以上さ」

　最後にまた、にやりと笑みをくれる女──列席者を圧あつ倒とう／コートを翻ひるがえして退場／まるでＢＶＴが犯人をでっち上げて事件を〝解決〟すると言わんばかり──エゴン局長＝屈くつ辱じよくの形相。

　三人目が壇上へ──いかにもくたびれた感じの男＝資料では三十八歳／三十代から六十代の間のどの年ねん齢れいでも通用しそうな無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔／ほとんど白に近い、短く刈かり込んだ髪。

　しわくちゃのジャケットに両手を突つっ込んでいる──かと思うと、もそもそと何かの器具を取り出し、口に当ててシュコーッと音を立てて中身を吸い込んだ。

　うむん、と妙みように愛あい嬌きようのある咳せき払ばらい──フランス訛なまりのドイツ語。「フランス情報局のピエール・バスティーユだ。うちの国家憲兵Ｇ隊対テＩロ部隊Ｇを顎あごで使えるということになっている」器具を見せびらかす。「麻ま薬やくじゃない。ステロイド剤ざい、つまり喘ぜん息そくの薬だ」もう一方の手で自分の胸を指さす。「昔、弾丸が右肺を貫かん通つうしたとき感かん染せん症にかかった。それで色々あった。個人的な苦労話だ。それなりに聞き応ごたえはある。私の自己紹しよう介かいを兼かねて聞きたい人は？」

　聞きたいという意思表示をする者──皆無。

　うへん、と咳払いするフランス人──どうも調子が合わない、という感じ。「一点だけ。他ほかに言うことも聞くこともない」右手を上げる／みなを見回す。「犯人は、手を挙げてくれ」

　誰も手を挙げず──フランス流らしき冗じよう談だんに付き合う人間＝ゼロ。

「こトりゃウ参シったエ」小さく呟つぶやいてハンカチを取り出す──ずびーっと洟はなをかむ／退場する芸人のように手を振る。「ここにはいないらしい。さっそく捜そう査さが一つ完かん了りようした。幸さい先さきが良いな」

　応じる者──なし。エゴン局長──こいつは本当に捜査官か、という感じで退場するフランス人を見送り、それから、細かく亀き裂れつが走った心そのままのような血走った目で振り返った。

「ＢＶＴによる統制された指揮系統のもと、全組織が万ばん全ぜんの捜査を行う。枢機卿を狙撃した人物──あるいはイギリス王族を暗殺した人物が、我が国の国民ではないことが、あらゆる方面から立証されるだろう。くれぐれも空想的な推論は控ひかえ、事件解決に傾けい注ちゆうしたまえ」




　　　　†




　ＢＶＴビル駐ちゆう車しや場じよう──ファイブドアセダンの車＝ミハエル。「お互たがい、事件に魅み入いられたな」

「お互い……？」陽炎──助手席。「枢機卿と……あの王子の件ですか？」

「イギリス対テロ諜ちよう報ほう機関から、うちの大隊長に電話があったそうだ。過去にライフルを担かついでアルバイトに精を出した〈赤ローのトジバャオッアクー〉の元部隊長は、今も仲間たちと連れん絡らくを取り合っているのかと」車内をぐるりと見み渡わたす──渋しぶい笑み／怖こわい光をやどす目。「この車に、イギリス製かイタリア製かフランス製か知らんが、盗とう聴ちよう器きをどっさり仕込まれて、さっきの会議に出ていた捜査官たちが、今まさに俺たちの会話を聞いているとしても不思議には思わんよ」

　思わず口をつぐむ──閉めかけたドアに手をかけたまま動けなくなる。

　ミハエル＝にやり。「気にするな。どうせ肝かん心じんな情報は全すべて連中と共有されるし、あのイギリス人が言ったとおり、これは全組織が全方面から速すみやかに解決をはかるべき事件だ」

「はい」素す直なおにドアを閉める──しかし落ち着かない／息を凝こらしてしまう。

「さて」ハンドルを指で叩たたく──キーを差し込んだまま動かそうとしない。「第一次世界大戦が起きたのも、もとはと言えば各国のリーダーが〝まあ、そこまでひどいことにはならんさ〟とのんびり構えていたからだ。で、第三次世界大戦は〝こんなにあっという間にひどいことになるなんて〟と思うひまもなく始まり、〝いつ終わるんだ〟と思うくらい長々と続くだろう。俺としてはそうならんよう、できることは残らずやり遂とげたい。まず、今にも神経衰すい弱じやくに陥りそうな局長の言葉にあやかって、あの指輪と同じものを持つ男に話を聞きに行く」

　誰のことか訊きくまでもない──〈射手事件〉の従犯者／主犯格でもある男／自分の孫たちを殺さつ人じん鬼きに仕立て上げた、元ライフル友愛会のメンバー。

　胸の痛み──回れ右をして事件から遠ざかりたい／この先にあるものに触ふれたくない。

　だが、かすかにミハエルの顔をよぎったものが、そうすることを許さなかった。

　憐あわれみの念──この男の前でだけは、憐れまれるべきただの女の子になりたくなかった。

　そうなればこの男に対する想おもいすら、憐れみを誘さそうだけのものに成り下がりそうで。

　だから告げた──許された誇ほこりの全てで。「私も、その男の話を聞きたいと思います」




　まるで墓を掘ほり返して棺ひつぎを開き、今まさに腐ふ敗はいしてゆく亡なき骸がらを見る気分。

　刑けい務む収しゆう監かん施し設せつの面会用の個室──椅い子すに座るカール・マキシム・フォルメルハウゼン。

　手て錠じようなし／震ふるえる手＝アルコール中毒の名残なごり──濛もう々もうと煙草たばこの煙けむりを吐はく／唾つばを嚥のみ下そうとして、ひくひく動く喉のど仏ぼとけ＝撃うたれて絶命寸前の鹿しかのよう。「あの災わざわいを生き延びた、亡なき友ゲオルグのおフ嬢ロイさライんンが、わざわざ再び会いに来るとは。またぞろ陰謀が欲しくなったかね？」

「事実だけを──マキシムおじさん」陽炎＝目をそらさず──ミハエルがテーブルの上でプリントアウトした画像を滑すべらせる＝爆ばく熱ねつで溶とけた指輪／解かい析せきされデータ上で復元された指輪。

「こいつの制作過程、正確な個数、そして所有者を訊きたい」ミハエル──感情を交えず。

「その昔、ライフル友愛会の結成十年目を記念し、これを造ろうとみなで決めた」左手の小指の指輪でこつこつテーブルを叩く＝〈ÜＷ〉の文字。「数は当時のメンバーの人数と同じ、十一個だ。我々の結エス束プリの・ド精・コ神ールを示す特注品で、第インネ一レシユ区タツトのケーニヒ宝ほう飾しよく店に依い頼らいした。同じものが幾いくつもあるわけではない。これを造ってのちメンバーの人数に変化はなかった」

「メンバーにイタリア系の人間はいたか？」

「我々は世界コスモ市民ポリタ主義ニズムだから、お互いが何系という意識はなかったがね。私が記き憶おくしている限りでは、三人いたな。これは何の捜査かね？」

「友愛会のメンバーではない人間が、この指輪を嵌はめて死んでいた。心当たりは？」

「ほう」退たい屈くつをもてあました者が刺し激げきを喜ぶ笑えみ。「この指輪を手放すとは考えられん。魂たましいを引き裂さく行こう為いだ。この二文字は、かつての皇族の〝高ノブ貴レゆス・えオのブリ義ージ務エン〟に匹ひつ敵てきする」その笑みを陽炎に向ける──墓から手を伸のばすように指輪をかざす。「私のはここに。残り十個。うち一つはおフ嬢ロイさライんン、お前の父が棺の中で嵌めているのかね？　それとも父から譲ゆずり受けたか？」

　突とつ然ぜん、脳のう裏りでライフルの咆ほう哮こうが轟とどろいた──記憶──弾だん丸がんがもたらすべきものがもたらされた光景──銃じゆう口こうをくわえた父様／後頭部から噴ふん出しゆつする赤い奔ほん流りゆう／一いつ瞬しゆんで光を失った父様の空くう洞どうのような目／銃身をつかんだ父様の左手──小指──指輪。

　放ちかけた悲鳴を吞のみ込んだ──自分の額に玉のような冷や汗あせが浮うかぶのが分かった。

　傍かたわらのミハエルの声──ひどく遠くから聞こえる。「──陽炎」

「……大だい丈じよう夫ぶです」戦せん慄りつに耐たえる──過去の悪夢を押しのけ、ありったけの静せい穏おんさで視線を戻もどす──父様の頭から噴ふき出す血の残像。「父は、今も指輪をしています……」

「残り九つ」楽しげな男の声──口から硫い黄おうの煙を吐く地じ獄ごくの住人そのもの。「メンバーの多くは天に召めされている。全て探し出すのは容易だ。彼らの棺を調べればいいだけなのだから。ところでおフ嬢ロイさライんン、誰が幼い自分を撃ったのかというあの質問は口にしないのかね？」

　陽炎──答えず／微び動どうだにせず／ただ静穏さを求める／心を保つゆいいつのすべ。

「質問はこちらが選ぶ」ミハエルの珍めずらしいほど怒いかりをにじませた声。

「私は安らぎを得た」ミハエルに目を向けながら笑った。「孫たちに正しいことを教えたのだとわかった。私は間ま違ちがっていなかった。私が孫たちに伝えたのは真実の狙そ撃げき手の魂だった」

「正しいこと？」ミハエル──じっと男と目を合わせて。「……何の話だ？　あの子供たちにライフルを持たせ、自分に都合の良い話を語って聞かせ、無差別殺さつ戮りくを促うながしたことか？」

　男の顔に広がる、異様な優ゆう越えつ感に満ちた笑み──自分こそ正義と信じて疑わない顔。「彼が見つけ出してくれたのだよ……過去に私から何もかも失わせた、あの娘を。実は当時、未成年などではなく、れっきとした合法娼しよう婦ふとして登録されていた事実を。それを知って、どれほど心安らいだことか。孫たちのことは後こう悔かいしてはいない。むしろ私は彼らを誇りに思う」

　総毛立つほどの怒り──下らない自尊心の埋うめ合わせに、子供の姿をした怪かい物ぶつを生み出したことが誇り？　そう叫さけびかける前に、気配を察したミハエルに手て振ぶりで止められた。

「なかなか面おも白しろい話だ。見つけ出した？　お前のために？　いったい誰の話をしている？」

「万ばん人にんに安らぎを与あたえる偉い大だいな男だ。あの娘が私から慰い謝しや料りようをせしめてのち、ぶざまに交通事故死したことも教えてくれたよ。偽にせの身分証で商売をしていたせいで行方ゆくえがつかめなかっただけだったのだ。神の前では報むくいを受けざるもの一つとしてなからん、というわけだ」

「その怪あやしげな与よ太た話の語り部に名はあるか？　それともお前の脳みそがひねり出した幻まぼろしか？」

「さて。ひと月ほど前に一度、電話をもらっただけで本人には会っていない。相手は名乗らなかった。だがその声を聞くだけで、彼の偉大さを知るには十分だった」

「ますます病的な妄もう想そうといった感じがするな。通話記録を調べてみるとしよう。それで何を問われ、どう答えた？」ミハエル──一いつ蹴しゆうしながらも鋭するどい詰きつ問もん口調／陽炎が驚おどろくほどの剣けん吞のんさ。

「問われたのは船のことだ」男が煙草を灰皿でもみ消す──ミハエルに本能的な危機感を抱いだいたように。「ライフル友愛会に医師たちを撃った疑いがかかる少し前だ。メンバーと家族で船に乗った。覚えているかね、おフ嬢ロイさライんン？　あれが、我々にとって最後の幸せのひとときだった」

　陽炎──瞠どう目もく／咄とつ嗟さに断だん片ぺん的な記憶／船／大勢の客たち／父様／そして母様──心臓がどくっと鳴った／恐おそろしいものを予感したように／だがそれが何かわからず──うなずくべきか、かぶりを振るべきかもわからず──ただ呆ぼう然ぜん。「かすかに……そのような記憶があります」

　ミハエルが、自分と男を同時に視界に置いていることに気づく──まるで二人を事情聴ちよう取しゆしているかのように／少女を憐あわれむような目の光。「──で、何を問われ、どう答えた？」

「船はどちらの森へ向かっていたか。ウィーンの森か、ローバオの森か、ということだと私は解かい釈しやくした。下流と上流、どちらに向かっていたかというわけだ。私は記憶をたぐり、確信をもってローバオと答えた。彼はその答えに満足したのだろう。あの娘の本当の名と年ねん齢れい、そして事故死した場所を告げて電話を切った」

　ミハエル──訊きくべきことは訊いたという顔／指輪の写真をつかんで立ち上がる。

　追う陽炎──背後で男が煙草たばこに火をつけて言った。「まるでこれが彼から与えられた私の役目だったという不思議な気分だ。真実と安らぎをもたらす偉大な男のことをお前たちに話すことが。全くもって彼と神の前では、報いを受けざるもの一つとしてなからん、ということか」




「ケーニヒ宝飾店だ。指輪の制作数を確かく認にんしろ。それとライフル友愛会が貸し切りにした船の記録を調べろ」ミハエル＝素早く部下に指示──再びファイブドアセダンの車に乗り込み、鋭く駐ちゆう車しや場じようを見み渡わたす。「連中にとって、俺たちは事件の関係者ではなく事件そのものなんだろう」

　陽炎──シートベルトを締しめながら視線を追う──ぎくっとなる。

　広い駐車場の隅すみ＝ＢＶＴの会議に出ていたイギリス人が車に手を置いてこちらを見ている。

　その逆側で車の屋根に肘ひじをついているイタリア人の女──施し設せつの玄げん関かんのベンチ＝さも新聞を読みふけっているという感じのフランス人。

　陽炎が事件の関係者であることを知っている三人──それを暗あん黙もくの内に告げるため、わざわざ姿を見せている──〝何も隠かくすな。逃にげるな。見ているぞ〟──まるで〝お前が重要証人であると確信された瞬しゆん間かんに拘こう束そくする〟と言うよう。

「ろくでなしなりの忠告だ。よく聞いてくれ」ミハエル──まるでこれから戦せん闘とうが始まるというような厳しい目つき。「こうした状じよう況きようでは、どこで誰がどんな罠わなを仕し掛かけているか分からん。くれぐれもＭＰＢとしての本分を外れず、独走するな。独断と独力で何かをしようとするな。全すべて俺と、組織を通せ。いざというとき俺とＭＰＢがお前を守れるように。いいな」

　それが生死を分かつ秘密だというような重々しさ──うなずかざるを得なかった。「はい」

　エンジン音──こちらを見送る三人の捜そう査さ官かんたちを無視するように車が施設から出た。

　誰も追って来ない──少なくとも今、目に見えるかたちでは。だが不安は追って来た。諜ちよう報ほう局、国際イ刑ン事タ警ー察ポ機ー構ル、情報局──もし彼らが〝事態は鎮ちん静せい不能〟と判断し、結けつ託たくして何かをでっち上げることに決めたら／もし自分がいけにえに選ばれたら──何一つ抵てい抗こうできず、なすがままにされるという不安──まるで屠ほふられる羊たちの先頭たる〝ユダの羊〟になった気分。

「あの片足を突つっ込むどころか首だけ棺かん桶おけから出ているような男と話して、どんな成果があったと思う？」ミハエル──和やわらげた声／今はまだ何も心配する必要はないと宥なだめるように。

「疑問が増えた気がしますが」和らがず──つい追つい跡せきする車がいないか確かめてしまう。

「俺もだ。偉大な男というのは誰だと思う？」

「私には、プリンチップ社のエージェントの男しか思い浮うかびませんでした」

「確かにな。あの檻おりの中の老人にとっては最後の友人かもしれん。だが質問するだけして、何の行こう為いも促うながさないというのは少し様子がおかしい。プリンチップ社の流りゆう儀ぎからすれば、大切なことを教えてやる代わりに、刑けい務む所しよの中で自じ爆ばくテロを起こすべし、となりそうだがな」

「はい……しかし、では誰が？」

「さて」携けい帯たい電話の着信音──メールデータ＝もう一方の手でハンドルを握にぎったまま素す早ばやく確かく認にんするミハエル。「あの施設の通話記録を、さっそく解かい析せき班が洗ってくれた。確かに電話が来ている。なんと別の施設──レオーベンにある刑務所──その囚しゆう人じん用の公衆電話だ」

　呆あつ気けにとられる。「……囚人が囚人に電話をかけた？　船のことで？」

「摩ま訶か不思議だが、偽ぎ装そうの可能性もある。同施設を調査させ、通話データを解析させる」さくさくメールで指示──さらに通信。《中隊長、ケーニヒ宝飾店の帳ちよう簿ぼデータを確認。例の指輪ですが、十一個の注文です。同店に向かい、聴取します》

「よし」とだけ応答──やや間があってのち、驚きよう愕がくの情報が飛び込んできた。

《中隊長、先ほどお尋たずねになった、ライフル友愛会がチャーターしていた船を特定しました。船体番号２７０６９／４／１２Ａ。あの吹ふっ飛んだ船と同じ船体番号です。六年もの時間差はありますが、ライフル友愛会と枢すう機き卿きようは、同じ船に乗っています》

　がんと衝しよう撃げき／ぞくりと寒気──驚愕が氷柱つららとなって体を貫つらぬいて息が詰つまる。

　同じく得体の知れない戦せん慄りつに瞠どう目もくしているミハエル。「……確かだな？」

《はい。それと、過去五十四回の整備および修理記録が残っています》

「科学捜そう査さ班に連れん絡らく。吹っ飛んだ船の残ざん骸がいを、ミクロン単位で調べ尽つくせと伝えろ。船の修理を担当した全ての企き業ぎようと作業員をリストアップ。資料提供を呼びかけ、事情聴取を行え。何か不ふ審しんな点がなかったか、徹てつ底てい的てきに船・人・遊覧コース・関連会社を調べ上げろ」

《了りよう解かい》奮然と駆かけ出す様子が目に浮かびそうな応答。

　凝ぎよう然ぜんとなったままの陽炎──隣となりの男がこちらを一いち瞥べつするのを感じる／動けず／話せず。

「……陽炎」

「疑えというのですか？」口が勝手に声を放った──冷ややかで刺とげ々とげしくて今にも泣き出しそうな涙なみだ声ごえ／余計に男に憐れまれる／なんという惨みじめさ。「ライフル友愛会は……みな良い人たちでした。私は彼らが好きでした。あのマキシムおじさんだって……あんな人では決して──」

　歯を食いしばって溢あふれそうになる言葉と涙をこらえた──もうどこにもないのだという実感／最後の幸せなひととき／最も心安らかでいられた場所／何もかも──

「思い出して欲しいとは思うがね」ミハエル──いつもの無骨で機械的で大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く声／口調／態度──それが今は、この世で最も怖こわいものに思えた。

「思い出せません……私は当時、八歳でした」にじむ涙を隠したくてうつむいた──責められるのが怖かった／こうして初動捜査に同行させてもらっているのに、〝過度に心情的な事件関係者〟とみなされて捜査から外されるのが怖かった──ミハエルに憐あわれまれながら期待外れとみなされるのが怖かった──これ以上、自分から何かが奪うばわれることがたまらなく怖かった。

　ミハエルは何も言わない──二人とも黙だまったまま、やがて車は第エ二ー十・四ヴエ区ーに入り、本部ビルに帰き還かんした。ミハエルは、少し休め、とだけ命じた。何も心配する必要はないと小さな子供に言って聞かせるような微び笑しよう──この人にだけは、そんな風に自分を見て欲しくなかったのに。

　気力を振り絞しぼって敬礼／回れ右──自室に戻もどるまで耐たえた／自分のベッドに腰こしを下ろすまでは──それから、とうてい耐えられなくなり、両手で顔を覆おおってすすり泣いた。




　　　　†




　気づけば泣きながら眠ねむり込んでいた──カーテンの隙すき間まから差し込む西日で目が覚めた。

〝克こく服ふくあれ〟──思考力が鈍にぶった頭のどこか彼方かなたから飛来する声──さらに頭に響ひびく言葉。

〝陰謀が欲しいか〟──うるさい／そんなもの欲しくない／喪うしなわれたものが二度と元に戻りはしないのだと確かく認にんさせられるだけ／どんな死者も過去もよみがえりはしないのだと悟さとるだけ。

〝思い出して欲しいとは思うがね〟──もう嫌いや／みじめで憐れな姿をあの人に見せたくない。

　悲しみと寒気がするほどの無力感に打ちのめされ、たまらなく仲間の顔が見たくなった。

　洗面所──鏡に映る、文字通りの〝泣き寝ね入り〟後の腫はれぼったい自分の顔に、がっくり打ちのめされる／弱々しい足取りで部屋を出る──エレベーターホールへ。

　帰還した涼月や夕霧と出くわすことを期待したが叶かなわず──大がかりな捜査の真っ最中であるゆえ寮りよう住まいの他の女性隊員の姿も見られず──ぽつねんと世界中から取り残された気分。

　西日の輝かがやきに侘わびしさを増大させられながら、涼月と夕霧の勤務状じよう況きようを電子パネルで確認。

〝特務班〟扱あつかいの涼月──そう言えば、そもそも涼月一人で行かせたことを思い出す。

〝１・４〟扱いのままの夕霧──まだ脳を奪われた少女たちに付き添そっているのだろうか。

〝待機中〟扱いの陽炎──ミハエルの気き遣づかい／深い溜め息がこぼれる／ふと気づく。

　自分宛あての郵便物が届けられていることを示す郵便マーク──なんだろう？　咄とつ嗟さの妄もう想そう＝ミハエルが落ち込む自分を励はげますために何かを贈おくってくれた──ないない／直接渡わたすタイプだし。コスメグッズの試供品欲しさにアンケートに答えたせいで特売通知がどっさり来たのかも／カウンターへ──今の陰いん鬱うつさを忘れさせてくれるものであることを期待／ＩＤを入力／オートロッカーに入るものゆえバカでかい品物ではない──と思ったら本当に、小さな封ふう筒とうだった。

　ひょいと取り上げる──電報──このご時世に、わざわざ電報？

　眉まゆをひそめて封筒をひっくり返す──そのままの姿勢で何秒間かじっと見つめてしまった。

　レオーベン刑けい務む収しゆう監かん施し設せつ──〝囚人が囚人に連絡〟＝マキシムへの電話の通話元。

　わけのわからない嫌な予感で胸が苦しい──静せい穏おんを求めて息を整える──封を解く。





　克服あれと自らに命ずる子羊に

　妙たえなるラッパの音が響かんことを

〝かくて審さばき手の座したもうとき

　外げ典てんは黙もく示し録ろくとなりて顕あらわれ

　報むくいられざること一つとしてなからん〟

　鏡合わせの死者たちは告げている

　聖地の暗くら闇やみに眠りし問いは二つ

　なぜ彼らだったのか？

　なぜそれだったのか？

　死者の名こそ道しるべ




　　　カール・クラウス






　三回黙もく読どく──呆ぼう然ぜん／疑念／お手上げ──何を伝えようとしているのか、さっぱりわからない。

〝克服あれ〟──電報の主は、ライフル友愛会のテーゼを知っている。

〝報いられざること一つとしてなからん〟──マキシムが口にした言葉／だが彼自身の言葉ではなかった／おそらく電話の相手の口くち真似まね──その言葉をマキシムに告げた誰だれかさん／まるで啓けい示じのように／救済ででもあるかのように──この自分にも不思議な電報を送りつけてきた。

　マキシムに船のことを尋たずね、わざわざ真実とやらを教えた誰かさん──いったい何者だ？

　ホールの小さなソファに腰を下ろしてさらに黙読──にわかに思考が飛ひ躍やく。

　あの船だ──船自体が死んだ枢すう機き卿きようの目的だった──あるいは爆ばく破は犯の標的だった。

　爆ばく弾だんは、船ごと枢機卿を吹ふっ飛ばしたのではない──船に隠かくされた何かを焼き払はらうためだ。

　だから枢機卿を狙そ撃げきした後で、わざわざ爆破した──でもいったい何かってなんのこと？

　ラッパの音って？　外典？　黙示録？　なんなの──？？？？　首を傾かしげながら五回目を音読した直後、一連の詩とも謎なぞかけともつかぬ言葉に、突とつ如じよとして打ちのめされた。

〝問いは二つ〟

〈医師狙撃事件〉──ライフル友愛会を地じ獄ごくの底に突つき落とした事件。

　その根本にあって今なお解明されず、ろくに質ただされぬまま月日の中で風化していった問い。

　なぜ医師たちだったのか？

　なぜライフルだったのか？

　カチッ──何かが組み合わさる音／異様な実感──何かの用意が整えられてゆく。

〝鏡合わせの死者たち〟

　カチッ──医師たちとライフル友愛会。当時のＢＶＴによるいけにえ。だが狂きよう信しん的な事件と友愛会がたまたま結びつけられたのでもなく、両者は何かの必然でつながっていたとしたら。

　あるいは──両者をつなげるために、ライフルが用いられた？

〝聖地の暗闇〟

　カチッ──あのライフル友愛会の敷しき地ちである森のこと？

〝審さばき手〟──〝報いられざること一つとしてなからん〟

　まさか、この自分に、何年も前の、ほぼ迷めい宮きゆう入りした〈医師狙撃事件〉を解決しろとでも？

　けれど／何より不可解な点──その場に突っ立ったまま深く考え込んだ。

　答えはなし──思わず宙に向かって口にした。「カール・クラウスって……誰？」




　　　　漆しち




　第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト＝救急病びよう棟とう──大部屋／ずらっと並んだベッド・機械・カーテンの仕切り。

　効率的に大勢を横たえさせるための間取り──どうしようもなく収容所を連想させる。

　八人の眠ねむれる少女たち──あの河岸で発見された七人＋夕霧の知らないどこかで保護されていた別の一人──全員、穏おだやかな寝ね息いき／体中にバイタルチェック用のコード類。

〝脳がない人間の生命を維い持じ？〟──医師・看護師・院長──悪夢でも見るような目つき。

　廊ろう下か・階段・玄げん関かん・ロビー──警官・刑けい事じ・公安・憲兵だらけ──彼らに向かって長々と主張する奇き妙みような集団＝弁護士を先頭に立てて少女たちを引き取りたがる年配の男女。

〝彼女たちは私たちが保護すべき〟〝彼女たちは我らの信徒〟〝娘むすめたちを返して〟──追い払う警官たち＝〝公務執しつ行こう妨ぼう害がい、児童虐ぎやく待たい、殺人未み遂すい、どの容疑でしょっぴかれたい？〟

　病室へ続く廊下──その入口／ベンチにぼんやり座っている夕霧＝ＭＰＢの制服姿でいるお陰かげで、不ふ審しん者や邪じや魔ま者もの扱あつかいはされず──その耳に届く警官たちの会話。「〈インフィニティ〉の連中だ、ろくでなしども」「何年も前に教祖と一いつ緒しよに吹っ飛んだはずだが……」「教祖の甥おいが復活させたらしい。治らん病気を治してやると言って信者を増やす詐さ欺ぎ師しだ」

　そうした情報も夕霧の頭を素す通どおり──ただ座っている／自室で何かを待ったときのように／意味があるのかと疑問にも思わず／ただもう一度、あの人の声を聞くためだけに。

　透とう明めいな意識で周囲の人々を把は握あく──ほとんど禅ぜん僧そうの境地／と思ったら、その意識に猛もう烈れつな怒ど鳴なり声が飛び込んできた。「あたくしが、あの少女たちの一人だったかもしれないのです！」

　さっと振ふり返る──エレベーターホール──見覚えのある相手──髪かみの長い小隊長さん。

「あの少女たちの誰かが、あたくしだったかもしれないのです！」

　悲しみに満ちた目／声──夕霧の透明な心にも真っ直すぐ突き刺ささる。

　声をかけようとしたが、そのときにはもう小隊長さんはきびすを返し、彼女を宥なだめようとする公安の制服姿の大人たちに背を向け、ロビーから走り去ってしまっていた。

　大人たちの会話。「……おフロ嬢イラ様インが地下で発見した一人が皮切りになるとはな」「全部で八人か」「長官は、もっといると考えているようだ」

　そして彼らもすぐに立ち去った──夕霧が何かを訊きく間もなく。

　もっと？　他ほかにも脳を奪うばわれた別の者たちがいるのだろうか？　おそらく──もっと沢たく山さん。太公望さんを入れても──どこにでもいられるユニットとなるためには、まだまだ足らない。

　ユニット？　何のことだろう。こめかみをさすりながら座り直し、病室へ目を向けた。

　何もかもが青く輝かがやいていた。まるであの小隊長さんが引き起こしたかのように──窓も床ゆかも天てん井じようも全すべてが透明な青さに満ちていた。

　立ち上がった──空間を満たす青さを乱さないよう、そっと足音を立てず歩み寄る／病室に入る／左右に並んだベッド──地下道から現れた七人の少女たち──全員が目を開いていた。

　呼吸器を口元に固定されたまま、虚うつろな目で宙を見ていた。

　限りない青さの中で響ひびき渡わたる電子の歌声──一人を除く少女たちの合唱。

《３、７──》《１、３──》《１、１》《２、３──》《２──９》《７》《１、７──》

　不思議なリズム──電子音声のハーモニー──七つで一つの歌声。

　太公望さんの声を探したが、どれも七人の少女たち自身の声のようだった。

　夕霧は少女たちのうち一人の枕まくら元もとに歩み寄った──船の爆ばく破は現場で夕霧が抱だきとめた子。

　少女の青い瞳ひとみを覗のぞき込む──その美しい歌声＝《１、３──１、３──１、３──》

　夕霧は目を閉じた──つながってゆく感覚──ただ耳を澄すませた。

　全ての数字の背後で、《２３》《２３》《２３》という数字が、全てのリズムを支配しているのを感じた──二十三という数字が、何か世界の秘密を示す数字であるかのように。

　それを感じた途と端たん、ハーモニーがはっきりと感じられた──歌声の順番が。

《３、７──》その次が《２──９》その次が《２、３──》その次が《１、７──》

　まるで七人の少女が力を合わせて、一つの扉とびらを懸けん命めいに押し開こうとしているようだった。

　彼女たち自身の解放を求めて──彼女たちにつらなる多くの者の解放を願って。

《……お願い》遠い遠いささやき。《……お願い……吾われらを……夕霧小シヤオ姐チエ》

　胸を引き裂さくような悲しみを感じた──涙なみだが溢あふれそうになり、目を閉じたまま必死に耐たえた。

《……殺して……》

　心を動どう揺ようさせてはならない──歌声に耳を澄まさねばならない──彼女たちが開こうとしている扉に、夕霧自身が手を貸さねばならない。

《１、３──》夕霧が抱きとめたあの少女が微笑ほほえんだ気がした。

《１、１》微笑みが他の少女たちの間にも広がってゆく。

《７》──息を凝こらして辿たどり着き、暗くら闇やみの中でその数字が輝いた。

　３７２９２３１７１３１１７

　十三桁けたの数字──透明な青さの根源たる輝き。

　ゆっくりと目を開いた。歌はやんでいた。少女たちはみな再び穏やかな眠りについている。

　夕霧は制服のポケットから携けい帯たい電話を取り出して両手で握にぎり、夢見るような表情で──少女たちが発見されたときに彼女たちが浮うかべていたのと同様の顔つきで、その場から歩き去った。




　第ジン十メ一リン区グ──児童福ふく祉し局の前にあるビル──迷わず辿り着き、その屋上に立っていた。

　最後に来たのは何年も前──夕霧が八歳から九歳になろうとしていた頃ころのこと。

　ママと別れた場所──ママの信しん仰こうの地──人は飛べるというその思いを信じて飛んだ場所。

　自分が機械化されることになった場所──降り注ぐ黄金色の夕暮れの輝き──硫い黄おうの火のように燃える夕ゆう陽ひ／黄色い輝き──だが夕霧がそこに立った途端、天ヒン国メルの・ブ青ラオが広がっていた。

（内的導引性ビジョン──）

　脳のう裏りでささやく誰だれかの声──かつてどこかで聞いた声──男の人の声。

（逆らってはならない、しかし吞のみ込まれてもいけない──）

　かすかな記き憶おく──夕霧たちに多くの大切なことがらを教えようとしてくれていた人。

　顔も思い出せない──だが名前は思い出せる──ヴェルナー・フォン・ブラウン博士。

　ルルル、ルルル、ルルル──

　手にした電話が鳴り響いた。ママの電話──どこにもつながらないはずの電話。

　電子パネルの明めい滅めつ／めちゃくちゃな数字や記号の表示──懸命につながろうとして。

　ルルル、ルルル、ルルル──

　限りない青さを瞳と心に映しながら、一つずつ、ゆっくりと数字のボタンを押していった。

　間ま違ちがえのないように──正しい順番で、正しい数字を。

　３７２９２３１７１３１１７

　電子パネル上でその数字が表示され、ひとつながりとなった瞬しゆん間かん、コール音がやんだ。

『通話中』

　着信圏けん内ないであることを示すバー──見たこともないような美しい青さ。

「もしもし……」

　そっと電話を耳に当てた──ノイズの音──ピーピー／ガーガー／キーンという集音感。

「もしもし……」ささやき／祈いのり──心の全てで。「もしもし……夕霧です……」

　延々と続くノイズ──そしてふいに静せい寂じやく──全ての準備が整ったことを告げる声。

《こんにちは、砂糖菓が子しちゃん》

　ハスキーな声──優やさしい声──愛いとしい声──夕霧にとって世界で最も輝かがやける愛に満ちた声。

　どっと涙が溢れた──何もかもぼやけて見えなくなった──夕暮れの光も、青さも。

　それでもいい。構わない。この声が聞こえるなら全ての光が消え去っても構わない。

　そう思った途端、脳裏に限りない──本当にどこまでも透とう明めいに澄んでゆく青さが広がった。

《私の声が聞こえる？　私の愛する砂糖菓子ちゃん？　お歌が大好きなお嬢じようさん？　私の声が聞こえる？　お願い、私の愛しい愛しいお姫ひめ様、どうか、あなたの声を聞かせてちょうだい》

「聞こえます」

　泣きじゃくりながら応こたえた──愛する者へ、必死に声を振ふり絞しぼって。

「聞こえます、ママ」







[image: Ⅱ　怒りの日]







　　　　壱いち




　本部ビル二十階＝情報解かい析せきフロアの閲えつ覧らん室──おびただしいまでの情報。

　今朝──ぶつくさ言いながら〝出勤〟する涼月＝〝お前なら一人でやれる〟と心なく激げき励れい。

　ママの電話を持ち歩くようになった夕霧＝珍めずらしく夜よ更ふかし・朝あさ寝ね坊ぼう・おそらくまだ嗜し眠みん中。

　陽炎──ペナルティを犯おかす必要もなく手に入る情報を収集／あまりの多さに仰ぎよう天てん。

　カール・クラウス・フォン・シュテルテベッカー──元オーストリア軍少将。

　七年前の〈クーデター事件〉の主犯とされ、レオーベンの刑けい務む収しゆう監かん施し設せつで服ふく役えき中の政治犯。

　おそらく釈しやく放ほうされることは一生ない男の〝偉い大だい〟ぶり──多くの軍人、学者、マスコミ、作家、精神分析医、宗教関係者が、続々と面会を希望。あまりの多さゆえ、刑務側が〝一ヶ月間の面会者は十五人まで〟という、人権保護団体が激げき怒どしそうな例外的な規則を設定。

　面会した人々が書いた本──『カール・クラウスかく語りき』『カール・クラウスの行動学』『メッセージ・ゲームとは』『カール・クラウスが語る人間の法則』──膨ぼう大だい。

　ＢＶＴの資料──〈クーデター事件〉でカール・クラウスが行った情報戦術＝メッセージ・ゲーム──〝多くの人間にとって象徴的な言葉と、ある個人にとってのみ強力な意味を持つ言葉とを巧たくみに織り交ぜることで人心を操作し、自分は行動せずに望ましい状じよう況きようを作り出す〟

　目を剝むくような示し唆さ──〝この人心操作術は〈クーデター事件〉を通して最大限に発揮され、支し援えん型テロ組織とみなされるプリンチップ社をも状況成立のために操作した可能性がある〟

　あの幽霊ダミー企き業ぎようすら操あやつった？　本当に？　操られたんじゃなくて？

　なんだか怖こわくなる──繰くり返しこの男の電報を読む自分も操られている？　なんのために？

　バカげてると思いながらも、七年前に起こった〈クーデター事件〉が、六年前に起こった〈医師狙そ撃げき事件〉となんらかの形でつながっているのではないかという考えが湧わいてくる。

　そういう考えを抱いだけと、電報の文面がそそのかしているように思えてくる。

〝子羊〟──救世主、無む垢く、従順、呼び声の象徴──その暗示＝〝死者の魂たましいを安らがせる者〟

〝外げ典てん〟──聖書の正典リストから外されたもの──本来の意味＝〝隠アさポれクたリもフのア〟

〝黙もく示し録ろく〟──新約聖書／ヨハネによる預言的書──本来の意味＝〝明アらかポにカされリたプものス〟

〝妙たえなるラッパの音ね〟──最後の審しん判ぱんの始まり。そのとき死者は審さばきのためによみがえる。

　メッセージが告げる──読み解け──実在する陰いん謀ぼう／巧こう妙みようで根深い隠いん蔽ぺいを──暴あばけ。

　この自分に、過去の事件を解明し、犠ぎ牲せいになった多くの死者の魂に安らぎをもたらせと？

　本当にバカげてる──でも──もし、電報の主であり〈クーデター事件〉の首しゆ謀ぼう者しやと目される男が、陽炎の事件である〈医師狙撃事件〉の背景に、何らかの確信を抱いていたら──

　ぶるっと震ふるえが走る──戦せん慄りつを追い払はらう／静せい穏おんさを求める／冷静さを求める／理性をもって確かめろと己おのれに命じる──まずは、その後のメッセージの意味を読み解けるか確かめよう。

　何もかも不明ならば──そのときはミハエルにこれを見せる。そして、こんなものはどこかのいかれた男のたわごとだと言ってもらって綺き麗れいさっぱり忘れる。それがいい。それしかない。

　だが、そうはしないだろう。きっと、これを見たミハエルはこう言うから──気にするな、俺がこれを預かる。そしてミハエルから憐あわれまれながら、情報を教えてくれと乞こい願うしかなくなるのだ。真実から遠ざけられても、そうとはわからない、一人の無力な女の子として。

　そうなりたくない。それだけは。だからミハエルと対等になるしかない──今のうちにありったけの情報を手に入れるのだ。たとえ捜そう査さの道筋から外れ、ミハエルを失望させることになるとしても。憐れまれる女の子にならずにいられるためなら。他ほかにどんなすべがある？

〝鏡合わせの死者たちは告げている〟

〈医師狙撃事件〉──中絶反対派の超ちよう保守主義のいかれた誰だれかが起こしたとされる事件。

　死んだ医師は五名──容疑をかけられたライフル友愛会のメンバー十一人のうち、事故死・自殺は、なんと五名──まさに鏡合わせ。またさらに、マキシムのようにまったくの別件で逮たい捕ほされた人間も五名──メンバーの一名は難を逃のがれたが、翌年に肝かん臓ぞうガンで病死＝まるで死期が近いのだからそいつは放ほうっておこうと誰かが決めたみたいに。

　はかったような数──大いなる偶ぐう然ぜん？　あるいは何かの必然？　自分が初めてそれを調べることに気づかされる──ライフル友愛会ではなく、そもそもの事件の被害者たる医師たちを。

　五名──純じゆん粋すいに医い療りよう的な見地から母体の安全をはかるため中絶がやむをえない場合の手術を子細に検討した論文を共同で発表──そのため超保守派の怒りを招いた医師たち。

　まったくもって殺されるいわれなどかけらとしてない人々──ＢＶＴの捜査資料＝『怠たい慢まん』と真っ赤なスタンプを押されたかのような書類。

　聴ちよう取しゆ記録／証しよう拠こ物件／証言／犯人を特定するもの──水増しされた中身のない報告。

　迷めい宮きゆう入りして当然という感じの怠なまけぶり。こんな捜査でライフル友愛会が貶おとしめられたのかと思うと怒りが湧いてくる。つい友愛会に意識を引っ張られる──しいて医師たちに注目／経歴／主な研究／主な患かん者じや／主な手術／主な論文──誰かが誰かを殺すに値あたいするものを捜す。

　そして、がつん、という感じでその名前にぶつかった。

　五名の医師たちのうち、一名の、主な研究テーマ──植物状態の人間のための医療。

　昏こん睡すいからの覚かく醒せいの可能性──中絶が必要になるケースとして、妊にん娠しんしたまま植物状態となり、合がつ併ぺい症しようを引き起こした場合、母体を覚醒させる上で中絶が避さけられない臨りん床しよう例れいを提出──そのせいで中絶をとりまく激しい議論に巻き込まれた。

　と同時に、もとからこの医師は、ある別の議論の渦か中ちゆうにいた。

　脳内チップ──植物状態の人間を覚醒させる可能性についての数多あまたの議論。

　今も暗あん中ちゆう模も索さくの技術──〝脳の機械化〟の展望ともなるもの。

　その論文＝共同執しつ筆ぴつ──もう一人の執筆者の名＝ルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデル。

　驚おどろきのあまり立ち上がりそうになった──有名な車両設計者であると同時に、高度にネットワーク化されうる対象について、多数の論文を、多数の分野の専門家とともに執筆。

　特甲トツコー児童の設計開発顧こ問もん──その本当の名。ヴェルナー・フォン・ブラウン博士は身内に兵器開発の関かん与よを隠すための偽ぎ名めい──もはや〈ムージル邸ていの銃じゆう撃げき戦せん〉の前に入手した紙切れにしか存在しない情報／あらゆるデータが消されたと吹雪くんが言っていたと涼月が言っていた。

　あらかじめ偽装された情報が判明していたお陰かげで素す通どおりせずに済んだ──さもなければ他の多くの情報と一いつ緒しよになって、誰が誰かなんてことは考えなかったはず。

　よほどのつきに恵めぐまれているのか、それとも悪あく魔まにでも魅み入いられているのか──

　突とつ然ぜんの閃ひらめき──誰が誰かなんてことは考えない──もし、それが狙ねらいだったとしたら？

　殺された医師たち──だが本当の狙いは、そのうちの一人だけだったとしたら？

　その一人を殺すことを隠蔽するために中絶反対派による怒いかりを利用したとしたら？

　他の四名の医師たちを調べる限り、〝超保守的な狂きよう信しん者の犯行〟という構図しか見えてこない──だがこの一人にだけ焦しよう点てんをあてると全すべてが違ちがうものに見えてくる。

　そもそも産科も婦人科も専門ではなく、植物状態の治療が専門で、脳内チップによる覚醒の可能性を、特甲児童も接続官コーラスすら存在しなかった時期に、真面目まじめに取り組んでいた医師──

　そこでまた閃き──〝鏡合わせ〟──ライフル友愛会の側でも、本当は十一人のうち一人にだけ不幸になってもらう必要があったとしたら？　そしてそのことを隠蔽する必要があって、だから友愛会というグループ全体を、恐おそろしい混乱の渦うずに放り込んだのだとしたら？

　医師の一人／友愛会のメンバーの一人──その二人を同時に抹まつ殺さつする必要があり、かつその動機を隠いん蔽ぺいするためだけに、残り十四人が巻き込まれたのだとしたら？

　ありもしない陰いん謀ぼうを信じるおかしな人間になった気分──だが妄もう想そう家と違って、救いのない悲劇に押し潰つぶされそうになった──無差別殺さつ戮りく。たまたまそこにいただけで殺され、奪うばわれ、貶められた。安らぎとはほど遠く、根こん拠きよを見つけ出せるとも思えない推測の群──だが安らぎについてはともかく、根拠を与あたえうるものを、この自分が持っていることはわかっていた。

〝聖地の暗くら闇やみ〟

　幼い頃ころの彼女の記き憶おく──おそらくカール・クラウスも、それを求めているのだということは。




「銃は必要か？」

　何かの冗じよう談だんかと思ったが、ミハエルの真面目な顔を見てかぶりを振ふった。

　銃で過去は撃うてない──自分の脳を弾だん丸がんで吹ふき飛ばしても、誰かの安らぎにはならない。

「いいえ」そう言って相手を安心させるために微笑ほほえんだ──この男に対しては、ほとんど初めてのことだと遅おくれて気づく。「以前のムージル邸のときのようなことにはなりませんから」

「そうか」いつもの渋しぶい笑えみ──ちょっと苦く笑しよう気味。「ムージル邸でのあれについて、つべこべ言う気はない。ただモリィのやつは俺がお前をそそのかしたと思っていてな。ろくでなしの兄貴が、お前を連れ回して悪あく影えい響きようを与えてるんじゃないかと本気で疑ってる」

「私から誤解だと言っておきましょうか？」無意識にくすくす笑っていた──ごく自然に。

「火に油だ。それに実際、俺自身もそうなんじゃないかと思ってるくらいだからな」

「学ばせていただいています」柔やわらかな皮肉──親しみを込こめて。

　運転席で落ち着かなげにハンドルを指で叩たたくミハエル──なんだか急に陽炎の方が対等以上になったという感じ。「なんなら今からお前の仲間をここまで誰だれかに運ばせてもいい」やけに遠えん慮りよがちな言い方。「むろん、俺が付き合ってもいいんだが……」

「一人であることに意味があると思いますから」車を出てバックパックを担かつぐ──なんてことはないのだという軽々とした所作で。「お手数ですが、明朝、よろしくお願いします」

「遠慮するな。何かあったらいつでも呼べ。すぐに迎むかえに来る」

　本気で心配してくれている──ミハエルもモリィも──嬉うれしさ／申し訳なさ／憐あわれまれたくないという思い──にっこりうなずいた。「ありがとうございます」

　ドアを閉めた。振り返らずに歩み入った──軽い足取り／自分は大だい丈じよう夫ぶなのだと背後にいる相手に伝えるための／錆さび果てて倒たおれた金かな網あみと柵さくを踏ふみ越こえて──森の中へ。

　ライフル友愛会の敷しき地ち──最も幸福だった過去──揺りかごの、なれの果て。




　夕暮れを選んだのは、夜の森が、思い出の核かく心しんだからだった。

　廃はい墟きよと化したコテージ──さらに先へ進み、泉のそばにある狩しゆ猟りよう小屋に辿たどり着いた。

　すぐそばに、雑草で覆おおわれた古い焚たき火の跡あと──森を火事で焼き払はらわないための囲い／腐くさりかけた木のベンチ／炭化した薪たきぎ＝おそらくマキシムが潜せん伏ぷく中に使用したのだろう。

　日が暮れないうちに小屋からかび臭くさい薪を運んだ──適当に雑草を取り除いて火をつけた。

　バックパックの中身＝ハイキング支じ度たく──食しよく糧りよう／飲み物／レインコート／着き替がえ／森で迷ったときのための地図・方位磁石／テレビとラジオ機能つき携けい帯たい電話＝ほとんどヒマ潰つぶし用。

　何よりの護身具＝虫除よけスプレー／殺虫剤／各種の撃退用具──用心のための救急キット。

　そして、まだなんとか座れるベンチに腰こしかけ、火を見つめながら、ぼんやり待った。

　日が暮れてゆき、辺りが闇へ沈しずむうち恐きよう怖ふ心しんが起こり、たまらなく銃が欲しくなった。

　今いる場所から百メートルと離はなれていないところで一発の銃弾が自分を貫つらぬいたのだという恐きよう怖ふ──血の気が引く──今度こそ自分に死をもたらす何かが突とつ如じよとして迫せまるのではないかという戦せん慄りつ──陽炎は／彼女は／私は、その戦慄を、怯おびえる心を、しっかりと冷静に見つめながら、ただ静かにガムを嚙かみ／膨ふくらませ／弾はじかせ、そっとポケットからケースレス弾を取り出した。

　赤と緑の着色火薬──『Ｓ∽Ｉ』のマーク＝自己をつなぎ止めるための楔くさび──∽。

　相そう似じを意味する記号──彼女と私──過去と現在をつなぐ連結金具。

　それを握にぎりしめて、じっと耐たえるうち、鼓こ動どうが静まり、恐怖が去り、静けさが訪おとずれた。

　銃弾によって身体からだの自由を奪い尽つくされてのち、生きるためのすべとなった静せい穏おん。

　夜の森のざわめき──木立を遠い記憶とともに風が吹き抜ぬけてゆく／暗い泉の向こうで水の音／虫の羽音／どこかで小さ夜よ鳴き鳥が鳴いている／フクロウが眠ねむりから目覚める。

　大勢の男たちにとっての聖域であり憩いこいの場であった土地──今は自分一人しか訪れる者がいないということが実感されて涙なみだが溢あふれた。恐怖より悲しみの方がずっとましだったから、涙が流れるに任せた。明け方になってミハエルに涙の跡を見られて心配されると思ったが不思議と気にならなかった。泣けるだけ泣いておけという気分──この先、いつまともに泣けるかわからない──泣くに泣けない状況になるかもしれないという奇き妙みような予感。

　やがて最後の涙のひとしずくが流れ落ち、風がそれを消し去った。

　これ以上はないというほどの静けさ──穏おだやかさ──もし焚き火が消えて闇のまっただ中に放ほうり込まれたとしても、恐怖もなく、ただ森と一つになって眠ってしまいそう。

　実際、火を見つめながらうとうとしかけた──やれやれと手で顔をこすって眠ねむ気けを払う。

　準備はもう整っているはずだという意識がちらりと浮うかび、すぐに消えた。

　携帯電話で音楽でも聴きこうかとバックパックに手を伸のばしたとき──ふいにそれが来た。

　大勢の足音──真っ直すぐ自分がいる場所へ向かってくる──何頭かの犬の鳴き声とともに。

　完全に凍こおりついた。ミハエル？　外国の捜そう査さ官かんたち？　違ちがう──大勢で来るわけがない。

　しかも──そんなバカな──犬たちの楽しげな吠ほえ声とともに、この森に現れるなんて。

　足音が近づいてくる──どんどん迫ってくる──そして森の闇から焚き火の灯あかりの中へと彼らが歩み入り、その姿があらわになった。十一人の男たち／猟犬たち──マキシムおじさん＝過去の記憶通りの顔／刑けい務む所しよにいる男／この六年間でどれほど老ふけたかわかる。そして──

（内的導引性ビジョン）

　ライフルを担ぐ父様──自分の娘むすめ／自分の頭──両方を吹き飛ばすことになるライフルを。

　本物の恐怖──戦慄──微び動どうだにできずに彼らを見た──突如として歩み来る亡もう者じやたち。

（君たちを導くビジョンだ──それに逆らってはならない。でも、吞のみ込まれてもいけない）

　恐おそろしさに悲鳴を上げかけ、咄とつ嗟さに己おのれの腕うでを嚙んで押し殺した──激しい心臓の鼓動に全身を揺さぶられ、冷たい汗あせが頰ほおを背を幾いく筋もつたわって流れ落ちてゆく。

　男たちは、いつもそうしていたように、小屋の外の棚たなに置かれたケースにライフルを収め、それから、火が焚かれていることが当然というように、めいめいにベンチや地面に座り、犬を撫なでながら歓かん談だんし始めた──誰一人として、そこにいる陽炎に目を向けもしない。

　亡者の群──だがまるで自分の方が幽ゆう霊れいになった気分。

　これは揺りかごの中で見る夢だ──揺よう籃らん状態に等しい幻なのだ。

　だが突然、男たちが歓談をやめた。沈ちん黙もくが巨きよ大だいな鉄てつ槌ついになって、がん、と振ふり下ろされたよう──同時に／一いつ斉せいに、男たちが、そろって陽炎の方に目を向けた。

　もし生身の腕だったらとっくに食いちぎっていたのではないかと思うほどの力で嚙みしめ、気力を振り絞しぼって悲鳴を押し殺しながら、彼らを見つめ返し──気づいた。

　自分ではない。彼らが見ているのは自分の背後にあるもの──狩猟小屋だ。

　彼らと同じように小屋を振り返った途と端たん、たちまちその場から走って逃にげ出したくなった。

　小屋が綺き麗れいになっていた／手入れされていた／灯りがともって中で人影が動いていた／料理をする使用人／父様の帰りを待つ者がそれを手伝っている──そして父様の帰りに気づく。

　小屋のドアが勢いよく開かれ、満面の笑みを浮かべた幼い少女がこちらへ駆け出した。

　いつもいつでも陽炎が心の奥底で戻もどりたいと思っていたままの姿で。

　己の腕を嚙みながら、泣けるだけ泣いたはずの目に涙が溢れた──恐怖よりも遥はるかに強い悲しみに襲おそわれた。恐怖の方がまだましだと思えるほどの悲痛に震ふるえ上がった。

　幼い少女──ライフルの弾だん丸がんで撃うち抜かれる前の彼女。

　父様がその体を抱だき上げる──戻れない過去そのもの／助けて／誰か助けて／悲しみで心がどうにかなってしまう／こんなものを見続けていたらおかしくなってしまう。

　だが陽炎の心の一部は必死に静穏さを取り戻そうとしていた──悪運に満ちたこの年月で、たった一つ見み出いだすことができた、己の人生に耐え抜くためのすべ。

　少女が男たちの輪に参加した。料理が運ばれた。酒の小こ瓶びんが回された。誰かが手てび拍よう子しを始めた。みなが歌い出した。猟りよう犬けんたちが嬉うれしげに吠えた。少女が笑い声を上げた。

　その楽しげな光景のまっただ中で、陽炎は己の腕を嚙んですすり泣きながら悲しみを追い払おうとして必死に体を揺ゆらしている──心の一部は、静穏さを取り戻そうとしている。

　歌がひと段落するとともに、ようやく陽炎の腕から口が離れた──顎あごががくがく震えた／もう一方の手で涙を拭ぬぐった／ありったけの勇気を振り絞って再び眼前の光景に目を戻した。

「カジェロー」

　ぞくっとなった。誰かが自分のことを呼んでいた。慌あわてて十一人の男を見み渡わたした。

〝陽カジ炎エロー〟──イタリア訛なまり──いつも彼女をサビーネと呼ぶ母を思い出させる／イタリアのオペラこそ世界最高の芸術だと主張する母／わざわざ娘にまでイタリア語を習わせて──

「カジェロー、おバ嬢ンビさーんナ」

　森の方──はっと振り返る／ぼんやりした人影が幼い彼女に向かって何か話しかけている。

　イタリア系の男──顔がぼやけて思い出せない。みんなはっきりと思い出せているのに。

　内的導引性ビジョンを妨げている──何かの感情──強い否定が──恐れが。

　男の左手の小指──あの指輪──それをはっきり認にん識しきした途端、ふいに男の顔がはっきりし始めた。と同時に、また別の──泉がある方角から、ありえない音が聞こえてきた。

　船の音──暗い泉に、今まさにその船が浮かんでいる様子が、ありありと見えていた。

　ドナウ河をローバオの森の方へと上ってゆく遊覧船──その客席デッキの一いつ端たん。

　イタリア系の男とともに、赤い髪かみの女がいた。陽炎と同じ燃えるような赤い髪──母様。

　男がそっと何かを母様に手て渡わたす──その小指にあるものとは違う──同じ形をした指輪──

　その様子を幼い彼女はたまたま見ていた／ライフル友愛会の家族みんなで賑にぎわう二階デッキへ戻る途と中ちゆうでドアを間違えて／男と母様がぴったり寄り添そってキスをしているところを。

　息をのむ──息ができない──悲鳴を上げたくてもできない。

　男と母様が何か喋しやべっていた──きっと自分と父様を捨てる相談をしているのだと思った／幼い彼女はそう信じた／銃じゆう弾だんに貫つらぬかれて肉体の自由を失った後も／父様がおかしくなっても母様は助けに来てくれない／自分を捨てたに違いない／だって母様は父様ではない別の男の人とキスをしてたから──母様は彼女を助けてはくれない。

「カジェロー」声──再び森を見た──怒いかりとともに──彼女と父様から母様を奪うばったに違ちがいない男。握にぎりしめたケースレス弾が粉々に砕くだけた──殺してやりたいほどの憎悪が溢れた。

　だが男の顔を見た瞬しゆん間かん、何かが違うと感じた──今だからこそわかる何か。

　もっと恐ろしいものを予感させる何か──男の顔に浮かんだ微び笑しよう／孤こ独どく／苦く悩のう。

「恐おそろしい結果になるかもしれないんだ」男が言う──幼い彼女は、母様がキスをしていた相手をひどく警けい戒かいしながらも、男が深刻な何かを抱かかえていることを察していた──いつも父様たちと一いつ緒しよのときも、どこか孤独をにじませていた男──その顔がどんどんはっきりしてくる。

　緑の目＝印象に残る明るい虹こう彩さい──日焼けした顔／大おお柄がら／優やさしげな笑えみ。イタリア系企き業ぎよう家か──家族はいない／死に別れた／天てん涯がい孤独／孤独に耐たえるあまり、それが苦痛である以上に自分の誇ほこりにすらなってしまった男──家族がおらず、どう手に入れたら良いのかもわからず、父様たちと一緒にいて仲良く笑い合っていても、どこかよそ者のよう。そのとき幼い彼女は／陽炎は、唐とう突とつに男を可哀かわい想そうだと思った。多分、母様も同じように思ったのかもしれない──

「私には、あのハイジャックが偶然だとは思えないんだ」

　男の言葉に、びくっとなった。だが意味がわからない──幼い彼女もきょとんとしている。

　記き憶おく──ごっちゃになっている──なぜそもそも男が幼い彼女と二人だけで話している？

　男が母様とキスをしていたことを誰にも言えず、かといって忘れることもできず──直接、この男に問い質ただそうとしたのだ。だができなかった──男が、夜の闇やみの中で泣いていたから。

「今日でお別れなんだ、おバ嬢ンビさーんナ。君とも、君のお父さんパードレたちや、君のお母さんマ─ドレとも。このままでは君たちに迷めい惑わくをかけてしまうかもしれないから。私はそれがとても……とても悲しい」

　男は去ろうとしていた／去らねばならないことを悲しんでいた／孤独な男にとっての安らぎだったライフル友愛会／おそらく男が再び手に入れられたゆいいつの家族──この男はいなくなろうとしていた。何かをするために──そのせいで誰かを巻き込まないために。

「私は幼い頃ころに両親を喪うしなってね。親族なんていないと思っていた。だがそうではなかったんだ。あるとき保険の調査員が来て……いや、大人の世界のことは、まだ君にはわからないかもしれないね……」悲しげな微び笑しよう──幼い彼女はむっとなり、つんと澄すまして、保険っていうことはつまり誰かが亡なくなったのね、と言い、男はかぶりを振ふった。「ある──とても重要な地位にいるお方が、眠ねむってしまったんだ。死んではいないが、目覚めない。それで保険の調査員に、その方の親族を捜さがさせたんだ。目覚めさせるための手術に同意する権利があるのは親族だけだから。調査の結果、私と……遠い血けつ縁えんにあたるもう一人の人物を見つけ出した……」

　そこで幼い彼女は／陽炎は、男が怯おびえていることに気づいた──怯えながら、勇気を奮おうとしていることに──孤独なまま／誰にも悩なやみを打ち明けられずにいたことに。

　なぜか後を追ってきた幼い彼女を除いて──苦悩と恐きよう怖ふの余り、決心が揺らぎそうになっていた男のもとへ、たまたま現れてしまった幼い彼女にだけ明かされた言葉。

「しかし、その一人は既すでに……。おお……私には、あのハイジャックが偶然だとは思えないんだ。恐ろしい……だがもう、私しかいなくなってしまった……」

　やめて──恐怖が来た──層倍の恐怖──底なしの──耐えがたい悲しみと一体となって。

「目覚めさせようとして逆に死なせてしまうかもしれない。問われるべき真実など……。権利など拒きよ否ひして、眠らせたままの方がいいかもしれない。何もわからないんだ……何も……」

　やめて──だが幼い彼女は、自問する男の言葉を、自分に対する問いだと思って答えた。

「でも、眠っていたらお日様は見られないわ」

　陽炎は悲鳴を上げた──幼い彼女は澄まして、だが男に憐あわれみを感じながら続けた。

「誰だれだって、お日様が好きだから。彼女だったら、眠ったままなんて嫌いや。お日様を見てから神様のもとへ招かれたいわ。きっと神様もそのことを喜んで下さるもの」

　あらん限りの声を振り絞しぼって泣き叫さけんだ──幼い彼女は得意げな顔でいる／男が感かん銘めいを受けた微笑ほほえみを浮うかべたから／父様たちは歓かん談だんしている／愛らしい猟りよう犬けんたちが楽しげに吠ほえている／幼い彼女の言葉が闇にこだまし続けている──でも、眠っていたらお日様は見られないわ。

　あるいは──おそらくは──その一言が、その後の全ての悲劇を招いた。

「母様ムツター！」陽炎は揺ゆりかごの夢のまっただ中で恐ろしさのあまり血を吐はくように叫んでいる──決して口に出せなかった叫び／動けなくなった自分を世話する父様を刺し激げきするのが怖こわくて／おかしくなってゆく父様がいつ自分に危害を加えるか不安で／きっと母様はあのイタリア人の男のもとへ行ってしまったのだと諦あきらめるしかなくて──だが／そして今、この六年もの間、押し殺され続けてきた叫びが奔ほん流りゆうとなって迸ほとばしり出ていた。「ムッター、ムッター、ムッター！　助けて、助けて、彼女を助けて！　彼女を助けて、ムッター！　お願い、助けて──！」




　　　　弐に




　ママはなんでも知っていた。

　それも当然──ずっとお空の国にいて夕霧の全すべてを見守ってくれていたのだから。

　ママ本人からそのことを告げられたときは嬉うれしくて嬉しくて涙なみだが止まらなかった。

　夕霧が過去に耳にした全て──そのときは意味がわからなかったこと、記憶の端はじっこにとどめられてかえりみられることのなかった全てを、ママが覚えていてくれた。

「そうね、砂糖菓が子しちゃん。それってあの優しいブラウン博士が言ってたことね」ママは言う──夕霧の質問になんでも答えてくれる。「〝ブリリアント〟モデルは、あの難しい顔ばかりしてたギリシャ人のテオ・カラス博士が考えついたんだって。宝石をより良く輝かがやかせるためにカットするでしょ？　その最も正しい方法は〝ブリリアント〟と呼ばれてるって。それと同じように、脳内チップを使って、人を輝かせるの。そうすれば、心と体が複雑に絡からみ合うことで生まれてしまう、沢たく山さんの痛みを、いつか正しい方法で消すことができるに違ちがいないじゃない？」

　ママの素す晴ばらしい示し唆さ──しかも今起こっていることがらを考え合わせ、幾いくつも重要な推測をもたらしてくれた。夕霧だけではとても辿たどり着けなかった推測──それだってちっとも不思議なことじゃない。だってママは神様の国にいて、青く澄み切った他の多くの魂たましいとともにあるのだから。魂の行方ゆくえを知る者が、地上のことがらを推測できないなんてことがあるだろうか。

　ママは特に、太公望さんのことを推測してくれた──その魂は今も地上にあって、ママや他の大勢の者たちの目から隠かくされているのだ──しかし、それはおかしいことだとママは言う。〈空港占せん拠きよ事件〉でも〈戦犯法ほう廷てい事件〉でも、白露さんたちは、太公望さんを破は壊かいしようとしていた──あの法廷が終わった今、いったい誰が太公望さんを隠す必要があるだろう？

　あの脳を奪うばわれた少女たちに──奪われた脳の行方に関係していることは間違いない。

　おそらく太公望さんは、少女たちの魂と──脳とともにあるか、どこかでつながっている。そうでなければ、少女たちを通して夕霧に声を伝えられたはずがない。

　太公望さん／少女たち──どちらも何かに利用されようとしている／おそらくはマスターサーバーの干かん渉しようや追つい跡せきすらも逃のがれる何かを作るために／人間の脳を使うとはそういうことだ／人が己おのれの目の模も倣ほうであるカメラや、己おのれの骨格の模倣である建設した高層ビルや橋と同じく、己の脳の模倣であるコンピュータを凌りよう駕がするため、その原初物たる脳そのものを用いているのだ。

　そして／だが──示唆されること。

　白露さんや白露さんを暗くら闇やみに招いた者たちは、太公望さんを破壊したがっていた。

　となると白露さんたちとは違う、別の個人かグループが、太公望さんを隠したことになる。

　あるいは白露さんたちと協力し合いながらも、ひそかに太公望さんを生かし続けている。

　さらに／それよりも──心傾かたむけるべき示唆。

　太公望さんと〝犠ぎ脳のう少女〟たち──どこかでまた闘とう争そうが起こる──あるいはもう既に起こっている──白露さんたちと夕霧たちが互たがいに命を奪い合うことになる。

　だがその前に、つながりを取り戻せさえしたら──喪うしなわれた〝ブリリアント〟モデルを完成させるか、完成に近づけることさえできたなら──白露さんの心を取り戻せるかもしれない。

　希望──だがそんなことができるのだろうかと弱音を吐く夕霧を、ママが励はげましてくれた。

　しかも、ただ励ますだけでなく、信じることのできる根こん拠きよを示してくれた。

　一つ──夕霧たちの初めての出しゆつ撃げきのとき、誰かがおかしくなった／フロー状態に陥おちいった／変通抑よく制せいプログラムの効果がないほど過度に状じよう況きように適応した──そしてその後、特甲トツコー児童のみんなが、一斉に、心を守るため、心の一部を犠ぎ牲せいにして記き憶おくを喪うしなった。

　改変化の一つ〝身ズユ代ンデわンボりツク〟を選せん択たくした。

　おそらくはその選択が、夕霧たちだけでなく、白露さんや他の多くの特甲児童にも伝でん播ぱした──〝ブリリアント〟モデルとは、それほどの規模の影えい響きようをもたらすものなのだ。

　そしてそれこそ可能性なのだとママは言う──つまり、誰かがおかしくなったと同時に、夕霧たちの誰かがその異変に対抗するため、みなを守るため、正しい選択をしたのだと。

　それが誰であるかわからない──だが夕霧たちの誰かであるという不思議な確信。

　誰かが、激しい異変のまっただ中で、強きよう靱じんな意志をもって、〝ブリリアント〟モデルを本来の完成された姿へと近づけたのだ。おそらく、つながりの鍵である十三桁の数字を発展させて──そう。あの十三桁の数字は、残された可能性の一部ではあるけれども、未完成なのだ。

　それほどのことを成し遂とげたその誰かがいなければ、今も夕霧たち全員が、おかしくなったままだったはずだ。その誰かは、夕霧かもしれないし、他の者かもしれない──〈空港占拠事件〉で見たけれど、まだ誰にも話していない、あの幽霊の少女たちかもしれない。

　だがいずれにせよ可能性はあるのだ──〝ブリリアント〟モデルを萌ほう芽がさせる可能性は。

　夕霧にも──内的導引性ビジョンを有する者であれば、誰にでも。

　そして何より、太公望さんの声が、あの少女を通して聞こえてきたということは、つながりの鍵を再び夕霧たちに持たせようとする、何者かがいるということであるのだ。

　夕霧たちを助けようとしてくれている存在が。そしてその存在は、このままでは、いったん守ることができた夕霧たちの心が、再び異変に見み舞まわれるということを察しているのかもしれない。だから強ごう引いんな手段で、十三桁の数字を夕霧に届けようとしたのかもしれない。

　かつてなされた正しい選択──〝身ズユ代ンデわンボりツク〟による忘ぼう却きやく。

　だが今、みなが思い出そうとしている──いつまでも忘却が自分たちを守ってくれるわけではない。心は自然と本来の姿を取り戻そうとする。

〝ブリリアント〟モデルの完成に辿り着いて今度こそ本当に異変を乗り越こえるか──でなければ、かつて襲おそわれた異変の状態へ戻り、心の痛みに耐たえられず／あるいは耐えるため／あるいは大切な者の心を支えてあげるため──次々にみながおかしくなってゆくか。

　過去の異変がどういうものであったかはママにすらわからなかった──それほど激しい異変だったのだ。だがもし涼月が〝生き証人〟を無事に逮たい捕ほできたなら、多くのことがはっきりするだろう──そして涼月なら、きっと成し遂げてくれる／そう信じられる／ママも仲間を信じるよう夕霧を諭さとしてくれている──夕霧には夕霧のなすべきことがあるのだと。

　つながり──勇気をもって／強く信じることで／白露さんの心を取り戻せるかもしれない。

　だって二人は歌を覚えていた──虹にじの歌を。だって白露さんは生き残った心を求めていた──夕霧の中で今も生きる、白露さんの一部／移植された腎じん臓ぞう／夕霧を生かしてくれたものを。

　それに何より白露さんは、あの青い馬のバッジを喪わずに持っていてくれた──ママがそのことを思い出させてくれた──夕霧と白露さんが、警察と軍の共同訓練施し設せつで初めて出会ったときの、思い出の品──それがどういう思い出であったかも忘れてしまったけれど──

　いずれ思い出せるだろう──そしてそのときが、本当の分ぶん岐き点になるだろう。

　もし、太公望さん／少女たち／あるいはもっと多くの犠牲者による、何らかのユニットが完成してしまったら、きっとそれは白露さんのみならず、夕霧たちにも悪い影響を及およぼすだろう──逆らいがたく、致ち命めい的てきで、全すべての終わりのような影響を。

　その前に、開きかけた扉とびらを押し開くのだ──異変は始まっている／忘却／一度は守られた心の目覚め──善よきつながりをもたらすため、たとえ夕霧一人が犠牲になったとしても。

　大切な仲間のため、太公望さんや白露さんのためにそれが果たせるなら、犠牲になったところで悲しくはない──怖こわくもない。あの〈戦犯法ほう廷てい事件〉の犠牲者や証人たちのように、青い空の国にいるママのように、自分も同じ不ふ滅めつの魂たましいの列に加わると思えば、なんの悔くいもない。

　そしてもし、生きてそれが果たせたなら──そのときは、砂さ漠ばくに行こうと思った。

　白露さんの行いにも、報むくわれるべき善きことが、どこかにあったのだと確かめたくて。

　白露さんの心と彼が見てきたもの全てを、この自分の目と心と両手で抱だきしめるために。




「……海外派兵だと？」

　三十二階＝大隊長さんの部屋──黙だまっている大隊長さん／代わりに副長さんが、その一点にだけ驚きよう愕がくしていた──せっかく夕霧が沢たく山さんお話したのに。

「それは……本気なのか？　白露・ルドルフ・ハースの特とく殊しゆな任務を継けい承しようすると？　そうなれば仲間と離はなれ、転送および軍事支し援えんのみの、単独による極ごく秘ひの駐ちゆう屯とんになりかねんぞ」

「白露さんはそうしてました。夕霧には無理ですか？」

「いや……しかし、初の〝女子特トツコ甲ー・ヤー猟クトコ兵マンドー〟の誕生ということになれば多くの規則が課せられるだろう」副長──女子だろうとなんだろうと、むしろ軍は大喜びで夕霧を迎むかえかねない／特甲猟兵の相次ぐ脱だつ走そうによって生じた穴を埋うめかねない／そうなればＭＰＢの特甲児童が軍に優ゆう秀しゆうな人材を提供するルートと化してしまいかねず、他の特甲児童にも軍のスカウトが殺さつ到とうしかねない──という思案が副長の頭を駆かけ巡るのが自然と夕霧に伝わってくる。

　ものすごく迷めい惑わくをかけている気になったので付け加える──あらかじめママからも、そういう風に言っておけばいいと助言されていたこと。「ずっとでなくてもいいです。何年かとか」

　如によ実じつにほっとする副長。「いや……一時派兵を望む警察・憲兵の人員には前例がある」

　そこで大隊長さんに目を向けた──副長さんと違ちがって、容易には何も伝わってこない人。

「適性は三つ」低い、銃じゆうの撃げき鉄てつを思わせる、どんな場でも緊きん張ちようをもたらさないではおかない大隊長の声こわ音ね。「同どう胞ほうと国家のための忍にん従じゆう、貢こう献けん、遂すい行こうの意志」

「三つとも持てると思います」

　じっと見つめねばわからないほど小さくうなずく。「現今の事件において、身をもって示せ」

　お許しが出たみたいですよ？　という感じで、副長さんに目を戻もどした。

「か、海外派兵については、事件解決後に改めて確かく認にんする。仲間とも相談しておけ」副長──涼月や陽炎が夕霧を止めてくれることを期待している／動どう揺よう気味の咳せき払ばらい。「まず、お前が言うものは兵器開発局が提案する〝ターミナル・ユニット〟と完全に同義だ。その捜そう査さに電子戦は避さけられない。マスターサーバーに脳をリンクする上で多くの書類に同意する必要がある」

「はい」迷わず同意──何もかもがママから与あたえられた助言通り。

「書類は一両日中に揃そろう」咳払い──なぜ夕霧があらゆる前提事じ項こうを完かん璧ぺきに把は握あくしているのか困こん惑わくしている／怖がらせるように付け加える。「電子戦の過程で、人格および身体に、重大な損傷をこうむった場合、お前の脳を始めとする肉体的な資産は、ＭＰＢの保有のもとで、捜査や研究に活用されることを許きよ諾だくする書類だ。死亡後に肉体を研究に提供する囚しゆう人じんと同じだ」

「はい」これもママに言われた通り──吹雪くんはその書類にとっくにサインしているはず。

　副長──途と方ほうに暮れた顔で、夕霧の提案を全面的に受け入れる最後の言葉を口にした。

「医師の立ち会いのもと規定通りの検査を行い、訓練期間を設ける。基き礎そ的な技術と知識を習得しろ。その上で兵器開発局員の提唱するプランに従い、大規模にわたる電子捜査を行う。敵性の存在に対し、危険な電子戦を仕し掛かけることになる。今のうちによく再考しておけ」




　ママは誉ほめてくれた──仲間を大切に思う気持ち、希望を捨てない態度、きっと善き道になると信じられる行いを──世界を愛いとしく思うために決して失ってはならない心の全て。夕霧はベッドに寝ねころんで、うとうと眠ねむくなるまでママとお喋しやべりをしたり、一いつ緒しよに歌ったりした。

「ねえ、ママ」半ば目を閉じながら夕霧が言った。

《なあに、私の砂糖菓が子しちゃん？》ママは嬉うれしげに応こたえてくれる。

「呼んでみたかっただけ」くすくす笑った。

《いつでも呼んで、私のお姫ひめ様》ママもくすくす笑っている。《いつだって見守っているわ》

「ねえ、ママ」

《なあに、私の可愛かわいいクニグンデさん？》

「ママに会いたい」

　沈ちん黙もくが降りた。なんでも答えてくれるママにも、答えられないものがあるのだとわかった。

《いつか会えるわ。でもまだ、今はそのときじゃないの》優やさしい声。

「うん」精せい一いつ杯ぱいの明るい声で返した──ママを困らせたくなくて。「愛してる、ママ」

《私もよ、お嬢じよう様さま。この世で一番、あなたを愛してるわ。さ、おやすみなさい。きっと、今まで見たこともないような素す敵てきな夢を、神様がプレゼントして下さるわ》

「うん」目を閉じた──ほんの少し涙なみだがこぼれ、頰ほおをつたわった。「おやすみなさい、ママ」




　　　　†




　鏡合わせの死者たち──ハイジャック。

　聖地の暗くら闇やみで見み出いだしたもの──半はん狂きよう乱らんになって泣き叫さけび続ける陽炎を、誰だれかが抱きしめようとした／動けない自分に危害を加えようとする父様の手だと思って嚙かみついた／思い切り嚙んだにもかかわらず相手ははねのけようともしなかった／逞たくましい男の腕うで／口の中に血の味／むしろ陽炎が舌を嚙み切ってしまわないよう、あえて差し出してくれたようでもあった／真しん摯しに宥なだめようとする声がようやく耳に届き、それが自分を呼ぶミハエルの声だと気づいた。

　明朝に迎えに来ると言ったミハエル──だが夜の森に女の子を一人で置き去りにすることができず、どこからか見守ってくれていた。

　硬こう直ちよくする顎あごに手を添そえられ、やっと相手の腕から口を離した──亡ぼう霊れいたちは消えていた──小屋も廃はい墟きよに戻り、幼い彼女の姿も、船の幻まぼろしも、何もかも過去の暗闇へ去っていた。

　恐おそろしい言葉を今の自分のもとに残して──〝でも、眠っていたらお日様は見られないわ〟

「もういい、陽炎。もういい、ゆっくり息をしろ。何も考えなくていい。体の力を抜ぬけ。そうだ。落ち着いて息を吸え。何も考えるな。考えなくていい」ミハエル──嚙みつかれた左腕から、だらだら血を流したまま、焚たき火の火を消し、陽炎を抱だき上げ、バックパックを担かつぎ、車まで運んで乗せ、怯おびえて震ふるえる陽炎を毛布でくるみ、そしてＭＰＢの本部ビルまで運んでくれるまでの間、とにかく陽炎を落ち着かせるための言葉を投げかけ続けてくれた。

　何を思い出したとも、事件の手て掛がかりをつかんだのかとも訊きかず──ただ宥めてくれた。

　本部ビルに到とう着ちやくし、ミハエルから連れん絡らくを受けていたらしいモリィの出で迎むかえ──モリィは怒おこっていた／〝彼女に何をさせたの？〟／〝さ、あのろくでなしの男は放ほうっておきなさい〟

　ミハエルの毛布にくるまったままモリィとビルに入った／モリィが付き添ってくれた／一緒にシャワーを浴び、自室まで送ってもらった／〝相変わらず部屋を片付けるのがちょっとばかり苦手みたいね〟＝冗じよう談だんめかしたおやすみの言葉──そして陽炎はベッドで丸くなった。

　ミハエルの毛布にくるまったまま──〝子セイ供フがテ手イ放・さブなラいン毛ケ布ツト〟──〝精セイ神フテイ安・ブ定ランケ剤ツト〟そのもの。部屋の灯あかりが消された──ドアが閉められる間ま際ぎわに、涼月の声が聞こえた／モリィと話している／心配ないというようなことを言っているのをかすかに聞きながら眠っていた。

　夢は見なかった──声だけが何度も何度もこだましていた──聖地の暗闇に眠る答え。

〝眠っていたらお日様は見られないわ〟──〝あのハイジャックが偶然だとは思えないんだ〟

　昼近くまで延々と眠り続けた──目覚めるなり跳はね起き、またぞろ震え出した。

　ミハエルの毛布にくるまったまま震えが収まるのを待った──毛布を体に巻き付けたまま廊ろう下かへ／シャワー室／温かい湯を浴びながら、自分の中で勇気が起こるのを待った。

　自室──綺き麗れいに毛布をたたんだ──ふと、あのぬいぐるみを見つめた。

　片耳が取れた子こ猫ねこのぬいぐるみ──『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．』＝〝私テはイ・あヴなオーたリがヨ・大タ好ントき・でベーすネ〟

　母が一番最初に教えてくれたイタリア語の言葉であるのだと思い出す──それを自分が自分に対して、真実の愛情を告げる言葉として選んだのだと実感し、なぜかさらに勇気が湧わいた。

　ぬいぐるみを毛布の上に置き、少しだけくるんでやった──幼い女の子が、ぬいぐるみを歳とし下したの姉し妹まいか、自分の分身とみなして、そうするように。それから、なくさないよういつも洗面台の鏡の横にかけてある『中』の牌ブロツクを手に取って首にかけ、それだけをお守りにした。

　狙そ撃げき手の魂たましい＝今の自分をあらわす──最高の／最後の誇ほこり。

　バックパックをつかみ、再び解かい析せきフロアの閲えつ覧らん室へ──森で口にするはずだったサンドイッチとクッキーと水と炭酸水とコーヒーを詰つめ込みながら情報のジャングルを駆かけ回る。

　どんどんあらわになるＢＶＴの怠たい慢まんぶり──まるでそれ自体が隠いん蔽ぺい工作なのではないかと思えるほど何も見ない／言わない／聞かない／調べない──事件に蓋ふたをする手段だけ巧こう妙みようになってゆく。だがしかし事件が起こったこと自体を隠かくすことはしていない──隠せるわけがない。

　二〇一〇年五月──〈医師狙撃事件〉の発生。

　二〇一〇年四月──〈ルフトハンザ３９１便ハイジャック事件〉の発生。

　中東系過激派が、ヨーロッパ版９１１を実現しようとして旅りよ客かく機を奪だつ取しゆ──山さん岳がく部で墜つい落らく。

　ＢＶＴの報告＝犯人の操縦ミス──〝政府が撃げき墜ついを許可した〟という噂うわさを断固否定。

　回収された機体のエンジン部に〝明らかに爆ばく発はつ物ぶつが使用された痕こん跡せき〟──しかし／にもかかわらず／調査を続行せず──ＥＵ諸国から怠慢ぶりを批判されてＢＶＴ局長と幹部が辞任。

　今のエゴン・ポリが副局長に──のちＢＶＴ局長に──組織の不幸を最大限に利用して。

〈医師狙撃事件〉とハイジャック事件──被ひ害がい者しやの医師たちのリスト／容疑者とされたライフル友愛会のメンバーのリスト／機内に乗っていた全すべての者たちのリストをプリントアウト。

　カール・クラウスのメッセージを思い出す──その最後の一行。

〝死者の名こそ道しるべ〟

　だが陽炎は、死者の一人に焦しよう点てんを当てる前に、その膨ぼう大だいさにおののき、声を殺して泣いた。

　死者たちのリスト──乗組員・乗客・犯人たち──百五十七名。

　生存者はただ一人──虫の息で救助された、八歳になったばかりの女の子。

　自分とほぼ同年齢──いったいどんな地じ獄ごくを見たのか──そう思うと涙が止まらなかった。

　陽炎だけが推測しているに過ぎないＭＯ＝〝犯モド行ウスの・オペ手ラン口デイ〟──たった一人を狙ねらったことを隠すため、同時に大勢を殺さつ戮りくし、混乱させ、不幸の渦か中ちゆうに陥おとしいれるという途と方ほうもない手口ＭＯ。

　もし本当にそうなら──鏡合わせの事件であるなら──医師の一人、友愛会のメンバー一人、機内の乗客一人──たった三人を殺すため、百数十名を巻き添ぞえにした／ある眠ねむれる誰かを目覚めさせないために／目覚めさせる技術と権利を行使させないために／その何倍もの数の遺族たちに耐たえがたい悲痛をもたらした／ごく少数の生存者を地獄の底に叩たたき落とした。

　ふざけるな──どんな狂くるいきった理由があれば、そんなことが許されると勘かん違ちがいできる？

　闇やみ雲くもな怒いかり──パズルは空白だらけでピースのめどさえなく、好き勝手に何かの絵が描かけるつもりになっているだけかもしれない──だが確信は増し、重みに押し潰つぶされそうになった。

　胸むな元もとの牌を握にぎりしめながら、被害者に対する悲しみを、壮そう烈れつな怒りが上回ってゆくのを──やがては、その怒りすらをも、途方もない力を秘ひめた使命感が上回ってゆくのを感じた。

　私こそが事件そのものだ──事件を生き延びたことで──私自身が事件になったのだ。

　死者の名──自分しか解明してやれない暗闇／悲痛に満ちた名めい簿ぼに没ぼつ頭とう──ふいにコール。

　バックパックに詰め込んだままの携けい帯たい電話──こちらを気き遣づかうミハエル──その頼たのみ。

　陽炎に許しを得なければ開くことができないもの。

　棺ひつぎ。その蓋。外げ典てんと黙もく示し録ろく──覆アわポれクたリもフのアと、暴アかポれカるリもプのスが、また一つ。

　目を閉じた。心の静せい穏おんと強い使命感とに満たされながら応こたえた。「私も同行します」




　第ジン十メ一リン区グ──中央墓地──何かを通り抜けたかのように、いつにも増して冴さえやかな輝かがやきを見せる陽炎の美び貌ぼうを、墓地関係者が何度も振ふり返る／ＭＰＢ隊員たちが触ふれがたいものでもそこにあるかのような面おも持もちで見る／ミハエルがいつもの落ち着きの下に、考こう慮りよすべき問題が今まさに発生しようとしているかのような思案げな眼まな差ざしを向ける。

　陽炎はただ静かに佇たたずんでいる。神父の立ち会い──墓地管理者が掘ほり返された土の脇わきに、クレーンで吊つられた、今にも砕くだけて中身が降り注ぎそうな古い棺を置き、蓋の留め具を外した。

「開きます……よろしいですね？」墓地管理者──陽炎に。棺を開く権利を持つ遺族である以上に、陽炎が責任者であり、眠れる死者を目にする資格を持つただ一人の人間だというように。

　沈ちん黙もく──神父もミハエルすらも待っていた──陽炎が言った。「お願いします」

　墓地関係者が手て袋ぶくろをした手をこすった──死者を怒おこらせないためのおまじない。

　ぎいっと蝶ちよう番つがいが軋きしむ音──蓋が開かれた──ゆっくりと／腐くさった土を落としながら／正装に身を包み、胸の上で手を組み、おそらく死んだときは入念な死に化げ粧しようを施ほどこされ、カトリックが拒きよ否ひする〝自殺者〟ではなく、〝事故死者〟として埋まい葬そうされたであろう亡なき骸がら。

　歩み寄ったのは陽炎だけ──他の者は、そうしてはならないと戒いましめられたように動かない。

　亡骸の胸元／左手の小指──指輪──なんの感情も交えず告げた。「ありました」

「十一個全てを確認」隊員──小声。「死んだ枢すう機き卿きようの指輪は、リストにない十二個目です」

　ミハエルがうなずく──そして次の指示を部下に出しかけ、はっと口をつぐんだ。

　棺の傍かたわらにひざまずいた陽炎が、その美しいおもてを寄せ、腐り果てて地虫の蠢うごめく死者の白骨化した額に、そっと口づけていた。少女の長い赤髪が、亡骸を包む真っ赤な屍し衣いのように、苔こけむした死者の頭と、腐ふ敗はいして穴だらけのスーツの胸元を覆った。その場にいる全員が、近寄りがたい美しさと畏い怖ふに打たれたように息をのんで少女と死者を見つめた。

　彼女は／私は／陽炎は──唇くちびるを骸むくろから離はなすと、ゆっくりと死者の手から指輪を抜ぬき、自分と父様にだけ聞こえる声で告げた。

　あなたにこの事件を捧ささげます。あなたと友愛会のみんなに。多くの犠ぎ牲せい者しやたち全てに。

　審さばきと永遠とわの安らぎを、報いられざること一つとしてなからんことを。

　誓ちかいます……父フア様ーター。




　　　　参さん




　胸むなくそ悪い六週間──〝出勤〟の日々──受験勉強に費ついやせるのは夜と週末だけ。

　署の聴ちよう取しゆフロアを最新の噓うそ発見器を完備した魔ま女じよの館やかたに変え、いともあっさり女主人となったグレーテル＝〝私の活動はあなたがたに有意義な成果をもたらすはず〟──署長も隻せき眼がん魔女の異様な迫はく力りよくに気け圧おされて渋しぶ々しぶと承しよう認にん。

　若い二人の警官──ヘルマンとフリッツ──やたら喜んでグレーテルを補ほ佐さ＝魔女の従者。

　魔女の要よう請せい＝〝獲え物ものがいなくては宝も持ち腐れ〟──噓発見器をフックで撫なでながら。

　獲物＝二十五番街の武器所有者たち──二五二五署の強きよう烈れつに差別的な任務に倣ならう＝〝黒人街の武装解除〟〝カラスどもの集会の粉ふん砕さい〟〝不法謀ぼう議ぎの撃げき滅めつ〟〝暗黒アフリカ大陸の開かい拓たく〟

　最低で過激な隠いん語ごの数々──道しるべのない任務＝本当に道路標識が壊こわされたり引っこ抜かれていたりする地区を徘はい徊かい──ガブリエルの運転する装そう甲こう車で街を流す／二人で車を降りて街をうろつく／街で食事する──街になれ。

　つい脳内チップで任務情報を検けん索さくしてしまう──〝特務班〟の文字だけ＝空白の任務内容。

　死人の目のように淀よどんだ街角／賑にぎやかな繁はん華か街がいの裏道／うっかりさまよい込んだ観光客が年に何人も行方ゆくえ不明になる界かい隈わい──区役所の〝憩いこいの広場〟＝麻ま薬やくやナイフや拳けん銃じゆうのフリーマーケット──自分と他人の人生を破は壊かいする道具を手軽な値段で売買する者たち。

　籠ろう城じようする武装犯を壊滅させる仕事とは全く違う緊きん張ちよう・疲ひ労ろう／目的の欠けた迷い気味の足取り──道々から視線＝たむろする老ろう若にやく男なん女によ──無言でＭＰＢの制服をじろじろ見る。

　けっこう雑多な人種がいる〝黒人街〟──労働移民とその子孫たち／市公認の出で稼かせぎ売春婦／日中から働く労働児童／怪あやしげな物売り／ゴミ拾い／アル中／麻薬の売人らしき者たち。

　界隈の最初のルール──〝獲物だと思われるな〟──二日目から最新の防ぼう弾だん防ぼう刃じんスーツを着こみ、二十万ボルトの電撃ロッドで武装するようになったガブリエル。

　あちこちで見かける〝座り込み野や郎ろう〟──でかいゴミ缶かんを逆さにして座り、道を塞ふさいで目を光らせている。あからさまな〝見ウオ張ツチりマン〟──誰だれも路地に入らせないための番犬役。

「そろそろ仕事らしいことをしても良い頃ころ合あいだと思わんか、涼月隊員」指さすガブリエル。

「あー……」座り込み野郎をしばし観察／他ほかに提案なし──気き後おくれしつつ同意。「はい」

　少女と大男の到とう来らい──目が据すわる座り込み野郎。「憲兵が何か用かよ」

　街中の目が集まる気分──薄うす汚よごれたビルや通りのあちこちから、よそ者に注がれる眼まな差ざし。

「この奥には何があるんだ？　この界隈の新人に教えてやってくれんか」ガブリエルの聴取。

「とっとと消えな子供づれのおっさん」男の膝ひざに水道用の鉄パイプ／殴なぐるためではない／パイプの中に仕込んだ銃弾＝ギャング流の自作銃──冷ややかに涼月を一いち瞥べつ。「ほんとに子供だぜ」

　なぜか、むかっとなるのではなく、ちょっと傷ついた──自分でも意外。

　ガブリエル＝回れ右／言葉の通じない観光客みたいに──呆あつ気けにとられて追う。「仕事は？」

「あの奥に何かがあることは分かった。押し入ればあの男に背後に立たれることになる」

　だから諦あきらめるのかと思ったら角を曲がって最初の店に入ってゆく──何も考えずに従う。

　ぎょっとなる──アダルトショップ──おいおい／客が振ふり返る／涼月を見る／怪訝けげんな顔。

　直進するガブリエル──天てん井じようまである商品棚の間を足早に追う／あられもない品々／思わず頰ほおが紅潮／うつむく／〝ほんとに子供だぜ〟／さっき傷ついた部分がさらに傷つく気分。

　ガブリエルの威い容よう──店員も見て見ぬ振り──裏口の鍵かぎを勝手に開けて外へ出る。

　左にさっきの座り込み野郎の背中＝まんまと迂う回かい──最初に言ってくれよ／奥へ／物音。

　ビル裏の搬はん入にゆう口──車のホイールの群／車両用品店──詰つめ所のドアにポスター＝『二十五番街のデモにみんなで参加しよう。参加希望者は青年組合〈マンシャフト〉まで』

　大型バン＝〝フォルクマール整備会社〟のロゴ──五人の男が箱詰めされた何かを積み込んでいる／やたら慎しん重ちような手つき／全員がなぜかマスクを着用／一人が気づく。「おい！」

　ゆっくり歩み寄るガブリエル──電撃ロッドのボタンを外しながら。「商売の邪じや魔まをする気はない。続けてくれ。合法的な商売かどうか、ちょっと見たいだけだ」

　五人が左右へ＝マスクをしたまま／全員のズボンや上着に銃の膨ふくらみ／いきなり臨戦態勢。

　一人がガブリエルの前に立ち塞がる──筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう／正視／脅おどしと警告。「ここはモルノーさんの縄張りシマだぜ。二五二五署の連中も来やしない。アダー神父が話を通してるからな」

「ふむ、モルノー、アダー神父」ガブリエル──左手の携帯端末ＰＤＡでメモ／右手は電撃ロッドの柄えに。「他に知っておいた方がいい名前は？　その荷は？　そこの整備会社の物か？」

　完全に殺気立つ男たち──一人が涼月にささやく。「女の子はパパの×××を×××してな」

　ひわい度抜ばつ群ぐんの挑ちよう発はつ／思わず脳内で伏ふせ字変へん換かん／右フック──どかん！　怒いかりよりも気持ち悪くて、うっかりぶっ飛ばしていた──男がバンの屋根を転がって向こう側へ落下。

　ガブリエルが電撃ロッドを抜ぬいた──目の前のマッチョなマスクマンを一撃＝壮そう絶ぜつな悲鳴。

　少女と大男──〈空港占せん拠きよ事件〉〈戦犯法ほう廷てい事件〉──めちゃくちゃな銃撃戦を生き抜いた二人のデビュー戦──武器を抜く間を与あたえずたちまち五人をノックダウン。

　さっきの座り込み野郎が慌あわてて駆かけつけ、涼月とガブリエルに睨にらまれて両手を挙げた。

　六人の獲物＝〝公務執しつ行こう妨ぼう害がい〟──彼らが積もうとしていた箱の中身に、さすがに仰ぎよう天てん。

　銃／手しゆ榴りゆう弾だん／軽機関銃／火か炎えん放射器──やたら漂ひよう白はく剤ざいのにおいが鼻をつく武器の山。

「大した収しゆう穫かくじゃないか？」ガブリエル＝押おう収しゆうした大型拳銃──プリンチップ社の刻印。

「なんで？」意外／疑念。「〈ローデシア〉のバカどもじゃなくて、なんでここの連中が？」

「さて。それを解明する仕事はこれからだ」鷹おう揚ように構えるガブリエル。

　使われなくて良かった──さもなければ特甲を転送する羽目に／初対面の六人を命令もなしで血の海に沈しずめるなんて悪夢はごめんだ／とてもこの任務を続けていられなくなる。

「彼女は特甲児童だぞ。この程度で済んで幸運だったな」涼月の内心を察したように言うガブリエル──ポスターを指さして。「お前たちのデモというのは命がけの戦争のことか？」

「くそったれ」マスクを引き剝はがされた筋肉男──黙もく秘ひを宣言。「俺たちは何も知らねえ」

「どのみちこれ以上の質問は俺の仕事ではない」気にした様子もないガブリエル──六人仲良く手て錠じようをかけて装甲車の後部座席に閉じこめる──二五二五署へ移送──そして魔女の館やかたへ。

「いきの良さそうなのが手に入ったわね」凍こおりつくような笑えみをたたえるグレーテル──男たちを一人ずつ値ね踏ぶみ／品定め／教材の選別──異様な雰ふん囲い気きにまごつく男たち。

　レッスン＝グレーテルの合図に従う涼月──取調室に呼ばれて喋しやべらされたりマジックミラー越ごしに会話を聞かされたり──若い警官二人が補ほ佐さ／くつろいで見学するガブリエル。

　魔女の合言葉。「３と３で８、それが原則よ。覚えておきなさい、涼フラ月オ・さスズんツキ」

　３と３は６じゃないか？──教えられたことを素す直なおにボイスレコーダーに吹ふき込みながら質問。「どういう意味ですか？」

「３は耳の形」右手と左のフックを両耳に当てて『ダンボ』の真似まねをするグレーテル＝お茶目な仕草が呪のろわしい何かに見える。「３と[image: ]を重ねると８の字になるでしょう？　８は二つの輪、つまり手錠、逮たい捕ほの意味。二つの耳である聴取ドライと尋問ドライが本当の逮捕アハトにつながるということ」

　その実じつ践せん──基本テクニックを六人の男たちにそれぞれ適用。

　同意的反意のテクニック──味方のふり／相手の立場になって誘さそい込む。「分かるわ。私があなたの立場なら黙だまっていることが最も大事。何も喋ってはいけない。煙草たばこをどうぞ。ところで私がどこまで何を知っているのか、教えて欲しくはない？」

　積極的評価──誉ほめる／囃はやす／いい気にさせる。「元特とく殊しゆ部隊員と特甲児童を相手に抵てい抗こうするなんて滅めつ多たにお目にかかれないガッツだわ。さぞかし他ほかにも武勇伝をお持ちでしょうね？」

　役割演技──健康な人間にガン患かん者じやの演技を十五分させただけで、病気に敏びん感かんにさせ、様々な保険に加入させたり健康グッズを売りつけたりできる──応用＝尋問相手に囚しゆう人じんの役を強制。「名前も言ってくれないのね。じゃあ番号で呼ぶわ、２４８１３号。ぴったりね、２４８１３号。あらあらポケットから煙草が見つかったわ。立ちなさい、２４８１３号。両手を壁かべについて。じっとしなさい。一言でも喋ったら罰ばつが待ってるわよ。座りなさい、２４８１３号」

　筆記の拘こう束そく──人間は自分の手で書いた文章の内容に支配される／無意識に従おうとする／従わない自分に矛む盾じゆんや無力感を抱いだく。「あなたが属する青年会〈マンシャフト〉の加入書類よ。あなたの筆ひつ蹟せきを確かく認にんさせて欲しいの。この〝正しい市民のモットー〟のところを最初から最後まで書いて下さる？　私は常に誠実に偽いつわりなく報告し、良き労働者として──」

　疑問的命令行こう為い──何気ない言葉すら疑問形式にすることで、相手の反対意い欲よくを失わせ、やがて命令に等しい効果を発揮する。「あなたの正面に座らせてもらってもいいかしら？　素敵なシャツね？　今日の出来事を聞かせてもらうわね？　まずあの装甲車両の乗り心地ごこちについて聞こうかしら？　それとも他に話したいことがある？　話したいことがありそうね？」

　囚人のジレンマ──別室の仲間はみんな黙っているはず、という考えを突つき崩くずす／喋らねば自分だけ損をすると信じさせる。「他の五人があなたのことを何て言ってるか聞きたい？」

　被ひ疑ぎ者しやの尋問にあたる警官の特権──ありとあらゆる噓うそをついても違い法ほうにならない。

「署長は興きよう味み津しん々しんよ」噓──「あの武器は既すでに使用されていて誰だれかを撃うった可能性があるの。あなたは殺人の容疑者ってわけ」噓──「あなたの仲間には仮かり釈しやく放ほう違反者がいて、あなたまで共同不法行為を問われるわ」噓──「今あなたの母親と電話で話したところよ」真っ赤な噓。

　涼月＝マジックミラーの向こうで仰天／聞いててハラハラ──グレーテルに呼ばれて男たちと喋らされる──喋る内に噓が本当に思えてくる──なんだかやたらと気が滅め入いる。

　記き憶おくのすり替かえ──人間は表現の違ちがいによって記憶に誤差が生じる。「あの怪かい物ぶつみたいな男と、血も涙なみだもない特甲トツコー児童に襲おそわれたあなたのことを、街のみんなが同情するでしょうね」

　部屋に呼ばれるたび、涼月を見る男たちの目に、恐きよう怖ふがあらわれ始める──うんざり。

　グレーテル＝部屋から部屋へ優ゆう雅がな足取り／まるで六人の患者を次々に手術する名医／左手のフックが血まみれのメスに見える──若い二人の警官＝尋問と並へい行こうして署の情報を提供。

　モルノー──元ギャング／前科十七犯／更こう生せいして整備会社に勤務／現在は病気で入院中。

　フォルクマール整備会社──元軍人が開いた会社／青年組合〈マンシャフト〉の中心人物／ギャングたちを更生させて社員として雇やとう／正しい商売の仕方を教える。

　アダー神父──二十五番街の顔／信心深い地元民から一目置かれる存在。

　さらなるレッスン──喋り始めた人間の〝符ふ号ごう〟を見み抜ぬく──動作と表情と言葉の分ぶん析せき。

「なに？　あの荷物をどこに運ぶ気だったかって？　さあな。俺が知るわけないだろ」否定する前に相手の質問を丸ごと繰くり返す──答えを隠かくそうとして時間を稼かせいでいる証しよう拠こ。

「そうだな、俺はなんていうか、下っ端ぱだしな」椅い子すの前の方へ座るようになる──対たい抗こうする姿勢／プライドを刺し激げきされた座り方／言っていることと反対のことを言って欲しがっている。

「番号なんかで呼ぶんじゃねえ！　俺を誰だと思ってる。誰だと思ってんだよ！」人間らしい扱あつかいを何より求め始める──ひと押しで、どんな取り引きにも応じるようになる状態。

「そうかもしれねえ、そうじゃないかもしれねえ」ゆっくり話す──自己嫌けん悪おを隠している。

「ああ、うん。うん、うん」うなずく回数が増える──自分の話を聞いて欲しがっている。

「へえ、そうかい。あいつらがそんな風に俺のことを言ってるって？　そんなホラを信じろってのか？」前まえ屈かがみになって目の動きが少なくなる──孤こ立りつを感じて不安になっている証拠。

　そしてグレーテルお得意のうなずき──〝ブルガリアの習慣〟──一いつ瞬しゆん、イエスかノーか分からない／たったそれだけで異世界に放ほうり込まれたような違い和わ感かんと不安に陥おちいる男たち。

　憐れん憫びんを催もよおす光景──涼月とガブリエルの共感＝〝あの女の正面にだけは座りたくない〟

　拘束は四十八時間までが原則──最初の六時間で落ちていた六人を丸二日間も教材にするグレーテル。「何が何でも起き訴そしたい連中じゃない分、気楽にやれるわね、涼フラ月オ・さスズんツキ」

　成果──六人の供述が一いつ致ち／気楽さとはかけ離はなれた憔しよう悴すいの顔／涼月も精神疲ひ労ろうでげんなり。

「モルノーの弟のエリクだ。あいつが仕切って武器を運ばせてる。ここらで出回るのはみんな汚きたならしい武器ばかりだから消毒にえらい手間がかかるんだ。昔はモルノーが銃じゆうもヤクも仕切ってたが、今じゃすっかり大人しいから、代わりにエリクが兄貴の真似まねをしてる」

「誰が武器を用意したかなんて知らねえ。プリンチップ社？　駄だ菓が子しでも売ってる会社か？」

「マルティンさんが行方ゆくえ不明なんだ。フォルクマール社の社長だよ。あの〈ローデシア〉とかいうクソどもにさらわれたって噂うわさだ。俺たちはマルティンさんを助けなきゃいけねえんだ」

「デモはモルノーさんとマルティンさんが、アダー神父と準備したんだ。〝環かん境きようの向上〟とか〝市政への訴うつたえ〟とか、たわごとさ。でもアダー神父は俺たち全員に必要なんだって言った」

「マルティンさんがいなきゃデモは無理だ。みんなびびってる。デモを〈ローデシア〉が襲しゆう撃げきするって噂だしな。いや、俺たち〈マンシャフト〉は絶対びびったりしねえ。絶対に」

「マルティンさんを捜さがしてえんだよ！　俺たちに必要な人なんだよ！」

　搾しぼり出される情報──レッスン終しゆう了りよう／心底ほっとする──検察へ引き渡わたされる六人。

　迷めい惑わくそうな検察官──起訴を面めん倒どうくさがる／二五二五署の流りゆう儀ぎに反した憲兵の働きに感謝せず／嫌いや味みと文句。「余計なことをして、ギャング連中が見境なく報復したらＭＰＢの責任だ」

　むかつく涼月──無表情のガブリエル──慣れた顔のグレーテル。「よくあることよ」

〝マルティンさん〟について署長の見解。「ああ、捜そう索さく願は出とるようだが、何しろカラスどもはすぐ消える。借金か何かで夜よ逃にげしたんだろう。いちいち捜してなどいられん」

　露ろ骨こつな差別意識──怒いかりよりショックを受けた。「殺されるかもしれないのに？」

「そうは思えんな」どうせ大した命ではないと言いたげ。「問題なのはＭＰＢの度し難がたいまでの独善だ。街のごろつきから何を聞いたか知らんが、アダー神父には手を出すな。ＭＰＢがこの領土で神父を拷ごう問もんにかけたなどということになれば、どんな面倒ごとが起こるか分からんし、そのとき貴様らの背中を守ってやろうなどと思う慈じ悲ひ深い人員はここにはおらんからな」




　涼月＝ペン型ボイスレコーダー──録音していた署長の声を丸ごと副長に転送してやった。

　副長＝返事なし──〝受信した〟というサインだけ。

　涼月とガブリエルの了解──〝署長の警告などクソ食くらえ〟＝背中を守り合う少女と大男。

　行方不明のマルティン・フォルクマール社長を捜す──武器流通を仕切るエリクを捜す。

　手始め──エリクの兄であるモルノーを捜す──入院中＝すぐに発見／呆あつ気けにとられる。

　深刻な感かん染せん症にかかり隔かく離り病びよう棟とうに閉じ込められていた──精せい悍かんでハンサムなアフリカ系オーストリア人／アスファルトなみに青ざめた褐かつ色しよくの肌はだ／ガラス越ごしの聴ちよう取しゆ／室内電話。《バカったれ、エリク。勘かん違ちがいしやがって。俺の弟を止めてくれ。〈ローデシア〉に殺されちまう》

　受話器を握にぎったまま相手の必死の形相に呆ぼう然ぜん。「えー……どこにいるか分かれば──」

　立て続けに色んなビルや店の名前を教えられた──ボイスレコーダーがあって良かった／手じゃ書きとめきれない──そして前科十七犯の男の叫さけび＝十四歳の女の子に本気で懇こん願がん。《武器の売り買いは〈ローデシア〉の罠わなだ。やつらの標的まとは州知事だ。やつらは黒人の州知事に我が慢まんならねえんだ。俺たちを憎にくんでるんだ。アダー神父と俺たちのデモを潰つぶさせないでくれ。マルティンさんと俺の弟を助けてくれ。〈マンシャフト〉を助けてくれ。礼は何でもする。頼たのむ》

　モルノーの目に浮うかぶ涙──心がひりひりする／思わず真顔でうなずいた。「……はい」

　ベッドに戻もどされるモルノー──教えられた場所をしらみ潰し──数すう軒けんが未成年禁止の店／ガブリエルと一いつ緒しよに入る／子供の自分に向けられる視線──慣れようとする／慣れそうにない。

　やたらと恥はずかしくて嫌な思いをしながらも全すべて空から振ぶり──翌日＝ガブリエルと相談。

　武器の運うん搬ぱん先を洗う──〈マンシャフト〉の役員である雑貨店店主＝知らぬ存ぜぬ──手にロザリオ／いかにも信心深げ／立ち去る少女と大男に幸運の祈いのりを捧ささげる──むかつく。

　切り替え──武器を積んでいたバンのナビを押おう収しゆう──ガブリエルがデータを抜ぬき取って走行ルートを解かい析せき／装そう甲こう車のナビとＭＰＢのマスターサーバーの連動──判明。

　大量の武器を放り込んで隠せる場所──地下下水道──いつもながらの犯罪の巣そう窟くつ。

　橋の下──コンクリートの斜水壁から巨きよ大だいな洞どう窟くつに入ろうとして急停止。

「すっげーにおい」思わず後ずさる──目がちくちく／猛もう烈れつな臭しゆう気き。「入れると思う？」

「やめた方がいい。この一帯で企き業ぎようの不法投とう棄きが行われているという噂だ。浄じよう化か処理が必要な薬品製造や食品加工の際の廃棄物が、丸ごと垂れ流しになっていると聞いた」

　地下に広がる毒の沼ぬま地ち──信じがたい環境の劣れつ悪あくさ──辟へき易えきしながら橋の上に戻った。

　ふと思い出す。「あのさ……武器を運んでたやつらって、マスクしてただろ？」

「そして漂ひよう白はく剤ざいのにおいがする武器だ。あの地下道に保管していたものを殺さつ菌きんしたんだろう。この界かい隈わいで出回る武器が汚いというのは、あの地下道を通ったということらしい」

「もしかして、あそこに入ったせいでモルノーはひどい病気になったとか？　でもなんで？」

「兄があそこに武器を捨てたつもりだったが、弟は兄が隠したと勘違いしたというのは？」

　根本的な疑問。「弟はあそこに入っても病気にならなかったのかな」

　何か思いついたようにうなずくガブリエル。「フォルクマール整備会社だ」

　装甲車で移動──整備会社＝河岸の小こ綺ぎ麗れいなビル／マルティンの所有──大した繁はん盛じようぶり。

　市のタクシーや運送トラック以外にも、遊覧船やタグボートの整備も一手に引き受けているメカニックの旗手──確かに白人至上主義者たちの恰かつ好こうの標的。

　悲ひ嘆たんに暮れる秘書。「マルティンさんは立派な方です。軍でも優ゆう秀しゆうな整備士として活かつ躍やくされていました。沢たく山さんの〝勇気ある者への報ほう酬しゆう〟を国からもらって、この会社を開いたんです。国のためにも市のためにも働いている人なんですよ。警察は本気で捜すべきじゃありませんか」

　ただ同意するばかりの涼月──ガブリエルと一緒にこざっぱりした社長室に通される。

「〝勇気ある者への報酬〟って何？」こっそり質問。

「地じ雷らいや仕し掛かけ爆ばく弾だんの解体に伴ともなう危険手当だ。確かに優秀だったらしい。見ろ、涼月隊員」壁かべの写真を指さすガブリエル。「キプロス紛ふん争そうで、あの少しよう佐さの部隊に参加していたとはな」

　誰だれだ？　写真──戦地／兵士たち／真ん中辺りにマルティン・フォルクマール。

　隣となりに堂々たる体たい軀くの男──やっと合点＝ミリオポリス初の黒人州知事になった元少佐。

　エドワルト・オヴェロン・メッサーシュミット──〝標的は州知事〟＝モルノーの叫び。

　棚たなを見るガブリエル──州知事からの感謝状／州の表ひよう彰しよう状じよう。「なるほど。政治献けん金きんに票集め。マルティンは、エドワルト州知事にとって、かなり有力な支持者のようだぞ」

　応接用テーブルの端に積まれたビラを覗のぞき込む涼月──デモ＝『州知事公こう認にん』──なんとなく納なつ得とく。「〈ローデシア〉の罠ってのは、わざと武器を配って、どんぱち騒さわぎを起こさせてデモを潰すってことだろ。それってつまり、本当に潰したいのは州知事の方ってことかな？」

「社会党のエースである州知事をな。そのために、まず支持者を潰す。陰いん湿しつだが効果的だ。支持者たちが怖おじ気けづけば政治基き盤ばんが崩ほう壊かいする。マルティン社長が〈ローデシア〉から脅きよう迫はくされ、それを知った社員たちが武器を欲ほつして罠にはまったのかもしれん。そろそろ目的の品を見よう」

　秘書に頼んで防毒装備を見せてもらう──アスベスト除去にも使われる全身防護服。

　使用後の処理──専用の缶かんに密みつ封ぷうされて廃棄物業者へ渡される──専用倉庫に缶の山。

　着き替がえ用の密閉室──法による義務＝氏名と日付がＩＤカードで自動記録される。

　特に汚お染せんされたもの──逮たい捕ほした六人／弟エリク──過去十日間で二回の使用記録。

　後はマルティン、モルノーの名前がずらりと並ぶ──過去三週間で二十六回。

　最後のモルノーの記録──防護服の破損／内部の汚染／感染の可能性──病院で検査。

　会社を出て装甲車に乗り込む──涼月が先に口を切る。「二十六回？」

「三週間、つまり二十一日間でな。たった数分で九回も防護服を出した記録まである。明らかに、同じＩＤを使い回し、大勢に防護服を配った可能性大だ」

「誰かが二人のＩＤを勝手に使ったのか？　でもモルノーは実際に病気になってるし」

「マルティンとモルノーが他ほかの誰かと協力したか、脅迫されたかして、あの地下下水道で何かをしていたのかもしれん。それが武器の運搬なら、病院で聞いた話は根本からおかしくなる」

　少女と大男の合意──モルノーを再聴ちよう取しゆ──だが病院で門前払ばらい／病態悪化で面会謝絶。

「埒らちが明かないな。デモの中心者であるマルティン社長から話を聞ければ一番いいのだが」難しい顔──行方ゆくえ不明が二名／捜さがすには人手不足／二五二五署はスタンドプレーをするＭＰＢ特務班に全く協力せず。「……こうなると最後の相手が頼たよりだと思わんか、涼月隊員」

「最後の相手？」口にしつつ思い浮かぶ──署長が止めた相手。「アダー神父？」

「どうする？」訊ききながら早くも装甲車を道路へ移動させている。「神父を尋じん問もんすると二五二五署の署員に背中を守ってもらえなくなるそうだが、それで何か不安になることはあるか？」

「全然」肩かたをすくめる──少女と大男のにやりとした笑えみ──気き兼がねなく歯車の合う二人。




　二十五番街の外れへ──大通りに面したエレベーターなしの四階建てビル。

　ビル全体が教会──信者たちの憩いこいの場／ミサのための大部屋から大だい音おん響きよう＝モダンジャズ。

　夕霧が大喜びしそうな浮き浮きステップ中の信者たち＝アヴェ・マリアをシャウト。

　日ひ替がわりで色々なサークルがビルを活用──〈アルコールを追い払え〉〈瞑めい想そう・友の会〉〈二十五番街《マンシャフト》チアリーダー部〉〈憎にくむべきコカインと戦う同盟〉〈天使と自殺願望について語る会〉〈前科七犯のお料理教室・牛骨スープの煮に込こみがあなたの暴力衝しよう動どうを癒いやす〉

　色んな人間が有意義に交流しているらしい──四階に給湯室／倉庫／司祭室──ノック。

「鍵かぎは開いている」司祭室から声──それがこのビルのモットーだというように。

「失礼します」涼月から先に入る──ガブリエルが後に続く──二人の合意＝ガブリエルが先に入ると、涼月が大男の背中に完全に隠れて、この世から消えたような扱あつかいをされるから。

　右手の壁におびただしい数の額に入った写真の群と名札──おそらく信者たち。

　子供たちが作ったらしい聖劇の紙細工に埋うもれたデスク──男が立ち上がって微笑ほほえむ。

　無表情の涼月とガブリエル──男の醜みにくさに対して何か表情を浮かべてしまわないように。

　アダー・ガウス神父──年齢不詳の老人／アフリカ系／驚おどろきの面相／踏ふみ潰されたヒキガエルという比ひ喩ゆが浮かぶ／他に浮かばない／潰つぶれたような鼻／裂さけたような口／ずんぐりした体がのそりと動く──手に使い古したロザリオ／祈いのり続けたせいで幾いくつも珠たまが欠けている。

「お待ちしていたよ。ＭＰＢの噂うわさのお二人に、どのようなおもてなしができるかな？」

　事前に予期していた？　気づく──デスクの奥に監かん視しカメラのモニター／見られてた／ビルに出入りした人数をカウントする機械まである／左手の壁を覆おおうタペストリー＝恐おそらく向こう側に避ひ難なん部屋へのドア／もしくは護衛の控ひかえ／複数の警報スイッチ──鍵以外は万ばん全ぜんの警備。

　麻ま薬やくでトチ狂くるった人間が銃じゆうをぶっ放しながら飛び込んできても、ゆうゆうと逃にげられそう──階下の信者を置き去りにして。「突とつ然ぜんお邪じや魔ましてすいません。少し聞きたいことがあります」

「大いに聞いて欲しい」手て振ぶりで応接用ソファに座るよう促うながす──涼月たちがビルに入った直後に用意させていたらしいカップ／紅茶。「あの悪名高き〈ヴィエナ・タワー〉を粉々に打ち砕くだいた拳こぶしの持ち主にお会いできるとは、光栄の至りだ」

「どうも……」大人しく座る──遅おくれて驚きよう愕がく／タワー？／拳？／〈アンタレス事件〉の機密事じ項こうと特甲トツコーの特とく徴ちようを平然と口にした神父をまじまじと見る──ガブリエルも座りながら瞠どう目もく。

「何か失礼なことを口にしてしまったかな？」本気で心配するような顔で二人の前に着席──ガブリエルの方を向いてにっこり笑う。「シュローム」

　眉まゆをひそめるガブリエル──悪い冗じよう談だんでも聞いたような顔。「……今、なんと？」

「さて。ただの挨あい拶さつだよ」知ってるだろうと言いたげ──だが意味不明。「少しと言わず大いに何でも聞いて頂こう。マルティンとエリクを捜すようモルノーから頼たのまれたのかね？」

　こちらの目的を知っている──街の顔／かなりの情じよう報ほう網もう／一ひと筋すじ縄なわではいかない相手に対して魔女のレッスンが甦よみがえる──平然と返す／リードを奪うばわせない。「はい、そうです」

　ガブリエルがやんわり訊く。「二人の行方にお心当たりは？」

「二人の行方については残念ながら心当たりはない。街の誰だれもが知らないようだ。とある白人至上主義団体に拉ら致ちされたと言う者もいる。恐ろしいことだ」悲ひ嘆たんの顔──〝符ふ合ごう〟＝態度と言葉と表情の一いつ致ち──だが何か引っかかる／涼月の疑念──二人の行方・心当たり──相手の質問を丸ごと繰くり返すのは最適な返答を思案するための間を稼かせぐため。なんでそんなに椅い子すの前の方に座る？　ただの癖くせ？　それとも反対のことを言って欲しい？

　咄とつ嗟さに訊いた。「本当に〈ローデシア〉がさらったと思いますか？」

　ふいに神父の目が輝かがやいたように見えた──グレーテルの生身の目にもときおり浮かぶもの／生徒が及きゆう第だい点を取ったときの輝き／合格と告げる目。「君は思わないのかね？　えー……」

「涼月・ディートリッヒ・シュルツです」名乗る──この神父はとっくに知っていると思いながら。「涼月でいいです。マルティン社長は本当にさらわれたと思います。会社を放ほうり出す理由はないですから。でも誰がさらったかは分かりません」十分にタイミングを見計らって差し込む──鋭するどく自然に／言葉のジャブ。「社長とモルノーは地下で何をしてたんですか？」

「想像もつかない、ディートリッヒ」さらりとかわされる──わざわざミドルネームを選せん択たく。

　くそ、この親父──漢キヤ字ラク名ターを文化委い託たくされた涼月にとって十年後のファーストネーム／お前を大人扱いしているという積極的評価＝あたしが一番言って欲しいことを口にしやがった──子供扱いされると傷つくなんて絶対に悟られるな／持ち上げられて操作されてたまるか。

「あの毒とバイ菌きんまみれの地下に、二人が入って行ったことは、否定しないんですね？」

　さらにジャブ──ガブリエルは無言＝聴取で先行する涼月を全面的に信しん頼らいしている証しよう拠こ。

「二十五番街に限らずこの都市の地下には悪徳が満ちている。せっかく更こう生せいした社員が再び悪の道を進むのを止めるため、危険な場所へ入って行かざるを得ない場合もある」

　ちらりと壁かべを見る神父──相手の仕草に注目していた涼月がつられて壁を見る／内心で舌打ち／くそ──目の動きで会話を操作＝尋じん問もんテクニックで教わったことを相手にやられた。

　顔写真の群──ふいに彼らが全員この世にいないことを悟った──名札に年月日＝命日。

「この街に赴ふ任にんしてから五年間、私が弔ちよう意いを献ささげた人々だ。平和に寿じゆ命みようを迎むかえた者もいるが、多くの者が都市の悪徳に吞のみ込まれた。神のお慈じ悲ひが彼らとともにあらんことを」

　まるで行方ゆくえ不明の二人がじきに壁に飾かざられるというよう──むかつく／〝頼む〟＝モルノーの叫さけびが脳のう裏りにこだまする──ふと死者の顔ぶれの違ちがいに気づく／ほとんどアフリカ系の顔。だが端の二人だけ白人──変に付け加えた感じ／身を乗り出す──興味を惹ひかれる日付。

　二〇一六年五月一日──まさに〈空港占せん拠きよ事件〉と〈戦犯法ほう廷てい事件〉が起こった日。

「どなたかお知り合いがいたかね？」アダー神父──やたら低い位置から見つめる醜い顔。

「いえ……事件の被ひ害がい者しやですか？」思わず訊きいた──神父の目にまた輝き。

　咄嗟に何かがぴんとくる──まさか／あたしたちに見せるためにその二人の写真を飾った？

「あの女性は私を神の道に導いた人だ。私が永遠の恋こいを捧ささげた相手でもある」誇ほこらしげ。

　訊いてねえ──神父が恋とか言うな／表情を読もうとする／読めない──写真に目を戻もどす。

　三十代くらいの女性＝『ANNELIESE AHLE』──アンネリーゼ・アーレ＝ドイツ系の名。

　ブロンドのとんでもない美人／葉巻をマイク代わりにして歌ってる／一方の手にロザリオ。

　なんだか十五年後の夕霧を見るような天てん真しん爛らん漫まんさ／天使の笑え顔がお──正直、アダー神父とは月とヒキガエル──というか神父自身そんなのとっくに知ってるし知った事じゃないという顔。

「シスター・アーレか？」突然、ガブリエルが言った。「戦犯法廷に参加した証人の一人だ」

　さすがに呆あつ気けにとられた。「……証人？」

「そして命を捧げることになった」微笑ほほえむアダー神父──いつの間にか椅子の後ろの方にゆったりと座っている。「ペーア隊員。彼女は最さい期ごまで美しかったかね？」

「は……」急に名前を呼ばれたガブリエル──小さくうなずきながら神父の表情を窺うかがう。

「彼女が神の道に入ったのは、あの写真より後のことだが、当時から彼女は神の御ご意志そのものだった。どれほど歳としを取ろうと、彼女の美しさは損そこなわれたためしがない。神は彼女に不ふ滅めつの美をお与あたえになった。多くの男が彼女に恋したよ。みな報むくわれざる恋だと分かっていた。だがだからこそ私たちにとって彼女は永遠の恋人だった」遺影を前にして途と方ほうもない惚のろ気け──彼女はまだ心の中で生きているのだと言いたげ／その真実味に思わず引き込まれる。

　くそ、吞まれるな、相手の意図を見抜け──もう一方の写真を見る。「あっちも証人？」

「いや。私が祖国ジンバブエにいた頃ころの商売相手で、〝おリ喋チりヤーリドチ・ャトーーカドー〟と名乗っていた」

　四十代くらいの男性＝『RICHARD TALKER』──リチャード・トーカー＝イギリス系？

　ひときわ古い写真──変に特徴のある迷めい彩さい服を着て、どこかの戦地にいるらしい／緑がかった目を大きく開いて正面を見ている／瘦やせてる以外にこれといって特徴のない顔。

「証人ではないが……」だがどこかで見た気がするというようなガブリエル。「偽ぎ名めいですか？」

「おそらくね。本名は知らない。行方不明だったが、もうこの世に存在しないことが分かって、あそこに並べることにした。彼の魂たましいと行いに、報われざること一つとしてなからんことを」

　にこやか／祝福？／呪のろいに聞こえる──やたら引っかかる。「どこの軍隊の服ですか？」

「彼の迷彩服かね？」にやりとなる──誰かの悪あく趣しゆ味みについて語るときのような揶や揄ゆっぽい調子。「ローデシア迷彩だよ。ジンバブエの軍服だが、もっぱら傭よう兵へい装しよう束ぞくとして知られている。特にリッジバック犬を好むような者たちに人気で、彼も私も商売でよく扱あつかったものだ。他ほかによく似た軍服があるため、色味が少し違うだけで別物扱いされて返品されるのには困ったがね」

　なんとかバック犬──黒人奴ど隷れいを追いかけるために品種改良された犬／ローデシアの名を冠かんする迷彩／つまり白人至上主義者たちの好みの服か、と納なつ得とく──ふと何かが脳裏をよぎる。

　思い出す──写真＝あいつ＝ハンス・Ｗ・クライン──白装束の下のズボンの迷彩模様が、確か、この男の迷彩服にそっくりだった。「商売って……なんですか？」

「罪深い品々を売りさばき、罪の分だけ、支し援えん物資といった幸運を村にもたらす商売だ」

　すぐに武器密売のことだと分かる／武器商人だった神父──いったいどういう回心だ？

　それともまだ同じ商売をしてるのか──ほとんど皮肉交じりの思案にぴかっと光が灯ともった──異様に厳重な警備システム──反射的に立ち上がっていた。

　武器の運うん搬ぱん先を洗ったとき──雑貨店の店主＝ロザリオ／信心深げ＝神父に従属？

「どうかしたかね？」ゆったり構えているアダー神父を無視。

　ガブリエルが無言で従う＝背中を守り合う少女と大男。

　左の壁──タペストリーをめくる／漂ひよう白はく剤ざいのにおい──涼月の眼前に頑がん丈じようなドア＝錠じよう前まえ。

　ドアの隙すき間まから漂白剤の臭しゆう気き＝ガブリエルも気づく──神父に。「この向こうには何が？」

「自分の罪を悟さとった信者たちが、この教会に捨てていったものを保管している」のうのうとした調子。「もちろん中身は全すべて二五二五署に渡わたしているがね」

　涼月──駆かけ巡めぐる思案＝ドアの向こう＝殺さつ菌きんされた武器以外にも違い法ほうな品の山がありそう。

　署長＝〝神父に手を出すな〟──署長と神父は取り引きしてる？　違法な品を渡すことで署の点数稼かせぎに貢こう献けんしてる？　それとも横流しの稼ぎを山分けとか？

　神父は街の顔──武器売買を仕切ってるのは本当にエリクか？　それともアダー神父か？

　つながり──地下道＝汚お染せんされた武器──地下道＝囚しゆう人じん護送バス襲しゆう撃げきで炸さく裂れつしたＡＰ爆ばく弾だん。

　地下道＝行方不明の社長は何をしてた？　地下道＝二十六着もの防護服は誰だれが使った？

　デモは何のためだ？　逮たい捕ほした六人はデモが大事だと思っていない＝〝たわごと〟──神父がやらせた──神父が仕組んだ？　街に騒さわぎを起こして州知事までついでに潰つぶせるように？

　混乱──この神父は善なのか悪なのか？　本当に行方不明の二人の居場所を知らないのか？

「そのドアを開くなら二五二五署の署員が同席しなくては」憎にくらしいほど落ち着いている。

「ちょっとノックしたら開きそうですけど」涼月──タワーを壊こわした拳こぶしを掲かかげて。

「考え直した方が良い。教会を壊すのはね。ニュースになってＭＰＢの信しん頼らいを地に落とせば、君たちも晴れてこの街角から出て行くしかない」アダー神父──デスクの向こうに回って電話のスイッチを押して言った。「そろそろ良いでしょう、彼らを部屋に入れてあげて欲しい」

　ごろつきどもが殺さつ到とうするのを想像──だが、ぞろぞろと機材を担かついだ者たちが到来／マイク／カメラ／腕わん章しよう＝『公共放送ＯＲＦ』──マスコミの撮さつ影えい班。

「こんにちは、神父様。二十五番街のデモについて取材に伺うかがいました」気さく＝チーフらしいアフリカ系の男──涼月たちを見て。「お取り込み中ですか？」

　カメラマンがレンズを向ける前に退たい却きやく──むかつきながら丁てい寧ねいに辞退。「いえ──ご協力ありがとうございました、アダー・ガウス神父様」

「いつでも歓かん迎げいするよ」神父──マスコミを盾たてに／全くもって食えないヒキガエルの笑み。

　面おも白しろくない気分を引きずりながらビルを出る少女と大男──追ってくる声。「涼月さん！」

　思わず棒立ち──モニター用コードを肩かたに担いだ少年──栗くり色いろの髪かみ／鳩はと色の目／淡あわいソバカス／〝職業体験〟の腕章──〈空港占せん拠きよ事件〉のとき人ひと質じちにされた内務大臣の一人息子むすこ。

「覚えてますか？　空港であなたに命を助けられたシュテファン・テオ・ラバグルトです！」

　元気いっぱい／喜色満面──思わず追い払はらおうとした手を、逆にひっしと両手で握にぎられた。

「あなたは一生の恩人です。何かの捜そう査さですか？　僕でお役に立てることはありませんか？」

　少年をまじまじ見るガブリエル──内務大臣は特憲コブラのボス＝こいつがあの息子か、という目。

「ね……ねーよ、つーか気安く握るな」振ふり払う──動どう揺ようを隠かくす／生身の手の感かん触しよく／やたら手がもじつく。「……お前、またマスコミ仕事か？　殺されかけといて、よく懲こりねーな」

「命がけで使命を全まつとうする人の貴さを知りましたから」懲りるどころか何かに目覚めた顔。

「危ないことすんな。内務大臣に命令されて迷めい惑わくすんのはあたしらなんだからな」動揺の反動で歯に衣きぬ着せず──さすがに言い過ぎだろうという感じで目を丸くするガブリエル。

「はい」全く動じない──なんて正直で素す敵てきな人なんだろうという眼まな差ざし。「感謝してます。いつかちゃんとマスコミで働けるようになったらインタビューさせて頂けますか？」

　またこっちの手を握ろうとする──銃じゆう撃げきなみにかわす／手を振る／追い払う。

「な……なんであたしなんだよ、意味わかんねーよ。つーか、こんな街で仕事して親父おやじに怒おこられるんじゃねーのか？　お前の親父ってあれだろ。未来党で、白人以外は大だい嫌きらいなんだろ」

　そこまで言うか＝ガブリエルが驚きよう異い的な何かを見るような表情に。

「いえ」少年──笑え顔がおに儚はかなげな何かがよぎる。「亡なくなった僕の母はアフリカ系ですし」

「へ？」本気で驚おどろいた──少年の髪・目・肌はだ／この上なく失礼な視線／だが要はどっちの遺伝形質が発現するかに過ぎない／エキゾチックな血を受け継ついだ涼月＝母親のブロンドとは無む縁えん──なんだか急に鳩色の目をした少年に共感を覚える。「あー……そーなんだ」

　ガブリエル──さっきよりもしげしげと少年を見ている／あの内務大臣が？　という顔。

　涼月の共感を察して距きよ離りを縮めにかかる少年。「僕、必ず沢たく山さんのスクープを手に入れてみせます。あなたのお仕事にも貢献できると思います。だからぜひインタビューさせて下さい」

「わ……分かった分かった考えとくから」つい大おお幅はばに譲じよう歩ほ──自分でも意外／もじつく手／この少年に持ち上げられて操作されてたりしないよな、あたし＝魔ま女じよの教えが脳のう裏りをよぎる。

「ありがとうございます」何であれ本能的にしているだけという感じの少年──さっそくチーフにインタビュー許可を取りかねない勢い／と思ったらビルから一いつ斉せいにスタッフが現れた。

「シュテファン！　急げ！」チーフの鋭するどい呼び声／みんな駆け足──急に顔が引き締しまる少年／意外に好よい顔／慌あわててチーフを追いつつ辞去の言葉。「す……すいません、また必ず」

　もう現れるなとは言えない涼月──それより撮影スタッフが走っていった方から騒ぎ声。

　同じく顔を引き締めるガブリエル。「何かあったらしい。我々も行ってみよう、涼月隊員」

　駆け足──通りを曲がるや否いなや現場に遭そう遇ぐう──あまりのことに絶句する涼月。

「驚いたな……本当にやるとは」ガブリエル──呆あつ気けにとられて燃え盛さかる十じゆう字じ架かを見上げる。

　旧式の電柱に横木をくくりつけ、燃焼促そく進しん剤ざいがたっぷり染しみこんでいるらしい布を巻かれた、馬ば鹿かでかい十字架もどきが、めらめらと音を立てて燃えていた。

　ざわつく住民──撮影するスタッフたち──涼月＝辟へき易えき。「なんだよこりゃぁ」

「サインだよ、ディートリッヒ」いきなり声──アダー神父＝平然と十字架を見ている。

　ぎょっとなって炎ほのおと神父を見比べる──ふいに理解＝ＭＰＢの資料──ＫＫＫの模も倣ほうの一つ＝標的にした黒人の家の前で鉄の十字架に油をかけて焼く＝脅迫・嫌いやがらせ・愉ゆ快かい犯はん的行こう為い。

〈ローデシア〉の宣戦布告──狩りの宣言──電柱に『デモ』のポスター／州知事の選挙用ポスター／どちらにも白い鉤かぎ十字の落書き──こちらの体に染みつきそうな、ただならぬ悪あく臭しゆう。

　背後でやんやの喝かつ采さい──二五二五署の署員たち／あちこちから集まる／パトカーが次々に停とまる／口笛／歓かん声せい──まるでバーベキューパーティ──くそ、ふざけんなお前ら警官だろ。

「シュローム！」ふいにどこかで聞いた言葉──若い警官二人がやって来る。

　ヘルマンとフリッツ＝魔女の従者──興奮で血が上った顔でガブリエルに握あく手しゆを求める。

　ガブリエル──肩をすくめて握手に応じる──さりげない返事。「イビローム」

　がつん──目に見えない拳げん骨こつを食くらった気分──副長の言葉＝〝サインを見み逃のがすな〟

　ＳシＳユＲローＭム＝〝お前はローデシア団員か？〟──ＩイＢビＲローＭム＝〝俺はローデシア団員だ〟

　ガブリエル＝若い警官たちと小指を内側に折って握手──署員たちが同じように握手／合言葉／二度うなずく挨あい拶さつ／靴くつ紐ひもは左の上から二番目の穴を二重巻きに──至るところにサイン。

　副長の言葉＝〝ハンス・Ｗ・クラインは腐くさらせ屋だ〟──家族・仕事・境きよう遇ぐうに不満を抱いだく者を誘さそい込んで泥どろ沼ぬまにはめる──妻子と別居／娘むすめからの罵ば倒とう──特憲コブラだった頃ころのガブリエル。

　少女と大男が守り合う背中──完全に信じてた／恐きよう怖ふが冷たい汗あせと一いつ緒しよに滑すべり落ちてゆく。

「この街の根深い悪行……砕くだけるかな？」アダー神父──質問ではなく無理だと警告する目。

　騒さわぎに背を向け、悪徳に満ちた神の家へ帰って行く──その神父の背を呆ぼう然ぜんと見送る。

〈ローデシア〉が滲しん透とうしまくった二五二五署／とっくに秘密のサインを学んでた元特憲コブラの男。

　副長の意図＝何度も孤こ立りつ無む援えんを経験したしぶとい特甲児童を単独派は遣けん／今度も生き残ると簡単に期待して置き去りにした──ここに味方はいない。一人として。ここは敵のど真ん中だ。




　　　　肆し




　部屋の片づけ──丸三日かかった。名残なごり惜おしい色んなグッズたち／特に価値があるものだけ箱はこ詰づめ／ベッドの下に入る分だけ残された遊び心／無む邪じや気きな悪ふざけの大半を処分。

　そして悲運に満ちた悪ふざけの開始──事件と向き合うための三つのお守り──誓ちかい。

　首に『中』の牌ブロツク──右手の人差し指に指輪──デスクに片耳の欠けた子こ猫ねこのぬいぐるみ。

　部屋の模も様よう替がえ──因いん縁ねんと悲劇のアラベスク──壁かべにびっしりと貼はられた死者の名めい簿ぼ。

　ホワイトボード──〈医師狙そ撃げき事件〉〈ルフトハンザ３９１便ハイジャック事件〉

　事件と事件を結ぶ線──捜査資料の束から抽ちゆう出しゆつされたヒントの群。これはと思うものを発見するたび空想でおかしくなった人間の気分を味わう。空想──あるいは正真正しよう銘めいの悪ふざけ。

　今の自分の考えを後押ししてくれるもの──その最初の候補＝〝クローネンブルク文書〟

　クーデター事件よりも前にプリンチップ社の実在と国内テロ行為への関かん与よを警告した男──

　ヨハン・レオナルト・クローネンブルク──オーストリア人／軍人／公安委員／国際刑けい法ほう学研究メンバーの逸いつ材ざい──輝かがやかしい能力と実績／この国の治安を背負しよって立つはずだった人物。

　あの州知事とともに従軍／右みぎ腕うでとして活かつ躍やく／キプロス紛ふん争そうで〝沈ちん黙もくの七日間〟をエドワルト少しよう佐さとともに実現──ギリシャ系とトルコ系の両方の市民を〝民主的選挙〟の投票所へ輸送＝投票者たちを最後まで守護し続け、投票期間中はあらゆるテロ行為が沈黙した──

　とてつもない偉い業ぎよう──世界的な絶賛＝英えい雄ゆうエドワルト・メッサーシュミット少佐の誕生。

　その立役者の一人だったクローネンブルク少しよう尉い──帰国後は公安の若き局長候補に。

　だがクーデター事件前夜、車に仕し掛かけられた爆ばく弾だんで死亡──同乗していた婚こん約やく者は重傷。

　生前にＢＶＴへ提出されていた数々の意見書──文書。

　その一つに記された導きの言葉＝『拡大的混乱の演出』──一人を始末する必要があるとき、なぜ始末するのかを誰だれにも悟さとらせないため、不特定多数を巻き添ぞえにして混乱を作り出す。

　陽炎が見み出いだした手口ＭＯと完全に同じ考え方──実際に捜そう査さを主張──キプロス紛争／国内テロ／誰かが意図的に演出した混乱が実在すると提言＝〝木の葉を隠かくすには森の中〟

　凶きよう器きを隠すため大量の武器を蔓まん延えんさせる──動機を隠すためおびただしい死者を生み出す。

〝演出家〟の有力候補──〝十ア人・のテおン喋・トりー屋カたーちズ〟と異名される武器密売集団。

〝Ａ　ＴＥＮ〟＝〝同じ十人〟？　何かの暗号？　〝十人と言いつつ本当は一人〟の意味？

　他の候補──世界の武器密売屋たち──〝株式会社プリンチップ〟もリストの中にある。

〝頭脳明めい晰せき〟と題されて広場に銅像でも建ちそうな文書の群──そして／だから暗殺された？

　マスターサーバーがまだ試験段階で、接続官コーラスどころか解かい析せき班さえなかった時代に、よくまあ膨ぼう大だいな情報の中から理論的に結論を導き出せるものだと驚きよう嘆たん──大いに学ばせてもらう。

　さらなる候補＝〝バスティーユ文書〟──別名〝フランス野や郎ろうのいけ好かない迷めい惑わくメール〟

　フランス情報局ピエール・バスティーユ──どこかで見た名前だと思ったらＢＶＴの会議に出ていた外国の捜査官の一人──〝執しゆう念ねん深さ〟で知られるフランス情報局の本領発揮。

　過去──〈ルフトハンザ３９１便ハイジャック事件〉の犠ぎ牲せいになった四十一人のフランス人／ＢＶＴのだらけた捜査に激げき怒どしたフランス情報局員バスティーユ氏が二百通を超こえる文書をこの都市の各機関に送付──嫌いや味みと警告の乱れ撃うち／若いなあ／だが全機関から無視された。

〝しつこい〟と判を押されて実際に突つっ返された文書──その名言＝『万まん華げ鏡きよう的手法』

　一人を殺害する際、複数の〝鏡合わせの犠牲者〟を用意することで互たがいに無意味な情報を映し合い、複ふく雑ざつ怪かい奇きな絵模様となって見る者を惑わく乱らんさせる──だが真実は一つ／後は全すべて虚きよ像ぞう。

　カール・クラウスの電報とほぼ同じフレーズ──引用した？　この文書に辿たどり着くように。

　はからずしも肯こう定ていされた手口ＭＯ──優ゆう秀しゆうな男たちの洞どう察さつ／無視された文書／訴うつたえられたまま実在が証明されなかった手法──カール・クラウスの意図がようやく見えてきた気がした。

　鏡を砕くことができるただ一人の少女に──虚像を葬ほうむる真実を手に入れろと告げていた。




「俺がお前にその答えを教えてやれたらとどれだけ願うか分からんよ」ミハエル──珍めずらしいほど戸と惑まどった調子／携帯端末ＰＤＡと陽炎の顔を交こう互ごに見る／陽炎が転送した〝根こん拠きよ〟の数々。

　陽炎は黙だまって男の返事を待っている──憐あわれみの目を向けられる怖こわさを隠して／男の左腕＝シャツの下に包帯の膨ふくらみ／あの夜、自分が嚙みついた傷を詫わびることもできないまま。

　だがミハエルは憐れみもせず／陽炎の〝空想〟を笑いもせず──倉庫の奥へ。

　第ジン十メ一リン区グ＝治安機構の共用倉庫＝〈遊覧船爆破〉の最前線──かき集められた何千もの船の破は片へん／再現模型／解析機材──ミハエルの呼びかけ。「フマイラスタイー先・フ生ライ、ちょっといいですか」

　ひん曲がった鉄細工をうっとりした様子で撫なで回していた男が振ふり返る／白髪しらが／やせぎす／長身──オーケストラの指揮者のように手て振ぶりで部下に指示──こちらに歩み寄る。「肝かん心じんなパーツがないぞ、カリウス中隊長。船はローバオの碇てい泊はく所につながれていたんだろう？」

「肝心なパーツ？」

「船底レーダーのコネクターだ。船のブラックボックスだよ。飛行機と違ちがう点は、川を下るか遡そ上じようするかで電力が切り替かわる点だ。川を下るときはエンジンが省電力になるからな」

「いまだに十数項こう目もくが欠けていて捜そう索さく中です。少しだけ船とは違う仕事を頼たのみたいのですが」

「こちらのスシナヤルイフシパユツーツエに関係あることかね？」男──陽炎を見る／握あく手しゆ。「鑑かん識しき班チーフのロベルト・フライだ。いつも惚ほれ惚れさせてもらっているよクルツリンガー隊員。馬ば鹿かげた弾たま数を撃ちまくって現場検証をユングの夢ゆめ占うらないなみに難解にする者が多い中、君の狙撃は科学的だ。全ての弾道と到とう達たつ対象の因果関係が明確で、生徒たちの恰かつ好こうの教材になる」

「光栄です」陽炎＝きりっと応答──ＭＰＢ科マイ学スター鑑・エ識アケ班ヌングのスデ古イー株ンスト＝通つう称しよう〝先生〟──鑑識のプロ中のプロをここでミハエルが呼んでくれた意味を察して背筋を伸のばした。

「逆にモレンツ隊員はまさにロールシャッハテストだな。あの不可思議なワイヤーの操作で何がしたかったのか鑑識班でいつも意見が錯さく綜そうする。ああ、シュルツ隊員はもはや喋る弾丸だ。直進データだけで全ての解答が出る」職業的見地──あらゆる現場のパズルを見み抜ぬく／全体像を組み立てる／欠けたピースを見つけ出す。「それで何をすればいいのかね？」

「陽炎」ミハエルの目配せ──彼女の決意を推おし量るように。

　静せい穏おん──男の憐れみを拒こばんで／静かに心を宥なだめながら告げた／彼女と私の報むくいのために。

「六年前、誰が私を撃ったのかを調べて下さい」




　森へ──再び／みたび──〝先生〟の運転／あくまで科学的な質疑応答／助手席に座っているのが全てを奪うばわれた被ひ害がい者しやであるという憐れみなど全く見せず。「六年前だろうが五分前だろうが、一発の弾丸から弾道を測定するには幾いくつも根拠がいる。光、音、におい、なんでも思い出せることがあったら言いたまえ。撃たれる前に感じたもの全てが手て掛がかりだ」

「はい、先生」保たれる静穏さ──プロの頼もしさにすがる／彼女の怯おびえ／恐きよう怖ふを吞のんで。

　到とう着ちやく──一いつ緒しよに測定機材を運ぶ／六年前は存在しなかった科学技術の産物。

「さて」陽炎が残した最新の焚たき火の跡あとを一いち瞥べつ──携帯端末で過去の資料を参照。「ここか」

　どくっと心臓が跳はねる──カチッと心が音を立てる──必死に静穏さを保つ。

　幼い彼女が撃たれた地点に先生が立つ──辺りを見ながら両手を広げる／撃たれた真似まねをして倒たおれた方向を特定しようとする──カチッ、カチッ、カチッ──陽炎の心が音を立て続ける。

　心──いや違う──ではいったい何の音だ？　いや──いったいどこで聞いた音だ？

　歩み寄る──フライ先生＝彼女が何か思い出したのを鋭するどく察して。「自分でやるかね？」

「はい」立った──凍こおりつきそうな恐怖──音＝カチッ──暗い森の向こうから響ひびく音。

　足が自然と動く──小屋の方へ──佇たたずむ──耳を澄すます──カチッ、カチッ、カチッ。

　とっくの昔に彼女の中に存在していた答え──何者かが意図せず残したゆいいつの痕こん跡せき。

　その瞬しゆん間かん、私も陽炎もそこにはいなかった──ただ幼い彼女だけがその後の悲劇を予感することなくその音を聞いていた──カチッ、カチッ、カチッ──森のどこかからか音が聞こえる／何だろうと思ったが、さして深く考えなかった──なぜなら＝やがて猟りよう犬けんたちの声／父様たちの声／彼女の顔に幸福の微笑ほほえみが浮うかぶ──揺ゆりかごの中の笑み──足が動く／駆かけ寄る。

　バシュッ／ズーン──衝しよう撃げき──現実に撃たれたと思ったほどのショック／過去の記き憶おくが全神経を駆け巡めぐった／電子的に接続された手足が見事に反応──目の前が真っ暗に／くずおれた。

　倒れた後で冷たい汗あせが噴ふき出す／目を開く──興味深そうに見下ろす先生。「つまり、あの小屋から出て来て、あそこに向かって駆けて行った際、ここで弾だん丸がんを受けたわけだ」

　憐れみとはほど遠い職務意識──救われる／手を借りて立つ──機械仕掛けのはずの手足が過去から到来した衝撃で激しく震ふるえている。「思い出しました……。撃たれる直前、彼女は、あそこで音を聞いています。幾つか続けて、カチッという何かを組み立てるような音を」

「ほう」機材に手を伸ばす／測定機材の一つをさっそく取り出す──小屋のテラスへ。「森は音の迷めい宮きゆうだ。音が木に反射して、意外な場所に届く。鹿しかや狼おおかみはそうした音の発生源を正確に見抜く能力を持っている。人間は彼らに一万年ほど遅おくれて、その能力の代だい替たい品を発明した」

　音おん響きよう測定器──〝音を聞いた地点〟を入力──反響経路を特定するためのリフレクター・シールを先生と二人であちこちの木々に貼はりまくった──森の〝音の地図〟の作成。

　半時間ほどで特定──小屋から五百メートルほど離はなれた茂しげみ／木々の根元。

　父様がいたはずのない地点──誰だれもいるはずのない地点──何の痕跡もなし／生おい茂る草。

　何かがそこにあったとしても・誰かがそこにいたとしても──歳月が全すべてを消し去った。

　だが／さらなる解明──先生の笑み＝失われたパズルを見つけ出すことに半生を費ついやしてきた男の確信。「この地上に存在する生物で、呼吸をせず生存できるのは一部の微び生せい物ぶつだけだ。草も木も我々と同じく息をしている。では本当にそうか、手始めにこの木に訊きいてみよう」

　木との会話＝人間の流りゆう儀ぎ──ミクロのレベルまで切り刻んで調べ尽つくす。

　高枝切りばさみにもなるマジックハンド──生徒に割り当てられる仕事──機械仕掛けの握あく力りよく・腕わん力りよく──次々に切り落とされる枝。

　先生の仕事──枝に番号札をつけて並べる／さらに細かく切断／写真撮さつ影えい。

　そして枝の断面に薬液を塗と布ふ──たちまち枝の一部に青あお紫むらさきの反応色──硝しよう煙えん反応。

　言葉もなく見つめた──欲ほつしたことなどなかった陰いん謀ぼう／空想／悲劇──その鮮あざやかな色。

「誰かがここで銃じゆうを撃うった証しよう拠こだ。放出された化学物質を木が呼吸し、内部に残留し続けた。枝は持ち帰ろう。細かく分ぶん析せきすれば使用された火薬の製造元まで分かる」先生──立ち尽くす陽炎を見る／薬液の変色を観察するときと全く同じ目／だが声はひどく優やさしい。「事件を再検証すべき根こん拠きよが発見された。よって次にすべきことは明白だ。最後まで耐たえられそうかね？」




　耐えられると告げた──耐えろと自分に命じた──最後まで。

　先生の指示で陽炎が連れん絡らく──本来ならばおそろしく面めん倒どうな手続きが必要な〝再検証〟

　陽炎だけが開ける扉とびら──たった一枚の書類にサイン／本人であることを証明するだけ。

〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉──その救命施し設せつ／保管庫──施設で不当な医い療りよう行こう為いがなかったことを証明するためのもの──〝切除された子供の肉体の断だん片ぺん〟

　施設前で待ち合わせ──間もなくとてつもない爆ばく音おん／タイヤの擦さつ過か音／ドリフト走行。

　車から飛び出す女性──血相を変えたマリア・鬼キ濡ヌ・ローゼンバーグ──歩み寄るなり自分の方が泣きそうな顔で陽炎を抱だきしめた。「なんであなたがこんな辛つらいことを。本当に本心からあなたが望んだことなのね？　誰かに命令されて無理やりやってるんじゃないわね？　もしそうなら私に言って。大隊長だろうが副長だろうが私から言ってすぐにやめさせるから」

　憐あわれみ／抱ほう擁よう──思わず受け入れた──凍こごえそうな恐怖に耐えるために。

「私の意志です、マリア医師センセイ。協力して頂けますか？」

　マリア──自分の方が辛そうな顔で涙なみだぐんでいる／返事の代わりに陽炎の額にキスをした。

　母様のキス──ほんの少しだけ思い出す──〝助けて〟＝彼女の叫さけびに胸が痛む。

　三人で施設に入った──マリアの棘とげ。「フライ先生まで一緒になって、この子に辛い仕事をさせるなんて。先生はもう少し優しい人だと思っていましたわ」

「人生は、対決と解決が避さけられないようにできているものだ。クルツリンガー隊員は対決を避けないし、解決を拒こばまない。我々がしてやれることをすべきだよ、マリア」

「この子と先生の二人からいっぺんに頼たのまれなかったら、絶対に引き受けてないわよ」涙を拭ぬぐう──それでも検視室に入った途と端たんに仕事の顔に／覚かく悟ごを決めた女の強い眼まな差ざし──抱擁と同じくらい彼女を勇気づけてくれる。「本当に良いのね？　あなたが同席しなくても、先生がいれば手続きに問題はないのよ」

「お願いします」耐えろ──部屋の外から近づく台車の音／彼女の悲鳴──〝助けて〟──心の中にある全てをかき集めて耐えた／見た／職員が運び込んだもの──幼い彼女。

　その残ざん骸がい──あるいは彼女そのもの──幾いくつもの保存袋ぶくろにパッキングされた臓器。

　大小様々な真しん珠じゆ色の袋──三十七個──印刷された文字＝『二〇一一年／陽炎・サビーネ・クルツリンガー／八歳』『ＳＮ２・３胸骨／ＴＶ胸きよう椎つい／切除８８２グラム』『右肩けん峰ぽう部切断ＡＣ：６０２グラム』『人造臓器移植手術／適応／両上葉組織切除』『肋ろつ骨こつ右１－３』──

　心の悲鳴＝彼女──私──猛もう烈れつな嘔おう吐と感に襲おそわれながらも耐える陽炎──想像との違ちがいに助けられる／〝ホルマリン漬づけの瓶びん〟ではない──清潔で無機質なパッキングに救われる。

　マリア──深呼吸／両手に手袋をはめる──ミハエルに負けず劣おとらずの力強い目＝期待されたことを期待通りにやり遂とげる意志／先生を見る／陽炎を見る。「じゃ──やるわよ」

「はい」声が震ふるえかける──耐えろ。「彼女から、取り除いてあげて下さい」

　うなずくマリア──自分もそういう風にこの仕事を解かい釈しやくしているのだというように。

　保存袋の開かい封ふう──今まさに切り取られたかのような彼女の一部──真っ赤な液体──血ではない／保存用の薬液だ／動揺するな／耐えろ／父様の亡骸と同じように／目をそらすな。

　マリアの手──優しい労いたわりと慰なぐさめの手つき／慰い撫ぶ／メスを執とったときも変わらぬ優しさ──四つの袋から取り出された彼女の一部──火薬で変色したままの組織／銃じゆう撃げきの傷きず痕あと／吹ふき飛ばされた背骨の一部──そして父様が娘むすめの機械化を拒んだせいで安全に摘てき出しゆつすることができず、六年の歳月を通して彼女とともにあり続けたもの──異物を覆おおおうとする脂し肪ぼう組織のせいで取り出されたばかりの真珠のようにすら見える──ひしゃげたライフルの弾だん丸がん。

「あったわ」そっと摘出──銃撃に関かかわる他の組織片ともども鑑かん識しき用に再パッキング。

　最後まで見続けた──空気に触ふれた臓器が新しい薬液とともに再び密封された。

「ごめんね、痛かったよね」袋の上から撫なでるマリアの手──彼女に──それを見るうちに耐えられなくなってすすり泣いた──心が叫ぶ／返して／彼女を私の中に返して／こんな機械の体なんかいらないから返して──マリアが抱きしめてくれた／ずっと／泣きやむまで。

　先生は取り出されたものの方に目を向け続けてくれていた──究明者の使命／そして誓ちかい。

「後は私の仕事だ。これらが語るもの全て、残らず聞き届けよう」




　ＭＰＢ本部ビル──鑑識班のフロア──既すでに先生の部下が手に入れていた新たな品。

　父様のライフル──父様が自らを抹まつ殺さつした弾丸──どちらも警察の証しよう拠こ保管倉庫で眠ねむっていたもの──フライ先生が自ら解体／検査。

　プロの手つき／プロの眼差し──敬意に値あたいする／過去の悲劇へ敬意を示してくれる。

　作業を見守らせてもらった──何もできない素人しろうとの少女を煩わずらわしがることもない先生／むしろ一つ一つの手順を教えてくれた／真実を見み抜ぬくすべ──悲劇をあがなうゆいいつのすべ。

　先生の指示＝部下が詳しよう細さいな検査を実行──次々に届けられるデータ──発見された新事実。

　それらを先生が総合する前に〝来客〟──放送──《遊撃小隊、陽炎・ザビーネ・クルツリンガー隊員、遊撃小隊、陽炎・ザビーネ・クルツリンガー隊員、ロビーに来客です──》

　ＭＰＢ本部ビルに全館放送させるほどの客──先生がまじまじと陽炎を見た。「どこかのお偉えらいさんのようだ。ＶＩＰルームではなくロビーというのが不思議だな。ここはまだもう少しかかる。気分転てん換かんがてら行ってくるといい。ＭＰＢの気むずかしい受け付けに、あんなデパートの迷子の放送みたいな真似まねをさせたのが、どんなやからか、後で教えてくれたまえ」

　従う──証拠品の数々からやっと離はなれる──森の一部／彼女の一部／悲劇を生んだ弾丸とライフル──だが終わらぬ悪夢と彼女の叫びからは離れられず／追って来る声──〝助けて〟

　ロビー──壁かべに国旗／床ゆかに州の紋もん章しよう／全すべての柱にＭＰＢのエンブレム──一目で分かった。

　受け付け脇わきの柱に悠ゆう然ぜんともたれる女──肩かたにサマーコート／しなやかな棍こん棒ぼうといったプロポーション／やって来た陽炎に向けられた笑えみ──インターポール＝イタリア人捜そう査さ官かん。

「こブオんンに・ジちヨはルノ、サビーネ。ごコきげメん・いかスがタ？」気さくな握あく手しゆ──両手で握にぎられた。

「悪ノくンな・いマでーすレ、ありグがとラうごツざいイますエ。あなたはエ・レイ？」陽炎──反射的にイタリア語が出た／母様の教育の賜たま物もの／今の今まで忘れてたのに。

「上ベニ々ツスさイモ！」まだ握ってる──会えたことが本当に嬉しそう／ノリはイタリア風のまま急にドイツ語になった。「なヴイんー・てシまエーあン、綺イー麗ア・なハー髪ル！　採とれたてのトペウペロガンラチーシノみたいに艶つや々つやしてるよ！」

「……ありがとうございます」やっと手が離れる──トウガラシ？　それ誉ほめ言葉？　陽気な声とは無む縁えんのはずの厳げん粛しゆくなるロビーに響ひびき渡わたるイタリア人女性の声──みなが注視。

「あたしは国際イ刑ン事タ警ー察ポ機ー構ルのイザベラ・カンパネッロだ。こないだのＢＶＴの会議であんたを見たよ。今日も、森でも見かけてね。どうやら声をかけておいた方が良いと思ったのさ」

「はあ……」意味が分からず──遅おくれてショック──森？　なんで？　まさか尾び行こうされてた？

「今日は挨あい拶さつに寄っただけさ。明日、一いつ緒しよにランチでもどうだい？　ちょうどあんたにぴったりの良さそうな店を見つけたところでね」名めい刺しを差し出す──受け取るや否いなやまた熱い握手／一方的に別れの挨拶＝イタリア語。「じチ・ゃヴあェデまイたアーねモ、サビーネ。あエ・んスタたートに・ウ会ン・えピてアチ嬉エーしレ・かコノっーシたエよルラ」

「こピアちチエらーレこ・ミそーオ……」なぜか律りち儀ぎにイタリア語で返す／呆ぼう然ぜんと見送る──名刺＝肩書き好きのイタリア人らしく太字で『捜インヴエ査ステイ官ガトーア』を意味するＩＮＶＧの文字──名前／携けい帯たい電話の番号／専用アドレス／所属支部の住所──手書き＝本当にレストランの名前と住所。

　いきなりの登場──牽けん制せい？　何かの取り引き？　何だか怖こわくなってくる。

　ただでさえ精神的に追い詰つめられているときに／仲間がいない心細さ／ミハエルに助けを求めたくなりながら鑑識班のフロアへ戻もどる──短い間に答えをすっかり用意し終えたという顔の先生。「その名刺の持ち主について話すのと、解答を聞くのと、どちらが先が良いかね？」

「解答をお願いします」名刺を手にしたまま即そく答とう──怯おびえる彼女／私──さあ耐えろ。

「最新の技術を用いて、弾丸とライフルから検出された全ての火薬を調べた。炸パイ焼ロ・時リバー遡ス・行メジ測ヤーメ定ント──激げき烈れつな化学変化を起こしたのがいつであるかを一日単位で正確に測定する技術だ。二十年前に理論は完成していたが、実用化されたのは二年前で、幼い君が撃うたれたときはまだ夢の技術だった。線条痕は弾丸と凶きよう器きを結びつけるが、この技術はさらに日付を特定する。結論を言うと、弾丸から検出されたのは二種類の混合火薬で、それぞれ別の日に化学変化を起こしている。君が撃たれた日と、その十一日前だ。そしてライフルに前者の火薬はなく、後者の火薬のみが検出された。つまり、この弾だん丸がんは二度、異なる二挺ちようのライフルから発射されている」

　詰めていた息を吐はいた──ゆっくりと反はん芻すう。「何者かが、父のライフルから発射された弾丸のうち形状をとどめているものを回収し、他ほかのライフルで、再び発射したということですか」

「その通り。君の体内から摘出された弾丸から復元された線条痕は一種類しかなく、このライフルのものと断定された。普ふ通つうはそれで凶器が特定される。だがしかし、線条痕の溝みぞの中に微び量りようながら残留していたものがある。焼けたプラスチックだ」

　ショック──空想が現実に──悲しみばかりがかき立てられる。「サボット弾だった？」

「そう。弾丸が二度目に発射されたとき、木靴サボツトのように弾丸にかぶせられたプラスチックが焼けて、新しい線条痕が刻まれるのを防いだ。ライフルからはそのような物質は全く検出されなかった。それどころか、きわめて興味深いものが発見された。グリース様物質だ」

「グリース？　薬品ですか？」

「グリースのようなしろものだ。ある爆ばく薬やくが炸さく裂れつした際に生じるものの一つでもある。弾丸の炸薬とは無縁のものが銃じゆう身しんの内と外に、微量だが付着していた。主に撃げき鉄てつと安全装置の周辺だ。残留物質から導き出された燃焼量とその反応の順番を、最初に用いた技術によって割り出した結果、きわめて小規模な、そして狡こう猾かつな化学反応が判明した。撃鉄を戻し、全ての安全装置をかける。そうすることでそれぞれに塗ぬられた別々の化学物質が接せつ触しよくし、反応を開始する。ゆっくりと熱を発生させ、やがて銃身内部に塗られた化学物質と反応して銃口内に空気爆弾を形成──銃身の水平角度が一定になったとき炸裂する。衝しよう撃げきで安全装置は外れる。これらの物質は、銃を使用中は全く反応しない。あくまで銃を使い終わって正しい手順を行ってのち、激しい音を発生させる。当時は正体をつかむこともできなかったであろう仕し掛かけ爆弾の一種だ」

　よろめく──作業台に後ろ手をつく／父様の微笑ほほえみ／心が壊こわれる前の／もう二度と思い出せないと思っていたもの──涙なみだが溢あふれて頰ほおをつたわった。「父様は……安全装置をかけ忘れたりしなかった。最後の弾丸を残したことに気づかないままでいたりはしなかった。銃口を人に向けるような人ではなかった。そんな人ではなかった……絶対に……父様は……」

「君を、弾丸に襲おそわせるような可能性のあることは、何一つとしてしなかった」

　先生＝鑑かん識しき班らしい清潔なハンカチを差し出す──名刺を台において受け取った。

　涙を拭ぬぐった／他の多くのものが拭われるのを覚えながら──科学──聖なる何かに思えた。

「ありがとうございます……先生。父に代わって……心から感謝します」

「お役に立てたなら何よりだ」感傷とは無縁の科学者の態度／なんという頼たよりがいのある慈じ悲ひ深さ／ふとその目が台へ──首を傾かしげる＝興味深そうに。「それは何の記号かね？」

　台に置いた名刺／裏に走り書き＝『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．』──私テはイあ・なヴたオツのリこヨと・がタ大ント好・きベでーすネ。

　過去に自分が自分に贈おくった言葉──いや、もっと以前、自分に贈られた言葉。

　サビーネ──あの捜そう査さ官かんが誰だれからその名を聞いたかその一いつ瞬しゆんで分かった。

　明らかにされた父様の潔白──そして残された対決と解決──母様。







　　　　伍ご




　検査／研修──合格──面食くらう監督官＝〝いつ接続官コーラスのレクチャーを受けたんだね？〟

　ママの電話のことは言わずにいた──ますます相手を混乱させるだけだと思って。

　書類にサイン──副長さんの立ち会い／苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔／というより誰かに踏ふみ潰されかけたような傷と痣あざだらけの顔──こちらもいったいいつサンドバッグになるような目に遭あってきたのかは語らず／新調された眼鏡めがね／ポケットに壊れた眼鏡＝ときどき取り出して未練たらしそうに歪ゆがんだフレームや亀き裂れつの入ったレンズを眺ながめたりしている。

　捜査初日──吹雪くん＝ぽかんとなる──〝特務捜査官が夕霧さんのことだったなんて〟

　副長さんの他に三人の立会人──大隊長さん／兵器開発局からのオブザーバーが二人。

　大隊長さん──いつも通り沈ちん黙もく／電子戦に志願した隊員をじっと見守る構え。

　アデライードの怪あやしい笑えみ。「ぬっふっふ。ついに発案課を出し抜ぬくときが来たわよ～」

　クラリッサ＝両目に星の輝かがやき。「二人の特甲トツコー児童による並へい列れつ接続、まさに夢の初実戦よ！」

　二人のエール。「お姉さんが見守ってますからねー」「サイバネ種の夜明けは近いわ！」

　やりにくそうに首をすくめる吹雪くん──フロアに設置された安あん楽らく椅い子すに座る／背もたれが倒たおれる／椅子が持ち上がる／天てん井じようから降下するお碗わん形のカプセルが横たわる吹雪くんを覆おおう。

「転送を開かい封ふう」吹雪──透とう明めいな強化ガラスの向こうで幾き何か学がく的なエメラルドの輝き。

　今度は夕霧がぽかんとなる──常に現場にいる夕霧たち／常に本部にいる吹雪くん──初めてその特甲を見た──というより特甲児童であること自体、忘れてた。

　吹雪の四し肢しが一瞬で置ち換かん／変へん貌ぼう──真しん珠じゆ色の特甲姿／四肢／羽──両りよう肘ひじと両りよう膝ひざから先が、ひらひら翻ひるがえる魚のヒレのようなものに──かと思うと、その四つの羽が、くるくると少年を安楽椅子ごと覆ってしまった。羽の硬こう化か──カプセルの中に息づく、真珠色に輝くサナギが出現。

　夕霧＝さらにびっくり／思わず前まえ屈かがみになってカプセルの中を覗のぞき込む。

「ふっふっふ」怪しい笑い──アデライード。「これぞ液えき晶しよう構造の〈羽フエデール〉を接続機能に特化させた、まさに接続官コーラスのための軀く体たいプラン〈SANAGI〉よ。日本語で〝サナギプツペ〟を意味する言葉から設計開発顧こ問もんであるブラウン博士が独自に立案したプランを、私が設計したってわけ」

「あんたは駆く動どう部設計だけでしょっ」憤ふん慨がい──クラリッサ。「レベル２に属する羽を、閉じ込みのベクトルに従って〈肢バイン〉への接続構造を実現してみせたのはこの私。電子情報面において、手足の方が羽に従うというブラウン博士の偉い大だいな発想の逆転を見事に実現した自信作よ」

「本当は〝操り人形プツペ〟から発想したらしいんだけどねー、手足が電子情報に従うわけだから」

「翻ほん訳やくソフトでたまたま出た単語を採用したのよ。でも間ま違ちがいに気づいた途と端たん、それがそのままブラウン博士の新たな発想の飛ひ躍やくになったのだわ」

　お茶目なんだからー／天才なんだからー──それぞれ亡なき上司を称しよう賛さん。

　解かい析せき官たち。「ＡＩ群のエージェント化を確かく認にん」「接続障害なし。ゲートウェイ・クリア」「マルチエージェント形成」「解析課のポータルノードよりグローバルエリアへアクセス」

　接続──カプセル内に満ちる真珠色の輝き／電子情報を呼吸して息づく少年。

　そのモニタリング──二人の設計者のほくほくした笑顔。「さっすが吹雪くん。手足そのものを電子情報と完全に置き換かえてるわねー」「脳の大半は四肢の操作に使われているの。四肢がないということは、常人の何倍もの脳力を情報解析に振ふり向けられるということ」

　大隊長と副長が振り返る──アデライードとクラリッサ＝期待の眼まな差ざし──夕霧に。

「さあ、接続官Ａに続いて、接続官Ｂが行くわよー」アデライード＝おいでおいでの手招き。

「腕によりをかけてシステム調整を済ませたわ」クラリッサ＝料理の具材でも見るように。

　てくてく歩み寄る夕霧──マスターサーバーの枝機関を中心に円形に機材が配置されたフロア／その一いち隅ぐうに同じような安楽椅子──天井に昇しよう降こう装置つきの透明な強化ガラスの器うつわ。

　命じられる前に椅子に座る──リクライニング＝まるで歯科病院の診しん察さつ椅子／横たわる。

「いいかなー夕霧くん」アデライード＝小児しように科の診察のような親しさ。「あなたの特甲に設計的なバリエーションを加えさせてもらったわ。とはいえ操作概がい念ねんは同じだから心配なしよ」

「螢ホタル・ヘレン・トローベルって子のこと覚えてる？　訓練学校で仲良かったでしょ？」クラリッサ＝あなたのお友達はちっとも注射を怖こわがらなかったのよ、と予防接種で子供を宥なだめるように。「彼女の特甲は戦せん闘とう中の現場で活動可能な、電子戦を主任務として想定されてたの」

　夕霧──こくんとうなずく／本当は記き憶おくがぽっかり欠けている／螢？　誰だったろう？

　ふと〈空港占せん拠きよ事件〉で見た幽ゆう霊れい少女を思い出す──だが違い和わ感かん／妙みような納なつ得とく感。

　アデライード。「彼女の場合はプラズマ・サーキット・ベースだけど、今どきニューラル・ネットワークの素材なんて何でも応用可能なわけよ。チーズの発はつ酵こうシステムを試験管でＤＮＡコンピュータに応用したついでに夜食代わりにする人間だっているんだから」

　クラリッサ。「あなたのリキッド・メタル・ワイヤーを、電子情報のサーキットにするの。通常戦闘用の〈肢バインＡ・アー〉と電子戦用の〈肢バインＢ・ベー〉の二種類の特甲を、マスターサーバーに登録済みよ。あなたの手足のメリアー体が、どちらかの特甲情報を開封し、造換してくれるわ」

　専門用語の連発──夕霧＝さっぱり／右から左へ聞き流す。「はい」

　物わかりの良い子を喜ぶアデライード。「全すべての特甲児童が、同じメリアー体を用いているのよ。脳が耐たえられるなら、何種類も異なる特甲を使い回すことだって本来は可能なわけ」

　話が飛躍するクラリッサ。「メリアー体こそ〝加工〟という概念の新次元、物質の変メタ態モル現フオ象ーゼと変ミユ異ーテ現ーシ象ヨンを可能とするものであり、開発顧問たちが天才だった何よりの証しよう拠こ。開封される現象情報に従ってメリアー体が造換されることで特甲構造が何百キロ先でも出現するのよ」

「ちなみに造換可能な素材は、普ふ通つうの兵器に使用される素材の七分の一よー？」

「それでも通常兵器に劣おとらないどころか遥はるかに優すぐれた兵科を成立させるのが設計課の使命」

　さすがブラウン博士とバロウ顧問の一番弟で子しのあたし／私──二人で自画自賛。

　おもむろに咳せき払ばらい──副長＝口の中の傷が痛そう／早くしろと急せかす。「そろそろ良かろう」

「行くわよー、開発課の連中、歯を食いしばって悔くやしがりなさい」「さあ絶ぜつ縁えん材を下ろすわ。いよいよ設計課の面めん目もく躍やく如じよのときが来たわ」小こ躍おどり＝バーベキューの準備でも始めるよう。

　カプセルの降下／ガラスの檻おりに囲まれる──電子情報の淵ふちに浸ひたりながら呟つぶやき。「転送を開かい封ふう」

　輝かがやき──横たわったまま白銀の特甲トツコー姿へ＝いつもと違う感覚／形状──〈肢バインＢ・ベー〉

　脚きやく部ぶ・腕部に太い輪転式ワイヤー放射装置／液フリ状ユスイ金ヒメ属タルの硬こう化か装置──にわかに起動／始動。

　乱らん舞ぶ──両手の指から二×五糸／手足の輪転装置から四×十糸──五十糸のワイヤーの群がカプセル内に閃ひらめく・飛び交かう・絡からみつく・結び目を作りながら枝分かれ──またたく間に何千本もの大量の糸へ変へん貌ぼう／安あん楽らく椅子に絡まる／覆おおう──回路を形成しながら夕霧を包んでゆく。

　白銀の薄うすい繭まゆ──うっすら外が透すけて見える──ふいに視界が遠のく。

　接続──無意識型＝マスターサーバーとつながりながら夢の中へ沈しずんでゆく。

　これが夢だと理解している夢のよう──意識の希き薄はく化──代わりにＡＩ群を通して代理人格を形成／自分の意識を肉体の外側にあるＡＩに託たくす──ハミング。《んんっ、んー♪》

　ぎくっとなる副長／アデライード／クラリッサ──フロアの壁かべ＝ＡＩがびっしり詰つめ込まれた巨きよ大だいロッカーのスピーカーの一つから響ひびき出す陽気な歌声。《ふんふん、ふふーん♪》

　三人が何かを言っている──夕霧の代理人格となったＡＩの一つが、音声記録装置を通して彼らの声を認識。《なんだ？　成功したのか？》《ちょっと、この子ったら本当に初めてなの？》《なんてこと！　もうＡＩ群をマルチエージェント化したんだわ！　同時稼か働どうは幾いくつ？》

　解かい析せき官。《三台のＡＩで代理人格の構成を確認》

　アデライード。《まー、さすがにそんなもんでしょ。接続障害が全くないだけ偉えらい偉い》

　クラリッサ。《まだ二桁けたの同時稼働は無理よ。せっかくの被ひ験けん者しやを簡単に疲ひ労ろうさせ──》

　解析官。《九台がエージェント設定で自律開始。接続官Ｂによるものです》

　ぴたりと停止するアデライードとクラリッサ──増えるハミング数。《んんっ、んーん♪》

　電子のリズム・ステップ・みんなで合唱──幾つもの夕霧がつむぎ出す電子の歌声。

　さあ歌おう──《二十七台に増加》仰ぎよう天てんする解析官──みんなで──《八十一台！》《外部ＡＩ群をリモート・ドライブ！》かくんと顎あごが落ちるアデライードとクラリッサ──ママが教えてくれた通りに──《な……なんだ？　何か問題が？》副長──青空に架ける虹の歌を──

　そして大合唱＝合計二百四十三台のＡＩ群＋夕霧。

　電子の世界で勃ぼつ発ぱつする声なき夕霧ソング──座ったままの姿勢で椅子から跳とび上がる解析官たち。《民間のポータルサイトから同時アクセス！》《なんですって!?》《ＭＰＢのノード規定を逸いつ脱だつ！　個人ＩＤを全公開しています！》《なんですって!?》《一いつ般ぱん検けん索さくサービスにアクセス！　過か剰じようサーチ警告！》《なん──》《ファイヤーウォールを外しました！》《なんですってえーッ!?》《問題が!?》《いきなり丸まる裸はだかですよ!?　いったい何を命令したんですか!?　マスターサーバーを使ってＲ指定のネットアイドルになれとでも言ったんですかあ!?》《プラグイン・ジャッカルどもが接続官Ｂを自動検出》《ハッカーと思われる非攻こう撃げき性の侵しん犯ぱん者がアクセスを開始》《ちょっとちょっとやだダメよダメダメダメ大事な被験者なのよ！》《マスターサーバーは十秒以内にアクセス数が八十万人に増加すると予測──》

　満ち渡わたる歌──そして何もかもが時間を止めた。




「──なんであんたたちは、こう無茶ばっかり……。いい、絶対に勝手に出歩いちゃダメよ」

　怒おこったような泣きそうな顔のようなマリア医師センセイ──こくんと無意識にうなずいた。

　途と端たん、ばしっと音を立てて意識が戻もどってきた／急に風景が目に入る──医い療りようフロアの一角。

　ベッドに横たわる夕霧──去るマリア／代わりに枕まくら元もとに座る吹雪くん。「戻って来た？」

　うなずく＝はっきり意識して──微笑ほほえむ吹雪／労いたわり／そして感謝の念が自然と伝わってくる。「今は朝だよ、夕霧さん。大隊長と副長が強制遮しや断だんしてから十九時間くらい経たってる。それにしても本当にやるなんてすごい。接続官コーラスなら誰だれでも考えるけど、実際にやる人なんていないもの。僕、驚おどろいちゃった。でもお陰かげで分かったんだ。本当にありがとう夕霧さん」

　ぼんやり見つめる／意味が分かるようで分からない／自分はいったい何をしたと言うのだろう──夕霧の疑問を察したように小さくうなずく吹雪。「最初にブレークアウト後、二十四時間近く経てば、接続酔よいも治まってくるから。そうすればちゃんと思い出せるよ。心配しないで。今ごろはマスターサーバーも、夕霧さんの行った電子戦を解析し終わってると思うし」

「最後に立ってたのは、きっと涼月なの」夕霧──勝手に口が喋しやべり出す。「夕霧たちが初めてお仕事をしたとき、みんなどんなだったか分かったの。きっと螢が、記録を消しちゃったの」

「大だい丈じよう夫ぶ。僕が解析結果と照らし合わせてみるから」手て振ぶりで言葉を止めさせる──休むよう促うながす。「それに僕も涼月ちゃんと同じだから。設計開発顧こ問もんのブラウン博士が、特とく殊しゆな機械化児童を指名したっていう記録があるんだ。それを僕が手に入れたことは内ない緒しよだよ。今、夕霧さんが口にしたことも論理立てて結論を出そうとしないで。その推論を行ったＡＩ群は電子戦でほとんど壊こわされたけど、僕の方でバックアップはしてるから。それより夕霧さんはユニットの追つい跡せきに専念して。脳内チップの全ノード解放はもうしちゃダメだよ。それは僕の仕事だから」

　うなずきかけて止める──少年の覚かく悟ご──自然と伝わってくる。「吹雪くん──」

「大丈夫」微笑む──進むべき道を見つけた者の笑み／立ち上がる。「本当に澄すんだ青空って、何の情報もないという点で、脳にとっては暗くら闇やみと同じなんだ。でも青空と暗闇には決定的な違ちがいがある。青空はノイズを消す空白だけど、暗闇はノイズを爆ばく発はつ的てきに増やす。フロー状態って、そんなに珍めずらしいものじゃないんだ。対処法は沢たく山さんあるはず。なのに防げない。それはなぜか」

　声が遠のく──吹雪くんの姿が遠ざかる。手を伸のばそうとする──痺しびれ／空白／頭上で手の代わりである三本指のロボット義手が宙をさまよう──そこでやっと自分の手足が全すべて外されていることに気づいた──理解＝接ク続ツシ部ヨンの再調整／新しい特甲をでたらめに駆く使しした反動。

　病室を去る吹雪くん。「ありがとう夕霧さん。これで僕も、やっと涼月ちゃんの役に立てる」

　沈ちん黙もく──病室に一人──天てん井じようを眺ながめる──暇ひま潰つぶし＝ロボット義手のフィンガーダンス。

「んんっ、んんー♪」無表情にハミング──やがて戻ってくる声──《予測されたアクセスが実現！》──ゆっくりと戻ってくる記き憶おく──《何が起こってる!?》《八十万人が彼女のＩＤとＡＩと脳内チップを使って好きなことをやり始めたんですっ!!》

　んんー♪──そして全てが戻ってきた。《万単位で不適切Ｘレートなデータ交こう換かんを確かく認にん！》

《ノードがポルノ動画の配信に利用されています！》《さっさと止めろ！》《プラグイン・ジャッカルどもの自作プログラムが自動パッチを開始！》《捜そう査さ用ＡＩを不特定多数に好き勝手にさせるなんて前代未み聞もんよ！》《やだやだ何これ何て汚けがらわしいくせに猟りよう奇き的な美しさ！》

《アルゴリズム・クラッシュ、入出力アンビバレント！》解析官の叫さけび──《もうワケ分かんなーい！》アデライードのお手上げ──《この子、自分が何をしてるか分かってるの？　分かってないの？　止める？　止めない？　やーん、どうなるか見てみたーい！》クラリッサの小こ躍おどり──《早く止めんかッ!!》副長の叫び。

《多数の経路でブレークアウト！》解析官たちの驚きよう愕がく／驚きよう嘆たん──驚異の声。《軍事用ポータルゲートへ侵しん入にゆう。内務省および通商産業省、教育文化省、国防省のゲートとのリンクを構築》

《各省の電子捜査課から厳重な抗こう議ぎが殺さつ到とうしています！》真っ青になる解析官たち──おもむろに歩み寄る大隊長──モニター越ごしに各省に所属する捜そう査さ官かんと対たい峙じ／ほとんど無言で応対。

　銃じゆう口こうなみに雄ゆう弁べんな大隊長の沈黙──モニター＝憤ふん慨がいしつつ次々に押し切られる人々。

　とどまるところを知らない電子の夕霧ソング／ダンス／ホップ／ステップ／前ぜん人じん未み踏とうのジャンプ──拷ごう問もんでも受けているかのように席上でのたうち回る解析官たち。《マルチキャストからブロードキャストへ！》《接続官Ｂの脳内チップをマスカレード化、一部を公開開始！》

　盛せい大だいなビープ音──マスターサーバー〈刕レイ〉の悲鳴＝〝もうやだこの子〟

《ちょっと、どうやってやったの!?》《噓うそ、噓、信じられない、本当にやるなんて！》

《何が起こっている！　白犬ヴアイスの脳内チップがどうした!?》

《ＡＩ群とワケ分かんないパッチで自分の頭の中身を自由に書き換かえさせてるんです!!》

《すごいわ!!　人間が脳内チップによってスタンドアローンであることをやめた瞬しゆん間かんよ!!》

《いったい何が目的だ！　白犬ヴアイスは何がしたい!?》

《ブレークアウト！　都市の全マスターサーバーとの通信リンクを要求！　いえ──承認！　非攻撃的ラインの扱あつかいで実行！》《接続官Ｂの脳内チップの一部にノード設定！　なんてこった、こんなことが可能なのか？》驚愕／悲鳴──まぎれもない賛嘆の声。《脳内チップ同士をディーリング端たん末まつ化！　全金きん融ゆう機関と同時コネクト！》《エンジェルライン規模の効率的サーチ網もうを形成！》《侵しん犯ぱん警告を生じさせないまま全企き業ぎようのユビキタス網とブレークアウト！　億単位の商品情報が雪崩なだれ込んできます！》《電話通信交こう換かん網もうにアクセス！　脳内チップとの間にリンクを形成、都市内の全通話データをサード・インテリジェント・ネットワーク化！》

《信じらんなーい、脳内チップをストリーミング系ソフトなみに使い倒たおすとこうなるわけー？》

《つまり今、彼女はこの都市と会話しようとしているのです！　いえ、都市が彼女によって会話を始めたのです！　インターフェイスという概がい念ねんを覆くつがえす行こう為い！　これは、まさに──》

《彼女にアクセスした全てのハッカーたちのシステムを相そう互ご監かん視し下に置きました！　アルゴリズム・ビバレント、ゲートウェイ・クリア！　全世界のハッカーに協力させて何かを構築しようとしています！》《ハッカーたちが呼びかけ合ってさらにグローバル化、なんだこれは!?》

　さあ歌おうみんなでママが教えてくれた通りに青空に架ける虹の歌を──声を限りに。

《自分自身の脳を使って相互共有ターミナルを作ったわけ!?　ちょっと、これって──》

《ターミナル・ユニットよ！　彼女自身が今、ユニットになったのよ！　マスターサーバーでさえユニット自身に解かい析せきさせない限り追跡不可能な、仮定された存在の証明！》

　騒そう然ぜん──さあ歌おう──マスターサーバー〈刕〉の盛大な悲鳴──そしてクライマックスを経て姿を現す存在たち──とっくの昔に夕霧と同じ状態にあった──ユニットたち。

《同時多発的ブレークアウト！　全対象〝不アン明ノウン〟！》

《マスターサーバー〈刕〉は80％以上の確率で、全て犠ぎ脳のう体ユニットであると断定！》

《ブレークアウトから対象数を逆算──最低四つのユニットが存在！》

　声を追う──あの人の声──少女たちの声──そして輝かがやける数字の到とう来らい。

　３７２９２３１７１３１１７──広がる青空──虹にじの橋の輝き。

《ユニットの一つが〈空港占せん拠きよ事件〉におけるデータと一いつ致ち──〈太公望〉です！》

《何だと!?》呆ぼう然ぜんと置いてけぼりにされていた副長の瞠どう目もく。《間ま違ちがいないのか!?》

《国防省が発表した廃はい棄き時データとも完全に一致。中国側は存在を否定しているためプロト・データとの照合は不能。しかし間違いありません。〈太公望〉は今も都市内に存在しています！》

《第二のユニットに関し、マスターサーバー〈刕〉は同じ確率で遊覧船爆ばく破は現場で発見された九人の少女たちとの関連を示し唆さ！　〈九姉妹〉というコードを断定的に使用！》

《〈ローデシア〉どもの通信で確認されたコードの一つだ！　待て──九人!?　爆破現場で発見されたのは七人だ。公安が船の爆破前に保護した一名をふくめて八人しかいないぞ！》

《接続官Ｂは九人と断定。何らかの根こん拠きよが──これはいったい何のデータだ？》

　僅わずか数分間で同じＩＤによって取り出された九着の防護服──《夕霧小シヤオ姐チエ》──声がする──悲鳴／悲ひ嘆たん──痛み──地下道の暗くら闇やみから響ひびく少女たちの慟どう哭こく──《吾われらを殺して》

　どこかの部屋──恐おそろしさ／悲しさ──夕霧のもとに届けられる──死の光景。

　血まみれの壁かべ──血で文字──『異教徒たちの都市をことごとく燃やしなさい』

　喉が渇く──黒い虫が溢あふれ出す──引き裂さかれて弱々しく這はいずる男の体に黒い虫の群。

　バイオリンの音色──葬そう送そうの曲──なぶり殺しにされるアフリカ系男性──拷問／尋じん問もん。

　声──爆ばく弾だんはどこだ？　九人の少女たちはどこだ？　元軍人の整備員を尋問する人々。

　緑色の目──鏡のように光っている／何もかもを映し出している──笑っている。

　九人は逃にげた──たとえ脳を奪うばわれても──爆弾の炎ほのおに消されずに済んだ。

　彼女たちがこの世にいたことを伝えたくて──どこかにいる正しい人々に届くよう祈いのって。

《お願い……夕霧小シヤオ姐チエ》──涙なみだが溢れた──残ざん酷こくな光景／脳を奪われた少女たち／子供たち。

《さらにコードを断定的に使用！　〈ジークフリート〉〈オーディン〉〈ニーベルング〉、このうち〈太公望〉と〈ジークフリート〉がデータマイニング手法により一致と断定！》

《信じらんないわよ……なんでこんな幾いくつものユニットが都市に寄生してるわけ……？》

《あり得ないわ……ずっと監かん視ししてたのよ？　いったいいつから寄生されてたの……？》

《ブレークアウト！》解析官の声──呆然と立ち尽つくす副長／二人の女性。《ヒドラ設定で何かを受信！　いや──ダウンロード？》《マスターサーバーは〝無ナン意セ味ンス〟なノイズと断定──》

　３７２９２３１７１３１１７──飛び交かう歌声──３７２９２３１７１３１１７──

《白露さん！》ＡＩ群が一いつ斉せいに叫さけぶ──跳とび上がる解析官たち／カプセルの中で乱らん舞ぶする白銀の煌きらめき。《白露さん！　聞こえますか白露さん！　夕霧です！　白露さん！　白露さん！》

《発見されたユニットを介かいして接続官Ｂが何者かと通信──追つい跡せき不能のヒドラ設定！》

《無線通信!?　何これ!?　いったいいつの間に構築されてたわけ!?》

《白露だと!?　まさか白犬ヴアイスは──》

《ま……間違いないわ！　彼女、脱だつ走そうした特トツコ甲ー・ヤー猟クトコ兵マンドーたちとの無線通信を実行したのよ！》

《ちょっと、それどころか、これって──敵の転送システムじゃないの!?》

　必死に呼びかけ続けた──暗闇の向こう──青空の向こう──だが返ってきたのは──

　真っ赤な血のイメージ──そしてイバラのごとく広がる敵意／切断される声／潰つぶされ焼かれる声──せっかくもう少しで届くはずだった白露さんの存在を覆おおい尽くす、どす黒い悪意。

　ああ、あのときもそうだったのだ──初めて夕霧たちがお仕事をしたとき／操作された人格改変プログラム／白露さんたちを覆う悪意の正体──イバラのように絡からみつくノイズの群。

　鋭するどいビープ音──マスターサーバー〈刕〉の叫び＝戦いの始まりを告げる声。

《攻こう撃げき的アクセス！　敵性ブレークアウト！》叫び──血──増ぞう殖しよくする悪意の侵しん入にゆう──ワイヤーの乱舞／閃ひらめき／空むなしく宙をかく──《敵性スパイプログラム！　〈テューポーンの黒い舌〉です！》《マスターサーバーの解かい析せき網もうを突とつ破ぱして自律的に変異を開始！》

《食い止めんかッ!!》副長＝怒ど号ごう──大隊長の目に銃じゆう火かを見つめるような輝き。

《スパイプログラムが接続官Ｂの脳内チップに侵入！》《ダメよ！　マスターサーバーに破は壊かい的な命令の実行を全すべて遮しや断だんさせて！　あの子にこんな電子戦は無理よ！》

《接続官Ｂ内部でマスミューテート・アルゴリズムを確かく認にん！》《ブレークアウトの拒きよ否ひを優先して！　敵は彼女を仮想現実空間〈シュリンクスの葦あし笛ぶえ〉に引きずり込むつもりだわ！》

《ＡＩに侵食、浸しん漬しロットに回り切らず！》《接続官Ｂの脳内チップにハング傾けい向こう！》《自律神経系と脳内チップを遮断する気!?》《呼吸停止を誘ゆう発はつして脳死させるつもりよ！》

　副長＝バネ仕じ掛かけのように走る──壁＝非常用の斧おの＝解析課のロゴ／ガラス扉とびらを拳こぶしで砕くだいて斧を握にぎった／両手から血／走る──夕霧のいるカプセルのコネクターに斧を叩たたき込む＝火花。

　バーン！　ぎょっとなる解析官たち──耳をつんざく銃声──バーン！　大隊長＝中ちゆう継けいサーバーに問答無用の銃撃──盛せい大だいな火花──そして副長がコネクターのコードを斧で完全両断。

　カプセル内──夕霧の周囲でエメラルドの輝かがやき──還送の実行＝吹雪くんのフォロー。

《接続官Ａによる通常通りの還送です》《接続官Ａおよびその代だい替たいＡＩ群によって敵性スパイウェアのデリートを確認！　接続官Ｂが全ネットワークから離り脱だつ──強制的接続解除》

　吹雪くんが盾たてになってくれた──あの烈はげしい悪意を押し返してくれた。

　夕霧──カプセル内で白銀の煌めき──液状に戻もどるワイヤー群／椅い子すから滑すべり落ちる。

　液状金属の白い輝きにまみれながら床ゆかの上でのたくる／のけぞる／激しく痙けい攣れんする手足。

　荒あらい息／熱い息／戦意に満ちた息──起き上がれずに身み悶もだえながら敵を捜さがした。

　カプセルを叩くアデライードとクラリッサ──昇しよう降こう装置＝カプセルが上がってゆく。

　這いながら盛大に吐はいた──止まらない／胃がひっくり返るような激しさ／吐と瀉しや物の中に顔から突つっ込む／また吐く──物理的に無理やり接続を解除させられたことによる、世界が崩ほう壊かいして肉体が溶とけ崩くずれるような酩めい酊てい感に襲おそわれながら、なおも脳内チップを通して参照──見た。

　マスターサーバー内にデータ──過去に公安が情報汚お染せんを仕掛けられた際のデータと合がつ致ち。

　九十九％の確率で同一人物と断定される主犯／実行犯──その名。

　あの人を支配し、白露さんを悪意で覆い、夕霧に攻撃を仕掛けた存在──暗くら闇やみに落ちながら熾し烈れつな感情を抱いだいた──この少女が、かつてどんな相手に対しても抱いたことのない、この男だけは何があっても許してはならないという思い──音を立てて燃え盛さかる激しい敵意。

　その熱を改めて実感した──医い療りようフロアのベッドの中──外された手足／ただ目を閉じた。

　チェイス＝ザ・サードアイ──目ま蓋ぶたの裏の暗闇に浮うかぶ敵の名を見つめ続けた。
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　第ラツ二フ十ルズ六シ区テイ──河岸／森の外れ──巨きよ大だいなトレーラー＝車体にアイスクリーム店のロゴ。

　その後方──黒い霊れい柩きゆう車しや──後部の荷台が開く／中から現れる少年。

　手にバイオリン──銀がかったブロンド／天ゼ頂ニス青・のブル瞳ー──肌はだ＝暗い場所で保管された陶とう磁じ器きのような白さ／冷たさ──ジャケットに黒い染しみ／ズボンのサスペンダーに青い馬のバッジ。

　月夜を見上げる──桃もも色いろの唇くちびるが浮かべる夢見るような微び笑しよう。

　トレーラーに歩み寄る／ドアを開く──最新の電子機器が堆たい積せきした鍾しよう乳にゆう洞どうのような車内。

　奥の安楽椅子に横たわる男──傍かたわらの女＝ぼんやり幽ゆう霊れいじみた笑えみ。「やあ、白露。お目覚め？　すっかり夜の住人って感じだね」

「陽ひの光を浴びると体が錆さびてしまうからね、シャーリーン」少年──微笑ほほえみ／当然のことのように。「あの大雨の日から、そうなんだ。錆びると沢たく山さんの血を飲まないといけなくなる。動くたびにギシギシ軋きしむ音がして、うるさいでしょう？」

「まあそうだね」女──だがそんな音は一度も聞いたことがないという顔。「でも見境なく飲んだらダメだよ。清潔な血ばかりじゃないから、ちゃんと検査してからね」

「マルティンって人の血は綺き麗れいだったよ。少しだけ、怖こわいって感情を思い出せた気がするな」

「その服、洗った方が良いよ。血が染みになってるから」

「そう？　僕には見えないけど。ところで声が聞こえなかった？」

「声？　あー……あんたがいつも言ってるユダヤ人の女の子の歌声？　なんて名前だっけ？」

「思い出せないんだ。もっと綺麗な血を飲めば思い出すよ。それで、聞こえた？」

「ううん全然」女の笑み──子供をなだめすかすように。「君には聞こえたの？」

「僕を呼んでたよ。サードアイは？　聞こえたんじゃない？」

　安楽椅子──男がシートを上げて振ふり返る──白はく皙せき／長い銀ぎん髪ぱつ／眠ねむるように閉じた目／額に明めい滅めつする赤い電子義眼。「いや、私にも何も聞こえなかった。幻げん聴ちようかどうか検査するかね？」

「遠えん慮りよするよ」少年──検査という言葉にかぶりを振る／小さな溜め息。「約束、忘れないで。あの子の歌声が聞こえたら、僕に教えてくれるっていう約束」

「ああ」「忘れやしないって」男と女の微笑み──白露の微笑み──どれも温度のない表情。

　トレーラーから出る少年──河岸へ──停留中の大きなタグボートの甲かん板ぱんに人ひと影かげ／声。

「あんならァ、うじゃうじゃわいてくるどォ。早はよ兄ちゃんも一いつ緒しよに退治せんとほらァ～」

「えー加減にせえや秋シユウ水スイ、このボケぇ～」ふんぞり返ってガバガバ水を飲む少年／パンク刈がり／一部だけライオンのたてがみみたいに伸のびたメトウイモロズコシ色の髪かみ／険悪なリアンツプゴル色・グのリ目ーン──ふと振り返る／呆あきれたような顔。「やァっと起きたか白露よ～。あんな棺かん桶おけでよっく寝ねられるのぉ」

「陸リク王オウもどうぞ。誰だれかが入ってたわけじゃないし、もとはダイヤを運ぶための箱さ。光ミツ葉バは？」

「あんなァ、またカカシみとーに、そこらに突っ立っとるじゃろ。森の木と区別つかんわい」

　船の上から夜の森を眺ながめる陸王──ふとその口から別の声がこぼれ出す。

「やったどォ～兄ちゃん。やぁあっと退治できたでェ～。おー、白露。もー安心してえーぞ」

「そう。ありがとう、秋水。いつも助かるよ」

「任せとけェ」にっと笑う──急にしかめ面つらに。「虫なんぞおらん言ゆーとんじゃ、ほんまァ～」

　船の中から人影──男たち＝白い中国服／三人の灰色の中国服──交差する彼らの蛇じや腹ばらの腕うでに座る小こ柄がらな娘＝紅白のチャイナドレス／ぞっとするような美び貌ぼう／闇夜を切り裂さくような美しい白はく髪はつ／薄うすく赤みがかった眸め──朱しゆ色いろの蛇腹を婀あ娜だっぽくくねらせて男たちの手から降りる。

「おー蛭ツー雪シュエ、リヒャルト・トラクルのおっさんからよーやく連れん絡らくが来たかァ？」陸王が娘の体を抱き止める──娘の蛇腹の四し肢しが甘えるように絡からみつく／無線通信＝声なき声で陸王にささやきかける。「ほーかァ。やーっと三発目の爆ばく弾だんがドカンと行くとよォ～白露」

「そう。二発目のときみたいに僕たちが行かないといけないことにならないかな？」

「その方が退たい屈くつせんでえーわい。でなきゃァわしらァ九発目までずーっと待機じゃァ」

「光葉にも伝えておくよ」バイオリンを掲かかげる。「森で弾ひいてるから何かあったら呼んで」

「気が向いたら聴ききに行くわ」陸王──白露を見送る／呟つぶやく。「かんべんじゃ、陸王兄ちゃん。あんな楽器とっくに転送と還送の繰くり返しでガッタガタじゃけぇ～」──うなずく。「そーじゃ、剣ツルギの言ゆー通りやで兄ちゃん。ブリキの板でも弾いとった方がなんぼかましじゃァ」──肩かたをすくめる。「ほーか？　ワシにはそーは聞こえんがの～、なかなかえー音出すでェ」

　蛭雪──そっと蛇腹の手で陸王の頰ほおを撫なでる／自分の方に顔を向けさせる／ささやく。

「そうじゃ蛭雪。ワシがお前のために王国を作ったるわァ。ワシらみんな、もうどの国からも支配されやーせんからの～。なんもかんもぶっ壊こわしてワシらの国を作るんじゃァ。楽しみにしとれよォ」陸王──娘の頭を優やさしく撫でる／その首に絡みつく朱あかい蛇腹の腕／娘の笑み。

　森──木々の間──ふいに電子の声。《ジークルーネの設置が完かん了りようしたんだね》

　振り返る──闇やみに気配もなく立つ少年──腰こしまで伸びた黒髪＝間から覗のぞく深アイ緑ヴイ色ー・のグリ瞳ーン。

　意志も知性もないカカシのよう＝半開きの口から涎よだれ──本人は気づかず。《最初のロスヴァイセは成功。グリムゲルデは船なんかに使われた。ジークルーネ、ヘルムヴィーゲ、シュヴェルトラウテ、ヴァルトラウテ、オルトリンデ、ゲルヒルデ──そしてブリュンヒルデ》

「偉えらいね。九つの名前を全部、覚えてるんだ」白露──さして関心もなさそうに。

《異教徒の天使の名前だけどね。通信コードを全部覚えるのが軍での仕事だったから慣れてるんだ》光葉──ぎょろりと目が河の方を向く。《陸王と喋しやべっててよく混乱しないね》

「兄弟たちの人格が転写されただけだよ。慣れればどうってことないさ」

　ぎょろりと目が戻もどる。《聴かせて。好きなんだ君の演奏。夜しか聴けなくなって残念だな》

「ありがとう。ねえ、ところで、声が聞こえなかった？」

《例の女の子の歌声？》光葉──茫ぼう然ぜんとしたカカシの目。《聞こえなかったよ》

「そう」微笑ほほえみ──楽器を構える／夢見るように／ひどく虚うつろな動作。

　軋むような音色──尖とがった月光が降り注ぐ森で／何もかもが冷たく錆びついてゆくように。
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　青空／暗闇──その狭はざ間まに残されたもの。

　解かい析せき班により判明──夕霧がでたらめにつむぎ出した膨ぼう大だいな情報のロールシャッハテスト。

　第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスと第ラツ二フ十ルズ六シ区テイの間にある通り──中ちゆう華か街がい／イタリア人街／クルド人街／トルコ人街／日本人街／黒人街／スラヴ系／ハンガリー系／ルーマニア系──全すべて隣りん接せつ。

　通つう称しよう〝一いつ触しよく即そく発はつ通り〟──日常的に異なる人種同士で牽けん制せい／争い／差別の応おう酬しゆう。

　通りにある潰つぶれた食堂＝イタリア系の店主があるとき失しつ踪そう＝その地下倉庫──惨ざん殺さつ現場。

　死体はなし──裸はだか電球／おびただしい血の跡あと／拷ごう問もんに使われたと思われる工具類。

　現場封ふう鎖さ──副長が捜そう査さを独どく占せん──ＭＰＢ鑑かん識しき班による入念な捜査／調査／検証。

　夕霧──立ち尽つくす──電子捜査のときの記き憶おくと合がつ致ちする何かがないか見つめる。

　至るところに鋭するどい爪つめ痕あと──蛇腹の四肢が閃ひらめくさまが目に浮うかぶ。

　散乱した空のペットボトル＝ミネラル水──ひどく喉が渇く──喉のどがひりひりする気分。

　空のスプレー缶かん──うごめく黒い虫の幻まぼろしが見える気がする──かさかさ這はいまわる音。

　壁かべにのたくる血の跡──何かを書こうとして／もはや文字にすらなっていない──だが何を書こうとしたか自然と伝わってくる。『偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃やしなさい、そしてその都市を再建してはならない』──マイモニデスによる六百十三の戒律ミツヴアの一つ。

　彼らの存在を感じる──はっきりと──しかしぽっかり欠けている、もう一人の痕こん跡せき。

　白露さん──その存在の証しよう拠こがない／あるいはただ見ていた／ここで大勢が誰だれかをなぶり殺しにしたとき白露さんだけは何もしなかったのかも──すがるような気持ちでそう思った。

「特甲猟兵がこれに関かん与よしたとして、理由は何で、被ひ害がい者しやはどこだ……？」副長──壊れた眼鏡めがねをいじくりながら独白──割れたレンズを通して、壊れた人々の心を覗こうとするように。

　バンソウコウだらけの副長さんの手──夕霧を強制遮しや断だんさせるため素す手ででガラスを砕くだいた。

　夕霧──ぽつんと質問が零こぼれ出た。「その眼鏡は大切なお守りなんですか？」

　副長──質問されたことを意外に思う顔。「いや。ただの癖くせだ。やる気が出る」

　自然と伝わってきた──大切な眼鏡＝捨てるのが嫌いやなのではない／いつでも捨てる覚かく悟ごはできている／そうすべきときを待っている──自分の心を振ふり絞しぼらねばならないときを。

　ふいにコール音──ルルル、ルルル、ルルル──びっくり＝胸むな元もとのママの電話。

　意外──ちらりと副長さんを見る／副長さんなら良いとママも思ったのかも？

「あの、お電話に出ても良いですか？」電話を掲げてみせながら行ぎよう儀ぎ良く許可を求める。

「電話？」怪訝けげんそう──夕霧の顔と電話を見る／その電話がどこかに通じているとは全く信じていない顔。「うむ……作業の邪じや魔まにならなければ良い。好きにしろ」

　隅すみへ──ママの声。《ハロー、砂糖菓が子しちゃん。これから言うこと、しっかり覚えられる？》

「うん、ママ」耳を澄すます──ちらちらこちらを見ている副長さん──壁に顔を向ける／副長さんに見られるのが嫌なのではなくて／ただ悲しみに耐たえたくて。「分かりました、ママ」

　電話をしまう──しばらく壁を見つめ続けた──血の飛沫しぶきの跡／涙なみだでも拭ぬぐえそうにない。

「……どうした？」副長──遠えん慮りよがち／おっかなびっくり。「何かあったのか？」

「お願いがあります」振り返る──涙で濡ぬれた目で見上げる。「ここで殺された人が見つかって、その人の体から何かがなくなっていたら、夕霧にも教えてもらえませんか？」

「何か？」眉まゆをひそめる──壊れた眼鏡をしまう。「お前はこの捜査の一員だ。データ閲えつ覧らんは許可される。私からも連れん絡らくを入れさせよう。被害者は既すでに死亡していると言うのか？」

　こくんとうなずく──意図せずまた質問が零れる。「副長さんは、会いたい人に会えないことが辛つらくて、胸が痛くなることがありますか？」

　僅わずかな間──視線を逸そらすことなくうなずいた。「ああ。二度と会えない。私に法の何たるかを教えてくれた人だ。名をクローネンブルク。国際刑けい法ほう学研究メンバーのエースだった」

　ごまかさず教えてくれた──夕霧から得られる情報を信しん頼らいしている証拠。

「その人のために、涼月と陽炎に、今のお仕事をさせているんですか？」

「二人の目的にも合致している」言い訳ではない──逆に質問／確信的に。「電子戦に志願したのは二人を守るためか？」

「みんなを守るためです」

「特甲トツコー児童全てを……いや──軍から脱だつ走そうした特甲猟兵たちもか」

「はい」素す直なおに答えた。

　見つめ返す副長さん──小さくうなずいて言った。「電子戦におけるバックアップを可能な限り強化する。異なる〈肢バイン〉の転送による負ふ荷かを軽減させるよう兵器開発局員に依い頼らいした。私とＭＰＢがお前を守る。この狂きよう気きの坩堝るつぼのような暗い地じ獄ごくから、仲間たちを救い出せ」




　　　　陸ろく




　最低の役立たずになった気分──マルティン社長は見つからず／弟のエリクは見つからず。

　しかも兄のモルノーは気づけば病院を脱走──失踪──ふざけんなよ。拉ら致ち？　逃にげた？

　煮にても焼いても食えないヒキガエル神父──アダー・ガウス＝のらりくらり。

　マルティン社長の不在──二十五番街にみなぎる敵意／恐きよう怖ふ／〈ローデシア〉への憎ぞう悪お。

　闇やみ雲くもな復ふく讐しゆう心──武器を買う者／売る者／配る者／漂ひよう白はく剤ざいで洗う者──のきなみ逮たい捕ほ。

　ガブリエルと〝武装解除〟の仕事──表面上は名コンビ／背中越ごしに相手の様子を窺うかがう／神経がすり減る──いっそ叫さけびたい＝かかってこい、〈ローデシア〉野や郎ろう──じっと耐える。

　警けい戒かい心と暴力衝しよう動どうに満ちた仕事──ようやくの非番日が本心から救済に思えた。

　受験勉強──吹雪と第フロ二リ十ズ一ドル区フのネットカフェへ──精神疲ひ労ろう／いきなり居い眠ねむり。

「……ん？」吹雪の肩かたにもたれかかって寝ねていた──ぱっと身を離はなす／赤くなる／涎よだれとかそういうものを見られていないか慌あわてて顔中を撫なでる。「お……起こせ、バカ」

「疲つかれてるみたいだったから」幸せそう──名残なごり惜おしそう。「飲み物、取ってくるね……」

　その腕うでをつかんだ──反射的／目覚めたばかりの半はん端ぱな思考／これ以上の見て見ぬふりに急に心が耐えられなくなった。「いい加減にしろ、飲みすぎだ。あたしにだって分かるんだ」

「分かるって──」従順に座り直す──従順どころか殉じゆん教きよう者しやなみに強ごう情じような目。「何のこと？」

「レベル３だ」腕をつかんだ手に力がこもる──もう少しで涙を浮うかべそうになって我ながらぎょっとなった／自分のために盾たてになってくれる少年／そんなこと望んでないのに。「あれは伝染すうつるんだな？　空港で暴れたバカ猿ざるの一人と殴やり合ったとき、あたしがそうなりかけたみたいに。どんな風に喉が渇かわくか、あたしには分かる。なんでだ？　なんでお前が──」

「人格改変プログラムは未完成だったんだ」強情な目──だが優やさしい光。「そしてそれは今も僕たちを守ろうとしてる。でも同時に危険な……フロー状態をもたらしてもいる。今はまだそれしか分からないんだ。ごめんね、涼月ちゃん。でも必ず解明してみせる。冬真くんも──」

「質問に答えてない」目が潤うるみかける──ごまかすために睨にらみつける。「なんでお前がそんなことするんだ。いつだったか、死んだふりしたときだって、本当は、実際に死んでてもおかしくないくらい危ない目に遭あったんだろ？　なんでだ？　あたしが忘れてる何かのためか？」

「なんでそんなことするかって……」目をそらさない──だが質問を丸ごと繰くり返した／答え方を考えてる証拠／本当の答えを隠かくすために。「僕が接続官コーラスだからだよ。僕だけじゃない。ＭＳＳの接続官コーラスだって、現場の人たちを情報汚お染せんから守るために自分を盾にしてるはず──」

「そんなこと訊きいてない」思わず手を放した──くそ／耐えられない／目を拭った／これじゃ自分から泣いてることを白状してるようなもんだ／いつの間にか椅い子すの前の方に座って相手に身を乗り出している──自分が口にすることとは反対のことを言って欲しくて。「なんであたしなんかを守ろうとするんだよ。あたしなんかお前に守ってもらう価値もないんだよ」

「そんなことないよ……」ちょっとうつむく──今度は吹雪の方が涼月の涙を見て見ぬふり／優しい声。「フォローすべき人が涼月ちゃんだから僕にも勇気が出せるんだ。こんなこと言うと不安にさせちゃうと思うけど……僕、涼月ちゃんのお陰かげで、今ここにいられるんだよ。確かに涼月ちゃんはそのことを忘れてる。でもね、僕のことは忘れずにいてくれたから。そのことが嬉うれしくて……申し訳なくて。絶対に、涼月ちゃんの役に立たないといけないって、自分で決めたの。だから涼月ちゃんが申し訳ないと思うことなんてなんにもないんだよ」

　これまでになく尖とがった目──なのに涙が一ひと粒つぶこぼれて膝ひざに落ちた／くそ／噓うそだろ／慌てて顔を背そむけた──精神疲労／どこまで心が弱くなってるんだ／何とか鼻声にならないようごまかしながら言った。「どうやったら消せるんだよ……お前に伝染うつったそれを」

「あの……どうやって消すかって言うと……」口ごもる──また質問を繰り返す／だが隠すためではない／これは正しい答えを言うための間だ──どう言えば最も正しい言い方になるかを考えるための。「キスしてくれたら治るかも」

　そっぽを向いたまま目が半眼になった──噓みたいに涙が消しよう滅めつ／冷たい声。「……マジか？」

　ううん、と可愛かわいい咳せき払ばらい──どういう駆かけ引きだ？　こっちの弱みにつけ込みたい？

　まさか──吹雪に限って。じゃあ本気で言ってる？　理由／意図／不明──自分に理解できるとも思えない何らかの根こん拠きよがあって言っているのかもしれない。

「あの……」声にこもる何か／悲しみ／遠えん慮りよ──諦あきらめ／決心。「ごめんなさい、冗じよう談だんです」

「バカ」こいつは本当のことを言っている──そして何かを黙だまっているという確信。だがそれ以上に、相手の噓をかき分けて覗のぞき込もうとすることを心が拒きよ否ひした。すぐそばにいて本当に信しん頼らいできるはずの相手を疑おうとする自分が、ひどく薄うす汚ぎたなく思えた。「ちょっと休きゆう憩けい」

　トイレに行ってくるという合図──従順に脇わきへ退どく吹雪──相手の顔も見ずに席を立った。

　顔を洗う──鏡を見つめる──目をそらす──すっかり鏡を見ることが怖こわくなっていた。

　グレーテルのレッスンのたまもの──自分が自分についた噓すら暴あばいてしまいそうな恐怖。

　溜ため息──思考を逸そらす＝尋じん問もんする相手に意図を見み抜ぬかれそうになったときのテクニック。

　全く関係ないことを考える／喋しやべる／とりとめもなく──その場の会話の価値を下げる。

　自分にとって最も価値のない話題──〈ローデシア〉の名めい簿ぼについて考えた。

　埋うまらない空白──二五二五署はおそらく連中の支部であるＤＥＮ＝〈洞どう窟くつ〉だ。

　だが関かん与よしているはずの〈サイクロプス〉〈ワイバーン〉〈ワタリガラス〉──全すべて不明。

　くそ──役立たずの自分／このまま消えたくなる／みんなに自分のことなんて忘れて欲しくなる──精神疲労による透とう明めい人間願望が湧わいた途と端たん、何かがぴたりとくっつく感覚。

　カラス？　署長の言葉──カラスどもはすぐに姿をくらます──差別語としての黒い鳥。

　そんな肩書きを欲しがる白人至上主義者なんているのか？

〈ワタリガラス〉──北ほく欧おう神話／神の使い／斥せつ候こう／スパイ──直感／飛ひ躍やく──アダー神父？

　突とつ飛ぴな考え──だが恐おそろしくしっくり来た──黒人街の顔／二五二五署と取り引き／さらに〈ローデシア〉とも何らかの密約関係に？　だから武器をばらまきデモを計画させた？

　さらに閃ひらめき──筆記用具はなし／ボイスレコーダーじゃダメ／咄とつ嗟さに鏡を指でなぞった。

　ＲＩＣＨＡＲＤ　ＴＡＬＫＥＲ。

　教会で見た写真──男の方の名＝〝おリ喋チりヤーリドチ・ャトーーカドー〟──そのファーストネーム。

　イギリス読み＝リチャード──イタリア読み＝リカルド──ドイツ読み＝リヒャルト。

　ＴＡＬＫＥＲ──得意のスペリング／文字の入アれナ替グラえム──ＴＲＡＫＬＥ＝トラクル？

　リヒャルト・トラクル？　写真を見た瞬しゆん間かんに気づけよあたし──急いで席に戻もどった。

　こくこくジュースを飲んでる吹雪──慌てて飲むのをやめる／心配されるほど飲んでないよという顔／そしてすぐに異変を察する。「何かあったの──？」

　説明しようとしたときデスクで振しん動どう音＝サイレントモードの携けい帯たい電話──ガブリエルから。

　ちょっとぎくっとなる──吹雪に目配せ＝〝後で説明する〟──電話をつかんで再び席を離れる／静せい寂じやくを愛する他ほかの客たちの視線／こっちも仕事なんだよ──店外で応答。「涼月です」

《せっかくの非番に悪いな、涼月隊員》本当に申し訳なさそう──確か自分も娘むすめと面会中／だが／そして／衝しよう撃げきの言葉。《マルティン・フォルクマール社長が遺体で発見されたそうだ》

「くそっ」思わず空いている方の手を握にぎりしめてフック──空むなしく宙を薙なぐ／自分が本当に役立たずになった気分──〝頼たのむ！〟──モルノーの叫さけびがこだまする。「ちっくしょうッ」

《同感だ。それどころか、まだ言葉が足らないかもしれない。とにかくひどい有り様で、暴動が起こりかねんらしい。副長の命令で所しよ轄かつの検視施し設せつに車を回している。急行できるか？》

「地下鉄で。すぐ行くよ」反射的に応答──通話オフ──叫びが追ってくる＝〝助けてくれ〟

　ちくしょうくそったれ──席に戻る。「悪い。事件だ。捜さがしてた一人が死体で見つかった」

「せっかくの勉強時間なのに」同情──微笑ほほえみ。「ここは払はらうから。荷物も僕が持って帰るね」

　少年から目を逸らしそうになる──あたしなんかお前に守ってもらう価値もないんだよ。

　バックミラー症しよう候こう群ぐん＝和解や接せつ触しよくの瞬間、むしろ拒こばんで距きよ離りを取ろうとする。

　陽炎の図星の一言が追ってくる──逃げるのか──くそ、あたしは選びたいだけだ。

　ろくでもない人生／喪うしなわれた記き憶おく／積み重なる一方の暴力の日々──それでも自分にもちゃんと意志があって、自由な人生があって、好きになれる相手がいるって実感が欲しいだけだ。

　そしてぐるりと心が反転──もし本当に透明人間になってもこいつにだけはあたしを見て欲しい──デスクに手をつき、座ったままの吹雪に顔を近づけ、多分こんな感じだろうと見当をつけて、相手の柔やわらかな唇くちびるに自分の唇を押しつけた──硬かたく尖った自分を押しつける気分。

　だが驚おどろきの甘い味──完全無糖の苦々しさが溶とけて消えそう──真っ赤になる少年／自分。

　どうだ今なら世界だって救ってやる──バイバイの代わりに背中を向けて拳こぶしを振ふり上げた。




　急行＝車を待つより地下鉄の方が早い──途と中ちゆうで報告／推測／ボイスレコーダーに吹ふき込まれる示し唆さ＝〈ワタリガラス〉とリヒャルト・トラクル──このろくでもない事態に光をもたらす最も手っ取り早い手段はアダー神父の尋問である根拠──副長に転送。

　駅の出口──ぴたりと停とまっている装そう甲こう車＝ガブリエル──躊躇ためらわずに助手席に乗った。

　ガブリエルの説明──〝奇き妙みような果実〟＝死体を電柱や街灯に吊つるす──ＫＫＫの流りゆう儀ぎ。

〈ローデシア〉のサインの一種／見せしめ／脅きよう迫はく──もはやトチ狂くるった快楽犯罪。

　経けい緯い＝ずたずたに引き裂さかれたマルティン・フォルクマールの死体が河の街灯に吊されているのを二十五番街の比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくなレストラン経営者が〝朝の散歩〟で発見──最初は食肉加工工場が垂れ流す汚きたならしいピンクの廃棄物ゴミを、誰だれかがいたずらで吊したと思い込む＝市の清せい掃そう局へ通報──それがほぼ生きたまま解体され殺された整備会社の社長だと分かってパニックに。

　遺体の口の中に押しこまれていた社長の運転免めん許きよ証／指し紋もん／ＤＮＡ──本人と断定。

　検視施設に到とう着ちやく──広いフロアに幾いくつもの検視台／関係者用ブース。

　ブースのモニターに検けん屍し官の所見＝〝複数による執しつ拗ようなまでの拷ごう問もんの痕こん跡せき〟

　拷問嫌ぎらいの涼月の所感＝〝くそったれの変態どもがやりやがったな〟

　犯人像を語るもの＝〝両手はロープで〈手錠アハト結び〉に固定されていた〟

　捕ほ虜りよを拘こう束そくする際の軍特有の縛しばり方──犯人は軍に所属していたか現げん役えきの軍人。

　ブースから見下ろす──作業中の検屍官──見たくない──見なきゃいけない──見た途端に電撃のような悪お寒かん──まんべんなく草くさ刈かり機で轢ひいたような遺体／挽ひき肉／人間じゃない。

〝ちっくしょう、助けられなかった〟──握りしめた拳──役立たずの自分──冷たい憤ふん怒ぬ。

〝これに関与した者全員に手錠アハトをはめて魔ま女じよのもとに送り込まねば気が済まん〟＝ガブリエル──涼月と同様の怒いかり／〈ローデシア〉の一員なのに本気で怒おこってる？　迫はく真しんの演技？

　施設を出て遺体が発見された現場へ──街灯からぶら下がったままの赤黒く染まったロープ／群衆を追い散らしている二五二五署の警官たち。

　街に渦うず巻まく〝恐きよう怖ふ〟〝報復の熱気〟がひしひしと伝わってくる──現場をうろつく警官たちの会話＝〝アダー・ガウス神父が遺族と話している〟〝だが連中は収まらんだろう〟

　彼らの呼びかけ──自分たちの武装／黒人街の武装解除──〝パトロールではショットガンを忘れるな〟〝四人一組で行動しろ〟〝連中から銃じゆうを奪うばえ〟──戦争前夜のような興奮。

　装甲車に戻ってガブリエルと打ち合わせ──緊きん急きゆうに必要なこと＝犯人逮たい捕ほ──アダー神父の尋じん問もんは不可欠であるという二人の合意──うっかりこのゴリラ男が敵の一員で、黒人街を地域限定のにわか紛ふん争そう地帯にしたがっているはずだということを忘れそうになる。

　ふいに連れん絡らく＝副長──運転席の通信機／相変わらず一方的／だが目的は合がつ致ち。《特務班の両名の報告は受け取った。神父と地下道、両面作戦で行け。地下道の汚お染せんの除去については防ぼう疫えきセンターと交こう渉しよう中だ。神父の方はマスコミを盾たてにすることが予想されるため、優ゆう秀しゆうなマスコミ専門の広報担当者を派は遣けんした。二五二五署の署長も納なつ得とく済みだ。署で合流しろ》

　マスコミ専門の広報担当──超ちようやな予感──ガブリエルは素す直なおに進展を喜びながら直行。

　署の駐ちゆう車しや場じよう──裏手に白いぴかぴかのＢＭＷ＝グレーテルの車──車体まで冷気を発してる感じ／ガソリンの代わりにドライアイスとか誰かから抜ぬき取った霊れい魂こんとかで走っていそう。

　謎なぞ＝あの義眼と義手でも普ふ通つうに免許を所持して運転──道路交通法をどんな手段ですり抜けているのか誰もあえて質問せず──それどころか誰も隣となりに車を停めようとせず。

　車の脇わきにグレーテル──最近は交代で運転手役までかって出ているらしい若い警官二人。

「マスコミ専門員が派遣されると聞いたわ」興きよう味み津しん々しん──凍いてつくような甘い笑えみ。「広報は人心操作術の中でも特に優すぐれたテクニックが必要とされる分野。どんな人員か楽しみね」

「事態を打開するため派遣され、署長も受け入れた人物だ。期待しよう」ガブリエルの同意。

　待ち構える魔女とゴリラ──なんとも言えない顔で突つっ立つ涼月。

　間もなく賑にぎやかな音楽──ＭＰＢ広報ソング／まるでアイスクリーム売りの歌。

　表情と言葉を同時に消すグレーテル／ガブリエル／警官たち──目を覆おおいたくなる涼月。

　ド派手な蛍けい光こうピンクとグリーンの〝どうかしたのか？〟と全世界から同情交じりに止められてもおかしくないＭＰＢ広報課のロゴ入りバンが到とう来らい──何の怖おそれげもなくするりとグレーテルの車の隣に停車──その命知らずの行こう為いにガブリエルと警官たちが軽く息をのむ。

　音楽停止／エンジン停止／期待というより憐あわれみすら漂ただよう沈ちん黙もく──何事かと足を止める二五二五署の警官たちが空中でジグザグ軌き道どうを描えがく輝かがやかしい飛行物体にでも遭そう遇ぐうしたような顔に。

　堂々たる登場──運転席から現れる極ごく彩さい色しきの美男子。「みなさん、千チ々ヂ石ワです」

　馬ば鹿かげた紫むらさきと白の縦たて縞じまスーツ／水玉模様のネクタイ／執しゆう念ねん深く染めたブロンド／ありえないカラフルなコンタクト／両耳にルーズリーフのバインダーなみのピアスの束──機械化義手に極彩色のネイルアート──宇宙の彼方かなたからそういう風に動けと命令されているかのような妙みようにくねくねした動作で接近──後ずさりする若い警官たち／無言で観察する魔女とゴリラ男。

「千々石です」繰くり返し強調＝薔薇ばらの花でも取り出すように名めい刺しを配布──『広報部マスコミ課課長ミゲル・千々石・ベイカー』──元デザイナー兼けんプロデューサー／ＭＰＢのあらゆる武力行使を子供向け番組のワンカットに変へん貌ぼうさせる自じ称しよう〝永遠の二十五歳〟──先月末に三十三歳に。「アタシが来たからにはもう心配要いりません。公共テレビのニュース番組ごとき、アタシとその子が、たちまちあなたたちのＰＲ枠わくに変えてみせます。そうよね涼月ちゃん」

　全員の目が集まる──カンベンしてくれ──無む性しように泣けてくる。「えー……あたし？」

「ヤー」あたかも涼月がガッツポーズで返答したかのように親指を立てる──くねくねと間を取りながら、おもむろにバンの後部ドアをオープン。「準備は万ばん端たんよ」

　ハンガーで吊された衣い裳しよう群／箱で用意された色んなグッズ──今の自分に間ま違ちがいなくとどめを刺さしそうな神経衰すい弱じやくをもたらさないではおかないしろもの──本気で気が遠くなりかけた。

「広報戦術、それは現実は一つではないと大勢の人々に教える夢溢あふれる魔ま法ほうの仕事。ともにこの素敵な街角を平和な花畑に変えましょう」衣裳の一つを手に取る──入念に選んだに違いない露ろ出しゆつ度ど抜ばつ群ぐんのふりふり飾かざりつき黒バラ仕上げの制服的パラソルスカート。「この子はその花畑の案内人。人々に平和の貴とうとさを教えるちょっと内気で小生意気な幸せの妖よう精せい。そしてあなたたちは妖精のお陰かげでこの世界の美しさを知り、何としても平和に身を献ささげたいと願う勇ゆう敢かんな楽園の戦士たち」くねくね複雑な身み振ぶり──独自の設定を語る／衣裳と踊おどり出す。「アタシがなぜここに派遣されたか、これですっかりお分かりいただけたと思います」

「なるほど」ガブリエル──きわめて単純に感心。「なかなか考えられているようだ」

「劇場型のモデリング操作術ね」グレーテル──一転してにこやか。「非現実による常識のすり替えは、説得的情報学の一つ。効果的だわ。彼女に何か特とく殊しゆな肩かた書がきを与あたえてはいかが？」

「ヤー、いただきよ」千々石──意気揚よう々よう。「いつもの〈黒シユヴ犬アルツ〉以外に可愛かわいいのが欲しいわ。〈ティンカーベル〉とか〈キューピッド〉とかかしら。後でみなの意見を聞きましょう」

　待ってくれ──一挙に孤こ立りつ──僅わずかな抵てい抗こう。「あの……本当にあたしがやるの？」

「他ほかに適任はいないわよ？」こんなチャンスは滅めつ多たにないと言わんばかりのウィンク。

「夕霧は？」つい仲間にすがる──電子戦に志願してさっそく騒さわぎになったことは副長から連絡済み──それでも不満が顔を出す。「こーいう能天気なのは、あいつの方が得意だろ──」

「もう一度言ってみなさい」突とつ如じよとして豹ひよう変へん──極楽鳥のマジギレ。「夕霧ちゃんが〈アンタレス事件〉のときにどれほど勇気を振り絞しぼってあなたたちを守るために頑がん張ばったと思うの？　広報は戦場。決して退けない過か酷こくな最前線。そんな任務をたった一人で背負った夕霧ちゃんを能天気だなんて。もしまた同じことを言ったら、たとえ女の子でもアタシの岩をも砕くだくパンチをお見み舞まいしてくれるわ。本気ですごいのよアタシのパンチは」

「えー……」反論不可能──とても拳こぶしなど繰り出せそうにない極彩色の機械化義手に黙だまらされるとは思いもよらず／完全に気け圧おされて困こん惑わくの面おも持もち。「……すいません」

「分かればよろしい」荒あらい鼻息──かと思うと満足したようにくねくねと身振りを再開。「というわけであなたの出番よ。さ、この世で最高の笑顔を見せてちょうだい、妖精ちゃん」

　突きつけられる過酷な最前線のユニフォーム──最後の笑顔のかけらすら砕けそうな気分。




　　　　†




「お前さんの不ふ屈くつさには敬服させられる。俺がお前なら耐たえられたかどうか分かったものじゃない」ミハエル──気き掛がかりそうな眼まな差ざし。「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい」淡たん々たんとうなずく──何かを立て続けに通り抜けたように研とぎすまされる美び貌ぼう＝〝船〟の断だん片ぺんを調べる者たちが残らず手を止めて目を向ける／ぽかんとなる／魅み入いられたようになる──ミハエルの目だけが不安とともに憐れみを抱いだいている。

　憐れみにすがりたくなる──憐れまれたくなくて冷たく振る舞まう──なけなしの誇ほこり／本当に子供と大人の関係になってしまうことの怖こわさ／これ以上何かを失うことが恐おそろしくて。

　捜そう査さ状じよう況きよう──〝船〟の最後の整備を行った者が判明──その死が判明。

　マルティン・フォルクマール──爆ばく破はされた遊覧船の整備を請うけ負った整備会社の社長。

　いかれた犯罪集団〈ローデシア〉によって惨ざん殺さつされたという情報──なぜ？

　船に仕し掛かけられた爆ばく弾だんに気づいて殺された？　最も合理的／だが不可解／なぜ通報しない？

　船を整備してから行方ゆくえ不明になるまで十日以上の空白──その間ずっと通常勤務／二十五番街のデモの準備／街の若者たちの更こう生せい／自分が狙ねらわれていることすら自覚してなさそう。

　だが／しかし──社長の自宅の車＝ダッシュボードに拳けん銃じゆう／トランクに自動小銃／漂ひよう白はく剤ざいのにおい──若者たちを更生させていた社長がまさかの武器所有／何のために？

　自分に危険が及およぶことを予期していた？　だが理由は一いつ切さい不明。

　先生＝所見。「やっとダイバーたちが肝かん心じんのものを見つけてくれた。爆弾に内蔵されていた圧縮計だ。お陰で、これが非常に特とく徴ちよう的な爆弾であることが判明した。通つう称しよう〝道連れ爆弾〟だ。爆弾を組み込まれた乗り物に、重さが加わり、設定された合計重量と一いつ致ちしたときにだけ炸さく裂れつする。つまり吹ふき飛ばしたい人間たちが全員揃そろったところで爆発するしろものだ」

　ミハエル＝深まる疑問。「つまりこの爆弾を仕掛けた人間には、枢すう機き卿きよう以外にも他の標的がいた。狙そ撃げきと合わせて何が何でも枢機卿と、彼が船で会おうとした誰かを葬ほうむりたかった？」

　先生＝解明の手しゆ腕わん。「動機は証しよう拠こ品から推測しきれないが、こうした特殊な爆弾を使う人間のデータはある。この仕組みの爆弾を手がけるにはかなりの技術とともに、爆殺する対象の体重まで調べ尽つくすほどの執しゆう念ねん深さがいる。そういう爆弾犯はそれほど多くはない」

　提示される過去の事件──クーデター事件で確かく認にんされた七つの〝道連れ爆弾〟

　その一つ──クローネンブルク爆殺──陽炎＝息をのむ──因いん縁ねんに否いや応おうなく巻き込まれる。

　主犯筆頭──ハンス・Ｗ・クライン──死んだと思われていた七年前の爆弾犯／元軍人。

〈ローデシア〉と〈遊覧船爆破〉が明確につながる──名刺に等しい爆弾。

　ミハエルの唸うなり。「ますます複ふく雑ざつ怪かい奇きになるばかりのこの事件で、思わず飛びつきたくなるほど素直な解答ですな。囚しゆう人じんを解放して何かをしでかそうとしている白人至上主義者の親玉が、ＡＰ爆弾でヴァチカンの超ちよう重要人物を抹まつ殺さつした……だが何のために？　狙撃の意味は？」

　入念に隠かくされた動機──〝拡大的混乱〟〝万まん華げ鏡きよう的手法〟──どちらもミハエルの前で口にできず／自分の事件にのめり込むあまり何でもかんでも関連づけたがるパラノイア状態になっていると思われたくなくて──代わりに別の一件を報告。「一つ、よろしいでしょうか」

　イタリア人捜そう査さ官かんについて＝今日のランチ──そして驚おどろきのミハエルの返答。

「聞いている。インターポールから大隊長に直通電話があったそうだ」

　異なる組織同士の〝外交〟──情報交こう換かんの意義＝隊員と捜査官の〝交流〟を許可。

「お前を釣つり餌えさにする気は毛頭ない。拒きよ否ひするか、誰だれかの同行を求めてもいいんだが──」

　またあの遠えん慮りよがちな訊きき方──俺を頼たよれと言いたげ／つい顔がほころぶ／ごく自然に。

　パチンとガムを弾はじかせて微笑ほほえんだ。「あくまで斥せつ候こうです、中隊長」

　上司の前職を持ち出す──男が浮うかべる苦い笑えみ──一番欲しかったものが与えられる。

　目の前にいるのが傷だらけの哀あわれな女の子ではなく、頼たのもしい射手だと思ってくれる眼差し。

「お前の腕うで前まえは誰よりも知っているつもりだが、バックアップはつけるぞ、スシナヤルイフシパユツーツエ。本隊あっての斥候なんだし、そいつを忘れた男と同じ轍てつを踏ふませるつもりはないからな」

　なんだかここしばらくなかったほど意い欲よくを湧わかせられる言葉だった──安心感／奮起。

　電話──イタリア人捜査官──陽気な声。「もしもしプロント？　サビーネかい？」

　時間指定──店で待ち合わせ／お互たがい一対一を望む／お互い承知する。

　ミハエルの部下の運転──店の手前で下車／私服のＭＰＢ隊員が店外にはりつく＝護衛。

　制服姿／隊の拳銃＝ミハエルに命じられた装備──ＭＰＢ隊員たることを見せつけろ。

　自じ慢まんの焼き立てピザの店──二つ星と三つ星の間のピッツェリーア／そこそこ上品／繁はん盛じよう。

　店内──ジャケットの前を開く／脇わき下の銃のホルスターをチラ見せ／案内する店員がちらちら見る──奥の席にイザベラ・カンパネッロ。「よく来たね、トペウペロガンラチーシネちゃん」

　やめてその呼び方──妙みようなむずがゆさ──着席。「お誘さそい感謝しますカンパネッロ捜査官」

「ぜひイザベラと呼んで欲しいね」またもや両手で握あく手しゆ──気さく／親密／あるいは愛情──まるで母親が愛まな娘むすめにそうするような微笑みとウィンク。「メニューを開く必要はないよ。この店の一番の自慢の品を持ってきてくれるように頼んでるからね。それにしても気軽に入れる良い店じゃないか？　なんでも、あのベルナルド・ジュリーニもよく通ったらしいよ」

〝カジェロー〟──イタリア人の男／母様とキスしていた／森の中で泣いていた──その名。

　あえて反応せず──相手の意図を探さぐる。「悪くない店だと思います」

「ビジネスの相手としても悪くなかったんだろうさ」

「……ビジネス？」

「サビーネ、賢かしこいあんたに質問だ。イタリア経済の最大の特徴を知ってるかい？」

「コインのように表と裏がある、と聞いています」すんなり答える──母様ではなく深夜にだらだら見ていた何かのニュースで得た知識。

「そう。この世と同じく昼と夜がある、とも言えるね。イタリアの経済は半分以上、国に報告されない裏経済で成り立ってる。メディチ家がレオナルド・ダ・ヴィンチに絵を描えがかせた頃ころよりずっと前からイタリア人ってのは国家ってものを、とことん信用しなかった。お陰かげでイタリアは優すぐれた芸術家や車のデザイナーの他ほかに、したたかで優ゆう秀しゆうな会計士をしこたま輩はい出しゆつした。裏経済の魔ま法ほう使つかいたちだ。税ぜい金きん逃のがれでイタリア人に勝てる人種なんて、そうはいない」

「ベルナルド・ジュリーニもそうした会計士の一人だったということですか？」

「とんでもない。もっと途と方ほうもなく優れた天才だよ。お陰でなかなか正体をつかめなくてね」

　本題に入るのかと思いきや店員が料理を運び始めて中断──山盛りパスタ／さらにリングイーネ／そびえ立つサラダ／ヨーロッパでも指折りの大食を誇ほこるイタリア──本当にこれ前菜？

　メインはステーキらしい──この分だとデザートも樽たる一いつ杯ぱい分ありそう──ぴっちり締しめたベルトが急に気になる──ふいに店員のウィンク＝ミハエルのさりげなさとは比べものにもならぬ押しつけがましさ──開いた上着＝胸の谷間に遠慮のない視線──大いに食しよく欲よくを殺そがれる。

　無視。「ビジネスと仰おつしやいましたが、この店でも、そうした会計の仕事が行われていたと？」

「まあ、まずは食べようかね」イザベラ──笑み／目に光／厳重に隠されたものをこれから見せてやるというよう──かと思うと急に真顔に。「なんだい、茹ゆですぎだねこれは」

「……そうですか？」思わず口にしてみる。「それほどでは……」

「ぷう！」イザベラ──口に入れたばかりのリングイーネを銃じゆう撃げきのごとく床ゆかに噴ふいた。

　陽炎＝啞あ然ぜん／呆ぼう然ぜん──他の客たち＝あんぐり──店員＝目がまん丸。

「まったく許しがたい茹で加減だ。これは明らかに侮ぶ辱じよくだよ」やたら迫はく真しんに満ちた怒いかりの声。

「あの──」

「心配いらないよサビーネ。あたしからきつく言ってやるさ」にやり──棍こん棒ぼうが笑ったよう。

　奥の席でこわもての男たちが起立──さっきの店員。「お客さん、マナーが悪いですよ──」

　遮さえぎる。「オーナーに会わせてもらおうかね。カルロ・コッローディ坊ぼうやはいるんだろう？」

　男たちが動きを止めて顔を見合わせる──目を白黒させる店員。「そんな人間はいない──」

　バシン！　〝テーブルをぶっ叩たたいて人を脅おどす競技〟なるものが存在すれば疑いなく金メダル級──テーブル上の品はむろん、店員／客／テーブル／椅子／カウンターの酒さか瓶びん／陽炎／男たちばかりか、店自体も一センチは大げさとしても五ミリは衝しよう撃げきで宙に浮いたに違ちがいなかった。

「ここにはいないその男に、今すぐ、イザベラが鈴の音を聞きに来たと伝えるんだよ」

　完全停止中の男たち──店員＝落ち着かない目／回れ右／奥へ──すぐ帰き還かん。「こちらへ」

「さ、行こうか、サビーネ」優ゆう雅がに口もとを拭ふいて席を立つ──呆然と従う陽炎。

　殺気立っている男たちのそばをすたすた通過──奥──厨ちゆう房ぼうの脇のオーナー室──デスク／長机／革かわ張りのソファ──いかにも定期的に良からぬ商談が行われていますといった雰ふん囲い気き。

「くそ、かんべんしてくれ」デスクで小男が甲かん高だかい声をこぼして頭を抱かかえている。

「カルロ・コッローディ」歌うように節をつけるイザベラ。「おお、会いたかったよカルロ」

「ちくしょう、なんでここが分かった」小男──日常は危険度抜ばつ群ぐんであろう三白眼が、今は怯おびえて左右にせわしなく動いている／逃にげ場を求めている／もはやいじめられっ子そのもの。

「あんたの首で、あたしがつけた鈴すずがリンリン鳴ってるよ。どこにいようとすぐ見つけるし、聖降誕祭にはとびっきりのカードを送ってやるって約束したじゃないか？」イザベラ──舌なめずりせんばかりの笑み／もはやいじめっ子そのもの──超ちようこわもて警官の流りゆう儀ぎ。

「お……俺は、たれこんだりしねえぞ」

「いいや、カルロ坊や。あんたはカーモッティ一家のボスの姪めいを轢ひき逃げしたのが、モディリアーニ一家の若わか頭がしらだってことをたれこんで今の立場を手に入れたんだ。モディリアーニと市長の協定をあたしにたれこんで美味うまい汁しるを吸った。スカルラッティを殺バラしたのがあんたの兄貴分だってことをあたしにたれこんで部下を自分のものにした。モディリアーニ一家は今もあの掟おきてを守ってるかい？　旧ふるき伝統である〝沈黙の掟オメルタ〟を？　見てはいけないものを見てしまい、それを喋しやべった者は、殺して目をえぐり出し、両手に握にぎらせるってやつを？」

「お、お、お……俺はたれこまねえ」

「いいや。ベルナルドっていう孤こ独どくな会計士のことなんて特に今にも喋りそうじゃないか」

「ベルナルド……？」目をしばたたかせる。「ろ……六年も前におっ死ちんだやつだぞ」

　にやり──笑みが牙きばを剝むく。「ずいぶん正確に数字を出すね。あんたも会計士の才能があるのかい？　それとも最近、誰かと話でもしたのかい。六年前にあんたらが殺した男のことで？」

　陽炎＝思わず息をのむ──震ふるえ上がる小男。「お、お、俺はやってねえ！　関係ねえ！」

「この都市でベルナルドの最後の仕事相手はあんたの組だ。そこんとこ、よおく考えるんだね。それと、あたしが知ってることがお里に伝わるなんて、あんた望んでないだろう？　だからイタリアにいられなくなって、この音楽の都市に来たってわけだ。イタリア音楽はウィーンに借りがあるしね。なんせベートーベンを極ごく貧ひんに追いやったんだ。とはいえオペラ音楽が最高だっていう点は同意するよ。それで、あんたはどんな歌を歌ってくれるんだいカルロ」

「俺は……やってねえ……」小男──身も世もなくすすり泣き始める。「関係ねえ……」

　イザベラ──棍棒警官の面めん目もく躍やく如じよ──〝オー・ソレミヨ〟を独唱／殴なぐりつけるような歌声。

　強きよう烈れつな暴力のにおい──無理やり秘密を喋らせるときの、つんと鼻に来る、きなくさいアドレナリンのにおい──思わず〈アンタレス事件〉で、うちの小隊長が遭そう遇ぐうしたというロシア人たちの拷ごう問もんの話を思い出していた。

「ち、ち……ちくしょう、せっかくウィリー・ココシュカもムージルもおっ死んでくれたのに」

　ぴたりと歌がやむ──どっかとデスクに腰こし掛かけて睥へい睨げい。「悪の二大スターだ。それで？」

「ム……ムージルは数字を追ってた。とんでもない数字だ。ウィリー・ココシュカもそれを追ってた。で……ベ、ベルナルドは、そいつを手に入れたせいで殺されたって話だ」

「その数字ってのは？」

「し……知らねえ。なんかの数字だ。十三桁けただか二十三桁だか、はっきりしねえ。ムージルはそれを隠かくし金庫の暗証番号だと思ってた。で、その金庫には、とんでもなく桁違いの金が納まってるか、流れ込んでくるかするらしい」

「で、あんたはベルナルドがその数字を知ったってことを、どこかの誰かにたれこんだ？」

「ち、ち、違う。俺はただ、ベルナルドとした世間話をそのままそっくり話しただけだ」

「どこかの誰かは、あんたとベルナルドの、どんな話に興味を持ったんだい？」

「お……女の子の話だ」早口──自分の無実を訴うつたえる者の口調。「小さな女の子に教えられたって言ってた。人間はみんな、目覚めて陽ひの光を見る権利があるとか、そんな感じの──」

　ふいに小男が陽炎を見た──瞠どう目もくする陽炎と目が合う──慌あわてて無実を訴えた自分の口が、逆に死し刑けい宣告を相手に代わって下したのを悟さとった恐きよう怖ふで青ざめる。「お……俺は……」

「その女の子は赤いトウガラシみたいな綺麗な髪をしていたとは言わなかったのかい？」

　ひっ……と小男が息をのむ──陽炎が今にも復ふく讐しゆうの銃じゆう弾だんを撃うち込もうとしているかのように縮こまって手で顔を隠す。「ああ、なんてこった……お、俺は関係ねえ。関係ねえんだ……」

「カルロ、カルロ、カルロ」強烈な圧力をもたらさずにはおかない歌うような節回し。「メッセージ・ボーイ、カルロ。伝言案内カルロ坊ぼうや。あんたはボスの言葉を配達する。みんなの言葉を配達する。たれこみ屋カルロ。その配達で、いったい何人が不幸になったんだい？」

「お……俺の仕事だ。俺はただ伝えただけだ。命令されてやったんだ。黒くろ手て組が──」

「黒手組が関わってるんだね？」イザベラ──小男の急所をがっちりつかんだ獰どう猛もうな笑えみ。

　子供がいやいやするようにかぶりを振ふる小男──バシン！　デスクを引っぱたくイザベラ。「お前の鈴がリンリン鳴ってるよ」バシン！「ボスにも聞かせてやろうかね」バシン！「そこの電話の受話器を手に取ったらど・う・だ・い・カ・ル・ロ・ぼ・う・や」バシン！

　銃声と勘かん違ちがいされそうな平手打ちの連発──痛くないの？　もしかして機械化義手？　陽炎の疑問──しかしどう見ても、ほどよく血の気に満ちた生身に違いないイザベラの手。

　しくしく泣き出す小男──何もかも砕くだけ散った哀あわれなしゃがれ声。「そうだ……全部、六年前と同じだ。黒手組に〝殺し〟の指令が出た。連中は〈リスト〉って言葉をボスに教えた。その言葉に関係したやつが標的なんだ。俺は、話せと言われたことは全て黒手組に話した。その……女の子のことも。六年前にその女の子は殺やられたんじゃなかったのかって訊きいた。そしたら邪じや魔まが入ったって話だった。黒手組の邪魔をする命知らずがいるなんて俺には信じられねえ。多分、殺る必要がなくなったんだ。今、連中が誰を追ってるかなんて分かりゃしない。俺は知らなかった。俺はベルナルドは嫌きらいじゃなかった……。あいつは、良いやつだった」

「その〈リスト〉ってのはなんのことだい？」いささかも容よう赦しやなく尋じん問もん続行。

「し、知らねえ……俺が知るわけねえ」

「黒手組の〈アルレッキーノ〉は、国境調停に関かかわるものだとは言ってなかったかい？」

「し、し、し、知らねえ」

「〈クーデター事件〉でも、〈リスト〉を知る人間は一人を除いて皆みな殺ごろしにされたとは言わなかったかい？　ゆいいつ生き残ったのが、カール・クラウスだとは言わなかったかい？」

「ししし、し、知らねえよ！」

「〝ガララトガルラスヘネビイク〟って名の武器商人が、黒手組と商売をしてるとは言わなかったかい？　そいつがプリンチップ社に関わってるとは言わなかったかい？」

「知らねえ、知らねえ、知らねえ、本当だカンベンしてくれ！」

「〈リスト〉の番人が黒手組だとは言わなかったかい？　連中と組んだ誰かがクローネンブルクを爆ばく殺さつしたとは言わなかったかい？　ライフル友愛会と狙そ撃げきされた医者たちは〈リスト〉のいけにえだったとは言わなかったかい？　ベルナルド・ジュリーニが〈リスト〉の正体を暴あばくかもしれなかったとは言わなかったかい？　十二個目の指輪をベルナルドが作らせたとは言わなかったかい？　アルブレヒト・アイスラーっていう医者が書いた、脳内チップを使って脳死に等しい植物状態の人間を目覚めさせるっていう論文を読んだとは言わなかったかい？」

「俺にそんな話を聞かさないでくれ！　俺に教えないでくれ！　俺は何も知りたくねえ！」

「いいやお前の耳は立派にあたしの話を聞いたのさ。ただ、まあ、あんたは何も話さなかった。それだけは約束してやるよ。せいぜい手下の前じゃ堂々としてるんだね。でないとお前の首でリンリン鳴ってる鈴がみんなにバレちまうからね。そうならないためにも、〝殺し〟の指令が出たときは、誰だれが標的にされたかあたしに教えてくれるに決まってる。そうだろう？」

「……ボスがあんたから俺を守ってくれる」

「あたしがあんたのボスだ。あんたを守ってやれるのはあたしだけだよカルロ坊や」

　しゃくり上げる小男──逃にげ場も何もかも失って奴ど隷れいと化した自分を思い知らされる哀れなマフィアの涕てい泣きゆう──ボロボロの抜ぬけ殻がらになったような相手に背を向けるイザベラ。「行こうか」

　陽炎──先ほど席を立ったときにも増して呆ぼう然ぜん／頭が真っ白に／咄とつ嗟さについていけず。

　ただイザベラに従って移動──通路＝こわもての男たちがまごついているのを尻しり目めに裏口から外へ──イザベラが親指で道路を示す。「護衛たちに姿を見せてやんな」

　言う通りにする──席を立って奥へ引っこんだ陽炎に合わせて店の裏手に来ていた隊員。

　互たがいに目配せ──〝何も問題ありません〟──引き続きイザベラと行動／混乱を押さえつける／なんとか頭を整理／立て続けに重要すぎるっぽい言葉の連発で思考停止しそうになる。

「せっかくのランチが台無しだ」自分から台無しにしておいて憤ふん然ぜんとするイザベラ──肩かたをすくめて目の前のホテルを指さす。「まあ、念のため、そこの店を予約しといたからね。ちょっぴり遅おそめのランチを続けるとしようじゃないか、サビーネ」

　完全に計画済み──〝前菜〟終しゆう了りよう──〝メイン〟へ黙だまって入店＝ホテル内のまぎれもない五つ星のレストラン──制服のボタンを閉じる／私服のＭＰＢ隊員がホテルのロビーで待機。

　個室──向かい合って座る──前の店に続いて注文の必要なし／ほど良い量の食事／好きな食べ物や苦手な食べ物の話に終始するイザベラ──やがてメインの時間／厚みのあるステーキ／ゆっくりとナイフを入れながら陽炎が言った。「〈医師狙撃事件〉において、アルブレヒト・アイスラー博士とベルナルド・ジュリーニが真実で、後の被ひ害がい者しやは、全て虚像ですね？」

　にやりとなるイザベラ──デスクをひっぱたいていたのが噓うそのように優ゆう雅がな手つきで肉を食う。「万まん華げ鏡きよう的手法。フランス人らしい命名さ。ピエールの〝迷めい惑わくメール〟は読んだようだね」

　うなずく──負けずに食う。「クローネンブルク文書の、拡大的混乱の演出についても」

「理論だけあっても実行犯が特定できなけりゃ意味がない。で、あたしはそいつを追ってた。黒手組っていう、歴史ある国際的なゆすりと脅きよう迫はくのプロたちをね。もとは秘密結社で、昔のバルカン半島にも、ほとんど同じ名前の組織が存在した。オーストリア皇太子暗殺を計画し、プリンチップという一人の青年に、第一次世界大戦の引き金を引かせた民族主義の組織さ」

「イタリアとバルカン半島……二つの組織は同じものなのですか？」

「本来は全く違う存在だよ。だがこの百年で多くの組織が変へん貌ぼうした。イタリア本国とアメリカ国内のイタリア系マフィアが複雑にくっつき合ったようにね。二つの黒手組が存在したのか、二つに分かれたのかも、はっきりしない。だが少しは解明が進んでね。黒手組の中に〈アルレッキーノ〉と呼ばれる過激な集団がいて、金で雇やとわれる。長い歴史が生んだ変種さ。殺しのために外部の人間を雇うってんだから一族の誇ほこりもない。そいつらが〈リスト〉を守るために人を殺して回ってるってのが、あたしの持論でね。ピエールの言う万華鏡も、やつらの仕し業わざだとにらんでるんだよ。で、いったい誰があんたを撃ったのかわかったのかい、サビーネ？」

　いっぺんに食しよく欲よくが消える──悲しみが全すべてを奪うばう／耐えろ／しっかりと相手を見つめ返して言った。「不明です。今は、使用された火薬を追っているところで、ただ少なくとも──」

「あんたの父様じゃなかった」優やさしい声──笑えみ。「そうだろ、サビーネ。あんたの父様はあんたを傷つけるようなことは何一つしなかった」

「はい」涙なみだがにじむ──相手の本物の優しさ。「母様から聞いたんですね？　私の名前を？」

「ああ、そうだよ」

「十二個目の指輪は……私の母様のものだったんですね」

「ベルナルド・ジュリーニがひそかに、模造宝石のプロに作らせて、あんたの母様に渡わたしたのさ。自分にもしものことがあったときのためにね。他ほかに十一個も同じ品が存在するものを選び、友愛会の仲間にも言わなかった。いわばベルナルド版の万華鏡さ。そして真実は守られた」ペンを取り出す──ナプキンにさらさらと何かを書きつける。「指輪の裏には数字が刻まれてた。ＢＶＴがなぜか発表しなかった数字さ。もしかすると指輪の損傷が激しくて本当に読めなかったのかもしれないが、あたしはＢＶＴお得意の秘密主義だろうと推測してるがね。それはともかく、この数字こそ、ベルナルドが知ったっていう〝とんでもない数字〟かとも思ったが違ちがった。あんたの母様も何の数字か知らなかった。あたしもこの都市に来てやっと分かった」

　ナプキン──書かれた数字──『２７０６９／４／１２Ａ』──あの遊覧船の船体番号。

　陽炎──ベルナルドが万華鏡の中に隠かくした真実──あるいは恐きよう怖ふに襲おそわれた男が、ゆいいつ信じられるものにすがって勇気を欲ほつしただけかもしれない──ライフル友愛会／その思い出。

「やはりあの船には何かがあったんですね……ベルナルドが隠した何かが」

「そしてそれをマーリオ・ロッシーニ枢すう機き卿きようが取りに来て……殺されたのさ」

　単純な事実。「枢機卿は、母様から指輪を受け取ったんですか？」

「託たくしたのさ。ロッシーニ枢機卿は、あんたの母様に約束したそうだ。〝全ては暴あばかれる。報むくいられざること一つとしてなからん〟──とね」

　震ふるえ──カール・クラウスの言葉／なぜ？／枢機卿とカール・クラウスは面識があった？

「ロッシーニ枢機卿は、ベルナルドが死ななきゃいけなかった理由の全てを、ライフル友愛会が誇りを汚けがされた全てを、解明すると約束したそうだ。そしてこの国のこの都市の、あの船に乗って……まるで魔ま女じよのように焼かれたんだ」

　咄嗟にそのまま話を続けるべきか迷う──だが口が先にすべきことをした／この人を信用すべきだという何よりも強い直感。「カール・クラウスもこの事件に関かかわっているんですね？」

「まず間違いないさ。ただ、どういう理由でかはわからない。この国で、あの男が軍事クーデターを起こそうとした経けい緯いを調べてもさっぱりだ。しかし〈リスト〉について一度だけ言げん及きゆうしているのは確かでね。あの男が行った例のゲームさ。〝〈リスト〉を焼け〟っていうメッセージを、十二人の側近全員に送ってる。そして十二人全員があの騒さわぎで死んだ。互たがいに殺し合ったやつらもいる。最後に生き残ったのは、カール・クラウス一人さ。本当に〈リスト〉をどうにかしようとしたのか、ただ騒ぎを起こして万華鏡を作り出そうとしたのかは皆かい目もく不明だ」

「私もメッセージを受け取りました。カール・クラウスから」

　イザベラが黙る──まじまじと見つめる／柔やわらかな目の光／憐あわれみではない／慈じ悲ひとさえ言えるような眼まな差ざし。「そうだったのかい……まるで誰だれもかれもが、よってたかってあんたに背負わせようとしてるみたいだ。あたしにはとても耐えがたいよ」

「……どのようなメッセージか、訊きかないんですか？」

「あんたをこの事件に縛しばりつけるためのものに決まってる。なんてこった……あたしはてっきり、あんたが自分の意志で──」

「私の意志です」きっぱりと言った──どれほどちっぽけな誇りであっても、その全てで。

「ああ」優しくうなずく。「ああ、そうだとも。あんたは強くて賢かしこい子さ。あんたの母様によく似てる」微笑ほほえみ──顔を強こわ張ばらせる陽炎をなだめるように。「ロッシーニ枢機卿の足取りをなんとかつかんで、あんたの母様に会ってね。最初は何も話しちゃくれなかったが、ある条件つきで、話してくれたんだ。あんたの母様は、六年もの間、ロッシーニ枢機卿が来るまでずっと黙って一人で耐えていたんだよ。正真正しよう銘めいの沈ちん黙もくの守り手さ」

「母は……」息が詰つまりそうになる──しいて押し出そうとする。「ベルナルドと……」

「いい仲だったわけじゃないよ」本当のことを話しているというまぎれもない響ひびき。「ただ家族のようなものだったのさ。イタリア人とオーストリア人は、そういう点で似た者同士だ。イギリス人の四倍は夕食に時間をかけるし、フランス人の倍は握あく手しゆと肩かた書がきが好きで、どの民族よりも仲間を家族と同じく愛する。ベルナルドが理由で母様はあんたから去ったんじゃない」

　言葉が見つからず──間が欲しくて訊いた。「……母様はイタリアに住んでいるんですか」

　イザベラがうなずく──陽炎にもすぐに分かった──分かっていた／今なら分かることができた／別べつ荘そう／分ぶん与よされた財産／離り婚こん時の──娘むすめを引き取る手段＝皆無。

　なぜなら──おかしくなった父様が、母様や世界中の人間が娘を奪うことを拒きよ否ひした。

「ベルナルドがどんな風に死んだかは調べたかい？」

「イタリアへ向かう高速バスの事故で。同時に……二十七人が死亡」重くのしかかる死者の数──いったいどれほどの不幸が意図的に生み出されたのか。「友愛会のメンバー全員、調べました。不自然な自殺、事故死、一方的な嫌けん疑ぎ……。父様については……私がよく知っています」

「でもきっと、あんたの父様が闇やみで銃じゆうを買い込んでたことは知らないんだろうね」

　ぽかんとなった──何を言われたのか本当にわからず／読むこともできない言葉が宙に漂ただよってそれを眺ながめている気分──やがてはっきりとその意味が伝わった──母様の沈黙の理由。

「父は……敵の存在を察していた……？」

　今度こそ本当に涙がこぼれかけた──今では確かめようのない推測──だが／おそらく／母様も敵の一人なんじゃないかと疑わざるを得なかった父様／それでも母様を愛してた／でも母と娘の両方は守りきれない／追い詰められた人間の矛む盾じゆんした考えと行動──そして友愛会の仲間たちが次々にいなくなってゆく状じよう況きように耐たえられなくなった──敵を警けい戒かいする毎日に。

　父様はそんなものに耐えられる人じゃない──繊せん細さいで優やさしくて脆もろい心の持ち主だった。

「あんたの父様は、全すべてが誰かの罠わなだと感じ取ってたんだろう。だが黒手組の本当の仕事は、殺しじゃなかった。いいかい、サビーネ。ハイジャック事件が起こった。医師狙そ撃げき事件が起こった。ライフル友愛会に医師狙撃事件の関かん与よの疑いが起こった。あんたが撃うたれた。友愛会はバラバラに砕くだけ散った。ハイジャック事件の捜そう査さが打ち切られた。そして何も解明されなかった。黒手組がどこで仕事をしたか分かるかい？」

　カチッ──あの忌いまわしい音。「ＢＶＴのリーダーたちを脅迫して捜査させなかった？」

　にやりとなる──全ての忌まわしさに真っ向から対決してくれる笑えみ。「そしてライフル友愛会に疑いをなすりつけさせた。ＢＶＴもライフル友愛会と同じようにいけにえだったんだ。当時の重役連中はのきなみ辞職し、その後、トップの四人が四人とも事故や強ごう盗とうで死んでる」

　耐えられない──もう嫌いやだ──これ以上、私に死人の名を告げないで、とても背負えない。

　だが耐えろと心が言った／誇ほこりが言った／涙なみだを浮うかべることも動転することもなく、うなずいた／さらに訊いた。「実行犯が黒手組であるという実証は、あるのですか？」

「一つだけ。ただし正体がつかめていないという点じゃ不十分だがね。〝ガララトガルラスヘネビイク〟と名乗る武器商人が現れて、黒手組に武器を与あたえてる。このヘビ野や郎ろうは、それまでの武器密売ネットワークをひっくり返すような商売の仕方をしててね。〝十ア人・テのンお・ト喋ーりカー屋ズ〟は知ってるかい？」

　記き憶おく──クローネンブルク文書。「拡大的混乱を演出するため武器を大量に売る存在です」

「デューク・ブラックストーンって捜そう査さ官かんが、そいつを追っててね」

　すぐに分かる──ＢＶＴの会議に出ていたダンディなイギリス人。

「ブラックストーンが、あたしにこっそり教えてくれたのさ。ＴＥＮてのは、ＮＥＴのことだ。正確には〝Ａ　ＴＡＬＫＥＲＳ　ＮＥＴ〟……つまり〝おト喋ーりカ屋ーたちズ〟のネットワークさ。武器密売の巨きよ大だいな販はん売ばい網もうだよ。で、あるときヘビ野郎がこのネットワークにいきなり食い込んできて混乱が起こった。その結果、プリンチップ社がテロ支し援えんの幽霊ダミー企き業ぎようとして浮ふ上じようした。どうやらヘビ野郎が何らかの協定を結んだのは確からしい。そしてそのヘビ野郎が、黒手組へ武器を売るというビジネスを独どく占せんし、最初の仕事がこの都市で行われた。そしてＢＶＴの元重役の一人を撃った強盗が使った銃は、このヘビ野郎が黒手組に売った品であることが判明してる」

　執しゆう念ねんの捜査──たった一いつ挺ちようの銃を、いったいどれほどの力を費ついやして追ったのだろうか。

「そのガラガラヘビや黒手組が……私を撃った誰かに、火薬を提供したと思いますか？　あるいは彼らが実行犯である可能性はあると思いますか？」

「わからない。ＭＰＢの書類を読ませてもらったけど、あの火薬は国内産の可能性が高いね」

　うなずく──先生のさらなる解かい析せきと所見──火薬はオーストリア軍で使用されているもの。

　またもや国内のグループを連想させる報告──元軍人ハンス・Ｗ・クライン。

「この国の過激な白人至上主義者たちが、黒手組と手を結んだ可能性はありますか？」

「過去の大戦時、ファシストはマフィアを退治しつつ、その後ぴったりくっついた。ありえないことじゃない。ただ、あんたが生きてたことを黒手組は知ってたはずさ。だがとどめを刺さしに来た黒手組と、あんたの父様が撃ち合ったなんて形けい跡せきはない。おそらく、あんたに人手を割さく必要はなかったんだ。あんたはまともに喋れる状態じゃなかった。連中としてはＢＶＴを操作した時点で、成果は上々だった。あるいは本当に何者かが邪じや魔ました可能性もあるがね」

「父様以外にも……誰だれかが私を守ろうとした？」

「ああ。だがカルロ坊ぼうやが言った通り、それは考えにくい。黒手組に立ち向かえる連中は少ないからね。もし邪魔が入るとすれば、これからさ。何せ、あたしがここにいるんだからね」

　またぽかんとなった──だが今度はすんなり意味がわかった。「……私を守る？」

「それが条件だ」笑み──秘ひめられた意志の強さが伝わる。「あたしは約束したんだよ。必ずあんたを守るってね。何があろうと。だからあんたの母親は、あたしに話してくれたんだ」

「母様は──」

「今でもあんたのことを深く愛し続けているさ」

　耐えられるわけがない──うつむいて涙をぼろぼろ落としてしまった／悲劇に耐えてすすり泣くのとは全く違ちがった涙──ぎゅっと目を閉じた。「母様は……新しい人生を歩んでいますか」

「ああ」偽いつわりない返事──この世で最も正しい答え。「いつか直接会って、聞くといいよ」

　うなずけず／かぶりを振ふることも出来ず──ただ、それでいいと思った。

　悪夢から逃のがれることができた人がいる──それだけで救いになる／それだけが救いだった。

　どこまでも頼たよれる小隊長の面おも影かげ──涼月、お前は正しい、という思い──私たちのために道を作ってくれる／突とつ破ぱしてくれる／血みどろの修しゆ羅ら場ばから──出口へ。

　報むくい──人生を破は滅めつさせるものばかりではないということ。

　カール・クラウスの望み──あるいはけしかけていることの全てを超こえて、自分の意志がどこへ向かうべきであるかを、そのとき初めてはっきりと悟さとった。

「私は、全ての報いを……この事件を終わらせたい。……私は、私の人生を始めたい」

　イザベラが優やさしく肩かたを叩たたいてくれた──まるでよくやったと誉ほめるように。「何でもするよ、サビーネ。そのためになら、このイザベラおばさんが何だって協力してやるからね」




　　　　漆しち




　朝＝リハーサル──千々石の演出／シナリオ／振り付け。「ヤー、その調子よ二人とも」

　副長のＧＯ＝〝最高の獲え物ものであるアダー神父を必ず手に入れろ〟

　尋じん問もんを主張した涼月＝文句も言えず──副長の全任を受けた千々石＝やる気まんまん。

　涼月──千々石自らメーク／着付け／ポーズ指導／セリフ指導／ＮＧ連発──もはや拷ごう問もん。

　一刻も早く逃れたい一心で従順になってゆく自分を自覚する──途と方ほうもなく情けない気分。

　ド派手な装そう甲こう輸送車──キャンペーン仕様に塗ぬり替かえられた車＝さすがに啞あ然ぜんとなるガブリエル──派手派手しいタスキ＝『ＭＰＢは正義の戦士』──とんがり帽ぼう子し＝魔女が火あぶりの際にかぶらされるしろものをディズニーなみに夢溢あふれる装そう飾しよくに。

「我々は子供の相手をしに行くのか？」さすがに疑念を呈ていするガブリエル。

「汚よごれた大人の中に隠かくれている純じゆん粋すいな心を呼び覚ますための装置よ」千々石＝ウィンク。

「人間は幼年期に学習したものを全肯こう定ていするわ。子供っぽさを想起させ、警けい戒かい心を親しみの念にすり替えさせる、というわけね」グレーテル──実に余計な理論的フォロー。

「大人の中の子供心に訴うつたえるのか。確かに効果はありそうだ」説得されるガブリエル。

　味方なし──敵だらけの戦場に立つ涼月──いよいよ車両の屋根に立たされる。

　ガブリエル──運転席から重々しく無線通信。《では出発しよう、〈黒天使ピクリーン〉》

　正気な声で言うんじゃねえ──身み悶もだえしそうになる新たな肩かた書がき＝千々石とグレーテルの案。

　天使＝妖よう精せいからクラスアップ──シュレッダーにかけてすだれにしたような露ろ出しゆつ度ど抜ばつ群ぐんのヘソ出し超ちようミニパラソル型スカート──頭に柔やわらか耳みみ飾かざり／背にふわふわ翼つばさ／尻しりにくるくる尻尾しつぽ──雲上界から汚きたならしい路地裏に墜つい落らくしてそのまま住み着くほかなかった天使──悪魔未満。

　千々石の設定＝四つのＰ──鋭いピーク／きわどいピカント／あピどーけピないー／ハプアルーハスアテン──胸にスピペーークドジのー７ベン＝〝無力〟を意味するカード──〝途方に暮れた無能〟の印──無害な幼いたい気けぶりを強調しつつドブに捨てられた子犬のごとく憐あわれみを誘さそうリリカルなワンポイント──かつてない屈くつ辱じよく。

　車両の助手席に千々石──耳にテレマイク＝無線通信。《さあ子供たちが待ってるわ》

　二十五番街の子供たちがたむろする一角を経由──千々石が手ずから配布＝お菓か子し／玩がん具ぐ／ＭＰＢロゴ入りシャツ／音楽──ほぼ人さらい＝子供がシャツを着てぞろぞろついて来る──車の屋根に立つ少女のお尻を飾かざる『あダなイネたトの・ヴたエめーゲにン♡』印の下着を指さし、けらけら笑う。

　くそ、殴なぐりたい──千々石。《今よ、子供を味方にする言葉をピクリーン》──マジかよ。

　朝のリハーサルの成果──なんと体が勝手に反応／子供たちに笑え顔がおを振りまく──ふさふさポンポンつきの手錠アハトをくるくる指で回し、叩き込まれたポーズで何十回も繰くり返させられたセリフを吐はいた。「ヤー、みんな大好き〈黒天使ピクリーン〉が君たちの街に来たよ！」

　へこたれそうなほど無感情な子供たちの眼まな差ざし──おい、リアクションしろよ。

《その調子よ、天使ちゃん》振り付け師の命令──自分の従順さと忠実さが何かの呪のろいに思えてくる＝突とつ撃げき的続行。「あっ、何か聞こえる♪　何だろう？　うんうん、わかった！」

「はは、バーカ」ガキどもの笑い。「けつ出してる」笑い。「変な服」笑い。「だっさ！」笑い。

「正義の声が聞こえるよ！」千々石でも神でもない何かが最後まで続けるよう命じる。「これって、そう、みんなの心の声！　平和を願うみんなの声！　君たちも聞こえるよね？」

　ガキども──無言でアイスをぱくつく／立ち小便／唾つばを吐く／シャツを奪うばい合う。

「ありがとうねみんな！」何か大事な一線を越こえる思いで絶ぜつ叫きよう＝半泣き。「さあ一いつ緒しよに行こう！」

「ヤー！」絶ぜつ妙みようの相の手＝千々石──助手席の窓からスナックと玩具をばらまく。「正義の声が聞こえるわ！」ガキどもが菓子を奪い合う／殴り合う／唾を吐き合う──装甲車両がゆっくり前進＝ハーメルンの笛ふえ吹ふきなみにガキどもを引きつれて、教会のビル付近へ徐じよ々じよに接近。

　通りでインタビュー──公共放送ＯＲＦのクルー＝黒人チーフがアダー神父に質問している。

「デモに批判的な意見も出ています。中には、フランスがかつて経験した大規模な暴動と同じ状態を招くのではないかという懸け念ねんの声もありますが、どう思いますか？」

　生なま中ちゆう継けい──ご丁てい寧ねいに音声を無線通信につなげる千々石──涼月＝脳内チップを通してインタビューの様子を把は握あく──突撃の機会を逃のがすなという千々石の意図。

　鷹おう揚ような調子でかぶりを振ふっているアダー神父。「あの暴動は、アフリカ系の少年たちが警官に追われて死亡したことで始まり、当時のフランスの内務大臣が暴動に参加した者たちをクズ呼ばわりしたことで騒さわぎが広がった。我々が行おうとしているデモとは、全く異質なものだ」

「ですがあの暴動での労働移民の二世や三世の怒いかりは凄すさまじいものでした。〝革命〟が起こったと騒ぐ者もおりました。もし実際、暴動に参加した者たちが武装していたら、そうなっていたかもしれません。そしてそれこそ今、この街で起ころうとしていることではないでしょうか。マルティン・フォルクマール社長が惨ざん殺さつされたことが、それに拍はく車しやをかけているのでは？」

「私は全すべての良き市民にこう約束できる。デモはかつてないほど平和的なものになると──」

　アダー神父が最初に気づく──黒人チーフが振り返る──腕わん章しようをつけたシュテファン／クルーたち／インタビューを眺ながめていたヒマそうな黒人街の連中が、一いつ斉せいにぽかんとなる。

　接近するド派手な装甲車両──屋根に立つ人身売買なみに危険な雰ふん囲い気きの少女──なぜかＭＰＢのシャツを着たり振り回したりしながら、ぞろぞろついてくる黒人街の子供たち。

　見てはならぬものを目まの当たりにしたように呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす人々──装甲車両がゆるやかに停車＝賑にぎやかな音楽スタート──ＭＰＢ広報課の作詞作曲。《ゴーゴー！　ヤー、ＭＰＢ！》

　ＯＲＦのカメラがこちらを向く──千々石のＧＯ＝《さあ今よ、あの魔ま法ほうの言葉を！》

「みんな、もう安心だよ！」本当にこれは自分の口が放っているのだろうかと、いつの間にか脳から漂ただよい出した意識が遠い頭上の青空を浮ふ遊ゆうしながら思った。「あっ、そこにいるのは誰だれ？　良き市民も犯罪者もみんな釘くぎ付づけ〈黒天使ピクリーン〉！　愛と平和と正義のため華か麗れいに参上！」忠実にポーズ──右手の指でくるくる回るポンポンつき手錠アハト。「真実の愛を求めてさまようあなたも一発元気！　ねえ、幸せってなんだろう？　それはピクリーンと出会うこと！」

《ばっちりよ天使ちゃん！》千々石の歓かん声せい──ばっちりどころか棒立ちの人々──声せい援えんなし／拍はく手しゆなし／場ば違ちがいすぎて時間が停止したような沈ちん黙もく──おいおい話が違うじゃねーかよ。

《さあ二番のセリフを！》残ざん酷こくな指令──くるんくるん回り続ける８の字アハトの二つの輪＝最悪の予言をもたらす運命の輪に思えてくる──今朝のリハーサルにおける麻ま酔すいなしで顔面整形されるかのごとき〝笑顔の訓練しごき〟の成果＝可愛かわいくほっぺに指を立てて潑はつ剌らつと咆ほう哮こう。「みんな、大好きだよ！　あっ、あれは誰の声？　僕たちみんなの愛の使徒〈黒天使ピクリーン〉！」誰か頼たのむリアクションをくれ。「みんなを素す敵てきに抱だきしめるために降臨！　あなたの心に届くよ嬉うれし恥はずかし最高元気！」神様どうか今すぐあたしをこの世から消してくれ。「ねえ、愛ってなんだろう？　それはピクリーンとあなただけの秘密の約束!!」

　装そう甲こう車両が放つ音楽が終しゆう了りよう──世界中の人間が死に絶えたかのような沈黙──一挙にピークを超える精神疲ひ労ろう＝そして唐とう突とつに頭の中で何かの線が激しい音を立てて切れた気がした瞬しゆん間かん、リハーサルで叩たたき込まれた領域を超えた何かが激しく勃ぼつ発ぱつした。「みんな、覚かく悟ごしろよ！　あっ、あれは誰の声？　クソタレどもをぶちのめす〈黒天使ピクリーン〉！　銃じゆうを持ったアホどもにとどめを刺さすために突撃！　ドブみたいな人生にへこんだお前らも天国行き！　ねえ、正気ってなんだろう？　それはピクリーンにも分かんない！　とにかく、そこの素敵なクソったれなヒキガエルのおじさまに、とっても大切なお話があるの！　邪じや魔まするドアホは一発食らって血の海に沈しずめられると思いやがれ♪　ヤァッハーッ♪」

「……やり過ぎだ」マイクを持った手をだらんと下げる黒人チーフ──とりあえず映し続けるカメラマン──両手を握にぎりしめ、きらきらした目で仰あおぎ見るシュテファン。「可愛い」

　いきなり笑い声──噴ふき出すアダー神父──くっくっと笑う／やたら嬉うれしそうに手を叩く／自分から両手を差し出す──手錠をかけられるポーズ。「血の海はごかんべん願いたい」

　手錠はアクセサリー──実際に使うな＝千々石の振り付け──ガブリエル。《どうやら任意同行に応じるつもりらしいぞ、ピクリーン》──千々石。《可か憐れんにエスコートよ天使ちゃん》

《了解ヤー》もはやどんな名で呼ばれようと動じず──ひょいと車から飛び降りる／後部座席のドアをスライド／親指で入るよう指示。「ありがとうね！　さあ一緒に行こう、正義のために！」

　くっくっと笑い続けるアダー神父──すんなり乗り込む──ぴしゃりとドアを閉める涼月＝なんだか一線を越こえた気分の良さを味わう／跳とぶ／超ちようミニパラソル型スカートをふわりとさせて着地──呆然とするＯＲＦの連中にファックサインの代わりに笑え顔がおでポーズ。「ヤー！」

「ヤー！」ガキどもが面おも白しろがって応じる──動き出す装甲車両──千々石の感想。《即そつ興きようにしては、なかなかよ、天使ちゃん。最後のポーズは八十点ね。もうあなたも分かってると思うけど、手て錠じようが魔法のアイテムだってことを最後に見せつけなかったのは、要反省よ》

　知ったことか──悠ゆう々ゆうと去る装甲車両──慌あわてて追い始めるＯＲＦの中継車両を背後に引き連れて二五二五署に到とう着ちやく──ほとんど連行状態のアダー神父に絶句する署員たち。

　署長の怒りを秘ひめた〝協力〟──後から追ってきたＯＲＦのクルーに応答＝千々石の振り付け。「あー……街の平和のための任意同行であり、あくまで治安の約束が目的だ」

　任意同行を受け入れたアダー神父を挟はさんで取調室へ向かう、奇天烈きてれつな衣い裳しようをまとった少女と大男──道を譲ゆずる署員たち＝一様に呆あつ気けにとられた顔──そして魔女の館やかたが扉とびらを開く。

「ようこそ、私たちのディナーテーブルに、神父様」グレーテルの冷気をもたらす微笑ほほえみ。

「実に豪ごう勢せいな出で迎むかえだったよ」アダー神父＝蛙かえるの面つらに小便。

　凍いてつく隻せき眼がん魔女ＶＳ煮にても焼いても食えそうにないヒキガエルの対決──マジックミラーの向こうの涼月／ガブリエル／若い警官二人──初しよっ端ぱなから釘付け──緊きん迫ぱくの観戦／対戦。

「ずいぶん大げさなことになってるようだけど、ここで私がすべき仕事は大したものではないわ。あなたに訊きくべきことも、それほどないでしょうね」価値低減のプレッシャー──意図的に相手の価値を低めることで、相手に会話をさせたいと思うようにさせる。「まずは二、三の質問事じ項こうに筆記で答えて下さる？　どうも、ありがとう。あ、そういえばこの尋じん問もん承しよう諾だく書にもサインをしていただくと、こちらの退席時に書類を作成する必要がなくなるの」ローボール術──ふと思い出したように振ふる舞まうことで最初に相手が承諾したことがらに全く無関係な条件を上乗せ。「よろしければこちらにもサインをいただける？」フット・イン・ザ・ドア──簡単に応じられることがらを行わせてのち次々に要求を釣つり上げる。

「どうもこうした書類は苦手でね。頭の出来が君のような優ゆう秀しゆうな人間とは違うようだ。何度も読まないと頭に入ってこないし、何度読んでも理解できないことも多い」アンダードッグ術──自分が不運で無能で哀れであることを前面に出すことで相手の要求を食い止める。「私は一度、ドイツ語検定の試験に落ちかけて、危あやうく国外退去になるところだった。そのときこっそり聖書にカンニングペーパーを忍しのばせたこともあってね」おとり術──今の問題とは関係のない過去の失態や違い反はん行こう為いを自ら口にすることで相手に成果えさを得たような気にさせる。「どうぞお手て柔やわらかにお願いしたいものだ。君のような美女を前にすると、緊きん張ちようしてしまうものでね。おっと、こんな軽口はいけなかったかな。どうか忘れて欲しい」余熱効果──意図的に忘れて欲しいという言葉を使うことで、相手の無意識に自分の要求をすり込ませてゆく。

　まさに玄人くろうと同士の火花散る駆かけ引き──自分の意図を意図的に読ませながら相手の意図をつかんで意図的にその通りにすると見せかけて微び妙みようなさじ加減で自分の意図を優先させようとする二人──見学しているだけで人間不信に陥おちいりそうな会話のチェスゲーム。

　かと思うとふいに足音──廊ろう下かを集団が足早にこちらへ向かってくる。

　ふいに勢いよくドアが開く──尋問室ではない──マジックミラーのこちら側＝涼月のいる取調室──その場にいる全員が、突とつ如じよとして現れた男と集団に愕がく然ぜんとなった。

「諸君、尋問は中止だ」アフリカ系オーストリア人──滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだ／分厚い胸むな板いた／堂々たる体たい軀く／スーツに社会党のバッジ／逞たくましいことこの上ないサラブレッドの威い風ふう──テレビでしか見たことない男＝エドワルト・メッサーシュミット州知事その人。「任務の遂すい行こう、ご苦労。だがこの件にはいささか看過できぬ点がある。詳くわしくは彼らが説明してくれるだろう」

「え……？」涼月＝ようやく声が出る──州知事の背後に付き従っていた集団のうち五人の男女の胸に弁護士のバッジ──一人が前へ出て書類を配る／弁護書類／なんと州知事がアダー神父を守るためにとんでもなく強固な〝弁護団の盾たて〟を用意したことが明記されていた。

　啞あ然ぜん＝涼月／ガブリエル／二人の警官──退室する州知事──弁護士の一人が尋問室へ入りアダー神父を魔ま女じよの館から連れ出す──もはや煮ることも焼くこともできないヒキガエル。

「迎むかえが来たようだ。名残なごり惜おしいが退散させていただこう」凍こおれる魔女のおどろおどろしい微び笑しようを真っ向から受けて微笑むアダー神父。「あの可愛かわいらしい天使によろしく伝えて欲しい。またいつでもいらっしゃいとね」ちらりとマジックミラー越ごしに笑み＝明らかに涼月に向けて。

　慌てて廊下へ出る──アダー神父を守るように先頭を行く州知事＝通りがけにぼそりと涼月に向かって一言。「ＭＰＢの独立州軍化を望むなら、方法を再考するよう大隊長に伝えたまえ」

　咄とつ嗟さに意味がわからず──ぽかんとなって見送る──なすすべもなく後を追う。

　州知事と弁護士どもと秘書どもと護衛どもの大集団がアダー神父を囲むようにして真っ直すぐ玄げん関かんへ──涼月たちと同じくらい呆ぼう然ぜんとしている署長／署員も連行された黒人街の連中も大おお騒さわぎ／ＯＲＦの独どく占せんスクープ／黒人チーフが熱っぽくマイクを向ける。「無事に釈しやく放ほうですか？」

　州知事が答える。「これは釈放でも解放でもない。私と彼はこの署に任意のもと立ち寄り、憐あわれむべき被ひ害がい者しやについての情報をここの治安の担にない手たちに委ゆだねただけだ」

「いったいなんてことなの！」千々石──マスコミの注目を奪うばわれてヒステリー気味。

　涼月──署のロビーで棒立ち＝間ま抜ぬけな衣裳を着て間抜け面をさらす自分。

「噂うわさは本当だったんですね！」ふいに声──シュテファン。「アダー・ガウス神父が州知事の政治的オブザーバーだっていう噂ですよ。州知事が選挙で勝てたのも、あの神父のアドバイスがあったからだって言われてるんです。それがこんな風に明らかになるなんて」熱っぽい口調──やたら政治通っぽい調子／興奮。「もう一つの噂を知ってますか。アダー神父は州知事を、チェ・ゲバラやカストロなみの革命のカリスマに仕立て上げようとしてるって。もし二十五番街のデモがその伏ふく線せんだとしたら、それって〈クーデター事件〉なみの武装革命かもしれません」

「んなわけねーだろ」さすがに思わず反論──なんで州知事が自分の州で戦争を始めるのか意味不明。「それより、あの神父が、州知事の選挙に手を貸してるってのか？」

「はい。父さんが言ってましたから」父親のことを口にした途と端たん、複雑な顔に。「父は……アダー・ガウス神父のことを、ひどく悪く言ってました。メッサーシュミット州知事のことも」

　父親への反発／それだけではない寂さみしげな表情の少年──なんとなくまた共感を抱いだかせられる涼月──ついぼんやり少年の横顔を見つめてしまったところへ、にわかに騒さわぎ。

「見ろ、涼月隊員」ガブリエル──天使呼ばわりから元の呼こ称しようへ。「やってくれたぞ」

　ロビー＝傷だらけのテレビ──都市のどこかで濛もう々もうと立ち上っている真っ黒いキノコ雲。

《使用されたのはＡＰ爆ばく弾だんとのことです！》テレビ画面＝叫さけぶレポーター。《おお神よ！》

　にわかに喝かつ采さい／口笛／笑い声──花火でも上がったかのように面おも白しろがって囃はやす署員たち。

「三つ目だ」シュテファン──じっと画面を食い入るように見ている。

　涼月＝もはや言葉もなし──ふと視線──玄関＝携けい帯たい電話で誰だれかと話している州知事／おたつく秘書たち／爆弾炸さく裂れつのニュースで慌あわてるＯＲＦ──こちらを見て微笑むアダー神父。

　嘲あざ笑わらうのではない──憐れむような神父の笑えみ──思わず力ちから一いつ杯ぱい、両拳こぶしを握にぎりしめていた。

　胸のスペードの７が烙らく印いんに思える──どこまでもどこまでも役立たずになった気分。

　ふいに無線通信──久々＝副長からの直接連れん絡らく。《黒シユヴ犬アルツ、状じよう況きようを報告せよ、黒シユヴ犬アルツ》

《たった今、州知事が神父をさらっていきました》困こん惑わくをようやく怒いかりが上回るのを感じる──獲え物ものを奪われた闘とう犬けんの唸うなり。《それと爆弾が爆発したっていうニュースを観みてます》

《州知事の件はこちらで対応する。炸裂したのは間ま違ちがいなくＡＰ爆弾だ。もはや敵は完全に連続テロ攻こう撃げきの態勢に入っている。計画通り、両面作戦において迅じん速そくに捜そう査さを遂行せよ。防ぼう疫えきセンターの連絡では一両日中に清せい掃そうは完かん了りようする。防毒装備を着用の上、地下下水道を徹底的に洗え。あの汚よごれた地下迷めい宮きゆうで、神父を尋問する根こん拠きよを、なんとしても見つけ出せ、黒シユヴ犬アルツ》
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　　　　壱いち




　病院──脳を奪われた少女たちの急変──その日、三人がほぼ同時に息を引き取っていた。

　三発目のＡＰ爆ばく弾だん──同じ数の少女たち。

　どこからか移送されていた一人──発見された七人のうちの二人──八人のうちの三人。

　まるで予定された何かによって自動的に生命が──あるいは魂たましいが奪われたかのよう。

　夕霧──少女たちの死の報しらせを受けて急行／三人の遺体が搬はん出しゆつされる前に彼女たちの顔を見ることが出来た／みな目を開いたまま／生命のない目が告げる──〝助けて〟──〝殺して〟

　病院の祈き禱とう室へ──そこで泣きじゃくった／一人で／神様に祈いのった／ありったけの思いで。

　少女たちの肉体が死んだ──彼女たちが完全にユニットになった証しよう拠こ──犠ぎ脳のう。

　彼女たちから奪われた脳──今もどこかで生かされている──魂の全すべてを支配されている。

　その残ざん酷こくな行いに、白露さんが関与している──証拠＝脳内チップを通して閲えつ覧らん。

　マルティン・フォルクマール社長の遺体のデータ──腎じん臓ぞうが欠損──人間のものと思われる歯形──致ち命めい傷しよう／死因ＣＤＯ／ショック死──生きている人間の腎臓を食って殺し、血をすすった。

　まるで産うぶ声ごえ──暗くら闇やみからの宣言──ああ神様、あの人は怪かい物ぶつになってしまった。

　神様の前でひざまずいて泣いた──ママの慰なぐさめ＝〝罪は償つぐなわせなければいけない〟〝でも大事なのはこれ以上の罪を重ねさせないこと〟〝あの人にまだ手は届くはず〟

　だがどうしたら白露さんに声が届くのか分からない──ママは言った。《仲間の助けを借りるの、砂糖菓が子しちゃん。九人の女の子たちを追っているのはきっとあなただけじゃないわ》

　祈禱室──三人の少女の遺体が運び込まれた遺体安置室のそば──ここには絶望しかない。

　今も息づく少女たち──脳を奪うばわれた生存者たち──せめて奪った者たちを明らかにせねばならなかった／その者たちと戦わねばならなかった／報むくいをもたらさねばならなかった。

　彼女たち全員がこの世を去って、奪われた脳が、本当のユニットにされてしまう前に。

　ただ待った──悲しみが決意に変わるときを──やがて静かな覚かく悟ごが訪おとずれるのを。




　解かい析せき班のフロア──電子の眠ねむり／二つのカプセル／二人の接続官コーラス。「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの輝かがやき＝二つの特甲トツコー──サナギ／銀糸の繭まゆ──その脈動。

　期待と警けい戒かいの入り交じった緊きん迫ぱく──解析官／アデライード／クラリッサ──だが夕霧は九台のＡＩをエージェント化してのち規定を逸いつ脱だつせず──めくるめく夕霧ソングは勃ぼつ発ぱつせず。

　畏い怖ふと期待がありありと顔に出ていた人々──接続官コーラスによる脳内チップを用いたノード解放実験＝〝敵性ユニット追つい跡せきにおいて、敵も味方もおよそ想定しなかった桁けた外はずれの切り札となる可能性があると同時に、史上最悪の大失敗となってＭＰＢ解析班をマスターサーバーごと吹ふっ飛ばすか、はたまた人類史上初の電子戦における自爆戦術の実現となるやもしれない〟

　だが夕霧がやらかすに違ちがいない滅め茶ちや苦く茶ちやな何かは一向に起こらず──人々の安あん堵ど／落らく胆たん／ほらやっぱり一九九九年になっても人類は滅ほろんだりしなかったのよ、いったい何を期待していたのかしら私たち、という感じの、やたら冷静になったような苦笑いがそこかしこで起こる。

　そんな解析官たちや兵器開発局員のオブザーバーである二人の女をよそに、夕霧によってマルチエージェント化された九台のＡＩによる通常の電子捜査──電子の眠りの中で踊おどり跳はねる機械仕じ掛かけの妖よう精せいたちがせっせと仲間の足取りを追いかけていた──ママの助言通りに。

　通常の捜査／その背後で電子戦の演習──敵の裏をかく準備を行いながら記録にヒット。

　九位の天使たちの名前＝北ほく欧おう神話──〈ローデシア〉の情報／暗号／推測されたユニット。

　いったいそれがどこから来たか──誰だれかの報告／仮説──〈インフィニティ〉＝脳を奪われた少女たちの保護者を自じ称しようする宗教団体──過去にウィーンの森で自爆＝凄せい惨さんな被ひ害がい。

　教団が犠脳手術に関与──だが高度な摘てき出しゆつ技術を持つ者はなし──施し設せつは特定されず──切きり離はなされた体と脳を電子的に接続し続けるための恐おそろしい技術が提供された証拠もなし。

　だからこそ証拠を追っている──仲間──その目標＝人間から脳を摘出するための手術台。

　一見して関連がありそうもない何かにヒット──第ラツ二フ十ルズ六シ区テイ＝チャイナタウンの権力抗こう争そう。

　そのデータ閲覧の痕こん跡せき──共産党と国民党／中国本土派と台たい湾わん派／血で血を洗う争い。

　関連──〈ローデシア〉に協力したものと思われる中国人の機械化兵士＝〈蟲チオン〉たち。

　誰かが追っている──第二十六区の全施設を対象にトップレベル・キャスティングによるフォロー行こう為いを開始──電子捜そう査さにおける〝ソナー〟の乱れ撃うち＝広域配信した信号を受け取り、それを送り返す存在を特定──ただちにヒット──該がい当とう／追跡／通信リンクの構築。

　マスターサーバーのブーイング──〝それはちょっとやめて欲しいかな〟

　にっこり笑って押し切る＝ゲートウェイ・クリア・サインを返す──遮しや断だんされかけたリンクをあっさり恒こう常じよう化／強化／強固なセキュリティ──にわかに別サイドからブーイング。

　穏おだやかで論理的で退たい屈くつですらある通常捜査に従事していた解析官たちの笑え顔がおが凍こおりついた。

　揃そろってモニタリングされたデータに身を乗り出すアデライードとクラリッサ──警告。

　ＭＳＳが所有するマスターサーバーからのかなり刺とげ々とげしいブーイング＝リンク拒きよ否ひ／拒否しきれず／経路選せん択たくに対する怒いかり──〝ちょっとあなたったらなんてマナー知らずなのかしら〟

　ＭＰＢマスターサーバー〈刕レイ〉が慌あわてて釈しやく明めい＝〝違うんだ、僕にそんな気はないんだ〟

　ＭＳＳマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の怒りと軽けい蔑べつ＝〝馴なれ馴れしく私に触ふれないでちょうだい〟

　両者の間にふいに現れる文字通りの歌声。《ふんふんふふーん♪》

　二つのマスターサーバーの絶句──解析官たちの絶句──アデライードとクラリッサの目が輝く──全ての対応が遅ち延えん──そしてにわかに勃発＝夕霧ソング。

《接続官コーラスＢがスクランブル・ルーティングを実行！　電子戦の態勢に入っています！》《両マスターサーバーのクライアント警告を無視！　何らかのメソッドを構築！》《何者かが設定した外部ＩＤをもとにアクセス──自己開放的ブレークアウト！》たちまち焼けた鉄板の上に投げ落とされたように身をよじりまくる解析官たち──諸もろ手てを挙げるアデライードとクラリッサ＝万ばん歳ざい。《なになになに誰とリンクしたの!?》《来た来た来たわよーっ!!》

　先ほどのソナーの手て応ごたえから相手側が使用している媒ばい体たいを確かく認にん──携けい帯たい電話──それが受け取ることが出来るデータ容量と速度を確認／一いつ斉せい放出／自分のＩＤ／必要な全てのデータ。

　地下道の地図／犯罪に使用された全ての可能性──副長が涼月のために用意させたもの。

　そしてＡＩの一つが相手の声をそのままスピーカーで再現──驚おどろき慌てる少女の声。《い……いったいどなたが送って下さったのです!?　あなたは何者なのですか!?》

　ぴたりと止まる解析官──顔を見あわせるアデライードとクラリッサ。《ちょっと……まさか、これって……おフロ嬢イラ様イン!?》《あらあらまあまあ、偽ぎ造ぞうＩＤなんかで何してるのかしら》

　夕霧──代理人格をやどすＡＩが代わりに少女に応答。《ふーふふふー♪》

《な……》ぎくっとした感じの少女の声──気を取り直す。《なぜあたくしの回線に？　あたくしが誰か分かっているのですか？　わざわざ作っていただいたダミーＩＤですのに──》

　ふいにフォロー＝吹雪くん／代理人格／ＡＩ──敵ではないという意志を相手に示す──受け渡わたされたデータが存在していることを告げる。《ま……まさかＭＰＢの接続官コーラス!?》

　夕霧＝電子の眠りの中で吹雪くんに感謝／さらに情報／あなたを守るという意志を示す。

《あ……ありがとうございます》呆あつ気けにとられた声──にわかに真しん剣けんに。《必ず見つけ出してみせます。あの子たちから魂たましいを奪うばい去った車を──》

　そしてにわかに迫せまる敵意──兆候──夕霧が先にブレークアウトを実行して通信したことで虚きよを突つかれていた敵──彼女を狙ねらっていた牙きばが、怒りをみなぎらせてこちらを向いた。

　さあ来たぞ──夕霧の繭まゆが輝かがやく／ワイヤーの乱らん舞ぶ／ＡＩたちの合唱。《んんっんんーん♪》

《敵性ブレークアウトの兆候！》《先ほど構築されたメソッドが実行に移されます！》やっと事態を悟さとる解かい析せき官たち──とっくに悟っている吹雪くんが即そく座ざにフォロー──いけいけで拳こぶしを振ふり上げるアデライードとクラリッサ。《そっかー、ゲームツリー構築によるノード防衛ってわけよ！　相手の電子的攻こう撃げきをチェスゲームに仕立てる気よ！》《古典的アルファ・ベータ・メソッドによる先読み行動の絞しぼり込み！　どれほど複雑な電子的攻撃であろうとも、きわめて単純なルールに従って防衛することが可能！　結果によっては自分が負けるという条件をあえて設定することによって、相手の侵しん攻こうパターンを限定したのよ！》

　敵の笑い声が聞こえた気がした──遊んでやるという意志──今や世界で初めて自分自身の脳を使った電子犯罪者として電子世界の英えい雄ゆうとなろうとしている人物＝サードアイ。

　夕霧／吹雪くん──その完かん膚ぷ無きまでの敗北を全世界に見せつけてやるという気持ち。

　敵はゲームに乗った──さあ、暗くら闇やみを退けろ／悪意を断たて／全力で挑いどめ／存在を押し返せ。

　青空の輝きで仲間を導け──彼女を振り返らせずに──真っ直ぐ前へ進ませろ。




　　　　†




　母様／枢すう機き卿きよう／イザベラ──守られた沈ちん黙もく／託たくされた情報／受け渡される道しるべ。

　ミハエルに話した──上官への報告／あえて事務的に／最も信しん頼らいできる男の目から憐あわれみの光を消したくて──十二個目の指輪／イタリア人捜そう査さ官かんがもたらした情報。

　船を調べろ──至上命令＝本当にミクロン単位で解体しかねない鑑かん識しき班──先生の奮起。

〝何かが船にあった？　今もある？　あったが焼き尽つくされた？〟──全すべての可能性を探さぐれ。

　思案げなミハエル。「インターポールの捜査官が、自分の大事なたれこみ屋の存在をＭＰＢに教えるとはな。俺たちに敬意を払はらってるとは思えん。その捜査官はよっぽど本気でこの事件に打ち込んでいて、そして恐おそろしく本気で、お前を重要参考人とみなしているということだ」

「今では私自身、そう思っています」きっぱり告げる──他人ひと事ごとのような口調／心の中の彼女の叫さけびが外へこぼれ出さないように──〝助けて〟「私を捜査から外しますか？」

「今すぐお前から釣つり針ばりを外してやりたいところだ、スシナヤルイフシパユツーツエ。敵を誘さそい出すために、お前が怖おそれ知らずの兵士みたいに振る舞まうなんてのは見たくない。本来ならお前に解決をもたらしてくれるべき治安組織のぼんくらどもが、そろってお前が解決の糸口を見つけてくれるんじゃないかと期待しているなんてのは、言葉にならんほどふざけてるからな」

　ちょっと／かなり／意外なほど率そつ直ちよくなミハエル──ろくでもない事件に魅み入いられた者同士ならではの／あるいはそれ以上の──自分の方が〝過度に心情的〟なのを自覚するような様子。

　この人は本当に私を守ろうとしてくれている──こんな事態でもなければ頭の中でファンファーレでも鳴りそう／いっとき子供扱あつかいされるのとは根本的に違ちがう気分を味わった──微笑ほほえみを浮うかべずにはいられない。「私も組織のぼんくらな一員ですよ」

　真顔でかぶりを振る。「黒幕も全ぜん貌ぼうもつかめず、お前に何も教えてやれない俺みたいなぼんくらとは大違いだ。お前はまったく大したやつで、俺たちの無能ぶりを責めてしかるべき最高の人員だが、ＢＶＴが例の指輪について秘密主義を通したことは決して口外するな。ＢＶＴの怠たい慢まんは血にまみれてる。先の会議にいたフランス人捜査官だが、あの男はこの都市で銃じゆう撃げきに遭あったらしい。それで感かん染せん症を患わずらったんだ。ＢＶＴを痛つう烈れつに批判してのちの帰り道でな」

　フランス人が会議の場で見せた喘ぜん息そくの薬／感染症──〝犯人は手を挙げてくれ〟

「ＢＶＴ内部にも敵が滲しん透とうしている……？」さすがにぞっとする──だがそれが自然だと心が告げる──黒手組がＢＶＴのトップを脅おどして怠たい惰だを強要させていたかもしれないということ。

　うなずくミハエル。「だが重要なのは操作された方ではなく、操作を仕し掛かけた連中とその手段を残らず解明することだ。そいつを成し遂とげることが俺たちの最重要任務で、それ以外に、この事件を終わらせる方法はない。俺とＭＰＢがお前をバックアップする。いざというときは必ず頼たよれ。敵はもう、ムージルなんていうギャングの親玉どころじゃないんだからな」

　俺たちの任務──咄とつ嗟さに俺たち二人のと聞こえた気がした──思わず敬礼／得たかったものを得た幸福な気分／対等に扱ってくれることの喜びを心ゆくまで味わう。「はい、中隊長」

　公こう認にん捜査＝資料閲えつ覧らんのフリーパス──裏で副長が全て手を回している／ミハエルに彼女を使えと命じている──ミハエルの忸じく怩じたる思いを想像しつつも望ましいこの状じよう況きようをフル活用。

　自室のホワイトボードをもう一つ増やした──ますます複ふく雑ざつ怪かい奇きになる事件。

〈リスト〉──全ての事件／全ての敵をつなげるもの？

　敵──拡大的混乱／万まん華げ鏡きよう的手法──医師狙そ撃げき事件／ハイジャック事件／クーデター事件。

　敵──黒手組＝〈アルレッキーノ〉──〈ローデシア〉──ハンス・Ｗ・クライン。

　敵──武器商人＝〝十ア人・テのンお・ト喋ーりカー屋ズ〟──〝ガララトガルラスヘネビイク〟──プリンチップ株式会社。

　指輪──ベルナルド・ジュリーニ──目覚めさせるはずだった人物──〈リスト〉の解明。

〝とてつもない数字〟とはなんだ？　脳内チップ──医師狙撃事件とライフル友愛会──いったい誰だれを目覚めさせるつもりだった？

　死者の名めい簿ぼ＝ハイジャック──ベルナルド・ジュリーニの血けつ縁えん者が載っていたはず。

　親族にのみ与あたえられた権利＝誰かを目覚めさせる許可──誰が殺された？　何のために？

〈リスト〉──国境調停──国内で起こった関連ある事件──あの聖週間＝〈山やま猫ねこ事件〉

　前内務大臣が死亡──国連ビルで毒ガステロ──リヒャルト・トラクル逮たい捕ほ。

　だが／そして／そののち第二の男の出現──〈空港占せん拠きよ事件〉と〈戦犯法ほう廷てい事件〉

　全てつながってゆく──そして／さらに──つながる線＝文書に出くわす／舞い戻もどる。

　虚きよ像ぞうを打ち砕くだく真実──解析班フロア＝閲覧ブースで印刷──〈シラヌイ文書〉

〝仮定されうる多国間の密約形態とその実効性〟

　二十世紀末に先進国の国家要人たちが国民に内ない緒しよでテロ・ネットワークと勝手に行った可能性がある取り引きについて──麗うるわしいとさえ言える見事な文章──びっしり生えた棘とげの鋭するどさ。

　国民の血税を自分たちの身と利益を守るためだけに費ついやした──背景＝国際的な調停行こう為い。

　国境調停──外交／資源／貿易の三大セット──電話／石油／鉱山／道路／多数の企き業ぎよう。

　通信事業・エネルギー事業・交通事業という三大怪物産業が踊おどる──国境設定という名のラインダンス──その実例＝イラク戦争後のクルド自治区の国境について。

　イラク最大の石油資源がクルド自治領内にふくまれるか否いなかを巡めぐる激げき烈れつな対立──資源を奪うばわれれば壊かい滅めつするイラク経済／長年の〝国を持たない民族の一つ〟として不ふ遇ぐうに耐たえてきたクルド人の悲願／クルド過激派に対して戦後初めての国境外への軍事行為を敢かん行こうするトルコ──〝越えつ境きよう攻こう撃げき〟がもたらした悲劇＝イラク戦争後の復興がさらに二十年は遠のく。

　最初に国境を勝手に設定したイギリスをはじめとするヨーロッパ諸国による調停──植民地主義という負の歴史／アメリカの介かい入にゆう／そして取り交かわされたであろう数々の密約──協定。

　そしてにわかに活発化するミサイル産業──軍の様々な予算の隠かくれ蓑みの＝ミサイル防衛予算。

　イギリス人捜査官の演説を思い出す──〝ミサイルと国境〟──その真実味に驚おどろく。

　ほとんど無視された文書──話が大きすぎる──だが今まさに自分が直面しているもの。

　書いた人物＝国際刑けい法ほう学研究メンバー──二十代の女学生。

　不知火シラヌイ・ヘルガ・メッサーシュミット──いったい何者？

　興味──プロフィール＝両親はアフリカ駐ちゆう在ざいの調停官／だがあるとき地じ雷らいで家族を失う／調停官に報告されるべき地雷埋まい設せつ地域──なぜか報しらされなかった／わざと？　暗殺？　十四歳の女の子が味わった地じ獄ごく──粉々に吹ふっ飛んだ車と両親──南ローデシア＝またもやの因いん縁ねん。

　異母兄けい──エドワルト・メッサーシュミット少佐──州知事／英えい雄ゆう／思わず目をみはった。

　入にゆう籍せき──ヨハン・レオナルト・クローネンブルク──仰ぎよう天てん。

　思わずクローネンブルク爆ばく殺さつ事件の報告書を呼び出す──印刷しながら読む。

　たまたま女学生が車に乗り込んだ直後、同じ国際刑法学研究メンバーの一人が呼びかけた。

　いったん車を降りた女学生の背後──木こっ端ぱ微み塵じんになった夫と車──女学生は重傷。

　かつての両親のように夫を失う──まさかの／繰くり返された／恐るべき悲劇。

〝道連れ爆ばく弾だん〟──犯人は、クローネンブルクとこの女学生の両方を抹まつ殺さつするつもりだった。

　あるいは──万華鏡的手法／混乱の演出／虚像と真実──こちらの女学生が標的だった？

　いったい何者だこの女学生は？　今も生きている？　何か情報を持っている？

　ふと気づく──モニター上辺に表示──閲覧者のＩＤスキャンを自動で実行。

　あ、くそ──どこかの誰かが、今、自分が調べた情報のどれかにドアベルをつけてた。

　情報を見た者のＩＤを自動送信──いったい誰だ？　敵？　味方？　ただの組織の管理者？

　送信先──解かい析せき不可──不能ではない／許可されていない──まさかＢＶＴ？

　敵──咄嗟に〝釣つり餌えさ〟という言葉が浮うかぶ──これが罠わなであろうとも構うものか。

　罠ですら手て掛がかりに思える／自分を狙ねらう者が現れれば──そいつが父様と私の敵だ。

　モニターの向こう──電子の網あみの彼方かなたにいるはずの誰かを挑ちよう発はつするように調査続行。

　本来の軌き道どうに戻る──〝火薬を追え〟＝先生の所見──製造元の判明／流通ルートの推測／先生がもたらしてくれた光明──オーストリア軍・陸軍支給品管理部のデータ。

　だが／そして──壁かべにぶつかる──軍における規律正しいごちゃごちゃの暗号の数々。

　火薬の製造販はん売ばい・配給・使用ルート──あるいは横流しのルートについて無数の報告書。

　六年前に絞しぼって検けん索さく──内務調査の報告に重点──ふいに見覚えのある名前。

　グスタフ陸軍士官──内務調査部──これってＢＶＴ内務調査課のグスタフ氏？

　あの聖週間──ムージル邸ていでの銃じゆう撃げきで負傷した陽炎をねちねち尋じん問もんした男。

　どうやら同一人物──軍でも就任除隊後のＢＶＴでも、同じ憎にくまれ仕事を淡たん々たんとこなす。

　軍事マニアどもの軍服横流しルート＝迷めい彩さい服の切り売り──違い法ほうな銃器売買──軍支給品である麻ま薬やく／火薬／医薬品のルートの詳しよう細さいかつ膨ぼう大だいな報告──なんてくそ真面目な人物。

　まるで軍特有の略りやく称しようと記号のジャングルの頼たよれる道案内──そして／だが──またもや壁。

　当時の支給品管理部で軍用品を二重請せい求きゆうして横流しをしていた人物をグスタフ氏が特定──逮捕／起き訴そ／投とう獄ごく──そして不ふ名めい誉よ除隊ののち刑務所内のトラブルで刺し殺さつされた横流し野や郎ろう。

　死人に口なし──くそっ──増える一方の死者の名簿。

　横流し野郎が作り上げていた〝帳ちよう簿ぼ〟──一いつ瞬しゆん、火薬の買い手が判明するかと大いに期待。

　だが／やはり──グスタフ氏の報告＝〝高度に難解な暗号〟──帳簿の内容は全すべて暗号化。

　解読できるのは施し設せつ内のトイレに顔を突つっ込んだ姿で出血多量による死亡が確かく認にんされた横流し野郎だけ──くそ、ふざけるな──内務調査部が解読を諦あきらめた／あるいは軍の恥はじを世間の目にさらすことを嫌いやがったしろもの──独自に解読を試みる──十秒でお手上げ。

　要求されるパスコード──横流し野郎が残した備忘用ヒントは一つだけ。

『最高にいかすＢＹＣＭバイシムを入力せよ』──？？？　何それ？　人名？　品名？　地名？

　そう言えば〈ローデシア〉は馬ば鹿かげたサインを駆く使しするらしい──何か関連が？

　実行犯が特定できない──陰いん謀ぼうだけが存在して人間がいない──くそっ──被ひ疑ぎ者しや不明による捜そう査さ中止＝迷宮入りの常じよう套とうパターンだ──暗くら闇やみに遮さえぎられる──なんという分厚い壁。

　負けるものか──最後の手段＝解析班からクレームが来るだろうが構わず、公認捜そう査さコードでマスターサーバーに質問──〝ＢＹＣＭバイシムって何だと思う？〟

　この都市の番人にして人工知能の親玉の即そく答とう──万単位の可能性──有力なものを選出。

『色相表示の一つ』──これか？　Ｂ＝ブラック、Ｙ＝イエロー、Ｃ＝シアン、Ｍ＝マゼンタ。

　オフセット印刷──その基本となる色相──数値の範はん囲いは理論上、無限。

　ちょっと何これ──要するにお手上げ？　全ての数値を試ためすのは不可能──パスコードの可能性がある数字を片っ端ぱしから解析するようマスターサーバーに要よう請せい──解答予定日＝不明。

　希望があるのかないのか全く分からない──予想通り、解析班から〝正式な要請かどうか副長に確かめるからな〟という感じの文句がモニター下部に表示されるのをよそに、マスターサーバーに〝なんでもいいから、やってちょうだい〟と要請──〝えー、本当にやるの？〟と言わんばかりにもたもたした感じで『結果通知の頻ひん度どと期間を設定して下さい』と出る。

　朝と晩に一回ずつ／無期限──無限の可能性がある帳簿の鍵かぎを開くまで延々とやらせる。

　ＩＤ入力／携けい帯たい電話への転送を設定──しぶしぶといった感じで『受じゆ諾だく』のサイン。

　ＭＰＢが所有する最高の人工知能に、人間なら自殺してしまいかねない〝無限に穴を掘ほり続け、埋うめ続けろ〟の作業を要請してのち、人間同士でできることを考える。

　グスタフ氏──ＢＶＴの内務調査課に直接ぶつかるべきか？　〝例の帳簿のことでもしかして本当は何か分かってることがあるんじゃないですか？〟──くそ、教えてくれるものか。

　そちらについてはミハエルに投げ渡わたす──『ＢＹＣＭバイシム』についての報告──ギブアップ。

　携帯電話でメール──あっという間に返事。『俺がやろう。ＢＶＴには近づくな。お前の目はどこまでも大したものだ、斥せつ候こう狙そ撃げき兵へい』

　あ──誉ほめられた。うふふ、と変な笑いがこぼれる──ふいにぴんと来た。

　狙撃兵──軍──レベル３について内務調査課と一いつ緒しよに現れた人物。

　ヘルベルト大たい尉い──よしみ──〈空港占せん拠きよ事件〉

　一瞬、あの猿どもにやりたい放題やられた最低の記き憶おくがよぎる──無視。

　携帯電話ではなく閲えつ覧らん室の内線──時間はかかるが相手が信用して応じてくれる可能性は遥はるかに高い──通信班に番号を調べてもらって接続を頼たのむ。

　待機／二分／五分／十分──いったん電話を切れば良かったと後こう悔かいしたところで通話。

《ヘルベルト大尉につなぎます》通信班員の声──そして男の声。《もしもし？》

「突とつ然ぜん、申し訳ありません。私はＭＰＢ遊撃小隊、陽炎・サビーネ・クルツリンガーです」

《先の事件で奮ふん闘とうしてくれた射手のことはよく覚えている》既すでに会話の相手を通信班員から聞いている調子──好意的／あるいは興味を持っている声の響ひびき。《私に何か用かね？》

　ライフル友愛会のことは口にせず。「今、〈遊覧船爆ばく破は事件〉の捜査を進めるために、ある火薬の追つい跡せきが必ひつ須すとなりました。ご協力いただけますでしょうか？」

《火薬か》虫歯の痛みでも我が慢まんするような声──どれだけ日常的に軍から流出しているかを考えると高熱を発してその場で倒たおれるというよう。《確実性のある必須項こう目もくなのかね？》

「現代科学では使用された火薬は指し紋もんに等しく使用者の特定に通じます」先生の受け売り。

《電話では話せない。悪いが私の方で日時と場所を指定させていただいても構わないかな？》

　驚おどろくほどすんなり受け入れてくれたことに心の中で口笛。「むろんです」

　日時と場所を口にするヘルベルト大尉──軍人会のパーティ。《受け付けで私の姪めいであると告げてくれれば入れるようにしておく。ＭＰＢの隊員服ではなく、ドレスか何かで来て欲しい》

「はい。ご協力ありがとうございます」通話オフ──ワオ──軍人たちの社交場への招待。

　ドレスアップの思案とともにデスクを片づけてモニターをオフにしかけて気づいた──誰だれかがメッセージを送りつけてきている／解析班の誰かの苦情か嫌いや味みだろうと思いつつ表示。

　モニターに現れるメッセージ──ぎょっと息をのんで凝ぎよう視しした。





死者の名を辿たどる猟りよう犬けんに克こく服ふくあれ

審さばきのときを待ちこがれる者に、鏡合わせの生者が訪おとずれる

聖地の暗闇に隠かくされた報むくいもまた鏡像の一つ

プロメテウスは火を盗ぬすんだ罪で引き裂さかれた

予言された火は九つ、そして火は奪うばうとともに隠いん蔽ぺいする

ともに追うべき火は一つ




　　ヘルガ・不知火・クローネンブルク






　ぞくっと鳥とり肌はだ──ついさっき目にしていた二つの名前が一つになって現れていた。

　女学生／死んだクローネンブルク──入籍──止めていた息を吐はきながら慌あわてて検けん索さくした。

　明らかになる答え──いったい何者か──現役のＭＳＳ長官ヘルガ・不知火・クローネンブルク──婚こん約やく者の無む惨ざんな死ののちも戦い続けることを選んだ女学生の現在の姿。

　メッセージ──〝克服あれ〟──ライフル友愛会と自分のつながりを知る者がまた一人。

〝報いもまた鏡像の一つ〟──他ほかにも追うべき何かがある？　誰かが別のものを追っている？

〝プロメテウス〟──人に火を与あたえたことで永遠に八つ裂ざきにされ続ける神の名──マルティン・フォルクマール社長？　爆ばく弾だんは盗まれた？　敵は二派に分かれて何かを奪い合っている？

〝九つ〟──まさかＡＰ爆弾は九つもあるということ？

〝隠蔽する〟──この上なくはっきりと言っている意味がわかる──何かが船にあった。

　だが／そして──それは既に抜ぬき取られた。船を爆破したのは、それがあることを隠すためではなく、それがもうそこにはないことを隠すためだった？

　目まぐるしい思案──メッセージを見つめ続けた──カール・クラウスとの決定的な違ちがい。

〝訪れる〟──〝ともに〟──会って話そうという意志。




　　　　弐に




　とことん汚よごれきらないことには解放されない特務班の任務──汚お染せんされた地下下水道。

　ド派手な装そう甲こう輸送車──屋根の上の黒天使＝防毒服仕様＝逃のがれられない烙らく印いんスペードの７。

　車外の涼月はもとより運転席のガブリエルと助手席の千々石も完全防毒装備──だっさいゴーグル／マスク／携けい帯たい用酸素ボンベ──汚お水すいが一いつ滴てき口に入るだけで隔かく離り病びよう棟とうに直行。

　防ぼう疫えきセンターによる消毒──漂ひよう白はく剤ざいと殺さつ菌きん剤の霧きり──それでもいまだ危険度４の汚染。

　少女と大男の間で共有される見解＝〝ふざけんな、全然、綺き麗れいになってねーよ〟

　極ごく楽らく鳥ちようの見解＝〝なんて視し聴ちよう者の心臓を素す敵てきにドキドキさせるシチュエーション〟

「転送を開かい封ふう」エメラルドの輝かがやき──捜そう査さ前に特甲を身にまとう／防毒効果／マスコミ対策。

　千々石が意図的にリークした捜査情報につられてやって来たマスコミ陣じん──撮さつ影えい／激写。

　地下下水道に誰だれ一人として近づかず──ハンドカメラを構えて屋根の上の黒い天使にズームイン中のシュテファン＝力ちから一いつ杯ぱい声せい援えん。「どうかご無事で、涼月さん！」

　無事に帰れなくなりそうな気分とともに装甲車両が発進──のろのろと暗くら闇やみへ。

　ヘッドライト──照らし出される複雑な横穴／分ぶん岐き／勝手に設置された通路──腐くさった鉄てつ柵さくに防弾タイヤでとどめを刺さしながら前進──ガブリエル。《防疫センターの報告では、この先に水深二十センチから五十センチほどの毒の沼ぬま地ちがある。くれぐれも落ちるなよ、涼月隊員》

《こうして私たちは今世紀最大の危機に立ち向かうことになりました》千々石＝自分も撮影──たわごとを吹ふき込んでいる。《危険な迷めい宮きゆうに踏ふみ込む隊員たちの勇気と情熱をお届けします》

　ざぶん、とタイヤが沼地へ──汚水が飛び散る──うんざり＝脳内チップでデータを確かく認にん。《勇気と情熱の前に、この地図、ちゃんと合ってんのかよ。あっちに穴なんかないはずだぜ》

《完全な無法地帯だな。香港ホンコンの九クー龍ロン城などは、住人が勝手に増設した構造物が積み重なって、ついには巨きよ大だいな城じよう砦さいのようになったというが、これもその同類のようだ》

《ヤー、いただきよ。ここは地下に広がるミリオポリスの九龍城、危険な情熱の城》

《汚きたなすぎて誰も住めないっつーの》防毒マスクのせいでやたら息苦しい──闇が四方八方から押し寄せる／閉所恐きよう怖ふ症しよう的な狭きよう窄さく感／逃にげたくなる。《くそ、これでも掃そう除じしたってのかよ》

《同感だ。殺菌はしたらしいがな。有機溶よう剤ざいが混入しているせいで浄じよう化か剤が使えないらしい。薬剤同士が化学反応を起こして、逆に猛もう毒どくの霧が発生するとのことだ》

《毒の霧！　良い感じよ。とてもロックだわベイビー。それもいただきね》

　いちいちうるせえ──もう帰ろうぜと言いたくなる／まだ撤てつ退たいしていないだろうマスコミ連中のせいで逃げ帰れず。《よく毒が街中に流れてかねーな。それとも実は死人の山なのか？》

《いや、ここは囲い込まれた汚水処理場だ。データによれば逆に二キロ四方を浄水施し設せつが取り巻いている。浄水の過程で出た汚染物質を一時貯蔵する場所でもあったらしい。それが大規模な地下開発と違い法ほう工事のせいで意図せぬ水路が生まれたが、それでもあと十五年は廃はい棄き物ぶつを捨て続けても他に影えい響きようはないそうだ。影響が出る頃ころにはそれこそ死人が出ないとも限らんがな》

　都市が黙もく認にんする下水路──住民のことなどろくに考えちゃいない悪劣な封ふうじ込こめ──よってたかってありとあらゆる汚物を流し込まれた死の洞どう窟くつ──だったら犯罪に使ってやろうという住民の考えに共感したとき、何かが探査にヒット──どこかの通路──移動する存在／音おん響きよう。

　タタン、タタンと電車が走るような音──音おん紋もんデータベース＝銃じゆう声せいと断定──銃じゆう撃げき？

《なんだ？　集団による戦せん闘とうか？》ガブリエル──慎しん重ちように車両を進ませる／目の前に遮しや水すい壁へき／沼地から出て奥の巨大なトンネルに入るため少しずつ斜しや面めんを登ってゆく。《何かが猛スピードで移動している。我々のように車両を使用しているのかもしれん》

　斜ななめになる車体──おいおい倒たおれないでくれよ──鉄柵にしがみついた。《こんな汚らしい場所で誰がどんぱちしてるんだ？　二十五番街の連中か？》

　背後──いきなりそれが立ち上がる様子が探査にヒット──愕がく然ぜんとなって振ふり返った。

　暗闇──汚水の沼ぬまからドロドロに汚れた黒山羊やぎが現れた──とてつもなくでかい機銃。

　咆ほう哮こう──盛せい大だいな火花──吹っ飛ぶコンクリート──吹っ飛ぶ装甲車両の後部バンパー──吹っ飛ぶ後部の防弾窓──吹っ飛ぶ屋根の鉄柵──支えを失う／前のめりに──噓うそだろ。

　猛然と前進する車両──拍ひよう子しに宙へ投げ出される／身をひねる／なんとか足から落ちようとする──敵の弾丸が足を直撃＝火花──右みぎ膝ひざが砕くだけた──カンベンしてくれ。

　頭から毒の沼地にダイブ──再転送＝エメラルドの輝きすら茶色く濁にごって見える。

《落ちたのか、涼月隊員!?》ガブリエル──ふいにトンネルの方から轟ごう音おん／閃せん光こう。《くそっ、こちらにも敵だ！　このまま前進する！　撤退して合流地点を設定するんだ！》

《了解ヤー!!》もはやろくに聞いちゃいないドロドロに汚れた涼月──飛び出す／疾しつ走そう／ドロドロに汚れた山羊に向かって憤ふん怒ぬの拳こぶしを振りかざしながら防毒マスク越ごしに特務班の任務で学んだ悪口スラングを盛大にシャウト。「この×××の×××野や郎ろうッ、×××みたいに浮うかびやがれ！」

　化け物機関銃の咆哮──かわす／爆ばく発はつ／汚お水すいの雨／むかつく──すぐさま背後に回る。

　慌てて一方の腕うでを突つき出す黒山羊＝溶よう断だん機能つきの刃やいばが飛び出す──あの〝赤あか鹿しか野や郎ろう〟とは比ひ較かくにならないぬるさ──抉えぐるような右フックで刃を粉ふん砕さい──懐ふところに＝アッパーカット。

　巨きよ体たいがもんどり打って倒れる黒山羊──ざぶざぶ汚水を蹴け立たてて近づくや、いきなり跳とび上がって後ろへ一回転しながら立つ／化け物機関銃を構える／巨体からは想像もつかぬ身軽さ。

　だがその機銃が最初の一発目を放つ遥はるか前に構わず接近──銃口に＝左ストレート。

　機関銃がひしゃげて大暴発をやらかした──地下に朝が来たような閃光とともに機銃ごと黒山羊の右手が崩ほう壊かい／涼月の左手が粉々に／雨あられと降り注ぐ破は片へん──互たがいにぶっ倒れる。

　果か敢かんに起き上がったところへ別の角度から銃撃──防毒スーツを着た誰だれかが突とつ撃げき銃を乱射。

　ひとっ飛び＝宙で再転送──相手の真横に着地──起き上がりざま左右のフック／銃が吹っ飛ぶ／胴どう体たいが吹っ飛ぶ／防毒服を引っ剝ぱがして顔を見る──白人／黒人／どちらでもない。

　アジア系──どこの人間だ？　思案している隙すきに黒山羊が起き上がって走り出す──逃とう走そう。

　ふざけんな×××野郎──心の中でもシャウトする自分──思わず反省しながら追った。

　車両が走り去ったのとは違ちがうトンネル──ガブリエルはどこだ？　というかガブリエルは本当にこの襲しゆう撃げきを知らなかったのか？　もしかして敵と企たくらんでたりするんじゃないのか？

　真っ暗闇の中で汚水まみれにされた上に同行した隊員の裏切りも想定しなければいけないという涙なみだも出ない状じよう況きよう下かで黒山羊と鬼おにごっこ──追いつけない──恐おそろしく足が速い。

　猛スピードで移動していた何かってのはあの黒山羊のことか？　まだ他ほかに何体もいる？　どうしようもなく不利な状況において恐きよう怖ふを怒いかりと闘争心がかき消す突撃手の本領──罠わなかもしれないと考えつつも逃げる黒山羊をひたすら追つい跡せき──と思いきや砂じや利りだらけの横道へ入った途と端たん、黒山羊がいきなり停止──罠？　道に迷った？　降参？　いずれにせよ真っ直すぐ接近──慌あわてたように振り返る黒山羊に真っ正面から突き刺すような右ストレート。

　ドカン！　黒山羊の巨体がひっくり返る──地面に叩たたきつけられて回転＝うつ伏ぶせに。

　そして突然の閃光──倒れた黒山羊の体の下から、まばゆいばかりの炎ほのおが噴ふき出した。

　咄とつ嗟さに真っ白いミルクがたっぷり入ったドラム缶かんを蹴けり倒したところを連想──凄すさまじいまでの火花が躍おどり狂くるう／八方に飛び散る／悶もだえ狂う黒山羊を貪むさぼり食う／黒くろ焦こげに──獰どう猛もうきわまりない炎に面食くらって後ずさった──足の下でカチンと何かの音──地じ雷らい。

　認にん識しきした瞬しゆん間かんに跳んでいた──爆発なし／音速で飛来するボールベアリングなし。

　代わりに白炎が勃ぼつ発ぱつ──両足が松明たいまつみたいに燃えた／特甲トツコーの耐たい熱ねつ構造でも遮しや断だんしきれないとんでもない熱が生身の体に伝わる前に再転送──丸焼きにされた黒山羊の向こうに中途半はん端ぱに着地──ずぼっと両足が何かにはまる＝水たまりの底のくぼみ──誰かがこけるよう地雷を仕し掛かけたやつが掘ほった穴──子供のいたずらみたいな罠に見事にはまって仰あお向むけに倒れた。

　カチンと音──倒れた頭の真下──マジかよ──間ま抜ぬけな姿のまま完全に凍こおりついた。

　頭の向こうでめらめら燃えている黒山羊──あちらの炎がこっちの脳天を焼かないことを祈いのりながら必死にパニックを抑よく圧あつ──どうする？　ＭＰＢに助けを求める？　ガブリエルに聞かれたら？　もしガブリエルがチャンスだと思ってこちらを仕留めにかかったら？

　くそ──どうする？　思い切って起き上がる？　《飾り耳オーア》はどこまで守ってくれる？　首から上が炎に包まれても探査機能はもつのか？　目も耳も塞ふさがれて焼かれて死ぬのか？

　くそ、どうすりゃいいんだ──絶望感にめまいがしたとき無線通信＝ガブリエル。《無事か、涼月隊員？　こちらが設定した合流地点が認識されていないようだが──》

《く……黒山羊野郎を追っかけてしとめてたんだ》何とか平静を装よそおって応答──パニックがじわじわ迫せまる。《そっちはどうなってる？　敵はやったのか？》

《アームスーツを装備した敵を一名、強力な支し援えんが来て撃退してくれた。その隊員が言うには、各所に地雷が仕掛けられているらしい。かなり厄やつ介かいなもので、解除に手こずるとのことだ》

　支援？　隊員？　さっきどこかでどんぱちしてた誰か──地雷のことをそれとなく質問。

《手こずるって……解除できないってこと？》訊きいた途端に恐怖が迫ってきた。

《よく分からんが連れん鎖さ的に作動するものらしく、あえて解除しなかったらしい。もしかして地雷を作動させたのではないか？　先ほどから位置が全く動かないのはそのせいでは？》

　くそ、バレてた──ゴリラ男の鋭するどさに焦あせりと恐怖を刺し激げきされる──何とか取り繕つくろう。《えー……大したことないよ。こんなの、一二の三で飛び起きりゃ──》

《いや、そのままでいるんだ。ついているぞ、涼月隊員。念のためそちらを支援するよう要よう請せいした。間もなく到とう着ちやくするだろう。我々は彼女に教えてもらったルートを進む。彼女はプロだ。きっと解除してくれる》やけに頼たのもしそうな口ぶり──無理に安心させる口調ではない。

《えー……了解》とりあえず応答──支援？　彼女？　誰だ？　ガブリエルの仲間か？

　やっぱりチャンスだと思って狙ねらわれたんじゃないかという不安に襲おそわれた途端、探査にヒット──何かが猛もうスピードで迫ってくる──飛んでくる。

　そしてにわかに視界に現れる黄色い輝かがやき──羽ばたき──支援──素晴らしい安心感。

　見覚え──〈空港占せん拠きよ事件〉のときに、あたくし様が送って寄よ越こした──黄色い方。

　舞まい降りる少女──ひょいと覗のぞき込んでくる──やたらあどけない琥アン珀バ色ー・のラ目イト。

「よう……」間抜けな自分の姿を自じ嘲ちようする言葉を一つ二つ口にしようとして絶句した。

「逃にげたいのぉ」涙をぼろぼろ零こぼしながら少女が言った。「ねえボク一人で逃げていい？」

　涼月──表情が消える／耳を疑う／あんぐり──おいおい、そりゃねーだろ。




　　　　†




　閲えつ覧らん室の端末をオフにする前にメッセージに返答──『いずれの日時、いずれの場所でも』

　自分の携けい帯たい電話のメールアドレスを付記──送信不可──相手が読み取るに任せる。

　ほどなくして返答──携帯電話にメール／日時／場所──『了りよう解かい』とだけ返した。

　夕焼け空──第ラント三シユト区ラーセのウィーン・ミッテ駅──ヴィエナウイーン・ヒルトン・ホテルの駐ちゆう車しや場じよう。

　ＭＰＢ本部ビルを出てからずっと尾び行こうされていることは分かっていた──こちらが良からぬ相手と連れん絡らくを取り合ったり、連携していたりしないということを示すための道のり。

　制服姿ではなく私服のジャケットとスカート──個人であることの意思表示。

　ただしそれでもＭＰＢの一員であることの見せつけ──脇わきの下にホルスターと隊の拳けん銃じゆう。

　駐車場に黒いリムジン──パチンとガムを弾はじかせて近づく──背後で女の声。「止まれ」

　素す直なおに停止──視界に声の主が現れる──トルコ系＝長身／黒くろ髪かみ／ちょっと気け圧おされそうになるほど鋭い表情と美び貌ぼう。「ＭＰＢ隊員、陽炎・ザビーネ・クルツリンガーか？」

「はい。バッグに徽き章しようが入っています」差し出す／辺りを見る──そこかしこに護衛の車両／護衛の影かげ／大した警備／妙みように感心──うちの副長なんか誰だれも守ろうとしなさそうなのに。

「失礼する」じっとこちらの顔を見ながらバッグを受け取る女──徽章＝何度も確認。

　ふと彼女の右手の人差し指に気づく──男ものの指輪＝『Ｎ・Ｏ』の文字。

　なんだろう──疑問とともに理解していた／獄ごく中ちゆうの元ライフル友愛会員が口にした言葉／あるいはいつかどこかで父様から教えてもらったのかも知れない──そう思えるほど自然と口にしていた。「……〝高ノブ貴レゆス・えオのブリ義ージ務エン〟？」

　意表を突つかれたような女の顔──つい反射的という感じでうなずく──バッグを返す。

「私のこれは……もらいものだ。そちらのそれは……例の指輪と同じ、〝克ユー服バーせヴインよデン〟か？」

　バッグを受け取る陽炎の左手──女のそれに匹ひつ敵てきする指輪の文字。

　爆ばく殺さつされた枢すう機き卿きようが指に嵌はめていたものを知っている──こちらもうなずく。「父のです」

「……そうか」陽炎のプロフィールも把は握あく済みという顔──なんとなくそれだけで共感の雰ふん囲い気きが漂ただよう──背負ったものにふさわしい自分であろうとする、お互たがいの意志を感じ取って。

「銃を携帯しています」ジャケットを開いて見せた。「預けましょうか？」

「すまないがそうさせてもらう。それと、念のために身体検査をさせて欲しい」

「はい」素直に応じる──さっと手が伸のびて服の上から素早く探さぐる──されるがまま／銃を抜ぬき取られた──だが大事なものでも扱あつかうような女の手つき＝預かる──ますます共感。

「名乗るのが遅おくれた。私は、ニナ・潮音シオン・シュニービッテン、ＭＳＳ副官だ」改めて自分の徽章を提示──最初に目を合わせたときに比べて格段に和やわらいだ表情。「来てくれ」

　リムジンへ──助手席の窓が開く／中の公安員に陽炎の銃が手て渡わたされる──それから女が後部座席のドアを開いて言った。「乗ってくれ」

　従う──足元に視線を向けたまま座った──それからゆっくりと、もう一人の女を見た。

「初めまして、私の鏡合わせの生者さん」なんとも華はなやかな微び笑しよう／金きん髪ぱつ／藍あい色いろの目＝バラの花が人間の形になって座っているような艶あでやかさ──内に秘ひめた意志の呵か責しやく無さ。

　こちらを見る目──紛まぎれもない猟りよう犬けんの眼まな差ざし／二頭の猟犬の邂かい逅こう──追うべき火を求めて。

「もう十分よ。ありがとう、ニナ」優やさしげに命令──どんな号令よりも強く耳に響ひびく。

「はっ。では任務に戻もどります」きびきびと応じる副官──ドアが閉められた。

　女の微笑ほほえみが真っ直すぐこちらを向く──車が出発──ホテルを出てジャンクションへ。

　走る密室──背後で自分が見知った世界が遠のいてゆく気分。
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《未知のユニットによる策定要素をキャッチしました！》解かい析せき官の叫さけび＝戦意に満ちて。

《しのいでるわよー彼女！　ひょっとしてひょっとするかもー？》アデライード＝わくわく。

《両接続官の対たい抗こう措そ置ちに効果あり！　敵ユニット解析の好機よっ！》クラリッサ＝いけいけ。

　夕霧／吹雪くん──敵との熾し烈れつなチェスゲーム──同時に暗くら闇やみを進む彼女を防ぼう御ぎよ。

　刈かり取っても刈り取っても伸びてくる悪意のイバラ──敵は幾いくつものユニットを協働させている／支配している／奪うばわれた少女たちの脳を使って──許せない敵──だが勝てない。

　足らない──規模／速度／手段／協働──あまりに少数過ぎる──なんという電子の軍勢。

《あーああーああー♪》歌声＝虚きよ無むに満ちていく──だがふいに鼓こ動どうと痛みと血の熱のイメージ──〈太公望〉さんかと思った／違ちがう／吹雪くんの支え──〈太公望〉さんと同じ透とう明めいさ。

　ああ涼月はいつもこんな風にこの人に支えられているのだ──急に涼月が羨うらやましくなる／すぐそばで戦ってくれる少年への頼たのもしさ／途と方ほうもない勇気に恵めぐまれた少年──無む謀ぼうなまでに。

　夕霧が何をしようとしているか素早く察してフォローしてくれた──敵に対抗するためのＡＩ群をこちらに回してくれた──その支えを信じた／自分は虚無に吞のみ込まれないと信じた。

　電子の夢の中で青空の輝かがやきに包まれながら九つの代だい替たいＡＩの歌声を聞いた。《脅きよう威いの増大による高度兵装の許可を要よう請せい。戦時状じよう況きよう下かとみなし実行を承しよう認にん。アクセス権限を拡大──》

　解析官／アデライード／クラリッサ──フロア中の人間全員が弾かれたように総立ちに──言葉にならない驚きよう愕がくの叫び。《え──────ッ!?》

《バランサーを解除》電子の歌声──爆発的宣言。《特甲トツコーレベル３の転送を開始します》

　そして次の瞬しゆん間かん、燃え上がるようなエメラルドの輝きがカプセル内部を満たした。

　とてつもないワイヤーのイバラ／騒そう音おん／カプセルが内側からひっかき傷だらけに──またたく間に変へん貌ぼうした夕霧の姿を、電動ノコギリみたいに棘とげをのたくらせる白銀のイバラが覆おおった。

《なになに何なのまさかあれニューラル・ネットワークのつもり!?》《じじじ自分で自分の特甲を組み直した!?　二種類の〈肢バイン〉がごたまぜ何あれ何なの何て醜みにくくて美しいの！》お互いの手を握にぎって変な踊おどりを始めるアデライードとクラリッサ──興奮／仰ぎよう天てん／かなりの度合いでハイになって絶ぜつ叫きよう。《特甲をあんな風にでたらめに組み替かえるなんてどんだけ脳への負ふ荷かがかかってるの!?》《体は!?　歪ゆがんでる!?　ねじれてる!?　移植されたメリアー体が体を突き破ったり接ク続ツシ部ヨンが千切れたりしてない!?　やだやだ見たくないけど見たーい!!》

　さらに燃え盛さかるかのごときエメラルドの輝き──夕霧の体をねじ切ったりバラバラにしたりはしないものの予期せぬ一瞬の齟そ齬ごによってはそうなりかねない状態であるにもかかわらず、そんなことは全く考えてもいない夕霧ソング／ハミング／ステップ／大ジャンプ──断続的に変貌する特甲とワイヤーの群がカプセルと床ゆかと椅い子すを盛せい大だいに引っ搔かき、およそ音楽的とは言い難がたい、頭がどうにかなってしまった人々による自由奔ほん放ぽうな金切り声による狂きよう騒そう曲といった趣しゆ向こうの電子の騒そう擾じようと、恐おそろしいほどに美しく心に満ち渡わたる青空の輝きに身を委ゆだねながら──聞いた。

《ありがとうございます……ＭＰＢの接続官コーラスの方》声──敵の悪意のイバラから逃のがれた仲間の声──その足を止めずに進み続けている彼女。《必ず……必ず辿たどり着いて御ご覧らんに入れます》

　さあ、歌おう──歌い続けよう──彼女を振り返らせないよう──声を限りに。
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「ぶぇっ、うぇっ、ふぇっえっ……」少女＝泣きべそ──ぶるぶる震ふるえる手で涼月の頭の下の爆ばく弾だんをいじる／しゃくり上げる／涕てい訴そ。「逃にげたいの。ボク逃げないといけないの」

　マジかよ──なんだか知らないが、さんざん惨みじめな目に遭あってきた挙げ句、この先もっと惨めになることが決定したというような、とても会話にならない少女のもたらす絶望感に辟へき易えき。

　ひょいと考えなしに手を伸のばす──相手のヘッドホンをつかもうとして〈飾り耳オーア〉による抗磁圧のヘルメットに遮さえぎられる／手が届かず／苛いら々いら──めんどくせー──怒いかりに任せた裏うら拳けん。

　がつん──側頭部をぶん殴なぐられる少女──横よこ倒だおれになって涼月の視界から消失／ひらひら動く羽／なんか気絶とかしてそう──と思ったらこの上なくびっくりした顔で戻って来た。

　解体作業中になんてことするんだろう、と驚おどろくやら咎とがめるやらどうしていいやら分からないという感じの少女に向かって指でヘッドホンを外すよう指示──外さないともう一発食くらわすぞという意思表示──怯おびえ顔で従う少女／抗磁圧のヘルメットの範はん囲いを縮小／耳を塞ふさぐ雑音消去仕様の閉じこもり器具をおずおず外す──涼月＝叱しかるように。「逃げろ」

「うぇ？」少女＝ぱちくり──これは自分の願望によって生じた幻まぼろしに違いないというよう。

「なんかあったのか、お前？」わざと飛ひ躍やくした質問──何であれ図星になる言い方。

「う……」いったん止まった涙なみだが復活──先ほどの繰くり返し。「ボク逃げないといけないの」

「じゃあ逃げていいぜ」正直なところ本気で面めん倒どうくさくなって言った。「要するに、どうにもなんねー爆弾だってことだろ？　だったら一二の三で飛び起きて、目め一いつ杯ぱい逃げるさ。お前が巻き添ぞえ食うことねーよ。ほら、行っちまいな。お前が行ったらあたしも行く」

　ぼうっとこちらを見つめたまま動かない少女──やれやれ、どうしたらまともに喋しやべるんだ？

「お前のところのあたくし様と約束したんだ。そのうちみんなで、スシバーに行こうって」

　こくんとうなずく。「ボク、生魚嫌きらい」

　張り倒たおしたくなる──我が慢まんして修正。「じゃ、シャブシャブにしとけ。豚ぶた肉にくを薄うす切ぎりにしてゆでて食う料理だ。それとも豚肉は、お前の神様が禁止した食い物だったりするのか？」

　かぶりを振る──真顔＝やたら舌っ足らず。「さっき、逃げろって言ったのぉ？」

　何回も同じこと言わせるんじゃねえ──危機的状況下における苛々をこらえる。「ああ」

「あのね、解除できるの」ぽつんと告白するように言った──やっと会話がスタート──と思ったらさらに意味不明に。「解除したら燃えるの。きっと雲が出来てみんな殺しちゃうの」

　殺さつ伐ばつとした天気予報士か占うらない師みたいな言動──我が慢まん強く訊きいた。「どういうことだ？」

「ちゃんと燃えた場合はつながらないようになってるの。つながるのは誰だれかが火が出ないように解除したときだけ。解除できる人間が来たら、みんな殺すように作ってるの」

　ガブリエルが言っていた──〝よく分からんが連れん鎖さ的に作動するものらしく、あえて解除しなかったらしい〟──思案。「……つまり、丸焼けにされる分には、ここの地じ雷らいは一つずつ作動するんだな？　で、爆弾をどうにかできるやつが来て、上手うまいこと解除したときだけ、他の爆弾が全部作動するってんだな？　部隊ごと皆みな殺ごろしにするように？」

「そうだよ？」なんでさっさと理解してくれないの、と咎める感じ。

　ぶちのめしたい──今の最低な状じよう況きようが苛々を増ぞう幅ふく──奇き跡せきの自制心で抑おさえる。「それで、雲が出来るってのはどういうことだ？　とんでもない爆発でも起きるのか？」

「毒の雲。燃えたらいけないものばっかりだから」あちこち指さす。

　ぴんと来た──目の前の少女が逃げたがる理由。「ここらの毒が、火で雲になるんだな？」

「きっと、そう。すごい毒なの。特甲とか溶とけちゃうの。きっと骨とかまで溶けちゃうの」

　ぞっとなる──だったら自分一人が炎ほのおに襲おそわれる方がよっぽどましだと思わされる。

「ねえ、息しないで一キロとか、もしかして二キロとか走れる？」いきなりものすごい質問。

「え？　いや……やったことねーけど、どういうマラソンだ、それ……」ふと理解──さすがに仰ぎよう天てん。「まさか、その毒の雲の中を息を止めて突っ走れってのか？」

「本当に危ない雲は最後に来るの。その前に空気が混ざって毒になって、きっとボクたちの頭を守ってくれてるこれが、空気を全部通さなくなって、息ができなくなるの」

「だから、そのまま外まで走れってことか？」

「ううん」もぞもぞ何かを取り出す──ＰＤＡ＝地下下水道の地図。「この綺き麗れいな水のところまで。こっちの方が近いから。あと、きっと、出口は火で塞がるから。雲が外に出ないように」

　ろくでもない敵の周しゆう到とうさ──それを見破る少女の危なさ──脱だつ出しゆつ方法の途と方ほうもなさ。

「あー……つまり、走って、一階分降りて、壁かべをぶっ壊こわして、こっちの浄じよう水すい場に飛び込めばいいんだろ」脳内チップでルート確かく認にん──マーキング／しいて気楽そうに口にする。「お前は飛んで逃げりゃいい。でなきゃこいつの解除の仕方を教えてくれ。あたしが自分でやるさ」

「きっと無理」だってあなたバカっぽいし、という響ひびき──本気で殴りそうになった。

「逃げたいんじゃなかったのか？」呆あきれ顔でやり返す。「なのにあたしに付き合う気か？」

「逃げろって言ってくれたから」いいんですもう全部、という感じの何か大事な一線を越こえたような危なっかしい虚うつろな目で返された。「ボクが最初の火を止めるから、走るの。いーい？」

「いいぜ」だからもう死んだような目で見るなと言いたくなる──最後まで我慢。

「いっぱい息を吸うの。いっぱい」深呼吸──二人揃そろってこれから失われる空気を味わう。「一二の三ね。三は言わない。ボクが叩たたくから。たーくさん息を吸うの。それからぁ、走り出すの」

　命がけの深呼吸──涼月の頭の下の爆ばく弾だんに手を差し込む＝間延びする合図。「いーちー」

「にーいー」相手の苛々させられることきわまりない口調に合わせる──一杯に息を吸う。

　ぽんと肩かたを叩かれる──いっぱいに引き絞しぼられた古代の投石機のように跳はね起き、くぼみから足を引き抜ぬき、疾しつ走そう──反射的に息を吐はきそうになる／歯を食いしばる。

　背後──とてつもない火か炎えんが勃ぼつ発ぱつ──探査に浮うかび上がる少女の行こう為い＝左ひだり腕うでから展開された爆ばく雷らいの束を一挙に投とう擲てき──右手で火炎放射──宙で炸さく裂れつ／爆風で爆炎を退ける──飛ひ翔しよう。

　一いつ瞬しゆんで空気が別のものに変へん貌ぼうしたのが分かる──爆発的な化学変化──立ちこめる白はく煙えん。

　最初の曲がり角を通過した涼月──速度を落とさず／スッ転んだりせず／ジョイナースタイルで疾走──すぐさま追いついて目の前を飛翔する少女──道案内のように。

　前方の視界を閉とざす白い毒の霧きり──背後から迫せまり来る炎と何か──地じ獄ごくの蓋ふたが開かれたときの光景が漏もれなく再現されたかのような、怒ど濤とうのように膨ぼう張ちようして何もかもを吞のみ尽つくし、ドロドロに溶かし尽くす、もはや何百度に達するのか知りたくもない超ちよう高温の有機溶よう剤ざいの積乱雲。

　また曲がり角──足元で汚お水すいが跳ねる──ぐらぐら煮にえる──沸ふつ騰とうする汚水──毒の霧。

　走る・走る・走る──目がちかちかする──息がしたい──耐たえられない──息がしたい。

　予定された走路の三分の一を突とつ破ぱ──奥歯が砕くだけそうなほど嚙かみ締しめている／心臓が破は裂れつしそうになっている／どっかんどっかん響く鼓こ動どうが鼓こ膜まくのすぐ内側で聞こえる──息がしたい。

　神様──空気を──二分の一を走破──きんきん耳鳴り／涙なみだ／破裂しそう──息がしたい──助けて／走れ／斜しや面めん──一気に跳とんだ──ふいに足が蹴けるべき地面を失う──くそったれ──倒たおれる──体が宙に──投げ出された──転てん倒とう／息をするな／絶対に吐くな／吸うな／ああ、ちくしょう──全身が燃え盛さかるように熱い／脈動が乱れる／気が遠くなる──無意識に伸のばした手──少女がつかんだ／引っぱられた／機械仕じ掛かけの頑がん強きようさで立て直す──走る。

　意識がもたない──体が──破れる／焼き切れる／煮えくり返る──無力感と絶望感しかなくなったとき、最後の壁が迫った──早く近づけ──早く近づけ──早く、早く、早く。

　先行する少女＝投擲──爆雷が壁を崩くずす／崩しきれず／止まることができず真っ直すぐ飛翔。

　その真下から少女を追い抜いた涼月の無む我が夢中の右ストレート──木こっ端ぱ微み塵じんになる壁の残ざん骸がいとともにごうごうと轟とどろく音の中へ──水の中へ飛び込んだ──吞み込まれた。

　文字通りの水路──空気がない──トンネル一いつ杯ぱいに流れる水──咄とつ嗟さに手を伸ばしていた。

　もがく少女の手──今度はこっちがつかんだ──頭ががんがんする／脳みそのど真ん中でブリキの太鼓を乱打されている気分──息がしたい、息がしたい、死んじまう──ふいに解放。

　滝たきから落ちるような感覚──斜壁に叩きつけられる──転がり落ちる──水しぶき。

　夢中で水面から顔を出して息を吐いた──吸った──腰こしの高さの広々とした地下水路。

　綺麗な水のにおい──綺麗な空気──浄水場の稼か働どう音が響く地下道──薄うすい光＝照明。

《飾り耳オーア》をオフに──ぜえぜえ喘あえぐ／そのまま意識を失いそうになる／なんとか手て探さぐりで水路の縁へりを見つける──握にぎったままの少女の手／まず少女を持ち上げる／肩くらいの高さ。

　地面──少女をその向こうに転がし、それから自分も登り、そのまま力ちから尽つきて大の字に寝ねっ転がろうとした途と端たん、ショックに襲われた──少女──息をしていない。

　ふざけるな、くそったれ──少女の顔を上に向かせる──顎あごを上げて気道を確保。

　顔に触ふれる──抗磁圧が作動していない──おそらく水に飛び込む前に、耐えられずにオフにして水を飲んだ──少女の唇くちびるを開く／鼻を指で塞ふさぐ──唇に唇を合わせるのではなく、こっちの口で相手の口をすっぽり覆おおう──勢いよく息を吹ふき込む。

　素す早ばやく少女の胸骨がある辺りに手を当てた──両腕を真っ直ぐにして押す──特甲が邪じや魔まだが引っ剝ぱがす余よ裕ゆうもない──押す／押す／押す──またすぐに人工呼吸──蘇そ生せいを試みる。

　おい息をしろよ──人工呼吸／心臓マッサージ──たっぷり空気があるんだ、もう吸っていいんだ、お前が連れてきてくれた場所だ──人工呼吸／心臓マッサージ──頼たのむ息をしてくれ。

　人工呼吸／心臓マッサージ──他ほかにどうしようもない──蘇生のための道具も助けもない。

　これまで我が慢まんしてきた全すべてのパニックを遥はるかに上回る、とても耐えられそうにない恐きよう慌こうに襲われそうになったとき、ごぼっと音──少女が震ふるえる──すぐに顔を横に向かせてやった。

　げぼげぼ水を吐き出す少女──泣き声／噎むせながら／必死に息をした／すすり泣いた。

　安あん堵どのあまりへたへたとうずくまった──今度こそ寝っ転がって大の字になりたかったが、そうすることすら出来ないほど脱だつ力りよく──息を止め続けたせいで体が痙けい攣れん／不整脈／動どう悸き。

　エメラルドの輝かがやき＝還送の実行──二人とも通常の姿に──少しでも負ふ荷かをなくしたくて。

　動悸が収まってきてやっと顔を上げることが出来た──少女と目が合う──お互たがい元気良く生きていることを実感しながら笑い声を上げたいところだったが微笑ほほえむのが精一杯だった。

「痒かゆい」ぽつっと少女が主張──体をまさぐる──ぐっしょり濡ぬれた服を指でつまむ。

「毒のせいか？」首筋に痒み──たっぷり毒の霧を浴びた服──慌あわてて体から引っ剝がした。

　二人で競争でもするみたいに大急ぎで脱衣──素っ裸ぱだかになって申し合わせたように水路へ。

　先ほどの水路ではなく、やや浅めの方──ばしゃばしゃ水浴び──優ゆう雅がさとはかけ離はなれた、目に見えない毒が体に染しみこんだのではないかという恐きよう怖ふ心しん──必死に洗い流した。

　やれやれあの服は二度と着られねーぞ──たっぷり冷たい水を浴びるうちに落ち着いてくる──裸でガブリエルと合流しないといけない心配をしつつ辺りを見回した──壁かべの照明／向こうの方にドア／積み重ねられた箱／幾いくつも並んだ大きな机／散乱した機械の部品。

　灯り──ふと気づいた──なんで灯りがついてるんだ？　目を凝こらした──よく見た。

　何かの工具──ワイヤー／バッテリー／圧力計──箱のロゴ＝『フォルクマール整備会社』

　カチッと音──撃げき鉄てつ──ぽかんとなる少女をよそに迅じん速そく反応──跳んだ。

「動くな──」相手が肝かん心じんの一言を口にしたときには素っ裸で拳こぶしを振ふりかぶっていた。

　がつん、と一撃──鼻血を噴ふきながらぶっ倒れる男──その手から拳けん銃じゆうをひったくって構える──内うち股また／半はん端ぱに身をよじる／腕で胸を隠かくす。「動くな、っつーか、こっち見んな！」

　呻うめきながら男が顔を背そむける──ふいにまた別の人ひと影かげ。「よせ、撃うつな。撃たないでくれ」

　聞き覚えのある声──病院から逃にげ出して姿をくらましたモルノーが両手を上げて登場。

　反射的に銃を向ける／もう一方の手で体を隠す──隠せるはずもなし。「み……見んなっ！」

　律りち儀ぎに目を閉じる。「上着を脱ぬいでそちらに渡わたす。武器を取り出すわけじゃない。いいな？」

　ロングボトムのジャケット──この冷え冷えとした地下の浄じよう水すい場に潜せん伏ぷくしていた証しよう拠こ。

　両手で体を隠しながらそそくさと近づく──大急ぎで手にとって羽織る。

「もういいか？」手を上げたまま。

「ま……まだだ！」ボタンを締しめる／すーすーする──少女が水路から出る／丸裸のままぺたぺた机の方へ歩いていく──倒れた男の上着に手をかける。「ちょっと貸せ」

　大人しくジャケットを譲ゆずり渡す男＝モルノーの弟エリク──署で見た顔写真の記き憶おくと一いつ致ち。

「もういーぜ」少女に歩み寄ってジャケットをかけてやる──モルノーがエリクに歩み寄る。

《応答せよ、涼月隊員。応答せよ》無線通信──ガブリエル。

《涼月ですガブリエル隊員》兄弟の他に誰だれもいないか見回しながら応答。

《こちらは無事に脱出した。ついでに獲え物ものも捕つかまえた。とんでもない爆ばく発はつだったが──》

《ＭＳＳの特甲児童に助けられたよ。あと二人を見つけた。獲物って？》

《二五二五署の署員だ。我々の捜そう査さを妨ぼう害がいしようとした。最初に聞こえた銃撃は彼らのものだ。そちらの支し援えんに向かったスカート隊員を、我々と勘かん違ちがいして襲しゆう撃げきしたらしい》

　スカート隊員？　そういう名前だったっけ？　機械の部品をいじる少女の名前を思い出そうとしつつ応答。《二五二五署の署員って、どういうことだ？　あたしらを狙ねらったのか？》

《正確には俺だ。〈ローデシア〉団員を装よそおい、署内に滲しん透とうした分子と接せつ触しよくして情報を収集していたが、どうやら俺の家系を調べたらしい。俺の祖父はクロアチア系だ。彼らの言う純血にはそぐわないということで、俺が敵であると判断したようだ》

　あまりのことにぽかんとなる。《装う……？》

《副長の命令でな。……もしかして聞いていなかったのか？》

　聞いてねーよ──副長の意図──きっと下手な芝しば居いでバレないよう涼月に言わずにおいた。

《ちっくしょう、騙だまされたよ。こっちはあんたが敵だと思い込んでたんだ》

《なるほど。俺の演技もなかなかのものだというわけだな。ところで二人とは例の兄弟か？》

《モルノーとエリクだ。浄水場に隠れてたんだよ。きっとこっちに来る隠し通路が──》

「やっぱり、そう」少女──机の下にもぐりこんで何かを引っ張り出す──丸見えのお尻しり。

　呆あつ気けに取られる無む頓とん着ちやくさ──ジャケットを引っぱって隠してやる。「何か見つけたのか？」

　でかい箱形の何か──どすんと音を立てて机の上に置く。「これ。船のコネクター。きっと爆ばく弾だんをつけるときに外したの。きっとここで作ったの。船を燃やした爆弾を」

「なんだって……？」ぱっと記憶に適合──爆破された遊覧船──中隊長たちが血ち眼まなこになって探しているという船の部品──コネクター──さっと兄弟を振り返る。

《やられた。緊きん急きゆう通信が入った》ガブリエル──切せつ迫ぱく感／悔くやしげ。《四つ目のＡＰ爆弾が炸さく裂れつしたそうだ。危あやうく州知事が巻き込まれかけたらしい。くそっ、とんでもない被ひ害がいだ》

《州知事が？》兄弟に再び銃を向けた──最初の尋じん問もん。「どういうことだ？　お前らが船を吹っ飛ばしたのか？　州知事もおんなじように、ここで作った爆弾で吹っ飛ばそうとしたのか？」

　沈ちん黙もく──揃そろってタフそうな兄弟のだんまり──魔ま女じよの前でも口を閉じていられるか見物。
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　ジャンクション＝高速道路──どこへ向かうでもない──盗とう聴ちようと追つい跡せきを防ぐための回遊。

　車内＝互いに倍以上も年ねん齢れいの違う二頭の猟りよう犬けんの会話──辿たどる道も追うべき対象も違う二人。

　だがお互いの事件が複雑に絡からみ合っている確信──あるいはお互いが巨きよ大だいな一つの事件の一部であるという実感──求めていたパズルのピースが相手の手にあることの純じゆん粋すいな驚きよう異い。

「〈医師狙そ撃げき事件〉……私も概がい要ようだけは知っていたけれど」ＭＳＳの長官である女──驚おどろきを隠さずに。「まさか〈リスト〉との関連が実証される日が来るとは思わなかったわ」

「ですが物的証拠はまだほとんど存在しません……あの船に何があったかが分かっていませんし、〝とてつもない数字〟が何なのかも不明です。しかしそれらは間違いなくベルナルド・ジュリーニが目覚めさせようとした誰かに関係していて、そしてそれは同時に、〈ルフトハンザ３９１便ハイジャック事件〉において狙われた誰かに関係しているはずです」

「あなたの推測は今のところ、一つとして的外れのものはないわ」微笑ほほえみ──バラの芳ほう香こうを漂ただよわせるような麗うるわしさ／だが同時に危ういほどの鋭するどさ。「いずれあなたは証拠をつかむか、証拠に等しい何かに辿り着く。でなければ、あなたから得た情報をもとに、私がそれをつかむわ」

　まるで誓ちかうような言い方──この人は復ふく讐しゆう心に駆かり立てられているわけではない。

　深まる確信──この人は自分の運命の受け入れ方と、それとの戦い方の、両方を知っている。

　学びたくなる──自分の事件のために。「私もどれかであって欲しいと願っています。ただ、〈リスト〉が実在するとして、いったい誰がそれを運営しているのでしょう」

「あるいは……〈リスト〉すら、何かの一部なのかもしれない。国境調停とは、いわば人間が作り出した社会における最大の経済行こう為いよ。国際的なアンダーグラウンド・マネーの全すべてが、大なり小なり、国境調停という錬れん金きん術じゆつに関かかわっている。それほど巨大な〈外げ典てん〉を管理できる存在は限られているし、今の国際社会で完全に存在を隠かくせるはずはない」

〝外典〟──カール・クラウスのメッセージ──同じゲームを挑いどまれた者としての共感を感じた。「もし遊覧船爆破の犠ぎ牲せい者しやである枢すう機き卿きようが、〈リスト〉解明のためにこの都市を訪おとずれ、そして殺害されたとすれば……」

「私たちが今いるこの都市のどこかに、〈外典〉の落とす影かげが生まれている。影は触ふれることも閉じ込めることもできない……しかし見ることと、消すことは可能よ。私たちの目と手で」

「はい」お互たがいが受け取ったメッセージ──自分と長官で見せ合った──ゲームを脱だつするすべを求めて告げ合う。「メンデル博士がブラウン博士と同一人物であることを冬真・ヨハン・メンデルが知ったとすれば、彼もまた聖地の暗闇で何かを見つけ出すでしょうか？」

「彼か……彼が守ろうとする蝶が辿り着いてくれると信じているわ。ＭＰＢのリーダーたちがあなたを信じているように。まとうべき衣を選ぶ者たちが実行犯であるなら、真実の鏡の持ち主やそれに今も映り続けている者こそ主犯格よ」

　二人とも自分たちに与あたえられたメッセージにふくまれる単語が実在する捜査対象であるかのように話した──二人以外の者が聞けば、存在しない陰いん謀ぼうを語り合う空想狂の会話以外のなにものでもないと知りながら──そうすることだけが最も正しい道筋であることを悟さとりきって。

「〈山やま猫ねこ事件〉でテロ行為を行った特とく殊しゆ部隊員たちも、それらを暴あばこうとして逆に隠いん蔽ぺいのための犠ぎ牲せいにされた……。〈クーデター事件〉、〈医師狙撃事件〉、〈ハイジャック事件〉、その全てが〝隠す〟という動機によるものならば……この都市で最初に起こった火もまた同じよ」

「都市内で初めてＡＰ爆弾が使用された事件……カルト教団が自爆のために用いた火が何かを隠すためだったとすれば、当時の教団も〈リスト〉に関連していたことになりますが」

「あるいは脳内チップに」笑えみ──切り札を手にしている者に特有の苛か烈れつな雰ふん囲い気き。「今の教団が、何らかの目的で九人の少女たちを犠ぎ脳のう体にさせたことは明白よ」

　恐おそるべき脳なし少女たち──その姿を思い出してぞっとなる。「発見された少女は、私が知る限り七人です。さらに一人が事前に発見されていたとして、残りの一人は実在していると思いますか？　実在しているとして……まだ生存しているのでしょうか？」

「解かい析せき班の推測によれば、犠脳体となった少女たちの生命と、都市内で連続使用されるＡＰ爆ばく弾だんの炸裂は、何らかのかたちで関係し合っているわ。もしくはＡＰ爆弾によって破は壊かいされた何かに……。死亡した少女たちは三人、爆弾は三発。九人目はまだ生きてどこかにいる見込みよ」

　人間の命を使ったカウントダウン──純然たる怒いかりが共有される。「二発目のＡＰ爆弾……つまり遊覧船爆破は、ただの隠蔽ではなく、別の目的があった？」

「ええ。敵にとって、きわめて深刻な、不測の事態が起こったのよ。おそらくロッシーニ枢機卿の登場によって……。第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの惨ざん殺さつ死体は、何かのメッセージである可能性が高いわ」

「教団の捜そう査さは？」

　さらに激しい怒りを秘ひめた笑み。「ＢＶＴが、教団の捜査を全面的に封ふうじ込んでいるわ。いつもの血まみれの怠たい惰だを、この期ごに及およんで、また行う気のようね」

「黒手組が、現在のＢＶＴのトップを脅おどして、そうさせていると思いますか？」

「その可能性については、あらゆる観点から検証し、極ごく秘ひに調査するつもりよ。あなたと話せて本当に良かったわ。今までその可能性を察していながら、過去にとらわれていたんですもの」

「過去……？」

「現ＢＶＴ局長は、元国際刑けい法ほう学メンバーの一人なの。私や私の夫、あなたの上司である利根先せん輩ぱい。みな仲間だったのよ。道は違ちがえど、同じ目的を持った仲間たち。最も優ゆう秀しゆうだった一人が全てを破壊した……あるいはその一人も、結局は操あやつられたに過ぎないのかもしれないけれど」

「それは……調査不足でした」素す直なおに落ち度を認める──〈ハイジャック事件〉後に辞職したトップたち／その後に躍やく進しんした男／現ＢＶＴ局長エゴン・ポリ──その鏡像の可能性。

「いいえ。彼については私にやらせてちょうだい。そして、私たちの手で決着させましょう」

　手を出すなとは言わず──対等の扱あつかいなどというものではない／まるで仲間扱い。

「はい」力を込こめてうなずく。「私は引き続き、火薬と実行犯を追います。貴重な情報を与えていただいて、ありがとうございます。それより……くれぐれも身の安全にご注意下さい」

「〝殺し〟の指令？　こんなことを言うべき立場ではないけれど、本音を言えば、望むところよ。この気持ち、あなたなら分かって下さるかしら？」

　黒手組の狙い＝〈リスト〉に関わった者──かつて火を浴びながら生き残った女学生──あの副官がぴりぴりしていた理由／護衛たち──ついつられて好戦的な笑みを浮うかべてしまった。「よく分かります。私ではないのが残念です」

　二人のくすくす笑い──まるで歳としが離はなれた、髪かみも目の色も違う姉し妹まいのよう。

「そのときは支し援えんを約束するわ。それにしてもあなた、私が学生だった頃ころに、よく似てるわよ」

　猟りよう犬けんからの誉ほめ言葉／自負／自じ嘲ちよう／もしかすると警告──〝私と同じ道を進む必要はない〟

〝似てる〟＝恋こい人びとを爆殺される前か後か、訊ききたくなる──訊く必要はない気もする。

　復ふく讐しゆう心と使命感の区別がどんどんなくなってゆく人生──それらを一つのものにする才能。

　誇ほこりにするには、あまりに多くの血が流れ、多くの火を必要とするろくでもない人生──だがそれでも誉め言葉として受け取った──血と火──ライフルの汚よごれを拭ぬぐう者としての共感。

　汚れから逃にげずに克こく服ふくするための。

　やがて車は第エ二ー十・四ヴエ区ーに入りＭＰＢ本部ビルが近づいて来た──ふいに差し出される手。

「楽しかったわ。そして、とても頼たのもしい気持ちにさせていただいたわ」

　そっと握にぎる──自然と二人とも力を込めて握り合った。

「求める火は一つ」何も考えず口にした──この人との間で交かわすべき何よりのメッセージ。

「〈外げ典てん〉を焼く火を」微笑ほほえみ──それ以外、真実をつかむすべはないという確信に満ちて。

　ほどなくして到とう着ちやく──なんと本部ビル前に堂々と横付け／呆あつ気けにとられるＭＰＢ隊員たち。

「それでは失礼します」ドアを開いて外へ出た──ふいにコール音。

　素早く携けい帯たい電話を手に取る長官──こちらを見たまま／共有すべき情報の存在を告げる目。

「了りよう解かい。すぐに本部に戻もどるわ、ニナ」猟犬の眼まな差ざし──電話を握ったまま。「四発目のＡＰ爆弾が炸さく裂れつ……そして四人目の犠脳少女の死亡を確かく認にん。報むくわれるべき事件が、また一つ増えたわ。健けん闘とうと幸運を。あなたに許された火が、この都市の怠惰の罪を焼かんことを」

　言葉ではなく敬礼を返した──そのまま同じ言葉を贈おくらせてもらうために。

　微笑む長官＝自らドアを閉める──去りゆく車──違う道を行く猟犬たちの誓ちかいを乗せて。




　　　　†




　爆発──まるで小さな豆電球に許容できるはずのない大電力を流し込んで吹ふっ飛ばしたかのようにカプセルが砕くだけてフロア中に飛び散り、人々の頭上に驟しゆう雨うのごとく降り注いだ。

　ついで瞬しゆん間かん的に液状化したワイヤーが同じように──あるいはもっと激しく四方八方へ飛び散って横よこ殴なぐりの暴風雨のごとくそこら中の壁かべや機材や〝もう本当やだこの子〟と悲鳴を上げ続けるマスターサーバーの柱状基幹コンテナを盛せい大だいに銀色の液体まみれにさせた。

　降り注ぐ宇宙どころか吹き荒すさぶビッグバンのような接続酔い──恍こう惚こつ／嘔おう吐と感／溶とけ崩くずれるような衝しよう撃げき／熱い酩めい酊てい感／上じよう昇しよう感──雪崩なだれを打って戻ってくる無数の断だん片ぺん化された意識と記き憶おく／轟ごう音おんのように聞こえる自分の鼓こ動どうと脈動──髪も顔も体も液状金属の銀色の輝かがやきにまみれながら安あん楽らく椅い子すの上で悶もだえのたくるようにおののく／がくがく震ふるえる／止まらない手足の痙けい攣れん／げえげえ吐はく／胃が中身をぶちまけたがって仕方なくなっている／熱を帯びた液状金属のせいでつるつるぬるぬる気持ち悪い感覚／下腹部に熱／筋肉の異常な緊きん張ちようと解放のせいで盛大に失禁した──収縮と拡大を不規則に繰くり返す瞳どう孔こう──何も見えない──だがそれでも見ていた。

　情報──暗い道の彼方かなた──辿たどり着くべきところに進みきった小隊長さん──振り返らずに。

　そこでさらなる悲劇の扉とびらを開くことになるとしても──決してそれを閉とざされたまま葬ほうむられた悲劇にだけはしないという意志──使命感と悲しみの両方に満ちた声。《ありがとうございます……ＭＰＢの方。お陰かげで……分かりました。あたくしが追うべきものが……。奪うばわれた因果関係の全すべてを……必ず、取り戻して見せます──》

　駆かけ寄る解かい析せき官──どこからともなく群をなしてやって来ようとしている虚きよ無む。

　どちらも気に留めず／意に介かいさず／なおも見た──知った。

　四つ目の爆ばく弾だんの炸裂──間に合わなかった──脳を奪われた少女たち──その四人目。

　死んでしまった──奪われてしまった──命を絶たれ、ユニットとなり、支配された。

〝お願い〟電子のこだま──太公望さん／少女たち／あるいは特甲猟兵たちの──〝殺して〟

　涙なみだが溢あふれた──己おのれの吐と瀉しや物にまみれた口から吐き出される熱い息──楽しさとは最もかけ離れた感情が心を満たし、まるで炎ほのおとなって唇くちびるの間から噴ふき出すよう──止められなかった。

　敵に対する熾し烈れつで純然たる怒いかりの炎──夕霧は報復を誓った。




　　　　†




　副長──瘦やせ蜘蛛ぐもの新たな命令──〝地下道を徹てつ底てい的てきに調査し終わるまで休んでいろ〟

　証人と証しよう拠この山を見つけた褒ほう美び──現場検証が終わるまで出番なし──久々の休きゆう暇か。

　その初日──受験勉強／特務班──両方を忘れるための外出＝プラーター公園。

　その名物──大リー観ゼン覧ラー車ト／吹雪と──他ほかに客はおらず──ゆっくりと回転しながら上昇してゆく箱の中から都市を二人でぼけーっと眺ながめた──二人揃そろってここしばらくの任務から一時解放されると同時に、魂たましいまですっぽ抜ぬけてどこかに置き忘れて来た間抜け面づら──完全虚きよ脱だつデート。

　任務を離れた途と端たんにこうまで腑ふ抜ぬけになるのかと我ながら意外──よほどしんどかったんだなと他人ひと事ごとのように認識──接続官コーラスの規定による十分な休養を命じられた吹雪も、よほど激務だったのか、余計な電子捜そう査さを自分から抱かかえたのか、珍めずらしいほど知能指数の低下した状態に。

「あ……」ふと我に返った感じの吹雪──もぞもぞポケットから何かを取り出す──なんか頑がん張ばって雰ふん囲い気きを出そうとするように間を置こうとする──半分寝ねたような頭が早々に限界をきたした様子で差し出す。「これ……本当は、この前の非番のとき、渡わたそうとしたんだけど」

　この前っていつだっけ──フォルクマール社長の遺体が発見されて中断された受験勉強──記憶が焦しよう点てんを結ぶのにやたら時間がかかる──のろのろ受け取る。「……ん？」

　綺き麗れいに包装された縦長の箱──何かのプレゼント──目で訊く＝開けていいのか？

　こくんとうなずく──何か言わないといけなかった気がするけど何だっけという顔。

　ごそごそ開く──縦長の宝石箱──中にネックレス──小さな輝き──ダイヤ。「んー？」

　まじまじ宝石を見る／まじまじ少年を見る／目で訊く＝なんだこの高価そうなしろものは？

「お誕生日おめでとう涼月ちゃん」やっと言葉が出て来た感じ。「遅おくれてごめんなさい」

「あー」うなずく──宝石を見る──箱を見る──カード＝『ハッピーバースデー　二〇一六年九月三日　十五歳』──そうか、と納なつ得とく──あたしもう十四歳じゃないんだ。

　また少年を見る──感謝よりも前に疑問──目で訊く＝幾いくらしたんだこれ？

「高額じゃないの」忠実なまでに涼月の無言の質問に返答。「人造宝石。あんまり高額だと受け取ってもらえなさそうだから。でも大人になったら本物を贈らせて」

「んー」うなずく──もたもた鎖くさりを外す──首にかけようとする──吹雪に手伝ってもらう。

　首を傾かしげる──なんかぼんやりしている間に自分に不似合いなものが設置された気分。

「似合います」なぜか敬意を込こめた言葉遣づかい──うんうん一人でうなずく。「データ通りです」

　やはり大おお幅はばに脳力が低下している少年──ＡＩみたいな言動──おそらく完全に条件にマッチする商品をＡＩに検けん索さくさせて手に入れた──箱と包みをポケットに入れ、こちらもうなずく。

「あー」なかなか言葉が出てこない──いつの間にか観覧車が一周──地上に降りる。

　がちゃりとドアを開く管理人──虚脱しきった二人に出くわす。「……もう一周するかい？」

「あー」「えー」眠ねむったような二人の反応──管理人がドアを閉める──再び上昇。

　涼月──胸むな元もとの輝きを指でいじくる──やっとまともに質問。「……なんでダイヤなんだ？」

「えー……おまじないかな……」言い訳するというよりそれ以外に単語が思い浮うかばないという風な吹雪。「僕たちを助けてくれる五十八面体にカットされたダイヤモンド」

　なんか複ふく雑ざつ怪かい奇きな呪じゆ文もんを訊きいている気分。「偽にせ物ものったって高いだろ。この鎖、プラチナだろ」

「うん」もはやごまかす回路が軒のき並なみ閉へい鎖さ。「いつか贈おくりたくて。そのときはちゃんと話そうと思ってたんだ。前に一度話したことがあるんだけど、涼月ちゃんは忘れてるから」

「んー？」また首を傾げる──複雑な会話は全くついていけねーぞ、今のあたし、と忠告。

「あのね、涼月ちゃんと初めて会ったとき、わざとだったの。いじめられてた僕を助けてくれるかもと思って、とってもボクシングが強い生徒の噂うわさを聞いて、利用しようとしたの」

「あー」そんなこともあったっけ──そんな経けい緯いだったっけ。「あたしがいる時間を狙ねらった？」

「うん。偶ぐう然ぜんみたいに言ったけど、僕の噓うそなの。まさか女の子だったなんて知らなかったし、助けてくれる確率は高いと計算してたけど、その人のこと好きになるなんて思わなかった」

　頭をかく。「前にあたしに話したって？　そんときのあたしは許したか？」

「うん」こっちも頭をかく。「バカだなって。笑ってた。最初から助けろって言えって」

「まーな。一いつ緒しよになってお前をいじめるかもしんないだろ」

「集めた情報からはそうじゃないと判断出来たから。でも女の子だとは本当に知らなかった」

「前にあたしが許したんならいーんじゃないか。今だって怒おこってねーし。つーか、あたしはあたしだ。お前が言ってくれた通りだって気がするんだ。いや、お前がそう言ってくれる限り、あたしはあたしなんだ」ぼんやり言葉が出るに任せた──その割にはけっこう的を射ている気がして妙みような満足感。「それよりお前もすぐだろ。誕生日。何が欲しい？」

　記き憶おく──忘れていない──九月二十三日＝ちょうど二十日違ちがいの大変に覚えやすい数字──幸せそうな吹雪。「覚えていてくれてとっても嬉うれしい。うん。僕、欲しいものがあります」

　珍しく素す直なおに要求──やたら可愛かわいげを感じる／答えを促うながす。「ん……？」

「〝黒いダイヤ〟って呼ばれてる超ちよう高速チップ。世界最高の集積回路。空母にも使われてるくらいすごい性能でアメリカだけがそれを超長ちよう距きよ離り弾だん道どうミサイルに搭とう載さいしてるの」

「他ほかのものにしなさい」思わずお姉さん口調に。「そんな危ないもの欲しがるんじゃない」

「はい」素直に従う──ただの前振りですという感じでにこにこ発表。「涼月ちゃんのキス」

「んー？」なんか調子に乗ってないかお前、ちょっとそこに座るか、という感じの半眼。

「噓です」隷れい属ぞく的ですらある素直な撤てつ回かい。「シュナイダー社の車の模型。メンデル博士が最後にシステム設計した車が復旧版で出たんだ。思い出の品。いつか出たら買おうと思ってたの」

　何の思い出だ？　というより、あっさり撤回されたことに妙な不満感──あらかじめ答えを三つ用意してたっぽい少年に顔を寄せる。「そう言や、水を飲むあれ、本当に治ったのか？」

「うん。接触的な効果で……というより、まだ仮説なんだけど、多分、そう。僕たちはつながってるから。ある程度ならフロー状態は解消できるんじゃないかなって思って」

「なんでキスなんだ？」さらに近づく。

「僕の大事な記憶だから。フロー状態には心の傷トラウマの性質があって、いわば上書きした──」

　上書きってこんな感じか？　と訊くつもりだったがその前に唇くちびるを押しつけていた。

　驚おどろきの甘ったるい自分──甘ったるい時間──ここしばらくの苦みがすっかり溶とけてゆく。

　九十九回目のキス──ゆっくりと下降してゆく観覧車／ゆっくりと味わう──目を閉じて。

　がちゃりと音──沈ちん黙もく──おもむろにという感じの咳せき払ばらい。「もう一周するかい？」

　二人揃そろって顔を真っ赤にしながらゴンドラから出て車の模型を買いに行った。

　それとなく話した──百回目は受験の後にとっておくことにした。







　　　　参さん




　その日が来た──その事態にもしかすると受験する本人よりも緊きん張ちようする自分。

　意図的な寝ね坊ぼう──だがなぜか目が覚める／ひたすらベッドでごろごろ／だらだら。

　だが寝ていられなくなって単独でシャワー室へ──推すい奨しようされない行こう為い／時間稼かせぎ。

　きっと今ごろ食堂では涼月を夕霧と吹雪くんが激げき励れいして送り出しているのだろうと思った。

　陽炎──あえて顔を合わさず／無意味に湯を浴び続ける／仲間の足を引っぱるようなことを口走ってしまいそうで──〝逃にげるのか〟──心の中では分かっていた。

　小隊長の正しさ──自分の淋さびしさ──行け──そして私たちに出口を教えてくれ。

　せめてものエールを胸の中で送りながらシャワー室を出て身み支じ度たく──のろのろ食堂へ。

　思った通り仲間の姿はなし──もそもそ一人で食事を摂とる──ニュース＝ＡＰ爆ばく弾だんによる連続爆破テロ／幸い被ひ害がい者しやにはならなかった州知事に今度は不信任決議案が迫せまる／第ラツ二フ十ルズ六シ区テイのチャイナタウンで抗こう争そう＝二十五番街に続いて惨ざん殺さつ死体の発見──全すべて脳をすり抜ぬけてゆく。

　五発目の爆弾テロがあるかどうかテレビの向こうで激論する人々──難航する捜そう査さを批判。

　ＢＶＴの怠たい慢まんを各国のニュース番組が揶や揄ゆ──だが現場では、着実に捜査が進行している。

　死んだ枢すう機き卿きよう──その目的を検証──大隊長や副長は既すでにその概がい要ようをつかんだという噂。

　爆破された船──コネクターの発見──もはやナノ単位で解かい析せきする先生たち。

　白人至上主義者──涼月が現場を離はなれた──副長の網あみが本格的に絞しぼられ始めた証しよう拠こ。

　少女たち／爆弾──夕霧と吹雪くんの大活かつ躍やく──ＢＶＴの方針など完全無視の強きよう烈れつな電子捜査──もう少しで四発目の爆弾を炸さく裂れつ前に押さえるところだったというもっぱらの評価。

　ＭＳＳ──きっとあの長官の指揮下、総力を挙げて今このときも捜査中。

　陽炎が追う火──昼前のニュース番組が終わった辺りでようやくスイッチが入り出す。

　自室でドレスアップ──爆破テロの余波＝防災施し設せつが吹ふっ飛んだせいで大おお忙いそがしのヘルベルト大たい尉い──先の軍人会のパーティはキャンセル／代わりに将校も来る午ご餐さん会かいに招待／お陰かげでいつかミハエルとのデートで着るという野心に満ちたとっておきの一着を取り出す羽目に。

　カクテルドレス／齢としを上に見せるため髪かみをアップに＝地下鉄やバスで移動する恰かつ好こうではない──ミハエルと部下たちはみな出で払はらっており仕方なくタクシーで第フロ二リ十ズ一ドル区フのオフィス街へ。

　日曜日かつ祝日たる昼どき＝たとえ何があろうと市民は骨休めをする日──各国の大使が勢せい揃ぞろいした会議にオーストリア人だけ出席者ゼロだったといういわくがあるほど根強い習慣。

　ゴーストタウンのごとき様相──軒のき並なみ閉まっているオフィスビル／がらんとした街角。

　祝祭用の会場だけがオープン──無人のロビーを通ってきたときは会場を間違えたかと思ったが、フロアに到とう着ちやくした途と端たん、ぱりっとした軍服と華はなやかなドレスの群に遭そう遇ぐうしてひと安心。

　受け付け──約束通りヘルベルト大尉の姪めいだと告げ、名札とワインのグラスを受け取る。

　あちこちで勝手に始まっている〝乾かん杯ぱい〟──誇ほこらしげに交かわされる握あく手しゆ。

　キャリア軍人たち──実戦を経験した人間は何割くらいだろうとぼんやり眺ながめる。

「クルツリンガー隊員」芝しば居いじみているほどぴったり似合う軍服姿のヘルベルト大尉──声を低めつつ。「あちらのホールのソファで座って話そう。誰だれかが挨あい拶さつしに近づいて来るかもしれないが、くれぐれも私の姪であるふりをしていてくれ」

「はい」微笑ほほえみ──天性の演技力／久々に叔父おじに再会した姪の態度。

　会場の裏手にあるホールのソファ──向かい合わずに隣となりの席に座る──ヘルベルト大尉は何も言わず、ガラステーブルにナプキンと一いつ緒しよに書類を置いた。「火薬の流出記録だ」

　いきなりものすごい内部情報──慌あわててつかみそうになる／しいてゆっくりバッグへ／就職のコネを叔父に頼たのんだ姪のように申し訳なさそうに微笑む。「ありがとうございます」

　溜ため息──情報を渡わたしたことではなく、情報の内容を嘆なげいている。「ひどいものだ。先進国における火薬と医薬品の流通量はもはや記録するだけで精せい一いつ杯ぱいの膨ぼう大だいさで、拘こう束そく力を発揮する管理は不可能となっている。両方の薬品を規制すれば、多数の企き業ぎようが経済的損失をこうむるから、所持を禁じる法案はまず成立しないだろう。火薬自体の非合法化は夢のまた夢で、使用されるまでは犯罪にならない。結果、高速燃焼火薬ばかりか、空き瓶びんに詰つめるだけで手しゆ榴りゆう弾だんに早変わりする炸裂性の粘ねん状じよう火薬まで、インターネットを通じて誰でも入手できる有り様だ。年に四十八回もの全隊規模での抜き打ち調査が行われ、厳しく隊規違い反はんを問われるが、それでも、火薬は階級を問わず兵士たちが勝手に売りさばく手軽な商品と化している」

　延々と愚ぐ痴ちを聞かされそうになるので、それとなく話題変へん更こう。「どのような調査を？」

「一元管理方式による、単純だがきわめて入念な増減調査だ。毎週、各隊の支給品消しよう耗もう率を管理官が調査し、実際の訓練や戦せん闘とう報告と照らし合わせて管理本部に報告される。そこで、消費されていないにもかかわらず、なくなっている品の全てが記録される。ときには訓練報告自体が偽いつわりである場合もあるが、そういうときは逆にやりやすい。すぐに真しん偽ぎは判明するし、虚きよ偽ぎ報告は軍法のみならず刑けい事じ罰ばつに問えるから、不ふ名めい誉よ除隊で軍から放ほうり出し、服ふく役えきさせられる」

　書類で噓うそをつくことの方が、実際に人を殺せる火薬を売りさばくよりも罪が重い──バカらしい軍の官かん僚りよう主義に心の中で肩かたをすくめる。「民間人が直接、製造企業から買う場合は？」

　陽炎の内心を察しているような苦笑い。「その場合はもっと取り締しまりやすい。軍ぐん需じゆ産業に携たずさわる企業の誰かが、国防を司つかさどる我々以外に勝手に売ったとなれば、反国家的な違法行こう為いに問われ、企業生命にかかわる問題にまで発展する。リスクを考えれば──」

「軍が買った弾だん薬やくを、兵士に売ってもらうのが一番ですね」今日からでも始められるアルバイト──自分もこっそり売っちゃおうかな、という気にさせられる。

「弾薬？　爆ばく薬やくではないのかね？　てっきり都市内に仕し掛かけられた爆薬の捜査かと思ったが」

　正直に話す。「いえ。狙そ撃げきで用いられた火薬をもとに、ある実行犯を追っています。その人物はプロの射手であり、この国の軍人であったか、今もそうである可能性があります」

　急に持病の偏へん頭ず痛つうが始まったというような眉み間けんの皺しわ。「我が国の狙撃兵……枢機卿か、イギリス人王子か、どちらかの狙撃犯を追っているのだな。それとも両方かね」

　事件のことは既に詳知している──特甲猟兵の関かん与よ＝ヘルベルト大尉の頭痛の種。

「いえ」なおも正直に返答。「私を撃った狙撃手です。今事件での実行犯かどうかはまだ分かりませんが、何らかの関係があることは、ほぼ確実です」

　瞠どう目もく──目の前にいる女の子が最前線で馬ば鹿かげた銃じゆう撃げき戦せんを生業なりわいとする憲兵であることを改めて思い出した顔。「なるほど、いわば射手同士の戦いか。参考までに犯人像を聞いていいかね？」

「五百メートルの距きよ離りでの伏アンブ撃ツシユによる狙撃で、一発で標的に命中ヒツトさせています。現場は森で、何頭もの猟りよう犬けんがいたにもかかわらず、一いつ切さい、存在を感知させませんでした」

「凄すご腕うでだな」そんな相手には金輪際、狙ねらわれたくないという脅きよう威いの光が目によぎる。「よほど精度の高いライフルが必要だろう。現場でライフルを組み立てるなど論外だ。僅わずかな調整不具合で大いに着弾地点がずれる。日常的に厳重に管理され、完成されたライフルが必要だ」

「はい」興味を持ってくれるとは思わず──ちょっと踏ふみ込む。「軍ではどのような管理を？」

「ライフルかね？」また苦い笑えみ──とっくに陽炎が答えを知ってると勘かん違ちがいしている。「何しろ我々は、火薬以外ではヨーロッパで最もリサイクルに長たけた軍だ。狙撃銃などという特とく殊しゆな火器は、過去十年間、一度も捨てられたことがない」

　カチッ──またあの音──驚おどろきが顔に出ないよう静せい穏おんさを必死に求めた。「流出はない？」

「合法・非合法なレンタルはあれど、手放すことは決してない。除隊者のライフルは全すべて回収され、訓練用などで再支給されるし、使いものにならないほど損耗したものや旧式の装備は、研究用や見学者用に使われる。中には英えい雄ゆう的な働きをした退役者のお下がりを、お守り代わりに所持したがる兵士もいる。ただし新品同様にする工夫は怠おこたらないがね。火薬流出はざるであることは認めるが、兵士の装備記録による火器管理は厳重をきわめている。もし流出するとしたら、出しゆつ荷か業者と組んでの二重請せい求きゆうしかなく、露ろ見けんすれば確実に重罪が科される」

　なんたる回答──敵が本当に軍人で使い慣れた武器にこだわったならば使用されたその凶器は今もそいつか他の誰かが使っているか倉庫で眠っている。「私たちの調査は可能ですか？」

「ふむ、それは領土侵しん犯ぱんだな。知っての通り我々は領土に関してはひどく敏びん感かんだ。ただし見学することはできる。ある条件を満たせばだが……君の仲間に、協力を願ったらどうだね？」

「……仲間ですか？」咄とつ嗟さに相手の言っていることがわからなかった。

「夕霧・クニグンデ・モレンツ隊員だ。彼女が志願するかもしれないことは聞いている。正式な軍属でなくとも、この国の治安組織の一員であり、かつ志願派兵に興味を持っているとなれば、かなりの程度の見学は許される。軍が所有する全てのライフルを見るのは無理だろうが、使用されたのがいつで、支給された可能性のある期間を特定してくれれば、そのライフルの全パーツが今どのように使用されているか、すぐに判明する」

　完全に息をこらしていた──いきなり銃撃されたかのような衝しよう撃げき──夕霧が志願派兵？

　そんなの聞いてない──というかここしばらく、まともにお互たがいの話さえしていなかった。

　白露さん──分かりすぎるほどに分かる夕霧の動機──そんな、あなたがそれをする必要なんてないのに──想おもい人がすべきだったことを代わりに背負って／他ほかに出口はないと決めて。

　ああ、小隊長──お前だけだ、私たちに本当の出口を示してくれるのは。

　驚きと悲しみが表に出ないよう押し殺して訊きいた。「グスタフ内務調査官が軍で調査していた流出ルートについてですが、ＢＹＣＭバイシムという暗号についてはご存じですか？」

「グスタフの仕事か」あの腐くされ縁えんの男は、いつまで経たっても変わらないからな、という親しみのこもった感じ。「流通ルートを作り出そうとする人間は、決まって無意味で馬鹿げた暗号を作りたがると、ぼやいていたのは知っている。そうした暗号の一つかね？」

「はい。武器密売の罪で服役し、殺害された元軍人が遺のこした暗号です」

「残念だが分からない。装備品のたぐいを意味するなら、先ほど言ったように追つい跡せきは可能だ」

　押し殺しきれない感情が膨ふくらんでくる──顔に出てしまう前に撤てつ退たいを始めた。「お尋たずねすべきことは今ので全てです。ありがとうございます、大たい尉い」

　手を差し出す。「こちらこそ、優すぐれた射手に協力は惜おしまない。モレンツ隊員や小隊長にもよろしく伝えて欲しい。我々は組織は違えど、国のための貴たつとく有意義な仕事に従事している」

　黙だまって微笑ほほえんで握にぎり返した──あからさまな勧かん誘ゆう──ヘルベルト大尉がこうまで協力的な理由＝レベル３を駆く使しする特甲猟兵の立て続けの脱だつ走そう──その穴あな埋うめをしてくれる志願者を欲しがっている──自分たちＭＰＢの特甲児童が海外派兵に参加してくれることを期待している。

　ガラステーブルにグラスを置いたまま立ち去った──口をつける気にならず。

　フロアを横切って軍服とドレスの間をすり抜ぬけながら、ふいに叫さけびたくなった。

　都市内の全治安組織のみならず軍にも、即そく射殺対象であることが通達されている特甲猟兵たち──なぜ彼らが戦場から逃にげ出し、この都市に闇やみ雲くもな攻こう撃げきを仕掛けているのか──あなたたちは分かろうとしないのか、分かる必要もないと思っているのか。

　だが今や完全に国家の敵である特甲児童たち──叫んだところで事態が変わるはずもなし。

　足早に会場を後にした──どこまでも追ってくる彼女の叫び──〝助けて〟

　もしかすると特甲猟兵たちの──あるいは自分たち全員の声かもしれないと思いながら。




　なんだかやたら気落ちしながらエレベーターホールへ──がらんとした空間／窓から眺ながめる抜け殻がらのようなオフィス街／空くう虚きよさが倍増する光景──悲しくて涙なみだが出てくる。

　涼月に教えてもらおう──夕霧と話をしよう──自分たちのこれからについて。

　闇雲に前へ進もうとすることの徒労感に負けないための──心に抱いだくべき未来。

　そんなことを思いながら涙ぐんでいるとエレベーターの一つが到とう着ちやく──集団が出現。

　人なんか来ないと決めつけていたので面食くらったばかりか、ぎょっと後ずさっていた。

　全員が白いタキシードの男たち──なんと顔の鼻から上を隠かくすベネチアのマスクを着用。

　その姿が普ふ段だん着ぎだと言わんばかりに、十人近い男たちが口々に陽炎に挨あい拶さつしながら降りる。

　なに？　仮面舞ぶ踏とう会でもやってるの？　あまりのことに涙が吹ふっ飛ぶ──最後の一人がエレベーターのドアを押さえてくれながら、陽炎を見て露ろ出しゆつしている口もとに笑みを浮うかべ、まるで一いつ緒しよに来ないかと誘さそうかのような調子で言った。「俺たちは〈アルレッキーノ〉だ」

「はあ……」なんだっけ、それ──知っていなくてはならないことのような気がしたが、男は言うだけ言うと、仲間とともに渡わたり廊ろう下かの方へ姿を消してしまった。

　なんなんだろう──がらんとなったエレベーター＝ガラス越ごしに広がるオフィス街。

　なんとなく警けい戒かいしつつ乗り込む──何もなし──ドアが閉まる間ま際ぎわ、ふいにコール音。

　携けい帯たい電話を取り出す──表示＝国内の観光客が使うプリペイド携帯電話のナンバー──誰？

　エレベーターのボタンを押しながら電話に出た。「もしもし」

《あたしだ、イザベラだ。よおく聞くんだよ、サビーネ。そして慌あわてず助けを求めるんだ。今朝、あんたに〝殺し〟の指令が出た。黒手組の〈アルレッキーノ〉があんたを狙ってる》

　あんぐりと口を開けながら、一方の手が完全に無意識にバッグの中の拳けん銃じゆうをつかんでいた。

《今どこにいるんだい？　もしＭＰＢの本部にいるなら一歩も出るんじゃないよ》

「第フロ二リ十ズ一ドル区フにいます。先ほど、その連中とすれ違ちがって──」

《今、あんたの位置を特定した》エンジン音＝車を走らせながら電話をしている。《あんたの仲間にも今すぐ助けを求めるんだ。やつらは狩かりの態勢に入った。もうあんたを囲い──》

　そして来た──いきなりの電子の咆ほう哮こう。《アアアアアアイイイイイ──！》

《サビーネ──》《アアアイイイイイイアアア》《あたしが行く──》《アアアアアイイイイイ》

　くそっ──情報汚染──信じられない／銃をドアに向ける／強きよう烈れつな恐きよう怖ふを抑え込む。

　チーン──そしてボタンを押してもいない階で止まるエレベーター──ドアが開いた。

　十二階──誰もいない──敵？　罠わな？　降りるべき？　このまま一階まで乗っているべき？

　思案──その間にも携帯電話を持った手がひとりでに非常用ボタンを押していた──警備会社に武装強ごう盗とうが発生したと大おお噓うそをつこうと考えたときスピーカーが咆哮。《アアアイイイ──》

　ビルのセキュリティにまで侵入している──くそっ──来るなら来い、望むところだ。

　ドアが閉まる──そしていきなり横から衝撃／音／エレベーターの壁かべを貫つらぬいて何かが飛来。

　隣のエレベーターに敵──壁越しの攻撃──周囲の壁や床ゆかに何かが突つき刺ささる──銃を握った腕うで、腹、足に衝撃と痛み──何か小さな矢のようなもの──矢から伸のびるワイヤー。

　バチン！　まるで体の外と中から同時に巨きよ大だいな平手打ちを食らったような衝撃──電撃。

　自分の体から伸びるワイヤー──矢を撃うち込んだ相手の体に電撃を流し込むテーザー銃。

　力が抜けてその場にくずおれた──痙けい攣れんする四し肢し──だが機械仕じ掛かけの本領発揮。

　生体部分と意識と五感は電撃のショックにおののきながらも携帯電話を握った腕がワイヤーをぐるぐる自分の手首に巻き付け、力任せに引っぱった──体から矢が抜ける／ワイヤーが千切れる──同時に電撃──バチン！　がくがく全身が震ふるえる──完全にワイヤーが外れる。

　くそ──この箱から出なければ──膝立ちになろうとしてもがいたところで音──チーン。

　十一階──ドアが開く＝タキシード・マスクマンが一人──這はいつくばる陽炎を見下ろす。

「しごくぜ、おバ嬢ンちビゃーんナ」手に異様なポンプアクションの長身銃──ガシャンと銃をしごく。

　くそっ──咄とつ嗟さにガードした腕を、銃から発射された透とう明めいな銛もりのようなものが貫き、二の腕まで貫かん通つう──さらに一撃＝左ひだり脚あしが床に縫ぬい留められる──一撃＝狭せまい箱の中で転がりかわす。

　パキンと銛が折れる──バスンと音を立てて床に突き刺さる透明な銛──ドアが閉まる。

　自分の腕と足に突き刺さった氷でできた銛──フロスト・ハープーン──初めて見た。

　溶とけてなくなる凶きよう器き──限りなく証しよう拠こ保管が難しいバカげた武器──そして音──チーン。

　十階──ドアが開く＝仮面舞踏会野や郎ろうがまた一人──両手にバカでかい斧おの。

　振ふり下ろされた斧を両腕で受け止めた──ガツンと音を立てて腕に食い込む刃やいば──バチン！

　信じがたい衝しよう撃げき──またもや電撃──斧の形をしたスタンガンというふざけたしろもの。

　立て続けの電撃でめまいがする／起き上がれない／刃が引き抜かれる──さらに一撃。

　膝で刃を受け止めた──丸見えになるパンティ／男の口に下げ卑びた笑えみ──そして電撃。

　ショックで銃を握った手が勝手に引き金を引いた──でたらめな乱射／跳ちよう弾だん──斧野郎が陽炎の膝から斧を引き抜きながら後退──そのむかつく笑みをドアが隠す／閉まる。

　電撃で頭がガンガンする／体が引きつる／心臓が悲鳴を上げている──転送しなければ／特甲を使わなければ殺される──だが脳内チップに不可思議な警告──生体組織への危険。

　噓・噓・噓──信じられない──たっぷり流し込まれた電撃のせいで肉体への過か剰じような負ふ荷かが発生したと誤ご認にん──転送を開かい封ふうすることで特甲児童が死んでしまうと勝手に判断された。

　電撃は特甲を封じるためのものだ──恐怖とともにそう悟さとったとき音──チーン。

　九階──ドアが開いた＝仮面野郎──立ち上がれず痙攣する陽炎を見下ろして笑み。

「コーコココココケッコッコ！」けたたましいニワトリの鳴き真似まね──上着の前をはだける／ファスナーを開く／腰こしを振る──なんと開いたファスナーから転がり出すピンを抜かれた手榴弾。

　ふざけるな、この変態──銃を構えようとしたが手が震えて言うことを聞かず。

　ドアが閉まる＝密室に手榴弾と一緒に閉じ込められた──そして自分自身の驚おどろくべき対処。

　手でつかむことを諦あきらめ、歯で手榴弾の弾底をくわえ、振り向きざま左肘で硬こう化かガラスをぶち破り、ほとんど上半身を乗り出しながら、ぺっとくわえたものを捨てた。

　もんどり打つようにして箱の中へ体を引っこませる──ドカン！　盛せい大だいな爆ばく風ふう／爆圧／がくがく箱が揺ゆれる／床に亀き裂れつ／箱とシャフトの硬化ガラスが木こっ端ぱ微み塵じんに。

　外から吹きつけてくる風──爆弾の衝撃で停止したエレベーター──一いつ瞬しゆん、ドアをぶち破ろうと思ったが、まず確実に敵の待ち伏ぶせに遭あうと悟って、方向転てん換かん──先ほどテーザー銃の矢を撃ち込まれた壁に肩かたから体当たり──二度／三度／四度──壁板が砕くだける。

　隣のシャフト──下方にエレベーターの屋根の鉄枠──目がかすんで高さが分からないまま転がり落ちた──背後で銃声＝それまで乗っていた箱にドア越しの銃撃──間かん一いつ髪ぱつで退たい避ひ。

　ドスン──肩から隣の箱の屋根に落下──全身の骨が砕けそうな衝撃。

　頭のそばでエレベーター・ワイヤーの稼か働どう音──ああ、良かった髪をアップにしておいて──いつもの髪形だったら歯車に髪を巻き込まれてものすごく悲惨なことになっていた。

　体の下で気配──先ほどテーザー銃を撃ち込んだやつが今度は頭上の陽炎に狙いをつけている──気力を振り絞しぼって起き上がった／目の前にドアが来た／ショルダータックル。

　ひしゃげて倒たおれるドア──ホールに転がり出る──背後で閃ひらめく矢・ワイヤー。

　何とか膝立ちで銃を突き出す──仮面野郎はいない──自分のいる階を確かく認にん＝五階。

　廊ろう下かの向こうから足音──立つ＝よろめきながら反対の方へ進む──オフィスフロア。

　通りすがりに非常ベルのボタンを乱打＝沈ちん黙もく──斧で割られた腕と膝がぎしぎし鳴った。

　通路の窓＝眼下にモールの日よけ──肘で窓を割り、みたび受け身も取れぬダイブを敢かん行こう。

　びゅうびゅう風の音──衝撃＝日キよヤけノ生ピ地ーを突き破って鉄骨に体をぶつけながら落下／アイリッシュパブ店のひさしに落ちる／さらに下のパラソルに落ちる／テーブルに落ちる。

　床に転がり倒れる──ボロボロのとっておきのドレス──ボロボロの自分／額から血。

　それでもようやく痺しびれが取れてくる──我ながらゾンビのような耐たい久きゆう度で立ち上がった。

　軒のき並なみ閉じたシャッター──無人のモールをよろめき進む／電話ボックスを発見／しがみつく／やっと携けい帯たい電話をバッグにしまう／非常ボタンを押して通話──通常のコール音。

　やった、回線が生きてる──かと思うと足音──咄嗟に銃じゆうを構えながら振り向く。

　ぼんやり突っ立っているスーツ姿のアジア系の男──純じゆん朴ぼくなサラリーマンという感じ。

　仮面野郎ではない──思わず安心しかけた／一瞬でそれが間ま違ちがいだと悟った。

　銃を向けられても無表情に立っている男──突とつ然ぜんその両手足が倍以上の長さに伸びた。

　蛇じや腹ばら状に展開する手・腕・脚・足──扁へん平ぺいな金属の重なり──刃でできた百足むかでの四肢。

　多フレ関キシ節ブルユニット──〈空港占せん拠きよ事件〉で遭そう遇ぐうした中国の機械化兵──〈蟲チオン〉。

　イタリア系マフィアと中国人兵士？　なんとありえない連れん携けい／囲い込み／孤こ立りつ無む援えん。

　左手の受話器──《アアアアアアイイイイイイイ》──あっという間に汚お染せん。

　くそっ、くそっ、くそっ──震える手足──どこまで動ける？　銃じゆうの残弾は？　あの仮面野郎たちが追ってくるまでにどれだけの猶ゆう予よが？　いったいいつになったら特甲を転送できる？

　くそっ、望むところだ、さあ来い──思案とやけくそが混こん濁だくして小隊長顔負けの突撃精神の芽生えとともに銃を握にぎる手を、他方の手で握りしめてどうにか震えを抑おさえようとしたとき。

「あっはは！　ドキドキしてきたぁーッ!!」

　頭上から何とも元気一いつ杯ぱいの喚かん声せい──ドカンと激しくひさしを蹴ける音──ダンと壁を蹴る音。

　そして、ひらりと軽かろやかな着地──ふわりと陽炎の前で翻ひるがえる鋭えい角かく的ツインテール／スカート。

　小こ柄がらな背──少女──ちらりとこちらを見る＝なんとも可か憐れんな顔立ち。

　右目に眼帯、左目＝蒼スカいイ・ブ眼ルー──口にくわえた小さな棒／お菓か子しを食べてる／齧かじってる。

　左手に白い棒状のもの──なに？　杖つえ？　武器？　少女が中国人と向き直る──棒の一いつ端たんを右手で握り、すらりと抜く──するする棒から現れる光／まさに白はく刃じん／なんという鋭するどさ。

　日本刀カタナ!?　ＴＮＴ火薬より入手困難と言われるしろもの──というかそれで何するの？

　少女が鞘さやを腰に差す＝スカートの帯おび紐ひも──両手で柄つかを握る──ゆらゆら小さく揺れる。

　銃を構えたまま呆ぼう然ぜんとなる陽炎──ふいに中国人が動いた／少女が動いた──一いつ閃せん。

　数珠じゆず繫つなぎの刃やいばのごとき機械化義手ＶＳカタナ──鋭えい利りな鋼鉄の接せつ触しよく／激突／金切る音。

　焦こげつくような金属音──迅じん速そくきわまりない乱らん舞ぶを見せる中国人の四し肢し──ほとんど動くともなく体を揺らすだけの少女──一閃・一閃・一閃──陽炎＝少女がバラバラに切り刻まれるという想像が、あっという間に覆くつがえされる──信じがたい光景にほぼ思考停止。

　立て続けに繰くり出される機械化義手の刃が、ことごとく少女の白刃によって弾はじき返されているという現実──いったいいつどうやってカタナを振ふり回しているのか分からないほどの迅速さ／滑なめらかさ／静から動へと変じる急激さ──そして怒ど濤とうのように押し寄せ、少女をミキサーにかけたように細切れにするついでに、自分にも同じように迫せまると思われた蛇腹男が、ギーンと尾おを引く盛大な金属音とともに、いきなり後ろへ跳とんでいた。

　くるくると宙を舞まうもの──少女の背後で／陽炎の眼前で──モールの床ゆかに突つき立った。

　鋭い手刀──半分になった蛇腹男の左ひだり腕うで──カタナで機械化義手を切断した!?

　なんという刃は物もの／腕わん力りよく／技術／反射神経──まるで魔ま法ほう──そして止まらない少女＝急激に静から動へ──飛び退のいたはずの蛇腹男にいつの間にか迫る／切せつ迫ぱく／迫撃／斬ざん撃げき──一閃。

　陽炎＝凝ぎよう視し──銃弾の動きを肉眼でとらえようとするような無意味さ──一瞬後、いったい何がどうなったのか、蛇腹男の右腕までもが切断されて宙を舞い、それが落下したときには、少女のカタナが蛇腹男の左ひだり肩かたに食い込み／胸部を切り裂さき／脇わき腹ばらへと通り抜ぬけるや、バキンというものすごい音を立てて、半分から先がどこかへ消えていた。

　ぐしゃっという感じでくずおれる蛇腹男──その背後＝壁に食い込んだカタナのもう半分。

　折れた？　おそらく蛇腹男を一刀両断する途と中ちゆうで壁に叩たたき込んでしまった。

　というか少女は？　視界から消えていることに仰ぎよう天てん──左の方で小さな溜ため息──いた。

　蛇腹男をスライスしてのち、勢いに従って壁沿いに十歩ほど歩いていた少女──そっちにも敵がいると仮定した動き＝一人斬きったくらいで動きが止まるなんてダメダメと主張する背。

　盛大な血の海──なのに返り血など一いつ滴てきとして浴びていない少女──折れたカタナを向きを変えて眺ながめている／折れ具合を確かめている／ぷっと食べ終わった菓子の棒を噴ふき捨てる。

　また溜め息──なんか拗すねたように言う。「あーあ、斬れたと思ったのにさ」

　斬る？　何を？　壁を？　陽炎の疑問をよそに少女が折れたカタナを振り上げる──その尖せん端たんが勢いよく一方の手の平に突き刺ささる──陽炎＝仰天。何？　自傷癖？　何かの罰ばつ？

「転送を開かい封ふう」少女の呟つぶやき＝刃が刺さった手にエメラルドの輝かがやき──陽炎＝跳び上がりそうになりながら、するすると少女の手から引き抜かれてゆく刃が完全に元に戻もどっているのを視し認にん。

　壁＝食い込んだままの刃の一部──まさか転送兵器の一部としてカタナを登録している？

　いったいどういう理り屈くつで？　どうやって？　どうなってるの？　意味がわかんない。

「こんな感じ」びゅんびゅんカタナを振り回し始める──右目に眼帯──ちょっと、こっち見えてる？　見えてない？　何なのこの危ない子、人とか斬ったらどうするの──袈け裟さ斬りに斃たおされた機械化兵をよそに怖おじ気けづいて後ずさったとき、少女がひょいとカタナを止めた。

　交通標識に近寄る──向き合う／両手でカタナを構える／おもむろに振りかぶる──一閃。

『妖よう精せいにご注意！』＝アイルランドに実在する交通標識のポールを、すぱっとアスパラガスみたいに切断──街角の遊び心が、ガランガランけたたましい音を立てて転がった。

　うっそー──啞あ然ぜん／芸術的／もう一回見せてと思わず言いたくなる──いつかテレビで見たサムライの〝試ためし斬り〟にそっくり／ただしもっと柔やわらかいものを斬っていたが。

「うん、これこれ」斬る／斬る／斬る──すぱんすぱん右から左から切断されていくポール。

　完全に観賞──拍はく手しゆしかける──ぱちんとカタナを鞘に納めた少女＝ぺこりとお辞じ儀ぎ。

　妙みような真面目まじめさ＝どうやら切断した対象に敬意を表しているらしい──サムライの流りゆう儀ぎ。

　ひょいと少女が振り返る──眼帯をしていない左目──夕霧とはまた違ちがった透すき通るような蒼さ／輝き／笑え顔がお。「ねー、ＭＰＢのおねーさん、ショギョームジョーって知ってる？」

　知らない──というかこっちを知ってる？　ふいに見覚え──〈空港占拠事件〉〈戦犯法ほう廷てい事件〉の後で交かわされたビデオレター──包帯だらけの子──ＭＳＳの特甲児童。

「あっは、来た来た！」びゅんとカタナで空を切る──モールの両方の通路から迫る男たち。

　仮面野や郎ろうたちの挟はさみ撃うち／手に手に武器／にやにや笑い──一いつ瞬しゆん後、一人の腕が吹っ飛んだ。

　えっ？　たった今までそばにいた少女が宙を跳び、そいつに苛か烈れつな刃を見み舞まったのだと理解──宙を飛んでくる男の腕／手に拳けん銃じゆう／陽炎の目の前に落下──少女の歓声。「あげる！」

　男たちの笑みが強こわ張ばる前に陽炎が空いた手でその銃を切断された腕からもぎとった──宙を舞う少女／閃ひらめく白刃／自然とその動きに合わせて銃を構えていた──電撃の衝しよう撃げきから立ち直った体＝両手の指の感かん触しよく──セイフティ＝オフ、フルオート＝オン──撃った＝容よう赦しやなく。

　後ろで散開し損そこねた仮面野郎たちの一人が顔面を撃ち抜かれる──敵＝テーザー銃／手榴弾／自動小銃／フロスト・ハープーン／電撃斧おの／サイレンサー装備の自動拳銃／ショットガン──陽炎＝走る／撃つ──吹っ飛ぶ屋外カフェ・テーブル／シャッターに火花／砕くだけたショウウィンドウが雪崩なだれ落ちる──必殺の挟きよう撃げき態勢にあったはずの男たちが倒たおれてゆく。

　舞い跳ぶ少女──斬る／撃つ／タイミングを合わせた／勝手に合った──夕霧に似た即そつ興きよう／涼月に似た突とつ進しん──こちらとは相性抜ばつ群ぐんの迫撃的戦せん闘とう──何この子、すごく合わせやすい。

　刃の光／銃火──互たがいに背を預け合った──命を預け合っていた──ごく自然に。




　　　　肆し




　青空──暗くら闇やみ──その狭はざ間まに置き去りにされた新たな悪意／狂きよう気き／その痕こん跡せき。

　第ラツ二フ十ルズ六シ区テイのチャイナタウン──惨ざん殺さつ現場となった店内──食しよく糧りよう倉庫──地下室。

　至るところに血しぶき──死体・死体・死体──人間を束にしてミキサーに放ほうり込んだような惨さん状じよう──悪あく臭しゆう──青ざめた警官たち／ＭＰＢ隊員／鑑かん識しき班──ただ呆然と立ち尽つくす夕霧。

　迫り来る暗闇──もう既すでに青空の多くを塗ぬりつぶしてしまっているのを悟さとった。

　壁中に血文字──本人は文字を書いたつもりになっている──声なき声が告げている。

『グウゾウスウハイニヒルガエッタトシヲヤキナサイ』──だが現実にそこにあるもの＝『３７２９２３１７１３１１７』──ぐにゃぐにゃした判別しがたい模様＝血で書いた数列。

　悪意が全すべてを支配しようとしている──ああ、この子はもう駄目だ──絶望に目がくらんだ。

　涙なみだも出ない／届かない──この子はもうフロー状態が恒こう常じよう化してしまっている──内的導引性ビジョンが失われ、〈ブリリアント・モデル〉によるガラテア効果の成立はもう不可能だ。

　こめかみをさする──自分の思考の加速にも恐きよう怖ふを抱いだく／耐たえる／悲しみを押し殺して。

「未来党員だと？　本当か？」副長──死の臭においで渋じゆう面めんになりながら携けい帯たい電話に。「ともかく爆ばく弾だんの在あり処かを判明させるのが先だ。五つ目は必ず存在する。何としても場所を突つき止めろ。……いや、防災施し設せつだけではない。水道にガスに電気、車両交通に列車交通、あらゆる場所で同様のノイズが認められるということだ。どれも爆弾が破は壊かいしたものに関連している」

　五つ目──あるいはもっと──炸さく裂れつとともにいつの間にか都市に満ちようとしている何か。

　敵の悪意のイバラ──残された血の跡あとを見つめながら夕霧はただ静かに歌おうとした。

　必死に浮うき浮きしたリズムを得ようとしながら──報復の誓ちかいと憤ふん怒ぬの炎ほのおを抱きながら。




　解かい析せき班のフロア──もはや油断も隙すきもなく緊きん張ちようしきっている解析官たち／兵器開発局員。

「転送を開封」声と輝き──二人の接続官コーラス──サナギ／繭まゆ──電子の眠ねむりへ。

　事前に吹雪くんと相談──発案／警告／作戦──僕たちで敵を取り囲むんだ／レベル３は使わずに／お互い危なくなるといけないから／お互いを受け入れさえすればきっと出来るから。

　大人たちにも言わずに備えた──上手うまくやれるか誰だれにも確かなことは言えないから。

　通常の電子捜そう査さ／通常の電子戦への備え──固唾かたずを吞のんで夕霧がやらかすであろう何かに備えようとする大人たち──都市全域という途と方ほうもなく広大な対象を駆かけ巡めぐった。

　ビジョン──電子の眠りの中で浮かぶ──息づく悪意のイバラの兆候＝かさかさと音／はびころうとした前回の痕跡／どこかにある根本／電子の蠕ぜん動どう＝あぶくのように──ふいに異変。

　情報汚お染せん──都市の一角で──通信断だん裂れつ／警告／危機／特甲トツコーの転送を中断──陽炎。

　夕霧より遥はるかに早いフォロー＝吹雪くん──既にイバラに囲まれた陽炎ではなく、通信していた人物に、最も効果的な対処を伝達──迅じん速そくに駆けつけられるゆいいつの支援。

　夕霧の仕事＝仲間を襲おそったイバラを辿たどった──別のイバラが別の仲間へ伸のびている／取り囲んでいる──敵がはびこらせた悪意の壁／棘とげ／群──突破しようと必死になっている誰か。

　いた──マスターサーバーの強固で頑がん迷めいで固こ陋ろうな防ぼう壁へきに守られ、外部との自由な通信などとても不可能であるはずの、もう一人の接続官コーラス──迷わず声をかけた──ＩＤ全公開。

　情報汚染と混同されかねない強ごう引いんな通信ラインの確立を要よう請せい──そしてそれ以上のもの。

　決定的で致ち命めい的てきにすらなりうる相そう互ごのブレークアウトを──お互いが一つになることをいきなり提案──治安組織の中に敵スパイがいると勘かん違ちがいした相手側マスターサーバーが激げき怒ど。

〝それ以上やってみなさい、どうなるか覚かく悟ごの上なのよね？〟ＭＳＳ＝〈[image: ばく]〉の臨戦態勢。

〝違うんだ信じてくれ僕は決してそんなつもりじゃないんだ〟ＭＰＢ＝〈刕〉の周しゆう章しよう狼ろう狽ばい。

《マ……マスターサーバー同士のブレークアウトが提案されています！》解析官たち全員が跳とび上がって叫さけぶ／お手上げ／脅きよう威いに動転──アデライードとクラリッサの喚かん声せい。《そういうのを電子ジャックって言うのよ！　ＭＳＳに宣戦布告でもしたいわけ!?》《なになに何なの!?　自爆テロ!?　クーデター!?　ハルマゲドン!?　やーんダメだって分かってるけど見てみたーい！》《落ち着きなさい!!　このままじゃ相互に致命的な打撃を与あたえ合うことに──》

　遅おくれて吹雪くんのフォロー──臨時回路の提案──相手側の解析官／接続官コーラスが同時に応答。

　まるであらかじめ吹雪くんに今回の作戦を伝えられていたかのような迅速さ──回路構築。

〝ちょっといったいなんなの？〟＝〈[image: ばく]〉の困こん惑わく──全面的なマスターサーバー同士の電子戦を回かい避ひ／二つの治安組織が電子の世界で戦争を始めるかに思われていた警告の嵐あらしが急速に静まってゆく──解析官の声＝畏い敬けいすら込こめて。《協同的ブレークアウトだ……》《特甲児童同士が独自にお互いを接続しようとしています》《マスターサーバーの警告を無視──いや……》

〝他ほかに手段はないんだ、ちょっとだけこの子たちの自由にさせてみるのも悪くないんじゃないかな〟ＭＰＢ〈刕〉＝疲つかれ切ったように白旗を掲かかげて。

〝ついでにあなたの自由にさせろってことでしょ〟ＭＳＳ〈[image: ばく]〉の白眼視。〝あなたのそのデリカシーも常識もない提案は拒きよ否ひされるどころか徹てつ底てい的てきに報復されて当然のものなのよ〟

　完全な警告の停止／危機的状じよう況きよう下かであるという認にん識しきの中止／広こう範はん囲いにわたる破壊的干かん渉しようの可能性の否定──棒立ちになるアデライードとクラリッサ。《ちょっと……信じらんない、受け入れちゃったわよ》《意図的な冷戦構造的拮きつ抗こうによって自衛するマスターサーバー同士が、自分たちの接続官コーラスを橋渡しするなんて……》

　表示──マスターサーバーによるマスターサーバーの認証──〈刕〉の言い分＝〝僕のゆいいつの提案は、僕を君の自由にしていいってことさ〟

〝もうすっかり勝手にされてるじゃない、その二単位のちっちゃな脳たちに〟〈[image: ばく]〉の追つい随ずい──そして相互認証の受け入れ＝〝こんにちは、意気地なしさん。意外にハンサムなのね〟

〝これは驚おどろいたな、君はとても美しい〟

　マスターサーバー同士のランデブー──人間にはおよそ追随不能で〝なんか上手うまくいってるらしい〟としか分からない高度に自律的なプログラムのやり取り──お互たがいのデータ構造を猛もう烈れつな勢いで読み取る／理解する／認め合う──そして堂々と手をつなぐ四人の特甲児童。

《協同的ブレークアウトが成立！　四人が相互ユニット化！》解析官＝夢でも見てるのではないかと疑うように──身を乗り出すアデライードとクラリッサ。《四人!?　ＭＳＳの接続官は一人だけでしょ!?》《電子戦に対する予備的訓練！　現場の特甲児童が参加したのよ！》

　仲ちゆう介かいされた共きよう闘とう──夕霧と吹雪くんがとっくに確認している現場の特甲児童＝黄色い輝かがやき。

　さあ歌おう──みんなで──敵を取り囲め。

《敵性ユニットの破壊的干渉に拮抗！　敵のポータルゲート推定！》解析官＝歓かん喜き。

《やああああったわよーっ！　追つい跡せき不能のユニットにかすったわ！》アデライード＝拍はく手しゆ。

《四人の接続官コーラスによる相互ユニット化！　なんてなんてなんて美しいの！》クラリッサ＝喝かつ采さい。

　悪意のイバラに斬きり込む／無力化する／解析してバラバラに分解／攻こう撃げき的干渉で焼き払はらう。

　現場支援──飛び交かう情報／通信の正常化／にわかに暗くら闇やみに光──暗闇を走る者。

《必ず……見つけ出してみせます》声＝小隊長さん──走る／どこかへ／示された道のり。

　増ぞう殖しよくする悪意のイバラ──血のイメージ──敵の攻撃的干渉＝誰だれかの苦痛が伝わってくる。

　とめどもなく生おい茂しげる悪意──まだだ──後ひと押し──だが押し返される──押し返す。

　意図的な拮抗に追い込まれる──せっかく敵の意表を突ついた完全な奇き襲しゆうが成功したのに。

　敵が複数の不明のユニットを盾たてに──膠こう着ちやく状態に陥おちいりかけたとき、突とつ如じよとして異変──異状。

　ふいに苛か烈れつなまでの攻撃的干渉──データ構造を解体／すさまじいまでの消去デリートの炎ほのお。

　つながり合った四人の驚き──イバラが後退してゆく／敵の経路がおぼろに現れる。

《ちょっと誰がやったの!?》《バスター・コードなんてＳＳ級ウィルス同然のしろものを誰が構築したの!?　というかどうやって流し込んだの!?》二人の仰ぎよう天てん──解かい析せき官の仰天。《ご……五人目です！　接続官コーラス同士の相互ユニットに対する、経路不明の協同的ブレークアウト！》

　四人──新たな一人を見ようとする／探さぐろうとする／ダミーかどうか特定しようとする／敵かどうか判明させようとする──全すべてが空から振ぶり──だが確実に実在している五人目の電子戦の参加者──いったい誰？　ＩＤ不明──所属不明──居場所不明──経路不明──一いつ切さい不明。

　途方もない〝不ア明ン存ノウ在ン〟──だがとてつもない規模／速度／手て練だれ／力強さ。

　眠ねむれる夕霧の底で響ひびく声──誰かが言った──仲良かったでしょ──電子戦専門の特甲児童──螢・ヘレン・トローベル──即そく座ざに心は否定／そんなはずない／ありえない──だが──

　無意識の声がかき消される──解析官。《犠ぎ脳のう体兵器です！　ＭＳＳの特甲児童が対たい峙じ──》

　負けるものか──敵意が押し返される──囲い込む──逆に追い立ててゆく。

　つながり合った四人が同時に五人目が誰であるか探るのをやめた──協同的ブレークアウトによる相そう互ご調和の容認と共有されるノード──そして全面的な信しん頼らいのもとで一体と化した。

　脳を接続された特甲児童たちによる前代未聞のフルコーラス──なんと高らかな歌声。




　　　　†




　血みどろの戦場と化す祝日閉店のショッピング・モール──特甲抜きの撃退。

　斧おの男──電撃を発する間もなくカタナで斧の刃はを真っ二つに──マスクごと顔も二つに。

　ハープーン野や郎ろう──飛来する氷の銛もりをカタナで斬り飛ばす──陽炎の銃じゆう撃げき＝心臓に。

　手しゆ榴りゆう弾だん──宙に投げられたそれすらカタナで縦に両断──陽炎の銃撃＝マスク越ごし。

　テーザー銃──陽炎の早はや撃うち＝仮面野郎の手を武器ごと撃ち飛ばす──一いつ閃せん＝首が飛んだ。

　びゅんと空を切るカタナ──刃から振ふり落とされた血がモールの床ゆかに弧こを描えがく。

　倒たおれた九人の仮面野郎ども＋蛇じや腹ばら男──陽炎＝残弾を調べる／武器を拾う／それから改めてこの成果とも惨さん状じようともつかぬ光景を眺ながめた──まったくもってハリケーンなみの被ひ害がいと死者。

　ハリケーンの片割れ──束にした紙で丁てい寧ねいに刃の血を拭ぬぐう／紙を捨てる／サムライの流りゆう儀ぎ。

　ぱちんと鞘さやに収めたカタナを引っ提さげて近寄って来る──もう一方の手でカラフルなロリポップを取り出す／くわえる──辺り一面、むせ返るような血の海なのに、平然とお菓か子しなんか食べちゃうんだ、この子──ガムを口の中に放ほうり込む自分を棚たなに上げて感心。

　真っ白い歯でガリガリ元気良くロリポップを嚙かみ始める少女──あの、それって舐なめるものじゃないの、と訊きく前に、少女が妙みように胸を張って言った。「おねーさん、カッコイイねー」

　少女の胸むな元もとにキラキラ輝き──やたら高価そうな大おお粒つぶダイヤ＝またまた呆あつ気けに取られる。

「支し援えんに感謝します」なぜか堅かた苦くるしい言い方に──ＭＳＳ長官の言葉＝〝支援を約束〟──この危ない子がそうであるという確信。「なぜここが？　もしかして私の通信を傍ぼう受じゆした？」

「ううん。こいつらを追っかけてたら、おねーさんが──」

　ふいに、どーん、という音──高速道路のジャンクションの方──少女が宙を見る。

「あっちでオレの仲間が戦ってる。こっちに一つ、山羊やぎが来るから気をつけろってさ」

「山羊……？」無線通信で連れん絡らくし合ってるのだと察する──ふと理解。「アームスーツ？」

「ねえ、一いつ緒しよにやろう。今みたいに」にこにこ無む邪じや気きに──逃にげることなど考えてもいない笑えみ／享きよう楽らく的／遊園地に来た子供みたい。「おねーさんと一緒なら、特甲なしでもやれるっしょ」

　どうもかなり評価されてる上になつかれたらしい──ついうなずく／訊く。「目は大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん……」眼帯に触ふれる──外そうかどうかちょっと迷う手つき。「本当は見えるんだ」

　目め隠かくし？　何かの修しゆ行ぎよう？　もじもじする少女──陽炎＝ふとまた理解。「見せたくないの？」

「別に……」むっとなる／図星を突かれた顔／陽炎の表情を窺うかがうように──見せたら嫌きらわれるんじゃないか／しかし見せる勇気がないと思われるのも嫌いやだし／いいや見せてやれ──という感じで眼帯を外し、いったん両目を閉じてから、ぱちりと目ま蓋ぶたを開いて陽炎を見上げた。

　思わずまじまじ見つめてしまった。蒼あおい左目からは想像もしなかった、黄色がかった、ほとんど金色の右目＝虹こう彩さい──色素異変──おそらく人造器官の移植過程で起こった。

「ワニの目だよ。オレの中にワニがいて、そいつが出てきたんだ。でも大丈夫。これがあるから」カタナを掲かかげる──その人斬り道具がゆいいつのお守りというよう。「……怖こわい？」

　それで全て説明しました、という顔の少女──なぜかなんとなく納なつ得とく。「怖くないよ」

　少女の顔がぱっと輝かがやく──陽炎にものすごく誉ほめられたみたいな笑顔。

　何たる無邪気さ──というか何だろう、この夕霧とはまた違ちがった、危ない可愛さは。思わずよしよししてあげたくなる──と思ったら、急に少女の顔がびっくりするくらい引き締しまった。

　手にした刃と同じ鋭するどさ／美しさ／通路の向こうへ目を走らせる。「来たってさ」

　我に返る──特甲なし？　本気で？　私も？　少女の気を変えさせるために口を開こうとしたとき、モールのどこかで金属的な音──がらんがらんと何かが転がる。

　地下から──マンホールを吹ふっ飛ばして敵が来た──がちゃりと金属的な足音。

　少女がすらりとカタナを抜ぬいた──接近する敵よりも、少女の美しい動作に惚ほれ惚れ注目。

　こちらを見上げる／凶きよう暴ぼうな輝きのワニの目／ひどく透すき通った少女の目。「一緒にやろう」

　規則正しくガムを嚙む／膨ふくらませる／弾はじかせる──いつもの静せい穏おんがやどるのを覚えながら、無言で手にした銃の撃鉄をカチリと上げてみせた──にっと嬉うれしそうに微笑ほほえむ少女。

　そして真っ黒い山羊が飛び出して来た──跳とんだ／構えた／立ち向かった──二人一緒に。
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　日ひ頃ごろの突とつ撃げき精神のたまもの──緊きん張ちようすればするほど覚かく悟ごが定まる。

　今朝＝吹雪と夕霧の見送り──陽炎は顔を見せず／無言の後押しと解かい釈しやく／文句があるなら黙だまってはいないはず──もう何度となく修しゆ羅ら場ばを共にし続けている仲間との了りよう解かい。

　各五十分間のテスト──文法と作文・語学・歴史・地理・科学・数学──間に十分から二十分の休きゆう憩けい／昼にランチタイム──最初の文法のテストの開始五分前などは両拳こぶしを開きそうもないくらい握にぎりしめていた──ガチガチの緊張──肩かたに力──本番にすっかり怖おじ気けづく子供。

　がらんとした会議室──副長が本当にストップウォッチを持って号令。「始めろ」

　ふいに恐きよう怖ふ──両手が開かない──本当に開かない──緊張が生み出した幻げん想そうに過ぎず。

　その瞬しゆん間かん、手は勝手に開いていた──鉛えん筆ぴつを握ってマークシートに自分の名前と受験番号を記入し、答案用紙をひっくり返して見た──読んだ──没ぼつ頭とうした──突撃手の強固な精神集中。

　緊張が背後に消えていく──猛もうスピードで前へ進んでいく感覚──特定の前置詞と結びつく動詞を選べ／誤った過去分詞を選べ／形容詞の比ひ較かく級を正しく選べ／正しい文意を選べ──自分の母語が難解な言語に思えてくる──気持ちでねじふせて解答をマークシートに記入。

　くそ真面目まじめに監かん督とくする副長──欠伸あくび一つせず立っている／涼月の周りを歩く／わざと視界から消えたり現れたり──カンニングなんかするかバカ──存在を完全無視。

「五分前だ」無視できない声──ひやりとなる／全すべて埋うまったマークシート／慌あわてず見直す。

「そこまで」声とともにさっと持って行かれた──所定の欄らんの記入をチェック。

「十分後に二つ目の試験を行う」きびきび──さっさと解答用紙を持って出ていく副長。

　どっと力が抜ける──溜ため息──真っ直すぐトイレへ／誰だれもいない／一番奥の個室へ。

　落書き一つない壁かべ──次のテストでは手も足も出ず、マークシートを真っ白のまま提出するのでは、という恐怖──かんべんしてくれ──制服のスカートを上げ、パンティを下ろして坐すわりながら不安を体から追い払はらおうとする──追い払えず／おしっこが出ず／おいおい。

　さっさとしやがれ──このまま便器にまたがった状態で次のテストがいつの間にか始まり、受験者がとんずらしたと判断されて何もかもおじゃんになるのではという不安に襲おそわれた。

　手がポケットをまさぐる──ライター──刻印＝『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──額に当てた。

　咄とつ嗟さのおまじない──間ま抜ぬけだが効果があった──これまでの人生で最も虚きよ脱だつするような瞬間の訪おとずれとともに、やっと用を足すことが出来た──深い吐と息いき／何も考えず煙草たばこを取り出す。

　出せるだけ出しとけ──試験中にトイレに行きたくなって我が慢まんできずに席を立った瞬間、不合格になるという悪夢──試験が近づくにつれて何度か見た夢──この場で全て水に流す。

　ウォシュレット──立ち上がって身み繕づくろい──くわえ煙草のまま、ふとドアを見た。

『３７２９２３１７１３１１７』

　いきなり奇き妙みような落書きに出くわした──なんだ？　黒い数字──見覚えのあるような筆ひつ蹟せき。

　妙な不安──手がまた無意識にポケットをまさぐってライターを取り出していた。

　ふいにありえない事実に気づいた──やたら尖とがった７の字──吹雪に指し摘てきされた癖くせ。

　あたしのだ──あたしが書く字にそっくりだ──そして気づけばそこら中にそれがあった。

　落書き一つない壁──『１１７』──『１７１３』──ひときわ大きな『２３』──恐怖。

　異様な考え──マークシートの受験番号の欄に自分がこれらの数字を書いたという意識。

　そんなはずがない──副長が気づかないわけがない──とてつもない恐怖──冷たい汗あせ。

　ライターを握りしめる右手──（内的導引性ビジョン）──だが全く違うものを握っているという感覚──（拒こばんではならない）──吹雪が与あたえてくれたライターではない何か。

　声──涼月ちゃんはただ神様の前で清らかでいようとしただけだよ──吹雪の声／いつか／どこかで／暗くら闇やみの中で／あたしが逃にげ込んだ暗い場所──手を差し伸のべてくれた。

　涼月ちゃんは何も悪くない──押し殺した泣き声／二人の約束／お前の好きにしていいよ。

　微笑み──大人になったら──いつか／どこかで／くそ／思い出せない──いや。

　さざなみ＝これは満ち潮だ──やがて記き憶おくの引き潮が訪れ、引きずり込まれて全て忘れる。

　いや──そうならないため──いつか／どこかで／私が君たちを助ける──暗闇。

　気づけば再び真っ白な壁に──落書きがない──どこにも──ドアにも──恐怖。

　こんな体でいいんだったら──いつか／どこかで／あの九十七回のキス──右手を開いた。

　ライター──三文字の刻印──『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』──〝安レクらイエかスカトに・イ眠ン・れパツケ〟──墓標の言葉。

　死を意味する──祈いのり＝〝安レらクかイなエれム〟

　ぞっとなった──訳が分からず──かすかな記憶──これは捨てたはずだ、吹雪がそうさせてくれた、代わりに四つの文字が刻まれたライターを与えてくれた──生きるための言葉を。

　ありえない──凝ぎよう視しした──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──〝可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル〟

　いつもの文字──良かった、ただの見み間ま違ちがいだ、緊張しすぎてるんだ、ただそれだけだ。

　だが──精神の辺土／忘却の海リンボ／早くこっちへ来いと呼ぶ声／洗礼を受けずに死んだ子供たちが告げている何でお前は生きているんだお前はもうとっくに死んでいるはずじゃないか。




　　　　伍ご




　なんという正気を失った行こう為い──踊おどる曲射砲ほうのごときアームスーツと激突──特甲なし。

　でも／なぜか、昂こう揚ようした──今まで気づいてもいなかった束そく縛ばくから解放されたような気分。

　少女──本当に必要に迫せまられるまで、とことんまで追い詰つめられて他ほかにどうしようもなくなるまで──あえて特甲は使わないという不可思議で単純で根深く驚きよう嘆たんすべき強固な態度。

　無謀きわまるその態度になぜか救われる気分すら味わった──追い詰められたと悟さとった瞬間には致ち命めい的てきな一いち撃げきを食くらってそのまま天国まで吹ふっ飛ばされているかもしれないというのに。

　バカげた巨きよ大だいさの対空機関砲──五十発近く撃うちまくらせた上でようやくの無力化＝シャフトコックに差し込まれてへし折られたカタナ──腕わん部ぶへ銃じゆう撃げき＋敵からちょうだいした手しゆ榴りゆう弾だん。

　機関砲を捨ててバカでかい溶よう断だん機能つきの刃やいばを振ふり回す黒山羊やぎ──さらに二度カタナが折れた／ほとんどの弾丸を撃ち尽つくした──何度も互たがいの手足を損傷／そのたび守り合った。

　脳内チップを通して警告──今度はさっさと特甲を使わないと死んじゃうという緊きん急きゆう警報。

　あえて逆らう──少女のカタナが敵の胸部装甲を裂さく／折れる──隙すき間まに撃ち込んだ。

　手榴弾──仮面野や郎ろうから奪うばったショットガン──少しずつ黒山羊の武力を／機動力を／装甲を奪い取った──そして黒山羊の背後に素す早ばやく降り立った少女──一いつ閃せん。

　斬きるのではなく突ついた──背部装甲を貫つらぬき、カタナが内部の人間に達したのが分かった。

　胸部装甲が開いた──中の人間が激痛に耐たえられず出ようとする──その真正面に陽炎＝残弾七発のまま今まで使わずに済んでいたＭＰＢの紋もん章しよう入り正式拳けん銃じゆう──顔面に二点速射。

　操縦空間に男の血と脳みそと骨こつ片ぺんが花火のように飛び散ってもまだ銃を構え続けた。

　ぱちん──少女がカタナを収めた音で我に返る──やったの？　本当に特甲なしで？

　仰ぎよう天てんものの成果──ふと音──カリカリ何かを炙あぶるような電子音＝操縦空間の通信コム。

　そして声──どこかにいる誰かが、とっくに脳みそを粉ふん砕さいされた操縦者に向かって、早口でまくしたてている──どこの国の言葉かも分からない。「何語だろう？」

「多分、クルドの言葉」少女が傍かたわらに来て、ひょいと血まみれの操縦空間を覗のぞき込む──一面の髪かみと頭皮と頭ず蓋がい骨こつと脳と血ち飛沫しぶきのマンダラ模様にいささかも怯ひるんだ風もなく、天に召めされた操縦者の代わりに言った＝堂々たるドイツ語。「ルフトハンザ３９１便」

　ぴたりと通信者の声がやむ──ぴたりと陽炎が動作を止めて少女を凝視する。

「オレはまだ生きてる。ホイテロートにそう伝えてよ」少女のささやき──ぷつんと電子音がやむ／通信途と絶ぜつ──ふふん、と笑って身を起こす少女＝好戦的／神しん妙みようさ／使命感に満ちた顔。

　その顔に目が釘くぎ付づけになる──以前交かわされたビデオレター──まさか／そう／失念していた──死者の名簿にばかり気を取られて鏡合わせの生者のことを全く考えていなかった。

「シュナイダー……乙ツバメ・アリステル・シュナイダー」その名を呟つぶやいた──驚きよう異いを込こめて。

　くるりと少女が振り向く＝にこやか。「うん。オレもおねーさんの名前、知ってるよ。クルツリンガー隊員。陽炎・ザビーネ・クルツリンガーさん。仲間が言ってた。いい人だって」

　大きな感情の波に襲われながら、はっきり確かめた。「君は……あの〈ハイジャック事件〉の生存者なんだね？　あのルフトハンザ３９１便に乗っていたんだね？」

　少女が目を丸くする──こくんとうなずく──間違いなかった──ほぼ同い年の八歳の少女／両親を奪われた／半死半生の救出──自分と同じように想像を絶する地獄を生き延びた。

　込み上げるものをとても抑おさえられず──思わず、目の前の少女を、力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめていた。

　胸の奥から自然とこぼれ出す思い。「ありがとう……生きていてくれて」

　少女＝びっくり／硬こう直ちよく／赤面──それから、身を震ふるわせる陽炎の背に手を回し、おずおずと叩たたいて慰なぐさめてくれた。「おねーさんも、あの飛行機で……誰か死んだの？」

「その答えを探してる」そっと身を離はなす──腕うでに少女の命の温ぬくもり／銃を握にぎったままの手でにじんだ涙なみだを拭ぬぐった。「君はどこまで知ってるの──」

　その瞬しゆん間かん、仮面野郎の一人が突とつ如じよとして身を起こした──少女が陽炎を突き飛ばした。

　フロスト・ハープーン──氷の銛もりを少女がカタナの鞘さやで弾はじく／砕くだく／高速で飛び散る氷片。

　心臓に銃弾を叩き込んだはずの相手──弾丸の熱で焼け焦こげたタキシード／焦げ穴から覗く防弾スーツ／ダメージが回復するまで死んだふり──陽炎＝迅じん速そくに膝ひざ立だち姿勢で銃を構え、そのくたばりぞこないの顔に狙ねらいを定さだめたとき──ズドン！

　横よこ殴なぐりの一撃──仮面野郎の顎あごから上が消しよう滅めつ／見事に一回転する体／壁かべに激突──絶命。

　モールの小道──四十五口径の特大ルガー銃という怪かい物ぶつを片手で握るイザベラ──息を切らしながら胸をなで下ろすように微笑ほほえむ。「援えん軍ぐんが間に合ったようだね、トペウペロガンラチーシネちゃん」

　少女がきょとんとなる＝陽炎の赤い髪に注目──やめてその呼び方──咳せき払ばらい。「カンパネッロ捜そう査さ官かんが、ＭＳＳに連れん絡らくして下さったのですか？」

「それについちゃ、そっちのピエール坊ぼうやに頼たのんだのさ」濛もう々もうと硝しよう煙えんを噴ふき出す銃口にふっと息を吹きかける──通常の何倍も強力な炸さく薬やくを弾丸に詰め込んで使っている証しよう拠こ。

「いつまで経たっても坊や呼ばわりだ」イザベラの後から現れるよれよれスーツ姿の男──フランス人捜査官＝ピエール・バスティーユ氏──ハンカチでぐしぐし洟はなをかみながら。「たった五つばかり下だってだけで」むしろイザベラより十五は老ふけているような顔──少女に向かって手を振る。「今日も血の雨だな。そセれ・がラ戦・ゲ争ーだルってわけだ。ご機き嫌げんいかが、お嬢じようさん」

「ピエールのおっちゃん。あっちの敵をやっつけてくれたの？」少女──にこにこ。

「いや」肩かたをすくめる──逆に世の中の色々なものにやっつけられてます、というような、くたびれきった様子。「何人かぶん投げただけだ。でかいのはそちらに全部お任せさ」

　顎をしゃくるフランス人──通路の向こうから、がちゃりと音──陽炎が咄とつ嗟さに身構えるのをよそに、なんの緊張感もなく振り返る少女＝輝かがやくような微笑み。「仲間だよ」

　啞あ然ぜん──ぬっと通路に現れるアームスーツ──青色の装甲／独自のカスタマイズを施ほどこしたらしい分厚い形状／二本の角──山羊というより巨大な青い水牛が重機関銃を担かついで到とう来らい。

　あんぐり──ＭＳＳが色々と特とく殊しゆな兵科を所有していることは知っていたが、まさかアームスーツまで自分たちのものにしているとは思いもよらず──なんとも羨うらやましい武力支援。

　胸部装甲が開く──白いバンダナをした精せい悍かんな男が顔を出す。「無事か、アリス」

　咄嗟に誰のことか分からず──傍ら──少女がぱっと顔を赤らめた。

　ミドルネーム──どうやら幼い頃ころの呼ばれ方だと推測がつく──少女＝こちらを気にする目／情けなさそうな顔／こそこそ言い訳するように。「あの呼び方、やなのにさ」

　もう何この可愛かわいい子は──本当によしよししそうになりかけたところへ、バンダナ男の一言で仰天。「ＭＰＢのカリウス軍ぐん曹そうが一台、相手をしてくれた。凄すさまじい戦い方をする男だ」

「カリウス……？」ぎくりとなる──バンダナ男が振ふり返る──通路をやって来る男。

　怖こわい顔をしたミハエル──頰ほおに切り傷／肩かた口ぐちが裂さけた制服／シャツに血／背にライフル──その手に突入用のバカでかい電動ノコギリ──まさか、それでアームスーツとやり合ったの？

　無言のミハエル＝陽炎の前に来る──立ち止まって見下ろす──思わず直立不動になる陽炎＝ボロボロのカクテルドレスを眺ながめて。「どうやら斥せつ候こうを肩かた書がきに加えるには、まだ早そうだ」

　怒おこってる？　叱しかられる？　びくつく心──言い訳不能っぽい状じよう況きよう。「あの──」

「カンパネッロ捜査官から連絡をもらった。お前が受け取ったメッセージのことも聞いた。何もかも話せとは言わん。だが本隊と離れて孤こ立りつする状況へ飛び込むときには、もっと保険をかけておくものだ。たとえば、せめて俺からの支援が可能な状態を維持するとかな」

　みんなが陽炎とミハエルに注目──陽炎＝怒られる怒られる怒られるとそれしか考えられなくなって心が萎い縮しゆくしきったところへ──ミハエル。「お前が無事ならそれでいい、スシナヤルイフシパユツーツエ」

　そしてなんと、その分厚い手を陽炎の頭に乗せ、くしゃくしゃやらかした──半ば崩くずれていたアップの髪かみ形がたがとどめようもなく崩ほう壊かい──陽炎＝全身凍とう結けつ──なに？　よしよしされたの私？　少女がぽかんとこちらを見ている──叱しつ責せきの軽く百万倍は厳しく効果的で恥はずかしいことこの上ない子供扱あつかい──首から上が真っ赤になるのが自分でも分かった。

「不心得でした、中隊長」敬礼／赤面／ほつれまくった髪のままきりりと謝罪──焼け石に水。

　なんかみんな急に和なごんだ表情になってる──肩をすくめたりしてる──少女がにやにや笑ってる──なんという恥ずかしさ／意味不明に銃じゆうの残ざん弾だんを調べたりしながらバッグにしまった。

　ミハエル＝バンダナ男に。「ＭＳＳの現場支し援えんに心から感謝する、アナベル伍ご長ちよう。お陰かげでうちのエースが命拾いした。これは俺への大いなる貸しと考えてくれ」

「いえ。俺たちからすれば、そちらが支援してくれたお陰で助かりました、カリウス軍曹」どこか親密な調子で返答──どうやら陽炎の知らないところで既すでに知り合っていたらしい。

「偶ぐう発はつ的ってやつだな」フランス人──ハンカチをしまいながら。「ルフトハンザ３９１便の生存者であるお嬢さんがＡＰ爆ばく弾だんを追つい跡せき中に、黒手組と、連中が狙いをつけたライフル友愛会の指輪のゆいいつの継けい承しよう者に遭そう遇ぐうした」ちらりと陽炎の左手を見る──〝克こく服ふくあれ〟の二文字を知っている。「で、一つ問題だ。これらは果たして、本当に、大いなる偶然なのかね？」

　にやりとなるイザベラ。「〈ハイジャック事件〉と〈医師狙そ撃げき事件〉が二つで一つの事件だってことは、ここにいる人間ならすんなり理解するだろうさ」

「そして今となっては三つで一つになった。この船の爆破事件と合わせてな」ミハエル──通路の向こう＝緊きん張ちようした顔で走り込んでくるＭＰＢの部下たちに手招き──中隊長に置いてけぼりにされたらしい隊員たちが安心と不満を顔に浮うかべながらやって来る。「十二個目の指輪に刻まれた船体番号のことを知らされる前から、俺はなんとなく、殺されたロッシーニ枢すう機き卿きようは、二つの事件の因いん縁ねんを背負っていたんじゃないかって想像していたところだ」

「同感だな」シュコーッと吸入器の中身を吸い込むフランス人。「全く同感だ」

「問題は、いったい何が、その因縁を説明してくれるのかってことさ」イザベラ。

「船だ」それまで黙だまって聞いていたバンダナ男が言った。「全ては爆破された船から始まった」
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　五人の特甲トツコー児童たちによる電子戦──空前絶後の規模／速度／次々に発明される攻こう撃げき手段／次々に書き換かえられてゆく防ぼう御ぎよ手段──二つのマスターサーバーのフル稼か働どう＝戦争騒さわぎ。

　パニック寸前の解かい析せき班──パニックを上回る昂こう揚よう感かん──叫さけび。《ＡＰ爆弾の位置を特定！》

　突破──イバラの群──突破──暗くら闇やみを進む小隊長さん──突破──巧こう妙みようで悪質なトラップ──突破──自らの魂たましいを鋼鉄に捧ささげた存在──突破──敵のダミールーティング／中ちゆう継けい基地。

　突破──チェックメイト／致ち命めい的てきな打撃を受ける前に接続を遮しや断だんしようとする敵／サードアイの苦く悶もんの声／張り巡めぐらされた悪意のイバラの撤てつ退たい──五人が一いつ斉せいに襲おそいかかる／取り囲む。

　突破──だが暗闇──さすがに見事なサードアイ＝そのエージェントＡＩを盾たてに退たい却きやく。

　消失ロスト──だが光明──中継基地の存在／全ぜん貌ぼう／解析──〈アンタレス事件〉の追跡記録。

　特とく殊しゆな装備を満まん載さいした大型トレーラー──違い法ほうな科学技術を売る集団＝〈タフタ〉の名。

　そして電子戦の最大の成果──到とう達たつ──小隊長さん＝解除＝爆弾を示すサインが消失ロスト。

　にわかにノイズ──激しく／狂くるおしく／勃ぼつ発ぱつする新たな歌声──凶きよう気きに満ちて。

　確かく認にんされる転送行こう為い──現場にいる仲間の誰だれかが遭遇──電子の眠ねむりの中にいるにもかかわらず夕霧の両目が大きく見開かれた──すぐさまフォロー＝吹雪くん。

　共有される認識──彼らが来る／封ふうじられた爆弾／代わりに何もかも破は壊かいし尽つくすために。

　一時的離り脱だつ──強制解除──一部の持続──液状化したワイヤーの輝かがやき／カプセルが持ち上がる／よろめきながら安あん楽らく椅い子すから降りる夕霧──エメラルドの輝き。

　通常の姿──だがその左ひだり腕うでのみ電子戦専用の〈肢バインＢ・ベー〉の形状をとどめる。

　啞あ然ぜんとなっている大人たち──夕霧＝よろめく／焦しよう点てんの合わない目／接続酔よい──半ば電子の眠りに身をひたしたまま、ただちに向かわねばならない現実へと歩み出し、言った。

「夕霧を、白露さんがいる場所に、連れて行って下さい」




　　　　†




　倉庫──遊覧船の破は片へん──事件の始まり／謎なぞ／いまだ判明しない答え。

「発見されたコネクターは、ＡＰ爆弾の起爆装置を取りつけるために外されていた」先生──ＭＰＢ／ＭＳＳ／インターポール捜そう査さ官かん／フランス情報局員──いきなりぞろぞろやって来た捜査官たちにも動じずいつも通りにマイペースな職業的見地を披ひ露ろう。「コネクターが外されていたことにより、船は第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの方から河を進んでローバオの碇てい泊はく所に係留されたことが確実だ。この時点では爆弾は作動しない。それはバッテリーが再始動して所定の人間たちが乗り込み、〝道連れ爆弾〟が感圧を検知してからだ。実に用意周到だよ」

「爆弾犯は、ローバオの碇泊所で炸さく裂れつさせることを計画の中心にしていたことになる」ミハエル──辺り一面の破は片へんの象形文字に頭痛を覚えるような顔。「だが桟さん橋ばしが全焼しただけだし、碇泊所自体を吹ふき飛ばそうとしたわけではなさそうだ」

「だったら碇泊所に爆弾を設置するだろうしな」ズビズビ洟はなをかむフランス人。「複数の人間を同時に狙ねらうときは、場所が問題になる。碇泊所なら確実に狙えると思ってたんだろう」

「こう考えたらどうだい」イザベラ──ひしゃげた船の背骨をぴしゃりと叩たたいて先生の顔をしかめさせながら。「船を碇泊所以外の場所に絶対に持って行かれないための処置だった」

「船の中には何かがあった」バンダナ男──現場の破片を俯ふ瞰かん／注視／人間カメラ方式の視覚的点検法。「その何かが既に抜ぬき取られていたとしたら、船を爆破する理由は一つだ」

「そいつを抜き取ったことを隠いん蔽ぺいするためだな」ミハエル──先生や陽炎をふくめる全員が同じ答えを心に浮かべていることを確認するように。「うちの特務班の報告では、二十五番街の神父が最有力容疑者ということになっている。で、うちのスナイパーによれば、そいつが隠かくした何かが、〈ハイジャック事件〉と〈医師狙そ撃げき事件〉をつなぐ物的証しよう拠こだということになる」

「はい」一いつ瞬しゆん、俺のスナイパーと聞き間ま違ちがえる＝頭を撫なでられた後こう遺い症しよう──またもや赤くなる顔を隠しつつ咳せき払ばらい──少女の方を見る。「どうかな？」

　少女──ベンチに座ってすらっとした足を行ぎよう儀ぎ悪く投げ出し、陽炎の携けい帯たい電話を操作中。

　データ＝〈ハイジャック事件〉の死者の名めい簿ぼ／パスポート記録／顔写真──眉まゆを八の字にした困り顔。「ほんとに、この中の誰かが、飛行機が墜おとされた理由なの？」

「うん。きっとね。誰か知ってる人や、変だと思った人はいない？」

「ん～」カタナの柄つかでこつこつ自分の頭を叩く──ふと手が止まる／じっとそれを見る。

　姓せい名めいのＳの欄らん──シュナイダー夫妻の名──少女の目に暗闇がよぎる──〝ワニの目〟。

　蒼あおい方の眼めを閉じて右目だけで見ていた──おそらく無意識の仕草──ぞっとさせられる。

　両親の名／顔写真／辿たどり着くことのなかった行き先──そのまま少女の心が暗闇でいっぱいになりそうな気がして怖こわくなった。「シュナイダー隊員？」

　はっとなる少女──両目を開く／ごまかすような笑えみ。「乙って呼んでよ、陽炎おねーさん」

　いつの間にかすっかりおねーさん扱い──自主的に妹分となった少女が悲劇を受け入れて微笑ほほえもうとする様子に、またもや抱だきしめてよしよししてやりたくなる衝しよう動どうに駆かられながらも、しいて質問を続けた。「うん……どうかな、乙くん。何か思い出せないかな」

「百人以上いるし……」カタナを強く抱きしめている──〝ワニの心〟を抑おさえるために。「何年も前だし……、あんまり見てなかったんだ、周りの人のことなんて……」

「座席順にしてみたらどうだろう」なおも訊きく──少女の心の痛みを察しながら強要／ミハエルが自分に対して憐あわれみを抱いだかずにはいられない気持ちを理解させられた。「ここが君と……君のご両親が座っていた席。この周囲に、誰か気になる人はいなかった？　イタリア語を喋しやべってた人とか、ハイジャック犯が特に興味を持ったり、犯人が銃を向けたりした人は──」

「楽しい」少女──ふいに甲かん高だかい声──陽炎をぞっとさせるほど表情を失った目／声／顔──そしてにわかに大声で叫さけびを放った。「楽しい楽しい楽しいなァ」

　たじろぐ──いきなりカタナを抜き放つのではないかと本気で警けい戒かい──さっとバンダナ男が音もなく近寄る／少女の顔を覗のぞき込む／肩かたにそっと手を置く。「どうした、アリス」

「あ……」ぽかんとなる少女──今いる場所を確かめるように身じろぐ／携帯電話を見つめ直す／操作──席の一つに指を当てる。「ワニだよ……。多分ここに……ワニがいた……。笑ってた。火が……飛行機が揺ゆれて、みんな叫んでたのに……そこにいるワニだけ笑ってたんだ」

　何のことか分からず──だが何かがあることを直感──少女が暗くら闇やみで見み出いだした誰か。

　携帯電話を受け取る──搭とう乗じよう者の一人──少女がいた中央席18Ｄ席から右手通路を挟はさみ、二列前方の右側席──通路側の16Ｂ席──男が乗っていた。

　パスポート記録を呼び出した──さっと目を通す──そして自分がとても嫌いやな人間になったような思いを味わいながら、それをなお、暗闇に怯おびえる少女に向けた。「この男性が、ワニ？」

　イタリア国籍──四十代の男──少女がまた目を眇すがめようとする──ワニの目で見つめる。

　少女が小さくうなずいたとき──コール音＝ミハエル。「どうした」

　ほとんど同時にバンダナ男にもコール音──さっとＰＤＡを取り出す。「どうした」

　少女が宙を仰あおぐ──無線通信による連れん絡らくと察せられた──みるみるおもてが引き締しまる／強きよう靱じんな刃やいばの輝かがやき／美しさ──蒼い左目に鮮あざやかな輝き。「仲間が戦ってる。あいつらが出たんだ」

　陽炎／イザベラ／フランス人が顔を見合わせる──ミハエルとバンダナ男の目配せ＝二人が同じ内容の報告を受け取っていることの無言の了りよう解かい──そしてミハエルが言った。「特甲猟兵が出た。うちの中隊および、遊撃小隊員が急行中だ」

　息を吞のむ──涼月ではない──夕霧＝電子戦を放ほうり出して現場に──想い人が現れた証拠。

　うなずくバンダナ男。「五つ目のＡＰ爆ばく弾だんを追つい跡せきしていたうちの部隊が応戦中です」

　少女が立ち上がる──手を宙に差し伸のべる──アームスーツ相手ですら決して使おうとはしなかった力を、迷いなく発揮した。「転送を開封」

　四し肢しに輝き／カタナの分解・置ち換かん／特甲トツコーの一部に──翻ひるがえる青く鋭するどい羽＝ふわりと宙へ。

「私も行く」思わず手を伸ばす──自分が少女の同朋であると告げながら。「転送を開封」

　輝き──右みぎ腕うでと一体化した長大なライフル──少女＝意外そう／嬉うれしそう／笑顔。「うん」

　手を握にぎった──異形の手＝互たがいに多くを失いながら──つかむべきものを求めて。

　宙へ引っぱられる──飛ひ翔しよう──報むくいと出口のために──それらが同じものだと信じて。




　　　　†




　緊きん張ちようなし──パニックなし──手が開かなくなる恐きよう怖ふ／変な数字の幻まぼろし／あるはずのないライターの刻印──いずれもなし──やれやれ、緊張し過ぎだっつーの、あたし。

　もぐもぐランチを胃い袋ぶくろに急降下させながら、心のどこか遠い彼方かなたでは、本当、あんなにびくつくなんて、まるで今の仕事を初めてさせられることが決まったときとそっくりだ、とぼんやり呟つぶやく自分がいたが、実際に意識のほとんどは、最後の数学の〝方程式のレシピ〟に没ぼつ頭とう中。

　今さら新しい何かを学習する余よ裕ゆうがあるはずもなし──吹雪と一いつ緒しよに作った、〝不安と緊張を紛まぎらわせるための復習カード〟をめくりつつ昼食終了──開始十分前に食堂から会議室へ。

　心の中でファイティングポーズ＝威い勢せい良くドアを開く──先に来ている副長──と思いきや、見慣れた極ごく楽らく鳥ちようが親指を立てて威勢良くウィンク。「ヤー、頑がん張ばってるわね天使ちゃん」

「副長は？」ぽかん──なんだか最後の最後でほっぽり出されたような心こころ許もとなさ。

「さあ」恐おそろしくわざとらしい仕草で肩をすくめる。「あなたはあなたの大事なチャンスに集中よ、天使ちゃん。さ、席に座りなさい。あたしが副長に代わってきちんと監かん督とくするわよ」

　気が散る──試験中に周囲をくねくね歩き回られるのを想像──振ふり払はらって席に着こうとする／椅い子すに手をかけたまま動けず──大事なチャンス──誰だれの言葉だ？　副長が言った？

　きちんと監督する──あの神経質男が途と中ちゆうで隊員の試験監督を放り出してどこへ向かった？

　答えを知るのは簡単だった──脳内チップを通して部隊の現在の状じよう況きようを閲えつ覧らんするだけ。

　大事なチャンス──それをふいにする必要はないと言われている気分──副長が本気でお前の受験を後押しすると考えるほど愚おろかなのか？　だが実際その通りだった。

　貴重な特甲児童──本人が望むならば一いつ般ぱんの学校に通わせることにためらいなく同意する気でいるということ──今の今までどこかで疑ってた副長の本心──やっと素す直なおに信じられた。

「どうしたの、天使ちゃん？」千々石──裏返したマークシートと問題用紙を置きながら。

　返事をする代わりに確かく認にんしていた──現場に急行する部隊／仲間たち──特甲猟兵の出現。

　立ったままマークシートをつかみ、ぐしゃりと握りつぶした。「いいんだ」

　ドアは開くことができる──開こうと思えば／ただ知りたかった／試ためしたかった／選びたかった──仕方なくそうするんじゃなくて自分の意志でここにいるということ。

　それで十分だった。




　　　　陸ろく




　サイレン／ＭＰＢテーマソング──ド派手な装甲車両＝ハンドルを握って生まれたゴリラ男ことガブリエル隊員の芸術的なまでに迅じん速そく無比な現場急行──驀ばく進しん／爆走──まるで油を塗ぬった氷柱つららをカートリンクで投げ放ったような滑なめらかなことこの上ない走破。

　たとえドアの下に空いた犬用の開閉口であろうと同じ速度で通り抜ぬけてしまうのではないかと思わされる魔ま法ほうのような優ゆう雅がな疾しつ走そう──屋根の上＝ハミング／足あし踏ぶみ。「んんっんー♪」

　急カーブ＝左右にステップ──夕霧＝焦あせりと悲痛を押し殺し、脳内チップを通してみるみる接近する出しゆつ撃げき地点を確認──接続解除の後の酩めい酊てい感をリズム感で吞み込んだ。

　ビルの向こう──にわかに現れた信じがたいもの／探査情報／まさか──そんなはずない。

　だが／確かに──ガンバイク──巨きよ大だいな砲ほう身しんに横乗りになって宙を舞まう赤あか銅がね色の特甲猟兵。

　空港で死んだ──そう涼月と陽炎から聞かされていた──しかし今、頭上で激しく交戦。

　紫むらさきの輝き／羽──ガンバイクと熾し烈れつな空中戦──とても届きようのない高さ。

　代わりに地上へ目を向けた──敵が狙ねらっている場所──にわかにとてつもない炎ほのお＝河岸。

　大きな橋──車両から跳ちよう躍やく──宙で機甲化＝一秒余──橋の下／コンクリートの斜しや壁へき。

　斜面を走る／鉄橋にワイヤーを引っかける／跳とぶ──橋の下で爆ばく炎えん──地下道の入口付近。

　平らなコンクリートの地面に着地──橋の下／炎＝地に伏ふした弱々しい黄色い輝き／少女。

　駆かけ寄ろうとする／本能的に停止──危機感──そこら中に黄色い何か──そして衝しよう撃げき。

　一発で両腕が引き裂さかれた／腹に打撃──ほんの僅わずかにかいま見えたもの──ガラスの爪つめ。

　転てん倒とう──再転送／かすかなノイズ／声＝《青い目。嫌きらいな目だ。君も潰つぶしてあげるよ》

　とても人間のものとは思えないひび割れた電子音声──ぞっとなる／通信に介かい入にゆうする敵／どこかすぐそばにいる敵──見えない敵──ふいにキラキラ光る何か──巨大な爪。

　一いつ瞬しゆん前に転送＝ありったけの杭パイ打ルバちン器カーから放たれた杭くい／ワイヤー／おびただしい網あみの目──自分の体をワイヤーで操作するようにして宙へ──衝撃／引き裂かれるワイヤー／銀の輝き。

　おぼろに浮うかび上がる敵の位置──渾こん身しんの力でワイヤーをなぎ払った。

　僅かな手て応ごたえ／宙を舞まう何か──切り裂かれた水みず銀がね色の羽──理解／戦せん慄りつ＝この敵は飛ぶ。

　衝撃──両足をもぎ取られる／ワイヤーが寸断される──地下道の入口で転倒／水しぶき。

　生き残った数本のワイヤーで体を引っ張り上げる──宙を舞う／追撃をかわす／再転送──どうやってこの相手の姿をとらえるか素す早ばやく思案しながら着地したとき──目を打つ何か。

　燃えるようなエメラルドの輝き──倒たおれた少女＝虚うつろな顔／頰ほおを流れる涙なみだ／突とつ然ぜんの変へん貌ぼう。

《レベル３──》電子音声＝敵意／殺意──少女に向かってガラスの爪の輝きが走った。

　そしてその爪が触ふれてはならないものに触れた──夕霧＝咄とつ嗟さに跳んだ──河かわ面もへ。

　河に飛び込んだ刹せつ那な、河底がすっかり照らし出されるほどの輝きが水上で勃ぼつ発ぱつ──たまらない黄色い炎の輝き──水流に従って水中を進み、それから斜壁へ手をかけて這はい上がった。

　ごうごうと渦うず巻まく音／轟とどろく音──燃えるものとてないはずの一帯に降り注ぐ火の粉。

　いや──火だるまだった──鉄骨／橋はし桁げた／鉄てつ柵さく──橋全体が燃え上がっていた。

　熱で歪ゆがんでコンクリートを砕くだき散らす鉄骨──その真下──その子がいた。

　まばゆいトパーズの輝かがやき──その背に巨大な何か／幾き何か学がく模様のタンク／まるで蜂はちの巣す。

　異様に長大で円い手と足──何かを散布している／背で製造した何かを放出している。

　腰こし／タンクに幾いく重えもの羽──羽ばたかず／異様なきらめき／抗磁圧による浮ふ遊ゆう。

　その周囲で何かが浮かぶ──球形のユニット／背のタンク・腕うで・足から外れて宙を漂ただよう。

　ぼんやり虚ろな表情／目──羽が急激に変化──顔を／全身をにわかに覆おおってゆく。

　すうっとその姿が消えた──戦慄──この子のレベル３は姿を消す──敵と同じように。

　鎧よろいと化した羽に覆われた少女の体が空気に溶とけるように消える寸前、ワイヤーを放って絡からみつかせようとした──宙をかく／手て応ごたえがない／見えない敵／見えない少女──凍こおりついた。

　ふと空気が重くなる／変化してゆく／あの少女がそうしている──そしてカキンと音。

　何かの安全弁を外したような音──再び水中へ逃のがれようとする前に吹ふっ飛ばされた。

　急激な爆燃現象──空気自体が爆ばく弾だんと化して炸さく裂れつしたことによる爆圧の余波で後方へ転がり倒れた直後、天へもくもくと燃え盛さかる炎の積乱雲の方へと、引きずり込まれていった。

　急激な燃焼で生じた真空が周囲にあるものを見境なく吞のみ込んでゆく──がりがりと指がコンクリートを削けずる／何とか吞み込まれずに済む／炎の雲の狭はざ間まにどろりと溶けた水銀色の飛沫しぶきが飛び散る──高熱の渦うずの中で見えない怪かい物ぶつ同士が争っている。

「あーああーあーあ♪」自分の口が虚ろな声を発していることに気づいた──虚きよ無むの歌／彼らに引き込まれるようにして／自分もレベル３を転送しようとしている──止められない。

　心が透とう明めいな虚無へと引きずり込まれかけたとき──声。《夕霧──ッ!!》




　長大な腕／刃は物もののような手──握にぎりしめて空へ──恐きよう怖ふ／爽そう快かい／ほぼ後こう悔かい＝猛もうスピード。

　陽炎──少女が手を離はなせば死へ真っ逆さまというぞっとしない移動手段にあらん限りの静せい穏おんさで耐たえて到とう着ちやく──およそ目を疑うもの──燃え盛る橋／空中戦をやらかすしろもの。

　ガンバイク──噓うそ、噓、噓──死んだはずでしょ!?　それとも首だけで生きてる!?

　ありえない──だが実際に戦っている／紫の輝き／すダダさダダまダダじダダいダダ掃ダダ射ダ！──ＭダダＳダダＳダダの！ダ小ダダ隊ダダ長ダ！。

「レベル３だ！」頭上──少女の叫さけび。「オレの仲間がワニに食われた！　レベル３に！」

　愕がく然ぜん──まさかあの炎は少女の仲間が勃発させたもの？　正気を失って？

　そして探査にヒット──炎の渦に炙あぶられるような仲間の姿。《夕霧──ッ!!》

「私を下ろしてくれ！」同時に頭上に向かって叫んだ。

「了解ヤー！」いささかの躊ちゆう躇ちよもない投とう擲てき──着地──ビルの屋上＝どんぴしゃの地点／構えた。

　炎──夕霧以外の何ものも存在しない／探査に浮かばない。《夕霧!?　敵は!?》

《見えないです》不可解な返答──すぐに言い直す。《あの子もそう。姿を見せなくするの》

　記き憶おく＝自分のレベル３と同質──敵も／あの少女の仲間も──なんたる厄やつ介かいさ。

　気づけば掃そう射しやの音がやんでいる──輝き＝紫むらさき・青──敵がいない──ガンバイクをやった？

《どうにかして見つけて──》フォローを試みようとしたとき──にわかに視線。

　ビルの一つ──非常階段付近から射手がもたらす死の眼まな差ざし──一条のレーザー光線。

　あの少女を狙ねらっている──迷わず撃うった／必殺ではない牽けん制せい──だが手応え＝当たった？

　探査情報でも命中／咄嗟にしては冴さえてる＝自画自賛──そこへ自分を見つめる視線。

　二人目の射手──やはり二人一組／身をひねる／直撃／脚あし／衝撃で転倒──噓、噓、噓。

　屋上の縁へり──くそっ、望むところだ──すぐさま真っ向勝負に飛び込んだ刹那──視線。

　先ほど弾丸を食くらわせたはずの射手──噓、死ななかったの？　復活した？　どうやって？

　やばい──二対一／相当の打だ撃げきを覚かく悟ごしたとき視界の隅すみに輝き＝探査＝仲間の支し援えん／救援。

　跳んだ──自分でも呆あきれるほど迷わずに──いったい自分はどこまであの少女をいきなり信しん頼らいしてしまっているのだろうと僅かに疑問──そちらも見ずに宙に向かって左手を伸のばした。

　つかんでくれた──青い火／羽──刃／ライフル──頭上へ叫んだ。「来るぞ！」

　少女＝避さけようとしない──涼月なみに恐きよう怖ふ心しんが欠けつ如じよした勇ゆう敢かんさ──自分を標的にした。

　四つの関節を持つ左腕でガード＝火花／砕けた──同時に右腕で上へ引っ張り上げられた。

　一瞬の浮遊──静止──何とも強ごう引いんかつ的確な連係──陽炎が撃ったにもかかわらず復活して少女を撃った射手その一の位置を特定／さらに少女を狙い澄すましている射手その二も特定。

　少女が自分の身を挺ていして判明させるチャンスをくれた──撃った＝立て続け──我ながらちょっとこんなのは無茶もいいところ、という意識が遅おくれて到来──探査情報──命中×二。

　うっそー──頭上で少女の痛快そうな笑い声──地上が迫せまる／河岸＝離り脱だつ──着地。

　迅じん速そくな上じよう昇しよう＝青い輝き──再び紫の輝きのもとへ＝少女の小隊長。

　さらに射手が視線を向けてこないのを確かく認にん──対岸＝炎ほのおを見つめる夕霧──周辺を探査。

　何もなし──反応を探す／動くものを探す／球形の何か──同時に空気の変化に気づいた。

　重い／濁にごってる／抗磁圧のヘルメットの防毒機能──警告＝高速燃焼性の気体。

　恐怖──どんどん巨きよ大だいに膨ふくれあがる空気爆弾／空気を操作／勝手に爆発しないように球形の何かが絶ぜつ縁えん用の気体も散布／そんなこと可能なの？　だが橋が燃えているにもかかわらず着火しないということは、そういうことだ──そして／さらなる恐怖──夕霧はとっくに爆弾のど真ん中に吞み込まれている──逃にげられない／だから少女を捜してる／敵を捜してる。

　夕霧の腕うで＝遠目にも鮮あざやかに目を打つ燃えるようなエメラルドの輝き──ぎょっとなった。

　レベル３？　だが全身ではない／あるいは部分的に転送／そんなことが可能なら──だが少女／敵／どちらをやる気？　それともまとめてやる気？　自分と少女の仲間が一いつ触しよく即そく発はつの殺さつ戮りくへ──止められない──探査＝球形のユニットを撃つ？　それで防げる？　逆に爆発する？

《あーああーああー♪》夕霧の歌声──ぞくっとなる──夕霧の透明な決意／殲せん滅めつの意志。

　くそっ、いったいどうすればいい──思案が煮に詰つまってパニックに近くなったとき＝騒そう音おん。

　ドドドドドと大地を揺ゆるがすような音──すぐ下＝河岸＝地下道──いきなり飛び出した。

　車輪つきの足＝轟とどろくエンジン音──左腕＝巨大な盾たて──右腕＝機き銃じゆう＝電動ノコギリがワンセットというバカ銃器──両りよう肩かた＝雷らい撃げき器──あの黒くろ鉄がね色の特甲猟兵＝フルフェイスのヘルメットがバシャッと音を立てて開く──見上げる＝あの好色猿ざるの禍まが々まがしい笑い。「久しぶりやの～べっぴんの姉ちゃんよ～。弟らの分まで、ワシが可愛かわいがったるけぇ安心せぇやぁ～のう」

　怖おぞ気けを震ふるうシチュエーション──最悪のタイミングで最悪の相手が到来。

　対岸──夕霧が炎へ向かって歩いてゆく──周囲の空気がますます重苦しくなってゆく。

　黒鉄色の特甲猟兵＝ヘルメットが再び顔を覆う＝けたたましいエンジン音／電動ノコギリの轟ごう音おん──慌あわててライフルを構えながら対岸の仲間へ逃げるよう叫ぼうとしたとき──声。

《そいつを殺すなっ、夕霧──ッ!!》

　燃え盛さかる橋──炎の中から飛び出す漆しつ黒こくの特甲トツコー児童──私たちの小隊長。




　　　　漆しち




　車両小隊に便乗＝ガブリエルの運転とは天と地──途と中ちゆうで降りて突つっ走った。

　巨きよ人じんサイズのキャンプファイヤーと化した鉄橋──情報＝解かい析せき班／二人の会話／レベル３。

　地下道の奥──あたくし様が阻そ止ししたＡＰ爆ばく弾だん──代わりに特甲猟兵どもが出現。

　迷わず炎へ突っ込む／跳とぶ──下にいる仲間／味方／敵──その中心へ、ずだん！　と着地。

　背後──地面すれすれをこちらへ猛スピードで飛ひ翔しようしてくる存在──あたくし様。

「あたしに任せろっ!!」あらん限りの声で怒ど鳴なった。「仲間を任せたぞッ!!」

　届いた──すぐ背後で再び急上昇──突とつ風ぷうとともに届く彼女の声。「──了解ヤー!!」

　風──背中を押してもらう気分──炎に向かって走る／仲間の背へ叫ぶ。「お前のバイオリン弾ひきは地下のトンネルの中だ！　行けッ夕霧っ!!　あたしたちも後から行く!!」

　ぱっと舞まい散るエメラルドの輝かがやき──異様な形状に変へん貌ぼうしようとしていた夕霧の両腕が元に戻もどる／こちらも見ずに走り出す／信頼を抱いだいて／背負って／暗くら闇やみへ飛び込んだ。

　追つい随ずい──夕霧の後を追うようにして青い輝きが地下道へ飛び込んで行く。

　十字にすれ違ちがう青い輝き／涼月──水を吸った真綿のように重苦しくなる空気／ぱちぱち放電。

　そこにあの少女がいる──泣いて泣いて泣きまくっていたくせに、最後の最後まで、息が止まるまで、死ぬ寸前まで、徹てつ底てい的てきに頑がん張ばり抜ぬいて自分を助けてくれた、あたくし様の仲間。

　逃にげたがりの少女──でもどうしようもなく捨てることができずに何かを握りしめ、それを選び、捨てずに握り続けている力──たとえそれ以外の全すべてを失わせてしまっても。

　臆おく病びよう者ものの最後の意地だ──闇雲で見境がなくて危険ですらある、みじめでちっぽけな誇ほこりのために全てを投げ打って──最悪の暴力の限りを尽つくす。

　自然と少女がどこにいるか分かった──この上なく理解できた──自分と同じ場所。

　炎の向こう側──さらなる炎を生み出すため──自分ごと何もかも吹ふき飛ばすための場所。

　この空気のど真ん中──飛び込んだ／空気が閃せん光こうを放った／涼月の四し肢し・総身に燃え盛さかるようなエメラルドの輝き＝真っ向から拳こぶしを振るった──ぽっかりと空気に穴が空いた。

　周囲の空気の全てが爆発的に燃え上がり、何倍もの大きさの炎の積乱雲が勃ぼつ発ぱつし、橋を吹き飛ばす一方、ほとんど真空状態になった爆圧の中心で──涼月の探査＝煌きらめき＝ガラスの爪。

　自分に向けられた敵意か、そこにいる少女に向かってのものか、委細構わずもう一方の拳を振り抜いた──ノイズ／ひび割れた声／叫さけび／何か言っている──黙れ、知ったことか。

　放たれる抗磁圧の塊かたまり──ぐしゃりと手て応ごたえ／粉々になるガラスの爪／ひしゃげる腕／装そう甲こうで覆おおわれた顔面にヒット──直撃──ドカン！　炎の向こうに吹っ飛んでいって探査から消失ロスト。

　みたび拳を振るった──飛び込んでから息を止めたまま／気が遠くなりながらの一発。

　パーンと砕くだけ散った──少女の姿を覆う透とう明めいになるための殻から──跳んだ／突っ込んだ。

　狙いも何もない単なる激突＝腕／肩／胸／顔／腰に衝しよう撃げき──宙にいた少女が落下。

　燃えるようなエメラルドの輝き──少女の特甲＝還送／再転送──通常の特甲へ。

　もんどり打って倒たおれる──反射的に炎から庇かばって少女を抱だきすくめる／少女がもがく／訳の分からない泣き声──自分も耐たえられず息を吸っていた──ぐらぐらする＝だが息が出来る。

　どこからか声。「本気で気化学兵器を拳でどうにかしようとしたのか」

　別の声。「ま、結果オーライってわけだ。あたしらに殴なぐりかかんなくて良かったな、涼月」

　炎ほのおの音でよく聞こえない──目がくらんでよく見えない──誰だれかいる？　いったい誰が？

　最初の声。「むちゃなやつだ。称しよう賛さんと軽けい蔑べつのどちらに値あたいするのかいまだに分からない。ともかく不測の事態は回かい避ひできた。行くぞ、皇スメラギ。もう我々の支し援えんは必要ない」

　ふっと何かが動く──消える──周囲に輝き／見覚え──〈空港占せん拠きよ事件〉の最後の戦せん闘とう。

　炎の熱を遮しや断だんしてくれる何か──ほどなくして炎が火の粉の雨に変わった。

　ぱちぱち／ごうごう／じゅうじゅう──やっとまともに火の音が聞こえてきた。

「うぇっ……」泣き声──体の下＝少女の怯おびえた顔＝唇くちびるを震ふるわせて。「逃げない……ボク……」

「さっさと逃げてもいいんだよ」大きく溜ため息──立ち上がって手を差し出した。

　ぐすぐす泣きじゃくる少女──手を握って身を起こし、それからまた、べしょべしょ泣いた。




　ドドドドドと轟音とともに斜しや壁へきを猛もう然ぜんと駆かけ上ってくる特甲猟兵──飛び出す／狙ねらい澄すます／接近させるなと言い聞かせながらも既すでにかなりの近きん距きよ離りに迫せまられた上で弾丸を放とうとしたとき、いきなり背後で勃発──吶とつ喊かんの声。「やァ────ッ!!」

　探査＝バカげたでかさの重じゆう機き関かん銃じゆう／すぐに伝わる意図──ちょっと、噓うそでしょ。

　そダダしダダてダダ自ダダ分ダダのダダ背ダダ後ダダかダダらダ！敵ダダにダダ向ダダかダダっダダてダダ敢ダダ行ダダさダダれダ！るダダおダダびダダたダダだダダしダダいダダまダダでダダのダ！掃ダダ射ダ！──顔・肩・腕うで・脇わき・腰・脚＝すぐそばを機銃の弾丸が飛び抜けていく／特甲トツコーをまとっていなければ弾丸の風圧で気絶してる／まるで真横に吹きつける暴風雨／一発とて陽炎には当たらず／驀ばく進しんしていた特甲猟兵が被ひ弾だん／被弾／被弾／自分の機銃をろくに構えることすら出来ない弾幕／銃撃の雨。

　陽炎＝完全に硬こう直ちよく──びゅん、とすぐ傍かたわらを地表すれすれで飛び抜けていく紫むらさきの輝き。

　輝きの急上昇──特甲猟兵がＳの字を描えがいて退たい避ひ──地上へ掃射／頭上へ掃射／火の応おう酬しゆう。

　やっと我に返る──この自分の背後から要撃──この上なく強きよう烈れつ／独断的／効果的な支援。

　やっぱりちょっとついて行けないかも──正直に思いながら今度こそ狙い澄ました一撃。

　特甲猟兵＝右足の車輪が吹っ飛ぶ──左足だけでバランスを取りながら弧こを描く／すぐに再転送しない／転送限界──まだ回数制限がある？　仕留めるチャンス？

　と思ったのも束つかの間──特甲猟兵の疾しつ走そう／跳躍／宙でヘルメットが開く＝最低に下品な叫び。「よ～け遊んだわ～、覚えとれよメスガキどもがァ、次はバラバラにしたらァーやァ!!」

　左足だけで器用に斜壁を滑すべり降りる──地下道へ飛び込む──一瞬で探査から消失ロスト。

　追うべきか僅わずかに逡しゆん巡じゆん──対岸で異変＝反対側の地下道──どーんと間延びする轟ごう音おん。

《白露さん……》夕霧──透明なささやき／悲しみに満ちて。《夕霧です……白露さん》
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　地下道──疾走──水びたし／砂利じやりだらけ／奥へ行くほど老ろう朽きゆう化したレンガとコンクリート──むき出しの鉄筋──段差＝かなり昔の線路──ふいに外で起こった炎が流入＝迫った。

　炎とともに伝わるノイズ／声／イメージ──血──数字。『３７２９２３１７１３１１７』

　ああ、この子はもうそんな状態にまでなってしまった──重苦しい悲しみと失望を振ふり払はらいながらワイヤーをそこら中に展開した──反対側の線路に閃ひらめく青い輝かがやきにも伝わるように。

　炎の奔ほん流りゆう──来た──水銀色の飛沫しぶき／ドロドロに溶とけた特甲／だがなおも透とう過か機能を維い持じ。

　ただ道連れが欲しくて迫り狂くるう存在──不可視の敵がワイヤーの一つを引き千切った。

　青い輝き＝惚ほれ惚れするような旋せん回かい／転回／狭せまい柱の間を流星のように飛び抜ぬける──無線通信もないままこちらの意図を察して──夕霧が走った／反対側から青い輝き──挟きよう撃げき。

　自分／味方／敵──三者とも炎に巻かれながら──なぎ払われたワイヤー／炎の刃やいばの一いつ閃せん。

　けたたましい叫び──血──そしてぷつんと途と絶だえた──ぎりぎりですれ違ちがう青い輝き。

　刃が／ワイヤーがかすめる──まるで空飛ぶ魔ま法ほうの剣けん──断たてぬものとてない炎の閃き。

　青い輝きがそのまま真っ直すぐトンネルの奥へ──夕霧が素す早ばやくきびすを返して疾走。

　倒れた者を置き去りに──ひときわ広々とした空間＝砂利と水の下に消えた線路／剝はがれ落ちたタイル／残ざん骸がいしかないかつての地下鉄ホーム──にわかに爆ばく風ふう＝ドン！

　青い輝きがぱっと飛び散る──引き裂さかれた羽──少女の叫び／悲鳴／暗くら闇やみへ落下。

　キリキリキリキリ軋きしむような音を立てて浮ふ遊ゆうする白しろ銀がね色の特甲猟兵──ただ歩み寄った。

　左腕＝還送／再転送──〈肢バインＢ・ベー〉──自分の声／電子の声／両方の声で呼びかけた。

《白露さん》両手を広げた──戻もどって来て欲しくて。《夕霧です……白露さん。聞こえますか？》

《君の声だ……》ぎざぎざの仮面の奥──苦く悶もんの声。《血が欲しい。君の血。君が……欲しい》

　同時に凄すさまじいまでのイメージ──どす黒いイバラの群──激げき烈れつな侵しん犯ぱん的ブレークアウト。

　一瞬で気が遠くなった／抗あらがわず受け入れた／何もかも奪うばわれるとしても──この人になら。

　白銀の甲かつ冑ちゆうが降りてくる──すーっと平行に宙を移動して夕霧の目の前に来た。

　ばしゃっと音を立てて仮面の下部がスライド──桃もも色いろの唇／陶とう磁じ器きのような白く細い顎あご。

　流入＝騒そう然ぜんたるノイズ／軋む音／錆さびついた弦の音／錆びて朽くちてゆくイメージ──ガリガリガリガリ激しく搔かきむしるような白露さんの心の苦しみの音──心の全すべてをかき乱された。

　それでもなお受け入れた──白露さんがそっと口を寄せた──夕霧の首へ。

　途方もない渇かわきのイメージ──まるきり吸きゆう血けつ鬼きの流りゆう儀ぎ──あえて《飾り耳オーア》をオフに。

　首筋を歯がなぞる──怪かい物ぶつの吐と息いき／あの人の吐息／遠くなる意識の中で明めい滅めつする記き憶おくの群。

　青い馬のバッジ──訓練学校／軍事／ゲーム／殺キ傷ル・効レ率ート──最高得点の夕霧がもらった／だが白露さんにあげた／白露さんは夕霧を守って点数を失ったから／白露さんがもらうべきだったから──優ゆう秀しゆうな成績をキープすれば自由に進路を選せん択たくする権利が得られると思って。

　青い馬──平和の／青空の意味だと思って──聖書の〝青ざめた馬〟などではなく──神様から死をまき散らす権利を与えられた存在などではなく──お互たがいの優やさしさのために。

　楽器／歌──二人の夢──自由に自分たちの将来を選択出来るように。

　やがて痛み──自分が捧ささげる血が彼を少しでも癒いやすなら──激烈な侵しん食しよく＝意識を奪われた。

　その寸前、特甲を還送していた──エメラルドの輝き──刃を連ねたような甲冑ごしに両腕を回した──確かにこの人を抱だきしめたのだと思ったとき──火の輝き／仲間たちの声。

　暗闇に──心が落ち込んでいく／心の中にまで広がってゆく──離はなしたくない。

　必死に抱きしめた──青空──せめて思い出だけでも二度と失わないように。
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　　　　壱いち




　医い療りようフロア──マリア医師センセイが何と言おうと、どれほど大だい丈じよう夫ぶだと力説しようと、てこでも動かず座り続ける涼月と陽炎──ベッドの反対側＝これまた忠犬の風ふ情ぜいで両りよう膝ひざを揃そろえて行ぎよう儀ぎ良く座る吹雪──三人が見守る中、目を閉じて静かな呼吸を繰くり返す夕霧＝首に包帯──おぞましい嚙かみ傷──夕霧に食いついて血をすすった。

「夕霧は海外派兵へ志願しようとしている」パチンとガムを弾はじかせて。「知っていたか？」

　吹雪くんが顔を上げる──目を丸くする涼月＝聞いてねーぞと顔中で返答／ふと溜ため息。「……きっと、バイオリン弾きの命だけじゃなく人生まで背負い込もうってんだろ」

「夕霧はそういう子だ。どうするべきだと思う？」

「こいつが自分から話すのを待つさ」肩かたをすくめる。「もう決めたんだったら、あたしたちに話してるはずだ。こいつにもあたしたちにも、今はまだ他ほかにやることがあって、もしかすると、その結果次し第だいじゃ、違ちがう考え方をするようになるかもしれないだろ。たとえばあたしたちが、あのバイオリン弾きを生かして逮たい捕ほするとかすればな」

　陽炎がうなずく──かすかな笑み／小隊長の答えと存在の頼たのもしさを再確かく認にん。「そうだな」

　ふいに誰だれかが入室──てっきりマリア医師が来て追い払はらいにかかるのかと思って振ふり返った三人が一様に、ぽかんとした表情で相手を見つめた──新調した眼鏡めがねの位置の微び調ちよう整せいに余念がない副長フランツ。「ここにいると聞いてな。準備をしろ、涼月」

　いつもの犬呼ばわりではない──何のことか分からず。「……何の準備ですか？」

「再受験だ」当然のような顔で書類を差し出す──再受験登録＝副長のサイン／自ら手続き。「本来なら保護者の同席による確認が必要だが、私が代理人となって処理した」

　あんぐり──そんなの頼んでねーのに、と口走りそうになる──ふと気づく＝全館放送で呼び出さなかったのは、眠ねむれる夕霧のそばにいるところへ目覚まし代わりになりかねない音声を降り注がせるのを考こう慮りよしたから──副長の前代未み聞もんたる驚おどろくべき隊員への気き遣づかい。「夕霧の容態は心配ない。一両日中に試験を終わらせれば教育文化センターも問題なく受理する。来い」

　つい言われるままに腰こしを浮うかしかける──つい咄とつ嗟さに陽炎を振り返る。「あー……」

「早く行ったらどうだ」陽炎──同じくびっくり仰ぎよう天てんしていた状態から回復／冷ややかになりがちな自分を抑よく制せい／胸を刺さすような寂さびしさが表に出ないよう気をつけながら言った。「出口が見つかったときは、私にも教えてくれ」

　またまた驚き──だがすぐ、にやりと笑えみ──人差し指と中指だけで軽く敬礼。「ああ」

　同じ調子で敬礼を返す──退室する副長と涼月──寂しさとエールを込こめて見送る。

　涙なみだぐみそうな心こころ許もとなさ──と思うと優しく微笑ほほえむ吹雪くんと遭そう遇ぐう。「ありがとう、陽炎さん」

　咄嗟に顔面の能力を総動員してきりっと応答──そらっとぼける。「何のことかな？」

　ごそごそ上着のポケットから何かを取り出す吹雪くん──差し出す。「これ、あげる」

　携けい帯たい電話──吹雪くんがめくるめく大改造を施ほどこし、電子犯罪における限りない灰色の領域を自在に飛び回るための、あの魔ま法ほうの品であることを瞬しゆん時じに理解──瞠どう目もく。「私に？」

「涼月ちゃんのこと、応おう援えんしてくれた御お礼れい」にっこり──何か途と方ほうもない計画を抱いだいているか、本当に何も考えていないか、どちらかしかない透とう明めいさ。「涼月ちゃんは、きっとこんなの要いらないって言うから……内ない緒しよだよ。多分、必要になるんじゃないかな。だから本当はもっと早く渡わたすつもりだったんだ。陽炎さん、こういうの得意だし。これで涼月ちゃんを助けてくれると思うから、自由に使って。ちょっと無理なことしても、大丈夫なように工夫してるから」

　ありとあらゆる違い法ほうすれすれの何かが満まん載さいされた品──慎つつしんで受け取った／相手の意図を見み抜ぬけないまま／純じゆん粋すいすぎる態度のせいで本当にただの御礼だと思い込んだ。「ありがとう」

「ううん。お願いだよ。どうか、いつまでも涼月ちゃんの大切なお友達でいてね、陽炎さん」




　　　　†




　受験終しゆう了りよう──戦せん闘とう終了とは違う脱だつ力りよく──思わずその場で煙草たばこを取り出しそうになった。

　終わったんだ──安心感と脱力感と満足感と、もしかすると物足りなさを味わっているところへ副長＝回収した答案用紙をきちきち書き忘れチェックしつつ。「悔くいなくやれたか？」

　わざわざそんなこと訊きくなんて、どこまでも珍めずらしい副長の態度──さっさと出て行くと予期して喫きつ煙えん所へ直行しようと思っていた──つい気の抜けた顔で返答。「あ……はい」

「では特務班の仕事でも同じように決着をつけろ。アダー神父の逮たい捕ほ状じようが無事、手に入った。明朝、万ばん全ぜんのマスコミ対策のもと、今事件の最重要容疑者を我々が確保する」
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　ド派手な装そう甲こう車両──意気揚よう々ようと二十五番街へ。

　ガブリエルの運転──助手席の千々石＝意図的に逮捕情報をテレビ局にリーク済み。

　キャンペーン任務──〝万全のマスコミ対策〟＝久々に三人並んで車の屋根で見せ物に。

　涼月＝変わらぬスピペーークドジのー７ベン──諧かい謔ぎやくに満ちた黒天使の烙らく印いんにすっかり慣れた自分を自覚。

　陽炎＝ハヘールトツのド３ライ──マグダラのマリアの罪深く情熱的な悩のう殺さつエロチシズムを淡たん々たんと発揮。

　夕霧＝ククラロブイのツＡアー──十字架クロイツを背負うキリストの聖なる純白の自己犠ぎ牲せい＝浮き浮きダンス。

　派手派手しさを増加するためガブリエルが走らせる装甲車両の後を千々石の車両が追つい随ずい──二十五番街の子供がたむろする一角で菓か子しと玩がん具ぐと音楽をばらまくハーメルンの笛ふえ吹ふき車両。

　子供ら＝涼月に向かって親指を突つき出す。「ヤー」「ヤー」──涼月＝にやり。「ヤー」

「いたいけな子供を飼い慣らすのが特務班の任務か？」陽炎＝ＭＰＢロゴ入りガムを配布。

「みなさんご一いつ緒しよにー、お菓子をもぐもぐハッピー♪」夕霧＝お菓子ソング。

　子供ら＝「けつ見せろ」笑い。「お菓子くれよ」笑い。「はは、バーカ」立ち小便／喧けん嘩か。

　いたいけな子供の群を笛吹男なみにぞろぞろ引きつれ到とう着ちやく──教会のビル──千々石から意図的に逮捕情報をリークされたマスコミ各社が集合──シュテファン＝ハンドカメラを構えて歓かん声せい。「涼月さん、こっちを向いて下さい！　ヤー！　ピクリーン、黒い天使、最レー高ベ万・ホ歳フ！」

「あれはあの内務大臣の息子むすこでは？」陽炎＝まじまじ＝敵てき愾がい心しん。「お前が手なずけたのか？」

「ピクリーンってなんですか？」夕霧＝まじまじ＝対たい抗こう心。「とっても楽しそうですよ？」

「ヤー」涼月＝さばさば＝無関心。「仕事だ」

　ビルの玄げん関かんにのんびり現れるアダー神父──ヒキガエルの食えない微笑み。「やあ、いらっしゃい。今日はどのような用件かな、可愛かわいいお嬢じようさんがた」

《今よ、天使ちゃん！》千々石のけたたましい号令。《市民を魅み了りようする魔法の言葉を！》

　涼月──振り付け通りにポンポンつき手て錠じようをくるくる指で回しながら着地──もう一方の手で逮捕状を突きつけながら、もはやいかなる抵てい抗こう感も心のどこか遠い彼方かなたに投げ捨てることが最も早く楽になれる手段だと悟さとりきった調子で獰どう猛もうかつ可か憐れんにシャウト。「聞こえるよ！　あれは何？　みんなの正義の声！　爆ばく破はテロ幇ほう助じよおよび非合法な火器隠いん匿とくの容疑で逮捕！　そこの素す敵てきなおじさまをただちに拘こう束そく！　ピクリーンの貴とうとい使命にみんな協力してね！」

　陽炎＋夕霧＝ぽかん──変わり果てた小隊長を傍ぼう観かん──自分たちの出番のなさにやや憤ふん慨がい。「うちの小隊長はけしからん技能を色々と身につけたらしい」「それは見過ごせませんねー」

　大人しく装甲車両の後部座席に乗り込むアダー神父──ぴしゃりとドアを閉める涼月＝にやりと黒い天使の笑みを見せつつ、ひらりと車両の屋根に帰き還かん＝聴ちよう衆しゆうを振ふり向く。「ヤ……」

「ヤー」「ヤー♪」陽炎＋夕霧＝小隊長を押し挟はさみつつ最前線に突とつ出しゆつ──涼月＝ぎゅうぎゅう押しくらまんじゅう。「ちょっ……おいっ」「ふふふ甘いな」「うふふふー♪」

　マスコミのカメラ／フラッシュ／シュテファンの歓声──子供らの笑い／屁へ／悪あく罵ば──走り出す装甲車両──揉もみ合う三人。「お前ら、なに怒っ……痛っ！」「ヤー」「ヤー♪」

　二五二五署──またもや千々石の振り付け通りに踊おどらされる怒いかり心しん頭とうの署長＝マスコミに向かって渋じゆう面めん。「神父の逮捕は、あくまでＭＰＢと州の判事の決定だ。我々はこの麗うるわしい城の秩ちつ序じよを守り抜いている。ＢＶＴは我々のやり方を認めている」

　魔女の館やかた──署まで出で迎むかえるグレーテル＝凍いてつく微び笑しよう／左手のフックでキンキン義眼を乱打／嬉うれしげ／なんか興奮気味／発散する冷気が倍増。「またお会いできて嬉しいわ、神父様」

　陽炎＋夕霧──妖よう怪かいでも見たような棒立ち──グレーテルのウィンクを食くらって一歩後退。

　大人しく魔女の館へ連行される神父──表玄関前に停車中の装甲車両＝『愛と正義の使徒ＭＰＢ』のタスキをかけたガブリエルと陽炎＋夕霧が小隊長の分までキャンペーン任務を続行。

　涼月──アダー神父を連行──ＶＳグレーテル＝決戦の場へ──固唾かたずを吞のむ若い警官たち。

　モルノーとエリクの兄弟──ＭＰＢの監かん視しつきで自由の身になっていたが再び連行／尋じん問もん。

　そして予期された到とう来らい──エドワルト州知事──弁護士たち／秘書たち／護衛たち。

　しかし予期しえぬ反応──アダー神父＝取調室にて州知事と向かい合って微笑む。「弁護士は要いらなくなったよ、エドワルト。君には君の試練がある。不信任決議はもうすぐだ」

　モニターしている涼月／グレーテル／二人の警官たち──神父の態度に意表を突かれる。

　逞たくましく精せい悍かんな顔に懊おう悩のうを浮うかばせる州知事。「私がその期待に応こたえられるとお思いですか」

「常に変わらずね」アダー神父＝醜みにくい顔に浮かぶ明るい愛あい嬌きよう。「キプロスの英えい雄ゆうは全すべてを乗り越こえる。多くの英雄は火と殺さつ戮りくによって祭り上げられるが、君は沈ちん黙もくをもたらすことでそれ以上の成果を得た。紛ふん争そう地帯で投票に行く人々を百人足らずの部隊で守り抜いた、伝説の七日間。あのとき指揮を執とった君は、世界で誰だれよりも政治家で、民主国家の守護者だった」

「そのとき私の傍かたわらにいてくれた友はなく、今また師を失い、民意は私から離はなれています」

「民意はともかく、最初の二人はいつまでも君とともにあるよ、エドワルト。君は見守られ続ける。君が約束通りに、実現を果たしてくれた国際戦犯法ほう廷ていで、倒たおれた人々も共にね。私たちは待っていたんだよ、君のような人物の登場を。ずっと待ち続けていたんだ」

「私はあなたなしでは最初の選挙にすら勝てなかった。あなたは最良のオブザーバーであり友人だ、我オイレが・ホー師ヘ・ヴユよルデン。あなたの祝福は、私に政治家としての最善の良心をもたらしてくれた」

「ならばもうすべきことは分かっているはずだ、エドワルト」ロザリオを握にぎる手を差し出す──唱えるように。「良心で悪を吞め。そうすることで悪いことが良いことになる」

　州知事の大きな両手が神父の手とロザリオを包む。「天なる神よ、信しん仰こう弱き者を憐あわれみ下さい」

　神父の優やさしい微笑み──目を閉じて。「あなたから脚あしと力で逃のがれることはできない」

「戦うべきときにあたって疑いを捨てられない私たちに助けをお下しになりますよう」

「あなたの愛は永久とこしえ。御おん身みの栄えとともに試練に勝たしめたまわんことを。アーメン」目を開く──きっぱりと促うながす。「行け、エドワルト。行ってお前の勝利を手に入れろ。この都市に勝利をもたらせ。そして私との最後の約束を果たしてくれ。お前が私たち全ての希望なのだ」

「了ヤヴ解オでーすル、師よ」男が立つ──別れ＝目礼／きびすを返す／ちらりとマジックミラー越ごしにこちらに目を走らせ、この後で何が起ころうとも振り返らないという意志に満ちて退室。

　涼月＝なぜか反射的に部屋を出た──廊ろう下かの曲がり角の鉄格ごう子しつきの窓＝州知事が立ち止まってマスコミ騒さわぎを眺ながめていた──弁護士たち／秘書たち／護衛たちは廊下の入口で待機中。

　思い切って近づいた──魔ま女じよの教え＝〝尋問相手に同情的な情報提供者〟への接近と取り引きのセオリー──だが頭はそんな考えをあっさり放ほうり捨てていた。「アダー神父は、州知事にとって、良い人なんですか？」

　州知事が振り返る──目前に近づくものから目を逸そらさずにいようとするような厳しい眼まな差ざしのまま／強い意志に引き締しまった顔／逞しい体たい軀くのどこにも悲しみや不安で意気萎なえた様子はなし──ちらりと涼月の入館証に目を走らせて。「そうだ、シュルツ隊員。理由が聞きたいかね？　アダー神父の尋問の材料にはならないし、マスコミにとってはありきたりの話題だ」

「アダー神父はわざと何かを黙だまってます」こんな風にとても偉えらい立場の大人と話す自分を不思議がるもう一人の自分──だがそうすべきなのは分かっていた。「あたしには、あの神父が爆ばく弾だんで船を吹ふき飛ばしたり州知事を殺そうとしたりしたとは思えないんです。でもあの神父は何かを企たくらんでる。裏で糸を引いている。絶対に犯罪者とやり取りしてる。デモを計画したのも、最初は州知事を潰つぶすためだと思いました。でも違ちがう。あの神父は何かを守ろうとしてます」

「彼が何を守ろうとしているかは私にも分からない。見当はつくが私の口から説明することで君に予断を与あたえるのは私の望むところではない。代わりに彼が私にもたらしてくれたものは説明できる。キプロス紛争で英雄視された私に、社会党が州知事選への出馬を薦すすめた。私はその話に希望を抱いだいた。何しろキプロスで、投票には社会から悪意と失望を一いつ掃そうする力があると実感したばかりだった。だがそれは罠わなだった。私は負けることが予定された泡ほう沫まつ候補だった」

「負ける……？　誰が決めたんですか？」

「私を推すい薦せんした社会党だ。そのライバルである国民党もそれを黙もく認にんした。当時、都市計画の歪ゆがみから、多数の有権者による党離れが発生していた。社会党は私以外の人物の再選を狙ねらっていたが、問題は大量に生じた浮ふ動どう票ひようだった。国民党にも浮動票を左右できる人物はいなかった。そのため選挙から不確定要素を取り除くため、浮動票を始末するためだけに祭り上げられたいけにえが私だった。選挙から、政党政治を批判する声をまとめて消すために。その単純なからくりを見み抜ぬけなかった私の目を、アダー神父だけが開いてくれた」

「それで……選挙に勝ったんですか？」間抜けな質問──負けていたら州知事じゃない。

「圧勝だった。社会党は首都におけるリーダーシップを私に譲ゆずらざるを得なかった。そのためにアダー神父が私にしてくれたことを全て話すことは出来ない。彼は確かに汚れきっている。だが君にもこれだけは知っておいて欲しい。彼は正しい道を知っている。そして人々を導くためにあらゆる汚お濁だくを怖おそれず吞のみ込んだ、私がこの世で最も尊敬する英雄だ。私は近いうちに、彼に倣ならうだろう。ＭＰＢの独立再編を強行する君の上司たちはそれを待っていたようだがな」

　副長や大隊長のメッセンジャーとみなされていることにやっと気づく──州知事の存在を網あみに編み込む副長──否定する気にはならず／この人がボスになるんだ／単純な期待が湧わいた。「州知事がアダー神父と同じになるんなら……あたしが今みたいなことを誰かに言います」

「私が汚れきっていると？」初めて笑みを見せた──力強く目標に突つき進む者の笑み。

「いえ……。神父も州知事も……きっと、尊敬していい人だってことをです」

　微笑ほほえみ──なんとその手を差し出された──おずおず握った／軍人流の握あく手しゆ／固くきびきびしていて信しん頼らいに満ちている。「私の決心を最後に後押ししてくれた人物が、あのタワーを突き崩くずし、厳しい事件を生き抜いた若い英雄であることを誇ほこりに思う」

　手が離れる──思わずその手で敬礼した──州知事はそこまで軍人流にこだわらなかった。

　少女の肩かたを分厚くて温かい手でぽんと叩たたき、男の側近たちがいる方へ歩み去った。




　　　　弐に




　アダー神父の取り引き──〝デモに参加させて欲しい〟──におわされる代価＝ＡＰ爆弾の入手／組み立て／船への設置の全すべての経けい緯い／〈ローデシア〉の関かん与よ──事件の完全な供述。

　本部の副長のＧＯサイン──取り引きを有利なものにすべくグレーテルが辣らつ腕わんを発揮。

　魔女にさんざん玩がん弄ろうされたモルノーとエリク──アダー神父の取り引きに賛同。

　デモの後で全てを話すと約束──その前に出来るだけ多くを喋しやべらせるための尋じん問もん。

　涼月──〝共感〟を得る役割──アダー神父たちと親しくなれ──自然とそう出来た。

　ヒマをもてあましてぶーぶー文句を言う陽炎と夕霧をよそに尋問──アダー神父。

　のんびりコーヒーをすすりながらの会話──本音で訊ききたいこと＝律りち儀ぎにメモを取りながら。「州知事との約束について訊かせて下さい。実現した戦犯法廷って、あの法廷ですか？」

「二〇一六年五月一日のね。その推進は、当選前からの、いわば私に対する州知事の公約だった。それは悲劇を生み、州知事を不利にするものではあったが、正しい行いだった」

「あの写真のシスター以外に、法廷の証人たちと知り合いだったんですか？」

「ああ。それと、裁かれた将軍ともね。過去、彼には沢たく山さんの商品を買ってもらった」

「つまり……写真の男と一いつ緒しよに武器を売ったんですか？」

「お喋り屋トーカーは喋るのが仕事だ。彼については無事にデモが終わってから話そう」

　かわされる──訊きたい気持ちを何とか抑おさえる。「州知事との最後の約束って何ですか？」

「大して君たちの興味を惹ひくものではないよ。単に、多くの学校を作ってくれと頼たのんだのだ」

「学校……？」きょとんとなる──思わず再確かく認にん。「学校って……子供が通うような？」

「そう。君たちの年ねん齢れいの者たちが通うような学校だ。それを世界中に作るための国際的プロジェクトがある。土地の確保、校舎建設、教育者の確保、教材の用意。大変な仕事だ。手始めに二十五番街の学校を作るか、作り直し、それから国を問わず出来るだけ多く作ってもらう」

「あの……なんでそんな約束をしたんですか？」

「世界を救って欲しくてね」大おお真面目まじめ──呆あつ気けに取られる涼月を面おも白しろそうに眺ながめる。「たとえば冷戦時代に起こったアフガニスタン戦争の直後、あの国の全人口の五割が十四歳以下だった。それがどんな社会か分かるかね？　字も読めない少年少女たち。村を焼かれ家族を殺され、知っているのは武器の扱あつかい方と聖なる戦いだけ。共産主義も資本主義も彼らは理解出来ない。二十ユーロ以上の金を持ったことがない子供たちがどうしたら世界経済を理解出来るだろう」

「あの……あたしにもそんなに理解出来てませんけど」

「だが理解する機会を得ようと思えば得られる。だが多くの子供たちにはそれがない。アメリカとソ連はアフガニスタンに三十億ユーロを超こえる途と方ほうもない金額を費ついやしたが、戦後、一軒けんも学校を建てなかった。やがて残された十四歳の子供たちが二十四歳になる過程で、次の戦争が生まれた。彼らは自分の祖国を支し援えんしてくれた先進国を敵だと思い込んだ。彼らは知らなかった。穏おん健けん派の政治家をそうとは知らずに殺した。起こしてはならないと知らずに紛ふん争そうを起こした。本来は仲間だった人々を、そうとは知らずに皆みな殺ごろしにした」

「学校でも……正しい戦争の仕方なんて、あんまり教えないと思いますけど」

「だが教育される経験は与えられる。生まれ育った社会に吞み込まれる前に、その社会を外側から眺めるゆいいつの機会が与えられる。自分の将来に選せん択たく肢しがあることを教えられ、自分を教育する存在があることを教えられる。そこにも多くの失望と困難が生まれるだろう。競争に敗れ、進路を見失った者は、多大な苦痛を経験するだろう。だが教育されないという絶望の中にいることに気づかない場合に比べれば、それらは十分に乗り越こえられるものだ」

「二十五番街は、アフガニスタンとは違ちがうと思いますけど……」

「教育する力が低下した社会は、紛争地帯と何も変わらない。いずれ紛争地帯になるしかない長い道のりを着々と進んでいるだけでね。銃じゆうの数とは関係なしに」

「あの……」どう話を進めればいいか分からず──完全にお手上げ／事件との関連なし／動機の立証なし／だが相手が本気で言っていることだけは分かっていた──自分が本気で聞きたくなっていることも。「学校があれば今みたいなことが全部、何とかなるとは思えませんけど」

「なければ何にもならない。必要なのは機会だ。世界の十億人の若者に与あたえられるべきものだ。今の世界中の十四歳が、いずれ二十四歳になる。悪は機会のない場所で生まれる。機会を見み出いだせなかった者が生み出すのだ。悪は循じゆん環かんする。それを断たち切るには学校を作る以外にない」

「あの……あたし……」迷いながら告げた──親しくなる──それ以上のものが欲しくて／州知事がそうしてもらったのを知っているから／どんな取り引きが生まれるとしてもそれに値あたいすると分かっていたから。「学校に行きたいんだ……普ふ通つうの学校に。でもそんなの間違ってるって仲間から言われた。そいつのことを、あたしは間違ってるとも正しいとも言えなくて……」

「その仲間にも君にも、同じ機会があることを教えてあげればいい」

「でも……」危あやうく涙なみだぐみそうになった──おいおい鏡越しにみんな見てるっつーの／こらえる／必死に平静を装よそおう／こらえきれず声が震ふるえた。「あたし、仲間を捨てる気なんかないんだ」

　神父が手を差し出した──ロザリオ──それを州知事がそうしたように咄とつ嗟さに手で包みそうになった／と思ったら逆に渡わたされた──右手──数珠じゆずと十じゆう字じ架かを握にぎらされた。「あの……」

「シスター・アーレの祝福が込こめられた私のロザリオだ。よければ君に差し上げよう」

　断れず／拒こばめず──その神父は何も教えてくれなかった──ただ考える機会をくれた／自由に考えるための祈いのりの言葉を。「天なる神よ、あなたという善に感謝を捧ささげます。願わくは私の自由を受け入れて下さい。私の記き憶おくと知ち恵えを、また意志の全てを受け入れて下さい。私が持てるものはみな意図せず与えられたもの。私はそれらをあなたに返すでしょう。あなたの聖せい寵ちようをお与え下さい。私が満ち足りて、他ほかの何ものもあえて願わずにいられるように。アーメン」

　気づけば目を閉じていた──あったかい陽ひ射ざしを浴びるような心地ここちよさ。

　それから再び目を開いた涼月に、神父が言った。「〈ローデシア〉の〈ワタリガラス〉は二羽いる。〈フギン〉と〈ムニン〉。私が〈フギン〉だ。〈ムニン〉が何者かついに分からなかったが、この地域の新しい支配者〈サイクロプス〉と連れん絡らくを取り合っているのは確実だ。他の名めい簿ぼは教会の隠かくされた扉とびらの向こうにある。あの扉の鍵かぎは奪うばわれないよう粉々に砕くだいた。無理に扉を開けようとすれば爆ばく薬やくが作動して中にあるものを焼く。扉を開く最も簡単な方法は、思い切りノックすることだ。あのタワーを崩くずした君のその拳こぶしを、めいっぱい食くらわせるといい。もう一つ、〈ワイバーン〉はここの署で最も居心地の好よい場所を独どく占せんしている、ライマー署長だ」




　　　　†




　ロザリオ──返せず握ったまま／答えを告げた男が善人か悪人かも分からずに／事件の容疑者／国際法に反した行いによって生きてきた男──あるいは良心で悪を吞のんだ暗くら闇やみの聖人。

　告げられた答えに招かれてやって来た瘦やせ蜘蛛ぐも──副長の合流。「遠えん慮りよする必要はない」

　逮たい捕ほのとき──スピペーークドジのー７ベンの印とともに直行──署長の部屋／無む駄だな抵てい抗こう／警官たち。

　陽炎と夕霧が昼飯のサンドイッチをもぐもぐやっている目の前で次々になぎ倒たおされて宙を舞まう人々──制服に身を包み悪徳に精通した暴力の信しん奉ぽう者たち──涼月＋ガブリエル＝少女とゴリラ男の行く手を阻はばめる者とてない直進──千々石＝ハンドカメラ。「今世紀最大の逮捕劇です。天使と正義の戦士の果か敢かんな鉄てつ拳けんが、愛の裁きをもたらそうとしているのです──」

　署長＝自分のデスクの前に仁に王おう立ち──怒いかりでぶるぶる震えている。「とんでもない思い上がりだ。いったい何様のつもりだ。ええ、わしを誰だれだと思っている、フランツ」

「あなたは七年前と変わらないクズだ」

「あらあら」グレーテル──後方で騒さわぎを見学／凍いてつく笑えみ／啞あ然ぜんとなっている若い二人の警官たちをよそに、左手のフックを唇くちびるでくわえたりしてやたら嬉うれしげ。「フランツったら」

　署長がつかみかかるよりも前に涼月＋ガブリエルが取り押さえた──問答無用の逮捕アハト。

　副長──指で眼鏡めがねの位置を調整／息を荒あらげて膝ひざをつく署長を見下ろす──さして感かん慨がいもなさそうに。「少しはまっとうな人間になるんですな、署長」




　　　　†




　どかん！　教会＝タペストリーに覆おおわれていた鉄の扉に右ストレート──遠慮会え釈しやくなし。

　吹ふっ飛んでいって奥の壁かべにぶつかる扉──我が慢まんを重ねた末の爽そう快かいな瞬しゆん間かん。「あー、すっきり」

「犯罪の見本市だな」覗のぞき込むガブリエル──部屋＝両側の棚たなに武器／弾だん薬やく／麻薬／火薬。

　ぞろぞろ入ってくる鑑かん識しき班──先生＝扉の蝶ちよう番つがいと鍵穴の部分にあるコードと感圧計をしげしげ眺ながめる。「〝道連れ爆弾〟の芸術的な応用だな。一定以下の衝しよう撃げきで爆発する仕組みとは。遊撃小隊の弾丸小隊長が手加減していたら、部屋とその中身が吹っ飛んでいたわけだ」

　涼月＝殴なぐり足りない様子でぐるぐる腕うでを回す──部屋に入ろうとして漂ひよう白はく剤ざいの臭しゆう気きに顔をしかめる──地下道の毒雲を思い出す。「えー……あたしたちは外にいて良いですか？」

「ああ。むしろ入って来ないでくれ」先生＝しっしっと追い払はらう仕草。

　陽炎＝しげしげ司祭室を観察──ふと吸い寄せられるように写真に注目／食い入る。

『RICHARD TALKER』の名札──見覚え／聞き覚え──クローネンブルク文書／イザベラ。

〝十ア人・のテおン喋・トりー屋カたーちズ〟──思わず声に出した。「……〝お喋り屋トーカー〟？」

　夕霧＝子供たちが作った聖劇の紙細工で遊んでいた手を止めて近寄る──ちらりと隣となりの女性の写真に目を留める／楽しさを発散させている女性／きっと沢たく山さんの人を救ったに違ちがいないと心の中でかなり感心──それから陽炎と一いつ緒しよに覗き込んだ。

　写真の男から自然と伝わってくるもの／この男の人は視線の先にいる誰かを見ている──その誰かに何かをもたらそうとしている。「……この人、誰を見てるんでしょう」

「誰を？」きょとんとなる陽炎──涼月が歩み寄る。「あー、ローデシア迷めい彩さい野や郎ろうだ」

「ローデシア迷彩？」急激に何かと何かが結びつく感覚──横流し品の一つ──迷彩服。

「〈ローデシア〉の道どう化け野郎が穿はいてるズボンと同じ柄がらだよ。人種差別好きのアホどもに人気なんだと。他にも似た軍服があって、色が少し違うだけで文句が出るって。で、そいつはリチャード・トーカーっていう、アダー神父の昔の商売相手で、一緒にその服を売ったり、武器を売ったりしてたらしい。あたしはそいつがリヒャルト・トラクルと関係あるか、もしかすると本人なんじゃないかって思ってんだ。スペルが似てるっつーか、完全に同じだろ？」

　陽炎──何も考えずに吹雪くんの携けい帯たい電話を取り出しかける／涼月の目の前でそれを見せると没ぼつ収しゆうされかねず──挙手。「小隊長、生理現象による一時休きゆう憩けいを願います」

「トイレは出て右だ」怪訝けげんそう。「ん？　何だ？　なんか見せたくないものでもあんのか？」

　なんだと？　いやに鋭するどくなった小隊長＝特務班の仕事の成果──ごまかす。「電話で中隊長に報告するついでに週末の約束を色々と取りつけたいだけだが何か？」

「はいはい」追い払う仕草──おざなりに。「ポケットに入ってんのが何か訊きかねーから行け」

　夕霧＝きょとん──陽炎＝くそ、バレてる／なんとも油断のならない余計なスキルを磨みがいた小隊長への驚きよう異いの念をぴたりと隠かくして敬礼／黙だまって回れ右──トイレに入って吹雪くんの携帯電話を取り出し、サクサク操作──あの暗号＝『最高にいかすＢＹＣＭバイシムを入力せよ』

　ローデシア迷彩を示す色相数値を割り出させる──たちまち検出される複雑な数値／Ｒ７Ｂ・Ｇ７Ｂ・Ｂ・３Ａ＝Ｂ２８Ｙ８２Ｃ４１Ｍ３３──Ｒ１９・Ｇ３Ａ・Ｂ１０・ＩＤＸ２６＝Ｂ６９Ｙ７２Ｃ６４Ｍ３７──Ｒ３９・Ｇ３２・Ｂ１０・ＩＤＸ２３＝Ｂ６８Ｙ７１Ｃ５３Ｍ５０……さっぱり意味が分からない記号群／幾いくつものパターン／たちまち絞しぼり込まれる数字。

　ふいに〝照合コレクト〟の表示──にわかに開かれる扉とびら──思わず息を吞んで見つめた。

　膨ぼう大だいな情報が金銀財宝のごとくザクザク溢あふれ出てきた──帳ちよう簿ぼ──火薬の密売／流出／のみならず何かのデータ／さらなる暗号文／おびただしいほどのメッセージのやり取り。

　何だ何だ？　いったい私は何を掘ほり当てた？　訳の分からないデータ送受信の記録──まるで違い法ほうなデータ交こう換かんを主としたネット上の非合法コミュニティのようなプログラムは何だ？

　ぱっと脳のう裏りに何かが閃ひらめく──〝グスタフの仕事〟──ヘルベルト大たい尉いの言葉。

　急に目の前が明るくなったような感覚──あるいは真っ暗闇を覗いたショック──なんてことだ、このクソ野郎、これはお前のビジネスだったのか──複雑で巧こう妙みような流出ルートの管理。

　すぐさまＭＰＢのサーバーに全データを転送し、ミハエルに自分が開いた扉の中身を見せようとして、どうやってこんな非常識なまでの短時間でここまで高度な解かい析せきを行えたのか質問されそうでストップ──吹雪くんから譲ゆずり渡わたされた魔ま法ほうの品の素す晴ばらしさをつくづく実感しつつ、ＢＹＣＭバイシムの答えだけを送信──それからやや考えて、もう一人にも送ることにした。

　細かいことは決して詮せん索さくしないであろう相手──吹雪くんの携帯電話に山ほど登録されている、設定者を追つい跡せきすることなど到とう底てい不可能っぽいデータ転送サービスを通して送った。

　件名＝〈カゲロウ文書〉──もう一頭の猟りよう犬けんたるＭＳＳ長官へ、ＭＰＢの猟犬からエール。

　それから何食わぬ顔をして司祭室へ戻もどる──全員の待ち構えていたような視線を浴びる。

「……何か？」さっそく手に入れた魔法の品の存在があっさりバレたのかと思って硬こう直ちよく。

　先生＝真っ黒いもので覆われた平べったい長方形の何かを差し出す。「あの部屋の棚にこれがあった。絶ぜつ縁えん体たいで覆われた書類だ。表面に付着した錆さびは、もう千回は確かく認にんしたものと同一のもの、すなわちあの遊覧船のコネクター開閉部の蝶番の錆だ。おそらくあの船がローバオの森の方へ向かうとき、電力が切り替かわるのを見計らってコネクター内部に隠されたものがこれだろう。そしてこれを、爆ばく弾だんを設置する際に取り出し、ここに保管していたというわけだ」

　正真正しよう銘めいのショック──予期せぬ物的証しよう拠この到来／あるいは心のどこかではここにあるのではと予期しつつも、なかったときの落らく胆たんに備えて、あえて期待せずにいたもの。

　受け取った──そっと開いた──書類＝〝植物状態にある患かん者じやに対して行われる覚かく醒せい手術の同意書〟──ベルナルド・ジュリーニのサイン──患者の情報＝〝ヴァチカン〟の文字。

　書類の下から現れた写真にその場にいる全員の目が釘くぎ付づけになる──みなの驚きよう愕がくの呻うめき。

　顔写真──だが顔がどこにもない──幾つもの管が貫かん通つうしたピンク色の肉にく塊かい。

　目も鼻も口も顎あごも耳もない──顔面を丸ごと削そぎ落とされた人間──手にした写真のあまりのおぞましさに思わずのけぞった──突つき返された形になる先生＝写真と書類を再び受け取ってしげしげと見つめる／全く動じた様子もなく。「爆弾テロによる顔面損傷か。脳機能にも著いちじるしい障害を負ったらしい。酷むごたらしいな。もしこの人物が生きていれば……記録によると八年前から眠ねむったままであり、その本来の職務は、ピエトロ銀行の管理者であるとのことだ。つまり船で死んだロッシーニ枢機卿の元上司であり前任者というわけだな」

　陽炎──先生に写真を返した後で激しい動どう悸き／眠っていたらお日様は見られないわ／おお、なんてことだ／もはや何も見ることは出来ない──削けずり取られた顔──途と方ほうもない悪意の跡あと。

「その顔のまんま目を覚まさせるわけじゃないですよね」涼月＝そう言ってくれと願う顔。

「本人は自分が目を覚ましたことすら分からんだろう」ガブリエル＝身の毛もよだつ想像にかぶりを振ふっている。「むしろ途方もない悪夢の中に放ほうり込まれたと思いかねない」

「顔面修復手術の前の写真だ。おそらく今は、もう少し、それなりの顔で眠っているだろう。ただし目覚めさせられるかどうか確実なことは言えんな。記録ではとうに八十歳を越こえている。そんな老ろう齢れい者の頭ず蓋がい骨こつを開いて脳内チップを移植し、覚醒処置を講じること自体とんでもない冒ぼう険けんだ。問題は、なぜそうまでしてこの人物を目覚めさせねばならないのか、という点だが」

「どこかに数字はありませんか？」陽炎──再トライ＝写真と書類を覗のぞき込む。「イタリア系マフィアの一員によれば、この書類を隠したベルナルド・ジュリーニは何か〝とてつもない数字〟を手に入れたそうです。書類のどこかにその数字が──」

「電話の番号」いきなり夕霧が言った──指さす／諳そらんじる。「３、７、２、９、２、３」

　涼月＋陽炎＝きょとん──続ける夕霧。「１、７、１、３、１、１、７」

　先生──写真と夕霧の指を見比べる──くるりと写真をひっくり返す。「なるほど」

　写真の裏──手書きで記された数字──『３７２９２３１７１３１１７』

「なんだって？」涼月＝首をひねる／傾かしげる／うっすら見覚え。「どこの国の電話番号だ？」

「夕霧？」陽炎──無意識に吹雪くんの携帯電話を探さぐりつつ。「この数字を知ってるのかい？」

　夕霧──きらきら透とう明めいな目──かぶりを振る／まだそのときではないと察して／いつかみんなが直面するときを待つべきだとママが言ったから。「なんとなーく、そう思いましたー♪」

「……ん？」涼月──望まず磨いた尋じん問もんスキルに何かが引っかかる／だが見み抜ぬききれず／心の中で夕霧ＶＳ魔ま女じよの尋問合戦の構図が浮うかぶ──というより成り立たなさそう／夕霧が噓うそをつくこと自体が想像できない／言っていることが意味不明なだけで本人はいつも何かを正しく伝えようとしているのだから。「えっと、じゃ……試ためしにかけてみる？」

　みなが顔を見合わせる──先生が率そつ先せんして携けい帯たい電話を取り出した＝入力した──コール。

　やがて現れる反応──電子音声／画面の表示＝『現在使われておりません』

「いつか使われるとも思えん」先生の厳おごそかですらある推論──夕霧を除く全員がうなずいた。




　　　　参さん




　早朝──食事の前に呼びだし──三十二階の大隊長室。

　モニター──間もなく肝かん臓ぞう移植の列に並ぶことになりかねないんじゃないかと思われるほど青黒い顔の瘦やせこけた男の姿＝ＢＶＴ局長エゴン・ポリ──神経疲ひ労ろうのきわみを如によ実じつに物語るキリキリした甲かん高だかい声。《ＭＰＢの独断的捜そう査さは全く容認できない。ただちに二十五番街の神父を釈しやく放ほうし、君たちが勝手に行った言語道断の取り引きを全て白紙撤てつ回かいするか、それとも君たち二人が揃そろって今の職責から未み来らい永えい劫ごう、解放されるかだ。分かっているのか》

　大隊長＝沈ちん黙もく──盛せい大だいに亀き裂れつの入ったような局長の心を粉々に打ち砕くだきそうな眼まな差ざし。

　副長＝咳せき払ばらい──自分たちではなくモニターの向こうにいる男を憐あわれむように。「我々の信念に基づく捜査です、局長。事件を構成するあらゆる要素を白紙撤回する気はありません」

《良かろう》脳天から卵の殻からなみの脆もろさで砕け散りそう。《本日付けで君たちの解かい雇こを正式に通達させてもらう。内務省の書類だ。もはやどこにも直じき訴そ出来んぞ。分かったな》

　全く分かった様子を見せない大隊長／副長──一方的に通話モニターがオフに──なんだか暗転した画面の向こうから局長の意味をなさない金切り声が聞こえてきそう。

「ではかねてからの手続きに入ります、大隊長」副長＝何事もなかったかのように──涼月に手招き。「余計な通信で時間を食った。ついて来い。渡わたすものがある」

　涼月＝敬礼／退室──無言でうなずく大隊長＝今しがたクビを宣告されたと思えぬ平静さ。

「あの……良いんですか」思わず訊きいた──まさかあんな場面に出くわすとは思わず。

「気にするな」本当に気にしていない──というより全く違ちがうことを気にしている副長。「全く予想された反応だ。残念なほど予想通りだった。彼のあんな姿を見ることになるとはな」

　なんか悔くやしがってる副長──自室へ──デスクに置かれた書類を指さして。「あれだ」

　近寄る──ぎくっとなる──受験結果／合否通知──なんとも無造作＝心の準備もくそもないまま見てしまった──読んでしまった──棒立ち／心ここにあらず／しばし宙をさまよう。

「満足か？」副長──きちんと書類をたたんで封ふう筒とうに入れる──改めて手渡す。

「ええ……まあ」受け取る──ふいにまた副長の手招き＝引きずり回される気分。「どこへ？」

「屋上だ。少し付き合え」すたすた歩く──さっさと階段へ向かう。

　またもやなんだか分からないまま追つい随ずい──強い風──副長が手を出す。「煙草たばこをくれ」

「はい」驚おどろきのあまり、うっかり素す直なおに返答──ごまかす。「いえ、持ってないです」

「品切れか？」真顔で訊いてくる──持ってることはすっかり分かっているという調子。

「……いえ、ありました」面めん倒どうくさくなって降参──箱を差し出す──一本抜ぬき取られる。

「火を貸してくれ」

　なぜか逆らえず──手で風を遮さえぎってライターを点火／顔を近づける副長／大人に火を貸す／しかも副長に煙草の火をつけてやるという得体の知れない体験──なんかやたら緊きん張ちようした。

　すぱーっと堂に入った吸いっぷり。「煙草は七年前にやめた。体に悪いからな」

　だったら吸うな──あたしも吸っていいですかと訊けず──いいと言われたらどうしよう。

「感謝する。お前たちの働きでハンス・Ｗ・クラインへの足がかりが揃った」副長──どこか遠くを見ている／次の行動のための準備を調えている／その行動に追随しろとは言わないと無言で告げている。「後は選せん択たくだ。いつでもＭＰＢはお前を受け入れる。それだけは覚えていろ」

　副長の後押しなのだとようやく理解した──貴重な特甲トツコー児童を一いつ般ぱんの学校に通わせること。

「……はい」頭をかきながら──心はとっくに選択していると、せめて態度で伝わるように。

　わざわざ口にするなんてとんでもなくむず痒がゆい真似まねをしないですむように。




　　　　†




　食堂──涼月がやって来るなり一いつ斉せいに振ふり返る三人──陽炎／吹雪／夕霧＝固唾かたずを吞のむ。

　涼月──朝食を載のせたトレイをテーブルに置いて着席──三人を順番に見つめ返す。「ん？」

　陽炎＝咳払い。「で……結果は出たのか？」

　吹雪＝今すぐ〝おマーめザでルとトうーヴ〟と口走りそうな顔。「受験の合否通知が届いたんだよね？」

　夕霧＝おめでとうソングの前まえ触ぶれ。「ふんふんふふーん♪」

　涼月＝誰だれかの質問を丸ごと繰り返したり、不自然に椅い子すの前の方に座ったり、言葉と態度の矛む盾じゆんがもたらす特とく徴ちよう的な仕草が出ないよう、十分に意識しながら、口をへの字に曲げて言った。

「落ちたよ」自分でも満足する平然とした返答──そして三者三様の反応。

　陽炎＝肩かたすかし／ちょっと残念／かなり安心／どう慰なぐさめるか迷ってる。「あ……そう」

　吹雪＝ぽかん──なんで？　という顔──そしてやおら優やさしい微笑ほほえみ。「……そうなんだ」

　夕霧＝んんー？　と涼月を見つめる──にっこり。「涼月さん、ざーんねんでしたーっ♪」

　笑いが弾はじけた──仲間たちとのいつもの朝食──他ほかに望むものはなかった。何一つとして。




　　　　†




　出発──車両整備区画──ピカピカ／ごてごて／ド派手な装甲車両──キャンペーン仕様。

　三人──千々石の指示＝超正装／ＭＰＢの徽き章しよう／階級章／大統領就任式の警護なみの正服。

　二十五番街──集合する人々／プラカード／〈マンシャフト〉の若者たち／〈憎にくむべきコカインと戦う同盟〉の老ろう若にやく男なん女によ／〈前科七犯のお料理教室〉＝エプロン姿の屈くつ強きような男女たち。

　護送車両＝アダー神父、モルノー、エリクが降りる──群衆の歓かん呼こ／ハレルヤ／手て拍びよう子し。

　さっそくお祭り騒さわぎを呈ていする通り──副長のＳＬＲが到とう着ちやく──グレーテルのＢＭＷが到着。

　グレーテルの運転手役＝びびる若い二人の警官──〝俺たち〈ローデシア〉の団員章を買っただけです〟〝なんかカッコ良くて〟──武装犯罪への関かん与よはなし／署長の逮たい捕ほに戦せん々せん恐きよう々きよう。

　デモ警備の警官たち＝〈ローデシア〉の滲しん透とうはないとみなされた別地区の連中が出張。

　デモ警備のＭＰＢ隊員たち＝中隊レベルの警けい戒かい──最重要容疑者アダー神父を徹てつ底てい警護。

　マスコミ＝ＯＲＦの黒人チーフ／スタッフ／中ちゆう継けい車両──各社が同様の注目／中継。

　マスコミ対策＝千々石と広報課のスタッフが総動員──ＭＰＢによる警備をパレード化。

　車両の上から群衆を見る夕霧＝透とう明めいな眼まな差ざし／全ての悲しみを隠かくしたハミング／ステップ。

　車両の陰かげ──すぱーっと喫きつ煙えん中＝涼月。「……ＭＳＳの長官も道ハン化スヴ師ル男ストを狙ねらってるのか？」

　パチンと弾けるガム＝陽炎。「長官にとっては婚こん約やく者を爆ばく殺さつした最有力容疑者だ。あらゆる事件がつながろうとしている。お前はあの神父が枢すう機き卿きようを爆殺した犯人とは考えないのか？」

「普ふ通つうに考えりゃ犯人だ」ポケット＝手が自然とロザリオをまさぐる。「けど神父は……逆に枢機卿とか色んな人間を守ろうとして、スキンヘッドのバカどもに近づいたって気がする」

「ふむ。お前が今すぐ神父を力ずくで尋じん問もんしようとしないのはそのせいか？」

「デモが終われば話すって言ってるしな。拳げん骨こつで聞く相手じゃねーし」

「お前がそこまで自分の資質と真逆の技能を磨みがく気になったことが驚きだ」

「あたしもだ」素直に同意──煙草の吸い殻がらを水路にポイ捨て。

「涼月にお客様ですよー？」頭上＝夕霧──なんか興きよう味み津しん々しんという顔。「あの男の子でーす」

「なに？」陽炎＝きらりと光る目──涼月＝肩をすくめて。「懲こりねーやつだな」

　車体をぐるりと回る──ハンドカメラを両手で握にぎりしめているシュテファン＝元気いっぱい。「涼月さん、おはようございます！　今回のデモについてインタビューさせて下さい！」

「派手な男と話したか？　千々石っつーんだけど」

「はい。ＭＰＢの広報課の方ですよね。許可をいただきました」

　パレードの振り付けで大おお忙いそがしの千々石──だが疑問＝特甲児童の単独インタビューなどという不測の事態を招きかねないときには常にそばで目を光らせる極ごく楽らく鳥ちよう──小隊長の振り付けはもう十分だと判断したのかもしれない。「じゃ……まあ、良いんじゃないか」

「ありがとうございます！」せかせかカメラをセット──なんかもたついている。

「学校はどうしたんだ？　休みか？」間の悪さを埋うめてやるための質問。

「あ……いえ、職業体験は授業扱あつかいにもなるので。デモが終わったら学校に戻もどります」

「ふーん、偉えらいな。学校って、どんなところだ？　やっぱり楽しいか？」

「つまらないところですよ」恵めぐまれた者の微笑み──なんとかカメラを向ける。「それではお願いします。二五二五署の元署長が武装犯罪に関係していたというのは本当ですか？」

「ああ」淡たん々たんと。「昨日、逮捕したよ。自分がいた署の檻おりにぶち込まれてる」

「デモに参加する人々の中には、武装犯罪や惨ざん殺さつ事件に怒いかりを抱いだく人たちがいます。もし彼らが今回のデモを武装蜂ほう起きのチャンスと考え、革命的な暴動に発展させたら鎮ちん圧あつしますか？」

「バカ言え」うっかり本音が飛び出す「そんなことにはなんねーよ。神父がいるしな」

「でも、アダー・ガウス神父は武装犯罪者と供きよう与よ関係にあって、それを知った州知事が彼と決けつ裂れつしたという噂うわさです。州知事自身が、彼の逮捕をＭＰＢに要よう請せいしたというのは本当ですか？」

　たわごと──ふとカメラを構える少年の手の震ふるえに気づく。「そんな話は聞いてないな」

「あの……」なんか息切れしたようになる少年。「それでは次の質問ですが……」

「怖こわいのか？」合点すると同時に口に出して訊きいていた

「あ……あの」図星──カメラをオフに／人ひと質じちにされて目の前で人が撃うち殺されるのを経験した少年／デモが本当のどんぱちになるんじゃないかとびびってる。「……はい」

「心配すんな。あたしらが守ってやる」つい自然と拳こぶしを相手の肩に当てた。

　デモを守るという意味だったが、この少年を守るとも取れることに気づいたときには既すでにその拳を、ひしっと少年の両手につかまれていた。「あ……ありがとうございます。で、でも僕も涼月さんのように使命を遂すい行こうできるよう、頑がん張ばります」

　またもや生身の手の温かい感かん触しよく──慌あわてて振り払う。「い……いちいち手を握んなっ」

「はい。すいません」やたらと罪のない笑え顔がお──背後で黒人チーフの声。「シュテファン！」

「ほら、早く行け」しっしっと遠ざける──にっこり笑いながら走り去る少年。

　やれやれと車体の陰に戻って煙草たばこに火をつけたところで視線に気づいた。

　すぐそば＝陽炎──頭上＝夕霧──二人のじとっとした目に出くわす。「な……なんだよ」

「ふふんふーん♪」半眼でハミング＝夕霧──陽炎＝ぼそりと。「吹雪くんに言いつけるぞ」

　なぜかぎくっとなる──うろたえ気味。「ちょっと、お前ら……やめろよな、そーいうの」

「ふんふんふふーん」陽炎＝夕霧のハミングの真似まね。「ふふふー」

「ハンサムさんでした」夕霧＝陽炎のぼそりとした声こわ音ねの真似。「言いつけますよ？」

「違ちがうっつーの、別に、そーじゃねーだろ。なあ……ちょっとお前ら、本っ当、やめろよな」

《時間だ、遊ゆう撃げき小隊》運転席でブラームスを堪たん能のう中のガブリエル。《配置についてくれ》

「ふふふーん」「ふふー」陽炎＋夕霧＝ふくみ笑い──涼月＝辟へき易えき。「カンベンしろよ本当」

　三人が屋根に──デモ隊の左右に警備陣──装甲車両が左側についたとき、爆発的音楽。

　ラジカセを肩かたに担かついだエプロン姿の大男──前科七犯の料理人＝アヴェ・マリアにうっとり。

　アダー神父／病み上がりのモルノー／エリクが人々とハイタッチしながら先頭へ。

　誰だれかがサックスを取り出す──ほうぼうでコーラス／喚かん声せい／唸うなるように。

　にわかにデモ隊が歩き出す──呆あつ気けに取られる遊撃小隊／警備陣／マスコミ各社／野次馬。

　大合唱──とんでもなくキックの利きいたアヴェ・マリア──手拍子／〈マンシャフト〉チアリーダー部が踊おどり出す／〈天使と自殺願望について語る会〉がリードする／おお、神よ神よ、アヴェ・マリア／綺き麗れいなあの子を口説かせて／彼女は白人、俺は黒人、二人で過ごした後のベッドはシマウマ模様／神よ神よ、聖母様／指が綺麗なクルド人、とっても上手なあたしの彼氏、今夜も〝一触即発通り〟を渡わたって私の部屋まで来てくれる／私が恋こいした黒い髪かみの中国男、お国の旗には金色の星、聖母様が親指立てて恋を認めてくれた、あの人の股またの間についてる最高の金色の星／母親に素す敵てきな彼氏ができた、とっても優やさしい日本の男、母親とベッドにいる間、子供たちが退たい屈くつしないようニンテンドーのゲーム機くれた／父親が美人の彼女をつれてきた、セクシーなトルコ娘むすめ、息子むすこたちみんな彼女と踊るベリーダンスに夢中になった／おお神よ神よ──

　目を剝むく猥わい褻せつさ／思わず赤面／あんぐり──なのに心躍おどる陽気さ──どんだけ不ふ謹きん慎しんだ？　バカにしてんのか？　だが思わず笑いが噴ふき出す──みなの顔に笑いが浮うかぶ／止まらない。

　立て続けに勝手な愛の相手にされる世界中の人種の男女──そしていきなり先頭が右折。

「え……？」涼月＝啞あ然ぜん──素直についてゆく装そう甲こう車＝ガブリエル──陽炎＋夕霧＝ぽかん。

　デモでは御ご法はつ度とのルート変更──仰ぎよう天てんして笛を吹ふき鳴らす警官たち／だが集団は止まらず。

　さらに意気揚よう々ようと行進──気づけばデモの人数が倍増／あちらこちらから野次馬／観光客／面おも白しろがって両側の歩道をついてくる／カメラ／フラッシュの光／歓かん声せい／拍はく手しゆ／罵ば声せい／笑い。

「すごいすごいすごーい♪」夕霧──大はしゃぎ＝必死に失うまいとしながら、ずっと遠ざかる一方だった浮き浮き楽しい気分が、かつてない強きよう烈れつさで舞まい戻ってきた／舞い降りてきた。

　先頭を歩くあの神父さんの何とも楽しげな手て拍びよう子し──自然と伝わってくるもの──ああ、あの人は、いったい、どれほどの絶望を見てきたのだろうか──それでもあの男の人は、この楽しさを失わなかったのだ──世界を愛しいと思える全てを──ああ、なんという不滅の愛情。

　騒そう然ぜんたる陽気──そしてアダー神父を先頭に堂々と〝一触即発通り〟へ。

　アヴェ・マリアからド派手な求憐歌キリエに──そして栄グ光ローあリれアの超変形フルコーラス。

　キリスト様が俺におっしゃった／お前の拳ピス銃トーレを溶とかしてピピスストトンン用エオーイルルにするがよい／その弾丸クーゲルはエンジンのケーブルカーベルにするがよい／お陰かげで滑すべりは最高／爆発的だぜ俺の車は。

　おお、グローオオオオオオリア、マリア様がお好きな車さ／お前の手パイ榴ナツ弾プルで作ったテールパイプ／彼女がお好きな車さ／お前のショカッノトガーンネで作ったニンカジロンツ色テした運転席の日キヤよノけピー／見ろよ、なんて素敵な車カロのツボセデリィー、おおグロオオオオオオリア、エクスルタアアアアアテ！

　ペテロとパウロが話してた／このラゲイヴフエールアは車ゲトのリギーアベに作り替えりゃいい／ヨハネとマタイも話してた／このママシシーネンンゲガヴエンーアは磁マグ気ネー点トツ火ユン装ドウ置ングに作り替えりゃいい、おおグロオオオオオリア！

　どうだい素敵な車が出来上がり、ボディは何色だっていい、でも血の色はもうごめんだ。

　これで道路もまノルとマもールになるさ──そうなりゃレギノュラルーマガソーリンル買って走り出しゃいい。

　どうだい素敵な車でくりだそう、ボディの色はもう決まってる、もう血の色にはうんざりだ。

　非現実による常識のすり替え──モデリング効果だ──涼月＝半ば予期しつつそれを見た。

　群衆の後方からバカでかい車輪つきのゴミ用コンテナが幾いくつも運ばれて来た──モルノーやエリクや男たちがその鉄製の箱を音楽的に叩たたきまくる──側面に文字＝『お前の神に手渡せ』

〝一触即発通り〟のあちこちに現れる人々──手に銃じゆう──だが銃身を握にぎって掲かかげている／グリップを天に向けている／警官の警笛を無視して真っ直すぐコンテナへ──銃を捨ててゆく。

　警官が阻そ止ししようとするのをやめた──一人また一人──歓声／口笛／騒然──がちゃん、ごとん──コンテナに放ほうり込まれる銃器／麻ま薬やくの包み／注射器／医薬品。

　白人／黒人／アジア系／中東系／ラテン系／雑多な人種──半分はさくらだ。

　次々に何かをコンテナに放ほう棄き──モデリング効果による心理操作が効果を発揮──およそさくらとは思えない連中がぞろぞろ現れる──あらかじめ裏で手を回したり話を通したり脅おどしたり宥なだめたり取り引きしたりしたであろう連中──全く伊達だてじゃないヒキガエルの手しゆ腕わん。

　見るからに危ない連中が揃そろってコンテナに銃を捨ててゆく──黒人街／中ちゆう華か街がい／日本人街／トルコ人街／ユーゴ系／スラヴ系／ギリシャ系／イタリア系──デモの規模が倍増。

　世界を救ったんだ──ポケットの中のロザリオを握りしめた──ちっぽけな街角／汚きたならしい道路／寂さびれた商店街──でも／これが救うってことだ／彼らの手で彼らの世界を救ったってことだ。「いったい何人だ？　たった五百メートル、あいつらが前へ進んだだけで、いったい何人が銃を捨てた？　幾つの人種が参加した？　さくらが半分だとしても、もう半分は本当に捨てたやつらだっているんじゃないか？」

　陽炎と夕霧が答える前に仰天の事態──通りの終わりに場ば違ちがいな高級車／スーツ姿の護衛の姿／咄とつ嗟さに州知事が現れたのかと誤ご認にん──陽炎＝思わず身を乗り出す。「内務大臣だぞ!?」

　吊つり目の銀ギツネという感じの小男──いかにも繕つくろい笑えみ／苦々しさ溢あふれる笑顔──真っ直すぐ歩み寄るアダー神父／手を差し出す──大歓声＝内務大臣と黒人街の神父の握あく手しゆ。

　ＯＲＦ中継車両のそば＝あんぐり口を開いたまま棒立ちのシュテファン──父親を凝ぎよう視し。

「あの人も一いつ緒しよに歌うみたいですよー？」心の底から浮き浮き跳とび上がる。

「人種差別的な国こく粋すい主義者たちの束ね役とみなされている人物だぞ？　ＭＳＳ長官が道どう化け師しの次に狙ねらう相手でもある男が、黒人神父と握手だと？　いったいどんな魔ま法ほうを使ったんだ？」

「きっと汚い手を使ったんだろーな」思わずにやりとなる。「とんでもなく汚い手をな」

　通りから出る群衆──神父と内務大臣を先頭に第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトの国UN連O-都CI市TYに通じる幹線へ。

　そして無線通信＝ガブリエル。《各局が中継、州知事が不信任決議を乗り越えたぞ》

　脳内チップ──ガブリエルが親切にも通信解かい析せき班に要よう請せい＝ラジオの周波数──チャンネル同期を許可／ノイズ除去／にわかに脳のう裏りに響ひびくエドワルト州知事の声。《──これは私個人の勝利ではない。私たち州議会の新時代に向けての前進である。ここにその証あかしである、新たな公約および州議会の決定を発表したい。まず賛成多数により、〈ヴィエナ・タワー〉の再建が決定された。完成予定は二〇二二年。これはミリオポリスに多大なる経済効果をもたらし──》

「なんだって？」思わず驚おどろきが声に出る──仲間を振ふり返る。「これって、あのタワーか？」

「信じられない」ついて行けないという顔の陽炎。「超ちよう国粋主義者が強烈に主導して建てた老人殺しの塔だぞ。それを社会党の州知事が受け入れるなんて、いったい何が起こってるんだ？」

「すっごーい楽しそう！」取りあえず浮うき浮きステップ。「またみんなでどっかーん」

「二度もあんな目に遭あってたまるか」渋じゆう面めん──さらに続く州知事の発表。《建設は第フロ二リ十ズ一ドル区フのみならず周辺地区にもより良い影えい響きようを及およぼすだろう。第デ十ープ九リン区グ、第エ二ー十・四ヴエ区ー、第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト、そして第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスの、全すべての地下開発を全面的に見直し、第四次観光地化計画を推進する。これまで犯罪の温おん床しようとなり、環かん境きよう汚お染せんの隠かくれ蓑みのでもあった地下道が、清潔で美しく、多大な収益をもたらすであろう観光地に生まれ変わるのである。またこれらをもとに都市内における国際金融機関の誘致を全面的に支持し、全ての望ましい栄光ある事業を早期に実現すべく、特区法案が成立する見通しだ。またこれにより先の戦犯法ほう廷ていを上回るテロリズムの流入を心配する声があるが、これについても心配はないと断言しよう。なぜなら同じく先の事件において見事に事態を鎮ちん静せい化させた憲兵隊、すなわちＭＰＢを私の名において独立再編するからである。彼らは独立州軍に等しい州警護における最大の抑よく止し力りよくとして活かつ躍やくすることに──》

《実にとんでもないことを次々に発表しているぞ》ガブリエル＝痛快そう。《独立州軍とはな》

　副長と大隊長の意図──だがそれ以上の州知事の意図──ラジオ＝コメンテーターたちの揶や揄ゆ／仰ぎよう天てん／批判──予想される州知事への非難の豪ごう雨う──だが明らかになった州知事の強固な根回し──その〝豪ごう腕わん〟を必要悪のように語る評論家たち。

「つまり……どうやったかは分からないが、州知事は、国民党や未来党が支配していた利権をそっくり奪うばったわけだ」陽炎──ニュースマニアの熱意でコメントに耳を傾かたむけながら。

　良心で悪を吞め──神父が州知事に示した道／ロスタイムのキック／州議会のゴールど真ん中へ大逆転シュート──本当にやったんだ──州知事の笑み／立ち去る背の大きさ。

「みなさんどこに行くんでしょう？」夕霧──二キロ向こうにあの国UN連O‐都CI市TYのビル。

「前へ進んでるんだよ」涼月──たまらなくなってロザリオを握りしめた拳こぶしを真っ直ぐ頭上へ突つきだしていた。「前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード──だ。こいつがそうだ。真ストっレー直トぐ・フ前オワにードってやつだよ」

「専せん攻こうはロシア語じゃなかったのか？」陽炎──毒気を抜ぬかれたように肩かたをすくめて。

　アダー神父の手て拍びよう子し＝一連の爆ばく弾だんテロの最重要容疑者──その仰天ぶりの悪ふざけ。

　モルノー＝前科十七犯の元ギャングの歌声──中心人物を惨ざん殺さつされた〈マンシャフト〉＝全ての怒いかりも恨うらみも騒そう々ぞうしい陽気さの中に解き放ってどこまでも進んでゆく。

　俺らにお前の拳ピス銃トーレを寄よ越こしな！　溶とかしてピピスストトンン用オオーイルルにしてやるぜ！　お前の弾丸クーゲルを寄越しな！　エンジンのケーブルカーベルにしてやるぜ！　滑すべりは最高、爆発的だぜ俺の車は。

　その手パイ榴ナツ弾プルを寄越しな！　彼女好みのテールパイプにしてやるぜ！　そのショカッノトガーンネを寄越しな！　ニンカジロンツ色テした運転席の日キヤよノけピーにしてやるぜ！　見ろよなんて素す敵てきな車カロのツボセデリィー！

　俺らにラゲイヴフエールアを寄越しな！　車ゲトのリギーアベに作り替かえてやるぜ！　お前のママシシーネンンゲガヴエンーアを寄越しな！　磁マグ気ネー点トツ火ユン装ドウ置ングに作り替えてやるぜ！

　どうだい素敵な車が出来上がり、ボディは何色だっていい、でも血の色はもうごめんだ。

　これで道路もまノルとマもールになるさ──みんなでレギノュラルーマガソーリンルを買って走り出そう。

　まったくもって素敵な車さ、ボディの色はもう決まってる、もう血の色にはうんざりだ。

　ひときわ強く歌ってのち、やがて銃じゆう器き否定から生活改善の主張へ──第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オスは〝愉ゆ快かいな働き者の街〟というイメージのアピール──〝税金どっさり、年金どっさり、夢の街〟

　百人足らずで始まったデモが千人規模に──さらに膨ふくらむ野次馬／観光客／人種を問わぬ飛び入り参加者たち──国UN連O‐都CI市TY付近の広場へぞろぞろ入ってゆく──四方に商業ビル群／警備陣が広場を囲む／ビルの窓から広場を覗のぞく者たちを警けい戒かいする。

　いきなり全隊通信。《第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトにて六個目のＡＰ爆弾を発見！　ＭＳＳが炸さく裂れつ阻そ止しのため急行中！　デモ集団が進入した一帯のごく近くの地下道です！》

「なんだって？」跳とび上がるほどの驚き。「この近くに爆弾があんのか!?」

「まさか……爆弾に向かって歩いて来たのか？　我々を道連れにするために？」陽炎＝硬こう直ちよく。

「んんー？」夕霧──広場＝デモの終わりをみんなに告げている神父／強こわ張ばる笑顔の内務大臣と改めて握あく手しゆ／歓かん声せい──自然と伝わってくるもの。「でも神父さんは帰る気みたいですよ？」

　副長＝全隊通信。《ＭＳＳが爆弾の位置を特定した。炸裂は阻止される見込みだ。総員、デモの警備を続行せよ。繰くり返す。爆弾の炸裂は阻止される見込みだ》

「本当に無事に爆弾を解除できると思うか？」陽炎──落ち着かなげ。

「心配ねーよ」にやりとなる──ロザリオをきちんと仕し舞まう。「ＭＳＳにはそーいうのが得意なやつがいるんだ。逃にげたい逃げたいって言って泣いてんのに、絶対に逃げないやつが」

　デモの群衆が帰り道を辿たどり始める──手拍子／音楽／歓声──今度は最さい後こう尾びに立つつもりらしいアダー神父／モルノー／エリク──帰りたそうな内務大臣とともに佇たたずんだまま。

《ＭＳＳが爆弾を確保》副長＝勢い込んだ調子。《阻止したぞ。総員、襲撃に備えろ。爆弾の不発により、敵は近きん隣りんに存在する何らかの施設の破は壊かいを行うはずだとのＭＳＳからの情報だ》

「襲しゆう撃げきだと？」呆あつ気けに取られる。「だから国連ビルを目前にしてデモを帰したのか？　あの神父の目的はいったい何だったんだ？　本当に爆弾の位置を知っていたのか？」

「知ってて止めさせたのかもな」涼月＝遠くで群衆を見送るアダー神父を眺ながめて。「もしかすると、これ以外に爆弾を止める方法はないって、知ってたのかもな」

「きっと来るの」夕霧──ふいに何かを察して表情を消す／透とう明めいな眼まな差ざし／柵さくから身を乗り出すように辺りを見回しながら小さく呟つぶやく。「きっと、白露さんが来るの」

「五つ目の爆弾のときのようにか」射手の目──いつでも跳べるよう身構える／空を見る／飛来する輝かがやきを探す／類たぐい希まれなる同どう朋ぼうの輝き。「ＭＳＳの部隊もそれを予期しているんだろう」

「止めるぞ」拳を握にぎりしめて──遠くにいるアダー神父が無言で告げていること。「ここからは、あたしらがあたしらの世界を救う番だ」




　　　　肆し




《二五二五署を武装集団が襲撃した》副長＝全隊通信──広場＝ビルが建ち並ぶ西側にＳＬＲ／グレーテルのＢＭＷ。《ライマー元署長および逮たい捕ほに抵てい抗こうした者たちが脱だつ走そう。車両を使って地下道へ消えたとのことだ。彼らの通話を傍ぼう受じゆ。〈ローデシア〉の〝大魔ま術じゆつ師し〟が襲撃に参加。デモの群衆およびアダー・ガウス神父を殺さつ戮りくするよう命令した。やつが来る。ハンス・Ｗ・クラインが、自ら群を率いて地下からここを襲撃する気だ》

　おそらく署の警察用車両をぶんどって地下を驀ばく進しん──ただちに通信解かい析せき車両が地下を探査。

　その間にも爆弾の捜そう査さにあたっていたＭＰＢ中隊が現場に合流──どうやらＭＳＳと一いつ緒しよに爆弾の解除に奮ふん闘とうしていたらしいミハエル＝全隊通信。《爆弾を解除しようとしたＭＳＳの部隊が武装集団と交戦。地下鉄トンネルに複数のアームスーツ。赤いのがいるぞ。そいつが戦せん闘とう部隊の指揮官である可能性大だ。集中して叩たたき潰つぶせ。地上の部隊、射手に気をつけろ。必ずいる。既すでに敵は狙そ撃げき態勢に入っているはずだ》

　その間にも動き出しているＭＰＢ各隊員──デモの先導／誘ゆう導どう／車両を広場に乗り入れる／中心人物であるアダー神父らを取り囲むようにして保護──内務大臣の周囲を固める人々。

　いつの間にか広場に入ってきている車両──副長のＳＬＲ／グレーテルのＢＭＷ。

　車から降りているグレーテル──いつものフックの代わりに機械化義手＝手に自動拳けん銃じゆう。

《爆ばく発はつ物ぶつを積んでいると思われる複数の車両が現場に接近》隊員の報告──ためらわず先手を打つ好機を優先する副長＝全隊指令。《〈ローデシア〉団員による車爆ばく弾だんだ。ただちに実行すべき武力をもって阻止。地下道で敵の散開を確かく認にん！　遊撃小隊！　全アル・頭シユ出トウ撃ルム！》

《了解ヤー！》涼月＝獰どう猛もうな笑えみ──既に三人揃そろって宙へ＝転送を開かい封ふう──着地／疾しつ走そう／アダー神父が乗り込もうとしている車両から百メートルほど離はなれたマンホール＝その蓋ふたが吹ふっ飛んだ。

　飛び出すアームスーツ＝黒山羊やぎ──ずん、とそのひづめが広場のタイルを踏ふみ割った瞬しゆん間かん、ドカン！　右フック＝脇わき腹ばらにまともにヒット──黒山羊の巨きよ体たいが道路まで転がっていった。

　ビルの向こうでどーんと音──車爆弾を装そう甲こう車両で囲んで阻止／自爆／爆風の封ふうじ込め。

　陽炎──ビル屋上＝敵の射手の視線を探査しつつ精密な狙撃フオロー──他ほかのマンホールから現れる武装犯たち／窓から銃を突つき出して接近する車両の運転手／地下からビルに侵しん入にゆうして外へ飛び出す迷めい彩さい服姿の〈ローデシア〉野や郎ろうたちに、立て続けに弾丸をお見み舞まいしてのち、涼月が吹っ飛ばした黒山羊の抱かかえるバカげた機関銃の弾倉部に精確無比の一撃──盛せい大だいな炸裂。

　夕霧──腕わん部ぶごと火器を粉ふん砕さいされた黒山羊に向かって起き上がる間を与あたえず指を振ふり下ろす＝最大出力のワイヤー──黒山羊の胴どう体たい／搭とう乗じよう者／道路の鉄てつ柵さくごと真っ二つに。

　涼月──なぜかぐずぐずしていて装甲車両に乗り込もうとしないアダー神父たちとマンホールの間に立ち塞ふさがる──探査＝飛び出してくる黒山羊の顔面に、タワーを破壊したときに勝まさらぬとも劣おとらぬ渾こん身しんの拳げん骨こつを食らわせたとき、背後でいきなり炸さく裂れつ──衝しよう撃げき──遅おくれて届く爆音。

　爆風でバランスを崩くずす／爆ばく煙えんに視界を奪うばわれる──吹っ飛んできた防弾タイヤ＝探査と反射神経と機械仕じ掛かけの速度でかわした／代わりに何かが顔面へ飛来／さっと拳こぶしで叩き落とした。

　ぐしゃりとした感かん触しよく──足元に転がるもの──認識／戦せん慄りつ／ショック──吹っ飛んでぶすぶす焦こげついたエリクの上半身──おお、くそったれ、やりやがったな、ちくしょうども。




　爆煙の向こうから迫せまるエンジン音＝装甲車両──ガブリエルの通信。《やられた、涼月隊員。ＭＰＢの装甲車両の一つに〝道連れ爆弾〟が仕掛けられていた。アダー神父は乗らずに退たい避ひしたが、運転手と誰だれか一人が巻き込まれたようだ。私が彼らを保護する。アームスーツを頼たのむ》

《了解ヤー！》巻き込まれた哀あわれな弟について言げん及きゆうする間もなく迫る黒山羊＝顔に亀き裂れつ／欠けた角──猛もう烈れつな掃そう射しやをかわして懐ふところに飛び込みながら疑念──ＭＰＢの車両？　爆弾？　いったい誰がいつ仕掛けた？　車に乗ろうとしなかったアダー神父──爆弾の存在を知っていた？

　陽炎の狙撃フオロー＝火花を上げて黒山羊の頭部が半はん壊かい──ワイヤー＝黒山羊の脚あしに絡からみつく。

　地面に乱射しながら倒たおれる黒山羊の背に左右のワンツー連打＝がんがんがんがん、ぶっ叩いて装甲ごと搭乗者の背骨を粉砕──ふいに銃声──探査情報＝敵がいないはずの場所。

　広場──まだ逃げ去っていないマスコミの中ちゆう継けい車両──ＯＲＦの黒人チーフ＝その手に銃。

　地面にばらまかれた銃──コンテナ＝『お前の神に手て渡わたせ』──集められた銃に群がる黒人の男たち＝とっくにＭＰＢに先導されて広場からいなくなったはずの人々──黒人チーフの叫さけび。「武器を手に取れ！　武装蜂ほう起きだ！　武器を持て！　報復のときだ！　やつらを殺やれ！」

　信じがたい光景──革命的な暴動──鎮圧しますか？──おい、バカ言え。

　いきなり見境のない銃火／乱射／興奮状態で放たれる弾丸──グレーテルの運転手役の若い二人の警官──ヘルマンとフリッツ＝二五二五署の制服──顔／胸／腹＝何発も食くらった。

　二人＝不思議そうな顔のまま死体となって倒れた──グレーテル＝ＢＭＷを盾たてに応射。

　先頭にいた黒人の男が射殺される──銃火が激増──副長のＳＬＲに火花＝通信。《マスコミの一部が警護車両へ発はつ砲ぽう！　速やかに鎮圧せよ！　繰り返す、速やかに鎮圧せよ！》

《陽炎ッ、夕霧ッ！》涼月＝バカ言わないでくれ、というたまらない苦みを吞のみ込みながら自分はアダー神父の方へ猛もうダッシュ──ＯＲＦの車両へ走る夕霧──必殺の狙撃フオロー＝黒人たちへ。

　疾走する涼月の脳のう裏りに疑念──あるいは答え＝〈ワタリガラス〉は二人いる──あの黒人チーフがカラスの片割れ〈ムニン〉だった!?　デモをどんぱちの暴動にしようとしていた!?

〈ムニン〉が〈サイクロプス〉と連れん絡らくを取り合っている──咄とつ嗟さに通信。《夕霧っ！　チーフは殺すな！　そいつが〈ローデシア〉野郎のボスの正体を知ってる！》

　同時に広場の一角に新たな敵──マンホールでもなくビルの中からでもなく地下鉄トンネルの通風口＝鉄柵を吹っ飛ばして、いきなり真っ赤な化け物が飛び出した──鹿しかみたいな頭部の赤いアームスーツ──わらわら湧わいて出てくるスキンヘッドの〈ローデシア〉野郎ども＝乱射。

　苦痛の声＝モルノーが撃うたれる／倒れる──走り込んで盾になる装甲車両＝ガブリエルが降りる／アダー神父を呼ぶ／モルノーを助けるため駆かけ寄る──そのガブリエルの背に銃撃──黒人チーフが放った銃弾──モルノーに覆おおいかぶさるようにしてガブリエルが倒れた。

　ふざけるなくそったれ──心の中で叫んでいるのか口が叫んでいるのか分からない。

　ほんの僅わずかな時間で倍増し、怒ど濤とうのように響ひびく銃撃の音──自分の声すら消されてしまう。

　既き視し感かん──〈アンタレス事件〉＝十二人の男たちの死──振り払はらう＝そんなの許すものか。

　赤鹿野郎の掃射＝壁かべになっていた装甲車両がずたずたに／ＢＭＷが大破／グレーテルの退避──ガブリエルの車両の陰かげへ──アダー神父とともにガブリエルとモルノーの体を引っ張る。

　涼月＝吶とつ喊かん／跳ちよう躍やく／爆煙の中を砲ほう弾だんのように飛来──赤鹿野郎へ打ち下ろしの右ストレート──ふわりと空気みたいにかわされる／空振り／拳が地面を盛せい大だいに抉えぐった──そして衝撃。

　赤鹿野郎の回し蹴げり──ガード＝涼月の左ひだり腕うでがめきっと変な音を立ててひしゃげた。

　踏ん張って右フック──さらりといなされる／機関銃の銃じゆう把はが鉄てつ槌ついみたいに顔へ＝かわす。

　踊おどるような赤鹿野郎──腕部から溶よう断だん機能つきの刃は──涼月の右手が切断されて宙を舞まう。

　このくそったれ野郎──両手を再転送しながら足技わざ──ぱん、ぱん、ぱん──特甲と装甲が激げき突とつしているとは思えない軽かろやかな音／全ていなされる／かわされる──ひょいと目の前に化け物機関銃の銃口＝まるで魔ま法ほうのような現れ方──過去最高の迅じん速そくさで首を振った。

　バチン！　至し近きん距きよ離りで左の《飾り耳オーア》を撃ち砕くだかれた＝完全に狙ねらい澄すました敵の一撃──抗磁圧のヘルメットの効果が半減／衝撃で意識が吹っ飛ぶ／溶断機能つきの刃が首へ──一閃。

　突撃手の本領──ほとんど気絶しながらも右ストレート＝赤鹿野や郎ろうの胸──真っ向ヒット。

　ドカン！　衝撃で真後ろへ突き飛ばされる赤鹿野郎──ざーっと両足が地面をこする＝煙。

　涼月──首にぬるぬるした感触──拳を突き出した姿勢ではっと我に返る／《飾り耳オーア》の再転送／目に見えないヘルメットが形成される前に首を撫なでた──薄うす皮かわ一枚＝一文字の浅い傷。

　次の瞬しゆん間かんには走り出していた＝本能的──一瞬後にこちらの足を狙った赤鹿野郎の掃射。

　爆発する地面──弧こを描えがいて迫る砲弾のように相手に向かって疾しつ走そう＝要するに、あれだ、半分気絶してるくらいの方が何も考えずに済む分、拳が届くってことだ──我ながらでたらめ／だが心の声に従う／何も考えずに接近──めまぐるしい暴力のチェスを再開──涼月の拳／赤鹿野郎の拳／足／脚／拳／肘ひじ／膝ひざ／ナイフ／銃把──ぱん、ぱん、ぱん、という音が、がん、がん、がん、と濁にごるようになり、ほどなくして、がちん、がちん、がちん、という鋼鉄同士のぶつかり合いにふさわしい音になるや、するりと赤鹿の胴どうにヒット＝右フック──くの字に身を折る赤鹿の顔──がつんと左拳＝角が盛大にへし折れた──刹せつ那な、異様な電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアイイイイイイイイ──！》




　ＯＲＦの中継車両──銃撃戦の場ば違ちがいな橋きよう頭とう堡ほと化した車体──その屋根に、だん、と音を立てて着地したのと同時に、ダーン！　と銃声──夕霧＝さっとワイヤーを放ちかけて凝ぎよう視し。

　どさりとうつ伏ぶせに倒れる黒人チーフ──その向こう──銃を握にぎって震ふるえている少年。

　車の上の夕霧に気づいておののく──ひっと息を詰つまらせる／がくがく震えながら後ずさる／銃口が夕霧に向けられる──少年＝涙なみだ声ごえ／許ゆるしを乞こう声。「ゆ……許して……お願い……」

「シュテファン！」叫び──黒こく煙えんに煽あおられて煤すすだらけのスーツ＝内務大臣──護衛たち。

　自然と伝わってくるもの──咄嗟の逡しゆん巡じゆん／後こう悔かい──しまった、決して迷ったりせずに、この男の子ごと今乗っているこの車をバラバラにすべきだったのに。

　そして次の瞬間それが来た──何重にも汚お染せん対策が練られていたにもかかわらず発生したもの──中継車両から放たれる忌いまわしい電子の絶叫。《アアアアアアイイイイイイイィィ！》




　来た──死の宣告たる彼らの眼まな差ざし──一条の光／命と弾丸を結ぶ線／レーザーの光線。

　一つが広場へ──もう一つがビル屋上の排はい気きダクトのそばで膝立ち姿勢を取る自分に真っ直すぐ向かって放たれていることを認にん識しきした瞬間、これまでに経験したことがないほどの冷れい徹てつさと柔やわらかさとをもって相手に同じ視線を返し、一瞬にも満たない完全なる静止の時をとらえ、引き金と一体化した指と撃げき鉄てつとの連結を、この上なく聖母を思わせる優やさしさで解除していた。

　超伝導レール式ライフルの最大出力における排はい莢きようを伴ともなわない弾だん頭とう加速の衝しよう撃げき波はが、ぱっと周囲の空気を押しのけ、排気ダクトから噴ふき出す様々なにおいも全すべて消し去り、半径数メートルにわたって完全な真空と化しめたかのような絶対的な静せい寂じやくから、一瞬で跳とび去った。

　バチン！　入れ替かわるようにして衝撃──広場へ向けられていた視線＝その弾丸が排気ダクトのカバーを貫つらぬいてファンを粉ふん砕さい──その鮮あざやかな光線をとらえながら、陽炎は全く遮しや蔽へい物のない貯水タンクの上という無防備きわまりない場所に着地──自殺行こう為いとすら言える姿をさらしながら、もう一つの視線に向かって、やんわりと微笑ほほえみを返すように次弾を放った。

　沈ちん黙もく──眼下ではとめどもない銃撃の嵐あらし──だがこの高所においては完全に敵が鎮ちん圧あつされたことを悟さとりながら、えっ？　私がやったの？　こんな神業的な反撃を？　本当に？　という無む我が夢中の行為の後に訪おとずれる驚きよう異いを感じたとき──彼方かなたで何かが跳んでいた。

　一連の狙そ撃げきを何より支えた、まさにそれこそ神かみ業わざと呼ぶべき、精密かつ迅速なる探査において、それがビルからビルへ跳び渡ったことがはっきりと認識された瞬間、これまで考えたこともない疑念と答えが同時に降ってきていた──なぜ先の戦せん闘とうで、この自分が弾丸を撃ち込んで沈黙させたはずの射手の一方が、こうもあっさり復活して再び自分を狙いに来られたのか？

　遅おくれて到とう来らいするより詳しよう細さいな探査情報──追つい跡せきした相手の形状の一瞬の変化──巨きよ大だいなライフル＝相手の腕──こいつは特甲トツコー児童だ──敵は、私と同じ、狙撃型の特甲児童だったのだ。

　来る──危機の到来を予見しながらも心の衝撃によって先ほどの静せい謐ひつな態勢とは微び妙みように異なる──ということは天と地ほども違う──迎げい撃げき態勢を取った刹那──衝撃。

　バチン！　ライフルと一体化した右みぎ腕うで＝肘を粉砕された／もぎ取られた──衝撃に逆らわずあえて後方へ転てん倒とう──貯水タンクの陰へ──バチン！　タンクがひしゃげる／貫かん通つうした弾だん丸がんが陽炎の右みぎ脚あしに叩たたき込まれる／落下──転がる／這はう／手すりの陰──遅れて千切れた自分の右腕＝ライフルが落下──タンクから降り注ぐ水──狙われることを覚かく悟ごしながら再転送。

　だが敵は自分の再転送時の輝かがやきを狙わず──探査情報＝再び広場へ向けられた死の光線。

　私を仕留めたつもりか貴様──猛もう然ぜんと湧き起こる怒いかりが心の衝撃を押しやり、迅速にやり返すべく体勢を整えようとしたとき──電子の絶叫。《アアアアアアイイイイイイイイ──！》

　ぎくりとなる＝一瞬の遅ち滞たい──くそっ、なんだと──そして敵の弾丸＝止めるすべもなく。

　同じ瞬間、敵の死の視線を、何かが遮さえぎったのが探査に出現──高速で飛ひ翔しようする輝き。

　そして凄すさまじいまでの閃ひらめきが宙でかっと生じた──恐おそろしい火花が高速で飛び散り消えた。

　青く鋭いトンボの羽──陽炎＝驚きよう愕がく／驚きよう嘆たん／なんたる神業──宙を翔かけるあの少女。

　その長大な腕にやどる炎ほのおの刃やいばが、遥はるか彼方から放たれた弾丸を、真っ向から受け弾はじいていた。




　マスコミ車両──内務大臣／護衛たち／少年──彼らが大急ぎで逃とう走そうする様子は一瞬で意識から消え、ただちに情報汚染の予期せぬ侵しん犯ぱん的ゲートを構築した、この中ちゆう継けい車両をバラバラにすべくワイヤーを放ったその瞬間──夕霧の探査／直感／感覚に恐ろしいものが浮ふ上じよう。

　死の光線──陽炎が得意とし／同じものを駆く使しする敵と何度も戦い／撃退してきたもの。

　狙撃手の眼差し──それが真っ直ぐ自分を狙ねらい、もはや避よけられぬものであることを悟り、せめて致ち命めい的てきではない体のどこかで受けることを覚悟したとき──輝き。

　レーザー光線がこちらの動作を封ふうじる迅じん速そくさで放たれたのと等しい速度で、それを真正面から遮った誰だれか──かっと閃せん光こう──青い輝きがそのまま真っ直ぐ上じよう昇しようして空の色に溶とけた。

　パキン、と音──狙撃を受けることを覚悟すると同時に足元に向かって存分に放たれていた十糸のワイヤー──中継車がたちまちのうちに崩ほう落らく──倒たおれた黒人チーフの上に降り注いだ。

　ひらりと着地──すぐに涼月の援えん護ごに向かおうとしたとき、頭上に新たな輝き──紫むらさきの羽。はっと振ふり仰あおいだ姿勢のまま、ぴたりと動きを止める夕霧──自然と伝わってくるもの──目をみはった／ぞくりと恐きよう怖ふが全身を駆かけ抜ぬけた／息をすることすら恐ろしかった。

　立ちこめる黒煙の向こうで優ゆう雅がに舞まう羽──小隊長さん──その虚きよ無むに満ちた眼差し。

　暗闇を振り返った目──その手に途と方ほうもなく長大な重じゆう機き関かん銃じゆう＝動けば撃たれるという確信。

「……そんなことない」ふいに背後で声──探査に浮うかぶ羽／少女／黄色い輝き──だが小隊長さんを見つめたまま振り返ることもできない夕霧──細い泣き声／小隊長さんを呼ぶ声。「そんなことない……、そんなこと……鳳ぁ……」

　その声が確信させた──先ほどの情報汚染／抱いだいた後悔の正しさ／やはりあの男の子ごと中継車両を破は壊かいすべきだったのだ──小隊長さんを暗闇がとらえる前に。




　角をへし折られながらも柔らかさを失わない赤鹿野や郎ろう──とどめの右ストレート＝ふわりと異様な手て応ごたえ／一回転する自分──みしりと嫌いやな音──なんだ!?　投げ飛ばされた!?

　地面に転がされてやっと理解──赤鹿野郎が機き銃じゆうを捨てて両手で自分の拳こぶしを抱だくようにして受け止めた／というか受け入れた／というか流した／というか──いったい何をどうされた？

　肩かた口ぐちに鈍どん痛つう／すぐに無オフになる接クツ触シ部ヨンの痛み／生身にまで影えい響きよう──背中の方へひん曲がった右腕を再転送しながら慌あわてて転がり起きる──迅速に機銃を拾った赤鹿野郎の掃そう射しや。

　後ろへ跳んでかわす──ただの弾幕／逃走のため／こちらを向いたまま後ろへ走り出す赤鹿野郎──なんと便利な機能／あるいは身体能力──いずれにせよ追撃。「待ちやがれ!!」

　地下鉄のトンネルへ消える赤鹿野郎──寸前に手招き──あからさまな誘さそい。

　ＭＰＢの包囲＝一いつ斉せい射撃──〈ローデシア〉野郎たち＝なぎ倒される／抗こう戦せんする／執しつ拗ように。

「涼月隊員!!」呼び声──追撃を咄とつ嗟さに中断──車両の陰にガブリエル。「神父を守れ！」

　慌てて駆け寄る──防弾タイヤを穴だらけにされたド派手な装そう甲こう車両／神父がいない／グレーテルがいない──背中を撃たれたガブリエル＝血／防弾チョッキを貫通──ちくしょう。

「俺は心配ない。行け。アダー神父は地下へ逃にげた」マンホールを指さす──最初に黒山羊やぎが現れた穴。「あれが最善の退路だという判断だろう。ドラゴスティノフ捜そう査さ官かんが神父を追った」

　ガブリエルの向こうにいる男に気づく──モルノー＝顔に弾丸の穴。「……ちっくしょう」

「同感だ……それどころか、一向に言葉が足らない気分だ。神父を守ってくれ。頼たのむ」

　激しいタイヤの音──弾だん痕こんだらけのＳＬＲ＝かつてないほど最前線で踏ふん張る副長。「ハンス・Ｗ・クラインは地上にいない！　地下だ！　行け、黒シユヴ犬アルツ！」

「了解ヤー！」もしかして初めて口頭で副長に応答──なぜかやたら奮起＝先ほどの赤鹿野郎の挑ちよう発はつをすっかり消し去る／疾しつ走そう／マンホールへ飛び込む──暗闇──ハシゴを無視して落下。

　だん、と地下道に着地──左手にでかい水路──照明なし／声なし／敵なし──探査＝何百メートルか先の分ぶん岐き──開け放たれた鉄のドア──走った──ドアの向こう＝パイプの迷めい路ろ。

　ほのかな照明──何の施し設せつだ？　ガス管か？　脳内チップで検けん索さく＝国UN連O-都CI市TYの付近──電線／地下の冷れい却きやく設備／地上にマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の枝機関ユニット＝都市管理施設の一つ。

《黒い羊が本気で世界を救おうとでも思ったのかね？》ふいに音声──スピーカー＝聞き覚えのある男の声。《この世の悪をすすることが君の生きるすべであり何よりの商売だったのに》

　リヒャルト・トラクル──かつて空港で聞かされたふざけた演説のときと同じクソ野郎の声。

「生きるすべであり何よりの私の使命だよ」声──アダー神父＝パイプの群のどこか。「お前は同じ悪をすすりながら生きることをやめた。お前はもうこの世に存在しない亡ぼう霊れいだ。それとも私に声をかけているこの悪あく霊りようは、あいつの鏡合わせに過ぎない存在なのかな？」

《私こそが真実だよ、アダー・ガウス。君が信じる神よりも多くを語る存在だ》

「人を惑まどわすお喋り屋トーカーの仕事というわけだ。それとも卑いやしい毒をまき散らすガララトガルラスヘネビイクかな。私たちはお前の影かげにずいぶんと近づいた。戦犯法ほう廷ていの証人たちが道を作り出した」

《彼らはみな天に召めされたよ。きっと今ごろ、夢物語の続きを楽しんでる頃ころだろう》

　神父の位置を探査──銃を持つ者を探査──さらに別の銃を持つ誰だれかを探査。

　近づく──息を殺す／音を立てず／パイプの隙すき間まの向こう──女＝拳けん銃じゆうを構えて音もなくすり足で動くグレーテル──その銃口の先──ちらちら動く人影＝神父ではない誰か。

《君も同じ夢物語に参加するつもりかね？　まさか、そのために〈プリンチップ社〉との蜜みつ月げつを放ほう棄きするとは信じられないな。それで君は何を得ただろう？　〈九天使〉の抜け殻がらかね？　気の毒にもグリムゲルデを盗ぬすんだ罪で引き裂さかれた整備会社の社長の最さい期ごは見たかね？　それとも君はまさか、自分が信じる神をその手で引き裂けるとでも思っているのかね？》

「顔を奪うばわれた男の書類だ、友よ。それともやはりお前はただの招かれざる虚きよ像ぞうか？　〈プリンチップ社〉という計画された偽いつわりを奪った男か？　私はお喋り屋トーカーの目に映る真実をずいぶん前に手に入れていたのだよ。だからこそ私はあの法廷を望んだ。悪霊に一つ教えてあげよう。シスター・アーレは私の代わりに証人になったのだよ。私にはまだ役目があった。だがそれも終わろうとしている。お前には誰がイギリスの王子を殺したか分かるまい」

　視し認にん──冷却設備がある広い空間に堂々と立つアダー神父──その後方数メートルのパイプの陰かげにグレーテル──そして鉄の階段の上＝二階──地上へのドア付近に迷めい彩さい服＝道どう化け師し。

《君の謎なぞかけは儚はかない夢の一つとして受け取ろう。では、そろそろお別れだ》

　ハンス・Ｗ・クライン──骨こつ董とう品のＰピ３スト８ー拳レ３銃８──ゆっくりと神父に狙ねらいをつける。

　グレーテルが飛び出す──それよりも早く跳ちよう躍やく──思わず渾こん身しんの力で拳こぶしを叩たたき込みかけた。

　右拳──にわかに輝かがやき──弾丸みたいに飛んでくる少女＝かっと目を見開く道化師。

　その獰どう猛もうな顔へ吸い込まれるようにしてヒット──ハンス・ヴルストの頰ほお・鼻・顎あごがいっぺんにひしゃげる／ぶっ倒たおれる／盛せい大だいな鼻血／折れた歯──着地＝足元に転がる拳銃。

　ひょいと右手で拾った──ナイスセコンド＝吹雪──どんなに無茶なタイミングでも見事に還送を実行してくれた──一・五トンの打だ撃げき力りよくを有する通常の拳に。

「これは驚おどろいた」アダー神父──食えない笑えみ。「後ろの彼女が撃つと思っていたのだがね」

「生かして逮たい捕ほだぜ、師マイ匠スター」銃を握にぎった手を振ふる──戦利品／証しよう拠こ品＝ポケットに突つっ込む。

「生徒に先を越こされたわ」グレーテル──構えたままの銃口から冷気が溢あふれそう。「残念ね」

　なんか駆かけ上がってきて道化師を射殺したがってるっぽい──おいおい尋じん問もんなしかよ。

　恨うらみ骨こつ髄ずいの魔ま女じよの冷気──うっかり殺される前に道化師を拘こう束そくして連行しようと振り返る。

　いきなりバカげた哄こう笑しよう──げらげら血まみれで笑う道化師──なんともタフな野郎。

「その女が師だと？」くすくす笑い。「時間だ。七年前と同じように焼かれろ、グレーテル」

　時間が凍こおりついた──涼月が跳とんだ／道化男が跳はね起きた／グレーテルが走った。

　アダー神父が振り返った──その先のどこかに仕し掛かけられたもの──誰もが悟さとった。

　頭上──悪霊のささやき。《さようなら、見知らぬ友よ。どうか地じ獄ごくで夢の続きを》

　閃せん光こう──そして何もかもが消え去った──轟ごう音おん／衝しよう撃げきの波／高熱の波──全すべて焼かれた。




　　　　伍ご




　暗くら闇やみ──吸い込まれてゆく──流されてゆく──全身が何かに濡ぬれている。

　静せい寂じやく──凄すさまじい耳鳴り／それでも抗磁圧のヘルメットが鼓こ膜まくを守ってくれた／命を。

　情報──ＡＰ爆ばく弾だん──ＭＳＳが止めた六つ目ではない──まさかの隣りん接せつ区域に七つ目。

　あちこちで破は裂れつする音／ごうごうと流れる何か／頭がぐらぐらする──心がぐらつく。

　機械仕掛けの強きよう靱じんさ──エメラルドの輝き＝バラバラになった四し肢しが元に戻もどってゆく。

　その輝きで自分が半ば水路に身をひたしていることが分かった──だから濡れている／すぐそばで丸まる焦こげの冷却タンク／蒸発した冷却水の霧きり／溶とけたパイプ──もしかすると冷却タンクが吹ふっ飛んできて盾たてになったお陰かげで助かった？　あたしはどこにいる？　神父は？　グレーテルは？　道化師は？　水路──あの部屋から吹っ飛ばされた？　立ち上がった──よろめきながら進んだ──崩くずれた壁かべ／ごうごうと燃えている部屋／べったり濡れた自分の体がやけに気になる──誰もいない／跡あと形かたもない／崩れた天てん井じよう／ぽっかり開いた地上への出口。

　やけに心がぐらつく──炎ほのおに照らされた壁に何かの数字──『３７２９２３１７１３１１７』

　ふっとそれが消えた──めまいと吐はき気が治まるのを待ってから思い切って跳んだ。

　崩れかけた壁を蹴ける──地上へ──神父かグレーテルか道化師がそこにいると思って。

　目の前──ビルが二つ燃えていた──爆風と熱波が床ゆかを吹っ飛ばして建物を隈くまなく焼いた。

　歩く──体がべたつく──燃えるビルの間を通る＝黒こく煙えん越ごしに輝き──紫・青・黄。

　仲間はどこだ？　神父はどこだ？　破は壊かいを免まぬかれたビル＝玄げん関かん口ぐちからもくもくと噴ふき出す煙けむり。

　煙の中から這はい出る女──血でぐっしょり濡れた黒くろ髪かみ／執しゆう念ねんに満ちた魔女の顔。

　グレーテル──ふと驚きの表情になって道路に棒立ちになる涼月を見た──その姿。

　涼月──視線に気づく／意味に気づく／体中が真っ赤──僅わずかに振り返る。

　ビル──亀き裂れつの入ったショウウィンドウ──映し出される鏡合わせの血まみれの自分。

　絶ぜつ叫きよう──べったり体中にくっついたもの＝吹っ飛んだ人間の残ざん骸がい──逆さまのアダー神父の顔の皮──涼月の左ひだり肩かたに貼はりついて、同じように何かを叫さけんでいるようだった。

　パニックの叫び──心を砕くだかれる──何も見えない──どこもかしこも血の色だ。




　燃え盛さかるようなエメラルドの輝き──小隊長さん──誰かの叫び／涼月の叫び／あそこで叫んでいる仲間を敵と見なして──自然と伝わってくるもの──全てを火で焼き尽つくすという恐おそろしいほど単純明快で撤てつ回かいする余地のない意志──紫の輝きが別のものへ──レベル３。

　動いた──夕霧の中で突とつ如じよとして膨ふくれ上がった恐きよう怖ふがそうさせた──小隊長さんが転送を開始すると同時にフルパワーでワイヤーをなぎ払はらった──小隊長さんに向かって。

　そうしなければいけないという強きよう烈れつな思い──以前そうしたことがあるという異様な感覚。

　次の瞬しゆん間かん、それだけは起きてはいけないというとてつもない恐怖が来た。

　振り返ってはいけない──背後に──死／虚きよ無む／暗闇／炎／痛つう憤ふん──報復の意志。

　目の前が真っ暗になるほどの恐怖──暗闇に輝く数字──『３７２９２３１７１３１１７』

　とてつもない悪意のイバラの侵しん食しよく──全身に激しい熱──歌声。「あーああーあーあ♪」

　燃え盛るようなエメラルドの輝き──レベル３──心が虚無の歌声に一瞬で満たされた。

　頭上に熱く太陽のように輝くもの──束になったワイヤーの群とともに襲おそいかかった。




「鳳！　鳳！　鳳！」声──青い輝き──高速で滑かつ空くう／下降／炎の刃はを振りかざして。

　地上──夕霧＝夢見るような虚うつろさ／抗磁圧によって宙に浮うく体／鋭えい利りな足先。

　その周囲／体／宙でのたくる白銀のイバラ──まるで意志を持って蠢うごめく鉄てつ条じよう網もうの群。

　電気ノコギリのような振しん動どう音を放ちながらイバラが荒あれ狂くるった──上空にいる者を引き裂さくために──そして一いつ閃せん＝青い輝きが飛び抜ぬける／イバラを引き裂く／反転／宙返り──切せつ迫ぱく。

　夕霧の背に向かって燃える刃を振るおうとする青い輝きに向かって撃った──必中の狙撃フオロー。

　なんだ!?　陽炎──愕がく然ぜん／瞠どう目もく／恐怖──いったい私は誰を撃った!?

　そうしなければならなかったという思い──声──（撃て、陽炎ーっ！　撃て──っ！）

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承しよう認にん──》

　血に怯おびえる子供の声──怯えながらもそうしろと告げる声──（あたしを撃て、陽炎っ！）

　これは再現だ──かつて自分たちがしてしまったこと全ての──にわかに何かが接近。

　狙そ撃げきの打撃から復活した青い輝かがやき──打撃を抱かかえたまま──刃が迫せまった／銃じゆう口こうを構えた。

　相手の一閃／撃った──手応え──両断された己おのれの右みぎ腕うで＝ライフル──背後＝真っ逆さまに墜おちてゆく少女──陽炎の腹にうっすら傷／一文字／危あやうく自分の胴どう体たいも二つにされかけた。

　にわかに叫び──金切り声──笑い声＝脳のう裏りで──楽しい楽しい楽しいなァ！

　ぞっとなった──恐怖がそれを呼んだ──己おのれの特甲＝燃え盛るようなエメラルドの輝きを。

　地上から突如として耳をつんざく爆音──まばゆいばかりの閃光──誰だれかのレベル３。

　自分が同じように高度な兵装を現そうとしているのを悟った──ああ、お願いやめて──抗あらがえない／揺ゆりかご／失われたはずの森の光景──真っ黒い何かに包まれながら。

　変へん貌ぼうした手足──周囲に浮かぶ複数の球体／形成されるレンズ／両手に二つのグリップ。

　幾いくつもの引き金＝両手足に収納された金属球を操作──自分の姿を隠かくすもの／全すべてを焼き払ってくれるもの／ライフルの代わりになるもの──幾いく重えものコンソールレンズ。

　それが自分の姿を消し去るのを感じた──自分の心とともに。




　横よこ殴なぐり＝強烈な熱波──自分の体に燃え盛るようなエメラルドの輝き。

　叫ぶことを止められない──変化を止められない──いつか吞のみ込まれた暗闇／火／記き憶おく。

　恐怖に任せて拳こぶしを振ふるっていた──自分に向かって照射された青い光点──爆ばく発はつした。

　拳が放つ抗磁圧──レベル３──気づけば身にまとっていたその力で真っ向から防いだ。

　黒こく煙えんの向こう──目がくらむほどのサファイアの輝き＝両腕から巨きよ大だいな剣けんを生やした怪かい物ぶつ。

　見境のない攻こう撃げき──怪物たち──辺り一面が燃えていた／燠おき火びが舞まっていた／火の粉のせいで伸のばした手すら見えない──まるで火の豪ごう雨う──空気が歪ゆがむ／空気の変貌／別の輝き。

　意識が薄うすれていく──心がぐらつく──僅かに残った正気がしきりに訴うつたえている。

　動きを止めろ──激しい動きを──自分以外の者の全ての動きを止めねばならない。

　先ほど苛か烈れつなアメジストの輝き──火の壁かべに遮さえぎられても届いてくるトパーズの輝き＝それがすうっと消えてゆく──空気を変貌させて全てを焼こうとしている。

　走った──動き──おかしくなりそうだ──それとも／あるいは／もうおかしくなってる。

　動きを止めろ──誰かが泣いている──全てを止めるために──それしかなかった。

　皇の涙なみだ──誰かの首を抱えている──切り落とした首──止めるため──赤毛の少女の首。

　皇が去っていく──どこへ行くんだよ──泣き虫おフロ嬢イラ様インを止めてくれ──頼たのむ。

　今度は仲間も連れて──必ず──だがそっちにあるのは──真っ暗くら闇やみだぞ──死。

　振り返ったら──（僕たちはつながってるから）──よせ──そっちは──（涼月ちゃん）

　ばちんと衝しよう撃げき──ショック──心の焦しよう点てんが僅かに合う／ぐらつく／目をみはる。

　炎──影かげ絵えのようにゆらめく者たち──知らずに振るっていた拳＝トパーズの輝きへ。

　レベル３──誰もかれもが──まるで怪物の共食い──無線通信。《やめろ、遊撃小隊──戦せん闘とうを中止しろ！　遊撃小隊！　涼月ッ!!　解かい析せき班、彼女たちを止めろ！　転送を──》

　ノイズ──けたたましい混信／経験のない接続の感覚──叫び。《超ちよう高速回路を特甲に組み込んでいます！》──叫び。《〝黒いダイヤ〟!?　どうやって手に入れたの!?》──叫び。《いったい何のために!?　自分自身を爆ばく弾だんにでもする気!?》──叫び＝ノイズ──なんだ？

　いったい誰の声だ？　どこで喋しやべっている？　あたしは今どこにいる？　何をしている？

　炎──自分が動きを止めているのが分かった──誰かに向かって振り下ろしかけた拳。

　ふいに誰かが自分を支えてくれているという感覚──誰かが引き受けようとしている──仲間殺し──（必ず守るから）──誰かが犠ぎ牲せいになるまで終わらないのだと分かったから。

「よせッ!!」叫さけび──自分の声だと突とつ然ぜん気づいた──止められない／叫ぶことも／相手も／目の前で起きている全て／何もかも。「やめろ、やめろよッ、やめろッ、吹雪ーッ！」

　誰もかれも──叫び／こだま／怪物たちの狂きよう宴えん──そして何もかもが時間を止めた。







　　　　陸ろく




「手が開かないんだ。ずっと握にぎったまま、あたしは……一度も手を開いたことがないから」

　ばしっと音を立てて意識が戻もどる感覚──かつてないショック──いや、以前も。

　見た──今まで目が勝手に見つめ、口が勝手に話しかけていた相手──咄とつ嗟さにマリア医師センセイがそこにいるんだろうと思ったが、誰もいなかった。

　宙に向かってとうとうとまくしたてていた──光景が目に入ってくる／頭が理解を始める。

　心が今この瞬間に戻ってくる──医い療りようフロア──誰もいない？　いや──気配──息づかい──身を起こしかけて気づいた。

　両りよう脚あし＝膝ひざから外されている──両手＝拳を握ったまま開かない──頭＝ぐらぐらする。

　患かん者じや服姿──ぞっとするほど無防備で無力な感覚が襲ってくる──強ごう引いんに起き上がった。

　ベッドの両脇の柵さく──両腕でしがみついて体を持ち上げた──ちくしょう拳が開かない。

　身を乗り出す──どたん、と音を立てて床ゆかに転落──痛みと無力感に呻うめきながら這はった。

　両肘だけで進む──ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう、またこの姿に戻るなんて。

　立って歩くことも、ものをつかむこともできない自分──ずるずる這って生き延びることしか考えられず、世界中の何もかもが自分を踏ふみつぶしにかかっているような恐きよう怖ふに怯おびえて過ごした幼い自分──くそったれ、あたしはそれでも生きたんだ──機械の手足を手に入れるために閉じ込められていた家から病院まで必死に這って進んだんだ。

　寝ね息いきのする方へ──カーテンで囲まれたベッド／隙すき間まからではなくカーテンの下から潜もぐり込んだ／頭から／両腕の力だけでベッドに体を持ち上げ──見た。

　目を閉じて横たわる夕霧──四し肢しは外されていない──既すでに接続調整が終わっている。

　他ほかに使用されたベッドはなかった──陽炎はいない──もう目覚めている？

　ふいに記憶──火──動きを止めなければならないという切せつ迫ぱく感──なぜ？　なんのため？

　声──（キスしてくれたら）──（鳳！　鳳！　鳳！）──（逃げるのか）──頭の中で沢たく山さんのテレビのモニターがでたらめにチャンネルを変え続けているよう──一いつ貫かんしない。

　ぐらぐらする──あいつはどこだ？　（僕たちはつながっている）──吹雪は無事なのか？

　ベッドから離はなれて再び床を這った──拳／肘／顎あご──くそ、手が開かない──めまいがする。

　部屋を出る／廊ろう下かを這う／誰もいない──向かいの病室──特甲トツコー児童を収容できる病室なんて限られてる／バカでかい代だい替たい義手つきベッドを入れるための広い入口。

　入る──ベッドの下の床に沢山の布きれや機械や何かのパック──規則正しい機械音。

　ひときわ大きな機械式ベッド──拳こぶしを床に押しつけるようにして身を上げた。

　ベッドの縁へり──見えない／くそ、見えない／腕をベッドの柵に絡からめて持ち上げた。

　金きん髪ぱつの少年が薄うす目めを開けて横たわっている──患者服と胸までかけられた毛布──隙間からスパゲッティみたいに絡み合って延びているコード類──毛布の凹へこみ＝外された手足。

　吹雪──口に呼吸器＝穏おだやかに上下する胸──ほっと安心した／腕にさらに力を込めた。

　ベッドの上に這いのぼった──まるで夜の暗闇が怖こわくて兄弟のベッドに潜り込むように。

　コード類を外してしまわぬよう気をつけながら少年のそばに身を横たえた──どっと額に汗あせが噴ふき出る／安あん堵どの吐と息いきがこぼれる／少年の体温と呼吸音を頰ほおと肩かたで感じる──涙がにじむ。

　マリア医師センセイに見つかったら怒おこられる／こんなところを見られたら恥はずかしくて仕方ない──ようやく一貫性を持ち始めた意識──構うもんか／ひどく疲つかれてこのまま眠ねむりたい。

　せっかく取り戻しかけた意識がどこかへ吸い込まれていく──温かさ／暗闇／記き憶おくの墓場。

　火──じきに覚めると分かっている夢の中で聞こえるささやき──ああ、もし全てを思い出すとしたら──（フロー状態とは文字通り情報の洪こう水ずいだ）──それは引き潮現象だ──（とても処理仕切れないほどの身体動作の情報が押し寄せて）──再び潮が満ちて何もかも押し流し、引きずり込んでゆく──（回かい避ひするための忘ぼう却きやく）──誰だれの手も届かない深い精神の水みな底そこ。

「涼月、なんでここに」声──うっすら目を開いた──マリア医師＝怒ってる／驚おどろいてる／背後にいる医療スタッフを厳しく振ふり返る。「同じ病室に入れないよう言ったはずよ」

　身を起こす──照れ隠かくしの寝ぼけ顔＝声を低めて。「吹雪が起きちまうよ、センセー」

　顔を強こわ張ばらせるマリア──てっきり叱しかられると思ったが何も言わない／言葉がない感じ／ぎゅっと眉まゆを寄せて何かに耐たえるような眼まな差ざしを向けてくる。「涼月……」

　医療スタッフが近寄る──その背後から見慣れぬ男女が現れる──いや、どこかで見覚え。

　記憶──鮮あざやかな──いつか吹雪の家に招かれた／優やさしいパパとママ──吹雪の両親。

　二人の間に立っている子供に気づいた──六歳くらいの少年が母親と手をつないでいる。

　まじまじ見た──吹雪の弟──健全な方の子供／今まで存在すら忘れていた幸福の子供。

　がちゃんと音──担たん架かを運ぶ医療スタッフ──涼月＝ぼんやり抗こう議ぎ。「吹雪が起きちまうよ」

　近寄るマリア──担架に乗るよう促うながす。「来なさい。あなたはまだ起きられる状態じゃ──」

「静かにしてやってくれよ」目がかすむ──幸福の子供／パパとママ／不気味な影かげ絵えに見える──ふと疑問＝なぜ彼らがここに？　うわごとみたいに口が繰くり返す。「吹雪が起きちまう」

　マリアの手──体を引っぱられる／群がるように近づく医療スタッフたち／体が持ち上げられる／手が開かない／心がぐらぐらする──マリアの顔＝怒ってる──いや違ちがう──悲しさに耐えるため怒ったような顔になっている。「ごめんなさい、涼月。吹雪くんは──」

「よせよ。そっとしてくれよ」心が揺ゆれる──めまい──自分の声が甲かん高だかくなる。「吹雪が寝てるんだ。起こさないでやってくれよ。可哀かわい想そうだろ。頼たのむよ──」

　自分の声が遠のく──なあ頼むよ──目の前が真っ暗になってどこかへ運ばれていった。




　　　　†




《ヴォルフガング・ラバグルト内務大臣が暗殺されたことから、政府は混乱を防ぐため国民党員のイグナツ・フォン・エアラッハ上院議員による後任閣かく僚りようを緊きん急きゆう指名しました。ＢＶＴは、最後に大臣と連れん絡らくを取り合っていたというＢＶＴ内務調査課のグスタフ捜そう査さ官かんが、何者かによって拉ら致ちされたと発表。反国家的謀ぼう議ぎにおける容疑者たちの強行逮たい捕ほが波は紋もんを呼んでおり──》

　ニュース・ニュース・ニュース──目が勝手に見ている──耳が勝手に聞いている。

　そして突とつ然ぜん、ばしっと音を立てて意識が戻もどってきた──心が体に叩たたき込まれるような感覚。

　呆ぼう然ぜん──私は何を観ている？　ここはどこだ？　手──しっかりぬいぐるみを抱だいていた。

『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．２０１４．９．５』──くすんで灰色になった子こ猫ねこのぬいぐるみの胸に自分が書いたもの──だが一いつ瞬しゆん、別のものに見えた。『３７２９２３１７１３１１７』

　何の数字だ？　そして次の瞬間それはやはり初出しゆつ撃げきの後に自分で記した日付に戻っていた。

　辺りを見回した──自分の部屋──死者の名めい簿ぼ／ホワイトボード／散らかった書類。

　膝ひざで明めい滅めつする光──吹雪くんの携けい帯たい電話が何かを猛もう然ぜんと検出中──画面下部＝自分の携帯電話のアドレスから転送されたメッセージ──差出人＝クローネンブルク。

　ニュース──目が勝手にテレビモニターに戻る──耳がその情報を確かく認にんしようとする。

《市内で八つ目のＡＰ爆ばく弾だんが使用され、多数の被ひ害がいが出たことから、議会はＢＶＴと第二作戦部隊による強行逮捕を容認する方針です。なお逮捕者には現げん役えきの治安組織員もふくまれており、緊急ニュースでお伝えしましたように、反国家的謀議の罪で逮捕された公安組織ＭＳＳの長官、ヘルガ・不知火・クローネンブルクについては異例のスピード起き訴そに踏み切る見通しで──》

　硬こう直ちよく──ＭＳＳ長官を逮捕？　起訴？　あの人を裁く？　いったい何が起こってる？

　八つ目のＡＰ爆弾だと？　内務大臣の暗殺？　グスタフが行方ゆくえ不明？

　私たちのあの戦闘はどうなった？　あれからいったいどれくらいの時間が過ぎている？

　楽しい楽しい楽しいなァ──ワニが笑っている──意識がぐらぐらする／目の焦しよう点てんが歪ゆがむ。

　心が崩くずれ落ちてゆく感覚──心を保たせるものを求めた──膝の携帯電話＝メッセージ。





聖地の暗くら闇やみに汚けがれた霊れいたちが新たな外げ典てんを記す

蝶ちようは暗闇へ去った　九人の姉し妹まいの列につらなって

偽いつわられた死者の目は今も鏡合わせの生者を見つめている

どうか、みいつの王に報むくいを




　　ヘルガ・不知火・クローネンブルク






　複数回線による送信──きっとその大半が情報汚お染せんによって遮しや断だんされたのだと悟さとった。

　ゆいいつ受信できた──吹雪くんの携帯電話による違い法ほうすれすれの通信伝達ライン。

　さらに添てん付ぷされたメッセージ──タイトル＝〈シラヌイ文書：補遺〉

　きっと追い詰つめられながらも最後まで諦あきらめずに残してくれた。

『Ｂ０Ｙ９７Ｃ０Ｍ９０。内務調査課の捜査官は敵の手に落ちた。火を追いなさい』

　携帯電話が猛然と検けん索さく──既すでに出されている答えの一つ──新たなＢＹＣＭバイシム。

〝火ファのイよアう・なレ赤ツド〟の色相──閉とざされた扉とびらの鍵かぎたる暗号。

　そして死者の帳ちよう簿ぼが語り出す──超ちよう高速炸さく薬やく／ライフルの弾薬／炸裂後にグリース様物質を残す無味無む臭しゆうの液状火薬──その売買ルートの追つい跡せき＝六年前の記録が叩き出される。

　おびただしい量の火薬／弾薬／ヘルベルト大たい尉いが教えなかったルート──グスタフの仕事。

　ローデシア迷めい彩さいを示す色相とほぼ同じデータ──だが／そして──新たな記録。

　吹雪くんの魔ま法ほうの品の本領発揮──軍の機密データを、決けつ壊かいしたダムの水なみに溢あふれさせる。

　軍の武器支給の記録／武器の詳しよう細さいな情報／機密データの全検索──可能性のある全ぜん項こう目もく。

　最初のメッセージを見直す──ぐらぐらする意識／心──〝みいつの王〟

　恐きよう怖ふ／畏い怖ふ／脅きよう威いをもたらす──脅迫者たちの背後にいる黒幕──きっとあの人がもう少しでつかめたはずの何者か／それを自分に託たくした／全すべてを封ふうじられる前に──〝報いを〟

　猟りよう犬けんが倒れた──自分より遥はるかに先を進むはずだった同どう朋ぼう──〝望むところよ〟

　気づけば涙なみだが頰ほおをつたわっていた──それでさらに頭がはっきりした──悲しみ／怒いかり。

　あの人はまだ諦めていないはずだ──このメッセージが何よりの証拠だ。

　その思いにすがった──ふいに強きよう烈れつな悲しみが襲おそいかかってきた──（鳳！　鳳！　鳳！）

　あの戦闘はいったいどうなった？　かすかな記き憶おく＝還送時のエメラルドの輝かがやき──全ての特甲児童たち──誰だれかが止めてくれた──引き受けてくれた──恐おそろしい何かを。

　恐怖──私は仲間を撃った──また違う涙が溢れる／こらえきれない／おかしくなる。

　少女──落ちていった／自分が放った弾丸で／少女の生存を確認することすら恐ろしい。

　予感──いずれ訪おとずれるだろう忘ぼう却きやく──でなければ取り返しのつかない精神の変容。

　携帯電話──検索結果＝ほぼ間ま違ちがいなく凶きよう器きとして用いられたであろうライフルの候補。

　その現存──全てのライフルが同じ基地にある／同じ施し設せつで訓練用に今も使われている。

　都市南なん端たん──〈空フルー港クハー広フエンプ場ラツツ〉の隣りん接せつ施設──〈空港占せん拠きよ事件〉前の強烈な陽射しを思い出す。

　ぬいぐるみをそっとベッドに横たえた──返し損そこねたままのミハエルの毛布で包んだ。

　解明──心の何もかもが崩れ落ちる前に──全てを知らねばならなかった。




　　　　†




　拳が開かないんだ──心が訴うつたえる／どうにかしてくれと叫さけびたがっている／だが口はそれとは全く別のことを喋しやべり続けている。「あたしは聖水曜日に死ぬつもりだった。体の中身まで交こう換かんされるって思ったから。マリア医師センセイが来てくれなきゃ、そうされてた。吹雪がやってくれたんだ。あたしのために。マリア医師センセイが〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉にいたあたしたちの担当になって、あたしの体を元に戻してくれるように、何かのファイルを書き換かえた。最高の医者だって吹雪は言ってた。マリア医師センセイなら助けてくれる。あいつが悪いんじゃないんだ。あたしのためだったんだ」

　言葉が止まらない──拳が開かない──ちくしょう──拳が開かないんだ。

「吹雪なんだ。この体はあいつに助けてもらった。だからあたしは言った。あいつにやるって。あたしは死ぬはずだったんだから。こんなフランケンシュタイン博士が作った怪かい物ぶつみたいな体に価値があるんなら。こんなんでいいんなら、お前の好きにしていいって。そしたらあいつ、なんて言ったと思う？」

　ふいに意識が戻もどってくる──自分が喋り続けているということを自覚する。

　人──宙に向かって喋っているのではない──辛つらそうなマリア。「涼月、聞いて……」

「大人になったら、なんて言いやがって」言葉が止まらない──まるでもうじき消えることが決まった人間が大急ぎで記録に残すか誰かに聞いて欲しがってるみたいに。「あいつがキスしてくれたんだ。ボロボロのあたしの体に。傷だらけの怪物に。あいつは綺き麗れいだって言った。あたしはずっと数えてた。九十七回のキス。幸せの回数。もしかするとこれで九十七回、死にたいと思っても、あたしは耐えられるかもしれない。あたしがそう言ったんだ。あいつはそれを覚えててくれた。あいつがあたしを生かしてくれてたんだ」

　小さく何度もうなずくマリア──こちらの言葉を遮さえぎりたがっている／話さねばならないことを話そうとしている仕草──だがそうさせたくなかった／何も聞きたくなかった。

「ライターの文字も変えてくれた。あたしはずっと違う文字が刻まれたライターを使ってた。安らかに眠ねむれって意味の文字を。死んだ子供たちがあたしを呼んでる気がして。早くそうしないと元の体がどんどんなくなっていくと思って。だからあたしは暗闇の中へ逃にげたんだ。あの停電デーだよ。聖水曜日にあたしは逃げたんだ。体を交換されなきゃ死ぬって言われてたから。あたしは交換されるくらいならもう終わらせちまおうって思ってた。痛いのを我が慢まんして一人ぼっちで泣きながらプラーター公園で煙草たばこを吸って死ぬのを待ってた。でもあいつがあたしを見つけてくれた。あたしを治してくれる医者が来るようにしてくれた。新しいライターを買ってくれた。今のやつに。あの四文字に。あたしとあいつの約束の言葉に。早く大人になって今より幸せな場所に行こうって。離はなればなれになっても出来る限り早くまた会おうって。そのためにしなきゃいけないことなら迷わずに何だってさっさとやっちまうように──」

　マリアの頰を涙がつたわった──誰よりも頼たよれるはずの医師。「ごめんなさい、涼月……」

「あたしたちはズタズタだ。ただ生きるためだけにズタズタになってる。それがどんな気分かセンセーなら分かってくれる。あたしたちにはあたしたちを生かしてくれる誰かが必要なんだ」

「吹雪くんはもう眠ったままなの」マリアが遮る──涼月の拳こぶしに手を重ねる。「ごめんなさい」

　噓だ──そのはずだ──学んだ尋じん問もん術／何とか応用して見み抜ぬこうとした／この人は噓をついているに決まっている──だがどこにもそのしるしを見つけられなかった。「また同じことをする気かよ。死んだふりなんて一回で十分だろ。なんであいつがそんな危ない目に遭あわなくちゃいけないんだよ。安全な場所にいてあたしたちを少しだけ助けてくれれば良いんだ。あたしにバカどもをぶん殴なぐるための手足を送って寄よ越こしてくれればそれで──」

　ふいに巨きよ大だいな影かげ絵えが部屋に入ってくる──目の焦しよう点てんが合う──吹雪の両親／弟──父親が近づいて来て言った。「すいません……ここを去る前に、彼女にどうしても伝えたくて」

　いつか吹雪が大人になったらそんな風に喋りそうな穏おだやかで遠えん慮りよがちな口調──マリアが涙なみだを拭ぬぐって割り込む／遮る／代わって話そうとする。「もう手続きは終わられたんですか？」

「はい。私どもがすべきことは全すべて。あの子を……どうか……大切に扱あつかって下さい」

　性急にうなずくマリア──彼らを出て行かせたがっている／彼らが涼月に近寄る／少年の不思議そうな眼まな差ざし／何でこの人は脚あしがないのママ──父親＝涼月を真っ直すぐ見つめる。「私の息子むすこの、良き友人でいてくれて、本当にありがとう」

　涙で光る両親の目──ふざけるな──ふいに叫びそうになった／マリアが開かない拳を強く握にぎった／父親は尖とがったものに触ふれた手を反射的に引っ込めようとするように涼月から身を遠ざけた／涼月の表情に怒いかりを読み取った母親が弟の手を引っぱった──退く彼らを追うように身を起こした。「吹雪を捨てるのか？」

「涼月……！」マリア──叱しかると言うより悲鳴のよう。「よしなさい、彼らは──」

　父親──家族をつれて後ずさる。「君には心からの感謝を……」

　不気味な影絵が部屋を出て行く──手を伸のばそうとして拳が開かないことを思い知る。

「待って、吹雪は寝ねてるだけだ。また死んだふりをしてるんだ。行かないで。あいつは──」

　ぐらぐらする──何もかもが影絵に変わっていく／マリアがいなくなる／助けてくれる大人が誰だれもいなくなる／不気味な揺ゆらめきの中に溶とけていく。「涼月……よして、お願い──」

　暗くら闇やみが迫せまる──自分まで影絵に吞のみ込まれる恐きよう怖ふ──必死に抗あらがって叫さけんだ──行かないで。

　見捨てないで──頼たのむから。お願いだから。あいつを捨てないで。子供を捨てないで。




　　　　†




　公こう認にん捜そう査さ官かんの権限で押し切る──ＭＰＢ公用車を調達／銃じゆうを調達──ハンドルを握った。

　運転中に幻げん覚かくに襲おそわれないことを祈いのりながら走らせた──空港へ向かう高速道。

　事前に打だ診しん──ヘルベルト大たい尉いが教えた裏うら技わざ＝〝海外派兵への志願を検討中の憲兵〟

　許された見学──その日のうちに施し設せつに直行することを〝熱心さ〟と解かい釈しやくしてくれた。

　途と中ちゆうの休きゆう憩けい所で食事──仲間たちの安否についてたまらない不安──押し殺して走った。

　訓練施設──広報官の気さくな応対。「我々は常に国家を愛する者を歓かん迎げいする」

　見せてもらった──厳重な管理室＝ずらりと並んだ訓練用ライフル──使い古された装備のリサイクル／新品にする努力／いったんバラバラにして使える部品同士を組み合わせている。

　ファイア・レッドによって明らかになったデータ──非合法レンタルの記録。

　追つい跡せきをきわめて困難にするため銃器をバラバラに──施設外へ持ち出すため。

　あの夜の森──現場でわざわざライフルを組み立てねばならなかった理由──バラバラにして他ほかのライフルの部品と組み合わせた保管記録をでっち上げる必要があった。

　使用後の炸さく薬やく残ざん滓しなど、物的証しよう拠こは全て綺麗に拭い去られている──鑑かん識しき不能──だが。

　根こん拠きよある数字のあみだくじ──ライフルの部品の保管記録──使用した人間の顧こ客きやくリスト代わり／あるいはその後の脅迫のための記録──違い法ほう行こう為いという名の逃にげられない鎖くさりを、客の首につけて、引き続き有望な商売相手とするためのグスタフの仕事──もしかするとヘルベルト大尉の関かん与よ──〝敵の手に落ちた〟＝口を封ふうじられた。

「英えい雄ゆう的な働きをした者が使っていた部品を、ウサギの手のようにお守りとして所持することを望む兵士は多い」嫌いやがりもせずにプリントアウトした記録の一覧をもとにライフルを分解してくれる広報官。「参考までに、貴官が尊敬の念を抱いだく射手の名を教えてくれるかね？」

　ライフルの部品の刻印番号が特定できればすぐに判明させるつもり──だが逆に訊きいた。「保管記録から、過去に使用していた個人名は特定できないのですか？」

「それは、この十二挺ちようのライフルを分解し、保管記録を逆算して一挺のライフルに組み立て直してのち、部品に刻印された番号の組み合わせを確かく認にんしてからのことになるな」広報官──陽炎が考えているのと全く同じ答え。「だがときには、記録に残されていないものが刻まれている場合もある。使用者が残したちょっとしたマークとか、隊規に違反しない程度の加工の痕こん跡せきなどだ。ときには、あまりに見事な迷めい彩さいが施ほどこされているため、保管担当官が、そのままにしたものもある」ノズルだけペイントでまだら模様になったライフルを指さす。「そしてこいつは、なるほど、貴官が敬愛するのも、もっともだと思われる人物のライフルだったらしい」

　にっこり笑う広報官──カチッと音を立てる──集められた部品を組み合わせる。

　陽炎──ぐらりと地面が揺れるようなショック──その音──カチッ。

「銃床ストツクに絵や文字を入れたがる者は多い。戦せん闘とう機の尾び翼よくにマークを入れるようなものだな」

　何かを察しているような広報官──その口調に恐怖を感じた──この男は今、何と言った？

　もっともだと思われる人物──銃床に何かが刻まれていて、この男は、それを見たのか？

　急激に現実感が遠のく──ぐらぐらする──自分は今、本当にここにいるのか？

　ここにいて、あの音を──カチッ、カチッ、カチッ──私はこの耳で聞いているのか？

「なんと、吸いつくように組み立てられていく。素す晴ばらしく手入れされ、調整され、全ての部品が生命のように一体的であることが追求されたライフルだ。軍の伝統的な隊規とはいえ、わざわざバラバラにするのが勿もつ体たいない、使う人間によってこうも違ちがうということを教えられる逸いつ品ぴんだ。貴官としてはこのまま完全に組み立てられた状態での装備を願うだろうが、生憎あいにく、それは許されていないし、これはあくまで訓練用に保管されている。貴官が派兵されるときに与あたえられるライフルを、これと同じように使い込み、何よりの目標にすべきだとしか言えない」

　勝手なことを喋しやべりながら組み立ててゆく──最後の部品をはめ込むひときわ大きな音。

　カチッ──彼女の記き憶おく──過去に聞いたものと完全に同じ音──暗闇にこだまする悲鳴。

〝助けて〟

　広報官が胸に抱かかえてみせる──ライフル──その美しさ／おぞましさ──凝ぎよう視しした。

　あまりに恐おそろしいものを前にしたとき目が逸そらせなくなるように──ライフルの銃床部。

　消し切れていない痕跡──ほぼ握把グリツプに近い位置に赤々と刻まれていたであろう文字。

『中』──その下に刻まれた言葉＝かすれているがはっきりと読めた──保管担当官があえて完全に削けずり取ってしまわないことを選んだ文字──『〈赤ローのトジバャオッアクー〉は最高の切り札』

　ああ、なんてことだ、なんてことだ、なんてことだ、いったい、これはなんてことだ。

　強きよう烈れつな酩めい酊てい感にも似た衝しよう撃げきのさなかに彼女は／私は／陽炎はその瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな崩ほう壊かいとともに自分の解釈が逆であったことを──追跡された事実が、そのままあるべき真実を示していたことを思い知った──カチッ、カチッ、カチッ──あの残された音の意味。

　入念な偽ぎ装そうと潜せん伏ぷくによって存在の痕跡を全く残さなかったはずのプロが、なぜか残した音。

　いつか男は告げた──四人は固い絆きずなで刻まれていた。だがあるとき一人が自分のライフルの汚れに気づいた。朝から晩まで、分解して洗っては組み立て直した。だが汚れは一向に取れず、何日も何日もそれは続いた。バラバラにすることをやめられなかった。保管記録をでっち上げるためである以上に、そうすることを手も心も止められずにいた。だから現場でライフルを組み立てるなどという狙そ撃げきに決定的な誤差をもたらす行いをせざるを得なかった。ライフルの汚れを拭ぬぐえずに。さらに汚れを重ねるために。俺がお前にその答えを教えてやれたらとどれだけ願うか分からんよ。憐あわれみ。汚れ。戸と惑まどい。優やさしさ。お前にその答えを。ああ、なんてことだ。




　　　　漆しち




　目覚め──開かない拳──だが両りよう脚あしが接続されていることに気づいた。

　身じろぐ──きっとそうだろうと思っていた通り──丸まったまま開こうとしない足の指。

　だがそれでもベッドを出ようと身を起こした──すぐに止められた──手＝医い療りようスタッフの女性。「まだ大人しくしていて。接続状態が不安定だから。再調整の準備中よ。じきに治るわ」

　マリアがつけた監かん視し役──湿しめったタオルで顔を拭ふいてくれた／開かない手。

「だいぶ熱が下がったわね」額に手を当てる──繕つくろい笑え顔がお。「さ、水分を補給しなさい」

　いつ熱なんて出したのか分からなかった──鎖さ骨こつの辺りに管＝点てん滴てき──差し出されるストロー／ぼうっとしながら水を飲んだ／目の焦しよう点てんが合う感覚──影かげ絵えはどこにもない。

「吹雪に会いたいんだ」ガラガラ声──眠ねむりながら叫さけんでいたのかもしれない。「お願いだよ」

「その前にお会いしておかないといけない人たちが来てるわ」涼月の表情を窺うかがう。「いい？」

　吹雪のパパとママだろうと思って、こっくりうなずいた──みんな噓ばかりついて話にならないという思い──ちゃんと言って聞かせないと──全部噓うそだったんだって。

　女が立ち上がって部屋を出て行く──すぐに男と女を連れて現れる──両親を。

　息を吞のんで見つめた──優しげな男／涙なみだぐんでいる女／パパとママ──自分の父親と母親。

　おずおず近寄る二人──いつ目の前の子供が激げき昂こうするか分からないと怖おそれる顔──父親が言った。「やあ、ディー。久しぶりだね。お前の上司のエアハルトさんから連れん絡らくがあったんだ。お前が受験に合格したとね。それで私たちのサインが必要になると言われて来たんだ。手続きは済んでいる。ただ、お前に一言、伝えたくて、待たせてもらっていたんだ、ディートリッヒ」

　呆ぼう然ぜんとなったまま聞いた／見つめた／最後に見たときは檻おりの中に入れられていた。

　それっきりだった父親──寂さみしげで優しげな微笑ほほえみ。「おめでとう……よく頑がん張ばったな」

　黙だまって大人しく聞いている涼月に安心したのか母親がすぐそばまで来て言った。「偉えらいのね。きっとしっかり勉強していたのね。それで……学校には通うの？　それとも寄宿するの？」

「どちらでも私たちを頼たよっていいんだ、ディー。お金のことは心配いらない。あのときのお金がまだちゃんと残っているからね。覚えているだろう。お前が当てた幸運のお金だ」

　両親の言葉──まるで言って聞かせるように──噓ばかりだと──全部噓だったのだと。

　鏡を見る恐きよう怖ふ──自分についた噓すら暴あばいてしまうことへの──慌あわてて目の前の二人を追い払はらう代わりに、心がそれをいち早く認めていた──心を支えるために積み重ねた自分への噓。

　涼月、十一歳──両親が再び会いに来た──両親が欲ほつしたもの──涼月の保全金。

　両親が子供の金を目当てに親権の復活を主張しに来たのだという、自分の中で強固に築き上げたはずの防ぼう波は堤てい──あるいはつく意味などなかったはずの噓──まるで自分自身をプログラミングする機能を持ったコンピュータのように／偽いつわった瞬間から自分自身を操作し始める噓。

「２００１０９０３」父親が言った──聖なる何かを唱えるように。「ママはずっと同じ番号の宝くじを買い続けているよ。お前の誕生日の数字をね。まさかまた当たるとは思わないが、そうすることが私もママも……義務のような気がしているんだ。そうすることが嬉うれしいんだ」

「あなたは私たちの幸運の子よ、ディートリッヒ。あなたが作ってくれたお金だもの、残りはあなたが使っていいのよ」母親──ふいに涙が膨ふくらんでこぼれた。「ごめんなさいね。あなたを病院に連れて行けなくて。パパはずっと自分を責めているの。どうか許して」

「あのときはまだ私に正規の市民権が許されていなかった……本当にすまない。そうでなければ、すぐにでもお前を治療させてやれたのに」

　崩くずれてゆく──自分が自分でいるために作り上げた噓──病院＝健康保険の適用外である父親／とてつもない額の治療費／治療のすべがない娘むすめ──母親は自分に言い聞かせるしかなかった／いつか娘が手を開くと信じて。

　娘の障害を放置した──そうさせたのは両親ではない──国だ──都市だ──自分だ。

　親権を抹まつ消しようして労働児童として市に登録する以外に治療のすべがないのに──自分が拒こばんだ／パパとママがどうにかしてくれると思って／捨てられたくなくて／二人に背負わせた。

　親権が維い持じされたまま病院に這はっていった──莫ばく大だいな額の借金を父親に抱かかえさせて。

　父親は文句も言わずそれに従った──だが／そして、福ふく祉し局の判断──強制的な親権喪そう失しつ。

　金がない人間に子供を育てる権利はないといわんばかりの政府の方針──父親は最後まで抵抗し続けた──だがどうにもならなかった。

　その事実／感謝／罪悪感すら拒んだ──なぜなら──もっとひどい罪悪感から逃にげたくて。

「手を開いて見せて、ディートリッヒ」母親──そっと手を重ねて。「どうかお願い」

「違ちがうんだ、これ……」崩れ落ちてゆく──何もかも──せき止めていたものが溢あふれかえり、心の奥底に押しこんだまま葬ほうむったはずの暗くて救いようのない思いが膨れあがって破は裂れつし、もはや自分から隠かくすことさえ出来ずにその言葉を口にしていた。「あたし……なくしちゃった」

　父親がさらに手を重ねる。「ディー……」

「パパとママからもらった手足、なくしちゃった。だって、取り替えられるなんて思わなくて。治してもらえるんだと思って。これ、あたしの手じゃない。パパとママからもらった手じゃない。あたし……捨てちゃった。ごめんなさい……。本当にごめんなさい。ごめんなさい」

　涙が溢れた──砕くだけた──自分を支えていた偽りの全すべてが崩れてどこかへ落ちてゆく。暗い場所に。ぽっかり空いた虚うつろな心の穴──拒み続け、逃げ続けてきた罪悪感の巨きよ大だいな重さに押し潰つぶされるとともに何もかもを吸い込んでゆく穴──手に入れようとして失ったもの全て。

　選んだこと、行ったことの全てが過あやまちだったという思い──なくしちゃった。

「ごめんなさい、ディートリッヒ……」母親の声──涙──ああ、言わないでくれ──噓を見み抜ぬくことにすっかり長たけた自分が冷ややかに告げている──自分がそれを母親に言わせているのだ──罪悪感の身代わりにして。「あなたをそんな体に生んでしまって、ごめんなさい」

　崩れ落ちてゆく──交こう換かんされ続ける体／ズタズタに／それでも生きていく──噓を重ねて。

　機械の手足を手に入れたくて這っていったんじゃない──痛みを無にできない手足なんていらないと自分に言い聞かせた──本当は気づいたら切り落とされていた自分の命の一部に怯おびえおののいていた──次々に切り取られてゆくたびに罪悪感が襲おそってくる──ただ生きたくて捨てられたくなくて自分を偽った──だがしかし本当にすべきだった選せん択たくが日に日に迫せまって来る＝洗礼を受けずに死んだ子供たちが自分を呼んでいる。何でお前は生きているんだ。腐くさるだけの体と心。はっきり想像できた。吹雪はもういない。一いつ緒しよに噓をついてくれる相手。九十七回のキス。合言葉。最初から死んで生まれていればこんなことにならなかったのに。なくした手足。パパとママがくれた体。大切な純潔と少年が呼んでくれたもの。守るすべは一つだけ。

　ぐらつく──意識が遠のく──医い療りようスタッフが何かをパパとママに話している／二人の手が開かない拳こぶしを包む／優やさしい微笑み／拭ぬぐわれた涙なみだ──ふいに手が何かを握にぎりしめている感覚。

（内的導引性ビジョン）──いつの間にか病室に一人になっていた──（それに抗あらがってはいけない）──唐とう突とつに右手が開いた──他ほかの指は開かないのに。

　まるで花が咲さくように──開かれた手にライター＝『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』

　そんなはずないという思い──存在を確かめるためまた握った──開いた──何もない。

　ゆっくりベッドから出た──膝ひざで進む──棚たな──制服／所持品／どれも焦こげて煤すすだらけ。

　ライター＝『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──ロザリオ／ボイスレコーダー／煙草たばこ──銃じゆう。

　骨こつ董とう品のＰピ３スト８ー拳レ３銃８──道どう化け師し野や郎ろうから奪うばうことができたゆいいつの品──弾だん倉そう＝空。

　患かん者じや服の上から右手だけで制服を着た──ポケットに所持品を入れたとき、またあの感覚。

　いつの間にか何かを握っている──ゆっくりと開いた──ライター＝『３７２９２３１７１３１１７』──何かの数字／見覚え／だが思い出せない──心がぐらつく／感情が遠のく。

　握る／開く──何もない──ぐらつく心──最後に棚の中を探さぐる──何かに触ふれる。

　ころころと転がる音──覗のぞき込む／奥の暗がり──弾丸──おそらく銃から抜ぬき取られた。

　二発──それらをポケットにしまった──膝と肘ひじで進んで部屋を出た──吹雪を捜さがした。

　部屋──機械の群──眠ねむり続ける少年──枕まくら元もとに座って見つめ、声を殺して泣いた。

　やがて訪おとずれる静かな時間──窓を見た──青空／都市。自分が何をしようとしているかを考えた。これ以上の偽りがないことを十分に確かめてからボイスレコーダーを取り出した。正しく言葉を遺のこせるだろうか？　やや気き後おくれ──だが右手が自然と録音モードをオンにしていた。

　深呼吸──少年の顔を見つめて微笑む──しくじりゃしないさ──窓の外を見た。過去にやろうとしたことをもう一度やるだけのことだった──今度は誰だれも止めてくれないだけで。途と方ほうもないほど多くを奪いながら与あたえようともする都市に向かって、言うべきことを口にした。

「さよならチユース、ミリオポリス。あたしは今日、死ぬことにしたよ」




　　　　†




　公こう認にん捜そう査さ官かんの権限──あるいは逸いつ脱だつ──法に抵てい触しよくする行こう為いかどうかも考えられなかった。

　証しよう拠こ保管室──先生が解かい析せき後に再び組み立ててくれていた──父様のライフル。

　弾薬──堂々とＭＰＢの装備保管室で書類を書いて手に入れた──ライフルに込こめた。

　誰にも会わないよう素す早ばやく車に戻もどった──真っ直すぐ走らせた。

　森──みたび／何度となく／永遠に引き戻され続ける聖地──悪夢の巣。

　廃はい墟きよと化したコテージ──中で待った──風化した記き憶おく／死がやどる場所で／息を潜ひそめて。

　来る前に吹雪くんの携けい帯たい電話で送った──追つい跡せき不能のメッセージ＝時間と場所の指定。

『聖地の暗くら闇やみ。Ｂ０Ｙ９７Ｃ０Ｍ９０。報むくわれざること一つとしてなからん』

　自分がそのメッセージを送っているのだという現実感が全くなかった──さらなる証拠を片っ端ぱしから収集してくれる吹雪くんの携帯電話にも全く思考が追いつかなかった。

　ローデシア迷めい彩さいを意味する色相＝暗号──爆ばく薬やく──〈ルフトハンザ３９１便ハイジャック事件〉の直前──旅りよ客かく機のエンジンを吹ふき飛ばすほどの爆弾──〝ムハウィシュは爆弾のプロ〟

　旅客機の撃げき墜ついを許可したオーストリア政府──おそらく実際は撃墜していない──爆弾。

　入出国記録──世界中でのアルバイト──斥せつ候こう狙そ撃げき部隊の四人の足取り。

　偽ぎ名めい／偽造パスポート──追跡──〈ハイジャック事件〉と〈医師狙撃事件〉──ぴったり一いつ致ちする──彼らが事件に関かん与よしたことを語る状じよう況きよう証拠が積み重なってゆく。だが何も考えられない──ゆいいつ間ま違ちがいない思い──来い。ここに来て全てを語れ。このライフルの前で。

　永えい劫ごうに等しい時間──頭も心も痺しびれたようになって時間の感覚がぼやける──ショック状態か、あるいは人格改変プログラムの兆候か──トラウマを防ぐための／何もかも崩くずれ落ちる前の／身代わりとなる心が選択される／最も大切な記憶から消えていく／あるいはもう身代わりすら功を奏さないほど手て遅おくれなのか──このまま何もかもおかしくなっていくのか。

　ふいに音──静まり返る森のどこかで足音──ただ待った／近づいてくる／たった一人で。

　ああ、神様──男がやって来る──そのことが男の罪の証明なのだと互たがいに分かりながら。

　ゆっくりと静かな足取り──両手を頭の高さに上げながら──まるで投降の姿勢。

　あの人のあんな姿を見たくない──今すぐ撃って全てを終わりにしたい。

　いや──語らせろ──心が命じる／抗いがたい何か／男が近づいてくる──建物の入口。

「動くな！」飛び出して叫さけんだ──まるで子供の泣き声／ぴたりとライフルを構える／ほんの数メートルというバカげた至し近きん距きよ離り──男の足元を見る／男を見る／叫びながら自分が泣いていることに初めて気づいた。「そこが彼女が撃たれた位置だ！　幼い彼女を撃った地点だ！」

「撃つな、陽炎」ミハエル──静かに／言い聞かせるような声／両手を上げたまま。「撃つな」

「よく見ろ！」金切り声──涙でぐしゃぐしゃになりながら今にも男が飛びかかってライフルを奪いに来るのを心から怖おそれていた──そうされても自分は抵てい抗こうできないのではないかという恐きよう怖ふ。「あなたが汚けがしたライフルだ！　父様のライフルを！　あなたが汚したんだ！」

「お前はフォローされている、陽炎」ミハエル──緊きん迫ぱくを帯びた顔／静けさを保つ声。「よすんだ。その必要はない。お前が撃つ必要は。お前を重罪犯にはしたくない──」

　言い訳／反論／否定──ない──たまらず遮さえぎった──想おもいをそのまま口走った。

「なぜ言い訳しないんですか？　反論は？　否定してくれないんですか？」

「陽炎、お前は──」

「信じてたのに!!　彼女も私もあなたを信じてたのに!!　なのに私を騙した!!」

　引き金にかけた指に力がこもった──もう耐たえられない──とても耐えられない。

「よせ」ミハエルが歩み寄る──信じがたい行為／真っ直すぐ近づいて来る／ゆっくりと。「よすんだ。お前は間違いなくフォローされている。今すぐ身を隠かくせ」

　恐怖──語らせろ──いや今すぐ復ふく讐しゆうしろ──早く引き金を引け。「うるさい、止まれ！」

　ミハエルは止まらなかった──恐おそろしく素早く迫せまり、ライフルの銃身をつかんだとき、銃口がその心臓を真っ直ぐ向いていた。引き金を引けと己おのれに命じた／だが指は最後の力を引き金に込こめることが出来ずにいた──そればかりか完全に力を失い、男がライフルをもぎ取るがままに任せ、男のもう一方の手で突つき飛ばされて床ゆかに倒たおれ込んだ拍ひよう子しに目まで閉じていた。

　おそらく再び目を開くよりも早く──あるいは男を見た瞬しゆん間かんに、男によって構えられたライフルが自分の命を消し去るのだと思った──六年の時間を経て偽いつわられた悲劇が今度こそ本当に実現するのだ／父様のライフルで死ぬ／父様は言った／神様が呼んでいる／その声が聞こえたらすぐに来なさいと父様は言った──心の一部はずっと父様に詫わび続けていた／これが自分の事件の終わりなのかと思った／あの人に撃たれて──暗闇の中を落ちてゆくような後こう悔かいと、途方もなく抗あらがいがたい強きよう烈れつな陶とう酔すい感かんとに吞のみ込まれながら──見た。

　男の背──構えられたライフルが森の方を向いている──叫び。「伏ふせろ、陽炎!!」

　訳が分からず起き上がりかけたが、男の叫び声に、びくっと身をすくませた──いったい男が何をしようとしているのか、何のためにそうしているのか、全く分からなかった。

　そして男の手の中でライフルが咆ほう哮こうを上げて森のどこかへ弾だん丸がんを放った直後、その弾丸がそのまま跳はね返ってきたとでもいうように、男の体を衝しよう撃げきが貫つらぬいた。男の左ひだり肩かたのすぐ下の衣服が穿うがたれて血と肉が飛び散り、ほとんど両足が宙に浮うくほどの勢いで吹っ飛ばされ、陽炎のすぐ隣となりに倒れ込み、飛び散った血が降り注ぎ、男の手に握にぎられたままのライフルの銃身が陽炎の脚あしの上に投げ出されたとき──やっと現実が戻ってきた──とてつもない激しさで。

　お前はフォローされている──今すぐ身を隠せ──たちまち訳の分からない叫びが口から迸ほとばしり、男の手からライフルを取り戻すや、這はったまま伏ふく射しや姿勢を取ろうとした──ふと床につけた手が温かな何かに触ふれた／男の体から流れ出す血であると悟さとってパニックに襲おそわれながら引き金を引いた／手が勝手にポケットから弾丸を取り出して装そう塡てんし、立て続けに撃った。

　撃ち返してこない──逃にげた？　負傷した？　狙ねらい澄すましている？　どの場合にどうすれば良いのか全く分からず、静せい穏おんさのかけらもなく息を荒あらげて僅わずかに身を起こし、男のそばに這い寄った──せわしなく上下する男の胸／血が流れ出す穴／血でくもった目／血で濁にごった声。

　聞こえない──口もとに耳を近づける──男の掠かすれ声。「……俺の命は、お前のものだ」

　嫌だ──心が叫んだ／無む我が夢中で男の体を引っぱった／一方の手にライフルを握りしめながら這って建物の裏へ進んだ──祈いのり／恐怖で心が破は裂れつしそう／嫌だ嫌だ嫌だ──どうか神様、こんな風に終わらせないで──ああ、どうか神様、この人を死なせないで──ああ神様──




　　　　捌はち




　大隊長室──副長＝携けい帯たい電話を手に大隊長へ。「御ご指示通り救急チームを動かしました。カリウス中隊長が負傷。六年前に彼女を撃った人物の仕し業わざでしょう。〈射手事件〉ののち〈アンタレス事件〉を経て、再び雇やとわれたのは確実です。彼女が我々の側にいることが、災わざわいとなるか、幸いとなるか……ここからが、正念場ですな」

　大隊長──手に電報──副長へ視線を移して告げた。「カリウスの元パートナーだけだ。彼らを雇い、引き金を引かせた人物を知る者は」

　デスクの上に電報の紙を広げる──副長＝眼鏡めがねを指で押し上げて窺うかがう。「レオーベンの刑けい務む収しゆう監かん施し設せつから……七年前の約束通りというわけですな。私が目にしてもよろしいのですか？」

「方はこ舟ぶねは船出を迎むかえる。ともに乗ろうとする者に、あらかじめ自らの行いを知らせる言葉だ」

　うなずいてデスクに近寄る副長──そこで何かが激しく燃えており、うかつに覗のぞけば大いに痛手をこうむるといった注意深い様子で、ゆっくりとそれを見下ろし、読み取った。





第七の天使が器うつわの中身を空に注ぐとき

玉座から放たれる声が神しん殿でんから響ひびき、「ことは終わった」と告げる。

都市は三つに裂さかれ、かつての兵士が建てる方舟は戦火に船出を迎えるだろう。

弔とむらわれた十二の将兵の墓標を薪たきぎに、外げ典てんを焼くときが来た。

手にした三つの剣けんに塗ぬられた毒を拭ぬぐうすべはなく、

火のしもべたる三つの樹を手に入れるほかない。

赤の札を切れ。




　　カール・クラウス
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　開かない拳こぶし／真っ直すぐ立てない足──ゆいいつまともに開く右手で少年の体を抱だきしめた。

　薄うすく目を開いている少年──温かな命の感かん触しよく──しっかり抱いて引っ張り上げた。

　吹っ飛ばされた戦友を戦場から引きずり出そうとする兵士の力強さ──非常階段を這いのぼり、人が少ない解かい析せき班のサーバーフロアに出て廊ろう下かを這い、エレベーターに乗った。

　立てない人間にとっては非常識なほど高い位置にあるボタン──銃じゆうの先で押した。

　最上階──最後の階段──死へ向かうときほど力強く進もうとする卑いやしい自分を自覚した。

　これでやっと清々する──透とう明めい人間願望の行き着く先である自己消去。

　屋上に出て大きく息をついた。凍いてつく風が金かな網あみをゆらし、すすり泣くような音を立てていた。少年を横たえ、ボイスレコーダーを再生した。きちんと録音されているのを確かめながら少年の体をしっかり毛布でくるみ直してやった。拳けん銃じゆう──口と右手で弾だん倉そう確かく認にん──二発。

　自分と少年の分──ボイスレコーダーは少女の声を発し続けた。
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　みんなが泣いていた──（お願い）──悪意／良心／どれも等しく涙なみだを流させた──（殺して）──自分も泣いているのだと思って頰ほおを拭った──乾かわいた感触──涙がないことに気づいたとき、ふいに目覚めた──意識／体／ばしっと音を立てて今この瞬しゆん間かんの時間が流れ始めた。

　体のどこかで激しい熱を感じた──下腹／脇わき腹ばらの後ろ──手で探さぐる──ひどく虚うつろな感覚。

　ルルル、ルルル、ルルル──音が聞こえた──ルルル、ルルル──鳴り続けるコール音。

　ベッド脇わきの棚たな──手を伸のばした──調整済みの手足／滑なめらかな動作／傷だらけの制服のポケットからママの電話を取り出して表示を見た＝青空の色──『３７２９２３１７１３１１７』

　ママからだと思って通話ボタンを押しながら耳に当てた。「もしもし、夕霧です」

《お願いです、涼月ちゃんを助けて下さい》少年の声──優やさしげ／遠くから響く声／悲しげ／自分がもうこの世にいないことを知る者の細く透明な声。《助けて下さい、夕霧さん》

　ガチャリと通話が切れた──いや──表示をよく見た＝『保存メッセージを再生しますか？』

　こだまが届いた──協同的相そう互ごブレークアウト──双そう方ほう向こう的な調和がありうるという信しん仰こうによって形成された相互ユニット化──接続官コーラス同士／特甲トツコー児童同士──みんなのフルコーラス。

　最後の瞬間にそこに到とう達たつしようとして引きずり込まれた者の声──悪意のイバラの群に襲おそわれながら──〈ブリリアント・モデル〉の理想的形態──内的導引性ビジョンの相互共有。

　メッセージを再生した──ノイズ──こだまが最後の力を失ってゆく。《お願いです──》

　声が消えた──ベッドから下りて周囲のカーテンを開いて外へ出た──体の中の熱が激しさを増した／何かを訴うつたえていた──壊こわれものを抱かかえるようにそっと体を動かした。

　隣となりに空のベッド──問もん診しん票とバインダーがベッドの鉄てつ柵さくのソケットに差し込まれたまま。

　名前＝『涼月・Ｄ・シュルツ』──黙だまって出て行った──自然と伝わってくるもの。

　窓の外の青空──きっと都市を見下ろしながらそれをするだろうという確認。

　今の状態で到達できる最も高い場所──神様になるべく近いところで。

　患かん者じや服姿のまま裸足はだしで部屋を出た──手に携帯電話／透明な眼まな差ざし。「んーんんっんー♪」

　ハミング──底に秘ひめたなんとも穏おだやかでない剣けん吞のんな調子──すれ違ちがう医い療りようスタッフがぎくっとなる／誰だれも声をかけられず／誰も咎とがめられず──まるで檻おりから抜ぬけ出した猛もう獣じゆうに出くわしたように啞あ然ぜんとなって見送る人々をよそに、ぺたぺた冷たい床ゆかを歩き、エレベーターに乗った。
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　しくじりゃしない──一度こうと決めたことへ、とことん邁まい進しんする精神のたまもの。

　ボイスレコーダーは最後の言葉を発した──百回目のキス＝目は銃の位置を確かめていた。少年の心臓。引き金を引いてゆき、撃げき鉄てつとの最後の連結が解除される寸前──視界の隅すみに影かげ。

　はっと息を吞のんだり気き後おくれしたりするということはなかった──そういうものを通り越こしてここまで来た──ただ事実を告げ、邪じや魔ましないよう頼たのんだ。「出口なんかないんだよ、夕霧」

　夕霧──身を切るような冷たい風が激しく患者服をはためかせている──本人は微び動どうだにせず立っている──黙って見つめている──透明な眼差し／無の表情／否定も肯こう定ていもないまま。

　かと思うとその目が涼月から、横たえられた少年へ──力ちから尽つきて眠ねむれる吹雪。

「そうしなきゃいけないんだ」声が上ずる──夕霧の視線に対する釈しやく明めい＝誰かを道連れにすることを咎められたと思っている／一人で始末をつけられない卑ひ怯きようさを──最後の最後になって視線一つで最も手放したくないものをもぎ取られた心の痛みがありありと顔に出ていた。「……一人でも構わないさ。どうせこいつとは行き先が違うんだから。なあ、お前はどっちに行く気なんだ？　天国にも地じ獄ごくにもならないこの都市まちにずっといるのか？」

　夕霧は答えず静かに涼月に視線を戻もどした──自然と伝わってくるものを正確に察しながら。

　涼月の虚ろな笑えみ──さっと銃口を自分の顎あごの下に押し当てた──くわえるのではなく。

　銃身の臭しゆう気きで反射的に吐はき出してしまわないための身を持ち崩くずした警官流の作法／引き金を絞しぼった／目は空を見ていた──夕霧は止めない／止められない／止められる距きよ離りにいない。

　だがそのとき暗くら闇やみが訪おとずれた──正真正しよう銘めいの真っ暗闇／星の輝かがやき／あのプラーター公園の闇。

　痛みに耐えながら涙を流して煙草を吸っていた自分を見つけてくれた吹雪──思い出したときは考えもしなかった疑問──吹雪はいったいどうやって停電デーの暗闇の中、自分を見つけ出したのか？　接続官としての権限も技術もなかったのに？　どうやって──誰が？

　自分を生者の明るみに連れ戻してくれた吹雪──いや──少年と少女を迎むかえに来た誰か。

（内的導引性ビジョン）──突とつ然ぜんそれがめまぐるしく駆かけ巡めぐった──記き憶おく＝車で迎えに来てくれた／自分が設計した車だと言った──誕生日に何が欲しい──車の模型──思い出の品。

　あのメンデル博士の息子さん──金きん髪ぱつ／碧へき眼がん／優しげな微び笑しよう──（拒こばんではならない）

　吹雪が助けを求めた相手／吹雪に涼月の場所を告げた誰か／吹雪のハッキングを黙もく認にんしてマリア・鬼濡・ローゼンバーグ医師の転属の受理を進めた男──（だが吞み込まれてもいけない）

　声──君たちが必要になるかもしれないんだ──男の頼み＝壊え死し寸前の子宮を摘てき出しゆつするのではなく回復するための手術が行われると説明されたとき──脳内チップの研究で──いつか君たち全員が脅おびやかされるかもしれない──そのときは君たちがみなを助けてあげて欲しい。

　君と吹雪くんの二人で──影かげ絵えの声──誰が喋しやべってる？　あの男は誰だ？

　声──その代わり私が君たち二人を助ける──何としてもね──記憶──ブラウン博士。

　カチンと音──引き金を完全に引き絞っていた。

　不発──目をみはった──慌あわてて銃じゆうを操作──口で弾だん倉そうを抜いて愕がく然ぜんとなった。

　空っぽ──そんな馬鹿な／二発の弾丸／自分と少年の分──確かに装そう塡てんしたはず。

　そのとき右手と銃のグリップの隙すき間まから何かがこぼれ落ちた──ころんと転がる弾丸。

　一つ──また一つ──ざらざらと──グリップを握にぎる手から弾丸が雪崩なだれ落ちた。

　バカげた数──こんなに沢たく山さんの弾丸を握っていられるわけがない──これは全すべて──（内的導引性ビジョン）──棚の中にあった二つの弾丸──記憶の鍵かぎ／暗闇と再会する扉とびら──幻まぼろしだ。

　気づけば夕霧がすぐそばに立って見下ろしていた──はっとなる──とてつもない気後れ。

　怯おびえて見上げた──手から銃が滑すべり落ちた／弾倉が転がった──恐きよう怖ふ。「あたし……」

　バチン！　夕霧の手の平が降ってきて頰ほおを引っぱたかれた──強きよう烈れつ──屋上の床に背が叩たたきつけられた──怯えて手を突つき出して身を庇かばおうとした。「許して……」

　バチン！　夕霧が馬乗りに──手を払はらいのけられた──必死に詫わびた。「許してくれよ……」

　バチン！　右頰──バチン！──左頰──バチン！──交こう互ごに──泣き声。「許して……」

「きっと涼月だけなの」喋りかける──バチン！──一方的に。「夕霧じゃダメなの。あの人をちゃんと助けてあげられないの。みんなも、女の子たちや太公望さんも、助けられないの」

「許して……」涙なみだ／鼻血／腫はれ上がった顔──バチン！──容よう赦しやなく続く衝しよう撃げき──バチン！

　完全な棒読み口調。「涼月だけなの。涼月だけは最後まで立ってなきゃいけないの」

「やめなさい！」金切り声──マリア。「やめて、ねえっ、殺す気!?　やめなさい夕霧!!」

　バチン！　背後から腕うで＝医療スタッフ──涼月から夕霧を力ずくで引き離はなした。

「許して……」真っ青な空／冷たい風／血の味──虚うつろな心に暗闇が降ってきて意識がどこかへ吸い込まれていくのを感じた──ただ弱々しく繰くり返した。「お願いだから許して……」
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　止血──布きれを丸めて傷に押しこむ／縛しばる／圧あつ迫ぱく──引きずるようにして運んだ。

　車両──陽炎が停とめた公用車の隣にファイブドアのセダン──公用車に乗せて一方を放置。

　連れん絡らく──中隊長の負傷／救急班の要よう請せい／合流を早めるため途と中ちゆうまで陽炎が車を飛ばした。

　人造臓器を移植された男の左肺──破損した組織から血がとめどもなく流出したり、自身の血で溺おぼれ死ぬことがないよう設計されているはずの隔室構造が、適切な救急処置が施ほどこされるまでの間に男をショック状態に陥おちいらせたり、完全な心肺停止をもたらしたりしないことを祈いのった。

　男──意識を保ち続けた／陽炎がそうさせた／告白の強要──もし意識が途切れたら即そく座ざに危険な状態に陥りかねない──涙でハンドルが握れなくならないよう必死に耐えて聞いた。

　告白──死は怖こわくない、怖いのは告げる機会が失われること──彼女に全てを話せずに。

　ライフル使いの男はその頃すっかり中毒に陥っていた──酒／バルビツール／コデイン──酩めい酊てい感／多幸感／自分たちが皆みな殺ごろしにした怪かい物ぶつになった子供たちの死体が日に日に迫せまった。

　目を閉じれば彼らの気配を感じた──自分の手が血まみれの子供の手に変へん貌ぼうする幻げん覚かく。

　狂くるったようにライフルを分解した──洗った──組み立てなおした──朝から晩まで。

　仲間たちがその治ち療りよう法を用意した──コータローの考え／ムハウィシュの計画／シャロンの下準備──彼らはタブーの仕事を引き受けた──同国人を殺す仕事──兵士の最悪の堕だ落らく。

　腐くさっていく一方の部隊長を元に戻すために──仲間に従った／地獄から抜ぬけ出したくて。

　仲間たちがどこかの飛行機を墜おとす仕事に手を貸すのを傍ぼう観かんした──ムハウィシュが誰だれかのライフルに細工したのだと聞かされた──ミハエルに割り振ふられた仕事＝引き金を引くこと。

　森──コータローがライフルを構えた──ミハエルはライフルを組み立てては分解していた／中毒者の震ふるえる手／やがてターゲットが現れたことを教えられた──組み立てたライフルをそれ以上バラバラにすることを止やめさせられ、構えさせられた。

　少女──スコープ越ごしにはっきりと見た──撃うてと言われた／引き金を引け／ローデシアで俺たちがそうしたように──狼おおかみと化した子供たちを撃った瞬しゆん間かんの完全な再現。

　いや──もっと強烈な何か──目の前に天使──罪から逃のがれるための聖なるいけにえ。

　引き金を引いた──弾丸は入っていなかった──実際に撃つのはコータローの役目。

　だがその瞬間、男は確かに少女を撃っていた──仲間たちの意図は成功した。

　それ以来、再びまともにライフルを構えられるようになった──克こく服ふく──子供の姿をした天使をいけにえにして取り戻もどされた戦いの力──帰り道を探すことに使った／中毒を克服した。

　間もなく仲間が何をしたかを知った──どこへ進んで行こうとしているのかを。

　調べた──裏の世界の最大のタブー──どこの誰が何の目的で仲間に仕事を依い頼らいしたか。

　仲間に止められた──仕事の続きがあると教えられた──少女はまだ生きている。

　今度こそ本当に撃てと言われた──四人の絆きずなのために。

　その瞬間、四人は三人と一人になった──少女にとどめを刺さそうとする者たちと戦った／仲間と殺し合った／重傷を負った／死を覚かく悟ごした──だが助けが来た──軍での上官筋の一人。

　沈ちん黙もくのオーギュスト──闇やみ医者の治療で逆に感かん染せん症に罹かかったミハエルを見つけ出した。

　告白した──全て──天使をいけにえにしたこと──裁きを願った。

　オーギュストの裁き──消費期限を過ぎた弾丸の山から一つを選ばせた／銃に装塡した／自分の口に突っ込んで引き金を引いた──錆さび止どめグリースの味で吐はきそうになりながら。

　五割の確率──弾丸は不発だった──一度死んだ男の命をオーギュストが手に入れた。

　ＭＰＢ＝銃の携けい帯たい許可もない下働き──生まれ変わる日々──帰り道を一歩ずつ辿たどった。

　本部へ転属──隊長格へ──かつての部下と交代で──ライフルに入れ込む少女の話。

　オーギュストから書類を見せられた──裁きのとき──いけにえにした天使の現在。

　誰も予期していなかった──彼女が自分から選んだ道──ライフルの克服のための。

　ライフルの美しさと危あやうさを教えてやれと命じられた──克服のすべを。

　事件は終わっていない──彼女が全すべての鍵かぎを握にぎっているかもしれないということ。

　いつかこの少女のために死ぬと決めた。

　死は怖くない──怖いのは告白の機会がないこと──だがオーギュストはそれを禁じた──彼女に過去の事件と向き合わせた／彼女が自分から暗闇に進み始めるときを待った／それまでもそのときも彼女の背を守れるように──どこの誰が〈赤ローのトジバャオッアクー〉を雇やとって彼女を撃たせたのか──彼女が答えを望み、解き明かすまで。

　少女の背を守ると誓ちかった──死は怖くない／告白の機会がないことに比べれば。

　事実以外の全てを教えると決めた──誇ほこり／善と悪／過あやまちとそれに抗あらがうすべ──少女の天性の輝かがやき／最高の兵士／秩ちつ序じよの守り手──いつの間にか最も信しん頼らいできる射手に／誰よりも気高いライフル使い──暗闇へ去った三人／自分──少女は全てに報むくいをもたらしてくれる存在に。

　だが暗闇は予想を超こえて巨きよ大だいだった──オーギュストも予期していなかったほど。

　それは少女を狙ねらって再び動き出した──敵／かつての仲間／どこかにいる黒幕。

「もしあのとき弾だん丸がんが装そう塡てんされていたら、きっとそれはお前に届いていた。あれは完かん璧ぺきな一瞬だった。あの瞬間、俺はライフルと再会した。お前をいけにえにして」男──血はもう零こぼれない／口の血も乾かわき始めている／意識を保っている。「お前が望む全てを受け入れる用意がある」

　陽炎──どうにか涙なみだを流さず耐たえた／近づく合流ポイント／男に告げた。「全てが終わったら、父様みたいに私の目の前で自分に裁きを。それが嫌いやなら──大隊長ではなく私に身柄を」

「……身柄？」

「結婚して下さい」断言──女の子の意地と誇りの全てで相手を蹴けり飛ばすように。「私と」

　口の端はしをかすかに上げる渋しぶい笑えみ。「そういう決着のつけ方は……考えていなかった」

「なんだと？」思わず心の中の声がそのまま飛び出した。

「お前は……愛あい憎ぞうの決着のつけ方が分からず、そう思い込んでるだけだ。お前は……」

「思い込みなんかじゃない」咄とつ嗟さにこの男を本心から撃ち殺したいと思った──もっと何か別のことを白状させたいと思った／どうにかして心から詫わびさせたいと思った──どう決着をつければいいのかまるで分からないまま叫さけんだ──涙が溢あふれた。「私はあなたが好きだ愛してる」

　ミハエルは答えず──気づけば目を閉じていた／そのまま命が終わるのだと思って全身から力が抜けそうになったとき合流ポイントに──橋の入口＝待機している救急チーム──機動捜そう査さ課──急ブレーキ＝隊員たちがドアを開いた。

　担たん架かに乗せられたミハエル──点てん滴てき／投とう与よ／止血帯──救急車両へ。

　ハンドルを握ったまま呆ぼう然ぜんとなって見つめる陽炎──ふいにその手に誰かが手を重ねた。

「ミハエルは大だい丈じよう夫ぶよ」モリィ捜査官──青ざめた顔／泣きそうな顔。「きっと大丈夫。ありがとう、あなたの対処は正しかったわ。もう気を楽にして良いのよ。本当にありがとう」

「……教官」ああ、この人は何も知らないのだ──そう思った途と端たん、我が慢まんしていたものがどっと溢れた──モリィが身を屈かがめて覆おおうように抱だきしめてくれた──優やさしい温ぬくもり。

　男を乗せて走り去る救急車両を視界の隅すみで見送った──ふいにまた訪おとずれる現実感の喪そう失しつ。

　何もかも忘れてしまうのだという予感／兆候──それに必死に抗いながら思った。

　全ての解明──報いを──いったい誰だれがミハエルを操あやつった？　怪かい物ぶつに変えられた子供たちのように──決して許せないライフルの汚れ──いったいどこの誰がミハエルを汚したのか。
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　男は意識を取り戻した──固定された担架の横に座る見慣れない男＝ささやくような声。

　その見慣れなさが、男の入念な変装のたまものであることにはたと気づいた──自分たちが関かん与よしたことを悟さとらせないことを何より得意とする、とある国の諜ちよう報ほう機関。

　男が救急隊の帽ぼう子しを取る／パーカーを脱ぬぐ。「大隊長は君という赤の札を切った。君の身柄は我々の裁量下にある。その傷ついた肺を四十時間で行動可能な状態に戻そう。きわめて乱暴な治ち療りようだが、君はそうして多くの戦場で戦ってきた。今こそ君と君のライフルが必要だ」

「あんただったのか……あのとき俺たちを雇ったのは」男がかぶりを振ふった──悪夢を振り払はらおうとするように。「デューク・ブラックストーン捜査官……赤の札はもう死んだ。そんなやつはもうどこにもいない。俺がＭＰＢに入るより前に消えてなくなった」

「では、こう言い直そう。これから彼女に降り注ぐことになる危険は、かつて王子に降り注ぐと懸け念ねんされた危険とは、比ひ較かくにならないほど根深く激しいものになるだろう。私たちに協力してくれるな、レッドジャック・カリウス。我々に従属し、彼女の背を守ることに命を費せ」
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　涼月──医療フロアへ──狂きよう暴ぼうな状態に陥おちいった者を閉じ込める部屋＝二十四時間の監かん視し。

　少年は元の場所に戻もどされた──夕霧はさらに精密検査──体の奥の激しい熱──腎じん臓ぞう。

「異状はないわ。おそらく心因性のものか、脳内チップと機械化義ぎ肢しの接続調整が終わる前に激しい運動を行ったからかも……」マリア──涙で赤くなった目をこする／何とかいつもの気き丈じようさを取り戻そうとしている／頼たのもしい医師であろうとしている。「あなたの人造臓器はどれも正常。あなたが心配している腎臓も良好に作動しているわ」

　夕霧──相手を見つめる透とう明めいな眼まな差ざしに暗い何かがよぎる／広がる／かすかな足あし踏ぶみが止まる──呪じゆ縛ばくされたような硬こう直ちよく──ふりほどくように小さくかぶりを振った。「……作動？」

「ああ」軽い失言──詫びるように言い直す。「普ふ通つうに活動しているわ。人造臓器と本来の臓器を区別するために、ついそういう風な表現に──」

「夕霧の腎臓は造り物じゃありませんよ」遮さえぎる──まばたきもせず。「一つは白露さんのです」

　マリア──まじまじと見つめ返す──恐おそろしい失言を犯おかしたことを悟って、どうにかごまかそうとしている──ごまかせないのが分かって宥なだめるための方法を探している。

　この少女がかつて経験したことのない衝しよう動どう──今すぐ耳を塞いでここから逃げ出したい。

　だが別の心がそれを必死に押しとどめた──虚きよ無むの歌が響ひびく暗くら闇やみの記き憶おく──その根源。

「夕霧は何を忘れているんですか？」

「違ちがうの、夕霧……聞いてちょうだい。私はただ、何も異状はないってことを──」

「教えて下さい。夕霧は何を忘れているんですか？　白露さんの腎臓に問題はありますか？」

　ほとんど棒読み口調──そのくせ恐ろしく透すき通るような声──マリアが身を震ふるわせた。

「知らなかったのよ……」声に恐きよう怖ふすらにじんでいる──偽いつわっても本当のことを言っても少女が何かをしでかすのではないかという警けい戒かい。「あなたが……まさか……忘れるなんて。あなたは……以前、失明状態になったのよ。他ほかの人造臓器と、移植された腎臓が適合しなくて……」

「白露さんの腎臓は無事ですか？」声が高くなる──悲鳴に近くなる。「白露さんの心は？」

「私が……再摘てき出しゆつしたわ……」

　言葉とともに暗闇が降りてくる──答えが虚無とともに襲おそいかかってくる。

　重度の糖とう尿によう病びようと同じ症しよう状じよう──高熱──異常に早く進行した視力の低下──急激な腎不全。

　暗闇が夕霧の心をおかしくさせる理由──夕霧の中で死んでしまったもの──目が見えなくなってゆくことでそれを悟った──白露さんが与えてくれた命／心／死／虚無の訪れ。

「か……完全な機能不全よ」椅い子すに座ったまま後ろへ下がるマリア──助けを求める目。「どうにもならなかったのよ。人造臓器と交こう換かんしないと……再摘出したとき、ほぼ腐ふ敗はいに近い──」

「夕霧が死なせたんですか？　せっかく預かった白露さんの心を夕霧が死なせたんですか？」

「違うの。聞きなさい、夕霧。腎臓移植の何割かは、今の医療技術でも、機能不全を──」

　夕霧の視線がマリアからデスクへ──さっと手が動く／立ち上がる／ハサミをつかみ取る。

　ハサミの刃はを自分の体にどすっと突つき立てる──血──虚うつろな声。「返して下さい」

「よしなさい！」飛びかかるマリア──フロア中に響く叫さけび。「誰か来て早く！」

　飛び込んでくる医療スタッフ──夕霧＝血で滑すべるハサミ／つかみ直して裂さこうとする／その腕うでをつかまれる／後ろから羽は交がい締じめにされる／ハサミが体から抜ぬける──機械仕じ掛かけの腕わん力りよく＝さらに突き刺さそうとした──マリアが刃をつかんだ──ざくっ──血──マリアの手の平が裂けた。

　夕霧がぴたりと止まる──マリアのすすり泣き。「お願い……やめて、夕霧……」

「返して下さい」ハサミが床ゆかに落ちた──二人の血が点々と飛び散った。「白露さんの心を返して下さい。今、夕霧の中にあるものはいりません。白露さんの腎臓を返して下さい」

「無理よ……」弱々しくうつむく──かぶりを振る。「もうとっくに死んだ臓器なのよ」

　夕霧──抵てい抗こうせず／抵抗する力が失われる／何もかも失われる──信じた希望も──全すべて。
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　隔かく離り室のクッションで覆われた壁かべ──だがそこにいる私たちの小隊長に暴れる気配はなし。

　たとえようもないショック──まるで魂たましいが死んだような虚ろさ──死人のような声。

「出口はなかったよ……どこにもな」青あざ／腫はれた目ま蓋ぶた／盛せい大だいにやっつけられて虚きよ脱だつし、もう楽になったと告げる顔──腫れ上がった唇くちびると頰ほおの奥から、もごもご零こぼれる声。「あたしは……終わりだ。今のあたしはいなくなる。じきに何もかも忘れるだろ。でなけりゃ……何もかもおかしくなる」微笑ほほえみ──虚無の笑み──死んだ子供の笑み。「吹雪はもう目を覚まさない。二度と。その方が良かったのかもな。これから何もかもおかしくなるよりは」

　砕くだけ散った残ざん骸がいみたいな小隊長──見ていられなくなって黙だまって背を向けた。

　恐怖で涙なみだが浮うかんだ──怖こわくて怖くてたまらなかった──こいつだけは道を教えてくれると信じていた相手に絶望させられる苦痛から逃げて、その場を去った。

　陽炎の背後で閉じられるドア──脇わき目めも振ふらず廊ろう下かを進む／決着のつけ方も分からずに。

　解明──おかしくなる前に何もかも暴あばかねばならない／せめてミハエルの容態を聞きたい。

　自分を現実に繫つなぎ止める想おもい──〝そう思い込んでいるだけだ〟──違う。そうじゃない。

　絶対に──思い込みだなどというその一言でひどく自分が傷ついているのだということを言って聞かせた上で、これから何をどう追ったらいいか、教えて欲しかった。

　医い療りようフロア──夕霧が検査中──銃じゆう撃げきによる負傷者の受け入れなし／ミハエルがいない。

　ロビーの電話＝救急隊に連れん絡らく──出動命令は確かく認にんされているが、どのチームが向かったか分からないという返答。搬はん送そう先の病院も不明──副長の指示下で処理されたとの連絡があった。

　受話器を投げ出して吹雪くんの携けい帯たい電話を操作──副長の居場所＝市内を愛車で移動中。

　通信に割り込んで叫んだ。「ミハエル中隊長をどこに連れて行ったんですか？」

《何……？　紅犬ロツターか？　どうしてこの通信に──》

「あの人はどこですか？」ロビーにいる隊員たちが振り返る──構うものか。「答えて下さい」

《命に別状はない。落ち着け、陽炎》犬呼ばわりから名前に──宥めようとしている／何かを押しつけようとしている／受け入れさせようとしている。《カリウス中隊長は、安全な場所で治療中だ。ただし現場復帰は見込めない。今回の負傷を機にＭＰＢを除隊することもありうる》

「どういうことですか？」怒いかりで総毛立った──震える手／声。「あの人を放ほうり出すんですか？」

《それが彼自身の役目であり、同時に、今事件における高度な政治的判断に基づく処しよ遇ぐうだ》

〝身み柄がらを手に入れた〟──ミハエルの罪を知りながら駒こまにしたオーギュスト大隊長。

　益やく体たいもない言葉を並べ立てる副長──通信を切った／きびすを返した／エレベーターへ。

　三十二階──懐ふところに右手を差し込んでホルスターの留め具を外しグリップを握にぎってロビーへ。

　公認捜そう査さ官かんのＩＤ＝オフィスを横切る／通路を進む──ノック──返事も待たず懐手のまま部屋に入った──デスクに座り、受話器を握っているオーギュスト大隊長。

　その銃口より雄ゆう弁べんな眼まな差ざし──がつんという感じで押しとどめられる──銃を抜けず。

　受話器を置く大隊長──おそらく副長から連絡──黙ったままじっとこちらを見つめる。

「中隊長はどこですか？」決して尻しり込ごみしないという意志を込こめる──なけなしの意地。

　沈ちん黙もく──かと思うと、どすんと重たい声。「務めを果たしに」

「どこに──」

「我々は関知しえない。今事件の宿しゆく縁えんに委ゆだねられた。お前はお前の務めを果たせ」

　務め──〝報むくい〟──〝どうか〟──〝みいつの王〟──猟りよう犬けんから託たくされたメッセージ。

　それが決着のつけ方だと心が告げる──実行犯のさらに背後にいる者──誰がミハエルを汚したのか。同時にぴんと来た──宿縁──かつてのミハエルのアルバイト。「イギリス王子暗殺の件で、あの国の捜査官に身柄を渡わたしたと？　あの人を事件のいけにえにする気ですか？」

　何も言わない──銃を抜くことも出来ない──心がぐらつく／感情が遠のく──耐えろ。

「私をＭＰＢに配属させた理由は何ですか？　私を何に利用する気だったんですか？」

「何も」耳ではなく心臓に響ひびく声──本当に銃口の虚こ空くうと会話している気分になる。「願われた報いがあるならば、それに値あたいする技量と精神をもって、機会と手段を手に入れろ」

　ミハエルの存在など忘れたような態度──いや、ミハエルという戦力が欠けたことを受け入れた上で、ことを起こそうとしているのか。「……大隊長にも願われた何かがおありだと？」

「七年前に。報われざること一つとしてなからんことを」

　それで分かった──メッセージ──この男もカール・クラウスの言葉を受け取った。

　七年前──この男は今もなお〈クーデター事件〉を戦い続けているのだろうか。

「私にとっての報いは……もう何も奪わせないことです」

　沈黙──どうすればそれが出来るか見せてみろと言っている──技量と精神／機会と手段。

　きびすを返した──大隊長室を出てそのまま地下駐ちゆう車しや場じようへ。

　公用車──ミハエルの血が染しみついた助手席のシート──ラジオ＝ニュース。《……逮たい捕ほされたＭＳＳ長官が自供を始めたとのことです。国UN連O‐都CI市TYでは九つ目のＡＰ爆ばく弾だんがあるという噂うわさが広まったことから、各国大使が施し設せつ外への退去を始めました。防災システムの異常から対応が遅おくれており、代行閣かく僚りようであるエアラッハ内務大臣は第二作戦部隊の出動を承認。広こう範はん囲いにわたる通つう信しん網もうおよび交通施設における異常が発生したことについて、原因の究明を──》

　仲間たち──涼月＝隔かく離り処置──夕霧＝何かの検査──会うことがこの上なく恐おそろしい。

　絆きずなが壊こわれてしまうことが──何もかも崩くずれ落ちてしまうことが。

　協力者を求めた／共感を望めるゆいいつの相手を──イザベラ・カンパネッロ捜査官。

　奪わせない──だが既すでに多くが奪われたという思い──何が起こっているかも分からずに。




　　　　†




「紅犬ロツターのフォローは二交代態勢で確実に行え。彼女を狙ねらって敵が動く可能性大だ。カリウス中隊長の治療は順調に行われているが現場復帰は見込めない。各員にそう伝えろ」

　副長──きちきち運転／きちきち指示──モニター＝電子書類の一覧に承認／処理マーク。

　通信モニターにコール──ドナウ河の橋の一いつ端たんにきちんと停車してオン。

　エドワルト州知事。《号令の用意は整ったかね、副長》

「は……先ほどＢＶＴと軍にて所定の手続きを完かん了りよう。独立行動権の法的有効性が確保されました。後は緊きん急きゆう時における州議会の承認手続きによって、我々は独立州軍に等しい権限を獲かく得とくします」

《法案は可決される。第一号書類を受信したまえ。私の名において下される初の出撃要よう請せいだ》

　副長の操作──別モニター＝書類一覧に新たな項こう目もく。「確かに。なお、ＭＳＳは──」

《私の異母妹いもうとについては、私や君に出来ることはもうない。彼女自身の選せん択たくだ。私はこれから金きん融ゆう機関の誘ゆう致ちの背景にあるもの全すべてを明らかにさせる。善も悪も吞のむことになるだろうし、公表される事実は非常に少ないだろう。だが最後の防衛線の構築には成功した。火ひ蓋ぶたを切れ》

　副長の敬礼──州知事の敬礼──戦せん闘とう開始の合図とともにモニターがオフに。

　通信マイクを引っぱり各隊に出動準備を要請──中隊長に代わる人員の配置──そしてふいにコール音＝携けい帯たい電話を取り出す。「私だ」

　電話から声──これほどの事態でも苛か烈れつな意志を失わない女──目をみはった／細めた。

「ヘルガ……なぜ私に」被ひ疑ぎ者しやの権利──一日に一本だけ許された電話。「私が手を回してもいい。保ほ釈しやく期間を設定させられるかやってみよう。州知事を頼たよることも出来る」

　女の声／言葉──二度と聞けないという予感──目を閉じて女の微び笑しようとともに心に刻んだ。

「そうか……。いや……私にさせたいことを言ってくれればいい」女が告げることに耳を傾かたむけた──心の全てで答えた。「ああ。必ず……クローネンブルクの墓標に誓ちかって」

　通話が切れる──座席にもたれる／目を開く──左手＝流れる河かわ面も──車から降りた。

　徽き章しようを取り出す──挟はさみ込んだ写真／すり切れた光景／とどめようとしても遠ざかる。

　パーティ──国際刑けい法ほう学研究メンバー──クローネンブルクと女学生。

　最も信しん頼らいした男／心奪われた女──入にゆう籍せきの報しらせ──二人を祝福するときを待ち望んだ。

　遠ざかる一方の過去──時間を止めるゆいいつの手段。

　運転席の電熱ライター──それまで存在すら忘れていた喫きつ煙えんの道具／エンジンの熱が伝わるまでの三秒間／じっと写真を見つめた──カチンとライターが音を立てた。

　抜ぬき取って写真の縁ふちに当てた──呆あつ気けなく燃え上がって灰になり、河面へ落ちて流された。

　記き憶おくの中で何より鮮あざやかに刻みこまれる者たち──どれほどの時が経たとうとすり切れない。

　壊れた眼鏡めがね──ポケットから取り出して最後のレンズのかけらが砕くだけてこぼれ落ちるまで握にぎりしめ、写真と同じように河面へ投げ落とした。

「こうして私は、一つずつ盲もう目もくになる」呟つぶやき──ただ事実を確かめるように。

　しばらくの間その場に立ち続けた──失われたものと得たものの天てん秤びんが釣つり合うまで。

　得たもの──墓標への新たな誓い──それを静かに口にした。

「ハンス・Ｗ・クラインは私が網あみにかける。必ず、この手で……不知火」




　　　　†




　隔離室──一いつ貫かん性のない思考／記憶／でたらめに切り替かわる頭の中のチャンネル──力なく坐すわり込んでなすがままに任せた──声──そのときは君たちがみなを助けてあげて欲しい。

「よしてくれ……」意味が分からない──繰くり返される断だん片ぺん的な記憶──初出撃／皇が泣いている。「みんなでよってたかって動きを止めたんだ。おかしくなっちまった螢の命を止めた。皇が螢の首を抱かかえてた。あいつは姿が消せるんだ。みんながおかしくならないようにって、最後にあいつは言った。螢の頭を抱えて……頭の中にあるものと一いつ緒しよに、火の中に飛び込んだ」

　喋しやべり続ける自分を自覚した──誰もいない宙に向かって──右手に何かを握っている感覚。

　怖こわくて手を開けない／どんな幻まぼろしが現れるか予想もつかない──怯おびえて喋った／告白した。

「あたしたちがそれをやらせたんだ。あたしたちみんなで螢を殺して皇を死なせた……」

「それは違ちがうぜ、涼月」ふいに声──咄とつ嗟さにドアのスピーカーを見る／違う／同じ部屋に誰かがいて自分に話しかけている。「お前があたしら二人の大切なものを守ってくれたのさ」

　幻げん聴ちよう？　ふいに気配──自分のすぐそば──ゆらりと目の前の風景が歪ゆがむ／誰かが現れる。

　心がぐらつく──恐きよう怖ふが込み上げた──ぼさぼさの髪かみの少女が立っていた／体の向こう側が透すけて見えた／その左手が差し出された──機械の手が迫せまった──手が声を放った。「私たちの時間面を進ませてくれ。お前なら……いや、おそらくお前にしかできないと確信した」

　笑えみを浮うかべている少女──享きよう楽らく的な感情以外の全てをどこかへ置き忘れてきたような顔。

　少女の姿がはっきり見えた──透とう過か純度を下げて左ひだり腕うでに電力を回したのだという理解が心のどこかで生じた──強力な電子的干かん渉しようのために／電子戦／死んだ特甲トツコー児童の得意分野。

　変わり果てた少女の名を口にしようとした──少女が言った。「あたしらのおフロ嬢イラ様インを救ってやってくれ。でもお前もあいつも、あたしらのいる領域には来ちゃダメだぜ、涼月」

　機械の左手がぴたりと涼月の額に当てられていた──そして脳のう裏りに轟とどろきわたる無数の声／無数の音／無数の文字の猛もう烈れつなイメージ──３７２９２３１７１３１１７──それ以上の何か。

「メンデル博士から託たくされたもの、機械仕じ掛かけの我々全員が得るはずだった魂たましいのかけらだ」機械の左手の声──頭に直接響ひびいてくる。「〈ガラテア・コンプレックス〉を完成させろ、涼月」

　恐怖で叫さけび続けた──助けて。もうこれ以上、何も崩さないで。もう何も暴あばかないで。




　　　　拾じゆう




　大隊長室──大隊長さん／副長さん──そこに立つ、ただ一人の特甲児童を見つめる。

　夕霧──喪そう失しつを耐たえ抜き、悲しみによって磨みがかれた、青空の色をやどす鏡のような眼まな差ざし。

「州知事および議会の承しよう認にんによって独立的裁断と行動が許されることとなった。よって我々はただちに、犠ぎ脳のう少女たちおよび重大な電子犯罪に関かん与よした〈インフィニティ〉の全主要施し設せつに、総力を挙げて強きよう襲しゆうをかける。これまでの電子捜そう査さは全すべてこのときのためだ。──やれるな？」

　副長さんの質問／命令／号令の言葉──うなずいた──涼月はいない／陽炎はいない／吹雪くんはいない──だがみんなの働きが辿たどり着かせてくれた出しゆつ撃げきのとき──一人で受け入れた。

　まだ希望はあるというママの励はげまし──自分に言い聞かせた／どんな悲劇や徒労感や失望においても決して諦あきらめたり捨てたりせずに楽しさを抱だきしめること──失われたものも全て。

　一いつ触しよく即そく発はつ通りを群衆と共に進んだあの神父のように心と命の限りを尽つくして。

　自分が失わせてしまったものの代わりに、この身の全てを献ささげることになるとしても──あるいはそうなるだろうという予感すら抱いだきながら、大人たちの期待に応こたえ、そして訊きいた。

「ミハエル中隊長さんはどこですか？」

　副長の顔がぎくりと強こわ張ばる──いささかも動じない大隊長に目を向けた。

「彼の戦場へ」大隊長──ずしんと響く重い声。

「そこに幸せはありますか？」

　大隊長の沈ちん黙もく──副長の咳せき払ばらい／言葉を挟もうとする／挟ませずにさらに訊いた。

「何があるんですか？」

「犠牲、そして勝利が」

　自然と伝わってくるもの──大隊長が犠牲にしてきた仲間たち／沈黙を墓標にしてきた。

　今日という銃じゆう火かの日のために──勝利──それ以外の決着の全てを拒きよ否ひして。

　立ち上がる大隊長──今このとき彼自身もここを出て銃火にさらすという意志表示／振ふり下ろされる鉄てつ槌ついのごとき号令。「忍にん従じゆうと貢こう献けん、遂すい行こうの意志をもって、全ての事件の幕を引け」

　敬礼──ごく自然な動作──鋼鉄の意志の共有＝大隊長は同じように敬礼してくれた。

　置いてけぼりの副長──顔を引き締しめる／指示を出す。「車両区画へ行け。すぐに出発する」

　従った──待機していたガブリエルさん＝励まし。「仲間は後から来るに違いないと俺は信じている、夕霧隊員。小隊長の闘とう争そう心は混じりけのない本物だし、もう一人は仲間との絆きずなを誇ほこりとする真の射手だ。すぐに彼女たち自身の戦いにけりをつけて駆かけつけてくれるだろう」

「はい」同じように信じて応えた──もしそうならなかったとしても自分は大だい丈じよう夫ぶだと心の中で言い聞かせなければならなかった──彼女たち自身の戦い＝そのための犠牲になれるなら。

　出発──ド派手な装甲車両ではなく迷めい彩さい模様──マスコミ対策は別の班の仕事。

　車両──後部車両＝何かを感じて振り返った──誰もいない座席に誰かがいる気がして。

　気配──だが誰もいない／仲間はいない／心細さを自覚する前に歌った。「ふふーん♪」

　森へ──迅じん速そくに／中隊／小隊／車両部隊／通信解かい析せき班──既すでに先発隊が現場を包囲中。

　木々の狭はざ間まに隠かくれるように建てられた古い修道院──〝主のお慈じ悲ひ〟と書かれていたらしい看板／新しく補修されたコンクリートの建物／自給自足をむねとする神の家だった場所。

　今は、生きたまま人間の頭ず蓋がい骨こつから脳を取り出し、電子戦を行い、周しゆう到とうで狡こう猾かつな人脈を築き、政党政治の隙すき間まにはびこり、法執しつ行こうを無力化する〝信しん仰こうの自由〟で身を守り、有形無形の強固な城じよう砦さいを作り上げ、ありとあらゆる犯罪の追つい及きゆうを免まぬかれ続けてきた者たちの住み処か。

　蟻ありの這はい出る隙間もないほどの一いつ斉せい包囲──副長の全隊通信。《ＭＳＳの部隊が現場に到とう着ちやく。西側の制圧は彼らに任せる。犠脳体兵器が使用される可能性があるとのことだ。なお、教祖の身み柄がらは我々が確保する。ＭＳＳとは話をつけている。くれぐれも殺さず逮たい捕ほだ。いいな》

　時間の経過──建物内部が探さぐれず＝壁かべに探査妨ぼう害がい用の金属片へん／庭にジャミング装置／通信妨害電波／屋内構造が不明／自家発電ゆえ電力消費量すら不明──探査を無に帰す砦とりでの備え。

　だが／やがて──ときが来た──森のどこかで激しい銃撃音──同時に脳内チップを通して建物の構造データが出現＝副長。《ＭＳＳが交戦。全隊、屋内データを確認しろ。中央に爆ばく弾だんが設置されている。移動できるものではない。間違いなく自爆用だ。何としても無力化しろ》

　飛び交かう報告──切られる火ひ蓋ぶた──各隊に突とつ入にゆう命令／夕霧に号令。《突アイネ撃ン・シせユトよウルム、白犬ヴアイス！》

　悪路を突進する装そう甲こう車両──レンガ造りの裏門を粉ふん砕さい──飛び出す夕霧。「転送を開かい封ふう」

　着地／疾しつ走そう／跳ちよう躍やく──二階テラス──釘くぎ付づけされ塞ふさがれた窓／壁に銃眼／激げき烈れつな応戦を予測しながらワイヤーを乱らん舞ぶさせた──バラバラに崩ほう落らくする鎧よろい戸ど──屋内に侵入──無む抵てい抗こう。

　淡あわいバラ色の屋内照明──ひんやり冷たい空気──静せい寂じやく──無人＝動く者とておらず。

　長い廊ろう下か──ずらりと並ぶ信者の部屋／開け放たれたドアの群／そこら中に血の跡あと。

　足を止めて念入りに確認するようなことはせず──制圧する対象を求めて移動──対たい峙じすべき者たちの姿を捜した──叫さけんだ。「どこですか白露さん！　夕霧です！　白露さん！」

　一階中央の祈き禱とう室を制圧したという報告──爆弾の無力化──二階から一階へ続く階段。

　おびただしい量の血──引きずられた後が幾いく重えにものたくっている──血を追った。

　背後で次々に突入して一室ずつ制圧している隊員たち──彼らを尻しり目めに一階へ。

　南側──タイル張りの床ゆかに血の海──何かの入口＝暗くら闇やみ＝迷わず飛び込んだ。

　むっと蒸気──浴場──男性用更こう衣い室／廊下／洗面所──おびただしい男たちの死体。

　何人いるか分からない──ずたずたに引き裂さかれている──血の狂きよう宴えんの名残なごり。

　あちこちに転がった武器──抵抗する信者たちを誰だれかが皆みな殺ごろしにした。

　浴室──初めて立ち止まった──入口に天てん井じようから吊つるされたもの──〝奇き妙みような果実〟

　執しつ拗ように破は壊かいされた人間だった物体──わざわざ豪ごう勢せいな刺し繡しゆうが施ほどこされた法衣を着せて吊つるした。

　頭──剝はがれた頭皮／砕くだかれた頭ず蓋がい骨こつ／引きずり出された脳の破片──素す手でで脳を摘てき出しゆつ。

　無む惨ざんきわまりない死体──だが夕霧の目はそれを一いち瞥べつしただけで、さらに奥にいる人物に釘付けになった──バラの香かおりが立ちこめる湯／広い円形の湯船の一つ／鉱水を噴ふき出す石像。

　裸はだかの少女が湯船に立って虚こ空くうを見ていた──そばに脱ぬぎ捨てられた血まみれの衣服／拳けん銃じゆう。

　ぐっしょり濡ぬれた長い髪かみが背や腕うでや尻に豊かな胸にまとわりついている──鉱水で血を洗い落としている──薄うす暗ぐらい照明を浴びて、その白い裸ら身しんが異様な薄うす赤あかさに、濡れ光っている。

　小隊長さん──夕霧を助けてくれた／夕霧が助けた／脳を奪うばわれた少女たちを追っていた。

　あのデモの後の戦闘で恐おそろしい何かへ変へん貌ぼうした──彼女が振り返った暗闇。

　背後の死体の群／無惨に吊された誰か──彼女がそれをやったというのだろうか。

　ふと小隊長さんがこちらを向いた──ぞっとするような虚きよ無むをたたえた瞳ひとみ──一糸まとわぬ姿／だがこの上なく恐ろしい／生ける弾丸／人間の形をした一個の銃器──動けない。

　かつてない恐きよう怖ふが込み上げて来た──自然と伝わってくるもの──この人は夕霧が動くか見ている／動くのを待っている／引き裂くべき相手かどうか機械の心で判断しようとしている。

　レベル３を転送すべきかどうかを──訪おとずれる痛つう烈れつな理解──ああ、この人は、敵だ。

　そのとき左側から物音──女性用更衣室──暗闇から黄色い輝かがやき──すすり泣く声。

　少女──背に黄色いスズメバチの羽を持つ特甲児童──がらんがらんと数珠じゆず繫つなぎになった円えん盤ばん状のものを引きずりながら浴場に歩いて入って来た──泣きじゃくりながら。「鳳ぁ……」

　夕霧のことは見もしない少女──自然と伝わってくるもの──悲ひ愴そうな思い／いざとなったら引きずってきたそれを全すべて投げつける気でいる／爆弾の束を──小隊長さんに──敵に。

　小隊長さんがゆっくりと少女に目を移した──ひっと少女が息をのむ──夕霧と同じように動けなくなる／息をすることすら恐ろしくなる／空気が同じ体積の氷になってしまったよう。

　遠くから銃声／戦闘の音が近づいてくる／屋内にこの小隊長さん以外の人間がいたのだろうか──疑問に思ったとき、けたたましい音を立てて浴場の壁が外側から突つき崩くずされた。

　がちゃがちゃ鳴る巨きよ大だいな草くさ刈かり用の刃はみたいなもの──突進する鋼鉄の化け物の沢たく山さんの脚あし。

　犠脳体兵器が使用される可能性──脚の一つが大昔のカメラのフラッシュみたいに白熱──閃せん光こう＝ぼん、と火花──凄すさまじい照射が浴場を焼き、湯船の湯を煮にえくり返らせる遥はるか以前。

　燃え盛さかるようなエメラルドの輝き＝小隊長さん──その最悪の力の到とう来らい──レベル３。




　　　　†




　話した／延々と／一日半──ライフルの因いん縁ねん＝自分が忘れても覚えていてもらうために。

　イザベラが滞たい在ざいするホテルの部屋──会話／眠ねむり／食事／神経疲ひ労ろうとその回復──イザベラがつきっきりでいてくれた／話を聞いてくれた／解決のすべはまだあるのだと言ってくれた。

　目覚め──用心深く閉じられたままのカーテン＝狙そ撃げきを警けい戒かい──棍こん棒ぼう警官のたしなみ。

　デスク──気付けのため飲ませてくれたワインの瓶びん──メモ＝朝食を買いに出たイザベラ。

　シャワー──記き憶おくを確かめながら／起こったこと全て繰くり返し思い出して口にした。

　着き替がえ──ホテルの売店で買った下着／制服──銃の弾だん数すうを確かく認にん＝何度も／機械的に。

　弾だん倉そうを抜ぬいて叩たたき込むたび不安が消えてゆく──それ以外の感情も遠ざかってゆく。

　どれほどひどいことが起こっても自分は大だい丈じよう夫ぶだという虚きよ無む感かん──じきに今の全てを忘れるのだという予感──嫌だ／そんな馬鹿なことがあるものか／込み上げる悲しみにすがった。

　テレビのニュース──九つ目の爆ばく弾だんを警戒／交通管理システムに異常／各所で渋じゆう滞たい。

　脳内チップ──全隊指令／遊撃小隊への出撃命令──夕霧一人。

　合流しなくては──だが解明のすべもないまま銃火のるつぼに飛び込むことへの恐怖。

　このまま憲兵から放ほうり出されて事件のいけにえにされるのではないかという不安をもてあそびながら鏡を見つめた──鏡合わせの自分／灰色の瞳／瞳に映る自分──ふと何かの閃ひらめき。

「えっ？」眉まゆをひそめる──鏡の中の自分が同じ表情に──瞳に映る自分も。

　脳のう裏りをよぎるメッセージ──〝偽いつわられた死者の目〟──〝鏡合わせの生者〟

　夕霧の言葉／いつか／どこかで／神父の逮捕の後で──〝誰を見てるんだろう〟

　鏡だ──がつんと来た／咄とつ嗟さに意味も分からないまま／何かをつかんだという感覚。

　吹雪くんの携けい帯たい電話をつかんで身を翻ひるがえす──かくんと膝ひざから力が抜けて前のめりに倒たおれた。

　なんだ？　起き上がろうとして、ばしっと目に見えない衝しよう撃げきに打ちのめされた──脳裏に広がる渾こん然ぜんとしたイメージ──どす黒い何か／悪意のイバラ／恐怖に襲おそわれながら銃を抜いた。

　ぐらつく／心／機械の手足──直感的に理解した──情報汚染──脳内チップに。

　にわかに何かが甦よみがえる──（鳳！　鳳！　鳳！）──あの戦闘の光景／初出撃の光景／ごっちゃになってめまいがする──くそっ、私の頭から出て行け、この卑怯者──衝撃＝ばしっ。

　意識が引き裂かれる──起き上がろうとしてクロークの戸に激げき突とつした──掠かすれた悲鳴。

　左手＝携帯電話の画面の明めい滅めつ──めまぐるしく変化している何か──彼女の叫び──助けて、母様ムツター、助けて、助けて、助けて──ふいにドアが開いた──駆かけ込んでくるイザベラ。

「大丈夫だよ、サビーネ。落ち着くんだ。あたしが守ってやる。あんたの母様マードレに約束したんだからね。あたしが守ってやる。さあ早くここを出るんだ」抱だき起こされる──しがみつく。

　肩かたを貸してもらって立った──切り裂かれる意識──疑問の断だん片ぺん──出る？　なぜ？

　銃声──廊ろう下かを進む自分とイザベラの背後──視界が乱れる／万まん華げ鏡きよう的に／ぐらつく。

　振ふり返ろうとした──銃火──ＭＰＢの制服＝副長が自分に張はりつかせた隊員たち？

　廊下──開いたドア／穴だらけ／銃を構えた仮面野や郎ろうたち──すぐそばの部屋に潜ひそんで機会を窺うかがっていた？　バラバラになりそうな意識を総動員して事態を把は握あくしようとしたところへ、見慣れた誰かの顔──凛りんとした女の横顔──モリィ捜そう査さ官かん。「早く行きなさい!!」

　モリィの手にショットガン＝フルオートの速射──銃声が全ての音を／声をかき消した。

　いったい何に向かって撃うっているのか？　いきなり廊下の壁かべを突き破って真っ黒い怪かい物ぶつが現れた──アームスーツがモリィと機動捜査課の隊員たちに向かって殺さつ到とうした。

　やめて、お願いやめて、殺さないで、もう誰も私から奪わないで──モリィの名を絶ぜつ叫きようした／いきなり何もかも遮さえぎられた──エレベーターのドア＝イザベラに引っ張り込まれていた。

　行かなくては／戦わなくては／モリィたちを助けに──ふいに四し肢しに燃えるようなエメラルドの輝き──自分がレベル３を転送しようとしているのだと分かって恐怖の叫さけびを上げた。

　何もかもおかしくなる──こんな風に奪われるなんて──（出口はなかったぜ）──嫌だ──（どこにも）──助けて──ふいに四肢の輝きが、ぱっと弾はじけ飛ぶように霧む散さんした。

　脳裏に広がるイバラのイメージが急激に薄うすれてゆく──押し返されてゆく──消えてゆく。

　まるで逆回転されるフィルムのように──魔ま法ほうのように元の状態へ引き戻もどされていった。

　接続官コーラスのフォロー!?　解かい析せき官／眠る少年／マスターサーバー──そして／さらに何か。

　明滅する光＝携帯電話の画面にそれがまたたいているのを悟さとった。

『４１３７２９２３１７１３１１７』

　不可思議な数列──十五桁の数字が。
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　叫びまくった──医い療りようスタッフが来て何かを言い聞かせた／薬を与あたえた／ぐらつく心──機械の左ひだり腕うでを持った少女の幻まぼろしは消えていた──訳の分からない数字が至るところに見えた。

　ふと気づくとベッドではなく床ゆかに座っていた──隅すみにうずくまって煙草たばこを吸っていた。

　ショートホープ──いったいいつ煙草を与えられた？　立ち上る煙けむり──血の臭におい。

　煙草のフィルターに印刷された数字──『３７２９２３１７１３１１７』──慌あわてて投げ捨てた／火のついた煙草が転がった／すぐに消えた──幻──右手に何かを握にぎっている感覚。

　ライター──『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』の刻印──かと思うとまたもやあの数字──十三桁けたの。

　いや──増えている──数が桁を増している──十五桁──違う──十七桁。

『４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　ライターを放ほうり捨てた──消えた──右手に何かを握っている感覚──もう嫌だ、助けてくれ、さっさと何もかも終わりにしてくれ──怯おびえきって見た──円えん筒とう形の何か／針状の尖せん端たん。

　どろりと血が手の平に溢あふれる──円筒形のものが血の中に浮うかぶ──脳内チップの一つ。

　慌てて手を振った──血が舞まう／消える／右手に急に違い和わ感かんを覚えた──見慣れない手。

　いや──いつか崩くずれ落ちるタワーから自分を助けてくれた少女の右手になっていた。

　いや──血まみれ──守ることが出来ず吹ふき飛んだアダー神父──焼け焦こげた右手。

　恐きよう怖ふで目を逸そらした──また何かを握っている感かん触しよく──あたしの頭の中をめちゃくちゃにしないでくれ──手を開いた──誰か助けてくれ──震ふるえながらそれを見た──ダイヤモンド。

　小さな粒つぶ──涙なみだがにじんだ──吹雪がくれた誕生日プレゼント──いつか本物を贈おくらせて。

「そう、五十八面体のダイヤモンドです」

　いきなり間近で声──正面──いつの間にかそこに立って自分に話しかけている少年。

　ばしっと意識が戻る感覚──部屋の隅ではなくベッドに腰こし掛かけている自分──虚うつろな視線にとらえられた見覚えのある少年──柔やわらかな金きん髪ぱつ／碧あおい目／誰かの面おも影かげ──制服の上に着こんだぶかぶかのチョッキ──どこからか全力疾しつ走そうしてやって来たというような汗あせみずくの顔。

「それが〈ブリリアント・モデル〉のヒントになったんです。〈ガラテア・コンプレックス〉という仮説の根こん拠きよに。機械化義ぎ肢しの双そう方ほう向こう的な調和の可能性に」

　少年──名前は──友達になれるかも＝吹雪の笑え顔がお──冬真・ヨハン・メンデルくんと。

　メンデル博士の息子さん──はっきりと面影を見て取った──みなを助けてあげて欲しい。

　ふいに恐怖が薄れた──幻ではない少年の存在に目をみはった──その叫ぶような声。

「おそらくあなたと吹雪くんに託たくされていたんです。有用なる空白。〈魂プシケー〉の器うつわが。あなたと吹雪くんだけなんです。生まれたとき脳が手足の存在を学習しなかったのは」もどかしげに探さぐる──不似合いな大人用の戦せん闘とう用チョッキ＝やたら厳重に閉じていたポケットから取り出される携帯端末ＰＤＡ。「僕が見つけたのは心理部門の〈魂プシケー〉のレポートです。蝶ちようの名であり精神の名である相互ユニット化コード。それが発案部門の〈ブリリアント・モデル〉の目的だったんです。双方向的調和の可能性に基づいた開発部門の〈ガラテア・コンプレックス〉──そして製造部門に託されるはずだったレベル４のレポートさえ解読できれば──」

　端末を目の前でかざされた──展開する液えき晶しよう画面──パスコードを要求するウィンドウ。

「ケルベルス認にん証しようによる暗号データです。解除キーはただ一つ。特定の個人の声せい紋もんです。エンハンサー・フィルターがかけられているので電話や録音された声ではダメなんです。あなたが直接、声を吹き込むことでしか開けません。吹雪くんがそう設定したんです。僕に最後のレポートを見つけさせて、そして……きっとあなたに、彼の最後の声を届けさせるために──」

「……誰がなんだって？」

　思わず声が出た──少年がかざす端末の画面が反応した──一いつ瞬しゆんで開かれる電子の鍵かぎ。

　そして読み出されるもの──データ──真っ直すぐ微笑ほほえむもう一人の少年──その優やさしい声。

《僕は、涼月ちゃんが大好きです》
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　強きよう烈れつなアメジスト色の輝かがやき──背に二対ついの何か／巨きよ大だいな生き物の尖とがった骨に見える。

　腰こしに補ほ助じよ翼よくのような短い羽──腕に同様の羽──全くはばたかない。

　異様に長く鋭するどく扁へん平ぺいな両腕──尖った手／指全体が爪つめのよう／むき出しの骨格。

　膝ひざから下が優ゆう雅がにはためく──両りよう脚あしが一対の羽に。

　全身を覆おおう鎧よろいのような装そう甲こう──紫むらさきに輝く／顔の周囲を覆う／まるで白露さんの鎧のように。

　周囲に浮かぶ不思議なもの──刃やいばのように見えるうす紫色の巨大な輪。

　その姿がほんの一瞬だけ目にとらえられた──デモの後の戦闘で炎ほのおの向こうにいたもの。

　そしてにわかに変へん貌ぼう──腰の／腕の／脚あしの羽がぐるぐると巻きつく──伸のびる──剣けんのように／背から生える二対の尖った骨と同じ形状になる──十本の鋭いそれらが一いつ斉せいに白熱した。

　僅わずかに遅おくれて彼女の周囲に浮かぶ輪が光を放った──まるで小さな太陽の出現──先ほど鋼鉄の化け物の脚が放った閃せん光こうなど豆電球なみの小さな光に思えるほどの輝きが起こった。

　音が消えた──耳元で機関車が走るような轟ごう音おんが全すべての音を吞のみ込んだ──彼女の輪から放たれたおびただしい何か──三百六十度＝全方位に向かって放たれる光の豪ごう雨うが、四方の壁かべを微み塵じんに吹き飛ばし、咄とつ嗟さに少女が投げた爆ばく弾だんを引き裂さいて少女の腕うでも羽も何もかも粉ふん砕さいした。

　その豪雨が少女をバラバラにしてしまう前に放たれた夕霧のワイヤーが少女の足を引き倒たおし、飛びかかるようにして共に床に伏ふせながら、四し肢しが全て吹き飛ぶのを／燃えるようなエメラルドの輝きが起こるのを／自分もレベル３を転送しようとしているのを感じたとき──唐とう突とつに何かが現れ、襲おそいかかる圧あつ倒とう的てきな力の奔ほん流りゆうを遮さえぎり、夕霧と少女を守ろうとするのを悟さとった。

　光の豪雨を最も浴びた鋼鉄の怪かい物ぶつは半秒ほどで脚のほとんどが挽ひき潰つぶされたようになり、次の半秒で元はどのような形状であったかも分からない有り様となり、一秒をさらに半分ほど過ぎた頃ころには吹き飛ばされた壁の残ざん骸がいと一いつ緒しよくたに砂利じやり状にされて放射状に飛び散っていた。

　当然のごとく全ての支えが消しよう滅めつしたことで落下してきた屋根の真ん中に、ぱっと穴が開いて陽光が差し込んだかに見えた──陽光は彼女だった──輝く輪の中心にあって、輪とともに浮ふ遊ゆうし、指一つ動かさぬまま、その頭上に向かって途と方ほうもない爆圧を放っていた。

　屋根にぽっかりと穴が開き、それ自体が彼女を取り巻く第二の輪であるかのような様相を呈ていしたかと思うと、その一瞬後、煙のように崩れ、無数の燠おき火びとなり、夕霧たちに降り注いだ。

　コンクリートも鉄骨も、百年ほど無補修で酸性の雨を浴びるとこうなるというような完かん膚ぷ無きまでの分解状態となって燃え上がり、火の粉の雨となって降りしきる向こうに彼女がいた。

　新たな羽をまとって──尖った骨と骨の間に発生し、翻ひるがえる、炎の羽──輪の中で五対の燃える羽が緩ゆるやかにはばたき、それがつまり排はい熱ねつ行こう為いであるという途方もない高温を伴ともなって宙に浮かびながら、真っ直ぐに見下ろしていた──虚きよ無むをたたえた瞳ひとみで──そこに立つ者の姿を。

　夕霧と少女が揃そろって身を起こした／再転送された四肢／羽──レベル３ではなく二人の通常の特甲トツコー──飛び交かう無数の火の粉は一ひと粒つぶとして自分たちに届かず、音もなく燃える金色の光の球と、それらが作り出す強力な防ぼう壁へきに──プラズマの壁に守られていた。

「やはりリングサーキット型のベゼル式制せい御ぎよ帯だ」声──夕霧たちの前に立つ者──宙に浮うかぶ彼女の眼まな差ざしを真っ向から受けて立つ者──その高々と掲かかげられた機械の左手の声。「全包囲に抗磁線を掃そう射しやし、加速させた抗磁圧を放射出来る。単独で封ふうじられる武器じゃないな」

「だってさ。聞いたかい、夕霧、新人」ぼさぼさの髪かみの幽ゆう霊れい少女が肩かたごしに振ふり返る──右手に脱ぬいだ軍用ジャケット／背から生える透とう明めいな水すい晶しようのイナゴの羽──歓かん楽らく的であること以外の全ての感情をどこかへ置き去りにしてきた笑み。

　夕霧が立ち上がる──記き憶おく──本当に幽霊が目の前に現れた思い。「……皇さん」

「誰だれぇ……？」少女──呆ぼう然ぜん──宙にいる小隊長と目の前の幽霊少女の両方に怯おびえている。

　ふいにノイズ──急激で強烈な電子干かん渉しよう──敵の情報汚お染せん？　いや──違う──悪意がない──そしていきなり先ほどの左手の声が脳のう裏りで響ひびき出した。《協同的ブレークアウトだ。一時的にマスターサーバーをくらまして内ない緒しよ話ばなしができるようにした。これで連れん携けいして戦える》

　驚きよう異い──無線通信＝夕霧／少女／幽霊少女／機械の左手──一瞬でみなをつないだ。

「お前らの隊長は両方とも戦いの真っ最中だ。おフロ嬢イラ様インはそれが心の外にも溢あふれ出てる。あいつの夢に焼き殺されないよう今だけ助けてやるよ」ウィンク──エメラルドの輝き。

　転送──幽霊少女の右みぎ腕うで／脚／全身──翡ひ翠すいに輝く特甲──四つの関節を持つ長大な右腕＝美しさと残ざん忍にんさをみなぎらせる水晶のように透明な刃と爪。

　瞠どう目もく＝夕霧／少女──幽霊少女が右手の先から空気に溶とけるように消えてゆく──左手から漂ただよい出す金の輝きを残して──そして完全に消える寸前、からからと笑うような号令／命令。

「二人とも慎んで指揮下に入りな。初代ＭＳＳ要よう撃げき小隊長、迎撃手セプターの螢・ヘレン・トローベルと、この伏アン撃ブツ手シユの皇・アンジェラ・ヴァール様が、ひと味違ちがった要撃を教えてやるよ」
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《僕は涼月ちゃんの強がりで恥はずかしがり屋なところが好きです。寂さびしがり屋で真面目まじめで優やさしいところが好きです。繊せん細さいなところが好きです。教科書を広げるときの真しん剣けんな顔が好きです。負けず嫌ぎらいで意志の強いところが好きです。いつも見ている強い涼月ちゃんも、ときどき見せてくれる弱い涼月ちゃんも同じくらい好きです》お互たがい様の忠実まめさ／律りち儀ぎさ──いつか尋たずねたことへ指折り数えながら返答──数えることが答えの手立てではないことを知りつつ他ほかにどう伝えていいかも分からずに。《涼月ちゃんの綺き麗れいな目が好きです。綺麗な髪が好きです。綺麗な心が好きです。涼月ちゃんはとっても綺麗です。僕は涼月ちゃんが大好きです》

　見続けた──歯を食いしばって／自分の泣き声で少年の声を消してしまわないように／涙なみだで曇くもって少年の顔が見えなくなってしまわないように──声を殺して必死に涙を拭ぬぐい続けた。

《僕は……他にもいっぱいあるけど……僕は、涼月ちゃんの全部が好きです。最後に一つだけ告白させて下さい。僕が軍からすぐに戻もどって来られたのは、涼月ちゃんがＭＰＢに入ったからです。都市の特甲児童はＭＳＳだけが所有するはずでした。でも涼月ちゃんが二人の仲間と一緒にＭＰＢに入ることを決めてくれたお陰かげで、僕が接続官コーラスとして配属されることになりました。涼月ちゃんはきっとブラウン博士と話してそうしたんだと思います。ブラウン博士との約束を守ったんです。みんなを守るっていう約束を。そして同時に僕を助けてくれたんだと思います》

　かぶりを振った──よしてくれ──そんな理由で決心を語らないでくれ──感謝なんかで。

　あたしはお前を道連れにすることしか考えられなかった──ただ一緒にいて欲しくて──一緒に優しい噓うそを守って欲しくて。

《ブラウン博士は僕を接続官コーラスにすることを薦すすめる書類を残していました。涼月ちゃんのお陰で、僕は戦場に行かずに済みました。その代わりに涼月ちゃんは今のお仕事をするようになったんです。涼月ちゃんはとっても仲間思いで、とっても勇ゆう敢かんです。だから僕も、僕に出来る限り勇敢になりたいと思いました。僕がやらなければいけないことのために、僕の命を使おうと決めました。決して涼月ちゃんのせいではないし、涼月ちゃんだけを助けるためではありません。でも涼月ちゃんがいてくれたから頑がん張ばれました。もしもう一度、僕が目覚めることを神様が許してくれたら……そのときは、また二人であの観覧車に乗りたいです。でもそれ以上に、涼月ちゃんが今の色々なものから解放されて、心から望む道を、誰にも遠えん慮りよせずに進んでくれることを願っています。涼月ちゃんが本当は試験に合格したことは知っています。みんなにとって涼月ちゃんは希望なんだと思います。僕にとってもそうです。だから僕は何も怖こわくありません》

　弱いくせに力なんてないくせに安全な場所にいるのがお似合いのくせに──どれほど強がっても震ふるえを隠かくせない少年の声──予期された危険に怯える目が告げている──僕は怖い、とても怖い、誰かお願い助けて──叫さけびそうになりながら必死に耐たえているのが辛つらいほど見て取れた──少年がついたこれまでで最高の大おお噓うそ──僕は何も怖くありません。

　耐えられない──だが耐えるべきだった──これだけは最後まで耐える必要があった。

《どうか僕の願いが届きますように。どうか僕の声が涼月ちゃんに届きますように。どうかみんなが無事に全すべてを乗り越こえることが出来ますように。どうかこれが正しいことでありますように……。神様……お願いします。僕に勇気を与あたえて下さい。僕にチャンスを与えて下さい》

　死者が生者の道になる──死んだロシア人たち／黒人街の男たち／神父──眠ねむれる少年。

　前へ進み続けろ──名もない星になるために今もどこかで戦っている男／目覚めない眠りの中にあっても進み続けるやつだっている──前へ進めと言ってくれている。

　終しゆう了りようするビデオデータ──その画面の背後で同時に展開され、端たん末まつに雪崩なだれ込んでいた他のデータの解読も終わった──託たくされたものを届け、得るべきものを手にした少年が画面を覗のぞき込んでそれを確かく認にんし、そして顔を覆おおって泣きじゃくる少女に向かって言った。「ブラウン博士は……特甲トツコー児童の開発顧こ問もんたちは、脳内チップの研究をしていました。そして今、鳳さんはその研究内容の悪用によって、敵のユニットに支配されています。でも奪うばわれたものを取り戻せば鳳さんは……もしかすると彼も、目覚めさせることができるかもしれません。お願いします。どうか僕と一いつ緒しよに来て下さい。〈ガラテア・コンプレックス〉による──」

　いきなり涼月の手が伸のびた──両方の手を開いて──少年のチョッキの胸むなぐらをつかみ、思い切り引っぱりながら力強く立ち上がっていた。「……なんだって？」

　意表を突つかれた少年──慌あわてて説明。「〈ガラテア・コンプレックス〉の内容はまだ不明な点が多いんです。でもおそらく特甲児童を襲おそうフロー状態を解消する何か──」

「違う」すがった──涙が後から後から溢あふれた。「そっちじゃない。その前に、お前が言ったことだ。何をすれば、誰を目覚めさせられるって？　ちゃんとあたしにそれを説明してくれ」

「ブ、ブラウン博士は……ある医師と、脳内チップによる植物状態の人間の覚醒を研究していました。それがこの事件につながっているんです。同時にそれは〈ブリリアント・モデル〉のヒントになり、〈ガラテア・コンプレックス〉という高度な心理面での開発──」

「お前の言うことはさっぱりだ。あたしに分かるように喋しやべってくれ。はっきりあたしに教えてくれ。お前が言ってるのは吹雪のことか？　そうなのか？　吹雪は目覚めるって言ったのか？」

　少年──苦しげ／悲しげ／少年自身その希望にすがりたがってる／答えが間ま違ちがっていたときのことを怖おそれている──だがやがてその天性の寛かん容ようさが懊おう悩のうすら吞のみ込んでいった。「ブラウン博士は、僕の父です……もうご存じかもしれませんが。僕は……彼の遺志を継つぐつもりです」

「それってのは、つまり──」

「吹雪くんを目覚めさせてみせます」少年の顔にはっきりと現れる面おも影かげ──その代わり私が君たち二人を助ける／何としてもね／ブラウン博士の微笑み──少年が涼月の手に自分の手を重ねた／温かな生身の手／あの開発顧問の息子むすこの手。「だからお願いです。どうか鳳さんを目覚めさせて下さい。みんなを助けて下さい。あなたの力を貸して下さい」

　少年を離はなした──後ろに倒たおれそうになって踏ふん張る少年──いつの間にか開いている自分の手／自分の体を立たせる足／手を開いたり閉じたりしながら何かが現れないか見た──幻まぼろしは終わっていた──全てが心の中のあるべきところに収まっていた──進めと告げていた。

　自分の手の平を見ながら訊きいた。「教えてくれ。あたしは何に向かって進めばいい。あたしは突とつ撃げき手だ。あたしに出来るのは真っ直すぐ前に進むことだけだ」

「そう」少年──勢い込んで。「あなたは先の事件で、こう言ったと聞きました。あなたは突撃手だと。あなたが情報であり、あなたが作戦なんだと。ここから先の全てが、あなたによって作られる可能性があるんです。そのために一つ言えることがあります。一刻も早く、みんなをあなたの指揮下に入れて下さい。あなたの仲間も、鳳さんの仲間も、みんなを。その上で、鳳さんと、彼女を支配するユニットに──特甲猟兵全員に、戦いを挑んで下さい」

「今までで一番分かりやすい説明だ」拳こぶしを握にぎった＝了解の意志。「気に入ったぜ、特に最後の言葉がな」そしてその拳を相手の肩かたにひょいとぶつけて訊いた。「お前、あいつの恋こい人びとか？」

　目を丸くする少年──寂さみしげ／柔やわらかな微笑み。「いえ……でも好きです。とても」

「それも気に入った」にやりと笑う──強がりの臆おく病びよう者が自分の中に見つけた精せい一いつ杯ぱいの勇気と進もうとする意志を必死に握りしめるときのいつもの不敵な笑み。「行こうぜあたしたちにどんなことがしでかせるか、この全てを仕組んだバカどもと、ろくでなしの神様の両方に、しっかり見せつけてやるために。あたしはあたしの、お前はお前の、魂ってやつを取り戻しに」







　あとがき







　本書は、角川スニーカー文庫『オイレンシュピーゲル』および富士見ファンタジア文庫『スプライトシュピーゲル』が、一つに合流することで生まれた両作品の最終シリーズ第一巻です。

　当初は各レーベルで最終巻が出される予定でしたが、完成度を求めた結果、「合流」こそ決着点にふさわしいと判断された次し第だいです。またその際、諸もろ々もろの議論によって、シリーズ開始時のデザイナーたる島田フミカネさんに御ご登板頂くこととなりました。そのため、特に涼月や鳳は、三者三様のイラストが存在し、まさに「複数の視点の提供」を主眼とした当シリーズの面めん目もく躍やく如じよとなりました。改めて、熱ねつ筆ぴつを振ふるって頂いた白亜右月さん、はいむらきよたかさん、島田フミカネさんに、厚く御おん礼れいを申し上げます。

　さらにはコミック化により、『オイレンシュピーゲル』（講談社・月刊少年シリウス）と『スプライトシュピーゲル』（少年画報社・月刊ヤングキングアワーズ）でさらに違ちがう描かき手が立つこととなりました。違う視点によって現れる「他者」こそ、争いを生むとともに豊かさの源ともなる──それが当シリーズで何よりお伝えしたい、複雑でいて、単純極きわまりない真理であるのです。

　さて。『オイレンシュピーゲル』第一巻あとがきで「少年少女を今の視点で書けるのは、あと三年が限界かも」と書いた通り、見事に作家としての成長曲線が一つの段落に辿たどり着つきました。この「テスタメント」が、紛まぎれもなく僕の「最後のライトノベル」となるでしょう。

　本書で主人公の一人が誕生日を迎むかえ、一つ年をとったことが実に象しよう徴ちよう的てきです。登場人物の年ねん齢れいが変わらないのがライトノベル、などと断言するわけではありませんが、青春の終わりが主題となったときが、一段落かなと感じます。それは終わりであると同時に、豊かさを秘ひめた「始まり」です。それを否定しては僕自身に噓うそをつくことになるし、何より、本書の彼女ら・彼らの生を偽いつわることになる。だからこそ、かつてないハードルの高さにちょっと呆ぼう然ぜんとしつつ、全力で当シリーズを書き切りたい。自分に書けるか。その資格があるか。不安が自分を高めてくれると分かっているから大いに書く。そんな我わが儘ままを目め一いつ杯ぱい、押し通したいと思います。

　一方で、この冬、『天地明察』という僕の初めての時代小説が角川書店から出版されます。これが新たに、作家・冲方丁の出発点となるでしょう。僕の中では『天地明察』と『テスタメントシュピーゲル』は完全に地続きで、まるで一つの作品であるかのように感じております。

　ひとえに読者の皆みな様さま、これまで僕が書くことを許してくれた全作品の彼女ら・彼らのお陰かげです。そしてまた大いにご助力下さった人々、担当氏、家族に、尽つきぬ感謝を。

　どうかこの物語が、あなたの眼まな差ざしとともに、まっとうされんことを。





二千九年冬　　冲方　丁　拝　
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